
、A'へ ㌔ 、 、 」一 、、×
s7

ト

、 、 、 〉
"妙'

.⊃ 三"ぐ 。 ・.・、

,つ ♪ 〈・・sk・ へ も 、
ロ へ～ 、

ヘ ニs、 ↓ ㌔ 予 ノ ザ、 、 、,

滋 賀 諭 一 湿1二1:響鍬 二1'ド ぐ

一 ∵ ∵'
t,一`',・ ㍉ ＼ →.M:C㌧ ∵ ㌻ ご二・'.こ,-1}・ ご … マ〉,　 ご

窓1富 源ll蕊1:蒸㌻1播三:二
)L∴ 政 府 に おげ るヅ ブ:ドブ 亘 ジェ 久 ト、,∵ぐ 、1
-

.、∴発 注 管 理1ご 関 ず る 調 査 報 浩:㍉_;t-・

三 ぷ ㌧1ジぎ1巳 導ll:1三1叉1

三㌻聡 三二1禽三三鋳乏1へ巳 擁/

豪 箆謬認播1蓄二こ日
,、 ∵ 二 ・ ㌧ ・ ・ ト'L・!㌧"

,＼ 》^㍉ 、リ へ 、 マ 「'一 ・ ・、r－

で∋ ∴1、 .∴:ン 二 二三 一＼ ・t'"一 ㌶ ㌻ ミ1三 二s∴ ・・∴ 一・ 、＼ ン∴

_.三 ご:∴ ∴:ジ1一 三 ・ニバ ∵ さ ,/＼ 三三二二 ∴ ≡ 二 ∴ 三 一;ご
.1㌻＼1∴ ㌧}i㌻ 三::び篭ll:巳 ㍍　
㌧ 三:ご巴 里ろC㌻㌧ ∴篭 ∴ll三二 ・
、'∵:∴ ∴ 二ご ㌧ ・'・';"∴:一∵.∵1・,一::二 ∴ ∴∴ ビ ㌔ 三 ∴ .,

＼tt`∵ ∴ ∴ …㌧ ∵:'二㌻ ご ・㌔ ∴ ㌧ ・∵ 二 三 ＼ ∴∵、
.一・"tC・ ㌧ 一"・'〃 ㌔・ ㌔ ・ しごJ」"「'N・ 一

日奉経営陣 潤 獅 絵:＼ 三:'1竺∴∴/・
㌦'∫;iコ

tt""↓.、 ㌧"・Aプ 》 、＼.せ ・"一ンヨン:シ叉
に い ・欺 ・/:∴ ㍉ ＼ ㌶べ'{ ・〉 し

㌧ ∵ こ ㌃ 弓 ∵∵ ～ 三 ・バ'㌧ ∵'・

一∵ ぷ ミ∵ ㍉ ∴ ∵ 、こ∵1＼'・ ㌧

、 ◎:∵三 ㌻∴三{1:∵∵＼ ∵]

,、,

'、'
つ ヨ プ

、 」
.ン つ バF}

、 、 一 二 ・ 、.パ ∵:

占

'㍉
、 ＼,>c

A∨

A、.

't
♪

〕 こ≠ 、
、

〆 じ

'轟

ウ

～ 、

〆 〆

一

'r－

㌔

;■'LF
.∨

、.∨
"》 ,トー

'

、

一 ㍉ ぐ♪_〉

マ 挙`'

㌔へ

㌦ ∀☆ 、}

ぐ

、

c

ぐ

`マ

ペ

㌦,●`、 、
一

、 ぐ'

}

い

LJ、 ポ ヘ
ド リ ベ ビ

lt、 ・ ㍉r7
.こ

ぶ`
・∴'べ 財 団法 人ぶ

`〉

、vち+.t-1

亀
w("1`≒ 亀 甲

・・三 ∴ ㍉イ シラわ 志バ

r^噛 ㌔ ～..き 、s

・uj-
、 〆zべ,づ 一ヂ ご

:v・^,,〆'tさ 、is.
ヘ へべ

一 ぞ ベ へ 、'・'ρ し

,,、 〔

'← 」 へ
へ'一 ×'

▲'「 ← こ 、べ



この報告書は、 昭和45年 度 におけ る

日本 自転車 振興会か ら、 自転車 競技法に

基づ く自転車等機 械工業 振興 資金 の交 付

を受け て作 成 した もので あ ります 。
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は じ/め.に ・・∵

・・:、i.IM/t/'i ,・'、:.:t ,:・T,;'.

最近の杣 国雁捕 る舗 蹄 嘩 展 畔 パ ・公害・ 輸送・ ぽ き鱒

の・一シ ・ル ・システムへの要請が離 ってき,て.司 ・羊、れは畔 る岬 提

起に峠 殊 今や賑 騨 挺 して・フ:r㌘ ム●ソ鱒 ン㌘ 駆 さ

れ る よ う,に な つ て き た ・ ・ 、_○,・ ～ぷ,㌔

・蝉 樋 情 を糠 嘗 て・ 踊 蝶 省 では・ 難 横縫 鈴 懸 芦

部 会に、シンク・・ンク小委員会を設けて・ シンク・・ンクのあ肱 そ頃 嘩 瓢 つ

さ検討をすすめている・茸 醐 ㌣ ンク・・汐 噛 し・口 外 醐 媛 讃 行な う臆

がある よ うで あるが、 ソ三シ ・ル ・システ.ムの問題解決にあたつ ては、 プ ロ

ジェク トの実施機関 であ る行政機 関が、 プロジェク トの予備分析、 あるいは、

それ以柳 ア ザ ア段 階 に裁 遮 醐 査音区分 の企画 をどの ように してたて・

そ の部分 の調査 を どの ように して民間機 関へ委託 し、 委託 した事業 の成果 を

どの よう1にしそ評磁 る太 な らび たシステ ム開発の方 法論 詫 びその過程

で参 加 す る受 託 機 関の 役 割 とそ れ らの相 互 関係 に っい て、 解 明す る必 要 が生

じて い る.

そ こで、 日本 経 営 情 報 開発 協 会 では、 機 械 工 業振 興 資 金 の補 助 を うけ・ 「イ

ン フ ォメー シ ョン ・シス テ ム基 礎調 査委 員 会」 を設 け、 これ らの問 題 を調 査

検 討 し、 この 分野 で最 も進 ん でい るア メ リカ合 衆国 の現 状 を調 査 す るた め調

査 団(プ ロ ジ ェク ト ・マ ネ ジ メ ン ト ・サ ーベ イ ・チー ム)を 派 遣 した。

本 報 告 書 の構 成 は、 ま ず、 「総 論 」 に おい て、 本報 告 書全 体 の総 括 と今 後

のわ が国 にお け る ソ フ トプ ロ ジェ ク ト発 注 管 理 にっ いて の考 え方 を述 べ、 「第

1部 」 では、 ア メ リカvak・ け る ソフ トプ ロ ジ ェク ト管 理 の現 状 を事 項 別 に分

析 整理 し、 「第2部 」 に おい て は、 調 査 団 の 調 査 結果 に もとづ きア メリ カの.

-1一



現 状 に関 す る委 員 会 で の討 論 要 約 を、 ま た、 「補 論」 として、 プ ロ ジェ ク ト

開 発 方 法 論 の 発 展 経 過 と今 後 の 展 望 に つ い て 述 べ て い る。 さ ら に、

r遁 資料]と 』して、'訪醐 卵 の調査獣 ぶ び調香団が入手 した翻

1・ ・i'E,;'"' 、 ミ 、 ▼
の う ち 主 要 な も の を 翻 訳 の う え 添 付 し た.

遠 ご 本 鮪 ぷ 紺 る調査にあたつては1亨昭和45融 陸 業緬 会1・1

議が発表 した 「米国政府研究開発 委託契約に関す る調査報告書」お よび同年1

、月高 議 論 議醗 表した 晦 嫡 査団報告書 一 細 燥 げる融 開

始 撲 」法 考とさせてぽ 鉢 た。'ぺs・ ■:1・
ド フ ド し べ

おわhに 二本 調査につ き終始 ご尽 力らただい た委員各粒 な らびに海外 で杏♪

調 査 に ご協 力 い た だい た方 々に対 し、 あつ くお礼 申 し上 げ る次 第 で あ る二

昭和46年6月[t'L

、、 財 団法 人 日本 経 営 情報 開 発 協 会

1・ 、 オ ・"・'

●

'ぺ 『卜

v[.ij

/∪-

_2」



真

`
・
.ふ
日

インフォー メーシ ョン 。システ ム基 礎 調 査 委 員 会

委 右 員 名 簿1

(50音 順)

委 員 長 村 松 一 郎

副委員長 西 野 博 二
」1L

・

、

委 員 石 本 幹 郎

〃 伊 藤 昭二二郎

〃 植之原 道 行

(代理 伊 藤 伸 一)

〃 宇都 宮 肇

〃 大 野 豊

〃 北 村 俊 男

"金 秀太郎

〃 武 田 清

主

〃

〃

事 務 局

西 永 誠之助

査 村

原

文

巌

弘

宏浦

上

日本システム開獅 究所、常務理事

瀦 麟 省撲 技術院・ 電子繍 総合研究所

ソ フ トウ エ ア部 長

通離 業麺 工勤 富子疎 謀 課長雛
'三

菱銀行事務蔀(4月 末 まで経済 企画庁へ出向)

曝 気株式欲 本社技礁 中央研究所
所長代 理

東京芝浦電気株式会社、システムセンター 次長

、日轟 輯 甦 技術噺 システム研
究室長

科学酬 庁研究罐 局⇒宙醗 課 謀議 貰

日本 開発銀行 営業第3部 副長
、

へ

株 式 会 社野村 総 合 研 究所、 システ ム分 析 プ ロ

㍉ ぷ ・ヒ昂

グ ラム ・リー ダ

三井情議 鍬 桧 社☆ スデム部パ ジ.

ク ト課長

東京大学工学部機械工学科助教授

財団法人 日本経営情報開発協会

財団法人 日本経営情報開発協会
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フお ジ⊆ク ト・マネ ジメン ト 。サーベ イ 。チー ム

団'員 各1簿

伊 藤 伸 一

北 村 、俊 男

西 永
,誠r助

♂:'伊 藤 昭二郎

原 弘え:

(現 地参加)

.西 野 博 二

(現 地参 加)

高 瀬 保

産業システ ム研究所 取 締役

日槙 気株式酬

締 鯖 システム本部部長代理

科学繊 庁

甦 縫睡 蹴 鞠 甫佐
三購R聞 継 式会社

システム部プ・ジエクト課 課長

経 済 企画 庁

齢 計岬 韻

財団法人 日本経営情報開発協会

通離 麹 工業 術院`

電子翻 総合研究所 ・フトウエア蛭
、

r鱗 嫡 叉(財団法パ 繍 報開発wa参与)
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'論

1.ソ ブ トプ 回ジ ェ ク トに 対 す る社 会的 要請の 高 ま り

・わ が 国 随 い て
、 現 在、 ソ フ トプ ・'ジ・ハ ・(ソ フ トカ エア 的 な 調査 分

析 研 究'プ亘.ジエ ク ト)に 対 す る関 心 が急 激 に高 まっ て作 る.政 府 、 民間 企

:業
、 大 学 を問・わず、 社 会 の複 雑 多 岐 な課 題を 解 決 す るだ め の イツ ターデ ィ

シ プ リナ リー な 研究、 政 策 指 向的 な研究 に対 じて、 そ の研 究体 制、 な か ん

'
ず ぐ、 研 究機 関 と して の シ ンク タ ンク の姿は 如何 にあ るべ きか、 ま'た、 そ

」れ らへ の調 査 研 究委 託 は ど うす べ きか に つ い て、1種 々 と論 議 が なさ れ つ

つ あ る.

'何 時 に
、 「ソ フ トウエア 」 とい う言 葉 に も、 そ の使 われ 方 に ごS2、3

年 来大 きな変 化 が感 じ られ る。 言 う才 で もな く、 ソ フ トウ エ アは本 来、 コ

ン ピ ユ_タ のハ_ド ヴ エア に対 比 して 用 い られ た言葉 で あ り、 「利 用技 術」

と訳 され て い るが、,具 体 的 にば ¶ コ ンビ 一 夕へ の指 令 の た め の、・プ ・グ

'弓 仏 汲 であ つ た
。・も ちろ ん、'こ の コ ン ピ ユヲ ・プ ・グ ラ ム と狭 い意 味 に

角 い ち れる場 合 もぐ 具 体 的 な プ ログ ラ ム とい う形 にな るま での 段 階 と して、

シス テ返 分 析ξ シス テ ム設 計 な どの よう な問題 解 決 的 な研 究 が 背:弓 とな つ

ている。それが;.frン ピ ュrタ 化 の進展 に伴 って との よ うな狭 義 の ソフ トウ

1エ ア の 意味 か ら
、 ツ ス》テ ム化 の概 念 が 広 が り、 直 接 的 には コン ピ ュー タの

プ ログ ラム には 結 びつ か な い よ うな"社 会 的 な シス テ懲 六 段 二に つ い ての運

用技 術"を 広 く指 す 灘 うに な りご さ らに は社 会科 学 的 な調査 分 析 や∀ そ れ

らを行 な うに必 要 な手 法 技 術 寮 ぞ も 「ソフ トウ エア」 また は 「ソフ ト」 と

呼ば れ る よ うにな つ て き た」、 ㌧ ぷ',

.・、 ,.二こ の よ う な 現 象 は 、 と バ な お さ 志,壬 の 背 景 と な つ て い る、 社 会 科 学
'

≡ 先一



的 な調査分析や システム技術繧対 す る社会的要請 の肇 さ を示 してい ると冨

って 差 支 え な い で あ ろ う。

ところ で、 順 調 な量 的拡 大こを遂 げ]売60年 代 の後 を受け、{':7'・O年代 におけ

るわれ わ れ の課題 は、 「激 動 の70年 代 」 あ るい は 「ア セ ス メン トの時代」

とい つ た言 葉 に代 表 さ れ る よ うに、60年 代 に 生 じた 社会 開発 面 での遅 れ

の是 正、'要 請 の多 元 化等 に対 処 す る ため、公害 ・過 密都 市 な どの問題 解 決 を

図 りな が ら、 着 実 な経 済 成 長 を達 成 す る こ とで あ るρ一

公害 、.都 市、 住 宅、 交 通 な ど、 いず れ を とつ て も、∴早 急 に解決 を要 す る

問題 が山積 ざれ て お り、 新 しい技 術 新 しい手 法 に よる解 決 が 待 た れて い

る。.

これ ら課 題 に対 処 して、.ど の よ うな政 策 が 考 え られ、 行 な われ る必 要が

あ るか、 政 府 θ)と るべ き施 策 の方 向 につ い て、 解 明 が兵 な わ れ な けれ ば な

らな い。 デ ー タの収 集、 各種手法 に よる分析、代 替 案 の提 示 等 に、 政府 が 民

間研 究 開発 産業 に期 待 す る と ころ大 な る もの が あ るピ.

これ まで 政 府 にお い ては、 この よ うな調査 分 析 の ため には 審 議 会、 関 係

・ 団 体等 に依 存 す る ことが多 く、'民 間 シンク ・タ ン ク を活用 す る こ とが 少な か

った.し か し、 今 後 の課 題 の解 明 には、 そ れ らの活 用 を図 っ て 多面 的 に行

なわ れ る 必要 が あ る。 そ の た め に↓㍉ 今 ま では'十分 な検 討 もされ ず整備 も

さ れて いな か つ た 「プ唱 ジエ'グ トーの発 注(委 託)管 理」 について、早急 に 検

・・…討 を行 宏わなければならない
。未 だ揺 らん 期 に あ るわ が『国 シンク ・・タ ング に当 分 は

過大 だ麺 待ば 無理 として べ それ ら民間研 究開 発機関・が、政 府 の期待す る

研究能力1を揺 ぐくみ成長する よ』うs政 府 と して もその委 託管理 を適切に行

ない、 委託 の実 をあげ る必要がある。 。 ↓い

'

われ つれ{㌔'こ こ に政 府発 注 の ゾフ トプ ロジ エグ ・ドの管 理 につ ピ て・ 米

',』8二
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λ

助 黙 殺 ㌔ 坪 調査研究を整 い・頚 の勢 警 つば 考え方を

ま とめ よ うと思 い立 つ に至 っ た。

2・ わが副 こ興 る琴 調査研究の実状
.

姫 国魎 て・ 社会科学噸 討 をr煕 照 査研究がr営 利事業

とyて 民畦 業等で行なわれるようになつ垣(S?庫 近の
.こ『.である・

それ郷 も・政府関触 嘩 や大勤 おいて同様のもの力苛 われ

て噸 ・ それらの大部分は規興 も弓盲 く・
,それほど脚璽 ぴる'こ

と は な か つ た 。

コン… タ利用の進展を酋 遮 与趣 麟 幽 ぷ

営管理の嘩 化・.騨 略の高等イ曝 た鰻 シス樺 燃 志鱒

を契 機 に 学 際的(イ ン ター デ ィシ プ リナ リ)・ 未 来志 向 的 な頭 脳集 団 へ

の要 請 を高 め た。 折 し も、 ア ポ ロ計 画 の成 功 に よつ て、 米 国 だ おけ る研 究

開発産業 の活動 対す る疏 隔 勃 、シンク.タ ンク趨 の漣 を集め る

・ととなつk・ や 結果 .44年 末か ら45畔 ば にかぽ シン4・ ・シク

の設 立 が 相 次 い だ。 これ は、 政府 ・民間 を通 じて の強 い社 会 的 ニ ーズ に基

脅 望 まれたもの働,已 ま・ その時機が噸 蹴 過 ぎない ・見

一/・惹 き であろう・眠 多 ㌍ ンク'タソペ 企業グノyr.プ等C力 強広

バ ック ア ップ の下 に設 立 さ れ てい る。

,この よ うに して生 まれた シンク ・タンクに対 して、 政 府 は、 そ れ らに前 記
ノ ユ

課題解明のための一翼を担わせるとζ昨
,騰 糎 代の先端産業 と

し埠 成を強力確 めることと禁 ・ 、.∵ 、

'-t上述のように・ ソフト調 査研警9い ての政柄 委託離 は・挟 も

.鱗rGい て各勧 も頸 元なわれて恒 ・ しかし姪 ら それら

1ま〔鯉 予聯 ぷ く一音!分伽1外 擦 百万円からせい蹄 〔万

二;二



い't、 ㌍ 〔" .・.1㌧・バ ・ご ・・＼ぼ ・

円 と 小 さ く、 調 査 内 容 も リサ ー チ(研 究 調 査)よ り も フ ィニル ド'サ ー ベ イ

(実 状 調 査)に 重 点 を 置 い た も の が 多 か っ た よ う で あ る ・ し た が つ て ・ そ

鱈 も・もζ学際的頃 の誌 ら盲あ力融'惑 議 腰
…

、。、㌍ 酬 大学⊇ 磐 識経験者蹄 招集して委轡 式でまと

興 鵬 働 多ド.イ ンヂ デ ・シブリナリな、人≡ 、ンハウス

緬 難 民 く ・、い うシンク ・'・ンク的醗 想 の受託綱 お姿 は なかつた・

・,もちろん、麹 菌に硫 近いものガ・なかつたわけ雀 よ。粛 の省庁

・ が
、 自己限 られた卵 にっいて・ その ・うな目的 で設立 しぷ 法人が

い ぐつ かあ る.噛 ・規模 的 に園 ・顛 もの で鯵 るが、 垣 分野 礪 連

累 する各分野の頬?研 究スタッフを擁 して　 一ク璽 轡 を敵 い

る もの も珍 し くは な い。 しか し、 政府 関 係 の ソフ トプ ロ ジ ェク トを受 託 し

て い るこれ らの癖 利 関係団体 のすべ てカ・、 珊 究活動 に特化 し・ 秀れた

ス,・・フを抱裁prシ 冷 冷'ジ・・と〔 な1饒 願 いる訳

鰍 ・興 対し備 省庁のプ・ジ・クぽ 障.悟 竺 そ

の管理驕 心 じていることも牡 事実である・

織 工 すでに㈱ から醐 ていた一廓㌫ 禰 ㌘ 竺
この・うな関係団体等の間隙を縫って・政府プゴジ三ク噸 竺 鎚 な

努力を鰍 き煕 煕 糎rな い・瀧 注醐 垣 も・将

孝一の地鰍 ・樋 皇猷 ぷ ・して・あえて受注(受熟 し
て き た こ と も あ ると言 われ て い る。

,,わが国の熱 誠 殉 状況叫 述の劇 であ蜜 豆 頃 都

対す麺 の鑓 ㌘㌧ ど郷 沢であつただろうか・熟 ま繊 ず

嘩 備され鋼 にあ?烈 恒 讐ご・ぴ 視聴 警のように・

政府のその、う緬 一の投資 一 譜 難 辞 しなべ砂 額かつ散在 して

Li6二
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'i'g
.b、それぞ れの分野の行 政担 当者がい くつか の担 当業務 の ご く一部分・と

して、 管理 露 なつて屹 き らいが あつた ことに、 主}ど庚 細 し疏 る

も吐 楯 若 ち.・それ とともva、 政府 プ・ジ・ク1・㍍ 特徴 ど淀 、予 算獲

得 の麹 商 寝 前 に酷 くわ しい実 施内容、 使細 細 の提 出 繧 求 さ㍊

栖 、真 鶴 な細離 わたつての予算要求資料 を作成するのにご 酷 特 定

'
の委 託箇沫 を茅 足 しておき、 予算要求段 階か ら協力を求 め る場合:が歩な く

な広 ここどぼ ボ原因が ある と見 られ る。(そ あ実状ぽ、'予算要求書k委 託予

定先 翻 言ざじてい るものがい くつ かft,6£ る'ごどか らもうがが えよ56i)こ

れは、凝 縮 理 を原則 どす る立場 ・ら崎 異 原 注 も言えそ うだが、 各

省 庁 の行 政 を実質 的 にサ ポ ー トし、 協 力 ず るだ あ に設 立 さ れ た専:門'ミ'二 ・

シンク ・タンク 的 な公益 法人 が存 在 す る場 合 は、 それ が現 実 的 に最 も効 率 的

で適 切な方 法 で あ る と言 短 のか も知 れな 広♂ こゐ ような特 定 の団体 に

封 じ1ては、 その団 体 の成 立 趣 旨か ら見 て も、 と くに、 厳密 な管 理 を しな く
'莞

蓄 粕応 の成 果 が 期待 でき たの で ある。

./㌣ 駕 う一 つ の 関 係 団 体 等 へ の プ ロ ジ ェク ト委託 の特 長 は、 委 託 とぼ言 っ

膓:〕そ も
、 全 く任 せ切 りに渡 しそ しぜ うの では な く、 役 所側 も混っ て共 にプ ロ

○ジ 土ク トを仕 上 げ る こと で あ ムご 共 同参 加 の過程 を通 じて
、 行 政的 な ニー

ズ に最 も沿 っ た調査 研 究 が行 な わ れ る筈 であ る。

この よ うな 「共 同参 加 」 と広 う形 の管 理 形 態 が多 か っ た こ ど も手 伝 っ て 、

:
在来 の発 注 管 理 制 度 は、 会 計 面 での形 式 的 な厳 しさの割 りに、 内 容 を充 実

ぎせ る面 での整 備が十 分に なされ てい なかつたど言 え ようご 三ピだ暴って、

:嵩 額
なプ ばジ エク トを抱え てい る一 部 お部署 を除法で、確 立 き読 だ管理形

態 憲な ぶ'各 担当者 あ楢 蘂の工 夫 ・努 力だ任 されてロだ き・ら広があ る二 委

託者 あ決定に 当たらて、瀬 数の希望者 み年か ら適時 渡 者 ず る励 、 評

二11二'



価 委 員 会 を作 成す る こと も一 部 には 行 なわ れ て い るが、ご多 くの揚 台・..担 当

者 が、 上 司 と相 談 して 決 めて しま うケ一一.・ス が 多 い ようであ る・1・乏汗 ツク リ

落1ド{や 評 価表 を用 い て点 数 制 を 採用 して ピ るtこと.は殆ん ど見 身熱 ず、 採 用

、.し・て い る場 合 もそ のチ エ ツク項 目は さほ ど多 くな ぬ のが 実状 で、あ る。

'と くに問 題 とみ られ る のは
、 発注 時 に、 調 査事項 ・成 果の姿(璽 告 書 の

内容)が 明 確 に なつ て い ない 場 合 が ある 己 と子 あ逐 。 施 設 や設 備 な ど のハ

ー ド的 な プ ロ ジ エク,トの 発注 の場 合 と違 っ てい ソ・フ、ト・な プ ロジ ェク トの場

合 は結果 を予 め十 分予 測 し明確 に決 めて融 く、ビと は困 難 か も知 れな い が、

担当者 のそ のプ ロジェク トに対 す る事 前 の検 討 ・調査研究の程 度如何 に ょ

つで ある程 度 カバ ー で きる と も言 えるρ、

.また、 中間検 査 や検 収 に 当た っ て の、・≒評 価基 準 や.不具 合 の あつ た時 の.

.}び手直 しの 求 め方 」な どについて も、.確た る方式 が あ るわ け ではな 吟・l」,

':1従 来 の よ うな
、 特定 の委 託.先 を対 象 とす る(苦 の能 力 も考 え方 も・1手 の

内が 判b切 っ て い る相 手 に対 す る)管 理 の 方法 そ の ま ま では、不 特 定 な研

c究 開発 事業 を対 象 とす る場 合に 用 いる には 妥 当● は1な・ピ 1。新 しい 必 要性 に

対処 じて、 管 理 方 式 に つ,いてす でに諸 所 で検 討 が進 め られ て い る よ乏 で あ

る か ら、 試 行 錯 誤 を経 て や が て 確 立 し た も の が で き 上 っ て ゆ く も ρ と 見 ら

れ る。i:{'1'、 一 「:一

.ま 尭∨ わ が 国 の契 約方 式、 と くに 価格 算 定方 式 の実 態 は 殆 ん ど確 定 固 定

価 格 方 式 であbVプ ロ ジ ェ ク トの研 究 成果 内 容 丘 高 め …る上 では、 必 らず し

も適 切 な もの となつ てい ない。 ソフ トな プ ロ ジェ ク トには、 不 確 定 な要 素

がつ き 旙 と う し、,創 造 的 な努 力 如 何 に ょっ て意 外 と大 き な成果 が 生劣 る場

合 が あ るか ら、 ハ ー ド的 な プ 鰺 ジ壬 グ ト向 き に作 られ た この 方式 ば か りで

な くざ イ'ンセ ンデ ・イブ の あ る価 格 ヵ惑 や所 要 のオ ー パ ー ヘ プ 鑓経 費是 多 少

三1館

◎

'

↓



●

●

よ

の収益を経聾 ㌘ 興 認める≡ 頬 堅 ジ ≒禦 烈 今9とこ

ろそ の ような配慮 は、 わ が国 の例 では あま り見 られ ない。

3.粕 におけ るプロジェク ト発寮 雲票宍び
、_・ ぶ

上述のようなわ緬 の糊 興 しCシ ンク タ㌘ ㌘先進国糎 では

政府 の委詮 注髄 はどうなつてりるであろうへ 麺 禦400社 余

hの 研 究 機 関 が年 間2b億 ドル(7,200億 円)の 所得 を あげ て おb、 そ

の,。%以 上緻 唖 係鯛 の委託融 である、言議 ぼ ほ 府珊

究開 発 機 関 との関 連 は 永 く、10数 年 来 深 く密着 して プ ロ ジ ェク トをこ な

して きたρ
1・({1・W`';" 、 ・ 一・ ば':一 ー一

・の撚 実』 そ米国に興 る委託鯉 の轡 把鯵 担 主

・して難 側の政府鯛(連 邦政府杜 猷 市政府の鯛!と ・靹 せ

て二 三の受注側の研究嘩 獺 を締 してき㌣

調 査 朱

〔政府機関 〕

・ 航空宇宙 局

・ 住宅 ・都 市開 発省

・ 運輸省
1
…'t'バ

・ 国立標 準局

ら コ 　ノ ウ 　 ノ しノ トパ

'ニ ュー ㌃ 棚 晒
.. .、,

、㌶ ニュ ー㌣ 肺 難 保鎚

〔民間 機関 〕

・ ボ ス トン再 開発 公 社
一1

・ 三 州合 同 委 員 会

・ ハー バー ド大 学

lc
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.IBM--FSD(フ ェ デ ラ ル ・ シ ス テ ム ズ ・デ ィ ビ イ ジ ョ ン)

'ラ ン ド ● コ ー ポ レ ー シ ョ ン

㌣・'「 一一 ・ † .… ・層9・1'

その調査結果の概要を、以下簡単に要約してみょう。
vl'

:t・t」 て1、.、i－

過熟 熟 舗 のプロジェハ 発注 働)・ とくにソフト亘プロジエ㌘

た 鴎 紗 躍 有する米噸 璋欝 婦 たして鱒 胸 管

、理につ㌣鞠 げら聴 き上げられ趨 理解 語 法があつ㌍AS

,}・・Aや 住 宅 ・都 市 開 発 省 な ど に は 、 立 派 な 調 達 規 則(ProcurementReg-

。1。,i。 。)が 存 在 し、 さ ・・にNAき'A融 デ ー マ の 探 索、 裁 先 の 敵

・1、》,報 鵠 の 検 収 な ど の た め に も ・PPP」(PhasedP・ ・lec・P!・'・6・i・g)

と呼ばれ る立派 なプ ロ・〉ニク ト管理手法 が作 られて おb、 ほぼ確立 した制

度 が で き て い る 。 で・・ … ・ ∴擬

之 れら の搬 は、 必 ず し も・、ソフ ・な カ ジ ・ ク 相 飾 られた もの"

で ほ ない が、 ハー ド用 に作 られ た制 度 を う委 くソ フ ト用に も使 え る よう に

して活用 している ・うで ある・ もつ ・も・嫌 用でな く㌍ 鷲 の力拠 な

いのか ・と 反 省 Ψ一 部 には あ る ようだが、 実際 上有 効 な 具体 策が な く、 そ

の ま まに なつ てい る のが 実 状 であ る。

そ れ でペ ヅ 国の省 庁 では、 何処 で もみ ん な しつ か 脾 っ ているのが と

い うと、必 らず し もそ うでは ない。 国 防 省 やNASAで は 非常 に大 規 模 の プロ

ジ ェ ク トが 実 施 され る例 が 多 く、 それ ら大 手 の 発 注 者 か らプ ロ ジ ェク トの

管 理 技 術 が発 達 し、 確 か にそ こでは整 備 さ れ た管 理 体 制が と られ てい る・

それ に対 して、プロジェクトの発注(委 託)量 の少ない省庁 では・ それ らの確立さ

酷 鵬 を参考に しつつ も、 順 ・能力的に三差ても真似力婿 ず騨 囎

理 で済 ませ てい る よ うで、 米 敵 細 る発 注'倭 語)管 理 の精 粗 ば ちま

ち であ る と言 わ ざ るを得 ない 。

-14-一
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`

NASAな ど米国に梱 る、ソフ ・プ・ジ ・ク ト発注 倭 語 遠 勤 手順

は、概 括す る と次の ようなろ ロ◎ に女る。

途 中管理 ブ

`報 告 書

検 検収

テー マ の

探 索

委託先

の選定
ラ 斗契 約 ∋

'

…

lr]

これ ら工程の 中で、 米国 肋 い て重点 を置 い てい るの は、 先ず 「委託先

の齪 」で融 次いで 「テで の鞠 「途中管叉1 、巴 約」、?順であ

る・ 「報告書の検収」が撚 と羅 働 ・ テーマの探索に‥ 竺 こ か

れ て い る 。

委譲 の齪 ぺ 完全な鯖 蟻 で、 公募・点数制た・る客鱒 な評価
㎡ 」 ・『'・ 鵬

と を 基 本 精 神 と し て い る.

.顛 先決定に至るまでの手順・し禦 「躍 進≡ 成」`,.頸P

鎮 ポプ ル募繊)の 作成∬ 公利 プ∵ 二三ルの提出」、「プロ

を ザルの寒剤 輌 てパ.プ ・ポニ煕 鱒 幣 図のような報

を 追 っ て 行 な わ れ る 。
,ビ ・ 一^夢'・一㊦一 パ ニ ひ 。

形 式 審 査(窓 口)一

、 実 」 審 査('㌔ い"パ1ぺ ご、:'..'Lプロジ 土 外 」浸 ネ プ ギベ 提 案 評 価 委 員 会)ご

」 ご(一 ト(書類ミ面接、選定責任担当官)　 )i三
八 パ

　 ア ブ 　 タ ニ ヒ ノ

この提案評畦 鹸 ○評価蝉 百にも宍 ㌃ ツク項目を持つたチ

ェ ック リス トを使 っ て厳 密 に 行 なわ れ て い る。

テーマの探索、ζMの ぺ 何 を研響 テーマけ るかを国家の基本

理 念 醐 って、 僻 すべ き問題 点 を検討 し具 体的なテー マを掘 ぬ こす ご

三i5i



'ど ・

を勧 てい る.'。 の仕事 は、 政府 内部噛 当者が徹 う昧 当然 であ

るが、 シンク ・タ ンクな ど外部 の提勧 ミ受けび らミれ ると と も・ある:∴

テーマ探索曾ユ してぺ ・ …・

1{

主観的

評 価

」l

l客観 的

二裏 付 け

代替案

～め検 討
選 定) ラ 〉

、瓢なつ㌫ 麟 碗噛 竺ぞ 三の一 シ措 技
法 が用 い られ る。

叡 冷 へ 最近は・ だ 誓エク,;の結果のでリツト・ デメリツ,トをパ らか
じめ評価 して ぷ や 肪 で、 テ一 壷 選定す ることが重視 甑 て きっつ あ

■

・・ る 魅
。 ご.,

プ ロポ_ザ ルの内容が認 め られ採用される と決 まった応 募著 に対 して、
.;;こ

t】 †　 ]1t/tt.1・,i

早 速 「契約 交 渉」 が始 ま る。 こ こで興 味 深 い のほ、 そ θ)際折 衝 の対 象 とな
ttイ'、 『 ・ ・、×i':'K・

るのが、rRFP(募 集要 綱)に 合致 しな い受 託条 件」 に関す る場 合 もあ

る こ と で あ る 。 っ まh、 プ ロポー ザ ル に、RFPに 示 した条 件 と異 な っ

た条 件 を示 した もの が委 託 候 補 に採 用 され る こと もま ま あ る こ ξを意 味 し

1
て い る。(一 もつ と も、NASAや ボ ス トン再 開 発 公 社 で↓む ・恥Fず に合致

して い な暢 合 は、 当初 か ら不舗 眈 るよ う噛 る・・);'1'・・.,i

、i

「契約 ∫作 成 に当た つ・て、 そ の 基本 一と癒 っ てい る考 え方 は、連 邦調達規則

一(,,Fg・.・r.P'P…u・.erl・;tReg・1・tlo□PR}と 卵 省 の軍 用 サー

ビ ス 調 達 規 則(ArmedServicesPr6curementRegulation,ASPR)

1あ ・・Y牢 ・もそれを手本 興 ㌍ つた ものを作って≡ しto"L.

それ らは も と も と ソ フ ト向 きに 作 られ た もゐ では な ㊤ の'で、 弾 力 的 な運 用

、」{'㌃iili・ 〆

で カ バ ー し て い る よ う で あ る 。

-16一
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契約書に盛 り込 まれ る項 目につい ては、 わが国の もの とそ れほ考大 きな

違 いは ない が、 インセ ンチ ・ブを与 える よ・う崎 種 の算定方鋲 含めて・

価 格 上 の 契 約 方式 の 種 類 が多 い の が 目立 っ てい る・,・,

それ ら契約方式 の適用実態 は、㌻ 般的なノトざ ぷ 的なプ竺ジエク トには確

定固定価格方式(FFP方 式)が ・不確定警乗が多 く妥当 な積算が難 か しい

ソ フ トウ エア 的 な プ ロ ジ エ ク.トには コス ト・、プ ラス固 定利 益方 式(CPFF

方 式)が 、 適 用 さ れ る こ,とが 多 い よう であ る。、 ・ 設 い.

な お、NASAの 契 約 実 績 の デ ー タが 入 手 で きた(77頁 参 照)が 、 こ

れ は ハ ー ド的 な プ ロ ジェ ク トも含 め た 数字 で あ るが・ これ に よる と イ 叱セ

ンチ ィブ方 式 が金 類 比 で5Q%近 ぐを 占 めs!)PFFが 同 じ く約40%、

FFPは10%強 とな つ て い る 。

ま た、 コ ス ト の 算 定 に お け る 「積 算 基 礎 の とh方 」・に、tttt米国 ら し い 考 え

・励 現 られる・鹸 人件敵 わ バ られる間麟 のオ∵ に ▽ 芦 ヤー

ジ を認 め る制 度 であ る。

これ は、'発 注 側 あ役 所 に ▲り て も、 また、 相 手方 のシ イク ・汐 ンク に ょ

つ て もレ_ト が異 な る よ うで あ る。 具 体 的 に二 運 輸 省 な ど では 大 体1100～

1・ ・晒 ・言 わ⌒ ・噺 綱 嫡 で}まあ 砥G .Eな 、どの*企 業な

ら'… 一 …9%・ 大 弊 どは35-・ ・%位 な ど・い う熟 ㌘ 芹・

「開発 成果 の 帰 属」 にっ い ては 、1963年 の大 統領 声明 の～t政府 委 託

'は源 則 と して政府 が権 利 を持 つ"考 え 方 を基 本 方 針 と しつつ も
、 民 間 資本

に も イシ ど ンデ ィプ を与え る方 向 で運 用 され て い るδ い ず れ にせ、よi:権 利

の帰re・・.・、 先 ず そ れ が フ ・ア グ ラ』ジ ド ・=デー タ([f'oreg・ …d・ ・ta)な

/・のか バ ツ〃 ・ジ ト1・デ ー タ
、(b9・kg・ 卵d・ ・日)なQか を堅'そ れ

に よつ て前者 な らば発注者、 後者 な ら受注 者 と判断 する ζとになるの で、

一 類 ・一



パ ア

醐 判断如何頑 要との・と⑰ る二'

「途 中管理」 の責任 は三 原 則 と'してすべ てプロジェク ト・マ ネ ジャ に

課 せ られる。 住宅 ・都 市開発省 と国防 省には 途中管理 を専門に行な う専 門

1
部 局か あったが、 む しろ例外的ゼ ある.し が しC管 理 ぱ比較的着 実に 行な

痴 て袖 、 管働 滅 してIS観 ・]醜 勧 報 告書 獄 跳 励 樋 例

そ あ1.が 、 受託者 ど頻繁 に接触 して管 理 を行な うこと も稀 ではない6

「成果の評 価」、 つ まb報 告書 内容 ゐ検討 を、 そ れほ ど厳 密 にやつてい
・'玲I

t'A

ると とろ は 踊 った と－e:一っ て 西:日 本 と同 牢 出 来 が 帥 纏 い か は・

)そ1
のt'tうちピ わ か つて く る"こ とで あ るか ら、 特 に慌 て て評値 下 しない'とい

安 ど な のか.い い 加硫 緯 書 を 出 し勧 ・す る と、 翌 螂 ぢ 相 靴 して

貰 え な ぐな る とい う こ とが歯 止 めに な つ てい'る こ と麟 依 労 ・

↓○ 蛯 ご 「手飢 」をさせ翻1は あ勧 ぱ よう餓 繍 鱈 は・ 予防

磁 蘇 からか、 あらか じめ原稿のチ ・・クを徹 らた上で、本縫 書を

出 さ せ て い る 。 、.

国 防省 では、・「成果 の評倒 のた めの組織 を有 している烈 これはむ し

ろ 手越 雄 め よバ 評価記録 議 して置 ぐ嬢 の もの四.う 頻 る・ こ

の成果評彫 ノ・づ の役馴 は・.7・ ジ・ハ ●マネ、ジ ャ の作 っ縄 告

書 とそ れに対 する受託者(報 告書 の納入者)の 反論 を見た上 で、 自ら独 自

の締 書を作成す ることであ る6評 価 してお㊤ て納 入者 曝 ・メン ト淫

る あ た りは、 仲 々味 ゐあ るや り方 で あ る。 ・・'㍉ ・口

との評価 報 告 書は デ ー タ ・バ ンク に収 め られ て、 次 の発 注 の際 の参 考 に

さ れ る との こ と であ る.こ の 声 タ ・〆 ンク に収 め られて い るデ ー タ の範

囲、 量 ⇔ 呼 くわ しい ことは神 で銅 カミ・舗 庁 とも何 らか のそれ に

類 す る もの を持 っ て い て活 用 して い る よう で ある;

ぱ お、テーマら探索か厳 鷲 繍 告諭 ・ヂ タバ ンパ 収められる
◎ ま で'の全 体 の工 程 を示 した ものが'次 図 で あ る

。

二18二
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る
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)1
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以上は、主 と して発注者側 である政府 機関の方か ら得 た調査結果である

が、それ とは反対 の立場 にある受託者の側 で聞い た話 の う1ち、主だった も

のを次に挙げ る。

受注の機微や・政府 の 発注管理 に対す る研 究開発企業側 の対応策な どが見1

られて興味深い◎

い、
ま ず 第 一 に よ く聞 か され ち'¢～は ・ 常 日頃 な ら.、「発注 者側 との接 触 」 と

「売 り込 み 」 と を欠 か さ ない とい うこ とで あ る。 情報 を得 、 顔 を つ ない で

お くた めに 、 関 係 政府 機 関 の担 当 者、 各 レベル の人 に 対 して、 絶え ま ない

接 触 を保 ち、1自社 の 能 力 と特 性 を平 生か ら政 府 に売 り込 ん で お』くこ とを心

綱 てい る・ そ の一一'paxとして・璽 帆 果 疎 遠P…Rの ため噸 物 を

出 した り、 講演 会 を開 い た りす る～已と も珍'し ぐない し～ 政 府 の職 員 に対 し

、て繍 で紬 ▽ 摸 した りしてサービスすることさえあパ

しか し、 そ の よう な各 種 の売 り込 み や、 ザ ー ビス に 努 め て い る もの の、

政 府 か ら プロ ジェ ク トを貰 うた めに は、 やは り何 よ りも プ ロジェ ク トの遂

行 を通 じて企 業 の信 頼 を得 て お くこ とが 第一 で あ る と とを強調 してい た。

第二に、政府の発注管理が厳 しい競争 場裡 に運用 されてい るだけに、それ

を受け る民間企 業側 で も内部 では厳 しい受注 管理、 営業管理 の下陥、RF

Pに 対 す る応 募 の可 否 決定 契 約交 渉 へ の参 加 が 行 な わ れ てい る,,こ れ ぱ、

営 利 企業 と して 確 実 に 利 益 を上 げ てゆ か な けれ ば な らな い ことに も よるが、

次 々 と・ 政 府 か ら出 され るRFPに 一 々応 じてL'た の('e'kプ ロポ ヴ 物

費用 もか さん で くるか らで あろ う。 採用 され なか つた プ ゴポ ーザ ル の費 用

は、 別 の プ ロジ ェ ク トか ら回収 せね ぱ な らぬ と あれ ば 、 余 程 見込 み を付 け

た上 で ない と縫 で きな い'とい う'・とに な る・ 蝋 纈 当な ス ・ ツ フがい

る か 、 ス ケ ジ ュ ー ル 的 に 可 か 、 ・、コ ス ト的 に 採 算 に 乗 る か …、競 争 相 手 の 動 向

一2ρ〒－

p"
・

』
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は ど うか、 取 れ る見 込 み は どの程度 か な ξを、
.、社 内,雁評価 委 員 会 を設 け、

ぼ う大 な チェプク ・リス トを作 っ て検討 した上 で応 募 を決 めて い る・

それか ら・政府醐 熟 熱 熱 艇 一:鉋馬 詩 鴇 熊 蝉 間的鱗

樋 かす ぎ年 昨 、年 の 砧 それに対 す 碩 府側 の熱 に懸 れ典 の時

間 を費 してい るζ・三役 所 の手 前勝手 さを ち志 ρ ぴ力批判す る声 も聞かれた・

また、合理 主義 に戯 レ葬米国璽 も⊆ん な事例が やは りあるのか・ と思 わ

,、熱 ○ 歳 額 願 に し起 ζもあ培 ・・例え底 力 終 ク トの脱

しが悪 く.て途中で予算が足 りな く,なつた時 には・,,.,別の鞭}の プ ・ジェク ト

を考 え出 して埋 め合 わせ を して やるとか、政府 の担 当官と、謡価委員会な ど

に参加 して貰 う委 員 とが特別 の間柄 にあ り、..委員会 での借 り.をプ ロジェク

トで返す ような こと主 ある とい 言文具合Q裏 話 歪 ある。、

以 上で、 米国における発注管理 の現状 を概略述 べたが・・最後に・ そ璽概

要所 見をまとめる.と逸 の良 うに なる。 …・i・・… 一ぎい べ

米 国政府 のプ・ジエ ク ト発注は、① やは り契約 の国だけ あ⇔ て、ミプ亨ジ

干ク ト発注 の 「契約 上 もよぐ整 備されてい る。② シンク・タ・ンクへの 発注の

,中 心を 占める ものは軍関係の ズ ロジエク トで あ鯨 べSプ ロジ㌣:グ ト、の討画

,≡に当 たってはぶ 実 施段階さ りも 「開発段階」に資金 を豊富 に支 出 してい る、

な どの ことが予期 さ1れた とお り随処 で確認 で きた鱈 、ぶ"る忽 三㍗:、

まつた く意外だ言文の は、,◎プ『け エク ト管理 璽諸制 度が斌い ずれ もハ

rド 用 の ものの一流用・芯 あ板 ・・Z巧 撫専用の ものが存 在bな かつ た こ占,、・・②

合理性至上主義 とも見 られ ていた米国に も、 この分野には恥 くうか の非合

理的 ・人情主 義的 な側面 が存 在 したこ と、③政府 プ ロジエク,トは 小 さな企

業 にも公平 に発注 されてお り、・・どiんな小さな喫zA>タ 叱クで あ口 て譜 、

信頼 で きる仕 事を してい る限b,・政 府海 ら直接に(下 請でな く・)仕 事 を堂

⊇ ユ.一
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々 と 取 っ て い る こ と 、 な ど で あ る 。

4.プ ロジ ェ ク ト委 託 に つ い て の 日米 の 環 境 の違 い

わ れ われ は、 上 述 の ように、 米 国 に おけ る発 注 管理 の実状 をつぶ さに見て

来 た。`それ には 、十 分 で あ る と言 え な い ま で も、i幾多 の示 唆 す べ き も¢1が

詩 語 いる.栖 われは、9沿 護 結鄭 塞が ぞ、硫 国蔭 いて政

府C嘉 帷 始 後文i何にあるべきか、'にっい瑞 垣 た・・♂しかL綱

の蘇 をその酋 わ 姻 に あてはめ るわ醜 は1いかない こ とは、働 多 く

の 場合 と同様 で あ る。

日＼米 の 「政府 の ソブ トプ ・'ジエク ト発注]を め ぐる環境 に は 太 き宏相 違

点 が あ る。 こ の こ とを 抜 き に して、 発注 管 理 の あ り方 を論 ず る こ どは ま つ

た く無意 味に等 しい。

われわれは、 まず 日米 の環境の相違 を検討 し、 それか ら後 に、』わが国 に

おけ るあ り方を論ず るととに したい。 ＼

日米 の 「政府6元元ラ,プ 。治 ク ・難 」口 幅 相違点 は、 まず鎚

側 の問題 と受注側 の問題 とに分け て考 えることができ よう○ 発注側 の問題

とい う1のは、委 託 プロジェ ク ト内容 の相違、'』したがって発注動機の違いであ

り橘 敵 は 日米政府 間の軍事的 ウェイ トの違い と役所 の機能 の相違 睦

ついるい る。 また、 受注側の 問題 としそば、質 ・量両面の受注能 力の相 違

「
備 参、ぞ 確 嘉 して研究開発機関牡 醜 蜘 経輪 ・び知識 ・端

厳 論 噛 する詣 庭 の違・c継 げぢ嵩 こいt'IＬvt/:・ 』1'・

ど漣 で、なに勒 も大法 纏 ば、融 開発繊 σ駐 の齢 還 ろ

う注 国のシン戸 ☆ ・はぼ あ歴賠 たど遜 、写 説 半世紀以上に

及 ぶ と言 われ る;バ ツが 記 念研 究 所 、 ヵニネ ギニ メ ・ ン研 究 所等 ぱ・

-22一
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1920年 代 に 設立 され てい るウ そ の ような長い 歴史 に 基 づ く蓄積 を ・㌔ツ

二物
ボ ー ン ど じて、 米 国 の研 究 開 発 機 関は第2次 大 戦 後、 急 速 に 発達 して き

二
た。'ぞ 渉発 達 め背景 に は、 民間 企業 に お け る 「急 速 な技 術 開発 、 複雑 化 し

た 経営(ウ意 恵 決 定へ砂 対応 」の た め の要 請 と、 政府 の 巨大 な国防 研 究 支 出

と民間研 究 開 発:機関 に よ る研 究 開発 技 術 の 高度 化 に対 す る期待 とが あ つ た

:'と言わ在 る
。 一力 ㌶二・:い ∴∵ ご・

'1こ こに
、 特定 の」(∴、'二の ン政 府 機 関ピ 強 く結 び つい て、 と こ10数 年

'存在 価 値 を高 め で ぎだ 嬢eRC(連 邦 契 約 研究 セ ン ター)群 の姿が あ り・

噛
一 方 、 それ に対 抗 じで民 間 企 業 と の結 び付 き の強 いSMC(科 学 ・経 営 複

合体)の 姿が あつ だ。現 在、'4・oo社 に も及ぶ研 究 開発 機 関が 存 在 し.・各

種 の 分 野 に活 躍 レて い・る とい うo』シン ク ・タ ン クの数が 多 ぐ、 パ ラモ テ イ

庭 も富 ん でい る とい うこ とは、 発注側 に とつで 自由 に選択 し競争 させ る こ.

　 し
s"」と が で き る と い う こ と で あ る

。'i'/『-'三 川 玲1:z-tt

こ れ に 対 し て 、 わ が 国 の シ ンク ・タン ク は 、 前 述 の と お り ま だ 緒 に つ い た

ば か り で あ り、 そ の 数 も 少 な く、 も ち ろ ん 実 績 に も 乏 しい 。

次 い で ミ 第 二 の 大 き な 相 違 点 は 、 日 米 政 府 に お け る 発 注 動 機 の 違 い で あ

1㌧ 茜 ザ溺架

政 府 あ研 究 開発 産 業へ の発 注 の大宗 を 占め てい る もの は、 軍 事 目

的 の 発注 で 揚る。 一 説 に は 、 それ は 政 府 発 注 の8割 を 占め る と言 わ れ る。

目標 の達 成 めた め には 少 々の リス クや無 駄 を覚悟 で進 め る軍 事 的 な プ ロ ジ

エ グ トとその 他 の プ ロ ジ ェク トとでは 、発 注側 の管 理 の仕 方 もお のず か ら

変 わ ら ぞ と よ う し、 さ らに は 軍 か らの委託 を通 じて得 た 手法 ・技 術 な ど

の 蓄積 が幅 広 く他 の プ ・ ジエ ク トに も活 用 で き・る点 で、 そ れ を受 け る立 場

φ シ ン ク ・タ ンクの 対 応 も異 なって くる と 言え よ う。 そ の結 果 、 政 府 ふ軍

と強 く結 び 付 い た米 国 の シ ンク ・タ ンクは、.自 由奔 放 に育 つた 反 面心 そ の

`・-23・s
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密 着 度 ・依存 度 の高 さか ら甘 えが 生 じ、 む しろ過 保 護 で は な、い,か己 さえ 言

わ れ て きた。 も うひ とつ の 発注 動 機 の違 齢 は・一日米 ρ政 治形 態.、・一行 政 機構

の違 い に起 因 してい る。 米 国 では 、.州政 府 の勢 力 が 強:く、 わ が 国 ほ ξ中 央

集 権 的 では ない。 しか も、 国 民の意 見 を代 表 す る者 と;レて 議員 の 意 向 が調

査 研 究 の委 託 に つ い て も強、&反 映 ・され てい る とい 皇ρ.で抵 ・..行政 ◎企 画 立

案 に当 た る担 当者 も、 政 治担 当者 の 交替 に よつ て幅 広 く異 動 す る な どの理

由で 、 必 らず し も強 力 な調 査 分析 企 画 力 を備 え てい な い場 合 もあ る と言 わ

'Y

れてい る.そ の蜘 で もある'軸 が、 米 国 で嵯 要 鰍 策判断 が 鯛 シy9・

タ ンク の協 力 に よつて 行 なわ れ て い る ケ ースが 多ぶ ようで あ る。 わ が 国 で

は、 過 去sそ のような"異 質 の人 材 を 結集 して・ シス テ ム的 口腹 プa1・ ,チ す

る必 要 の ある"大 型 かつ 横断 的 プ ロ ジェ ク トが 少 蚕がる た ζ止 に 杢 よるカ∫・

… ㍉

..多 くの企 画立 案 は 行 政 担 当者 自身 に ょっ て だ され、で きた。 も ちろん 、、.審議

会 等 を通 じて民間 の学 識経 験 者 の協 力 に も あず か る所 が 少 な くなかったとは

言え～,そ れは ま 左、.政府 には それ 停応 え 得 るだけ 人 材 も・揃 っ てい た こ とを

物 語 って い よ う、り.;'

.第 三ρ相違点 は、 シンク ・タ ンクの研 究成果 のような 「知識価値 」に対

すゑ 情 一般 の評⑭ 違・・で あ奉 わ力掴 瞬 いては冷 罵㍉ 繍 はタダ

との風潮が抜 けない。 ぼ う本 なデ ㌻タに基づ き、綿密な分析魯≡声 一クな

創造が盛
,り込まれた ものであつて も、 「厚 みの ない報告書」は軽 くみ られ

た り、専門家の知恵 をSク1て .婿D4争 ξ したbす る。 ζれが、今で も、経

営 ・ ンサル 夕冷 や エ/ジ ξ7リZグ 会社がわ が国礎 達 』終 い原因のひ

、ζフ であ る!・一言や.れてい るnコ ンピュ ータ時代 になつて、 プ7ト.ウ 誓ア会

1社 顯 現繁 よ,嶋 態は紗 改善 された 緒 言紅 依然その鮪 繊 い・

磁器、設麟 どの 謬 縫 含鯉 ステヂにk・・N,Nて・ツ ・7・酬 鋤 鍋 をで

〔a4、
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きる だけ 無 視 しSハ ー ド部 分 の無 償 付 加物 ど して 、 サt-一ビ:ス1さぜ よ..う'とす

る こ とがv.シ ス テ ム 商 品 の『面 談b'中 ～に随処 に 見 られ る。tttそして、 この 傾

向 は 、 政 府発 注 の場 合 に おいて も変わ らない、レ む しろ 会計 法 規 の形 式 的運

用 か ら一層 そ の傾 向 が強 い と とは 否定 で 蚤な い6

以 上の よ うに、 政府 の 場 に おけ る シ ンク ・タ ンク の活 躍 を め ぐつて、 日

米 の 間 に大 きな 環境 条 件 の違 い が ある こ とが 指 摘 さ れる 。'

こ の よ うな環 境 条 件 の相 違 に よつて、 政府 の シ ン グ ・タ ンクに 対す る ソ

フ トプ ロジ ェ ク トの 発注 状 況 もお のず か ち異 な っ てお り、 そ れ が 結果 と し

て わが 国政府 に おけ る ソ フ トプ ・ジ エ ク ト発注 管 理 の未 整備 に つ なが っ て

い るピ 言 え る。 発注 管 理 方 式 の 検 討 に 当た つ(ではごびこの よ うな シ ンク ・タ

ンク発生・・発 達 の経 緯 を も顧 り み て、 わが 国 の実状▽ 過 去 の 経緯 に即 した

もの を考 え る必要 が あろ う。'1]1[＼

5.'今 後の プロ ジェ ク ト発 注 管理 の方 向 工 ≡.・ ・:':T.・'1-一 ・

以 上2～ 去章 で、 日米 め実 状 とそれ を比較 する際 の前 提 とな る環境 条 件

に つ い て検 討・を終 え た。 本 章 で は、 そ れ らの調 査 分析 結 果 に 基づ い で 政

府 におけ る ソ フ トプ ・ ジ エ ク ト発注 管 理 の あ り方 に つい て 、'多少 な り と も

参 考 に な る1と思 われ る.よう な意 見 あ るい は 提 案 を試み る ご ど に したい;

今 後 の 発注 管理 のあ り方 を検 討 す るに当 た ってい まず考 え な けれ ば な ら

ご ない こ とは、 当面 われ わ れ は シ ンク ・タ ン グ ー 研 究開 発産 業 に対 して ど

うい う立 場 を と るか で あ る。 すな わ ち、 研究 開 発 産業 を単 に受託 者 とし て

考 え るか、 産 業政 策 的 に国 全 体 の立場 か ち重要 産業 ビ して見 るか で あ る。

も ちろiん、,個三々 のプ 恒 ジエ ク トの 「出来 ぱ え 」 とい つ'た観点 か らは 、厳 し

い 発注管 理 が 必要 で あろつ 。…しか し、長い 目で見て◎将来 『ヅ ン ク ・タ ンクが
、

-25一



〆政府 の枢 要 な 政 策 に関与 し、 大 きな役 割 りを果 た し てゆ く よう な 力を備

tlえ た もの に 発達 して ゆ く ・た めにはV未 だ数 も少 な く、 力 も必 ず1し古 ・十 分

で ない現 状 にお い ては、"よ りよい 仕 上 り・のだ めの 厳 しい管 理 ・より も、

・将 来 の 飛躍 の た めの 思 い や り ・が 必要 な の で は なか ろ うか。

当面 は 、 選別'よ りも育成 とい うこ とに主 眼 を置 く とい うこ とに なれ ば、

管 理 は 少 々甘 目で も良い と受け取 られ か ね ない が、 む しろ それ は ・相 手 の

実態 に合 わせ て ・とい うこ とで、 或 る面 では 一 層 厳 しい もの とな るか も知

れ 力 い。 具 体的 に は、 管理 の 制度 そ の もの は 綿 密 に作 り上 げ て行か れ左 け

れ ば な らない し、 点数 制 に よる定 量 化 され た 評価 な ども試 行錯 誤 を繰 り返

しなが ら確立 してゆ か なけれ ば な るまい 。 育 成め'た め の温 情 は 、運 用 の 中

頃 かされ るべ きで ある.委 託 先 の選 定 や 検 収 の 際 の 評価 方法 が 適 切 な もの

で あれ ば途 中管 理 は 一、 二 回の 中間 報 告 を除い て1そ れ ほ ど頻 繁 に 行 な う

必 要は ない とい うこ とに もな ろ う。 米 国 の例 を見 て も、 過 去 の 実績 等 に基

づい て信 頼 ある 所 に 頼み、 最 小 限 の コ ノ ドロ ニンジで最 大 の1効果 を・上…げ る受

ころ悠 発 注 管 理 の うま さが あ る とい う ことで あ る・ そ の た め には・ 委 託

先 を う・ま冬 選 べ るだけ の過 去 の実 績、 評価 に っい て の 記録(デ ータ ・バンク)

と、 提 出 され た プ ・ ボ ーザ ル を評 価 し不備 な点 を指 摘 で き るだけ の評 価 能

力 を発 注者 が 備 、え なけ れ ば な るまい し、 受 注 者 側 に ・効率 的 に、 より よい

成 果 を生 む ㌧方 向 へ の イ ンセ ンテ ィ ブを感 じさ せ る よう'な契約 方式 や フ「一

バ 牢尽ツば を 大 …ぼに 認 め る ような価 格 算 定 方 式 の採 用 が必 要 とな づて くる

で あ ろ〕う硫㍉泊,li.、 ㌧:.(烹 ・

以 上、 要}す る に、 ソ フ トプ ロ ジェ ク トの 発 注 管 理 に っい て 川'ご

① ツ プ トプ ・ ジ エク トに関 す る プ・・ポー ザ ル の 評価 ・ 契 約 ・ 途中 管 理 等

の発注 管 理 に つい て、 米 国 の例 も参 考 に しつ つ、 日本 の状況 に合致 した

一26 、ふ」
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管理 制 度 の確 立 を図 るた め、 ま ず、 そ の ル ール化 を 早 急 に進 め る こ と

② 発 注 管理 制 度 の運 用 に 当 たっ て は、 徒 らに形 式 的 な もの とな らぬ よ う、

受注側 の実態 に即 して、 効果 的 な もの とな る よ う配 慮 す る こ と

③ 受注 側 で あ る シン ク ・タ ンク の能 力育 成 に 配慮 す る と と もに、 発注 担

当者 の 分析 評 価 能 力の 向 上 に努 め る こ と

④ 過 去 の実 績 を次回 の発 注 の際 には 必 ず 参考 に す るた め、 プ ・ ジエ ク ト

発 注 に 伴 な つて 得 られ た 各 種 資料 、 と くに、 プ ロ ジェ ク トの 出来 ば え の

評 価 等 の資料 の整 備 に努 め る こと

⑤ 契 約 方 式 と くに、 価 格 の 決 め 方 につ いて はく 研究 開 発 産業 が企 業 と し

て 存立 で き、 仕 事 に張 り あい を持 つ ことの で きる よ うな方 式・ 仕 組 み に

つい て も検 討 を進 め る こと

な どを提案 した い 。

、

一27一
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第1部 米 国 に お け る現 状

第1章 序 論 ∴『 三

『,'12'

1・1米 国政難 関lr細 るプ1ロジ=一ク ド鯉 斑 状

大規鞍 ㌍ を胸 あげるために・そ;プ ロジエク㌍ 案力:らシ

ス テ ム の 設計 、製作 な らび に 運 用 に至 る まで の プ ロジエ'ク ト管 理 の体 系 を

最初 に確立 したのは、米 国防 省で ある と云わ れている・
ノ ヒ ソ

勿論・それ以輌 鯛 企業 鮒 捌 品の醗 や事業の蹴 の際に・組

織 的 な プ ・ジ エ ク ト管 理 が な か つ た わけ では な いが ・ プ ・ ジエ ク ト管理 の1

問題 は、 プ ロジェ ク トが 大規 模 に なれ ばな る ほ ど、管理 の良 し悪 しが プ ロ

ジエク,の 歳云嘩 きれた影響を反磁 のである.米国蹴 る磁

開発の巨大プ。ジエハ が聴 錨 源 子力の・ら順 礼 そぼ 熟
tt・ 『 ・i'L・i㌘}∵,ギ 層ぶi'::'「

舟 て・こ卿 類 大 プ・ジエク}を 実施している政府機関にふ ㌣.

プ。ジエ ク 噌 理 の重要性が切実に繍 され、 いちはや くその対策 に手 力・

つけ られ㌣ 戸 ベロ ジ う・

第 ・次濁 から轍 ひ けて・細 防省は多 くぱ 規模なプロジロク ト

を実施 したが、 これ らの プ ・ジエ ク トの実施過 程 を追跡継 した結果 数

多 くの問鯨 を那 レた.こ の ・う棚 題 点 の多 くは・要す るに計画立案

の甘 さ、 進捗 管理 の 不手 際 な どか ら生 ず るス ケ ジュ ール の遅 延 ・当初 見 積

り予算 との相 違,蝶 搬 術 的変飯 どの類 いである・ また・委 託契 約 の

成果が確実に評価 さ.れて励 ことも大きな随 兵として指剛 た・

この よ うな実状 調 査 か ら、 まず 、空 軍 が プ ・ジエ グ ト管理 につ いて の基
ロ　 ル ト 　

本 方 針 を 立 て 、 所 謂AFSCM375シ リ ー ズ(AirForceSys－
ド

ク メ ノ

,。mC。mmandManuai)と 呼 ばれ るプ ・ジェハ 醜 験 的 な実 施

一31-一



要 領 を1963年 頃 か ら次 々 と公表 して い き、1965年 頃 に は プ ロジ ェ

ク ト管理 の全 体系 を固 め た模 様 で あ る。
ジl

AFSCM375シ リーズは∴プ ロパ ク ト管理砿 賑 して・プロジ

エハ の実施擁 を 、元 区分し注 酷 二(塩 。、ごrに 蓬 蓬 藤 是 ・

や 方舗 蹴 れ疏 饗 関する手摩1湊 脚 達細
に規 定 した もの で 、数 千 ペ ー ジに及 ぶ彪 大 な もの で ある。 こめ'3『75シ リ

ーズの制定に、つて、国防滋 ㍊ る。・。ジェグ醒 は、従来詣 酷
β捕.t:・一・i::・1

的 なやb方(ProceedandPatch)か ら 、 近 代 的 な ジ ズ テ ム 管
'『 一.'1-、`-iL'-1s

理 の 概 念 を土 台 と した組織 的 な 方法 に 改 め られ たわ け で 、 この意 味 で ゴ7

5シ リ_ズ は プ ロジェ ク ト管理 に 関 して従 来 のや り方 と一 時 期 を劃 しだ新

隠 驚1…1∴ ジエ,融の翻 ⌒ 立ほ瀦
』 っぷ 嬢 あつ垣 ても　C嚇 麺 曝 嚥

プ ・ ジエ ク ト管理 に重要 な影 響 を及 ぼ した と思 わ れ る。

iV.ll,k(Z.?,ア噸 の成功ρ理輌 とrは こ晦 詞 撫)『 に

Mジ ・㌣ 解?優 麺 あったと云bti,ttl6.ee'"eの 大規

聾な:プゴ;ク トを実製 ているNASAは 先述 したAFSCM375の

基本概念 を踏襲 し、さ らに洗練 きれた形 で プ ロジェク ト管理 の指導要領 を
、

gbased9・ ・j?・tP'…ing(PPP)と し て 設 定 し た ・ プ

ロ ジェ ク トは確 実 に管 理 さ れ るべ き もの で あ り、 ま たそ の よ うに計 画 され

なけ れば な らな い とい う基 本 理 念 に基づ い てい る。PhasedProl-
'』1`'・ ・1・

.t' .;r,

.・9,、1.ξ1・・ni・gρrrい 三は瀕 『 る.一

聯 鯉 無 轡 烈r樋 理の害獅 に三:唖種
。の受 け と妨 が ある.あ る入 牢 は、 とれ らば デ ・ジェハ 管助 原則

二蕗
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で あ1り、方 法論 で あ る。極論 す れ ば 、 プ ロ ジエ グ ト管 理 の万能薬 で ある'ぺ

また、 あ る人 々に は とれ は 単 に プ ロジェ ク トの実 施過 程 の記 述 で しか ㊧ 吟 。

しか しな が ら、 プ ・ジ エ グ トが 確 実 に管 理 され るべ き・ものミで あ 妬kま ち,r

そ の た めに 段階 的 に プ ログ ラ込 さ れ るべ きで あ る乏 い う基 本 理 念 は ☆ ζの

よう 宏実 施 要 領 に まる成 功 の経 験 に裏 付 け られ て 、最 近 の 社 会開 発 の プ ロ

ジェ ク トに 対 して も同 じ よ うに適 用 さ れ るだ ろ う とい うご1&に は殆 ん ど異

論 が なh。 現 実 に 国防 省 やNASAで 、一こ の ような プ ロ・ジエ ク1ト管 理 の経

験 を積 ん だ 多 くの システ ム技 術者 が 、米 国の政 策 の影 響 に よっで 、住 宅 、

都 市 開発 、 運輸 」 厚 生 な どの'社会開 発 プ ロジ ェク トを担 当す る他 省庁 に流

出 して い る が 、彼 等 が同 じ よ うな考 え 方 で プ ・ジ エ ク トを実 施 して い る例

を散見 した。

社 会 開発 シ ス テ ムに お け る問題 は、軍事 や宇 宙 開発 の シス テ ム よ'り≧も社:

会環 境 との結 びづ きが 非 常に強 い点 に特徴 が あ る。 最近 の 社 会構 造 の急激

イ ミ ド ア コ

な変 イピや公 害 コ 肺 噸 な どにみ られ る ξ う緬 鱒 の 変化 な どは ・ い わ

ゆ る システ ムの 臨 関数(・bjec・funザic・);cZi ・)設定 自躰 困 難

な こ とを示 して い る。 した が って プ ・ジ エク ト設 定 の ため ρ 二二 ズの解 析

や 使 命 の定 め 方 な ど予備 調 査 の段 階 が 従来 に も増 して重 要 に な って きて い

;一・掌i・}:

る。

こ の ような事 態 に 対応 して 、 プ ロ ジェ ク トの予 備 調 査段 階 に お け る解 析

手 法 、予 測 手 法 、意 思決 定 手 法 な どの開発 が よ り活 発 にな る こ とが予 想 さ

れ る。 また 、 この よ うな・手 法 の開 発 や具体 的 な予 備 調 査 な どのた めに 、大

学てや非 営 利 の研 究 機 関、 コン サル タン ト会社 な どへ の委 託研 究契 約 が増 加

す る こと も当 然 で あろ う。 しか し、 国防 省 やNASA・ で経 験 を積 み上 げ て

1きたプ ロ1ジ工 人 ト管理 の 基本 理 念 や実 施 の ため の基 本的 な手 順 、意 思決 定

一33一



の た め の判 断 な どの基 本 的 な亡 とが 、社 会 開発 シス テ ムの場 合 姪変 身的 変

化(m・t・m・ ・p加 ,・.i・);を 生 ず る とは考え られ な い・'tt'L

∵1.2プ ロ ジ ェ ク ト ・7エ ー ズ に よ る管理 の実施 例.'ぐ ・一.1

前節 に 述 べ た よ うに 、政 府 機 関 に おけ る大規 模 な プ ロジ エゾ 、ト管理 の実

施要 領 は 、NASAのPh。s・dP・ ・lectP1・nni・g∵ 使PP)

が典 型 的 な代表 例 で あ る と思 わ れ るの で 、 ご こにそ の 概要 を紹 介 す る。参

考 と した の は1'968年 版 の 指導 要 領(guidelines)'で あ る。

PP.Pで は プdiジ エ ク トの 実 施過 程 を図1・1の4段 階(こ れ を ⑦エ ーメ

ーとい う)文 区 分 じご 各段 階 毎 に 管理 の手 順 を詳 細 に規定 し、で い る。1

K
バ

先行的な

使命研究
賑

'.

へ

{'＼
イ ∴''プ

ロ ジ ェ ク ト
予 備 分 析 シス テ ムの確定

.(フ コ三一ズA) .(フ ェーズB)、
'一 ㍉;

シス テ ム設 計

(フ ェ ーズC)

開 発/運 営

(フ ェーズD)

♂ レ∠レ/グ
プ 。ジ エク ドを1支援

… す る研 究開 発 ㌻

図1・1プ ロ ジ ェ ク ト実 施 の フ ェ ー ズ

●

こ こ で 各 フ ェ ー ズ は 次gよ う に 定 義 さ れ て い る 。,,・ バlLl;・

(・)予 備 分 搬 階(Ph・ 磐A・P・el'・m・ …ya・na-1y・i・)

この段 階 では 、、こプ ロジ エ ク!の 目標 を設 定 レ・、その実 現の可能性 を検討

す る こ とが主 目 的で あ る己・∴ ξ、,・ ・∴ ○

検 討 は殆 ん どNASAの 部 内 で行 な∴わ れ㍍ 委託研 究 は補 助 的 に しか行

一3'4r－
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㊨

●

勺

なわれ てhなhS:ii[,Vl,

(2)確 定段階(Pha"seB,… ∴Definitioh)

前 段階 の 結果 を も とに、 い くつか の ア プ ロー チが 委 託研 究 に 出 され 、

名 案 を比 較検 討 して 、最 良 と思 わ れ る案 を ひ とつ 選 ぶ 。

(3)設 計 段 階(PhaseC:Design)一 べ:r

詳 細 な シス テ ム設 計 が行 なわ れ 、 プ ・ジ エ ク ドの最 終的 な唱 標 が確 定

す る。 ～

(4)・ 開 発/運 営段 階(・Phase'D:DeVetlopment/Operations)

:行 との段 階 でsハ ー ド ウエ アの 設計 、製 作 ∵ 検 査 を行 な い 、 シス テ ムの

実 施 運 営 に よって 、 プ ロ'ジエ ク トが終 了 す るぶ 一‥ ご.一

各段 階vak・ け る仕 事 の具 体 例 は図L2を 参 照 さ れ たい。

プ ロジ ェク トの実 施 に先 立 つ 、先 行 的 な 使 命 研 究 は 、殆 ん ど委 託研 究

で あ って 、 プ ロジ ェク トの テ ー マの選択 の 基礎 を提供 す る もの で あ る。

ま た、 プ ロジ ェ ク トを支 援 す る研 究 開 発 プ ログ ラムは 、最 新 の 技術 を

プ ロジ ェ ク トの 実 施 部 門 に 提 供 し、逆 に、 プ ロジ ェ ク トか らの要 請 に よ

って必 要 な研究 開発 を行 な うと とで 、 プ ロジ ェ ク トの実 施部 門 と密 接 な

関 係 を持 って い る。

とれ らの 使命研 究 と支援 研究 開 発 プ ロプ ログ ラムに は、PPPは 適 用

され な い。

管 理 の手 順 は 大別 して、 トップの意 思 決定 と、 プ ロジ ェク トの 実施 担

当 者 の役 割 、情 報 の流 れ、 判 断 基 準 な どのふ たつ に大 別 で き る。

NASAの 長官 の意 思 決 定 が 行 なわ れ る の は、 各 フ ェー ズの 開 始時 点 、

主 要 な委 託 契 約 先 の 決定 な らびに プ ・ジエ ク トの終 了時 点 な どで あ る。

特 に 、 フ ェー ズAお よびBの 終 了時 点 では 、 プ ロジ ェク ト ・マ ネ ジャ
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は それ ぞ れ の 段階 で得 られ た成 果 を記 述 した分 析 報 告 書 に ・ ブ 亨 ア エク

トの適 否 を トッ プに勧 告 す る こ とが 義務 .Sけ られ て い るr〈 の勧 告 はr.

(1)プ ロジェ ク トを打切 ゐ 。 ま たは延 期す る。 ・.冒,

(2)さ らに 研 究 開 発 が 必 要 で ・ やb直 す 。 一、 ・ゴ

(3)次 の フ ェ ー ズ に 進 む ・ii'i'・ ,tt・ 、'L

(4)次 の フ=1一 ズ を 省 略 し て 、、 さ ら に 次 の フ ェ ー ズ に 進 む 。

に 分 け られ て い る 。

.こ¢1隅うに し1、 各段階 はる れぞ:れの段階での成果 を確認 した上 で・次

の段階 に進む仕組みになつている。委託契 約について も、全段階 を通 じて

引 き受け る能力がな くて も・そ の段階 での責任を果 せば よい。

釦

●

」
?
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管 理 上 の 主 要 な 意 思 決 定

、.7 .ア

フ ェ ー ズA フ ェ ー ズB フ ェ ー ズC フ ェ ー ズD

予 備 分 析 確 定 設 計 開 発 と 運 営

・ プ ロ ジ ェ ク トの 目 標 策 定

1

・ 選択 された複数 の概念 の整理 ・ 採 用 した概念 の詳細 化 ・ 開発 と試験

・ 実現可能性 の検 討 ・ シス テム分 析 の実 施 ・ 詳細 設計 と仕様書作成 ・ 製 造

・ 研究範囲 と最新技術の要件 ・ 第一次設計 と仕 様の作成 ・ 製 造 、 テ ス ト、 運 営 、 補 助 ・ 検 査

の明確化 ・ 補助的要件の明確化 シ ステ ム、 施設 の 計画 策 定 ・ 運 営

・ サ ポ ー トを必要 とす る分 野 ・ 試 験 的 な製 造 と テ ス ト要 件 の ・ 必要 とする最新 の技術 開発 ・ 評 価

の明確化 査定 の開始 と補助的開発 計画 の ・ 結 果 の 配 布

〉 〉 ⊃・ 実施に関す る総括的 な計画 ・ 最新 の技術 開発要件の明確化 明確化

策定 ・ コス ト と ス ケ ジ ュ ー ル の 査 定 ・ ス ケ ジ ュ ー ル と 推 定 コ ス ト

・ 比較 、分 析 の 実施 ・ 管 理 と調達 アプ ロー チの 明確 の策定

・ 有利 な要因 と不利 な要 因の 化 ・ 管理 と調達 計画 の改善

明確化 ・ 比較分析 の実施

・ 他 の プ ログ ラ ム との 関 係 の
、

明確化
一

`

　̀
夢

ト

1

㍉

・ 詳細研 究 の た めの実 現 可 能

な プ ロ ジェ ク ト概 念

・ 詳細 設 計 の た めの 明確 な プ ロ

ジェ ク ト概 念

・ 第 一 次 仕様 書

・ 第 一次 の ス ケ ジュ ール、 資源

計 画 と管理 計画

図1・2

・ 製 造 、 テス ト、 運営 計 画 を

含 む プ ロジェ ク トの設 計 と

仕 様 策定

・ ス ケ ジ ュ ール と資源 の 管理

計 画 と調 達 計画

各 フ ェー ズ の仕 事 の具 体例

プ ロ ジェ ク トの完 成
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●

1.5ソ フ トプ ロジ ェ ク ト委 託 契 約 の 実 態

政 府 の プ ・ジ エ ク トの実'施 に 当 って は、'委託契 約 で行 な われ る 仕事 が 大

ぎ左比 重 を 占め るか ら、委 託契 約 め発 注 と管理 は プ ロジェ ク トの成 否 に極

め て重 要 な 役割 を 占め て い る。 我 々が調 査 の対象 と してい るの は 、プ ロ ジ

ェ ク トの ア プ ロー チを きめ る ま での フ エニ ズAな らび にBに お け る委 託研

究 で あ り、 これ らの段 階 に拾 い ては 、研 究 の結果 は 主 と して調 査 報 告 で あ

るか ら、以 後 ソフ ト?'・taジエ ク ト委 託研 究 と略 称す る。'

本 報 告 書 の 目的 はVこ の よ うな意 味 で の ソ フ トプ ロ ジェ ク トの委 託管理

につ いて 、米 国 政 府機 関 の 実 状 を明 らか にす る ことで あ り、以 下 の各章 に

詳 細 に述べ られて い る。 ごXで は、 以 下 の各車 の春景 とな っそ い る政府 機

関 の ソ フ トプ ロ ジェク ト委 託 に 関 す る基本 的 な考 え方 と、そ れ に 関連 す る

米 国 の社 会的 条 件 を総括 的 に 述べ る こ とにす る。

政 府機 関 は 、:ソ フ トプ ロジ ェ ク トの委 託研 究 に限 らず 、 一 般 に研 究 開 発

どい う噛もの を 、物 品購 入 と 同 じ原 則 で 購入 し よ うとす る基 本 的 態 度 を持 っ

て い る よ うに見 受 け られ る。 そ の理 由 の 第 一は 、'政府機 関 の調 達 法 規 にお

い て 、研究 開発 に関す る購 入 手 続 きが 明 文化 さ れて い るが 、'これ は物 品 購

入 の原 則 を踏 襲 してい る もめ で あ る竺 第二 に、 この よ うな調 達 法 規 を運用

す る側 の実施 担 当者 の 意見 を 聞 い てみ て も、特 別 な考 慮 を 払 っ て い る とは

認 め られな か っ たか らで あ る。

ソ フ トプ ロジ 土ク トの 委 託研 究 の よ うに、研 究 の 目標 が定 量 的 に きめ ら

れ ないで 、研 究 結果 に 多 ぐの 不 確定 要素 を持 つ、もの につ いて め購 入 が、 物

品購 入 と同 じ原 則 で満 足 で きる か につ いて は、 多 くの 人 が疑 問 を持 って い

るぷ しか しなが ら・ 現 在 で は これ に 対す る・特 に有 効 な 対策 が な 広 と云 うの

が 実状 で ある。 ピ'・ ・パ ○ ・ ・,
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政 府 関 係 の 調 達 法 規 の 主 要 な も② と し て は.、 連 邦 調 達 規 則(Fedeeralf.～

Pro'curdnien・.tRegulatii'6n,FPR)と 軍 用 サ ー ビ ス 調 達 規 則(A-

rmedSerVicesProcu'teinentRegu;1ation,AS・ ・PR)な ど が

あ る が 、 研 究 開 発 の 購 入 に つ い て の 基 本 的 精 神 は ほ ぼ 同 じ で あ る 。

軍 用 サ 一 疋 ス 調 達 規 則(ASPR)で は 、 委 託 研 究 開 発 の 契 約 の 実 効 を

あ げ る た め に 、 次 の よ う な 考 慮 を 払 っ て い る 。

(1)競 争 原 理 の 適 用 に よ っ て 、 同 一 費 用 で 最 大 限 の 効 果 を あ げ る 。

(2)独 立 、 か つ 、 多 層 的 な 評 価 ミ な ら び に 数 量 的 な 評 価 方 法 の 採 用 に よ っ

て ・客 観 的 な 評 価 を得 る。

(3ト 契 約価額 の算定 に受託者 を刺激奨励 す る要素 を盛 り込 ん で・受託者 の

意欲 を刺激す る。

勿論 この ような調達法規上 の建 前 と現実 との相違 は随所 に見 ら批 ・ またプ

ロジェク トの性 格 や契 約の大小 に よって もその具体的 な取扱 いは異な っで

ぐる・ これ ら鎮 体的馴 につ いては・本鮪 蔀 詳細 に述べ られている∴

契 約が競 争入恒 あることの 利点は 自明で あるが・ ソプ'トプロジエク ト

の委託研究 の場合に は小 額の ものが多 く、小額 な ものにつ いては指名入札

の ことが多 い。 またふ建 前 としては競争 入札 の形 を とっていて も実 質的 に

は指名入 札に近 い場合が 多いことも実状 である。まだ、 との ような場合の

契約 形式 は大低 の場合 、固定価額契約で ある。

評価 の問題 はさ らに深刻で ある。大低 の場合、受託 候補者 か らの提案 を

評価する・こ とに最 も大 きな努 力が払われ 、契約後 の結果の評価 につ いては・

特に ソフ トプロ ジェク トの場合見 るべ きものが ない。提案評価委員会 また

は、評価 グル 「プな どの・実状 が、 この問題 の鍵 であろ う。米国社会の慣習

な どともか らみ合 って現状 は非常に複雑 である。.
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●

本報舗 の以下の箏 に恥 て民 …!ロ ジエハ 委託の手続 きを・

図 … に示 す ・ うな騨 的 な ゼ ネ ラルニ フ ロ、二で竺 らえ ・ こ⑭ な プ ロ
,

_に 対応 して 、各 章 、節 を記 述 す る こ とに よっ て、、全体 の理 解 を容 易 にす
き ー ・1

,』

る,ζ と を 試 み た?

,,委,託 者 側.'受 託 者 側

第2章

第3章

第4章

第5章

部 内 に お け るテ ー

マの探 索 と選定

提案要求の作成と

発行

藷毅熟 ま即

委託研究の進捗管

理

←

研 究 結 果 の 評価

提 案 要 求 へ

の 応 募

研 究 実 施 と^報
告

,図1・5委 託研究の管 理 と実施の手順
kL」,

-4`rlE－

策6.1章

第6.2章

第6.3章



第2章 テ ー マ の 選 定 と提 案 要 求

2.1テrマ の探索、.選定 およびその承認

2.1.1政 府 機関等に おけ る研 究開発テーマの探 索と選定

政府機関が 自 らの課 せ られ た使命達 成 に貢献 で きる事業 として・如何

なる命題にとウく無 、蛯 ・如脈 その命題を醐 熱 くかという'

テーマの癖 の擁 と実施の プ ・セスの如何 は∴その政府醐 の実績を

左右す る決定打 となるだけに、いずれの機 関にお いて も・非 常に慎重 を

麺 』 いr・ ,■

馴 前者C"テ+マ の探索及び齪"と い うζとは・そ の次 の実施

へ の決定打 とな る最重要 な もので ある とい 衷浅い認 識 を政府撰 関は抱 い

、i
て い る。i

テ_マ の探 索 に即 して の前 提 条 件 の設定 は ・・各機 関 の ミ ッシ ・ン・資

金、螂 ・・てそれぞ順 なる・たと艦 航空縮 局 叫 胆

が将来 の宇 宙計画を定 め よ うとす ると、長期的予測は・N坤Aが 主体

的に行なうとしても・その評価鯖 は測 大統領を議 とず肇 議会が

行 な い 、議 会 へ報 告 し、承 認 を求 め る とい った国家 レベ 竺 の ものか ら・

各 機 関 内 の1イ ン ・ハ ウス で プ ロ ジェ ク ト ・マ ネ ジヤ を中心 と して 自 ら行
ミ く

肪 もの 、,あ る いぼ・ ア ウ ト … ウ刈 ・らの騰 擦 の 受入 れ とい う よ
ト ぼ ト ぐ

うな、さ㊤ なパター癖 る:-]
ト

ド… か 注 異れ る各機 関に共通 していえ牢 とは・テ7⑫ 探索・

選定に融 碇 石、ど煕 のはなくは ず服 福祉へ⌒1昧 地

域 社会安全への貢献 、次 いで各機 関本来の任務遂行 に役立つか どうか と

い。た行嬬 裏上海蕊 請 所的斑 念を遠 どじそぽ 観的な評価を

加 え 、そ れ に客観 性 を もたせ る た め 、OR手 段 ・傾 向外 挿 法 ・ デ シ ジ ョ

亀



ン ・ツ リ_、 ゲ ー ム理 論 、各 種 の シ ミュV－ シ ・ ン ・'モデ 形 と い9た 多 数 の

分析方法のうちから・最適 と思われる鶏 働 噸 なM・
.こ れらに

も とつ い て、:幾 つか の代 替 案 を検 討 し、く最 終 的 に.テ 三ジ.を絞 って い る と

い うの が実状 の よ うで あ る.(図2.・1・1参 照)…

最 近 に おけ る顕 著 な特 長 と して は 、 従来の 開 発 で は・・ テ ー マの 選定 を

探究 的 に行 なKそ れ'に基 づ いて"how'tod'o'{'が 主 た る関心 と努 力
　 　 ロ ミ

の中 心 で あ ら た が 、 公 害 や 都 市 問 題 な ど の よ う な社 会 問 題 が 多 発 し

て くるに伴 ム 、 今 後 の 開 発 す べ き テ ーマは ・ あら か ,じめ ・当 該 シス テ ム
　

と し1て渓 施 した場合 に想定 され るメ リ・ トご竺 リ・{トをあ らか じめ

アザ ン1し た上で、その採択を決定するとめ 醐 計醐 能(wh・ ・

・・1・・)嘩 づ已襯 鋤 た行なうことの 興 燃 強 く撃 ぷ てきて

い る'と い う こ と で あ る 。 ・・
L-・-i

lξ:擁l
l-'・'}

3い{
一・1
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図2・1政 府 機 関等 に お け るテ ー マ の探 索 、 選 定 プ ロセ ス
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2.1.2プ ロジ ェ グ トの提 案 と承 認

選 定 され た研 究 開発 テ六 マは 、そ れ が プ ロジ ェ ク トと、し て実施 に移 さ

れ るま で には解 決 されな けれ ば な らない問 題 や 手 続 な どが数 多 く存 在 し

て い る。 プ ロジ ェク トの 提案 と承 認 は、 ま ず 、手 始 め に行 なわれる 重 要

Cな1テ ・一.マ・で あ る 。t.tt、 …-1・ 、 一

一 般 に 国家 、.あ・るい は州 、.市の政 策 に基 づ いて 選定 され た大型 の研 究

開 発 テ 〔 マは ・ そ の政 策 目標 に 従 って担 当す る諸 機 関が 、,それ を プ ログ

ラム化 し、 さ らに 、 ブレ ー ク ・ダ ウン して よ り具 体 性 の あ る プ ロ ジェ ク

ト化 が行 な われ る。 こ う した プ ロ ジェ ク トは まず 、 第1段 階 と して、 プ

ロジェ ク トの 目標 策定 、可能 性 の追 求 、 プ ロジ ェク トに係 る調査 研 究 と

最 新技 術の 必要 条件 の 明確 化 、 サ 式 「.ト、を必 要 とす る分野 の 明確 化 及 び

関連 諸機 関 の明 確 化 、 実施 要 領 に 対す る総 括 的 な計 画 策定 べ有 利要 因 ・

不 利 要 因 の 明確 化 、..プ・ グ ラ ム に対 す るプ ・ ジェ ク トの位 置 づ け、,総合

的 な資源(資 金 、人 力、 施設 な ど)の 必要 性 の 推測 等 、 一連 の予 備的 な

分 析作 業 が行 在 われて 、 そ の結果 、 引 き続 くプ ロ ジェ ク ト詳 細 設計 に 必

要 な コ ンセ プ トを策 定す る。1・ ・'"

次 いで 、 策定 さ れ た コ ン セ プ トに基 づ い(そシ ス テム分析 を実 施 し、 プ

ロ ジェ ク トの 予 備 仕様 書 策 定 、財 源 及 び 開 発 ス ケ ジュール 策定 、管理 と

調 達 計 画 の策定 が行 なわ れ、 プ ロジ ェク ト開発 計画 が確定 され る。 さ ら

に ・ テ ス トと運営 計 画 を含 む プ ロジェ ク トの 詳細 設 計 及 び 資源 管理 と調

達 計 画 の具 体 的 ス ク ジユ ール が作 られ 、最 終 段 階 の プ ロジェク ト開発 実

施 と運 営が 行 な わ れ る。

こ う した作 業 は 、各機 関の プ ・ジ エ ク ト ・マ ネ ジヤに よって管理 、 推

進 さ れ るが ・ そ れ ぞれ の段 階 で各機 関 あ最 高責 任 者 の承 認 を得 な が ら実
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施 に移 され る。 ・,t… 、,tt・ ζ:.b.:lg

－般 に各 機 関 と も、 プ ロジェ ク ト開 発 実 施 に至 る まで の経 過 を ・一 応

前述 の よ うに概 念 的 に 区 分 して行 な っ てい る よ うで ある・ しか し・そ の

詳 細 を伺 い 知b得 た のは 、 第'・一一章 で概 説め あったNASAのPhased

ProjectPlanning(PPP)シ ステムだけで あるが・住宅 ・都 市 開

発 省(.HUD)な ども同様 の規 定 を持 って い る よ うで あ沼 ζ 従lbて ・ こ

ごで は ↓NASAの プ ロ ジェ ク ト提 案 か ら承 認 まで の プ ロセ ・スを参 考 例

と して 説明 す る。'

〔NASAのPPPシ ス テ ム予備 分 析段階 にお け る ブ ・ ジエ ク ト提案

承 認 プ ・ セス〕

こ の段階 ぱ プ ロ ジェ ク トの コ ン セプ ト策 定 の段 階 で ・原 則 と して内 部

で作 業 が推 進 さ'れるが 、場 合 に よって はそ の内 部作 業 を補 完 す る 目的 で ・

一 部 外 部 に委 託'さ れ る こ と も あ る。

予備 分析 段階 に おけ る審 査 及 び承 認

テ ー マの 選定 が な さ れ る と、次 い で 、 この段 階 で の作 業 が 必要 に な る

わ けで ある が 、そ の 前 に計 画 中 の プ ログ ラム を実 施す るた め の承 認 を経

なけ れば な らず 、、そ の過 程 は 、 図2.1.2の よ うに な っ てい る 。

ま ず ・ プ ログ ラ ム局 で ・テニ マ に対 す る この 段階 の プ ロ グ ラ ム実 施計

画 激 て られ 総括 的 な プ ・ ジ ・ク ト承認 文 書(P・ ・lec・APPζ ・v・1

Document,PAD)を 作 成 し、年 次報 告 と して担 当 オ フィス 経 由で 長官

ま たぱそ の代 理 に提 出 ナ る 。

担 当局 で審 査 を行 な っ た上 、 コ メ ン トを付 して長 官 元提 出 ざれ る と、

長 官 は コ メン ト等 を考慮 して承 認 を行 な う。承 認 を受 げ'た プ ・ ジエ ク ト

プ ラ ンは 適 切 な担 当局 及び プ ・グ ラ ム局 長 に 提示 され るが ・担 当 局 は そ

の 内容 の記録 を行 な い 、一 方 、 プ ログ ラム局長 は・ 関 係 す る現場 セ ンタ

ー一4
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●

の プ ロ ジェ ク ト ・マ ネ ジヤ を選 任 し、"プ 亘グ ラ ム遂 行 の 指示 を 出す。

プ ・グ ラム局 長 か ら指示 を受 け た プロジ ェ ク ト ・マ ネ ジ ヤ は 、各 プ ・

ジエ ク トに 関 す る個別 計 画 案 を作 り、必要 な 場合 はさ らに プ ・グ ラム修

正 案 を作 って、 局長 に 提 出す る。局 長は 、 これ に対 して認 可 を与 え 、 プ

ログ ラム局 長 の審 査 あ る い は承 認 を受 け る。 この と き、 そ の プ ロ ジェ ク

ト ・プ ラ ンが 全部 内部 で行 な う作 業 であ る場 合 は 、 直 ちに プ ロジェ ク ト

実 施 の指 令 が プ ・ジ エ ク ト ・〔 ネ ジヤに なさ れ、予 備 分 析作 業 が プ ・ジ

エ ク ト ・マ ネ ジヤの 管理 の も とに 推進 され る。 また、 外 部 の契 約 に よる

作業 支 援 調達 を必要 と す る もの で あれば 、担 当局 に回 付 し、 そ こで審 査

を勤 ・さらに鍵 文書が作成 鋳 て・館 ま垣 その代理に継 し・

承 認 を受 け る。公 達文 書 の承 認 が 、 プ ログ ラム局 長 及 び フ ィ ール ド・セ

ン タの所 長 を通 して 、 プ ロジェ ク ト ・マ ネ ジヤ に送 達 さ れ る と、 プロ ジ

ェ ク ト ・マネ ジヤは 、調 達 局 と共 に 、時に は、 提案 評価 委 員 会 の協 力 を'

得 て提 案要 求 書(RequestForProposa1,R,FP)を 作成 し、提案

に備 え る。

こ う した手 順 を経 て 、 コ ン セプ ト策 定 の ため の予 備 分 析 段 階 の プ ロジ

ェ ク ト ・プ ランは 提案 さ れ 、承 認 を受 け た後 、内 部作 業 あ るい は 提案 要

求 に応 じて 出 され た提 案 に よる外 部 との契 約作 業 に よって遂行 され る。『
'

一 プ ロ ジェ ク ト承 認 文 書(PAD)ご ・一

プ ログ ラ ム計 画 の承 認 は 、PADに よって成 さ れ るが 、そ の内 容 は 、

プ ロジ ェ ク トの性格 や そ の枠 、 お よび複雑 さ に よ って精 粗 ま ちま ちで あ

るが、 そ の概 要 は 次の 通 りで あ る。

o目 的 プ ロ ジ .Tク ト開 発 の 全般的 な 目的 は何 で あ るか 、 そ の

科 学 的 、技 術 的 、 運用 上 の貢 献 度 合 は ど うで あ るか 。
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図2・2予 備 分 析段 階 に お け る主要 手 順(一 一部 分)

N長 官 または

A代 理

S

プロ ジェ ク ト承 認 文 書

(PAD)、 提案 プロ

グ ラ ムの 承認

公文書の承認

↑
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⊥
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・

,

A
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ッ
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r
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●

,.技 術 計画,rロ ジエ ク ト遂行 に必鍮 開発技 ㊥ 目標㌣.び ハー

ドウエ ア機器 とその開発 目標並びに関連繊 頃 当難

につ いて。

O境 界 領域 の サ ポ ー ト

各プ.㌘ ㌔ ≡ プ・㌣ ・間産 婆とする境界

領域の㌣1間 箕 綱 ぽ ト.について・
6作 業計画

内部作 業 としての研究開発技術 とそのス ケジユ_ル 及

び要員につ口 熱 鵬 約C場e
,の作業ステツ

ン ト、例 え ば 、 ス ケ ジュ ール 、予 算 、契 約 タ イ プ、適 用調

達 規 則 、契 約選 定 手 順 な どに つ い て。

○ ス ケ ジュー ルお よび財 源 の要 求

各 プ ロ グ ラ ∠ 、 プ ロ ジ ェ ク ト別 の ス ケ ジ ュ ー ル 及 び 、 プ

ロジ ェ ク ト遂行 に 必要 な財 源 、 資 金 レベ ル につ い て。

o管 理

プ ・ ジエ ク ト遂行 に 必要 な管理 機 構 の概 略 、例 え ば、主

要委 員 会 の設 置 と、 そ れ らの任 務 と権限 、 な らび に各機 関

の守備範囲 と義務 、さ らに とれ ら組織の予定重要人物 につ
、 、「"

いて。

2・2採 録(R・q・ …F・ ・P・ ・P・・al,RFP)

2.2.1政 府 機関 等 に おけ る提 案要 求 書 の 作成

プ ロジェク トの鞠 く行 拠 る と・プ・ジエハ ・マネ ジヤの管理

の も とr
、㌶ ロ㌍ トの塗頸 綱 され る・NASAのrsse.,

国 立 標 準 居 てNBS)の よ うに 、内 部 作 業 で 実 施 さ £ る プ ロ ジ ェ

o、 一ー
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ク トは予 わ立 て られ て い る プ ロ ジェ ク ト ・プ ラ ンに従 って作 業 は遂 行 さ

れ るが 、外 部委 託 に よ って行 なわ れ る プ ・ジ エク トに 対 して は、 プ ロ ジ

ェ ク ト ・マネ ジヤが主 体 とな って 提案 要 求 書 の作成 が行 なわ れ る。

提顯 求 の作成 と発行は どの機 関 で も励行 しているや 恒 るξ 特に・

連 邦 政 府 機 関 は、 提案 者 に対 して競争 原 理 に基 づ く機 会均等 を義 務 付 け ら
一 ㌧llべ

れ て い る か ら当 然 と して も、 そ うで な い機 関 、例 え ば 、 ボス トン再 開発 公
|1

社 にお いて も作 成 して い る。 こ この 面 接老 の談 に よれ ば 、 「か つ ては 、調

査 研 究 プ ロ ジェ ク トの 発 注 に 、提 案 要 求 書 を作成 せ ず契 約 締結 の際 に 仕様

の 最 終 決 定 等 を 決 め て、い た が 、提 案 の要 求 が不 明 確 で ある こ とが 起 因 し

て 、予 算額 オ ー バな ど 、種 々の トラブルが 発 生 し、 プ ロ ジェ ク ト推 進 に大

きな支 障 を もた ら した 。そ こで綿 密 に問題 点 を洗 い 上げ ・ そ の打 開 策 と し

て 、 提案 要 求 書 作成 の 義務 付 け に踏 切 っ た。大 型 の プ ・ ジエ ク トとな る と、

提案 要 求 書作成 に数 ヵ月を 要す る こ ともあるが・後 の ト～ プル を考 え る と致

し方 の な いζ とで あ る。」 と
1¢),ことf",あ っ た。

こ う した事情 で 、提 案要求書 の作成 には相 当 の時 間 と労 力を要 す るに もか

Sわ らず 、 そ の重 要 性 を考 慮 す る と、 そ れ は 補 って余bあ る と い うこ とで

ある。 、、

提案 要 求 書 の作 成 に当 って 、 プ ロジ ェ ク ト ・マ ネ ジヤ は、 提案 の評価 基

準 や 、 提案 が契 約 に繋 が った場 合 の契 約 に含 ま れ るべ き契 約条 項 な どにつ

いては決 められ耀 案溺 騨 無 難 鱒 官と醒 し・難 懸 興
.

仕敵 ついては洛 関係部門臓 関と鱒 議誓㌻ て坤 てい匹 躁 賢

求書 の作成 は、一般 に部内の作業 と して行 なわれ るが、契約相手 と して腹
一 ・1

、
、 →い 、 ・.・ 、 ㌧ ・ ・

翻 している肝 ゲ 諸に㌘ て作成されることもあb・ こ0一ば 毅 は・

歴 な蹄 で記述さ取M触 そC相 手は提騨 緯 の作成照 如し
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・鷲 ら・自社の提案繍 が行競 るので潮 目,・その他 で有利と判 ・

必 ず し も 公 開 原 則 が 貫 か れ て い な い と い う
、こ と で あ る 。.い.,

2・2・2提 案 要 求 書(RFP)の 内 容t;t
、.t

提 案 要 求 書 の サ ン プ ル は 、NASA及 び 運 輸 省(1DqT)の2ヵ 所 で

入手 したが・ プ ロジェク トの技術的要求面や・」契約 タイプ等 の多少の相

違 点 は あるvaし て も・大体に 紳 て大同小異 と思われ るので、NASA

の 「スペース'シ ・トル開発噛 する・・づ 助 作業計画」体 調査付 属

酬44項 参即 に対す る提案要求書 の、内容 を参 考 として概 説す る・

この提案要 求は・そρ公示文書 と・要求醐 に詳 ・て各 ・部 の別添文

書 で 構成 さ れ て い る。 ご

・ 公 示 文 書
. ,、 、 … ・

・ 全 般 的 説 明 ,
、(別 添 文 書1)

・ 提 案 作 成 に つ い て の 指 示(〃2)

・
、、提 案 に 対 す る 契 約 明 細 と 全 般 規 定 、(〃 、、3)

t ・Zロ ジ エ ク トρ 作 業 説 明 .(ζ 、4)

いパ 、保 証 様 式.,、(〃.

一●、1舗 さ れk.htU設 の 証 明 一、_、 ご.(t.k㌦6)1

ま呈公 示O .内容 で ある が ・ これ を要約 す る と・ プ ロ.ジエ ク トの 目的 、

作業範囲 、.期間 などの提案要求 の趣 旨を説明 し、,提案が契約に繋が った

場合 の契約 に関 しての総 括的注意、提案 の し方に.ついての一般 的注意 、

提案 に対す る評価 方法 ・契約者 に対す る条件5項 目について概要 が述べ

られて澄 鉱 これ ら各 項 目の詳細 について は、それぞれ別 添文書 の中で

説 明が なされている・ げ ∵ .

なk・・別 添 文 書2の 「提案 作 成 に つ いて の指示 」 は、 提 出 され る数 多
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くの提案 を公平 た評価 じ、"後の契約 を正 当に行な うための資料 を得 る目

的 で出され た指定 あ駅 この内容 の概要 は、第 、章 の 迂 ☆ 増 価

基準のenee〃 として、また、経 競 櫛 占 …遅 ゐi:2.・ 気'主 薩 足

労式'ttと して説明 され る。また、別派文書3の 「提案 に対す る契約 明細

と全般規定」 は、提案者が契約者 となった場 合に取 り交わされ るであろ

t'J
う契約 あ明細 とその全般規 定 であb、 これ も第4章 の4.2.iで"契 約書

:川ら主 要
内容 ゴ して言己述 される1'』'`㌦'

注 注 こ ごこでは、・鱗 嬉 最 ∂ 商 議 を割愛 し、'さらに 別添

文 書4夜 つ いて も、特 定 の プ ロ ジェ ク ト作業 説 明 とい うこ とで同 様 の扱

い をす る

さて 、別 添文 書1の 「全般 的 説 明」 であ るが 、 これ は、 提 案要 求 に応

え て 提案 す る 提案 者 に対 して 一 般 的注 意事 項 を説 明 した もので あ る。 こ

の 中に盛 られ て いる 項 目 を列 挙 す る と、

・RFPキ ャ ン セ ルの権 利 、 ・契 約係 官 の権 限 、 ・中小企 業 認証 に 関

す る情 報 、 ・提案 準 備 の経 費 、 ・追 加設 備 ・現在 経 費 ま たは価格 デ

ー。の保証一 図願 び調 書の処分一 自動デー。ヴ 。聾 シ嬢
'涼

、

置 の 使 用 、 ・防 衛 のi契 約行 政 サ ー ビス の代 表 、 ・契 約 行 政1《清算庁

の 監 査 官 、 ・政 府 支給 物 、 ・特 許、 ロー ヤ ル テ イ、 ・権 利放 棄 の発 明.

・定 着 失 業 者 、 ・中小 企 業標 準規 模、 ・不正 申告 、 ・撤 回 規定 、 ・提

案 作 成 め〔指 示 、 ・提案 極 秘 保 証 、 ・技 術デ ー タ、 ・優先 あ 順 序(規 定

い間 不二致 ⑳ 場 合)

1
の よ う崎 、の項 取 飾 れか る。 巳 ・"㌧

。の中 か ら、,、 、興 味 の あ る囎 につ い て翻 嘉17':{

sぺ δ 提案 準 禰 め経 費'1'
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遷 れ は い 、r提案 準 備 の ため の研 究 また は設 計 及 び泣 一 ビス註 た

は供 給 の ため に 調 達 また は契 約 を した如何 な燈経費 をiも支 払蕩 義

務 を政i府ば負 担 し ない6、」 と憾 うも ので あ る。汰 型 のプ ロ ジェク

トに な る と、 提案要 求 の作 成 に掛 る費 用 も膨 大 なち.いζれ 悟応 じ

る 提案 準備 の経 費 も相 当 な もの と思 わ れ るが 、・とれ 匠 対 して 受託

者 側 が如何 に 対処 す る か問 題 で あ る,大 手 受託 老 と じてのIB餌

も、 ま た群 小 受 託 者 と しての コ ンサル タ ン ト会 社 も、 出来 る限 力

徹 底 的 に提 案 要 求 を 究 明 し、 自社 が契 約 者 に なれ る見 通 しが頻 る

・ か 、 また は 、そ の 提案 内 容 が他 に も売 り込 め る もので あ る場 合 に

のみ応 ず る と と に よ って 対処 してい る と述 べ て い る 。

o自 動 デ ー タ ・プ ロセス装 置(ADP)の 使 用

「ADP装 置 を使用 しよ うとす薦 総 ての場 合 、こ政 府 は契 約 鷹対 .三

し、 そ の 可能 性 の 準 備 と付 託及 び 装 置 の リース又 ぱ購入 の検 討 を

要 求 す る権 利 を持 つ」 とい う もκOで あ り＼ これ は プ ロ、1ジエ ク ト実

施 に お け るデ ァ タの信 頼 性 を'高め るた め に 、AD・P装 置の 使用 を

奨励 して い る も似 ど考 えら れ る。i.1:川 、,

o定 着 失業 者't

要 約 は 「定 着失 業 問題 に協賛 して採 用 され なけ れ ば 失 業 す る、

定 着 者 の雇 用 を誓 約 し、保 証す る こと。 ただ し、 との 目的 に対す

る資 金 は 、本 契 約 に お い て得 られ な いが 、 各 自の 地域 の 地方実 業

家 同盟 の メ トロポ リタン ・オ フィス を介 して誓 約 を行 ない、そのため

に必要 とす る余 分 な経 費 に対 す る援助 金 も得 る こ とが で きる。」

とい うもの で 、黒 人 を主 体 とす る失業 問題 が 絡 み、 米 国 の社 会情

勢 を反 映 させ て い る。
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さ らに 上記 の定 着 失業 者 問題 と同様 、、米 国 の 国柄 を表 わす もの に別添

文書6の 「分 離 され な い施 設 の証 明上 が ある。

・そ の概 要 は 、 「こ の 様式 に署 名 した入札 者 、 提案 者 、申請 者 または 、

2次 契 約者 は、 従業 員 に 対 して分離 設備 を作 業 の た め に維 持 ま たは 提供

せ ず 、1彼の管 理 下 の 分 離 設 備維 持場 所 で 従業 員 に作 業 させ な い こ とを保

1、証 す る。 ζの保 証 の違 反 は 、 この契 約 の機 会 均等 条 項Q違 反 で あ る こ と

に 同 意 す,る.・ ・キ…一(分 離 設備)の 語 は… …人 種 ・偏 仰 ・,色 ・ ま たは国

民性 、風 習 、・』地 方 習 慣 そ の他 の基本 に よ って明 確 に分 離 指 向 ま たは・ 事

実分 離 して い る従業 員 用 建 物 設 備 を意 味す る。」.・,で あ り・,これ は・我

国 で は思 い もつ か ぬ 、 ま た、人 種 問題 で悩 ん で 吟 る米 国 な らで はの保 証

書 で あ る。.・,1

2.2.5提 案 要 求 の承認 と その 公示 ・ ・:t,

各行 政 機・関寺 に お いて ・一 般 に提 案 要 求書 の 作成 が 行 な われ る と・ と

れ に引 き続 い て提案 評価 委 員 会(NASAで はSourceEvaluation

B・a・d,IS・EBで ・.住宅都 繍 発着 で はP・ ・P・・a・1E・V・IU・ti・nB－
く

oard,PEB)で そ の内 容 を承 認 す る。 しか る後 ・調 達 担 当 官 は ・公開 原

則 に基 づ き提 案要 求 を公 示 す る。 公 示 の仕 方 は商 務 の官 報 系β'Oπunerce

B・ ・inessDgil・)噛 載す るか ・ 証 は・ す で 嘘 録 され て い る提

案可 能…と思 わ ち る所 に 直接 郵送 され る。,

、y㌍1,t、 ・巨 、 ㌧i・tlt
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も

第3章 提 案 の 評価 と契 約 ま で の交 渉'・ い.・「

5.1概 要 、,ジ'バ

委 託 者 が 自己 ㊨・二㌔ ズ に も とつ い て 、・外 部 へ の契約 行為 に より解 決 し よ

う とす る場 合ド 契 約締 結 に至 る まで の委 託者 と契 約 候補者 との間 の交 渉 お

よび委 託者 側 に おけ る評価 の手順 、 これ に 必要 な 諸手続 の精 粗 は 各機 関 毎

に夫 君異 な が(い る。例 え ば 、運 輸省,(DOT,)、 、 国立 標 準局(NBS)、

ボス 析トン再 開発 公社 、 ニゴ ー ヨー ク 市環境 保 護 局 ↓ ニ ユ}ヨ ー ク州庁 で は 、

交 渉 な らび に評価 手 続 の諸 規定 の 整備 は 特 に な、く、部 局 の 技術 担 当者 と契

約担 当者 が契約案の作成や 契 約 候 補者 との 交 渉 の窓 口 を務 め、 必要 に 応 じて

は 部 内 の 代表 者 を含 め た ア ドホ ック1の委 員 会を 設置 して オ1一著、ラ イズ を行

な っ た り、 あ るい は直 接 、 部局 内 で原 案 の起案 を行 なって代 表者 の決 裁 を得

て契 約 を行 な うケrタ ・・パイ ・ケース ・グループで あク、航 空宇 宙局 ㊤NAS

A・一).や住 宅 ・都 市 開発省(HUD)で は 、組織 ど1じての 明確 な契 約 に 至 る

ま で の標 準 的 な 評価 々 ニ ユ アル、成 文 様式 、 評価組 織 を設定 じて とれ を 中

心 とす る適 正 な作 業 を行 な うス タ ン ダ ー ド ・グル ー プに大別 さ れ る6三

型前 者
の ケ ー ス ・バ イ ・ケ ース ・グ ル ープ のやb方 は、1現在 の三溺1が国治 の

や り方 と相 似 で あ る,ど思 え る。 ま「だ 、:これち グル ー.プに属 す る 各機 関 の面

接者 の 意見の 多 ぐ も{-N五SAの よ.うな契 約 に至 る1までの 評価 等 の諸手 続

ぎの 明確 化 を はか るべLき で あ る と述 べ て お 珍、何 らかの特 殊 事 情 で必 ず し

も明確 で な い現 在 のや り方 につ いて は相 当懸 念 して い る よ うで あ った。 住

宅 ・都 市 開 発省(HUD)の 取 扱 い手 順 の考 え 方 ぱ、比 較的 、NASAの そ れ

と湘 似 して い るが 、精 密 度 の 点 で は 、吟 一 歩 足 りぬ ところが あ る。 そ こで

本 章 で はNAS'Aの 取 扱 い手 順 を モ デル と して言 及 す る こ と とす る。

5.2NAS:A⑦ 事 例1,xl.e:'t'tT
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5.2.1概 要1査　バ 忘.1!'・ 託(∴ パ▽i.・ 乞 ～,ぎ

NASAに お いて は一般 的 政策 と して 、全 て の調 達 は競 争 原理 に基.・J.r

つ い て行 な う こ とを原 則 と して い る。 この た め調達 の 事 実 が 発 生 す る

と.すべせ 官 報 で当 該調 達事 項 の 目的 、内 容 、発 注 ゐ仕 方、,・時 期 な どが

公表 ぎ銃 、受 注 も ≧ う とす る もの は 、.競争 入 札 方 式笹 よる場 合 は指示

:ぎれ、た入 札 方式 に より、 ま、だ は、 複雑 な内容 の ため 提案 要 求 方式 に よ ・

る も⑳ は 、そ の指示 に したが い 自主 的 に応 札す る。 前者 の入 札 方式 ㌃

1:1'hvi'fat{onsForBids(IFB方 式)は 、物 品の 調達や 簡 単 な も・:

の の調達 に 多 く使 用 され 、わ が 国 で も'馴染 み の 多 い方式 な◎ で 、本 報

告 では割 愛 し、 こ こで は 、複i雑 高度 な プ ロジ エク5研 究 に つ い て頻繁

・液 使 用 され る提案 要求 方式(RFP方 式)を 事 例 と して説 明 す る。

提案 要 求方 式 に 基 づ い て提 案 を ケけ たNASAで は ζ・:こ1れを評価'・

し、最 適 な もの を選択 した上 で 、提 案 内 容 を契 約 とい う型で 約定化 すノ

る"た め交 渉 を行 な い、両 者 の合意 が 得 られ た ら調 印す るこ とに よ って,

契 約 が 成立 す る。'≡0

5.2.2『 提 案 の 受 理"ぷL[.:・ll

lr・'ttNASAで は調 達 の 必要 が 生 じる と、部 内 でRFPを'作 成 し、 これ

をN:i・ASA.P.R'1.1002-1と い う規 則 に より:商務省 の官.

報"'Oonmer・CeBUsinessDaily"に 公報 し、そ の後 ≡定 期間 後

に 提案 し よ うとす る意 思の あ る もの の た めに 一定 の場所 、:日時凌 公 示

しで予 備提 案 会 議 を開 催 す る一。 さ らに 提案 要 求 書 の作 成 の 基礎 主 なる

部 内資 料 を公開'し て 提 案者 の 提 案作 業 の参 考 に努 めて い る。穴 定 の期

日で 〆切 りが あ り、 そ れ ま で に得 られ た提 案 はNAS『Aの1調 達 オ フ ィ

ス の窓 口 で所定 の要 件 を具 備 して い るか 形式 審 査 し淀 受理
,まれ～る6き こ.・.
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a露3パ 受理提 案の処理 プ ロ」

謹 驚 ・・≡

。,へ'=… 一
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魏
1
↓

翻

図5・1受 理 提 案 の処 理 フb－

9

調 達 局 で受理 され た 提案 は 、提案 評価 委 員 会(SourceEvalUa-・

tionBoard,SEB)で 評 価 され 、 フ ィ ール ド ・セ ン タの所 長 、 ま た

'は
ヘ ッ ドク オ ー タの 審 査 、承 認 を経 て 、提案 選定 担 当官 に 提案 評価 委

員 会(SEB)と して の プ レゼ ンテ ー シ ョンが行 な わ れ る。 そ の 次 に

担 当 官 に よ って契 約 者 の選定 が 行 なわ れ る。 これ が す む と、局長 は 開

発のための予備交渉を決定 しごらち虞て契約局竜選定篭 れた契約者 と

_57二'



契約原案 を作成 して 交 渉 に 入 る。 それ が整づ と提 案選 定 担 当窟.め

決裁 を得て、調達局は契 約者 と契約 し調 印する。

1ぽ2,4翠 琴評摩 験 墜 る評価手順 ・・i・ 、

[i季灘 ㌻譲 鴬隠):麗二纏 魏
'll

蜘 発送する.委 員会で予㈱ を行な噸 会自ら螂 てすまi

iせ る か ・もあ る い は ・ 一 キ ン グ ・グ ル ー.7r.」.,L.一(.iJ・委 触 で 更 障 細 に

、 した上 で行 な うべ きか 否 か決 定 す る。,
)1

提案 評価委 員会(SEB)の 構成 は、当該提案案件 の調達部 門ゐ長が議i

i
長 となb、tt・・vaプn'グラム局契約 に関する専 門家 、契 約 の実施 にあたi

㌫ .1

懸 ・て連蹴 立合 う部門の長等ピoな る・岬 の・・Z..ハbスによi
}1る もの で あ る

。 この 提案 評価 委 員 会(SEB)の7人 以 内 の正規 決 定
こミ ミ

や

ぺ権 を もつ メンバの他 に参考 意見 をのべ うる権利 のみ有 す る調達部門の

局長 、あるいはプログラム局 の局長の参画が認められる。 また提案評価委員

会(SEB)メ ンバ の決 趣 よ蛯 要 に応rじ・・イ ン'ノ'ウ スaた は他

の政 府機 関 の職員 を ア ドバ イザ と して要 請す る こ と もで き るほか 、部

外 の コン サ ル タ ン トの活 用 も併 用 され る仕組 み とな って い る。 提案 評

価委 員 会(SEB)が 必要 に応 じて 設定 す る ワー キ ン グの ため の小 委

員 会 と して は技 術 小 委 員会 ・ ビジネ ス小委 員 会 の2種 で あ り・そ れ ぞ

れ は イ ンt■ハ ウスの 専 門家 で構成 され て い る。't・ttl・t

提 出さ れ た提案 の検 討 は 、 ワーキ ン グの小 委 員 会 で行 な うべ きで あ

る と提案 評価 委 員会(SEB)で 結 論 さ れ る と 、tt提案 評価 委員 会(S

:'t忍B) ,の議 長 は、 ワー キ ング ・1ミ テ イの両 議 長 に通知 し 、 しか る後

:,、 提 案 の コ ピ ー を 送 付 す る。 技術 小委 員 会 は、 プ ロポ ー ザ ルの部 分 の
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技 術 的 事項 に つ き検 討 し、 ビジ ネ ス小委 員 会 ぱそ の他 の契 約 上 、 金 額

上 等 の検 討 を独 自 に すす め る。 これ らの ワー ギ ンク ・コ ミテ ィの 作業

をす す める基 準 として は 、予 め 心 この契 約 条 件 の評価 の た め 提案 評価

委 員 会(SEB)に よってオ ・一・・y':ライズ され た 評価 基 準 の ク ライテ リ

ア ・デ イ フ イニ シ ヨンに沿 って行 な われ る。

5.・2.5提 案評 価 委 員会 の評 価 基準"

評価 基 準 の概 要 は次 の通 りで ある。

1.要 約

]'こ の プbポ ー ザ〉泌 細 紐 勧 の顕 著 な特 徴 は何

tti`

、 か?バ'llt

ヂ例 えば 開発 と操 作局 面 を含 を全 ジス テ ムの経 費低 下

に貢 献 す る主 な特 徴 は何 か?

2.構 成"『, 、

コ'RPPに 対 し
、 どの ような シス テ ム設計 を見 積 るか 、

何 故?

3・ 研 究 ア プ ロー チ

RFPで 要 求 した作 業達 成 の た めの貴 任 の ア プ ロー

チ及 び理 論 的 基 礎 は何 か?:i'../　 '")"1"》

4.^技 術 的経 験/能 力お よび入 物tl

適切 な 技 術的 経験 は何 か/能 力及 び この作業 に参 加

させ る入 物 は如 何 な る者 か?

5組 織及 び 運営

もし貴 社 が契 約 を成 約 した ら、RFPで 要 求 す る作

業 を いか に運営 し、 組織 す るか?如 何 な る運 営 技 術 を
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使用 す るか?

;6.会 社 能 が及 び成 績B:`

:'こ の作 業 を完成 す る ため の貴 社 の能 力?貴 社 の成長

＼ 記録 は ど うか?

7.資 源 お・よび ス ケ ジュ ール →

この提案を透磁 ずる経費はい ぐらか ゼ大規模 な ざの

開発 計画 を見 積 る貴 社 技術 は何 か?

NASAで は これ らの基 準 を定 め るほ か 、実務 上 の基 準 の ウエ イ ト

付げ と して 、2.～ ▲が 技 術 基 準 、5.・v7.ま で ビジ ネス 基 準 と し・

技 術 的 に は2.の 研 究 ア プ ロ ー チ の 仕 方 が 第1、 第2位 の考 慮 は・2.

の構 成 の基 準 、4.の 技 術 的 経 験/能 力 は 背 景 を判 断 す る 上 で 重 要

だ が 、 提 案 評 価 で は比 較 的 考 慮 さ れ ない。3つ の ビ ジネ ス 基 準 で

は 、5.の 組 織 と管 理 の基 準 に 対 応 して提 供 さ れ る情 報 が第1位 で

tt
あ り'、6.の 会 社 能 力 と業 績 基 準 、7.の 資 力 と 計 画 の基 準 は 同 程 度

に 重 要 性 が 評 価 さ れ る。

技 術 評価 と ビジネス 評価 は夫 々別 々に採 点 され る が 、 提案 評価 委 員

会(SE・B・ 〉で最 終的 に統 合 評価 さ れ る こと とな る 。

5.2.6評 価 シ ス テ ムとそ の 内 容

提案 評価 委 員会(SEB)で は 上 記 の評価 基 準 を さ らに詳細 に チ エ

ツクす るた め に、 各評 価 基 準 毎 に そ れ を構成 す る プア ク タを精 密 に抽

出 し、 それ に対 して ス コ ア リン グ ・、シス テ ム とい う評点法 で数 字 的 評

価 を行 な う。 数 値 化 の困難 な もの は、"excellent""炉od〃wbad〃

とい った ラ ンキ ング評点 法 を併 用 す るが極 力 、数 値化 につ とめ る。

提案 評価 委 員会(SEB)の こ う したチ ェック ・ア イ テムは通 常 は
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全 部で 約1,000個 で あ る。 この うち技 術 的 チ ェ ッ)・ ア イテ ムは約

650位 が多 い。

但 し、 契 約 が イ ン セ ン テ ィ ブ的 な ものの場 合 は 、 ビジネス 評価 の チ

エ ツク ・ポ イ ンhの 方 が大 き、くなる場 合 もあ り、 必ず し も固定 的 で は

な い。

㌧ ま た
、 ワー キ ング の小 委員 会 うミ自 ら評価 す る場 合 の チ ェ ック ・ア イ

テ ムは 、1,000個 以上 の場 合 が 多 いが、 提案 評価 委 員 会(SEB)

にはそ の ま ま の チ エ 。か ア イ テム表 の鰭 ゼ 已_ト きれ ぶ 提案

評価 委員 会(SEB)で は ご 自分 ゐ判 断 の ため'{}め 技 術 評価 と ビジネ

ス評価 の各 ウエ イ ト比率 を定 め て お き・、委 員 会 評 価値 に ワー キ ング の

小 委 員 会 の数 値 を換 算 す る こ とに よ り目的 を達成 す る。

も し、 ワー キン グ の小委員 会 の 評価 が 適 切 で ない と提案 評 価委 員 会

(SEB')が 認 め る と ぎは 、提案 評価 委 員 会(SEB)は 独 自の判 断

で 評価 を すす め るσ か よ うに ワーキ ン グの 小委 員 会 の 評 価 が 直 ちに提

案 評価 委 員 会(SEB)の 評価 とkら ぬ よ う ダ ブル ・チエ ツクの コ

ン セ プ トが 図 られ て い る。実 際 にぱ 提案 評 価委 員 会(SEB)と ワー

キン グの 小委員 会 との 断 絶 の経 験 は ない よ うで あ る。'

5.Z7そ の 他 の評 価 手 段 と交 渉'

上議 での諦 麟 坑 口M洛 提案頗 案評価委員会15Eめ 請.

て評価 され るが、 まだ は ワーキ'ング小委員会に よって評価 され 、提案

評価 委員会(SEB)セ ォー ソ河 ズ・され る.そ の際 酪 提案以外 に

NASAと 国防省 の契約者資料保 管簿か ら得 られ る過去 の業績記録を

含むその他 の要素 が十分考慮 され る。

なお、提案 を評価 す る過程 において提案評価委員 会(SEB)自 体
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が 提 案 作成 に全 責 任 ある入 と討 論 した り・ ヒア リング の ため に提 案者

を重 ねて 招 い た り、工 場 検 査 を行 な った り して、 提案 の最 終 評価 ま で

を ク リア しk上 で結 論 を 出す 。勿論 、 提案 評価委 員 会(SBB)お よ

び ワー キ ング の 小委 員会 に おけ る交 渉 、 評価 の手 続 の過 程 はす べて詳

細 に記録 に 残 さ れ る。 これ らの記録 に も とつい て 、 提 案 評価委 員 会(

SEB)は 各 提案 の ラン キ ン グ表 を作 り、、ζれ を裏 付 け る ドキ ユ メ ン

テー シ ヨ
.とを行 な い・作 業 を完 結 す る。,、

5.2.8最 終評 価 の ま とめ ・ ・、

提 案 評 価 委員 会 ま た はそ の小 委 員会 に ょる検 討 が 終 結 した ら、委 員

会 と して の 評価 レ ポ ー トを ま とめ る。 以 ポ・-1トの 内・容 は 、3s2・5～3・

2・7で 述 べ た事 項 内 容 に関す る分 析 ・評価 い ラ ン ヤ ング表 お よび この

間9検 討 経 緯 に関 して得 られ た諸 記録 で あ る。委 員 会 に苦 い て ・ ラン

ほ 、キ 叱グを め ぐっ て対立 が とけ,ない場合 ・ 委員 会 は そ の ζと、を シポ ー ト

に か かね ぱ な らな い。 まえ ・当初 きめ た ス コ.ア リニ!グや ク ラィ テ リア

が特 殊 な状 況 変更 に よ り、 不適 当 とな った場 合 に は と 婆 あえず 、当初

の ま まで 評 価 したば か りの結論 と別 に この た め の事 情 を レポー トに ま

とめ てお く。 さ ら に却 下 され 元 提 案 につ いて も・一 応 リス トして分類

し 、 レ ポ ー トす る 。.淀
,1宍,『 、,○ 瀞1ぶ ～

5多9提 案選定担 当官へのプ レゼ 之蔀 ㌍ 姦5ン と契約 先の選定

提案選定担 当官に対 しては 、委 員会ρ毒茸が プ レゼンテーションを

,行な う。 これは担当官 が最 善の企業 を採択 で きゑ素地 を与えるためで

あ る 。;"智 、'

プ レゼ ン テー シ ョンの 内 容 は主 に最終 評価 で ま ,とめ ダと検 討 資料 、 あ

..ド,、るい は オ ー ラルに よるぶ2通 り併 せ て行 な うプ レ ゼ ン 塗㌻ シ ヨンの全
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体 骨子 は、 ① 、こ◎調 達 の 目的 は な1にか?② 正 常 な契 約者 を選定

ナ る こ とにお いて 、 どん な適格 や評 価 の ク ライテ リアが 重 要 か 。(参・'

熟 慮 され た 能 力 あ る企業 と して は どれ か?④ この 提案 を委 員会 は

如 何 に 評価 したか?⑤ 委 員 会の 作業 の結 果 は なに か とい っだ こ と

な どで あ る。,

プレ ゼ ンテ ー シ ョンへ の 資料 、計 画表 、 グ ラフ、 ブ リッ プ ・チ ャー

ト等 で簡 明 詳細 に ま とめ られ た もの 、 また オ ー ラル に よる もの は30

分 位 とさ れ て い る。

以 上 の プ レゼ ン テー シ ョンを うけ て提案 選 定 担 当官 は 契 約 先の 選定

を行 な う。'"

5.2.1-th.,契 約 成 文 化 に 至 る交 渉'.・

提案 選 定担 当官 に よ り契 約 先 が決 定 され 、 その 旨が 下部 に通 達 され

一 る ど・ プ ログ ラム ・デ ィ レ ク タは開 発 の着手 作 業挺 必 要 な活 動 を開 始

す る。 あわ せ て 契 約局 も契 約 の原 案(通 常 はR,F沮 に 委 託者 側 と して

、`○ の契 約原 案 が 添付 さ れ て い る)を 作成 して契 約者 ど当事 者 の利 害 、義

務 ・責 任 、権 利 能 力 、報 償 期 日、積 算単価 、 タ イ・トル等 の具 体的 条 項

.に つ い て 、当事 者 の真剣 な交 渉 が 行 なわ れ る 。",'≡.…,

5.二念11契 約 書の 作成 と締 結 ・

・s'・i3・12・10の 段階 が締 結 す る と調 達局 の長 は決 定 を行 な った提案 選 定

担 当官 の承 認決 裁 を え て 、契 約 者 と契約 書 の正文 に サ イヅ を交 し契 約

を完 結 す る。

L
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・・一・t、 第.4章 委 託 契 約 の 現 状 と 問 題 点

4.rl .調 達 規 則の概 要1べ

政 府 機 関 全 体 に つ い て ぐそ の調 達 の 方 法 を決 め た基本 的 規 則 と して は、

連 邦調 達 規 則(Fed6:ralR,'roc'ur:'ementRegtilation;FpBう が あ る。

多 くの 省庁 は これ を基本 と して、 自己 の機 関 の調 達 に適 した独 自め規 則 を

一細 ぐ定 め て ∀、調 達 を行 な ってい る。,しか しなが らゼ連 邦 調達 規 則 は比較 的富
.

ゆ るい規 定 で あ る の で、1・:国防 省 では 、・.別途 、軍 用 サ 二七.ズ 調 達規 則(Ar-

medServicesProcurementRegulation,・ASPR)ど い う もの

を詳 細 に 、・か つ 、・か な、り内 容 にr般 性 を もたせ た もの を定 めて い る。 ま た、

航空 宇 宙 局(NASA)で も独 自にNASA調 達 規 則(NASAPr-

ocurementRegulation).原 子力 委 員 会 で も独 自の調 達 規 則 をそ れぞ

1、'言9'ぐ
れ定 め てい る。 ・∴.:1,.

この よ うに米 国政 府機 関 では 、連 邦 調 達 規 則 を基礎 と しな が ら、そ れ ぞ

れの機 関 の活 動 目的 、規 模、 内容 に応 じて 調達 規 則 は精 粗 さ ま ざま で あ る

と共 に、調 達 の手 続 、契 約 の方 法 、 タ イ プ、'工業 所有 権 や ノ ウハ ウの帰 属

とい った 内 部諸規 定 に つ いて も、相 当 の相 違 がみ られ る。・

しか し、近 年 、 こ うい つた政府機 関 毎 の規定 に一貫 性 が な い とい う こ と

は、 国民 の 悶や議 会 で もい ろい ろ と問題 とな り"S御 定ぱ 、'1'1'9・'63!年め政

府調 達 規 則に おけ る工業 所有 権 の帰 属 に 関す る大 統領 声 明 や、1968年

の ケ ネ デ、イ・大統 領 確、よる 、,、19'63年 の 大 統領 声 明 に 関す る修 正 覚書 等 に

よ って 、政 府 機 関 として の取 扱 いに一 貫 性 を もたせ よ う と した努 力 な どの

よ うに 、そ れ ぞ れ の機 関 に最 も適 した調 達規 則 を め ざ して改 訂 の 努 力 を重

ね て お り、連 邦 調 達規 則 や 自己 の規 則 で カバ ー で きない 場合 は 、他 の機 関

の規 則 や取 扱 いを参 酌 した り して 、調 達 活 動 の適正 化 を図 って い る。
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また⇒ れらの勤 的運用で処理警 な場 合は泌 要に応 じ恒 繁 に

規則そのものの改試 行細 熱 邑 例えば・NASAの 調撒 則とい う

ものは・巽 吐 て熟 す 熱 願 鴎 則ξ今 日の脚 とで岬 轡 違

うと⑭ れる麟 力的・かつ・騨 的亘 る・
、, 、

しか しなが ら・全省庁 の調達 諸則の調査 を行 な ったに もかかわ らず、現

段階 では ・ソフ トウエアの調達規 則 とい う独 自な部分を本 調査 団は発見 す

只 と硬 きなだ で 殆畢 は騨 の物品・奔るい岬 鵠 勤 誠 と

同 じ考 え方 で購 入 し よ う と して い る事実 のみ が確 認 され た 。
.し か レ、 実 態

的 に は 、政 朧 倭 託 都 受 託者 鱗 で も、 ソジ トウエ アの 調 達 に つ いて は、

確 か に現状 の ま ま では 問題 で は あ るが 、、と りあえず 当面 を特 殊 な もの と し

て処 理 し・ 今 後 の規 則 改 訂 に向 って、 改善 をは か ろ うと して い る気 迫 が切

実 に 感 じられ た。

4.1.1調 達規 則の 特 長 と主 な 内 容

連邦政府の各調達規則 のうち・航空宇宙局の ものは・比較的す ぐれた

規則であるとみ ら年 靖 ところか ら淑 下にその願 極 倒 具 て説

明 す る 。

鯉 描 眉では岬 達に当パ?搬 的な政鞍 次のように定めて

い る。

(1)契 約 に 関 し、 他 省庁 機 関 と協働作 業 を行 な うこ と。

(2)調 達価 額別 に契約 権 限 を委 譲 す る ～二と。

(3!
.バ イ'ア メ リ"法(B・yAm・r・,c・n .4,c .・)を 遵 守 す る こ と ・

(4)NASAと 受 託者 と の間 に業 務 に関 す る一般 協定 を締 締 す る こ と。

(5)調 達 に は 、最 大 限 の競 争原 理 を活用 す る こ と。

(6)雇 用 に関 す る平 等 の 原 則 を貫 く こと。
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・'1;'1・blパ 噸1
』`・'e.,1"il・

(7)契 約者 の地理的分布 を考慮する こと。

(8)喫 継 統 て,ン セン デ・わ 原 垣 ぽ 入 遺 編 ご と.

(,)・Ph。 、ミd〔…P'F6」;'E,・Pl。ri。i。9('PPP)'滅 擁 本 とす るeと 。

⑩NASA固 有 の特許 お よび デ ー タ政 策 を履 行 す る こと。

⑪ 調達 内 容 を公 表 す る と と。='

臼 契 約 幽 い て 中,」、企業 者 へ の委 託 を 齢 す る ・ と。 パ

¢3ナ プ ・コ ン トラ ク タ との契 約締 結vak・ け る プ ライ ム ・コン トラグ タ
ヨ ロ ソ び

て ら ト 　
の の い

の 責任 を明 記 す る こと。

⑭ 作業 に関す るマネジメン トを絶えず 調査す ること。

この航空宇宙局 の一般政策 は、一調達活動 を全国的 視野 の も乏 に他省庁

の契 約 協 力な ど を得 て 、効 率 的 に、、きめ細 か く行 な う よ うに考 え 、 さ ら

に 、調 達 の 品 目 もい たず らに 中央 に 集 中す る こ とな く、 価 額 に一 定 の基

縦 め・その範囲内で・出嚇 ⌒ 尖端 いう騨 もあわ絃

幸 え て い る。 ま た・調 達 に は ・可 能 な限 りの国 産 品 愛 用 を標 修 し・調達

の方 式 は 、最 善 の 目的 を達成 す る た め、 で き るだけ 競 争 原理 に よる と と

と して い る・
'
さ らに 、NAs'Aの 巨大 プ ・ ジエ ク トに投 入 され る資金 を 、国 内経 済

の安 定 の一 助 に も資 す るた め 、契 約 者 に お け る雇 用 の平 等 を義務 づけ た

り、契 約 の地域 的平 準花 に努 め た り、 中小 企業 の振 興 に も役立 ら よう配
'1'i]sli

慮 さ れ て い る 。

妻た漠 約都 らNASAが よ峨 賂 入手す るため、契綱 イジ セ

ンテ,源 甦 導入 し灼PPPシ ステムという独 自礪 発蛾 遠 を

設定 して澱 階敏 ステ。ノをふんで、雛 に醗 をすすめ議 証 、

巨大 プ。ジエク 喫 練 ともな うリスクを最・」・限 順 い とめ る土夫 醐
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達原 理 に もり こ穫れ て い る。

最 後 に 納 税 者(タ ッ ク ス ・ペ イ ア ーズ)へ の利益 の た めk、 契 約 に
ノ ニ へ

・りえられた需 やデー・はすべて政府に帰属誌 二三 嚇 し

よ うとす る もの は 、す べ て ライ セ ンス ・フ リー で実 施 で き る こ と とか 、

絶 え ず 調 達 活 動 が 明 朗 に行 な われ る よ う内 容 の公 表 を行 な 』た り、 調達

活動のマネジ,ン ぼ ふんだぷ 云 ックし1改 善するごぬ ど醐 達

規 則 の骨 子 と して もり込 ん で い る。

4.1.2調 達 規 則 の構 成

航空 宇 宙局調達規則は、次 の よ うな項 目につ い て 約700頁 に わ た って
・'・ ∵ ぺ.}

詳細 な説 明 が加 え られ て お り、 そ の構成 概要 は以 下 の通 りで あ る。

第1部

第2部

第3部

第4部

第5部

第6部

第7部

第8部

第9部

第10部

第11部

第12'部

第13部

第14部

一般 規 程

公 示 に よ る調 達

交 渉 に よる調 達

特 別 な 調達 様 式 と方法

各 省 間 の 調達

外 国か らの購 入

契 約条 項

1・'i"f';～ピぐ ト

契 約 の 終了

技 術 革 新 、発 明 、特 許 権 、 デ ー タお よび 出版 の権 利

債券 と保 険

国税 、'州税 お よび 地 方税

労 働

ピ ぞ ぐ

政 府 の 所 有 権

㌔ 蕊 こ、 、.・ .ご・;、,'・'べ

品 質 保 証 、 監 察 、 受 理
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第15部 契 約に謝 る ・ス 鳴 出の原理 と手1頂

第16部 調達 の書式

第17部 特別契約調整 の手順

第18～22音is〔 保 留 〕

第23部 下受け契 約の方法 と手順
L.二 ・ 〔

第24部 受託者 が所有す る個人財産 の譲渡
1'

、1:t;ド

第50部 管 理 方針 と手順. ,

第51部 契 約 管 理 の手 順 蝋

第52部 優 先権 の配 分
、 口 玲

4.2契 約 の現 状 と運 用 上 の問 題 点

現 在米 国 で は 、ハ ー ドウエ ア の委 託 契約 に 関 して は 、一 応 そ の 方式 が確

立 され て い るが 、 ソ フ トプ ロ ジェ ク トの委 託 契約 に関 して は 、 い ろ いろな

工 夫 が な され て い る とは いえ 、 ハ ー ドウエアの 契 約 方式 が 準用 され てい る

状 況 に あ る。 また 、契 約 上 の 問題 点 と して 、 不確 定 要 素 の 高 い ソ フ トプ ロ

ジェ ク トの 契約 形 式 につ い て は 、委 託 者 お よび 受託 者 の双 方に と って満足

のい く、決 め手 とな る よ うな契 約形 式 が 確立 され てい な い こ とが 、 今 後 、

解決 す べ き問題 点 と して残 さ れ て い る。

4.2.t契 約 書 の 主要 内容

ソ フ トプ ロジ ェ ク トに関 す る契 約 の 事例 と して、 今 回 の調 査 に より、

コ ン ピュ ー タ ・プ ログ ラム作 成 の契 約 例 、役 務 サ ー ビス の契 約 例 、 シス

テ ム ・ス タ デ ィの契 約案 を入 手 しだ.契 約書 の構 成 は 、契 約 目的 に ょ り

多 少の相 違 は あ るが 、大 勢 ぱ相 似 して い る の で、 ヒ こで は、 シス テ ム.

ス タデ ィの契 約案 を 中心 に以 下 そ の概 要 をのべ る。 な お、 一 般 に、一契 約

書 の 内容 につ い て は、 提案要求 の段階 で委託者側か ら示 され るヒとが多い。
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口

08

09

⑳

20

臼

㈱

契約 の名称

契約 の型 －FixedPrice"

契約 の 目的 お よび作業 の要 旨

契約 の仕方 と選択 の仕方

作業 の完了 ど報告 の スケジュール

作業 の場所 と評価 の場所

最終評 価と成果の受理 ・

検討 と対価 支払い ㌧

機 密 保 持規 定'

中心 入物 と施設 設備 の規 定

成果 の 印刷 複 製 の制 限

新 技 術 言 た は特 許 の所有 権者 の明示 規定

技 術 的 指示 お よび探 究

サ ブ'コ ン トラク タへ の 技 術的 指示

契 約 代 表 者 の明示規 定

提案 デ ー タの契 約 後 の委 託者 帰 属

デ ー タ利 用 の制 限

サ ブ ・コ ン トラ ク タの デ ー タ ・プ ロピ ジ ョン

受託 者 側 自主 研 究 開 発 活 動 の規 定

デ ー:'"B・ リクア イ アメ シ ト'

中心 サ ブ ・コ ン トラク タ

政 府 責 任 の制 限

出荷 の時 点

出荷 お よ び郵 送 の指示
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餌 梱 包

¢θ イン ボイ ス の提 出
}v

26契 約 の内 容

勧 委 託 者 の証 明書

表4・1、 表4・2は ニュ ー ヨー ク州 お よび ボ ス トン再 開 発 公 社 で入手 し

た契 約 例 の主 要項 目の例 示 で あ るが 、一 般 に契 約書 に は 、契 約 の 経緯 を

記 した主文 の他に・最小限 次の よ う硬 目力治 煎 る必要 が あろ う・

(1)用 語の定義

専 門的用語、委 託業務 の内容に関す る用語 ・その他意味 の あいまい

な用語等 の定義づけを行 な い、両当事者間の意志の統一 をはか る。

(2)委 託業務の 目的 と内容の明確 化

委 託すべ き業務 目的、苧 よび内容 とその範囲 を具体的 に記述す る。

(3)契 約 期 間

(4)納 期

(5)利 益

契 約 型式 、 コス トの 算 定 方式 を明 示す る。

(6)支 払h方 法,
,＼ ノー 一「 へ

何 時 、 どの位 の 金 額 を支 払 うか に つい て記 述 す る 。

(7)成 果 等 の所有 権

契繊 間中・その契綱 よ陸 生し蹄 許・、ノ、だ 主 ㌃ 樽 の

所 有 権 につ いて明 示 す る。

(8)契 約変 更

契 約 の変 更 を余 儀 な くさ れ た場 合 の手続 き、 お よび そ れ に伴 な う損

害 補 償 に つい て記 述 す る。, ,
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(9)報 告 ス ケ ジn－ ル ・ 、t.'

委 託 業 務 の進 捗 状 況 につ いて 、ど の よ うな項 目(・例 え ば業 務 内容 、

作業 日程 、 コス ト等)に つ き、 どの位 の 頻度 で報 告 す るか を記 述す る。

⑳ 機 密 保 持 、 一 ・ ・、

受託 者 は当 該 契約 に も とず き発 生 した機 密 保 持の 義 務 を負 う ことを

明記 す る 。't't"1

これ らの項 目の う ち、 と くに委 託 業 務 の 内容 に つい て は 、契 約 締結 に

先 立 って、 受 託者側 と して人 材 、 資金 、 納 期等 の面 か ら、委 託業 務 の実

行 可能 性 を十 分検 討 してお くこ.とが 重要 となる 。

表4・1ニ ュ 一 碧ーーク州 が コン ピュー タ の賃 借 に 際 し

動 交直 契約書の項目

1,用 語 の定 義

2.契 約 期 間

3.導 入 お よび 引渡 しの時 期

4.損 害の 弁済 ・iI"-t、

期 日内 に導 入 お よび引 渡 しが 出来 な い場 合 の弁 済 方法 お よび そ の

金 額

装i置の稼 動 規 格,_ぷ

使用 料 金 バ ご.『

5.

6.

7.装 置 の維 持管理

内容別、維持管理 の責任主体 と費用 負担主体

8.緊 急時 または機種変換時 におけ る装 置の代替

上記の場合におけ る受託者 の講ずべ き手段
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10.

11.

12.

13.'

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

22.

23.

主 要部分の変更

規格通 物に作動 しない場合の変更

改造 と新規取付け

プ ログ ラム ・テス トお よび コンパイル時 間

特許権 の保護

受託者側 の特許権 の保護 につ き明記

訓練 お よび技術的 サー ビス

設置 個所 の準備

装置 の輸送 、据付け、再配置 お よび返却

輪飾 嚇 失蛯 噸 励 繊 .

値入 の権 利侵害 または財産の侵害 に対す る受 託者 の責任

経 費

経 費は賃借料 に含 まれ ない。

税 金

所 有 権

装置 を賃貸借 した場合 の装置 の所 有権

買取 りの余地

買取 る場 合の具体的方法

委託者側 の義務、承認

州法 令に よる契約条項
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9.g).、

表4・2ボ ス トン再 開 発 公社 が ファ イル1・;・・メ イ ンテ ナ ンス

お よ び レポ ー テ ィ ン グ ・システ ム の 運 用 に 際 し、

取 り交 した 契約 書 の 項 目の 一 部 、.

1

2.

3

4

5

6.

7.

8.

9、

10.

サー ビスの範囲

受託者側 のサ ー ビス範囲 とその内容

委託者が提供 す る援助 内容

委託者側 の役割 を規 定

アウ トプ ッ トの所有 権

本契約 に もとつ くア ウ トプットの所 有権 につ いて明示

実施期間

利 益

支払 い額 および利益 の内訳 ・

支払 い方法

受託 者側 の担 当責任者

委託者側 の担当責任者

用語 と規定

譲渡 の時期

・i

ー73一



4.2.2契 約 の 種 類

NASAの 調 達 規 則 で は 、 ハ ー ド ウ エ ア の 契 約 も 含 め て 、 主 な 契 約

形 式 を 次 の ・よ てう・に 分 類 し て い る 。∵,○ ごバ パ.テ.'ミ

固 定 価 格 契 約 』「 い 二 ぶ ・

・ 確 定 固 定 価 格 契 約"ぱ"t/・"rパll

・ 漸 増 式 固 定 価 格 契 約(ビ

・ 固 定 価 格 イ ン セ ン テ ィ ブ 利 益 契 約

コ ス ト償 還 型 契 約

'コ ス ト契 約,・,:

・ コス ト配分契約"一

・パ{
・ コス ト ・プ ラス ・インセンティブ利益契 約

.,ス トヴ ラ網 走利益契 約{㌍

.,ス,ヴ,壕 定 利 益契 紅''"i

k-K^、t'xI

－ ぼt・
,そ の 他 の 契 約 形 式

.期 間 繍 び 材 料 契 約 ど ぶ ぷ ・

・ 労 働 時 間 契 約L'・!い ぼ1㌣ ㌧

!ぶf・li

ソ フ ト ウ エ ア の 委 託 に 関 し て 、 調 査 し た 範 囲 内 で は 、 固 定 価 格 と コ

ス ト ・ プ ラ ス 固 定 利 益 型 の 契 約 が 多 く、 他 は グ ラ ン トが 多 か っ た 。

(1)確 定 固 定 価 格 契 約

(Firm-FixedPriceContract,FFP)

従 来 か ら あ る 最 も 普 通 の 契 約 形 式 で 、 契 約 時 に 支 払 総 額 を 固 定 し
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てお き、㍑経 費 を受託 者 が 節 約 す れ ば 、 受託者 の利益 は ふ え 、 逆 に経

費 が膨 張rか れ ば 、いそ の額 は す べ て 受託 者 の負担 とな る。 この方 法 は

・委 託 者 と受 託 者、と:の利 害 は完 全 に相 反 し、・確 定経 費 が予 定 経 費 を上

回 る可 能 性 の強 い研 究 開発 に おい て は採 用 さ れが た い面 が あゐ。

(2)三一ヲ:ス'ト ・プ烹 ス こ固定 利益 契 約 ,、

、(CostPlusFi・ ×e.d、Fee .Contract,CPFF)

∵㌧]成 果 を得 るのに 必要 な経 費 は ∫妥 当 な もの な らす べ て 支 払 い、 か

っ終 了時 に 、契 約 時 に決 め た一 定 額の利 益 金 を支払 う。 この契 約形

式 で は ・経 費 節 約 に 対す る熱 意 は薄 れ が ちだがs成 果 を 明確 に規 定

で きず 、、ま た総 額 の多 い研 究 とか探 索的 開 発 な どに 適 用 され る こ と

が 多 い。1

な お ・ この 方式 を と る場 合 の 利益 は ・ 国防 省 で爆 通 常 の鴻 ので 最

高10%、 研 究開 発 お よび試 験 に 対 しては 最 高15%と 制限 して い

る。

これ ら契 約形 式 の うち、 どの 方法 を とるか に つ いて は 、次 の よ うな

基 準 で 運 用 を図 って い る とい うこ とで あ った 。NASAで は経 費 の 積

算 が適 当 で あ る場 合 にFFP、 契 約 を ま た積 算が 適当 で な い と きは 、

CPFF契 約 を採用 してい る。 ま た、住 宅 ・都 市開発 省 で は 、見 通 し

が は っ き り してい る ものはFFP契 約 を、 見 積 り通 り うま くい くか 分

らな い とき にはCPFF契 約 を、 さ らに 二=一 ヨーク州 で は 、小 型 プ

ロ ジ ェク トに はFFP契 約 を、 大 型 プ ロジ ェ ク トにはCPFF契 約 を

採 用 して い る。

以 上 の こ とか ら、FFP方 式 は主 と して、 生産 的業 務 の契 約 に適 用

され ・CPFF方 式 は ソ ウ トウ エ ア研 究 の よ うな不確定 要 素 の強 い場
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合 に適 用 さ れ る こ とが 多 い とい う こ とが で き よ う。 しか し、国 防 省 で

は 、調 達 状 況 を よb.一 層 適 合 させ る た めにFFPとCPF宕 どめ契 約

形 式 を、運 用 面 で組 合わせ て採用 す る こ とを認 め てい る とぴ う と とで

あ る6:…1'ttt:'・ ・l!'/ttt/'こ'-1

どの 契約 方 式 を適 用 す るか は 、最 終 的 に は契 約 担当 官 の責 任 でき め

る こ とに な るが 、そ の場 合 、政 府 に最 大 の利 益 を もた らす た め に・例

え ば 、 受託 者 ご とに複 数 の契 約 形式 を用意 して お き、・状 況 に応 じて最

良 の もの を選択 す る とい っ た よ うな、契 約 形式 の弾 力的 運 用 の 余地 を

残 してお くこ とが 必要 とな ろ う。

参 考 と して 、ハ ー ドウエ アの 契 約 を 含ん だ、 デ ータ で は あ るが ・N

ASAに お け る契 約 型 別契 約 金 額 お よび研 究 開 発 の段 階 別 契 約 形式 を

表4・5お よび表4・4に か か げ て お く。

'

一76-』



ー

ベ

ベ
ー

・'
「、
」
㌧

ρ 〆.

NASACONTRACT PRICINGPROVISIONS・AWARDS

FISCALYEARS1966-1970

,TO』'BUSI'NESS-.'Fl'RMS'… 釆』`

「L

ロO晶,

翻c。5副 ・5・Fixed-F6・ .、 、

■lnc"↑iv● 噛・?r、.,.、 一..・4

躍Fi・m・ φi・gdrP・k・'
.1・.、

、

・三
.1.・.

・13

・
, 、.、BILLIONS.

』㍉6
。㌫,、∵2

、 く

i1
`

'き:}㌧

＼ ・lw
'

r.■

1

-一 「■ 一← 、}L-.「 」」.・「

」`.

…:「

.一 こ

一 一=自
■

一.、

」 ⊂ 一　"・ .
〒 一 ー ー 一.一 ー 一 .……陣 」

・ 一
　　　

1:1
「 ■「、 ■一_

-「 ■

一工 二
　 一 　 一一

一一「一 __A. 一

.

　

1欝蟹璽震難 き璽i溝 難轍 綴織漂羅 烈鷲 縁 語賭 簿 ・多漆 掻 類'・一・G"・ こ♂1、枯 、5.:

.

i、..

./a.
.

、

!9661
'{.=

二llg67、
1968 1969 lg70

Tota1-Billions

lFi・ 品 －Fix・d-P・ice

工ncentive:「:._..《

戸'.'二 ・

Cost-Plus_Fixed-Fee

Other

$3,951

±

..一.399・.

へ11
.923

1,591

.038

$3,775
一が「'

:
;ゴ .409 …

㌔、

…
・2

,568

.774.、

:{

勢 .024i.、

7 ■L

」.

$3β39'

c309

1三.736・
二二

.

1.. ,263

71'二
・

.iO31 .

』2・909

.288

1,478

、..7
':1

1,124

二

.019

■

旦2・667

三.

.305

1,233

"Lユ
.11

.018

.

*Aw・ ・d・ ・nR&D・ ・…a・ …f$1・
・…and・ ・……・verand・na11・ ・h・ ・ .r・n・ ・ar・ ・

.・・$乏 …00and・ ・…

表4.5NASAに お け 、る 契 約 型 別 契 約 金 額 _、..….

■



段 階 の 名 称 契 約 形 式
平行実施

件 数

A予 備分析

(PreliminaryAnalysis)・ CPFFま た はFixedP「ice 3～5～7

B確 定

(Def{niti伽)
〃 3～4

C設 計
注1)

(Design) CPFF'ま た はCPAF 2～3

D開 発 ・ 運 用

注2)注3)
(Development/OPerat一 CPIFが 最 適 だ がFPIま た 1

ion) はFixedPriceも イ吏 う

表44NASAに おけ る研 究開発の段階別契約形式

注1)コ ス ト ・プ ラス ・裁 定 報酬 契 約

(Cost-PiusAwardFeeContract,CPAF)

米 国調 達規 則 が 認 め る最 新 の契 約 形式 で 、 これ は性 能 に対 す

る コス ト ・プ ラス ・イ ン セン テ ィ ブ報酬(CPIF)方 式 とC

PFFと の折 衷案 で あ る.契 約 者 は事 業 に 対 して一 定 額 の報酬

の支 払 い を受 け 、 さ らに裁 定 報酬 の追加 額 を 受取 る。 追加 額 は

政 府 の主 観 的 評価 に よ って決 定 さ れ るが 、 客観 性 を確 立 す る た

め、契 約 担 当 官 は別 の独 立 した官 庁 の 評価 と勧 告 を求 め る よ う

な配 慮 が必 要 とな る。
-78-,
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㎡

ge4・4で 注 目す べ き ことは・ あ らゆ る要 素 が確 定 され 芹開 発 運用 褒 .i,エ

除 い て予 備 分析 か,ら設計 κ、至 る各段 階 に お いて は ・同 一 の課題 に対 し

て 必ず 複数 の 受託 者 に委 託 して 、.その成 果 を競 わせ・る と,ともに㌔ 一 個

所 に委 託 した場 合 ◎開 発 不成 功 の危 険 を回 避 して い る点 であ る。、

これ とそ ア メ リカの プル ラ リズ ムの発露 で あ る と ξ も陥、 この考 え

方 が科 学 技 術 の 発 展 を支 え てひ る こ とを見 逃 す わけ に は い か ない。

注2)コ ス ト ・プ ラス ・イ ン セ ンテ ィ ブ報酬 契 約

(Cost-Plus-一 挙ーIncentiveFeeContract,CPIF)

納 入時 期 と価 格 を あ らか じめ決 め て お く方式 で あ る 。契 約 者

が 使 用 した経 費 が 、 契 約 した 目標経 費 を著 し ぐ上 ま わ らなけれ

ば(15%内 外)経 費 全額 を支 払 い、 使 用 した経 費 が契 約 しfc

目標 経費 よ り少 な くて す めば 利 益 を増 額 しv多 け れば 減 額す る。

ま た、性 能 が予 定 性 能 を上 回 るか 下 回 るか応さらに完成 期 間 が予

定 よ暗 いか遅 いか によ・て利益 を増 額す るζともある・
ノ'ド ＼

注3)固 定価 格 イ ン セス テ イ プ契 約

(FixedPriceIncentiveContract,F'PI)

定 額契 約 の一 種で 、開始 時 に 目標 経 費 、 目標 利 益 、経 費限 度 、

な らび に最 終利益 と最 終価 格 とを算 定 す る計 算式 を確 立 して お

く。実 施 後 に最 終経 費 を協 議 に より決定 し、 これ か ら最 終価 格

を 前式 か ら計 算 す る。 そ の結 果 、最 終経 費 が月標 経 費 よ り少 な
レ

くな れ ば 、 最 終利 益が 目標利 益 より多 くなる よ うに報償を与

'え る・握 剛 ついては ・醒 を勘 な ㌣ごと糎 徴 であるが ・

経 費 限度 を設 け る点 で 、注2)で 説 明 したCPIFと 異 な る。
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4,2.5コ ス ト算 定 方 式 ・・ い

NAsAの ス ペ ー ス ・ シ ャ トルCSpaceShut'tIe)計 画 の シ ス テ

ム ・ス タ デ ィ 契 約 ・に お け る コ ス ト算 定 ア イ テ ム は 次 の 通 り で あ る 。

1.直 接 材 料 費 一(ド ル ● ペ ー ス)

調 達 部 品 一9[!'・("〃)

サ ブ コ ン ト ラ ク ト ・ ア イ テ ム ・(、 〃)

そ の 他(1)素 材(〃)

(2)社 内 標 準 品(〃)

(3)社 内振 替 品(〃)

計 直接 材料 費'(〃)

2.材 料 オ ー バ ヘ ッ ド(レ ー ト%× ドル ・ベ ー ス)

ぽ 織 罐()馴 ×(レ ート/醐)

=(ド ル ・ ベ ー ス)

4.レ ーバ ・オ ー バ ヘ ッ ド(オ ー バ ヘ ッ ド ・ レ ー ト)×(ペ ーース)

=(ド ル ・ ペ ー ス)

5・ 糊]試 験 費(ド ・1/■ベ ー ス)

6.特 別 装 置 費(ド ル ・ペ ー ス)

7.旅 費(交 通 費+滞 在 費 、 詳 細 ス ケ ジ ュ ー ル)

=(ド ル ・ペ ー ス)

・ ・ζ サ 耳 ン ・費(目 的 ・ レ ー トを明確 に
、)

.一(ぽ ・ベ ー 川

9.そ の 他 の 直接 経 費(ア イ テ ム別)

=(ド ル ・ ベ ー ス)

、。.、:』■,ま で砧 言纈(ド ・一 べ づ)

:,」 ・i」:-.1ミ ・'tt'i
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11.・ 一一ー一般 管 理 費(コ ス ト ・ エ レ メ ン メト)ズCレ ー ト%)

=(・ ド'ル ・ ペ ー ス)'

12.ロ イ ヤ ル テ ィCド ル ・ベ ー ス)^

13.(10+ユ ・1+12)コ ス ト合 計'(ド ル ・ ベ ー ス)"

14.利 益(ド ル ・ベ ー ス.)

・こ の 例 で は 、 材 料 オ ー バ ヘ ッ ドお よ び レ ー バ ・・オ ー バ ヘ ッ ドを 直 接

経 費 の 中 に 含 め て 考 え て レ・る が 、 通 念 に 従 っ て 直 接 費 と オ ー バ ヘ ッ ド

と を 区 分 し、 オ ー バ・-1ヘ ッ ドを 「製 造 間 接 費 、即 ち 直 接 費 以 外 の す べ

て の 製 造 費 用 」'ど 解 釈 し て 、 こ の 例 を 整 理 し 直'し て み る ど 、 コ ス ト の

算 定 方 式 と し て は1'一 〆 ・ ・..'・tt't、 …:tt',

=ス ト=(直 接i費)×{1 .0十 』(牙9一 バ ー ヘ ッ ド')}

+一 般 管 理 費(ロ イ ヤ ル テ ィ を 含 む つ

注4)

が 成 り 立 つ こ と と な る 。

シ ス テ ム ・ス タ デ ィ の 契 約 の コ ス ト算 定 費 目 は 、,上 記 の 通 り で あ る

が 、 米 国 に 拾 い て は 、 こ れ ら'の コ ス ト の 見 積 り が 妥 当 か ど う か 、 契 約

に 先 立 っ て 証 明 機 関 に 証 明 を う け る こ と と な デ(い る 。

～二の 根 拠 は 、U.S.TruthNegotiatiolnActに よ る 。

注4)本 式 で は 、 オ ー バ ・ヘ ッ ドを 「製 造 間 接 費 」 と 定 義 し た が 、 オ

ー バ ・ヘ ヅ ドを 「直 接 費 以 外 の す べ て の コ 入 ト
、 従 っ そ 、 製 造 間

接 費 、・販 売 間 接 費 、 一 般 管 理 費 な ど を 含 む 」 ・と定 義 す る 場 合 も あ

る(実 際 に は こ う い っ た 解 釈 を す る こ と が 多 い よ う で あ る)の で 、

こ の 時 に は コ ス トの 算 定 方 式 と し て1

ご ス ト=(直 接 費)×{1 .'0十(オ ー バ ・ヘ ッ ド)}

・が 成 り 立 つ こ と と な る
。`㌦ パ ∴バ
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oオ ー バ ヘ ッ ド,・チ ャ ー ジ に ρ い て ・「 ・"

オ ー バ ヘ ッ ド ・チ ャ ー ジ に つ い て は 、 さ き に も の べ た 通 り レ ー バ ・

オ ー バ ヘ ッ ド と 材 料 オ ー バ ヘ ッ ドの 合 計 よ り な り た って い る 。 亡 の

チ ャ ー ジ の レ ー ト は 、 企 業 毎 に よ っ て さ ま ざ ま で 、 基 準 を 作 成 す る

の は 、 非 常 に む つ か し い よ う で あ る 。 委 託 者 と し て は 、 原 則 的 に は 、

担 企業 の舗 ・ トレッ ドを勘案 して受 託者側 に麟 を定 めている
' ・・よ う で あ る

。,:.『.'『 ・、

二 調 産 の 結 果 で は 、・運 輸 省 が 直 接i費 の100～18.5%とL見 倣 し て

い る 江:と と か 、 大 学 安 ど の 場 合 は 約35%位 の よ う で あ る 。

GEな ど 巨 大 企 業 に な る ほ ど300～400%と オ ー バ ヘ ッ ドが

高 く な り 、 小 ざ い 企 業 の 方 が 安 い と い う こ と で あ つk"。

ま た 、 ラ ン ド ■・コ、一 ボ レ ー シ ヨ ン(RAND)で は 毎 年 、 政 府 に

オ_バ ヘ ッ ド ・ポ リ シ イ と い う も の を 提 出 し た 上 で 承 認 を1得 て い る

と の こ とで あ っ た 。.・ 、㌦

IBMの フ ェ デ ラ ル ・ シ ス テ ム ・、デ イ ビ ジ ヨ ン(FSD)で は 、

オ ー バ ヘ ッ ドは レ ー ト で 示 す こ と を 強 く 否 定 し、 そ の と二塾:の 所 要 額

で 要 塞 す る と 述 べ て い た 。
、 ・ …_ぷ

。 人1件 費'、 ・ …

日

こ.れ は 企 業 に よbま ち ま ち 、 実 績 と 、ト レ ン ドを 中 心 ・にU.S.Tr-

uthNegoti'atiori・Actに よ り証 明 を う け 、 さ ら に 、,契 約 時 の 調

、査 な ど で 査 定 さ れ て い る の が 実 状 の よ う で あ っ た 。

o利 益 率' .・.',・ ～

利 益 率 は 不 変 な も の で は.な ぐ 、}プ ロ・ジ エ・ク ド ご とに 別 々 に 作 成 さ

れ 、 直 接 人 件 費 の レ ベ ル 、 直 接 費 の 額 、 リ ス ク の 量 、 契 約 形 式 な ど

一一82-」S 一



に依 存 して い る'とい う こ とで あ った。' .;'、

利 益率 は、NASAや 国 立 標 準 局(NB'SJで は 、 コス トの10

%以 下 と述 べ蕉 い た。,

米 原 子 力委 員 会 くiAEC')'で は非 常 に秘 密 に して い る よ うで あ り、

また 国防 省 や 運輸 省 でeasl.・RatedGuidellne.と い う軍用 調 達 規

則(ASPR)の 基 準 に.ま ってh 、ると の一ことて あ;った 。IBMのF

SDで は利 益 は15%位 に 近 づ・け たい と述べ てhlた 。

4.2.4契 約 期 間

・多 くの機 関 で は、 予 算 が 単年 度 で ある以 上 、、単 年 度 契 約 が 多 い と述

べ て い だが 、 中 に は グ ラン トの よ うに 、2年 ～5年 ま で の もの もあ る

と述 べ て い る と ころか ら、 多年 度 にわ た る ものは 、わ が 国 の 国庫 債 務

負 担行 為 額 の よ うな予 算 が あ って 、 これ に も とつ いて 多年度 契 約 が な

さ れ て い る ので は な い か と思 わ れ たが 、詳 細 は確 認 で きなか った。

4.2.5支 払 い 方 法 一・・

,固 定 契 約 の もの は完 了払 い とか 、 コス ト ・タ イ プの もの は 月例 報 告

と月例請 求 を行 な い 、 月毎 に 支払 いを 受 け て い る所 、 ・コ～ペトだ け は 月

毎 で 、利 益 だけ は完 了 後60日 内 とい う リザ ー ブ型 な どさ〆ま'ざま で あ・

り、 一貫 しだ 結論 は得 られ な か った。

4.2.6契 約 ・組 織、

技 術 的要 求 の 多 い契 約 で は、「まず 、技 術 担 当者 が スペ シ フ ィ ケ ー シ

ョンの吟 味 、 ス ケ ジュ ー ル な ど実 体 内 容 の吟 味 を行 な い、 法 的側 面 、

成 文 ・、単 価 な ど契 約技 術 を必 要1と す る部 分 の み に煮 つ ま ってか ら、各

契 約機 関 の契 約 担当 官 の もと に,委ねち れ る とい:うケー スが 多 い。 も っ

と も{単 純 な物 品 調達 は、 契 約 担 当官限 り とい う ものが 多 い,、
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ま た、巨額 の契約 にな ると、当該組織 の長 を含む 巨大 な契約組織 に

もなればミ大願 の翻 を霧 富 め であり・一概 には決め られない・

なお、公示 、交渉に始ま り、契 約 の締結 、契約後 の監督 く契約の変

更1契 約の終結 に至る一連 の職務 たっ いて権限を有 している契約担当

官 の選考に当 っては、・経 験、訓練、教育、見 識、判断 力、性格、周囲

の 評判 お よび 倫理 観 が考 慮 され る とい うこ とで ある。一
.1[

と くに 、経 験 、訓 練 、教 育 を考慮 す るに 当 って は

(1)政 府 の調 達 部 門に お け る経 験 ㌧ ・ い ・

(2)正 式 の教 育 の修 了v・ ま た は企 業 経 営 、法律 、・会計 学 等 に関す る特

別 の訓 練 の有 無

(3)政 府 の調 達 部 門 に お け る特 別 コース の修 了

(4)調 達 規 則 に 対す る知 識

な どが 評価 され る とい うこ とで ある。

4.2.7契 約 変 更 ㍍'1'宝'

委 託者 側 か らの契 約 変更 につ い て は 、NASA、 運 輸 省(DOT)、

三 州 合同委 員 会 の契 約書 に よる と、委 託 者 側 は、 プ ロジ ェク トの 中止 、

お よび プ ロジ ェ ク トの修 正 につ い て 、権 限 を有 す る とな って い る。 プ

ロ ジェ ク トを 中止 さ せ る場 合 には 、そ れ ま で に受 託 者 が 果 した作業 量

を評 価 して、 そ れ に相 当 す る対価 を支 払 い、 プ ロジ エ'ク トを修 正 す 己 ご

場 合 に は 、そ れ に伴 な って増 加 す る作 業 量 の発 生 が あれ ば 、そ れ に対

'す る対価 を支 払 うこ と とな って い る。't

.ま だ 、 受託 者 側 に お いて契 約 変更 の事 態 が 生 じた 場 合 に は、・契 約 担

当 官 を通 じて 、 正 式 に契 約 変 更要 求 書 を 提 出 しな け れば な らない こ と

とな って い る。 これ に は要 求 の 完 全 な理 由書 を添 え て、 契 約 の 内容 を
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「

変えたい旨要請す ると ともに、契約 の変更 が経費 と期限 に どの ような

影響を与 え冶 かを分析 した書類 を添付 して、文書 に よる許可 を得 なけ

れ ば な らな い。

さ らに 、契 約 タ イ プ別 の契 約変 更 につ いてみ る と コス トタ イプの契

約 の場 合 、 委 託者 が 変 更 を求 め るか 、 受託者 が変 更 を求 め委 託 者 も承

認 す る とい う両 方 の場 合 は 、 コ ス トの追 加 支出 は解 決 され るが 、そ の

変更 努 力 に ようて利 益 は 増加 しない。 したが って、 この タ イ プの契 約

で は契 約 当時 者 に変 更 の た め の イ ンセ ンティ ブは あ ま り与 え られ ない

こと となる 。"

固定 価格 型 の と きは 、 当初 契 約 時 に 約束 した ス ペ ック に 合 致 で きな

い な ら、受託 者 側 の負 担 で要 求 仕様 まで の努 力 を しなけ れ ば な らい。

ま た、 ど う して も要 求 仕 様 に合 致 で きなけ れば 契 約 上 の仲 裁 協定 に

よ って受 託 者 は委 託 者 に契 約 の変更 を 申 し入 れ る こ と と な ろ う。 ま た、

逆 に委託=者 が 仕 様 の変 更 を求 め る ときは 、当初 契 約 の破 棄 か 解 約 か、

あ るい は契 約変 更 ま た は価 格 変 更 か の い ずれ か に よる こ と とな る。

原 子 力 委員 会 の例 に よる と、 契 約 額 の90%ま で を受 託 者 が 支 出 し

た ときは 一応 、 ア ラ ー ムを発 し、委 託 者 に報 告 義務 を課 し、そ の時点

で 実 績 を勘 案 し、 予 算限 度 内 で打 切 るか、 別途 改 善 を検 討 す るかの手

段 を と って い る。

当初 固定 価 額契 約 を 受 託 し、そ の開 発 が うま くい か ず 、結 局 、契 約
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者 負 担 が数 百 万 ドル に達 し、 そ れ以 後 、そ の 企業 と して は 、 ソ フ トウ

エ ア委 託 契 約 は 絶 対 に固定 価 額 型 で は受注 せ ず 、最 少 限 度 コ ス ト ・プ

ラス固 定利 益型 できれ ば コス ト ・プ ラス裁 定 利益 型 に限 る と述べ て い

る企 業 もあ っ た。 ・ 、 ・

4.Z8ノ ウハ ウお よび 開 発 成 果の 帰 属 、

開 発 成 果 の帰 属 の 問題 は 、 単 に委託 者 、受 託 者 間 の契 約 の 問題 に ど

どま らず 、受託 者 に与 え る イ ン セ ンテ ィ ブの 問題 で もあ る。そ 亡 で 、

ア メ リカでは 条 件 に 応 じて、 運用 面 でか な りの救 済 措 置 を と って い る。

1963年 以 前は政 府 機 関 で は、成 果 の帰 属 は ま ちま ち で あ っだ が、

そ の 後 の米 国 の特許 、 ノ ウハ ウ政 策 の経 過 を た どる と次 の 通 りで あ る。

現 在 、政 府 機 関 と して は 、1963年 の大 統 領 声 明 を基本 方針 と して 、

成 果 の帰属 を取 扱 っ て い る。

(1)1963年 大統 領 声明 前 後

各省 庁機 関 各 様 の や り方 が批判 さ れ、議 会 が 公 聴 会 を開催 し、 声

明 を発表 した。 そ れ に よる と、成 果 の帰 属 に つ い て は 、独 自の法 令

を もつ機 関 は そ の法 令 に より、 そ う,でな い場 合 は大 統 領 声明 に 従 う。

ま た 、大 統 領 声 明 は 、法 令 が カづ 一 しな い点 の 解 釈 を行 な い うる と

しへう ～こと.とな った 。 ぺ

この大 統 領 声明 の特 長 は 、 次 の3点 に要 約 で き る。'一.く.

① 政府 委 託 の もの は原 則 と して政 府が タ ィードル ぞ持 う 。但 し、 例
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外 と して 、受 託 者 が タ イ トル活 用 の完 全 な能 力を有 し、政 府 の タ

イ トル保持 を 拒否 す る場 合 に は 、 受託 者 に タ イ トル を譲渡 す る こ

.と が 出来 る。 ♪、 一

②'そ の発 明が 、 受託 者 が す で に 特許 技 術 を もって いた カ、確立 さ

れ た商 業 上 の地 位 を占 め て い る分 野 に 属 す る もので あ る場 合 は 、

政 府 は そ の権 利 を放 棄 す る こ と もあ る。但 し、 この場 合 、受 託 者

は 発 明 に 対 し独 占権 を有 す る こ と に な るが 、政 府 が 自 ら 必要 とす

る と きに は、無 償午 使 用 で きる と い う条 件 を つけ る ことが で き る。

③ 以 上 の① 、② では な く、民 間 で商 業基 盤 も確 立 さ れ てら だい場

合 の発 明 に つ い て は 、受 託 者 が 政 府 に報 告 し、帰 属 に つ い て の政

府 側 の判 断 を待 つ 。

(2)1968年 大 統 領 声 明 修正 勧 告

政 府 所 有 の特 許 は 、外 国入 で も国民 で もLoyaltyFreeで 使用

で き る とい う従 来 の や り方 が反 省 され 、 国 の特 許政 策 が あ って契 約

が あ るの で は な く、最 良 の契 約 を 行な うための特許 政策 で あ るべ きだ

とい う新 た な 方針 が 確立 さ れ た。

そ の 結果 、 受 託 者 に よ り大 き な権 利 を与 え る こ とが公 共 の利 益 に

最 大 に寄与 す る と きに は 、政 府 は 契 約 中 ま た は契 約後 に発 明 を行 な

った受 託 者 に大 きな権 利 を与 え る こ とが 出 来 る。 この条 件 と して 、

① 上 記(1)一 ① に 反せ ず 、② 民 間 資本 に イ ンセ ンテ ィブを4え る

こ と 、③ 政 府 出資 部 分 が受 託 者 分 よ り小 さ い ことが 原 則 とな って

い る。

この 指 針 に も とつ い て、政 府 機 関 と受 託者 との 間の権 利 の配 分 が

い ろ い ろ な方法 で行 な わ れて い るが 、受 託 者 の イ ンセ ン ティ ブを 高
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・め る ため に
、 運 用面 で幅 め あ る措 置 が と られ て い る▲ 」・'i'

権 利 の配 分 に つ いて は 、そ の デ ー タが 当該 プ'ロジェ'ク トに 関 し、

フ ォ アグ ラ ン ド ・デ ー タ(当 該 委 託 者 の資 金 に も とつ いて 開発 し、

そ の過 程 に お いて オ リジ ナル に取 得 され たデ ー タ)な のか 、 バ ツ ク

グ ラン ・ド㌦ デ ー タ(受 託者 が 当 該契 約 外 の作 業 に よ り取得 した社 内

デ デタ)左 の か に よって 、 そ の帰 属 が区 分 され る。 原 則 的 には、 前

者 ぱ 委託 者 、後 者 は 受託 者 に帰 属 す る とい う考 え 方 が と られ て い る。

以 上か ら推 察 さ れる ように 、 特 許権 の 問題 は 、 必ず しもす っき り と

解決 さ れ て い な いが 、受 託 者 の意 欲 をか き たて る よ うに努 めて い る こ

とだ けは確 か で あ る。 ・
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第5章 進捗管理 と成果の評価

5.1進 捗 管 理

寸
5.1.t政 府 機 関等 にお け る進 捗 管理 の考 え 方

進 捗 管 理 の重 要 性 は、 も ちろ ん ㊨政府 機関 等 に お いて 充分 に認 識 され

て い る。例 え ば、 国 立標 準 局(NBS)係 官 の 次 の よ うな発 言 が 、 それ

を裏 づけ て い る。 私 は、 受託 者 か らの最 終報 告書 だ甘 を待 っ て い る こ と

は で きない 。そ れ ほ ど受託 者 を信 頼す る こ とは で きた い。

しか しな が ら、 この よ うな意 識 面 とは裏 腹 に、'現 実的 な制度 面 に ☆い

て は、 進捗 管理 の手 法 は きわ め て未 成 熟 な段階 に 青る と已 え る。 ほ とん

どの訪 問先 に お い て、 定 まっ た進捗 管 理 の 手法 、 受託 者 か らの 中 間報 告

に 対 す る評 価 基 準 とい っ た もの は示 され なかっ たo進 捗 管 理 は、 い わば

委 託 契 約 実 施 の 直 接の 責 任者 であ る プ ロ ジェ ク ト 。マ ネ ジヤに適 宜 任 さ

'れ て い る よ うで あ る
。

『したが
っ て、 プ ロ ジェ ク ト 。・マ ネ ジヤは、'自 らの 責 任 に お い て 受 託

者 どの連 絡 ひん 度 を決 定 す る:ごと とな る。 前述 の 国 立標 準 局(NBS)

の係 官 は こ う言 っ てい る。P私 と して 賦4・ ケ月 ご との 報 告 書 徴 求 では、

仕事 の欠点 に気 が つ くの が遅 す ぎて、損 害 が 太 き ぐ冶 ザ す ぎる惑 亮 が あ

る と思 う。 」そ の 結果 、 毎 月報 告 書 を徴 求 す る こ ど を原 則 と して い るが、

ざ らに必要 と あれ ぱ、 毎 日 で も受託 者 と接 触 を持 つ どい う。 ごの 点 は、

ど こ で も似 た り よっ た り で、 三 州 合 同 委員'会(《TFi」 §tafeTtanspor-
† ・tr;

tationCdmrni'ssion)で は 、 や は り 毎 月 報 告 書 を 徴 求 し、 そ れ に 基 づ

い て 支 払 い を 行 た っ て い る し、 ボ ス ト ン 再 開 発 公 社 で も 受 託 者 と 密 接 な

連 絡 を と っ て い る 。 ニ ュ ー ヨ ー ク 州 政 庁 で は 、 財 務 的 な チ エ ツ ク が 中 心
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であるが・毎恩 讐 瞭 襲 て熟9ぷ ・

以 上 の よ うな、 進 捗 管理 に おけ る方 法 論 的 未 熟 さは、 な ん といっ て も、

ソ フ トウエ アの委 託 とい う対 象 の む つか し さに基 因す る・
、,㌢;.已

ソ フ トウエ アの委 託 κ葺 い て は、 っ 一 ドゥ奏 で鱈 ど明確 な仕 様 書 窒作

成 で 髄 ㌧ ひ 鮒 中 間段敵 醐 る製 品 の仕よ 娯 合 唾 解 に把

え・ 評 価 す 年 とが む つか し くな'る・ む しろ・ プ ・ ジy .・・:トe}・-rネジャ

,と受託 者 が・・共 に悩 み 苦 しん で仕 事 を進 め て い く中 で・ より望 ま レい製

品の 姿 が 明確 に なっ てい ぐ もの と思 われ.る。

ソ フ ト ウエ アの委 託 に おけ る進捗 管 理 では、 一 義 的 な管理 、 評価 の基

準 を求 め る こ とは困 難 で あ る。同時 に、 それ は また 必 ず しも有 効適 切 な

管理手法 では ないか脱 しれな垣。 より多くの努 力は、 む しろ受託 者 との

密接 な連 繋作 業の 確立 に 向け られ るべ き.では なか ろ うか 。

なベ ア メ リカの実情 を把握する場 合 に・声れ てならない ことに・予

算規模 の差が ある。進捗 管理の方法論 に して も、こ巨 額な予算 を有 し大型

7ロ ㌍ ク ぽ 委 託 す るr国防省 やNASAと ・ 他 の省庁 との間には・

かな り,ρ隔 りが ある。 もちろん、現在の と ころ国防省 やNASAに おい

,ても、 ソフ.トウエアρ委託 管理 だけを明確 に意識 した方法論はない。

5パ;2
.進 捗 状 況の把握方法

進捗 状況の把握 につい ては・ 前述の とお り月・ 又は週単位 での報告書

徴求 と、適 宜 な受託 者との接触に よるの
,が二股的 であゐ ○や ずかに、住

宅 都市開 発省(HU・D)に 勒 て・ かな 興 綱 か雄 視把 握 ・管理の

手 法 み 年 と.O:できた・ そこで・以 下におい て・住宅'都 棚 発省(H

UD)が 都市再 開発の ■ スタ 。プランを作成す る場 合の事例 を紹介 する。
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し

一 モ デル都 市の 再 開 発計 画 作 成 に おけ る進捗 管理(住 宅,都 市開発省) -

1)プ ロジェ ク ト・の全 省的 管 理 一1和 ・.

住 宅 ・都 市開 発省力洞 時 に進 めて い る再開 発計 画 作成 プ ,ゴヅ エク トは、

多 数 に の ぼ る が、 そ れ らを全 省的lei3つ の レttベル 区分 に よbて 管理

して,hるo 、 ノー三.・.,.・ 、t-;・:・,c.il、1」 …・

図、5・、・1にみ る よ うに、 予 算 の流 れ で追 う と、 レベ ル1か ら レベ ル

皿へ 全省 的 な プ ロ ジェ ク トが 分割 され て い くこ とに な るが、 情報 の流

れ で追 えば 逆 に な るoつ まりsレ ベ ル 皿に おい て は、 個 々の モ デル都

市再 開 発計 画 作 成 プ ロ ジェ ク トの 進捗 状況 が把 握 され 、予 定 表 と対比

さ れ る。 レベ ル 皿の 情報 は、主 要 な支出 項 目別 に ま.とめ ら,れて レベ ル

llの 進捗 状況 を明 らか にす る。 レベ ル 皿の 情報 は さ らに加 工9Aれ て、

レベ ル1の 担 当部 局捌 の 仕 事 の 進 み・具 合 い を明 確 κする 。各 レベ ル と

も3ケ 年 程 度 の予 定 を月単 位 で表 示 し、 特 に レベ ル超 と レベ ル 皿va$・

,ρ ては、PERT的 な手 法 を と り入れ た実 績r予 定表 が作 成 され てい

るoE.t、 一、/

レベル1

担 当部局別の計画

内容 に即 して、進

捗実績 ・予定表 の

作成 と管理 を行 な

う 。

レベ ル'fi

レベ ル1の 計 画 を

支 出項 目別 に分 割

し、 進捗 実 績 。予

定 表 の 作 成 と管 理

を 行 た う。

それ崎 要な隼 の仕騎 琴 芦 ・

図5。t
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レ ベ ル 皿

モ デ ル 都 市1つ1

つ の個 別 プ ・ ジェ

ク トに つ い て進捗

実 績 ・予 定 表 作 成

と、 管 理 を行 な う。



『∫'苑

'2)レ ベ ル 皿 に お け る 進 捗 状 況 』 L

レ ベ ル 駆 に お い て は 、 各 再 開 発 計 画 作 成 プ ロ ジ ェ ク ト の 進 捗 状 況 が

詳 細 に 把 ・握 さ れ て 悟 る 。

① 把 握 方 法 ■

毎 月1回 、 の ぎの ② に述 べ る3項 目 にっ い て 経 過 報 告 書 を徴 求 じて い る。

'

徴 求 結 果 は 、 図5・2に み る よ う な 計 画 表 に 記 入 さ れ て 、 一 目 で

実 績 ど 予 定 が 対 比 で き る よ う に な っ て い るell

な お 、 住 宅 都 市 開 発 省 の 係 官 は 、 コ ン ピ ユ 三 夕 や 書 類 を 全 く排 除

し て 、 「 表 」及 び 「 フ ロ ー チ ャ ー ト 」だ け で 進 捗 管 理 を 行 な っ て い

・・ る`こ と を
、 き あ め て 自 慢 に し て い るo

② 徴 求 項 目 祭

'"1'.○ 支

出(MO。ey)… →Fin・anciailmanagementRep。rt

細 ・ て 表5
.い 三,

パ パ δ 時 間 ラ涜

m。)1・・.一・→ ・S、.、 。d。1。,P,,f。,m、nceR。p。,t

(表5・2)

-〇 二 労 働 力(ManpowC
.r)∵:ゴ.t-.Maqpower_Ut.i.lLxationRβ 一

・'i'・'i}ll
.{il,

P・ ・t(表5i・5)に

各項目の誌入⊆鉱 次のと遠 でらる。
ト{tt＼ ・1ロ ノ

④ 支 出 項 目噛1け る進捗 状況 の把 握(裟5・1参 照)

]ド
O主 要 出;囎 噺Repo「ting『atego「y)

ここに は、 次の12の 支出項 目が列記 され る。

⑤ 離 柚(D百eCtlab6r)

⑤ オ τ/1=ヘ ツ .ド?チ や 一 抹Bu・d・ ・(Ove・head))

◎ 原 材 料 費(D・ 『ec・m・ … ～・!)

-92〔 ア

岬



◎

㊨

④ 特 別 設 備 費(Speci。1'。q。ipm。ht)

⑥ 旅 費(T.r・a・ve1)

⑦ コ.ン サ ル タ ン ト 料(C・n.su.1tants)

③ 下 「請 委 託 費(Subc・on・t;r,ac、tors)

⑯ そ の'他 直.接 費(Otherdi・rectcosts)

計::}

小 計

固 定 利 潤(Fixedfee)

O実 費 鰍C。 、tacc,'ued)

支払 ㌻ テ で・な く・・跳 べ一耳 難 ず る・

①;小

①'一 般 管 理 費((lene・al&・.dimi・i・ .t・ativeexp・ 。 ・e)

⑮

①

■

←

=9"3"一
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再 開 発 計 画 の概略 説 明

図5。2イ ンデ ィ ア ナ ポ リス再 開 発 計 画作 成 プ ロ ジエ ク:F
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表5.11

PogeolPogesFormApprov●d

8udg・?Bur●ouNo.63.R1281
'U

.S.DEPARTMENTOFHOUSINGANDURBANDEVELOPMENT

FINANCIALMANAGEMENTREPORT

r5eε ノπぷε'ロc``onsonReue'ぶeノ

4・REPORTINGPERIOD

t・CONTRACTT}TLE
3・CONTRACTNUMBER 5.CONTRACTVALUE

$
6・CONTRACTOR伽 硬,飽 ∂rε∫s・n4〃PC〔 ㎡eノ

.
PROGRεSSPAYM巨NTS
RECEfVED

$

7.REPORT困GCATεGORY

r8r∫e∫Dεぶc咋 ε`ono∫欠αsとノ

8・COS了 ▲CCRUεD 9・ εSTIMATεDFUTURECOST5 10,

ESＴIMATED

FINAL

COSTS

8〔d)+9〔c)

CUMUＬAT`VE

ACTUAL

ENDOF

PR`OR

PERIOO

(q)

OUR"GPERIOD CUMULATIVETODATε

SUBS巨QUENT

MONTH

(q}

白ALANCE

OF

FISCALYEAR

JUNE30

(b)

9ALANCE

OF

CONTRACT

(⊂)

ACTUAL

〔b}

ESTIMATEO

(d

ACTUAL

rα+6ノ

{d)

ESTIMAＴEO

rα+c/

le}

、

TOTAL
」

11.F|NANCIALMANAGεMENT

REPORTNUMBER
12.OATE APPR。VAL儒 認 笥0∫Con輌 ㎡5Pψ` 13.OATE

, APPROVALイ5`gnαZ庭 ・∫〃〃DP司 εd輪 胆8erノ

HUD-533偽 ・70}
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表5.2

FOトtMAPPROVED

BUOGETBUREAUNO.63-R$2巳2

l
q⊃
o

l

びr'

U,S,DEPARTMENTOFHOUSINGANDURBANDEVEしOPMENT

SCHEDULARPERFORMANCEREPORT

r∫ee∫n∫'r・c!`・η5・η 品'1・ε'∫εノ

4.REPORＴING

PER|00

'.CONTRACTT|TLE 2.ADORESSEEr酊 く↓mε.T↓"ピ,ノ 訂∂d〃 ご∬ ロηイZ〃 ♪ 〃 ノ`'εノ 3.CONTRACTNUM8ER HUDUSEONLY

PROＬECTMANAGER

5.CONTRACTORr'V・ ・舵 … ・∫㎡'・∬ αn・'〃PCθ`ゴ πノ 6.APPROVEOSCHEDULE

DATE

EVALUATIONDATE

7.

REPORTINGCATεGORY

YεARS
8,TεCH州CAL

OBJECTIVE
ちCOMPＬETED

EVALUATION
MONTHS

① 仕 事 は ス ケ ジ ュ ー ル通 り開 始 さ れ、 完

成 さ れ た。
▽ ▽ 100%
▼ ▼

② 仕 事 は ス ケ ジ コ・一 ル通 り開 始 さ れ た が 、

完 成 は1ケ 月遅 延 。 期 日延 期 はllVD

が承 認 済

▽ ▽
100

▼ ▼

③ 仕 事 は ス ケ ジュ ー ル通 り開 始 さ れ、 進

行 中。
▽ ▽

50
▼ ▽

1

④ 仕 事は スケ ジュール通 り開始 され たが

進捗 度 は1ケ 月早 い。 完成 期 日変更。
▽ ¶フ

80
▼ v7「

灘
7

z'⑤ 仕 事は スケ ジュール通 り開始 され たが
進 捗度 は2ケ 月遅 延。 延期要 求。

▽ 、
40▼ 、ノ v フ

瓢湖

'

LεGEND` DATE 9.Su日MtSSIONAPPROVALrSigπ αZ〃κ ρ∫イ:'川m・=釣 戸占
Pω ノec'伽 παgeり

HUDAPP・ 。・ed5cHedui。

、_。 、…_el

HUD・534`6s70}HUD会Wo5卜.,D.C,`

.,

…

⊂ 也 φ?
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表5.5.

P。9・ 。・ ・P。9,、F‥A・ ・・…d

BudgG'Bur.ouNo.63・F～128|

U.S.DEPARTMENTOFHOUSINGANDUR8ANDεVεLOPMENT

.、MANPOWERUTILIZATION・REPORT'

rSee∫ 船"ucz輌oπ ∫on尺 εりersεノ

4.REPORTINGPERIOD

`・CONTRACTTITしE 2・ADD日ESSεEr押 ・舵,ア:tlε.胞 ∂・・∬,鋤 〃Pα ばεノ

、

3.CONTRACTNUM自ER 5.CONTRACT>ALUE

$
6・CONTRACTQ師Vα 哩4∂ ♂re∬ 耐Z∫PC(蛇 ノ

ー

AA,

4
PROGRESSPAYMENTS
RECεIVεD

$

7.REPORTINGCATEGORY

rBr:ε∫0εscr`μ 輌oπ⇔∫7㌔sり

8.MAN-HOUR5WORKεD 9.ESTlMATEDFUTURεMAN-HOUR$ lo.

ESTIMAＴED・

F}NAL ・

MAN-HOURS

8{d}+9(c)

CUMULATIVε

ACTUAL

巨NDOF

PR}OR

PERIOD

(。)

DURINGPER`OD CUMULAT}VETODATE

SU白SEQUENT

MONＴH

(。}

8ALANCE

OF

FISCAＬYεAR

JUNE30

(b)

日ALANCE

OF

CONTRACT

'(
⊂)

ACTUAL

{b)

ESTIMAT巳D

(d

.ACTUAL

r。ナ6ノ

(d)

ESTIMATεO

rα+cノ

(e}

,・

r

1

」 .■閲L.

.'ン',.:
∀`「F.1.

∴

.〆,

」.

.

「L

ρ四 二・-「

一
..
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.」;1
.
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,..
A

.

.、、.、..Y.
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■「・

〆'一 ■

1 .～_:
■〔

,.「

,「

、

↓ ち 、

.・く'
・'・;

.=

.w'.

.

「

.一 .1

TOTAL

、

1†.MANPOWERUTlLIZAT‖ON

REPORTNUMBER
12.OATE APPRO∨ALr5↓ 卿`ue・ ∫Cσ加 α・〆5P吻 εC'

λ伽 σgeり
13.OATE' APPROVALr5↓8螂 訂e・ ∫〃ω 肋 ∫ec醐 鋼gerノ
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◎ 時 間項 目va$・ け る進捗 状 況 の把 握(表5。2参 照)

O主 要 仕 事 名 欄(ReportingCategory)

当 該 プ ロジ ェ ク トを構 成す る各仕 事 名(task)を 列 記 し、 そ'

の進捗 状況 を簡 単 に 説 明 す る こ とo

O月 、 年 の 欄(Months,Year)

マ ヌ 目に よっ て、 予 定 と進捗 状 況 を 明示 す るc

⑤E三 蹟 に・住宅'都市開発省が承認した

進捗予定を記入す る。

⑤E≡EEIEI≡L下 馳 受託者の鶏 の進擦 績と予

定 を記入する。

◎ ▽印 及び〔=====コ 印け、予定を表 わす。

④ ▼印及 び懸 印は、実績 を表 わすn

◎L蚤 蝿 細 部分は、予定の変更(延 期、短縮)を

表 わす 。

O進 捗 度 の 判 定欄(Technicalobjective%completed)

各 仕 事(task)が 、 どの程 度 完成 され て い る か を パ ー セ ン ト

で表 示 す る。

そ の場 合 、 時 間的 な 経過 だけ で、 仕 事 の 完 成 度 を判 定 す る こ

とは 不 充 分 であ る。 した がっ て プ ロ ジェ ク ト 。マ ネ ジヤは、 主

観 的 な判 断 を混 じえ つ つ、 仕 事 の技 術 的 進捗 度 を査 定 す る こ と

に なっ て い るo

◎ 労 働 力 項 目に おけ る進 捗 状 況 の把 握(表5。5参 照)

O実 働 の 人 。時欄(Man-Hoursworked)

享 受一

●



白

各 仕 事(task)に 関 して投 入 さ れた 実働 の人 。時量 を 記 入 す

るo

た だ し、 これ ら直接 労 働 力の ドル換 算 値 は 使用 しない 。

3)進 捗 状況 の管 理

"1'HUDの 場 合
、 プ・m・1ジエ ハ ・マネ ジヤは、 担 当 プ ・ ジエ ハ の進

捗 状況 を常 に把 握 。検 討 して い るが、'』さ らに毎 週、 火曜 日に マ ネ ジャ

が集 っ て、 過 去 一 週間 に発生 した問題 を合1司で瀕 してい る。

これ には 、 関係 者 を 中心 に12～4-0入 程 度 の マ ネ ジヤ が参 加 し
、

議 題 とな る プ ・ ジエ クbの 担 当 マネ ジヤが議 長 をつ とめて い るo

全省 的 な仕 事 の進 み具 合 いは 、 前 述 の と うり、 レベ ル区 分 を活用 し

て把 握 され て い るが い 最 終 的 な管 理 権限 け、 すべ て、 計 画 統括 部(

Pianningandprogramcontror)の 局 長(director)の 手 も と

に集 中 され て い る0

5.1.5進 捗 状 況の 分 析 と フィー ドバ ッ ク

各 政 府 機 関 に お け る進捗 管理 が 、 制 度 的 に必 ず し も明確 で な い こ とか

ら、 進捗 状 況 の 分析 と フ ィー ドバ ック も、 一 般 的 に は住宅 都 市 開 発 省 に

み られ る よ うに、 プ ロ ジェ ク ト 。マネ ジヤが 行 な わざ る を得 な い よ うで

あ る。 もっ と も、 この 点 に つ い て は 国防 省(DOD)'が 、 か な り き ちん

と した方 式 を確 立 して い る の で、 こ こ では 国防 省 の事例 を紹 介 して お こ

うoた だ、 国防 省 の委 託 す る プ ロ ジェ ク トは、 基 本的 に武 器 及 び戦 略 シ

ス テ ムの研 究、 開 発 、 製造 に 関 す る もの が 中心 とな るの で、 進 捗 管 理 の

手 法 もハー ドウエ ア的 な色 彩 が きわ めて濃 くな らざる を得 な い 。 そ の意

味 では・ ソフ トウエ アの委 託 に、 この手 法 を ス ト レー トに応 用 す る こ と

は・ む つ か しい と云 え るが、 参 考 資料 と しては 充分 に 役立 つ もの と思 わ

一99一



れ るo

二 国防 省におけ る進捗 管理の ガイ ドライン ー
,三 ぷ

1)進 捗 状況 の分析 手 続

国防 省 の ガ イ ドラ イ ンが示 して い る進 捗 管 理Q手 続 は、 図5。5及

び図5。4の と工・り であ るo

進捗 状 況 の把 握・ 分 析 ・評 価 に 当 る機 関 は・㌧シヌ テ 今/プ ロジェ ク

ト 『マ ネ ジヤ と・ 成 果評 価 グ ル ー プ及 び成 果 評 価 部 の3つ で ある・

この う ち、 第一一次 の状 況 の把 握 と分 析 、評 価 は、 シ ステ ム/プ ロ ジ

ェ ク ト ・マ ネ ジヤ が評 価報 告 書 に よっ て 行 な い、 そ の 内容 ρ適 否 に つ

い て、 成果 評 価 グル ー プが チ ェ ック を行 なっ て い る△ 分 析 。評 価 の最

終 権 限 は、 形式 上 は成 果評 価 部 に 属 して い るが、 実質 的 に は、 成 果評

価 グル ー プの報 告が 、 最 終 報 告 書 となっ て い るa

ρ

一1'0'O-一
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s

声

成 果 評 価 部

(Gontractor

Performance

Evaluation

Office)

成果 評 価グループ

(Departmental

Contractor

Perfor「nance

Evaluation

Group,DCPEG)

シヌ テ ム 。マネ ジ ヤ

「

デ ータ ・パンク

受託者への

簾

↑の作成

↑

データ・
パンクに

引渡 し=⇒

o報 告 書

受 領

o最 終的再検討爪及び事実誤認

の解消

必要に応 じて
独自の実地
調査

(Defence
Docurnen-
tatiOn
Center

利

用

;「受託者選定
.倭員会」な
一

↓

-

また け

プ ロジェク ト 。マ ネ ジや

Oデ ー タの

収 集 記録

受 託 者

(特 別 報 告`='

不 用)

O評 価報告

書の再検
討と意見

添付 ・

`

oDCPEG

か ら手 直 し

の 助言 を う

ける

図5。5中 間 報 告 と 評 価 の 手.続 臼 〉
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¶オ

・き 占 ・
..

① シ ス テ ム ・ マ ネ ジ ャ

ま た は 、 プ ロ ジ エ ク.ト 。

マ ネ ジ ヤ

↓○
② 成 果評 価 グル ー プ

(DCPEG)

↓⇔

笥
④ 成 果評 価 グル ー プ

⑤ 成 果評 価 部

ド}、

〉 評 価 報 告 書(Contractor

Performarlce(Eva1μ 迫tion

Reports)を 作 成6'11

(図5・5～5i。fidつ{

い'

>DCPEGReportsを 作 成

(図5・11)・ ・、.こ

1',、/t

託 苦1 ,1}≧DCPEGRe…!⌒ 意
トト

⇔ ・,見 蹴 、,,

〉受 託 者 の 意 見 書 に 基 づ い て

,._DCPEGRePortsの 追 加 分

◎ 汕 作成l
l]'}i'・ ・

、・r'「

1

>成 果 評 価 グル ー プが最 終的 に 作

成 した 「確 認 済 評 価 報 告書 」を～

受領 し、1整理 して、 デ ー タ 。バ

!1

-・ シク、に引 渡 す・

・ ご.…i醜 パ

寧5・4紬 報告 と評価讐 続 鷹

β 三 唱

一102;
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6

2)分 析.評 価 の組 織

1)い 一 ・「
① 成 果 評 価 部(ContractorPerformanceEvaluationOffi-

ce,CPEO)

④ 設 置

国 防 省 次 官 室(OfficeoftheAssistantSecretaryof

Defense,OASD)に 属 す る 一 部 局 で あ るn

◎ 局 長

酒 室のヌタ、・フ?鴫 かぱ 任される・

◎ 目 的

晒 果評価調 」に計 る噸 の疎 と・その全般的舗 を行

な う〔

⇔ 活動の態様
、,「F∴ ・1`

O「 成果 評 価計 画 」の運 用 及 び各評 価 デー タの活 用 に 関す る政

策 の 立案 を行 な う△

O「 成 果評 価 計 画 」が正 し く、 タイ ム リに運用 され て い るか ど

うかの 調 査 を行 な う否
ひ1.l

O手 続 きの統 一 性 を守 るた め、 必要 に応 じて、 各 部 局 の 行 な う

評 価 に参 加 す る∩

O中 央 デー タ 。バ ンクに お け る各 評価 報 告 書の 保 管.整 理 を管

理 す る。 また、 受託 者 の 選択 、 その 他 公の 目的 に 、 各評 価 報 告

書 を利 用 す る こ とを管理 す る。

O評 価 記録 の保 管 、検 索 な どの ため に、 自動 デー タ処 理 技 術 や

マ イ ク ロ 。フ イ ル ムの技 術 を研 究 し開 発 す る白

② 成 果 評 価 グ ル ー プ(D・p…men・ ・IC・n・rac・9・Pも ・{・m・n-一
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ceEV川uationGroup,DCPEG)`'」
ド

④i「 設 置 ・ ・一 －i－

成 果 評 価 グ ル ー プ(DCPEG)は 、 関 係 部 助 長(D。p。,t-

.篭 ≧lari　 』cyDirectOr』 を部

、'

◎ 構 成 員

0経 験豊 かな技術者。

O研 究.開 発 関係の契 約に関 して、広 已知 識 ξ経験 を有す る調

達 官 。

O技 術 開発 左 どの分 野tlci1・・'ける 費用 分 析 に、 豊 か な経 験 を 有す

る会 計官 。

O必 要 に応 じて、 ア ドホ ックに 専門 家 委員 会 や コン サル タ ンF

-1を利 用 で ぎるo

◎ 議 長

・OtF議 長1名 と副 議長1名 を置 く
。

O－ 般 に は、 成果 評 価 グル ー プ(DCP£G)を 管 理 し、 補 佐

ぶす る 部 局の管 理 職 員 か ら指 名 され る 。'"

◎ 目 的

9㌻ 一ジ ス テ ム/プ ロジ ェク ト ・マ ネ"tY'ヤと、 受託 者 との間 に生 じや

ざす いご なれ あい 関 係が 、 マネ ジ ヤの受 託 者に 対 す る評 価 の客 観 性

を そ こな うお そ れが ある 。 そこ で、 成 果評 価 グル ニ プ(DCPE

G)は 、 より高 い レベ ル に已 け る、 かつ 、 責 任の なLrlグ ル ー プと

して、 マネ"ジ ヤの行 な う評 価 を再 検 討 す る。

⇔ 活 動 の 態 様1'1
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氏

潔 ネ ジ ヤ の 作 成 し た 評 価 報 告 書 を 公 平{ζ 再 検 討 す る か ・ ま た は ・

独 自 の 調 査 を 行 な う こ と に よ っ て 、 シ ス テ ム/プ ロ ジ ェ ク ト 。 マ

'トρ、 ∪ 、 ネ ジ ヤ の 行 な っ た 評 価 を 確 認 し 、 マ ネ ジ ヤ の 行 な っ た 受 託 者 の 成

果 の 評 価 や 記 録 に 、 充 分 な 客 観 性 と 一 貫 性 が 保 た れ て い る こ と を

保 証 す る 。,』 い ∴ ヤi・ ご、

lt$・ 、 後 述(5・ が2ビ.2⊃ の 爪 成 果 の 評 価 」 に 至 ら な い 、 こ こ

で の 「 中 間 報 告 と評 価 」の 場 合 は 、一、特 に 指 定 さ れ な い か ぎ り 、 成

果 評 価 グ ル ー プ(DCP葛G)は 、 独 自 の 調 査 は 行 な わ な いo

㊦ 報 告 書 の 種 類

⑤ 成 果 評 価 プ ル ー プ(DCPEG)が 独 自 の 調 査 を せ ず 、 再 検

討 し、 確 認 し た 評 価 報 告 書(ContτactorPerformanceEva-

luati.onRepo・rt,CPEReporD,は 、・受 託 者 の 意 見 と 合 わ

せ て 、 確 認 済 評 価 報 告 書(ReviewedContractorPerfor-

man,ceEvaluatilonRepo'rt)と し(うo、 、'

⑤ 成 果 評 価 グ ル ー プ(DCPEG)が 独 自 の 調 査 に 基 づ い て 作

成 す る 報 告 書 は 、 評 価 報 告 書(CPERe函rt)及 び 受 託 老 の

意 見 と 合 わ せ て 、 保 証 済 評 価 報 告 書(CelrtifiedEvaluation

Rkport)と しへ うc

㊦ 評 価 の 基 準;.三 ㌦ 二 一,・ ㌶1,・

,⑤ 確 認(Review)の 場 合;],・tl).、 、!lt'

O技 術 的 、 ス ケ ジ ュ ー ル 的 基 準 の 選 択 が 妥 当 で あ っftか 。

O業 績 と 費 用 情 報 が 正 し く 関 連 づ け ら れ て い る か σ

O・ 実 際 の 業 績 と 約 定 成 果 と の ギ ャ ッ プ が 正 し ぐ 明 示 さ れ て い

る かo
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'ム戸/

;、Qc副 次 的 ま た は 説 明 的 な 解 説 は 、 客 観 的 でsl'明 確 に な っ て い る

・c- .・ こ。 か 。 t..t、 ・"'一い"・1

00事 実縦 と、報告されている実際の戸 腔 が唆 している

,かo.ご ・パ;lt

⑦ 評 価 の 方 法

、⑤1・ 保 証(Certi・ £ication)の 場 合

独 自 の 実 地 調 査 は 以 下 の よ うに 行 な わ れ る 。

ili・O,…シ ス テ ム/プ ・ ジ エ クE。 」-iTlネジ ャ な ど 関 係 政 府 部 局 と の

イ ン タ ビ ュO'ブ

G .マ ネ ジ ヤ の 有 す る 書 類 、 図 式 の 検 討 。

ドO.受 託 者 の 工 場 を 実 地 調 査d. .ttt、 、戸

きべ 、Q・ 受 託 老 側 の ブ.牢 ジ 兵 力:E,。1マ ネ ジiヤ 等 関 係 責 任 者 と の イ ン

1:,'i!.・iLタ ピ 干ot-t,t

O政 府 に は 提 出 さ れ な い 受 託 者 側 の 部 内 書 類 の 検 討c

⑨ 権 ・i限t.tt∫':;「 、'、 ・

成 果 評 価 グ ルrτ フニ(1珍CPEG)は 、 シ ヌ テ ム/プ ロ ジ ェ ク ト 。

・マ ネ ジ ヤ の 同 意 な し に;各 マ ネ 文 ヤ の 評 価 報 告 書 を 変 更 し
、 修 正 す

る こ と は で き な いeっ ・ii

3)評 価 報 告 書(DPEReports)

(ContractorPerformancb:.…Eva1・uation.Report・s,CPE

Reports)、 『 ・ ・ 一 ・ttバ

評 価 に 関 す る 基 本 的 な報 告 書 は 、・・.シ・万 テ ぼ/ズ'亘 ジ エ汐 ト ・マ ネ ジ

ヤ が 作 成 す る もの と 、tt・成 果 評 価 グ ル ÷ プ φ 作 成 す る'も の 乏 の2つ で あ

るo
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しか し、 成 果評 価 グル ーープ の任 務 ば、 シ ステ ム/プ ロ ジエ ク5。 マ

'ネ ジ ヤが行 な う評 価 をi
チ 土㌧ クす る ことに あ る。 その意 味 で、評 価 の

内容+あ り方 に つ 傷てご 国防'省 の基本 的 な考 え 方 は＼ ゾス テ ム/プ ロ

ジ ェク ト ・⇒ ネ ジ ギの作 成 す る この評 価 報 告 書 に もづ と も よ く現 われ

て い'るo'

④ 作 成 者

シ ステ ム/プ ロ ジェク ト 。マネジ痴笥誓'自 己の ヌ タ ップを活 用 し

て作 成 す る。

◎ 対 象 とな る契 約 の範 囲 ・・呂 ∵

開 発 に関 す る契約 の場 合 は、 年 間 の プ ロ ジli'1':ド費用 が2百 万 ド

ル以 正 かるヴ ・ジ ェク ト全体 の 醐 力・・千 万 ドル以 上の 契 紋 つい

て、評 価 を行 な う。

◎ 作 成 期 限

O'第1回 報 告書 は、一契 約 締 結 かちヨ 年 以 内促 作成 す る。

Oそ の後 は、6ケ 月 ご とに 作 成 する 。'

・(Pel'fi・d・ ・ilC,IEvaluati6n'6)'

◎ 付 託 先 ∴:

0評 価報 告 書 は、 成 果評 価 グ…ルLプ に送 付 され て、 そ こでの 再検

討 を うけ る。

O評 価 報 告 書 は、'作成 期 限 か らgo日 以 内 に成 果評 価 部 に到 着 す

る こと6r

㊧ 評 価 の 基 準"〆.."

⑤ 基 本 的 原 則 べ 一 ・ ㌻}'

0判 断 の 公平 を期 す る だ め事実 に則 して評 価 す る こ と。 そ の た
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.三主

(

、
3 阻

めに、 成 果 の 正 確 な、記 録 を と る こと △ 、.

O契 約 書 中 に含 まれ てい る要 求事 項の み を評 価 に 利用 す る こ と。

O評 価 目標 宅レて剛 兵可能 な指標が、契約書中の委託業務の内

容 の 説 明 に主 い てi旧・ち か でない と きは、 シス テ ム/プ ・ジエク

ト 。マネ ジャ が、 指標 を 明確 にす る努 力 を行 な うこ と。

⑤ 基 準 の選 定(5.2.2参 照)

O契 約書 中 の要 求 事項 が必 ず し も全 部 重要 で ある わけ では ない∩

原 則 と して は、15の 技 術 的 、 ヌ ケ ジ=・一ル的 、 コヌ ト的 基 準

を利 用 す る べ きで ある。

、輻i技術 的 な基 準 〕 ・一・

O中 間評価 の段階 で、 未 完成 な仕 事 を基 礎 に して、 最 終 成果 の

見積 り を して は な ら左 い 。 、

〔ヌ ケ ジユ ール的 な基 準 〕

契 約 書 中 に 示 さ れ てい る ヌ ケ ジユ ー ル要 綱 か ら、 以 下の 目標

日時 を選 定 す る こ と。 層いr:'t t.1..,:t

O委 託業 務 の 進捗 状 況 が もっ と,も明 確 に解 る主 要 な里 程 標 また

は 、 主 要 な シ ステ ムの テ ス ト日時o

:、Q,技 術 デー タQ引 渡 日,..巳

〔費 用 的 な基 準 〕

:.費 用 効 果 は2ρ の方 法 で測 定 さ4るo一 ㌧ い・L()

第 一 は、 契 約 者 に 責 任 の な い変 動 を考 慮 した上 で、 当初 見積

り価 格 と、 現 実の 価格 との 比較 を行 な 己、1その結 果 、契 約 者に

責 任の あ る費用 変 動 を決 定 す る。 ≡:1いt.tJ,、

第 二 は、 評 価 時 点 ・ま での当 初 見 積 り支 出額 と・康 際 の支 出額

一1ρ8ご
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との比較 及 び、 達 成 され た 仕 事 と実 際 の 支 出額 との関 連 度 の検 討

,討 を行 な う。

O中 間 評 価 に お い て、 受託 者 が予 定 の 仕 事 を行 な うの に必 要 な

費用 を見 積 る た め に、PERTま たは コヌ ト 。シ ス テ ムな どを

利用 しているならば・評価味 解 の翻 は・星 縫 中に示さ

れ て い る 里 程 標 を 使 っ て 、,」司 時 点 ま で に な さ れ た 仕 事 に 対 す る

費 用 見 積 、り と 比 較 で き る ○

㊦ 評 価 報 告 書 の 形 式

報 告 書 の 内 容 は 、 次 の 基 本6項 目 か ら 成 るn

② 契 約 概 要(Con ,tractBrief表5・4)

⑤ 技 術 的 成 果(Technica1Performance表5・5)

◎ ス ケ ジ ュ ー ル 的 成 果(SchedulePerfOrmance表5.6)

④ 費 用 効 果(CostPerformance表5.7)

⑥ 解 説(Narrative表5.8)

⑥ 受 託 者 の 意 見(ContractorsCo㎜ent表5.9)

㊦ 報 告 書 の 記 入 要 領

〔技 術 的 成 果(TechnicalPerformance)〕 の 場 合(表5・5参 照)

a.ア イ テ ム(ltem)主 要 な 技 術 的 成 果 の 測 定 指 標 を 記 入 。

b.ユ ニ ッ ト(Unit)各 指 標 の 測 定 単 位 を 記 入c

コ ミ ッ ト メ ン ト(Commitment)

c・ オ11ジ ナ ル(OriginaiD… … 各 項 目 の 当 初 約 定 の 成 果 水 準 を 数 量

で 示 す 。

d・.・ 技 術 的 成 果 の 測 定 指 標 が 修 正 を 受 け

て い ゐ 協 会 はdに 記 入 す る 。

I」`・,'・
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'
e.tt技 術的 成 果 の測 定 指標 が契 約変 更覚

え 書 きな どに よつ て追加 され て い る

が 、 まだ契 約 の 修 正 に ま で至っ てい

`'なLい 場 合 、eに 記入 す るム

パヲ オ ー マ・・ソメ(Performance)

f:.ア クチiテ ル(Abtua1)… … テ ヌ トまた は成 果 に み ら}れる実 質的

な価 値 を記 録 す る。 もし、技 術 的 成

果 の 測 定 方 法 や 成果 の記録 方 法 に1

'
つ以 上 の方 法 が ある 場 合 は 、 その 方

法 に つ い て、 用 紙裏 面 に記 入す る こ

とo

・g.バ リアンス(Valriance)・ ・s…:'bとeの 間 の ギャ ップを数 量 的 に記

`'"■ 入 す る とと
。

状 況 の 変化 に よっ て、 仕 様 書 どお り

の 成 果 が 得 られな かっ た と きは、 そ

れ を 「 カ ッコ 」書 きす る こと○

〔解 説(Narrativ6)〕 の 場 合(表5.8)

⑤ 受託 老 の受 託業 務 遂 行 に関 して シ ス テ ム/プ ロジェ ク ト 。マ ネ

ジャが 行 在 う評価 内容 を 明示 す る。 したが っ て、 受託 者 の業 績ば

か り でな く、 失敗 も報 告 す る こ とが 重要 であ る。

⑤ 受託 業 務 の 遂 行 中 に 明 らか に さ れた 受託 者 の強 み、 及び 弱点 を

明 示 し、 弱点 を矯 正 す る手 段 を示 すel

⑤ 受託 者が 、 契約 の要 求条 項 に基 づ い て 自 ら の 義 務 を 果 す こ と

一 例 え ば、 労 働 集 約的 な仕 事 の部 分 で中小 企 業 を利 用 す る こ と一

一110-－
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④ 価 値 分析(Value-Engineering)

4)評 価 の フィ ー ド。バ ック

国 防 省 の'評価 手 続 に おけ る ユ ニ ー クな とこ ろは、 国防 省の 評 価 に対

して、 受託 者 の 意 見 を 求 めて い る点 で ある。

受託 者 は、 システ ム/プ ロ ジェク ト 。マネ ジヤ や成 果評 価 グル ー プ

の判 断 に誤 りが あれ ば 、 それ を指 摘 で きる。逆 に、 自 ら誤 りを 認 め

て、 仕 事 の 出来 上 りを修 正 して い くこと も可能 で ある∴'

もっ と も、評 価 の フ ィー ド。バ ックに つ い ては 、 制 度 的 に は 必 ず し

も明 確 では ない 。 わず か に、 成果 評 価 グル ー プが 受託 者 に対 して、 手

直 しの 助言 を行 な うといっ た程 度 に止 まっ てい る。

》

一一111一
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5.2成 果 の 評 価

5.2.1政 府 機 関等 に お け る評 価 の実 態1・「

ソフ トウエ アの委 託 に お・け る成 果 の評 価 力詫 『つか しい こ どは
、 そ の進

・ 捗 管 理 の 困 難 さ と同 じ問題 で ある
。

も し仕様 書が か な り明確 で ある と か、 テ ス トが 可能 そ あ る ど か いう も .

の で あれ ば・ 成果 の評 価 ば か な り楽 に なる。 た とえ ば、'ボ'ヌ,ト ンの 再開

発 公社 では、 コン ピュ ー タの ソ フ トウエ アの開 発委 託 の場 合、 テ ス トし

'てみて
、 結果 が 不良 で あれ ば、 何度 で も手 直 しさせ る∴ 良 ら結 果 が 出 る

まで金 は払 わな い とい うぶ三 州合1司委 員 会 では最 終 レポ ニ トを 受 け てカ、

ら、 発 注通 りの 内 容 か ど うか チ ェ ック して 、60日 後 に 最 終 支 払 い を し

て い るo

しか し・ 広 くソ フ トウエ アの委 託 とい うこ とに な る と、 各 政 府 機 関 に

.ふ ・い ては、 明確 な 評価 の基 準 や 評 価 方 法 は示 され"だがら た
oそ1こ で運 輸

省(DOT)な どでは、 最 終 成 果 を うけ とる ま でば工 夫 を こ ら して い る
。

つ ま り、 まず最 終報 告 書 の 原稿 を徴 求 して、 部 内の評 価 メン バ に チ ェ

ック して もら う。 さ'ぢに 受託 老 と む討 議 す る。 それ らに基 づい て 、プ ロ

ジ ェク ト 。マ ネ ジ ヤは必 要 な手 直 しを要求 して
、 最 終報 告 書 が仕 上げ ら

れ るoこ の場 合 、評 価 メ ンバ は、'シヌ テ ム 。ア ナ リス トや法律 担 当官 な

ど・委 託契 約 内容 に関 す るそ れぞ 瓦 の専 門 家 た ちで あ る。1

・_成 果 の評 価 は 、 も うひ とっ 大 きな 問題 をか か え てい る△

そ れ は、 プ ロジェ ク ト 。マネ ジヤ':d)有す る ジ レ ンマ で あ る
oプ ロジエ

ゴ ク ト ・マ ネ ジヤは形 式 上 は と もか く、 実 質的 には 自 らの責 任 にエ・い て 受

託 者 を選 定 し管理 す る場 合 が 多 い。 した がっ て、 プ ・ ジエ ク ト ◎『マ ネ ジ

ヤが最 終成 果 の 良否 の判 断 を公平 に行 な うの は
、 ぎわめ て むづ が し/レ・と

一一119一



い え る。 パ パ ぷ

一 方 では、 プ ロジェ ク ト遂行 際 あだ づ'て密 接 な 関係 癒 ある受託 者庭 対 し

して も、・人情 ど して 酷 な評 定 は行 ない 難 い 。

この 点 は も ちろん 各政 府 機 関等 と も気 づ い て い る。 ニ ュー ヨー ク市の

環 境保 護 局 では 市長 が マ ス タ 。プ ラ ン作 成 に 民 間業 者 を利用 ず る と、 利

用 結 果 に関 して評 価 委 員会(BoardofEstimate)が 評 価 を行 なっ て

い る 。 もっ と も、 この場 合 は、技 術的 な評 価 より も政 治的 な判 断 が中心

となっ て悟 るが 、 ニ ュ ー ヨー ク州 の州 政 庁 では、.技術的 評 価能 力 を考慮

して では あ る が、 コ ンサル タン トとか 部 局 内 の専 門家 な どか らな る評価

チ ー ムを利 用 して い るで

最 後 に、 成 果 の評 価 は、 きわめ て む つ か しい ばか り でな く、 評価 結 果

を、 当該 委 託 プ ・ ジエ ク トに ぱ 必 ず し も充 分 に 生 か し きれ ない とい う問

題 が残 る。各 政 府 機関 で、 常 に 示唆 され た こ とは結論 的 に言 え ば、 次の

よ うな こ とに 方 るo「 ソ フ トウ エ アの委 託 に関 して は 、 ど り あえず一 回

目は まず、 や らせ てみ る より仕 方 が な い 。次 回 か らは一 回 目の評 価 結果

を もと に して、 受託 者 の能1力 を判 定 で きる。 」と。

以 上、 成 果 の評 価 に関1し て も、 方法 論 的 未 熟 さを指 摘 して きたが1前

述 の 国防 省 の ガ イ ドラ イン は、 進捗 管理 と合 わせ て、 成 果 の 評価 に づい

て も、 か な り詳 し く取 り扱 かっ て い るの で、 次 に紹 介 す る。も

な お、NASAに 鉛 け る成果 の評 価tt、 その'大枠 が 前 述 のPhasedP

・・'Prejec .t」,Plannin9(PPP)に 示 され て い るnそ の 主 な 目的 は、 委託

先 の成 績評 価 では な.く～ 同ご テ ー マに 対 す る 複数 の 委 託 成 果 を比 較.検

討 し、 そ れ以 後 の プpジ エ クb推 進 の 可否 を判 定 す る こ とに あるbNA

SAの 例 の よ うに、 フェ ー ズAお'エ マびBで は 委 託 した 仕 事が 完 了 ずる と、
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`

そ の成 果 に つい てプ ロ ジエ クb。 マ ネ ジャーが分 析.評 価 を行 方 うnそ の

結 果 が 分析 報 告書(Atia,1yticalReport)で ある。 委 託 契 約 が 多 い フ

ェ ー ズBで は、 分 析報 告 書 の主 な内容 は次 の よ うた な
っ てい る。

④ 委 託 した 仕 事 「Cフ ェ ー ズBの 場 合 は 「プ ロ ジェ ク ト遂 行 の方 法 論 」)

につ い ての完 全 な情 報 と当 初 の仕 様 書 。

◎ プ ロジ ェク ト完成 に要 す る 資源 や スケ ジユ ーん の 見 積 りを含 め て、

二 者択 一 的 または 相反 す る方 法 論 に関 す る慎 重 な比 較 分析(ラ ≧ 一 ズ

Bで ぱ(lrつ の プ ロ ジエ クbを 遂 行 す る方 法 論 の検 討 を複 数 の 企 業 に

委 託 す る。)

◎ 政 府 部 内 の担 当部 局や委 託 先 の 資源 に、 プ ロジェ ク トが与 え る影 響 。

⇔ 必 要 に応 じて、 プ ロ ジェ ク ト遂 行に とっ て 重要 な 開発 済 技 術 や実 行

済 の仕 事 の 有無 とそ の解 説e

㊧ 結 論 。

㊦ プ ロ グ ラ ム局 の 局長 に対 す る勧 告 〔

5.2.2.国 防 省 にお け る成 果の 評 価方 法

1)評 価・の 目 的 「

国 防 省 の ガ イ ドライ ンでは、 前述 の プ ロ・ジ 土ク ト ガマネ ジヤの 有 す

る ジ レン 〔 と評価 結 果 の 将来 に おけ る活用 とい う2づ の 点が 、 か な り

明確 に意 識 され て い る。 前 者 につ いて は、 プ ロ ジ土ク 下 ∪マ ネ ジヤ と

・受託 老 との なれ あい の弊 害 を指摘 し、 マ ネ ジヤが 行 力'5評 価 の 公平 さ

を担 保 す る こ とを 目的 と してい る。'〔 … 一:

後 者 につ い ては、 当 該 ブ ・ ジエ ク トの成 果 に対 す る評価 が 、 将来 の委

託 発 注 の 判断 資料 と して利用 され る こ と を示 して、 現 在 の プ ロ ジェク

ト遂 行努 力 に イ ンセ ンテ ィ ブ効果 を与 え る ことを 目的 の一 部 と して い
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る6そ の 意 味 で は 、 前 述 の5.1.3uax・ け る 進 捗 管 理 の 手 続 と こ こ

での 成 果 評 価 の 手 続 は 、 と も に 、 受 託 老 の 成 績 表 の 作 成 、 つ ま リ デ 一

夕
、ρ.バ ン ク の 充 実 を 大 き な 最 終 目 的 と し て い る と い え る 。

㌧ 一.ち な み に ・ デ ー タ 。 バ ン ク は 成 果 評 価 部 の 管 轄 下 に あ る が 、 受 託 者

の 成 績 を ラ ン.ク づ け る こ と ぐ:あ る い は 、 ブ ラ ッ ク 。 リ ヌ ト や ホ ワ イ ト 。

、
,.ttiリ ヌ トの 作 成 な ど は 行 在 ⇔ て ρ.な い と い うe

.ls、2)評 価 の 手 続 ・ ・.…

:この 手 続 も、 ハ ー ドウ エ1ア に 傾 い て い る こ と は 、 進 捗 管 理 の 手 続 の

場 合 と1司 様 で あ るcヂ:.i層

図5。5及 び 図5。6に み る よ う に 、 手 続 は 前 述 の5.',1.3の 進

,二・ 捗 管 理 の 場 合 と ほ ぼ 同 じ で あ るo

手 続 面 で の 大 き な 相 違 は2つ あ る 。 ひ と つ は 、 プ ロ ジ エ クb・ マ ネ

ジ ヤ の 作 成 す る評 価 報 告 書(CPEReports)に 対 し て 、 受 託 者 の 意

見 を 徴 求 す る 点 で あ る ひ も う ひ と つ は 、 成 果 評 価 グ ル ー プ は 、 評 価 報

告 書(CPEReports)を う け と っ た 場 合C必 ず 独 自 め 調 査 に.も.豊 つ

く、 自 ら の 報 告 書 を 作 成 し な け れ ば な ら な い 点 で あ る 。

、バ3・)評 価 報 鵠(CPER・p・rt・)・

、、 基 本 的 な 報 告 書 は 、 や は り 、 シ ス テ ム/プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ ヤ の

作 成 す る 評 価 報 告 書 で あ る 。 そ の 作 成 手 順 や 内 容 、 書 式 は 、,前 述5,

tt、1.・3の 進 捗 管 理 の 場 合 と ほ と ん ど 同 様 で あ る の で 、 以 下 に 工・い て は 、

相 違 す る 部 分 に つ い て だ け 説 明 し て お こ う 。 ・「一パ ・
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●

「受託者選気三

委員会など
へ貸与」

O蝋 〕PEG

か ら、手

直 しの助

言

1'1"t
.一、 二 、 ・"tt":

図5。5成 果 報 告 と 評 価 の 手 続(1)
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①

③

、

,
④

i

'

⑤

又 者

()
成果評価グループ

().
."τ

宇 者

シス テ ム 。マネ ジヤ ま た は

プロジal■ ト・㌣ネW
'烈'

◎
.口

又

⇔
成果評イ㍗ 聾

蘇 評画 一、

li・

図5。6
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ヘヂ

'

,
,

一
,

・

"簑

.

→ 評 価 報 告 書(Terminal

M。 。、、。nRe,。,,、)i

作成

→ 評価報告書に対する意見書

添付

1→ 成 賠 価 グル ー プ(DCPEG)

レ ポ ー ト を 作 成

小

→DCPEGレ ポー トに 対 す る ,

意 見 書 添 付

一 受⊇ 意見書瞳 ついて

DCPE鋭 ポ ー トの追 加

分を作成

i・

成 果 報 告 と 評 価 の 手 続(II)
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●

㎡

④ 作 成 期 限 ∵ ☆ ド

最 終成 果 だ け で な く、 中 間成 果 で あっ て も、 技 術的 に一 区 切 りつ い

た場 合挺 は、 その評 価 を得 た う。 つ ま り、 プ ロ,ジエ ク ト完 成 時 または、

開発 努 力 が一 段 落 した 時 に評 価 報 告書 を作 成 す る。

㊥ 付託 先 へ の送 付

⑤ 評 価 報 告 書(CPEReports)は 、 シ ステ ム/プ ロ ジェ ク ト 。マ

ネ ジヤが 評 価 した 日か らgo日 内 に成 果評 価 部に到 着 す る こと。

⑤ 成 果 評 価 グ ル ー プへ の 送 付 に先 立 っ て 徴 求 され る 受託 者 の意 見 が

シ ステ ム/プ 吋 エク ト ・マネ ジヤの作 成 レ、ち報 告書 内容 に つい て

事 実 誤 認 を指摘 して きた と きは、 マネ ジヤは流 分 な理 由 を 付 して、

そ ¢～1指摘 に対 す る同意 ま たは 不同意 を 明 らか に する 。

◎ 評 価 ○ 基 準

国 防 省 の ガ イ ドラ イ ン では、 評 価 の基 準 が、 進捗 管 理 の場 合 と こ こ

での成 果 の評 価 の場 合 と で、 明 確 に区分 さ れ て
:いな賢。 そ の た め、 こ ご

こでは、 前 述5.1.3の 評価 基 準 に つ け加 痴 る もの だけ を列 記 す る

が、 両 者 は合 同 して 、 考 え るべ き で、 両 者 合 せ て その意 味 す る ところ

が より明確 に な る もの と思 われ るoだ 、

〔技術 的 な基 準 〕

Oシ ステ ム/プ ロ ジェク ト 。マ ネ ジ ヤは 、 最 終 シ ステ ム ・テ ス トに

,.おい て は、 受託 者 が どれ だ けの 仕事 を成 し遂 げ た か を 明確 に測 定 で

きる パ ラ メー タを選 定 す る こ と。

llO .最 終 成果 が直 ちには測 定 し難 い契 約 にお い ては、 仕 様 書 や委 託 業

務 の 説 明書 に示 さ れ る要 求 事 項 の 中か ら評 価 の基 準 を選 定 す る こ と。

〔ス ケ ジュ ー ル的 な基 準 〕 ひ.
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0最 終 引 渡 日また は主 要 目的 項 目の完 成 日時 。

〔費用 的 な基 準 〕9i';.…'1

0費 用 効 果 は、 受託 者 が 責 任 を有 しな い契 約変 更 を修 正 した上 で、

実 際 の支 出額 と当初 の契 約 価 格 との 比較 に より測 定 す る 。

◎ 評 価基 準 と して の責 任範 囲

当 初 の契 約 は しば しば修 正 され る6し たがっ て公 正 な評 価 の た め

'
=`1、佼 は1～評 価 報 告 書 が提 出 さ れ る前 に、 当 初 の 約 束 と異 な る変 動 に関

して、 そ の責 任 範 囲 を明確 に して お く必 要 が あるo、 ・'〈"ti

責 任範 囲 は次 の4つ に 分 け られ るo・.t.t

〔政 府 の責 任範 囲 〕 ・ …

O政 府 が 当初 の契 約範 囲 の 拡 大 及 び内 容 の増 加 を 求 め た場 合 。

O政 府 が 定 め られfz日 時 に供 与 を約 した必 要 な設 備 、・ヴ ー・タ、 資

金 そ の 他の サ ボ⊂ トを引 渡 せず 、 それ に よっ て予 定 の期 日 までに

仕 事 が完 成 レな かづ た こと、 また は費 用 が 増 加 した こ とが 明確 に、

示 され うる場 合。 『

〔受託 者 の,責 任範 囲 〕 、 ・

Oハ ー ドウエ アの 引 渡 し日 また,はs契 約 に示 され た テ ヌ トの実施

日が、 当 初契 約 の 際 の誤 っ た 時 間 測定 にの み に よっ て変 更 を余儀

な くされ た場 合o・t、 ⊃

・O当 初 の 費用 見 積 の誤 りか ら、 実 際の 費用、が 、'当初 見積 り費用 を

超 過 して しまっ た場 合nl:べ

o受 託 者の 設計 上 の 匁 陥に よ り・ 要 求 され た成 果 が 生 み 出 され な

か っ た 場 合 ベ パ 、 ・'バ

〔第 三 者 の 責 任 と 不 可 抗 力 〕,.ご 一
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ぢ

〔以上の各責任の競 合 〕

O各 責 任範囲 に分割 して処理す る こと。 …

.,◎ 具体 的 な採 点基 準 と方 法 ,∵'"

前 述 の◎ 及 び㊤ に基 づ く具 体的 な評 価 の 方法 は 、 この ガ イ ドライ

ン でぱ 明 らか に され てい ない
oそ こで、亡 と では国 防 省 で新 し い船

舶?設 讃 委醗 注する場合に禾!用さ聾 採;点方法 を表5・11に

紹 介 してお こ う∩
ご9皇.

.T・

亀

.《.出所:産 業 計画 会 議 報 告書)

1
-
1
,

]

↓
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表5・11国 防 省 の

、

7'

9ハ'

パ 限 界 以 下 限 界 線 上
(0～60) (60～70)

(A-1) 計 画 の20パ ーセ ン ト常 前もらての了承なしに計

計 画 ス ケ ジュー ル を ど
＼ ピ

に遅れている 画 の10パ ー セ ン トが 遅

の 程 度 守 って い るか
・三 .ぽ1 、'パ

9、

れ て い る

、

・ ヒ'A -2)
r'

変更を表 明せず、あるい 変更を表明するが、計画

A
予想されている遅れに は変更が認められてもそ

'通りに解 決 す るの が 遅い

引 渡 し時 期 対する措置 れを直ちに解決しない

(A-3) 相互に関係 したシステム システムの研究は完了す

計画の維持 の研究を同時に完了しな るが建造計画の変更が遅

い れ る

(B-1) 設 計 図 の25パ ーセ ン ト 20パ ー セ ン トが 造船 所

見たところの仕事の具 が造船所の復元課程およ の復元課程お よび使用に

合 び使用にみあわない み あわ ない

(B-2) 計画が簡略で疑がわしい ガ イ ダ ン ス,タ イ プ お よ

A
仕事の徹底ぶりと正確 状況を造船所が解決する び標準設計図にしたが っ

仕 事 の 質 さ よ うに まか せ る傾 向 が あ て い る

る

(B-3) 過去のわり方を踏襲する 工学的技術は妥当であり、

工学的能力 傾向があ り、現在の仕事 現 在 の設計 をル ー テ ィン 。

の必要に応 じて変化を加 ワー クに合 う よ うに改変

え ない する

:-1,i8二

φ

●



●

u

心

q

研 究開発成果 の評価基準

良 好 非 常 に 良 好 上 出 来w' ;

(71～80) (81～90) (91～100) :

正当な理 由なしに時々計画 計 画 のス ケ ジュ ール に 合 って スケジ ュ ール 通 り挺 あ らゆ る 一
…
三

|

に遅れる い る

∵'㌦

プ ラン を引渡 しス ケ ジュー ル

通 り製 品改 変 要 請 に こたえ る

…

変更を予期し造船所に連絡 造船所に遅延を知らせ計画に 十 分に ゆ と りを も って、 前 も

するが設計プラ ンの完了を 従って遅延を独自に解決する って遅延を予期 し造船所に連

、10%ミ ス す る 絡をとり、遅延を独自に解決
ぷ

し生産計画に合わせる 、

1生 産計画に合わせるように余 研究および相互に関連 した計 生産の要請¢前もって設計の

裕をもって作業計画を調整 画に由来する設計の変更が生 変更が行なわれ、研 究課題が解
,

す る 産計画に十分間に合 うように 決され実験データが出される

出される
1

F、

10パ ーセ ン トが造 船所 の 設計者によジて用意された設 設計者、供給者および下請業

復元課程、および使用にみ 計図で、造船所の復元課程お 者から提示ざれた設計図で、
輌

1

あわない よび使用にみあわないものは 造船所の復元課程および使用

0パ ー セ ン トで あ る にみ あ わ ない もの は0パ ー セ

ン トで あ る
チ

…
ガ イ ダ ンス 、 タ イプ お よび

|

1標 準 設計 図 に した が い、 疑

作業は注がつけられ予期され

る問題領域に対 して行きとど

最高度の仕事であって、関連

活動を含むあらゆる必要なデ

.が わしい点を質問し解決し
いた説明が示されている 一 夕を盛 り込ん でい る

,て い る
|

ス ペ ッ ク、 ガ イ ダ ン ス ブ ラ 建造要請に関する優れた知識 海軍の造船に関して、例外的

ンおよび提供された資料に を示 し、 シス テ ム 面 、 コス ト な知識を有し、設計の分野に
} 1

r

合 うように工学的仕事が奉 パ・作業能力および調達問題を考 お け る将 来 のプ ラン ニン グの
i

され て い る 慮 している 知識をとり入れて、作業工程
1

に対する例外的な適応性を有

;

して い る
1
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膓・ 限 界 以 下 限 界 線 上
`.

.i.
'(

0～60) (60～70)

〉

てB-4) 関連 活 動、 関連 シス テ ム 一応満足であるが、下請

効果的な連絡 の要請および造船所から あるいは売手に対して建
',「

馳
ノ

'

の勧告に対 して無関心で 設的な勧告を行なうこと

i

1
.〆 、

ある; は な く、 問題 の解 決 にあ"
≠

1

1
F ,S,「1

B
～ ;

《、
1

`

たって造船所に依存して

1

い る

仕 事 の 質
i}ぷ

…

]

ぱB-5 ) 仕事がずれないよう草堂
ノ`

気ケ ジユ〕 ル 通 りに 進行

s

'㍉
"鉦 』ど 若

・ンアテ イ ブ 聞 を船 艇 芝山 要
、

するには、時に督促が必

.、i

である。安全に対する考 要であり、大事の問題に
い';・i

ち ㌔ 、

慮が低い1 ついて造船所の解決を期
1

㎡ ■

1 … 侍する
㍗ト パ

祠

、(C-1)

ト

仕事のプランニングは設 設計者に対 して目標を設

人員の起用1 計委員会の設計者にまか 定 し、 審 査 す る ため に、

され て い る 監督活動が行なわれる
' A-A一

1
'

'…i]

rv

二 「

' 日}c . il、

`

、
■ 」1

1L

〉 1
効 果 的 な i(0-2)

＼.

サ ー ビス に対 す る支 が

ン＼ 、"`

監督官たよって時 としそ

コ ス ト管 理
,＼

無P← 直接経寧糟 理
二

管 理 さ れ て い な い 一 一' 支出が審査され一る
F
㌦

イ

(労 賃を除 く)
}、 、 .Vi

I
・

`二'ぺ 、

(C-3) 元の作業のコ悉硯 勧 元 の作 業 の 戸一ぞ.ト見 積 り
←9〆

コス トに対する成績評 に 合 わ ない。 あ るいは 時
1

に合 わ ない。 あるい は時

.

価 間 に し て30パ ー セ ン ト 間 に して20パ ー セン ト
L |

《 変更がある 変更がある
　 一・

－L30.一

マ

■

◆

■



●

`

'良 好

非 常 に 良 好 上'"}出9'来

(71～80) (81～90) (91～100)

関 連 活動 とノー マル な接 触 を あらゆる関連活動と独自に接 熟練 した や り方 で接 触 を保 ち、一

維持しており、軍事的な解決 触を保ち、関連活動にたつさ 造船所に対 して常に情報を提

を要する問題に対しては、造 わる者に十分な情報を提供す 供 し、造船所の督促を待たず

船所に依存 している る ことに よ って、 ほ とん ど外 .に設備の供給者か ら情報を入

部から援助を受けず、造船所

.、
七

手 する..

が受入れるととが出来る設計
オ

1 を提供する
1

1造船所からの普通の援助およ
1

完全で正確な仕事をする。造
…

完 全 で正 確 なプ ラン を開 発 し、

…

び 指示 を受け て、 実行 可 能 な
.

船 所 か らほ とん ど指 示が な,く 問題 領域 を見 出 し、 スケ ジユ
1

プランを提供する意欲が普通 ても仕事に支障をきたすこと 一 ル に先 だ
って関 連 活 動 に関

'± 'に あ る 層…"
が ない9--

'する問題 を解 決 す る"

1

,

i監 督 官 に よる シス テ ムブ ラン 設 計 の パ ラメー ター は シ ステ エ ン ジニ ア リン グ
、 シ ス テ ム 1

1ニングは、技術者によってチ
i'

ム エ ンジ ニ ヤ が 確 立 し、
,設 計"'i

}

相互関係の欠如を招 くような

iエ 。ク さ れ る
i

計画に保持される、 い 設計計画に対する修正は、5

.

`

《

八

,,

パ ーセ ン ト以 下 に お さえ られ

i る

個別の作業毎に直接費が定め
ψ

通常の設計活動の一部として 元の見積リコス トを超過せず

ら れ 、 処 理 さ れ る ・ サ ー ビス を提 供 して、 余分 に 造船所側のサービスに対する
:

料金をとらないi 要求に応える
.

注 文 の変更 に よって、元 の見 注 文 の変 更 に よ って、元 の見 元 のパ ッケー ジの見 積 りを決

.

積 りを時 間 に して10パ ーセ 積 りを時 間 に して5パ ー セシ して超 える こ と友 く注 文 に変 ・

'A

P-}、-

ン1超 え、 元 のデ ザィ ン コス ト超 え る 髄 力嘩 ㌧.、

トに合 う ・一 一'・ ぶ パ

ゴ31一



戎

㌔

請 負 業 老 成

F

一,

、

点1'数膓
上 ・.出 ∴.来.一.(91-10"0).._c

非 常 に 良 好(・81-・ ・)□

良 好'(7ユ ー80)、;
限 界 線 上(61-70) L. メ〉,

,,一ト
ェ」

限 界 線 下(0-60)

ノ 、

カ テ ゴ リ ー 判 断 の 基 準

,

1

L

引 き渡 し期 間
没

A-L計 画 ス ケ ジ ュ ー ル を ど の 程 度 守 っ て

i
…

i'…A

i『 、 、

い るか

A-2予 想 さ れ て い る遅 れ に対 す る措 置

A-a計 画 の保 持
il

.'=
1`、

㍉'

1'.:

㍉紅 ' 、
、

;c'

仕 事 の 質

B-一 エ 見 た と こ ろ の 仕 事 の 具 合

B-2仕 事 の徹 底 ぶ りと正 確 さ

B B-a工 学 的 能 力

'
、 B-4効 果 的 な 連絡

「

.、 B-5独 立 と イ ニ シ ア テ ィ ブ

"

一

`

効果 的 な コス ト管 理

.C.-t人 員 の 起 用.

C-2直 接 経 費 の 管 理(労 賃 を 除 く:汀

C

C-aコ ス トに 対 す る 成 績 評 価

` さ{

,{が
ご'.・

注;個 別 項 目 の 評 価 が 平 均 以 下 。 あ る い は き わ だ っ て い る 場 合 に は;そ ・

れ に み 合 う デ ー タ お よ び/あ る い は い 、 わ け を つ け る こ と 。 ∵..
!
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請

報
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ぼ
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間
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音
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ル
・

㍉

カニ

噛
.

番

業

期

クテ

ゼ

約

.
負

告

s

,E:}

`r:

・克

,タ,子 ぐ、

・点 顯 ア イ テ ム 係 数 評 価 慰 範 舜垣 数

X.40=

K-t川 」 ㍑L・.〆t

,「.`]♪[)ミ|

,、.,.,、X・.30=

X.30=

こゼ ご 」 撒 ・.㍉ ば"↓ 『・

ア イ テ ム に ・対'し て ウ エ イ ト づ け を'し'た'全 体 の

評価 `X

.3、.0・ 亡 ㌦・

X.15=

X.3・0=

X.20=

X.15=

X.20=

ア イ テ ム に 対 し 斥 ウエ イ トづ け を し・た 全 体 の 評 価 一一一－x .

ぴ

40=.

X.'30=

X.30=

X.40=

ア イテ ム に 対 し て ウエ イ トづ け を し た 全 体 の 評 価 一一－X."30==

能 率 評 価

価

者

名

評

、
'

伏金

当

たじを

担

げづト

価

イエウ

評

署
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4)デ ー タ ・バ ン ク

ア メ リカーでは 、一季 託 プ ロジエ グ トの内容 や 受 託 者 の成 績表 な どの 情一

報 を 集中 的 に管 理 す る 動 きが見 られ る.も ちろん、 現 在 まで の と ころ、

こ うい っ た委 託 契 約 に関す るデ ー タ ・バ ン ク～が、 連 邦各 省 庁 を全 て含

む形 で 成立 して・・るわ けでぱ い ・ う:だ.裂 プ ・ ジエ ・ ・の内容 が

似か よってお り、委託先 もしば しば重複す るといった関係に ある省庁

の間k.デ タバ ンク類 の動 き・力魂 ㌧・ど思われる。 た とえば、NA
Lt

SAは 国防 省 と情報 を共 同利 用 して い る とい う。 国 防省 は 前述 の と う

り、Ptm評 価 部 の管 轄下 に ‥ ・ ・バ 〃(1}・f・ ・seD・ ・um・ri';-

tationCenter)を 有 して い る。 そ こでは 、 受託 者 の成 績表 を 管 理

して"る 鮒 で・それ蹄 形 ㌘ ツ 坦 や ブラ ・ク'リ ス トの作

成 な どを す る こ とはい な い といわ れ る。

情 報 の 収 集 に つい て は、IBMの 話 しに よる と契 約 の摩 に政 府 は一

定 の書式 に もとついて、企業の現 況報告 を求 めてい る。内容的 にはが

な り詳細で、契約 の都 度過去 の提 出内容 とのきび しい比較検討 が得な

.蝿 ため・躁 にとって端 端 負担嘩 り:本きいとき巳 デー

タ ・バ ン ク の存 在 を 明 らかに した 省庁 と しては 、運 輸省(DOT)な

ど⑰ るが・ その詳細や国防省・NAS畔?関 係は樋 である・

もうとも、住宅 ・都 市開 発省 の よ う.に、 委 託 プ ロ、ジ エ ク トの最 終報 告

書を七去一輪 プ。ジエク 、'暗 理権限請 ずる計醜 括部の 「ひ
i

き出 し」 に保 管 してお く場 合 もあ る。 前述 の 国立 標 準局 の係 官 な どは、

'委託 候 補 先 リ
ス トは 頭 に 入 っ てい る と言 っ てい た。

なおごデ ー タ の整 理、 管 理 の 必要 上 か らと思 わ れ るがζ'NAS互'で ほ 、

最 終報 告 書 の形 式 、 体裁 を きわ め て厳 格 に決 め て い る。 表 紙 の色 、 寸
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法 、 材 質 バインダー・の種類 か ら折 り込 み ペ ー ジの体 裁 と項 目別 のべ

●

一ジほ ∴碑 面 ㌶ 言蕪
、嫁 一

また、成 果 の公表 につい ては、 政 府機 関 が過 去 に委 託 した プ ロ ジ ェ

ク トの成 果 の概要 と、 委 託 先 名 な どは、 商 務 省 の クリザ リシグ ・ハ、ウ

ス な どで統 一 的 に公 表 され てい る よ うで あ・る。∵

'㌻'!

/

■
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㌍ 幻'・ は9' 、L-lti1
/、.

第6章 受 託 者 に お け る ソ フ ト プ ロ ジ ェ ク ト

の 営 業 活 動 か ら 最 終 報 告 作 成 ま1で バ/:':;'「'・

概 ～要 免 で:=.

受 託 者 側 か ら見 た ソ フ トウエ ア 。プ ロジ已 ク トの受 注 と管 理 に関 す る一

般 的 な プ ロセxは 、 図6."tに 示 す よ うに、 い くつか の ス テ ップに 分 け ら

れ るo

そ こで、 政 府 に おい て研 究 すべ き ソ フ トウエ アの テ ー マ が探 索 、 選定 さ

れ て い る間 の民 間に お け る営業 活 動 を6.1章 で、 テ ー マ が、 提 案 要求(

即 ちRFP)の 形 で、 公示 され て か ら、入 札 の検 討、 決 定 、 提 案 の作成 、

提出、交渉、 そ して契 約 の締 結 に 至 る ま での ヌテ ップ を6・2章 で、 契 約 し

た プ ロ ジェ ク トの 研 究 が開 始 され、 最 終結果 を得 て提 出、 評 価 を受 け る ま

での管 理 を6.3章 で取 り扱 うこ とに す る。

取 り上 げ る事例 は メー カ(IBMの フ ェ デラル シ ステ ム ズ 。デ イ ビ イジ

ヨンーFSD-)大 学(ハ ーバード大 学)、 コン サル タン ト会社(RAND)

な どで ある が、 ハー バ ー ド大学 は 立場 上 現状 批判 的 または 裏 話 とい っ た傾

向に あ り、 ラ ン ド ・コー ポ レー シ ョン(RAND)は 設 立 以 来 の歴 史 が示

す よ うに軍 偏 重 で主 題 に 対 し補 完 的 な情 報 しか 得 られ ず、 結 局IBMのF

SDtz(:k－ け る もっ と も標 準 的 、 かつ 体 系化 され た 考 え方 と手 続 き とが 、 中

心 に なっ た 。

一136r－
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受 託 者(民 間)委 託 老 で政 う存)」に 瀞1'・{IE

(情 報 の 収 集)

企 業 ら 目的 国 家 め璽 誉 ・・一.、 ㌦

∴ ＼/ぺ/⊥ 溺
6◆1豊 営業方r

./ぷ 葺2竃)
鴎 の藤 と開拓仁 一→ プ・ジエ・トの提案と輸

一 ㌫ ㌫
討≡=竃=躍

入燐 　 定

提出 ↓ 　 ・
唖 　 ぐ ニ ン の評価(…

↓
契約締結/＼

' ト

最終酬 の作成 」 工 成果の評価と諒隔

て㍗9進 二 単 委託プ・㌘ 噸

締 し↓の経_≡ ら.手直」の㌫

図 い 同 フトウエア.プ ロジェクトの賠 研究の プ吐 ス
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6:'1営 業 活 、 動L

… … …政 府 の提 案 要求(RF?)発
li前

6.1.1営 業 情 報の 収 集

政 府 は 国家 的(州 政 府 や市の場 合 は 勿論 もう少 し小規 模 な)見 地 か ら

の要 請 に 従 っ て、iい ろ いろ な テ ー マ を探 索、:選定 す る訳 だが 、 或 る プ ロ

ジエク ・が⇒ 委託 され、結果 を得 て政廠 実施す るに至 る ・での経

過 は、 技 術的 に見 る とい・くつ かの フェー ズに 分 け られ る。各 機 関 に ょり

若 干 の 相 違 は あ るが 、 共 通 す る考 え方 と して、 図6。2の よ うに な る。

一 般 に政 府 は 自分(「 イ ンハ ウ ス 」と呼 ぶ)で 第1の
、時 には第Hの フ

エLズ に つVh'(tt研 究 を進 め、 民 間5委 託 す るた めに提 案要 求書CRF

P:う を作 成 し、「'公示 す るの は そ の後 が らの フ ェ ー ズ とな る。 そ こ でRF

Pが 発 表 され る司 の 受託 者側 の 営業 活 動 の主眼 は、 い か に して イン ハ ウ

スの 第1 .(ま たは 第ll.9で)の フ ェ ー ズに つ い ての情 報 を収集 す る か と

い う ことに な るo

政 府 各 機関 の トップが 基本 的 政 策 を 決 め、 各 プ ロ ジェ ク トの 責 任者 と

ヌ タ ッ プを 任命 し、 テー マの探 索、 選定 を行 な わせ て い る訳 だか ら、 そ

れ ぞ れ の レベ ル の人 にふ き わ しい 民 間 側 の メジ"パーが 絶 えま な い接触 を

続 け、 よい雰 囲 気 を作 っ てk・ くといっ た持続 的 な人 間 関係 が 大 切 で 参る。

本 質的 に は我 国 に おけ るや り方 と大差 な さそ うであ る△

第1フ エ ー'ズ 概 念'形 一 成 …^

任 意 の 課 題 に 対 し 予 備

的 な 分 析 、 即 ち 実 現 可

・冶 能 の
.あ り ぞ 、うk'.t・"[・」・■〈"・

を 羅 列 し て み る 否

一 集38一
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●

ピ川

rgllフ ェ ー ズ

第 一田 フ ェ ー ズ'

第Wフ ェ ー ズ

問 題 定 義

【ll三斜
設 計 試 行

隙鋼
製 ・ 作 、 運 営".

際 　当

政

府

の

民
間

の
仕
事

図6・2プ 回 ジ;ク ト ・ フ ェ ー ズ

H

班

この他 に補 助的 な情報 収集 の手 段 と して

a.議 会 議 事 録a

b.各 機関 の計画 書

〔但 し、議会の予算承認後発行 されるの で情報 としては若干遅 い〕

。.産 業 別 白 書 ・1't・ …t"1ミ ・

L-".『'_iltlこ 輻、り㌔

d.各 種 の 政 府 主 催 の 会 議

tx:一;
^t、 一'1"き ζこ,さ'T't

(と くに技術専門 会議毒,ど、)。 バ 、、∵ 駈

・・ 各諮問鰯 ρ 雛 書 、 パ ○ ・…

f.そ ⑳ 弛 の;政 府 発 行 文 書 ・'1,

g.情 報 屋 の 発 行 す る ニ ュ ー ス

(政 府 情 報 を 売 る コ ン サ ル タ ン ト会 社 が あ 、る)

=一・1i39一



,な ども系統 的に利用 調査 してお くζとが必要 である。

6.1.2営 業 方針の確立 と顧客の啓蒙 開拓パ

i
入手 した政府 の動向 とい企業の且 的 や能 力 との一致 を塞 に営業方針を

|

立 案 する 訳 であ るが、IB・Mの.よ うな大 企 業 に なれ ば、 自分 の能 力 や特

性 を常.日頃 か ら政 府 に正 し く認識 さ せ、 売 り こみの た め の売 りこ一み は煩

しみ、政 府 の 満 足度 と企業 利益 の 確保 の得 られ る よ うな営 業 方針 を持 っ

て い る と豪 語 出来 る亡.とに なろ う。

しか しRANDで は何 で も何 時 で も・こな・し うる よ うな準 備 を してk・ り、

時鱒 鹸 の無 腰 求授 け入れると蛎 た受舳 贈 業方針の、う
…

そ、 この方 が一 般 的 姦 の では な い か と考え られ る。

この際 、 政 府 委 託 に 対 す る態度 と してSIBMは シ ステ ム設計 か ら、

RANDや ハー バ ー ド大学 は シス テ ム分析 か ら といっ た 相 違 が あ り、 こ

れ に起 因 して 営業 方 針 に差 ぴ ある と冤考 案 ち れ る。

な お、 営 業 方針 の 策 定 に あた り、競 争 会社'の動 向 につ い て とか、 長期

的 な視 野 に立 っ て とか、 関連 ある法律 や規 制 の有 無 や内 容妾 ど徒 つ い て

も考慮 す るの は当 然 で、 これ らに 対 し格 別新 しいや り方 は 矢張 り無 い よ

力 で あ る。 ∵ 一 い :

次 に顧 客 の啓 蒙 と開 拓 で あ るが、 政 府 が イ ンハ ウス で行 な う第1(ま

た は第 五)の フェ ー ズ に つい て企 業 の営 業 方針 の下 で 公式、 非公 式 に協

力す るの が 先 ず 望 ま しい。 「公 式 」 に は政 府 か らイ ンハ ウスの研 究 の一

部(時 には 全 部)を 手 伝 う ようRFPが 出 され'.こ れ に入 札 して提 案 を'

作 る方 法 と、 自発 提案(Unsolicited'broposa1)と い った方 法 でR

FPが 無 く と も問 題 提供 や援 助 を随 時企 業 側'か ら行 な う場 合 が ある。

「非 公 式 」 には 主 と して大 学 の場 合 で あ るが 、'"ド

政 府の イ ン ハ ウス で の 研究 に個 人 的 に頼 ま れ、 協 力'した泊 、 プ ロ ジエ
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ク ト承 認文 書(PAD)の 検討 やRFPの 作 成 に助 力 じだ りす る・よ う左

ま

顧 客 の 啓蒙 開拓 手段 もあ る よ うで ぢ る。 ○ 「

この 他RANDの よ うな ・ ンサ ル タン ト会 社 の や 肪 と しては
、 たえ

ず 出版 物 や講 演会 に よ り自社 の成果 の発 表 を行kう と共 忙s政 府側 の プ

ロジェ ク ト要 員 の 教 育 コ ー ス を 設 け
、 いろ い ろ とサ ー ビヌを して お く

との こと で あ る。 しか し基 本 的 には 受 託 した プ ロ ジェ ク トを契 約通 りに

達 成 し、 その 企 業 の信 愚 性 に つい ての評 判 を得 て お くのが 一 番 大 切 な こ

とで あろ うれ

こ う した一 連 の 費 用 はRFPに 対 し採用 され た 提案 の際 の 費用 を除 き
、

ほ とん どすべ て 企 業 側の 負担 に な るの で、 しっ か り した 営業 方 針 の 下 で

遂 行 さ れ な い と営業 間接 費 と しての 回 収が 出来 な くな
っ て しま う。

6.2t't契 約

… …RF浪 ぺ の入』札 か ら契 約締 結 まで

6.2.1入 札の 意 思決 定 と提 ・案書め 作 成

政 府 の 公示 す るRF:IPを いち早 く入 手 レてそ の 内容 を検 討 し、 企業 の

営業 方針 に則 っ と りぷ これに 入 札 す べ きか どう かをsま ず 下調 べ して エ・

くため の 「営業 チt－ ム'」が 、 ・IBMのFSDでtr設 け られ て い る
。 この

チ ー ムの 有無 に か か わ らず受託 者 に苦 い て第 一 κ 入 札 す べ きか ど うかの

意 思決 定 を 営業担 当 の責 任者 が行 な うこ とに な る6そ の 責任 者 の と ころ

には ・RFPを 評 価 す るた めの チ ェ ック リスFと いう た徳の が、あ・り
、事

前 検 討 を した営 業 チ ー ムか らの報 告 を参 照 し、 プ ロジェ ク ト 。マ・ネ ジヤ 。

レ'ベル 以 上 の メンバ ー を核 と した 「評価 「委 員 会 」(企 業 規模 に よ
っ て は

無 硫場 合 も ある)に 図 り決 定 して い る ようで あ る。

チ ェ ック 。 リス トまた は評 価 委 員 会の評 価 基 準 と しては
、
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、

/〆

a.技 術 面 で は1..・qパ1、 パ'・ 『 ・ ・''"1

技術 経験 の有 無 、 能 力 、「適 任 ス タ ッスの参 加 の 可否 、競 争会 社 の動

向、 そ して成 功 の確 率 な ど

b.ビ ジネス 面 で は

組 織 。運 営の 体 制 、 関 連 す る規制 の有 無 、資 源 、'ヌ ケ ジユ ー ルの可

否vそ して コスbの 妥 当 性な ど ・

ル℃ .そ の 他 ・一・ 一

該 当 プ ロジ ェク トの顕 著 な特 長 な ど

,」で あるo: ..:・ ・"]・ パ ー

入 札 する ことが 決 定 す る と、 この プ ・ジ エノ'ト の責 任者 とス タ ッフの

発 令、 な らびに予 算 の 見積 り と承 認 が 行 な われ るo

発 令 され た プ ロ ジェク ト ・マ ネ ジヤ は、HFPに 対 ∫し、 提案 を作成 す

る。政 府 のBFPは 一 般 に 法 律 及 び'会計 の 面 で は'明確 竃・あ る'が・技 術 の

面 では、 必 要 とす る最 終製 品の 壮様 が不 明確 の場 合 二も謝 るム この燈心 先

方 に問 合せ ろ癒1い 癒:ls明 確 に な らなけ れ ば・ 技術 仕様 を当 ・方・で ブ レイ

ク ダ ウ ン'しミ 機能 別 に 細 分化 しk〈th格 見積 を添 付 す るb即 ち第 二義 的 に

考え られ る機能 をオプ シ・ンど し品 持 の査定価格 とは別イ酪 で見積

る といっ た や り方 な どを行 な う∩

何 れ にせ よREPで 一番 厳格 なの は提 案 の 受理 期 日 で、 一般 に 提案 作

成 の た め の 日程 が3～4週 間 といっ た様 に短 い場 合 が 多 いの で大 変 で あ

るσ

受理 期 日の 延期 は伸 し出 て もほ とん ど認 め られ ず・ 受理 後、 政 府 で提

案 を評 価 す るの に3～4ヵ 月 も費 やす といっ た矛 盾 に 対 す る批 判 が 出て

い たo、'
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こ う'したRFPに 関 す る問 合 せ や補 足 事項 な どは すべ て文 書 で行 な わ

れ、 我 国の よ うに 口頭 に よる覚 え 書 とい っ た もの は認 め ちれ ない 。

Lな$'RFP告 示 前の 情 報 収 集活 動 を前述 のIBMのFsb"6三t'・1う に
、

徹底 的 に行 なっ て い て も、lt$・ か つ、RFPの 告 示 を 見て初 めど 知 っ た

よ うな プ ロジエ ク5が 半 分 近 くある との こ と で ある。 と 亘が くぐ'RFP

の発 行 が 多 す ぎて 読 み 切 れ な い よ うで あ る。 次 に この 提案作 成 の費 用 で

あ るが、 個 ・のRFPに 対 価 の基 準 が 書 か れ てい る め だ 一般 には 受

理 され 採用 きれ売場 合 のみ 提 案 作 成 の 費用 は 支払 われ∴ネ 採用 の場 合 は

企 業側 負 担 に な る よう で ある パ ∵'

後 者の 場 合、 営業 部 門 の 間 接 費 と して処 理 し{他 ゐ獲 得 出来 た プ ロジ

ェ ク トvak・い て、 オ ー バ ー ヘ ッ ド 。チ ャ ー ジと して 回 収 され るe(但 し

この ま'ま認 め られ る とは 限 らな い・)

受理後、政府において提案にっいての技術的並びにビジ瓢`:ら的な評価

が行なわれる訳 であるが、完全に一方通行的 で提案の'修正な どは一切認

・められぶ 捲 池 府に諦 已油 画 要樋 巖 縦 敵 聞かれ剖
、

調詩 売 約 蕗 商 捲 る。"で'

な お、大 学 の よ うな中 立 機 関 に お け るら ベ ジヤ リ'ヌトは政 府 の評 価 を

助ける レフ・的な借(即 ち提案格 付表の葎皓 』わ を繍 で頼 紗 る。

この際、政府 のMFP担 当官は、 自分の評価 に対する思惑が あるため、

レフ リを 自己本位 に選 ぶ傾向に あ拡 選ば れ'》ピレフ リもここでお役 にた

って擁 、自分の提出し罐 熟 練 締 乏し通 そうとし齢 である

と の 裏'話 も 聞 い た 。"d't』'S'1ジ ペ

6.2.2交 渉 か ら 契 約 獲 得 珪 で:㌍ 祭 ∵'

政府の評硫 醜 し纏 剣1政 練 麹 責・KFヒ"PR)噂 づき政府
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の 契 約担 当官 と契 約 の ため の交 渉 が始・まる。 交渉 は契 約締 結 を前 提 と し

て い るが・ 委 託 老 と 受託 者 ξ で㍉ 登れぞ れ の 立場 と思 惑 もあ り、 最 上位

の 評 価 を得 産 提案 を作成 した 企 業 に契 約 ・が 締 結 され ると は限 らな い 。

何 れ に せ よ1以下に契 約液 伴 ,S価 格 、支 払 、技 術 、 成 果、1納期k・ よび交

渉 の 問 題 に つ 己 て受託 者 ¢Σ意 向 と実 態 を述Nる0

1)価 格 とコ ス トρ 算定

J ,!∂ 固 定価 格 方 式 ℃IF、P,)1∵ 盲 パ い 田,ド:こ

全 体 の契 約価 格 を提 示 し、内 容 鈍 明 ら嫌 にし 塗 咋6ぶ ぷ ・ 、一

政 府 が 必要 とす る もの が 比較 的 明確 に わかっ て,おみぶ競 争入 札 に

よっ て一 番安 垣価 格 を つ⑰ 牟提案 を採 用 し よφ とす る時 な どに 用 い

ら樋 ⇔ ・ …_ .

利 益 が含 まれ てい るの,で次 に 述 べ る コス ト 。プ ラ ス固定 利 益(C

P、FF)方 式 よ1)・,も大 きな 利 益 の 得 られ る.こ,ともあ る1が、反 対 に リ

∴,.ス ク、も相 当見 込 ん で十〔三く必要 が あや ザ だ,・ ぺ ・

c・ 従 来、 政 府 はr定 価 格 の維 持 と競 争 《 札 ¢)原則 に 固執 し$こ の方

式 を好 ん で採 用 して い たが 、 受託 者 側 と。しては・ば ヌ・クが大 ・医す ぎて

損 す る場 合 が多 々 あ力5葦 た政 府側1と・1して も見積 りや評 価 ¢)難 しさ

に直 面 し次第 媒 仕様 の 明確 松 ハ ー ドウエ アな どの 場 合 にだけ適 用 す

る よ うに蛮土～ρ .て来 たo'itt、

⑤ コ スFプ 、ラ ス固定 利 益 方 式(CPFF)㌧ Llい

最 近 の1.BMのFsDの 受託 契 約 のほ とん どは この 方式 との こ と

であ る否 コヌ トの 内 容 につ い て 事前 に か な り精 度 の 高 い:見積 りを行

な うと共 に、 妥 当 な必 要経 費 は す 『迄皮払{う ・迄江 蘇 姪 ら契約 遂 行 中

1ヨ
,に各 種ρ 支 出証 明書 を提 出す 鼻 と共 に政 府 Φ,監査 も受 け 癒.けれ ば な

一1鯉 て

■

●

●



`

6

●

ら な いo利 益 は 最 大15%ま で 認 め ら れ て い る 様 だ が
、'実 際 はNA

SAや 国 立 標 準 局(NBS)の 話 で10%程 度 の 場 合 が 多 い よ う だ
。

.:.「』 、,非 営 利 機 関 で あ るRANDや ・・一 バ ー ド大 学 も本 方 式'に よ
っ て い

べ ・』:る が 、 利 益 は 皆 無 の た め 固 定 コ スh方 式(FC)と い
っ 売坊 が 正 確

か も知 れ な 』 。.一 み ・ ㍑

・・三◎ ÷ユ ヌ ト ・ プ ラ ヌ イ ン セ ン テ イ ブ利 益 方 式(C'P1F)「 ・・

い'一.;・,]』 「NASAの 契 約 で は 積 極 的 に 使 わ れ て$・b
、'ゴBMのFSDで も

コ ス ト償 還 方 式 と し て は 前 述 の ⑪ よ グ も この 方 式 の 他 の 政 府 契 約 へ

の 拡 大 適 用'を 望 ーん1で 已 た ポ ・ ・t・ ,1''''"一:㌧.い:"

最 終 成 果 の 評 価 基 準 が 明 確 な場'合 にllも、 ・不 明 確 な 場 合 に も適 用 で

き み 硫 後 考 に つ わ で は 仕 事1を .どれ1だ け ・ぎ ち ん と し 売 と か 、 記 録 を 十

分 惚 残 ・じて あ る と い つ た 若 干 主 観 的 評 価 に 吐 な る が
、 サ ー ゼ ヌ 業 務

t'な ど に も 用 い1る こ と が 出 来
、 委 託 者 、 受 託 者 共 に が な り 期 待 効 果 が

得 ら れ る よ う だett・:t/t/tt、1『:t't・ ・

④ コ ス トの 内 訳 、ぼ ご、

人 件 費 は 受 託 者 別 に 標 準 が 決 め ら れ る6そ の た め に 人 件 費 の デ ー

タ(絵 計 帳 簿1>を 提 出 さ せ られ る
。 オ ー バ へ 。ご細 ・チ ャ ー ジ は 項 目

/別 に個 別 に 政 府 で チ ェ
ッ ク し て 決 め る 。IB:MのIFISDとRAND

.で 微 数 字 を 教 え て も、ら え な か っ た が 、、ハ ー バ ー ド大 学 で殖 値 接 費 の

34%で 、 他 に 比 べ 極 め て 低 い と 自慢 し て い .た点 な ど か'ら推 察 し て

一 般 に は50～150%位 で は な い か と 思 わ れ る
。1・1

・ ・バ…な お 大 き な メ ー カ は200%以 上 の 所 も あ る と の こ と で あ
っ た 。

、2)支 払 の 方 法/O

FP方 式 は ほ と ん ど 完 成 後 の 後 払 い の 様 で あ る が
、CPFF方 式 で

一1姑L



は 月毎 に 実 績 コス トにつ い て請 求書 を送 り、 仕 事 の進捗 状 況 を勘 案 し、

逐 次払 っ て もら う契 約方 法 も あ る との こ と であ る。'㌧'

.しか し、 後 払 い制 度 の 方 が 多 い よ うで、 そ の澗 の運 転 資 金 は 受託 者

側 で用 意 して お か なけ れ ば な らな い と云 う悩 み が ある よ う・で ある 。

3)成 果 な どの帰 属t/t'∵'』'i'

権 利の 対 象 は 技 術 デ〔 タと、 特 許 とノ・ウハ ウミどが考 えら 燕ゐ が、 そ

の帰 属 問題 に9い て共 通・して 云え る、こと二は・該 当フ緬 オエク トについ

て フォ ア グ ラ そ ド 。デ門・久な の か、一それ と もバ ジク糎久ラン・ドデ一 夕な

のか と云 う点 が判 断 基 準 に な る とい うこ と.である が い ・

前者 は委 託者 ρ 資 金 に よ り得 られ た最 終 成果 に帰 属 する 全 デー タで・

・原 則 的 に委 託 者 の 所 有 す る・もの とな るが、 後 者 は 当然2つ 以 上 の 相違

した プ ロジ ェ ク トの 開発 の途 中に おい て得 ち れ たデ亡 プ 故 、 受 託 老側

に帰 属 す る とい う考 え 方 で、IBMのFSDで は 日報形 式 に より、 プ

ロ ジェ ク ト遂 行 の 全技 術 記 録 を残 して お き、 両者 の:区別 の明 確化 を図

っ てい る との こ と で あるo

と も あれ 政 府 の 各 機 関毎 で こ う した取 り扱 い には 若干 ず つ の差 が あ

り、 軍 関 係 程 厳 しい の は当 然 であ るが 、 そ れぞ れ の 規程 が契 約 の際 に

明示 され 実 務 上 トラ ブルが起 こ る ことは な い よ うだ δ:・この他 にRAN

D,で は 出版 の権 利(CopyRight)な どに っ いて も契 約 時 に取 り決 め

,てい る との.こ と で あるn

4)納 期t'・ ・nl・

納 期 は 品 質 に反 比 例 す る傾 向が あ り、 と くに事 前 の 仕様 が不 明確 に

な りが ちな ソ フ トウエ ア πつ い て、余 り短 納 期 を要 求 され る ど機 能 の

欠 け た結果 を生 み 易 い。 ・ ∴ も,'
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5)交 渉 の 態 様

契 約 を前 提 と した交 渉 なの で、 技 術 面、 ビ ジネス 面(即 ら会計 と法

律)共 に両 者 が合 意 に達 す る ま で ビジネ ス ラ イクに行 な われ 、 無 修正

で政 府 の 条件 をの み1日 で済 ん で しtう 場 合 ζあれ ば、 いち い う と修

正 が行 な われ1年 近 くも続 くこ とzl・ある。 交渉 の過程 で政府 は 企業 側

の能 力 水準 を判 定 す るの み な らず 、 前 回 の 別 の シ ロジ ェラ トあ際 た提

出 した企 業 会計 の 実態 や、 人 的 資 源 の評 価 に つ い て、 政 府 κ デー タバ

ン クが 出来 て いて、 今 回 の プ ロ ジェク トに伴 い提 出 きれ た デー タ と相

違 が ある と厳 し く追 求 され る。 その た め1回 だ け契 約 を委 託 さi、 後

は止 め て し ま う中小企 業 も多 々 ある。

交渉 の 際 に 出来 るだけ 良い最 終 成 果 を得 るた め に;プ ロ ジェク トの

目的 や要 求 仕様 につ いて企 業 側 の 意 見 もいろ い ろ と申 し出 る こ と もあ

る。 また特 許 な どの技 術 デー タの 流用 に つ い て も希望 が あれ ば、 この

段階 で申 し出 て取 り決 め てk・ くo

'
こ う した 二 連 の交 渉 に お い て企 業 側 では技 術 的 な問題 は プ ・ ジエク

ド 。三 ネ ジヤが 直接 当 り、 ビ ジネス問 題 に な る と契 約 担 当 部 門 の専 門

家 が 接 衝 す る ことに な る;ま た、 ブ ・ ジエ ク トの ユ ーザ ーが 委 託 者 と

相違 す る場 合 に は、3老 が集 まb十 分 に意 見 交換 を 行 なっ て$・ く。

また、 建 前 と して 、表 面的 には す べ て の契 約 は2社 以 上 の 公開 入 札

に よる競 争 となっ て い るが 、 予 か じ め特 定 の プ ・ジエ ク トに つら て 政

府 は ど こ と契 約 を結 び た い とい う意 図 を持 っ て い る こ と も多 々あ り、

この 際 に はRFPの 作 成 を非 公 式 に意 図 した 企業 に手 伝 わ させ た り、
　 り

また、 先 に提案 を そ の企 業 に作 らせ て お い て、 そ れ を見 在が ち政 府 で

RFPを 作 成 公示 す る といっ た ヌ テ ップを とるの で、 個 別 企業 特 有 の
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用融 どがRFPで 貼 れていて・他の鱗 は撃 を刷 賑 亘り・

た とえ出来 て も評 価 で落 ちた り、 交渉 でク レー ムが つ い た りす る場 合

もあ る よ うであ る0

6.5プ ロジェ ク ト管i理

… …最 終報 告 の作 成ご 提 出 ま で

6.5.1進 捗 管 理

政助 行なう進路 理のやり触 つ呼 興 契約額 に識 され臼

b、 ブ ・ジ エ ク トの 大 きさに より月 とか、
,4半 期 とかい?た 刻 み で会計

状 況 や技術 問題 につ い て報 告 す るの が 普通 であ る。

受託 者側 の進 捗 管 理 も出来 る だけ これ に一 元化 し、 実施 す るの が 望 ま

しい訳 で、 時 には 受託 老 側 も入 れ た プ ロジェ ク トチ ー ムを結 成 し推 進 す

る こ と もあるc

進捗 管理 の課題 は人 と金 と時間 と技術 の4っ に集 約され るが、 いずれ

もお互 い に関 連 を持 っ て お り、 その ひ とつ だけ で進 捗 状 況 の すべ て を反

映 させ る こ とは難 しい。 手 法 と して は 資源配 分の計 画 や管 理 に、 ガ ン ト

チ ャ ー ト、 技 術 的 な 前後 関 係 と時間 的 に ク リテ ィ カルな課 題 の管 理 にネ

ッ トワーク技 法 が使 われ て お り、特 に 目新 しい もの は無 い ○
∫.「1,

これ らの全責 任と酬 とは・担 当する プロジエク!〔 ネ ジや嵯 ね ら

れ て お り、 進捗 状況 と最 終結 果 の 如何 に よ り彼 の実 力が 問 われ る ことに

な る〔

一般 に ソ フ トウエ アの プ ロ ジェ ク トは、 ハ ー ドウ エア の それ に比 べ、

い くつ かの 点 で顕著 な特 長 が 見 られ る。

IBMのFSDで 聞1(た コ ン ピュ ー タ 。プ ログ ラムの事 例 を 中心 にi若

干 紹 介 してお く。
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a)変 更 に対 し、.z・ 一 ドウエ ア よ り感 覚 的 に ソ フhウ 手 ア は容 易 で ある

といっ た 誤解 か ら＼ 前者 に起 因 す る変 更 も含 め途 中 での 変 更 に対 す る

要 求 が非 常 に 多 い。 … … この た め、 始 めの仕 様 と食 い違 っ た 最 終結 果

を生 む恐 れが 多 いの で、 変 更に対 して は変 更 審 査委 員 会(Change

R£vievvBoarq)を 常設 し1毎 週 ξん な小 さ な変 更要 求 で も と:b上 げ 、
ll

全 体(即 ち、 最 終 結 果)と の 関 連 で 、 そ の 是 非 を 検 討 し
、 変 更 の 取 扱

い を 決 め る べ き・で あ る 〔':

b)バ ー・ド ウ エ ア で は 試 作 品 に 相 当 す る フ ェ ー ズ が
、 ソ フ ト ウ エ ア で は

最 終 製 品 に 当 た り ・ 両 者 の7エ ー ズ の 費 用 も 丁 度 反 対 に な る 。(図6 .

3参 照)… …i、 .

費用 な らびに技緬 なポ イン トは釧 ・エ ペ ㌘ るρ
.で・;ここの

進捗 管理 を と くに重 点的 に行 な うと良 広。

c)基 幹 的 な位 置 を占 め る プ ・グ ラ ムの 設計 か らテ ス トま での フェ ーズ

を も う少 し詳細 に調 べ て み る と、 図6.4に 示 す よ うに な る。 … …

第1に プ ログ ラ ムそ の ものの 費用 は 全体 の 約半 分 で、 残 り半 分 は技

屹 援と熔 化 と㍗ け 鯉 の憤 でをり魂 都 つい結 靴 計

画し管理することが プログラムの良い成果を生むための鍵 とさえ云え

るn

第2に プ ログ ラ ムの 前 段階 の仕 事 、即 ちシス テ ム設計 と、 プmグ ラ

ムの後 段階 の 仕 事 で ある テス トとに全体 の 日程 の60%程 度 を必 要 と

す るの で、 プ ログ ラ ム製 作 そ の もの は残 り40%の 時 間 しか ない 。 日

程 計画 と管 理 は 始 めか ら終 り ま での100%に つ いて 行 な われ るべ き

事 を と くに 留意 すべ き であろ う。

この際 シス テ ム設計 は チ ー ム活 動 、 プ ・グ ラ ム製 作 は個 人 別 の仕 事
、
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費

用

デ ヌ トは チ ー ム活 動(し か も設計 時 とは 違 っ た メン バ よ∬構成 さ れ る

'
チ ー ム)と いっ たや り方 が 普通 のた め、 一 貫 した計 画 ど管 理 が と くに

重要 で あ る。
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ハ ー ドウ エ ア

ゆ1.ll.IH.IVは

図6.2と 同 じ

ソ フ トウェ ア

日 程

●

プログラムの 保 守 と

設計.製 作 手 直 し
テ ス ト

図6・5ハ ー ドウ エ ア と ソ フ トウ エ ア の フ ェ ー ズ 対 比

亀
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」
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費

用

(設 計) 、(製 作) ざ 口(:テ ヌ ト) ぐ保'守)
一 一 ー 一 一 一 ー

ノト一 一

》
、∫、r-1

一

_ム

彊・/

グ フプ ロ 一 、 メ

50%

三 ・

/
A-

」

"㌫
/文 盲㌃ 一

一 一 ー 一 一 一 一 一

50%

工 1」r

《
管 理

'

・こミミ
( ＼/

システム シ培4細 部 プロご コザ ィ エ ット'サ ブ システム

研 究 酬 詞 ㍗ 一ト〃 芦 ・已 み ・

.
保守

、

実施 日程

1
,30%40%★30% 氷 タ

100%ξ

β矛社 司、

メ

1…:ぼ

(第 皿 フ ェ ー ズ)

図6・4プ ロ グラ ムの設 計 か らテ ス トま で の 細部 フェ ー ズ

◆

●

d)ソ フ トウ エア に}… て 一・一一 ドウエ アの場 合 よ)1も 特 長的 棚 題 と

して・委 託 者 の他 に 実 施 対 象に 対 しユ ー ザが い る場 合 が 多 く
、 受託

者 も含 め た3者 の意 見調 整 を十 分 に行 なっ て エベ 必 要 が あ る
。… …

図6.4に αテ ス トと βテ ス トが 見 られ るが 、 こ う した チエ ック

ポ イ ンbを 設 け、3者 の 仕様 の一 致化 を図 る と良 い
。 αテ ス トとは

プ ログ ラ ム製作 前 に 委託 者(即 ち外 部)仕 様 と 受託 者(即 ち内部)

仕様 との 対 比 を行 な うもの で、 β テス トとは完 成 品 の ユ ーザ立 会 テ

ス トで この結 果 実 施 に移 る o
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6.5.2結 果 の評 価 と手 直 しの 対策

最 終結果 に顧 客 の満 足 が得 られ ない時 は、 実施 後 も受託 者 は 面倒 を見、
.i二t－

顧 客 の満 足 が 得 られ る ま で努 力す る ことは当 然 で ある が、 費用 が不 足 し、

当鋤 在髄 拙 来なら と きには、別の新 しい ブ 。、ジエハ を勧(勿

論R門 め 姫 る)残 っ妹 完成の壮齢 と不足'し憤 罵れ れでま

か なっ † い 場 合 がか を りあ る・よ うで あ る・ レ

雛 勘 の結果・剰 れな埠 ば政府の担当マネ卿 責任噸 とも

なるし、民間 畝 回か暖 調 究をもらえな くなるパ ・ この よう.な・

ぴ 爾 拠 るの苗 ろ う・'… 、

最後に輌 じの⊇ つい趣 契約の始めと疎 あ受騨 熟 ほ

託者の考 え方応 変 って しま うこ ともある よ うで 、 こ うし耀 求 も皆

無 ではなざそ うだが、 ど う対処す るか受託者か ら聞 き出す ことが出来な

か っ たo

●

命

●
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第'2部 米 国の 現 状 に対 す る討論 結果

1.プ ロジ ェ ク ト・マネ ジメ ン トに対 す る 新 しい 考 え方 の必 要 性'

米 国 に お い て は 、 ナ シ ・ナ ル ・プ ロ ジ ェ ク ト遂 行 に 当 っ て
、AFSCM

375及 びNASAのPhased・Proj・ectPPlan 、n'・i'・ngの考 え 方 が 当 り 前

ぐ
の こ ととなつ てい るが、.今 やわ が国 に おい て'嵐社 会 シ ス テ ム開 発 の必 要 性

が 高 まっ て来 て お 句、 シ ス テ ム の巨大 化、 複 雑 化 に対 応 す るプ ロ ジェ ク ト

・マネ ジ メ ン トの新 しい方 法 を確立 す る必要ua迫 ら滅 い る
.そ こC米

国 にお け るプ ロ ジ ェ ク ト ・マネ ジ メン トの背 景 を十 分 考 慮 に入 れ て、 米 国

か ら学 ぶ べ き事 項 は、 早 急 に取 入 れ て実 施 してい かな けれ ば な らな い。

さ ら に、 従 来 わ が 国 ではPhasedPr・leCtPlanningあ フェLズA

及 び フx-一 ズB観 られ る よ うな プ ・ ジ ・i)i's・ プ ・ ニン グ の鯛 さ、 綿

密 さ を欠 い て い る よ うに思 わ れ る。 即 ち

① プ ロジ ェ ク ト設 定 の た めの 三一 ズ の解 折 や使 命 の定 め方 な どの 予備 調

査は 勿論、 フ ェー ズA及 びB段 階 の解析、 調 査 が 不 充 分 で あ る。

② 取 上 げ た プ ロ ジ ェク トに おい て、 そ の シス テ ム の 目的 が不 明 確 で あb、

徒 らに機能 論 に走 る傾 向 に あ る。

③Phased"Pr・jectPlanningの ように プ ロジ ェ ク トを進 め て行 く場

合 の手 順 及 び評 価 基 準 が標 準化 さ れ て い ない。

等 を反 省 して藷 硫 ブ ・ヅ ・ハ ・マ ネジ・ ン ・の体 制 一 例え頑 ㌦

一 ル ド ・セ ン タ及 び プ ・グ ラ ム ・オ フ ィスの ような形 一 を検 討 す る必 要

が あ ろ う。 こ

'今 後 わが 国 に 治略 て ソ
フ トプ ロジ ェク トの委 託 研 究 の発 注 と管 理 につ

,」 ∫'

い てPhasedPr・jec・tPlanning方 式 を ど の よ う に 取b入 れ
、 実 施 じ'て
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いくかにっい頂 体的方策搬 詩神 と興 ・政船 体のプロジエハ に

おい て、 ソ フ トプ ロジ ェ ク トに対 す る価 値観 が稀 薄 であ る土 壌 を改 善 す る

た めぼ ・頂 府(埣 先 して価 値増 大 嘩 を示 レ・Phased・P・ ・jec・ .}

Planning方 式 の考 え方 を取 入 れ た 日本 的 ルー ル を確 立 しなけ れ ば な ら

な い。.

2.委 託テニ マ の 選 定 に お け る民 間 シ ンク ・タン クの 役 割

騨 鯵 が雛 にな るにつれ・ 政府 の鹸 も灘 ●高 度ぷ のが要請 さ

㌍ くる・ 茸 で鹸 のテー マを翻 す る場合 ぼ ・ 政府 部内 の限 ら批

知 懸 け懐 く・ 騨 シンク'タ ンクの もつ輔 的 蜘 識蜘 恵を動射

る㌣ が よ順 頒 政を 妓 ら共 ととなる とい う考 え方 が生 軌 て くる・

興 、 烈 リ触 知 ては・ 酬 シンク ・タンクが政府の繊 の全部叉は

.三部1・,、つい、て 亭らテー マを発意 し・ そ の実行 を も含めて1?の プ ロジエク

ク ト と して政府 へ 売 込 む例 がみ られ る。 も ちろん、 これ 書 で の と こ ろ、 わ

、が国 の各 省庁 は、 ま だ まだ 多 くの人 材 を有 してい る こ と もあ り・ 各 省庁 が

テ ー マ の探 歎 つ い て 民間 シ ンク ・タ ンク 鱒 用 す る例 は・ ↓警 ん 掴 か

.鞭,・ 頚 部 、 ア 川 麺 状 況 とは大 き く異 な っ て い る・

しか し、 各 施 策 が 次第 に イ ン ター デ ィシプ リナ リな 要 素 を深 め て い く

M⇔ 抵 、冷 後は鹸 のテrマ を探 索す る場 合 にも・ 民間 シンク'4ン ク

を活 用 す るこ と が必 要 と な る で あろ う。 戊 とえ ば、 ① フ ェーズAあ るい

は そ れ以 前 の ア イデ ィア段 階 の テ ー マにつ い ては 、政 府部 内 で は十 分 に テ

ご マ を 出iしき れ な い 、②:タ テ割tbの 政 府 組 織 に はテ ー マ探 索 の範 囲 に限

界 が あ る、③ 政 府 部 内 で 一応 煮 っ ま っ たテ ーマで あ っ て も民 間 機 関 の提

,築を受け入れ ることに よ乏.て■そ のテーマの妥当性が チ ェックで きる と共

に ・測 の鯉 か 拠 ア プローチ 蜘 琴 とカミで き駄 妙 つた恥 今日次
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鱗 郵 桑ρ,てきひ る・,一

民間 シンク・∴ タン クの 「㌃7売 込み」の体制坪 ち しぽ 分
,で.な岨

在・む しろ各舗 の飾 的な 「テー 買入れ」 を郵 て・㌘ ク∴ タ㍗

.剛 力引上げが急劔 ねばならない・ これぱ た・獅 的願 耳 許 行

政 の礎 となるものであろう・

また・・㍗!カ で職 員の発言が鄭 ・地域の碑 に尊 意 壁 鰍 ら

るので1㌃ マや疑 考の選定嘘 乱を生ずる場e ,が葱 戸 み 子 鳩

将来の問寧 はあるが・ア・リ・でこの・う醐 題軸 裡 処理.酔 限

るか を研究する必要があろう・経 諏 府のテーマ翫 騨 って県 立的

嫡 髄 述べ・評価す頚 綱 を設立することが必要 となろう・

5・ プ ・ ポ ー ザ ル の 求 め 方
.,… 》.

ア メリカの委託斌 鴎 ・わが国賊 べて建鰺 鱒 ○ 紗 鯉 繰

り入れ られている・もっと
,も一部では・かなは 過保勧 寧 あり・・つ

ナ マ ラの原 則 に引 戻 そ う と した努 力 もむ な しく、 再 び過 保 護 方 式 に戻 る傾

向 が み られ る といわ れ る 。 しか し表 向 きは 、 あ くまで 公正 な 競争 原 理 に立

つ こ と を標榜 して い る。 こ こでは2つ の意 味 の 競争 原理 の確 保 を と りあげ

て い る。1つ は 、委 託 先 の選 定 を公 平 に 正 し く行 な ってい るか とい うこ と

で あ り、2つ は もっ と も よい 成果 を活用 してい るか とい うこ とで ある 。 前

者 につ い て は 、 多数 ⑳委 託 候 補先 の 中 か ら もっ と'も優 れ た もの を入 札 で 選

ぶ こ とが原 則 で ある。 ・ 三 、 、

しか しこの点は・ わが堅 野 ンク ・夕汐 の綱 数秒 麩 ζ已 ら

一 社へ の指 名契 約 が ほ とを
11どで、 競 争 原理 に立 っ てい る とは 言 い難 い。,も

ちろん ハ ー ドウ エア に結 び つ く ものは 競 争 原理 が 採 用 され て い るが ソ フ ト

プ ロジェク トの場合 些は・ その評価基準が 確立 されてな く、、評価 が難 か し

いの で・ 競 争原理 を採用で きない ピ ξ面 も参る・ レか 七 次第 にソフ ト
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プ ロ ジ ェク トの委 託 金額 が大 き くな つ て くれ ば、 少 な くと も指名入 札 等、.

競 争原理 を とh入 れた、 プ ロポ ーザ ル の 新 しい も とめ方 や 新 しい委 託 先選

定方 法 が 必 要 にな ろ う。

,'|

後者 につ い ては、 ソ フ トプ ロ ジ ェク トの委 託 の場 合、 もつ と も優 れ て い

る と思 われ る委 託 先 の能 力 で ㌔ 結果 をみ るま で は信 じ られ ない とい う問

題 が か らん で い る。同 一 テ ーマ につ い て複 数企 業 に委 託 し、 競争 の機 会 を

平等 に与 え 、 結果 の良 否 を判断 し、当 該 施 策 に つ き最良 の結果 を求 め る。

ア メ リカ では か な りみ られ る事 例 で あ るが、 わ が 国 では 同 一課題 を2社 以

上 に発注 ナ る こ とが で きな い とい う予 算 制 度上 の制 約 が あ る。

こ の点 に つ いて は、 そ の プ ロジ ェ ク トの予 算 総 額 の 大 小 に も関係 す る カS

予 算 規 模 の大 きい場 合 に は た とえ ば フ ェー ズAの 前 段 階 で複数 社 に委 託 レ

て も1そ の結果 、最良の成果 が得 られ る の で あれ ば 、 それ 以 降 の具 体 的 施 策

牢 ひ る酬 で充分利益がえ られ ることを認縮 ぺ きである・ ま して や・

不 硫 要 素 の強 い ソフ ト7ロ ジ エ ク トのyi-f}vtcet..フ=一 ズAの 前 段 壁

十分納 得 の い く結 論 を得 て お くこ とが必 要 で あ る。

4・ 委託先の決 定は どんな形ζや るのがよい か

委 託 先 の選定 に っ いて は、.ア メ リカの よ うに、 ライ ン組 織 に第3者 よ り

成 る諮 問 機 関 が きわめ て実質 的 な助 言 を与 え 効 果 的 な 選定 を行 な うの と、

わ が 国 の よ うに、 ライ ン の政 策 立案者 が主 体 とな つて 選定 を行 な うの と、

どち らが 望 ま しいの であ ろ うか。 も ちろ ん 日米 の どち らが 優 れ てい るか を

組織 の 上 か ら論 じるの では な く、 評 価 能 力 の有 無 を前提 とす る こ とが 重要

で ある。

方法論 と して は、 公 平 かつ専 門的 な 知 識 を有 す る第 三者 が選 定 に参加 す

る こ とが 望 ま しい 。 シ ンク ・タ ンク の少な い わが 国 の現 状 では、 テー マ の
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発案者 であ る各省 庁の担当者(δ方 が適任な企業 を選ぶ能力 を持ってい る場

合 も多 く、 発注先 の選 定につ き諮問機 関 の必要性は あまh認 識されていな

い。 しか し、 長'い目でみれば、 行 政 が複 雑 化 し、 テー マが多部 門にわた
1㌦} ・

る ことが予 想 され る の で、 ラ インの 中 に専 門 の組 織 を設 け るか、 各 部 門 の

担 当者 か ら成 る運 営 委 員 会 を設け るか、 いつ れ に して も何 らか の諮問 機 関

的 な もの を設 け る こと が望 ま しい で あろ う。

5.ソ フ トプ ロジ ェ ク トに 関す る調 達 規 則 の 必 要 性

米 国 で もソ ラ トプ ロ ジ エ ク ト専 用 の調 達規 則は完 成 さ れ てい ない 。 通 常

の物 品、 ま た は研 究開 発 の調達 と同 じか、 ま た はそ れ を準 用 して調達 が行

な われ て い る。

6.ど の よ うな 委 託 契約 方 式 が 望 ま しい か

ア メ リ カの契 約方 式 は、 競 争 理 論原 則 に 立 って い る とは言 らても・か な り

り過保 護 な状 況 に戻hつ つ あ る。

EI本 の契約方 式はご固 定価格制 で企業の 自主性に大 き く依存 してtoね

企業 に大 きな先行投 資 を強要 して きた。 この大 きな先行投資は、 企業 の成

長e・C大ξ這 献 し噛 拒 面、大 きな先役 資で乱 ∠で6途 惑 多 く

あb、 と くに受 託者 側 ぞあ 見積h能 力 が不 充 分 で あつ た 場 合 には 問 題 が生

じて い る。 ハー ドウ エア の ように先 々 に投 資 を充 分 に回 収 し うる可 能 性 が,

少 ない ソ フ ト的研 究 に お い ては、 将 来、 見 積 り能 力 が 強 ま 為に従 が い、 現

在 の契 約 方式 で は受 託者 が 得 られ が た くなる か 、 あ る いは 、 よ い成果 が得

られ が た くな る可 能 性 が あ る。

そ こ で、 知 識 を含 ん だ ソ ラ ト的 研 究 成 果 に対 す る評 価 と報 酬 の基 準 の確

〔 ・、 ・、 ・是 一日

立 が 必 要 で あ わ、 そ れ と と 本 に、 日 本 方 式 と ア メ リ カ方 式 の ハ イ ブ リ ッ ド

的な契約方式擁 立され る腰 があろ う.そ の齢 、 社会あ三バ 疏 え
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るよ うな成果 を生 み、1そ の有 効 利 用 が で き る ような契 約 を遂 行 させ るた め

に、 企 業 に如 何 な る動 機 づ け をなす か を、 社 会学 的 及び経 営学 的 に研 究す

る』こ と に よっ て、 よ りよい契 約 方 式 が 生れ て来 る で あろ う。 川

な お、 契約 に あたつ て は、後 になつ て契 約内 容 に関 す る トラブ ルが 発生

・した場 合 を考 慮 して
、 あ らか じ め変 更 の場 台 の責任 の 所 在 を明 確 に させ る

ような基 準 を契 約段 階 で設 定 して お く必 要が あ る。 わ が 国 の有 力 な シ ンク

・タ ンク的企 業 では、 契 約 の背 景 にっ い で も文 書 化 してい て、 この よう な ・

文 書 化 は、 委 託 者 と受 託 者 の 間 の トラ ブル を解 決 す る の に、 役 立 つ もの で

あ る といわれ て い る。

7.価 格 算 定方 式 のあ り方

ω 米 国 の算 定方 式 をそ の ま ま もつ て ぐる ごとはCわ が国 の予 算 制 度 が障

害 どな る.ま た、 イ ンセ ンテ ィブ方 式 は、 わ が 国 では 時 期 尚早 では ない

か と思 われ る。

(2、 算 定 方 式 にっ い ては、 米 国 と同 じでな く、 わ が国 独 自の方 式 が あつ て

♂しか るべ きで ある
。

(3い 米 国 では、 価 格 算 定 に 際 し、 十 分 の フ ィー ジ ビ リテ ィ ・ス タデ ィを行

な っ て い るが、 これ は わが 国 で も見 習 うべ きで あ る・

86途 中(進 捗)管 理 のあ り方

途 中管 理 の対 象 と して は、 プ ロ ジェ ク トの内 容、 日程、 コ ス ト等 の管理

が含 ま れ るこ とに な る。

しか し、 ソフ トプ ロ ジ ェク トの委 託 の場 合 には、 明 確 な仕 様 書 セ書 くこ

三とが で きない ため、 中 間 段 階 での仕 上 り具 合 を把 握 す る こ とが難 か しい 。

'
逆 に 、委 託 者 と受 託 者 の共 同 作 業 とい う意 味 で の途 中 管 理 が 、 ま すます必

要 で あ る と もい え る。 現 に 、デNASAは 受 託 老 で あ り左 が ら、 多数 の 技術
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者 、研 究 者 の秀 れ た人 材 を揃 え て い るが 、 これ は 委 託 者 は監 督 する だ け で

は な く・ プ ロ ジ逸 ク トの 推 進 の.共同 協力 者 で もあるとい うことが うなずけ る。

受 託 者 の側 か らみ て も途 中管 理 は 必 要 で 、不 確定 要 素 の強 い ソ フ ト的 プ

ロ ジ.エク ト'の場 合 には、 委 託 者 と意思 統 一 を図 っ てい ぐ乙・と'が大 切 で あ る。

それ はぺ 受 託者 自身 の仕 事 に対 す る確 信 とは げ み を促 す。! ,

中 間 管理 の 頻度 にっ い て は、 プ ロジ ェ ク トの内 容、 両者 の 信頼 関係sお

よび 受 託 者 側 の過 去 の実 績 に左 右 され るが 受託 者 の 中 には、・前 向 き の管 理

な ら多 くて もよい とい う見 方もあり、問題 意 識っSb、 テ ー マ の範 囲 が変 ら

な けれ ば、 相 当の頻 度 で行な わ れて も しか るべ きとい う見 方 もあ る。

9.発 注 管理 の ため の専 門 の 管理 部門 の 必要 性

あ るに こし た こ とは な い が、 問 題 はそ の組 織 と人 材 に あ る。 要 は プ ロ ジ

ェク ト遂 行 シ ステ ムに対 す る評 価能 力 と管理 能 力 が ある こ とが先 決 で あ る。

le.発 注 に 関す るデ ー タ ・バ ン クの要 否

デ ー タ ・バ ン ク が あ る に こ した ことは ない が、 現 状 では、 シ ンク タン ク

の数 も、 委 託 プ ロ ジ ェク トの数 も少 ない の で、 デー タ ・バ ン ク の確 立 は、

そ れほ ど緊 急 の問 題 では な い。

しか し、 少 くと も、 政 鰐 関 係 の委 託契 約 の成 果 を広 く、 普 及 させ る必 要

は 現 在 で も あ る。 従 っ て、 政 府 刊行 物 として、 プ ロ ジ ェク ト ・リス トー 覧

を作 成 す る必 要が あろ う。 そ の場 合、 将 来 のデー タ ・バ ンクへ の蓄積 を考

慮 して、 ア メ リカのNASAの よ うに各省 庁 を越 え て報告 書 の体 裁 大 き

さ等 を統 一 してお く必 要 が あろ う。

lt.プ ロポ ー ザ ル評 価基 準 の確 立

評価 基 準 に つ い ては 、米 国 にお い て 、 まだ 確 立 した とは い え な いが 、評

価 基準 の決 定 に か な りの努 力 が払 われ て い る こ とは 、 わが 国 も見習 うべ き

一161一



で あろ う。特 に 、評 価 を定 量 的 に行 な 澄1う と してい る点 が重 要 で あ る。

定 量評 価 のみ で は 、す べ ての評 価 は不 可 能 で あ る とい う考 え 方 もあ るが 、

実状 を考 え る と、 と もか・く何 らか の方 法 で 評価 が 行 なわ れ てい るか ら'こそ ・

物事 が 進 ん で い る ので あ るか ら、そ の評 価 をで き るだけ 客 観 性 の富 ん だ も

の と して 、誰 もが納 得 で き る もの に 仕 上 げ てい くこ とが大 切 で あ う う。

評価 基 準 の決 定 は べ 恐 ら く試 行 錯 誤 的 に行 なわ れ てい くの が よい と思 わ

れ るゐ で 、今 後 、わ が 国 で は プ ロ ジ ェク トを経 験 す るた び に 、 よ りよい評

価 方法 が生 み 出 され て い く もの と考 え.られ る。 ま た 、プ ロジ ェク トを進 め

てい く上 で も、 将来 の こ とを考 え て、 評価 方法 の開発 な どに も同 時 に 考慮

を払 いつつ 進 め る必 要 が あ るで あろ う。1

膓
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・'・ プ ロ ジ ェ ク ト開 発 方 法 論 の ・

・ 発 展 経 過 と 今 後 の 展 望,

`

'、^「 、 ・ ぐ 、

主査 村 上 巖

今 回 米 国 にプ ・ジ ェ ク ト ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・サ ーベ イ ・チ ー ムが 派 遣 され

ゾ7トフ石ジエクト委託研究 の発注 と管理 に関す る現地調査 を行なっ たが、幸 い こ
1'、

れ に関 す る資 料並 び に これ が ベ ー ス とな っ た プ ・ジ ェク ト閉溌 に お け る構 造

的 方 法 論(Methodology)、 例 え ばNASAのPhased'ProjectPian-

ningGuidelinesを 入 手 す る こ とが で きた。'、i'・

この プ ロジ ニ ク ト開 発 に関 す る方 法論 は こ こ数年 個 人 レポー トと して は4

・1～5件 位 しか発表 され て い る に過 ぎな いが、 官 庁側 と し'ては 科 学 技 術 会 議 が

1970年 に発 表 した 「米 国 に お げ る、研 究 開 発 の現 状」 ・と題 す る海外 調 査 団

報 告 書 の 中 で もNA・1'SAに 関 す る項 の 中でPPPシ:ス テ 拾の概 要 が 述 べ られ

また、産 業 界 と して は 昨年 経 済同 友 会 が米 国 に派遣 した 「技 術 開 発 調 査 団報

告 書」 の 中 で も同 じ く簡単 に述 べ られ て い る現状 であ り、 よ うや く政 府 ・産

業 界 にお いて もこの方 法 論 に関 し認 識 が緒 につ い た とい う状 態 で あ る。

さ ら に、 この1～2年 間 、 官庁 側 及 び 産業 界 にお い て も今 後 の産 業 政 策 、

例 え ば 産業 の シス テ ム化 が70年 代 の 基本 施 策 として審 議 検 討 され て い るが

同 時 に今 後 の社 会 シス テ ムの対 象 で あ る都 市 開発 、 総合 エ ネル ギ ー、 総 合 輸

送、公 害、 情 報 ご 教 育、 医 療、 海 洋 等 ナ シ ョナル ・プ ロジ'エ ク トと して の 巨

大 ◆複雑 な シス テ ムが 開発 され で 行 く場 合、、如何 な る新 しい経 営1管 理 の 方

法(米 国 では これ をSyst㎏msManagementと い うぴ に よ・りこれ ら.複雑 な 問

題 を 有効 、 か つ、 迅 速 に 解決(Problemsolving)'1し ・で行 く'かについ て わ

が 国 に お いて も関心 が高 ま って来 た。 ㌍ 類1:※Ot'・t'・ 、:・・'
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本 稿 では このNASAのP宴Pガ イポ・ライ ンの入 手 及 び翻 訳 完成 を機 会 に、

御 参考 ま で に この よ うな構 造 的 方 法 論 が 如何ゼ むて 米 国 の ナ シ ョナル ・プ ロ

ジ ェ ク ト開発 の 過 程 で創 造 発 展 して来 た か、 そ の今 後 の展望 、 さ ら に、 これ

が今後 の社会 シス テム開 発 に治 る影響について述 べる。

'}勿 論
、 こ の シ ス デ ム 開 発 の 方 法 論 に つ い て は1・,ll・・19・6＼8年8月 に 発 刊 さ れ

た 非 常 に 詳 細 なP・PPガ イ・'ドラ イ ン・を 除 け ば 、.現 在 ま で:に 入 手 し た 資 料 は 甚

・だ 断 片 的 で あ1坑 セ れ を あ る程 度 、 正 確 に 解 説 す る た め に は そ の 発 展 過 程 の

.㍉ ク ・ グ ラ ン …ド'に関 ず る 知 識 が 必 要 で あ る 。.従 つt・(s'・・少 く と も.1960年

の 当 初 か ら の 国 防 省 、NASAご ・大 学 、-研 究 所 ご メ 一 丸 ・・コ ツ サ ル タ ン ト等

が ナ シ ョ ナ ル ・ プ ロ ジ'エ ク ジト を 計 画 開 発 し て 行 く過 程 で;如 何 に 機 能 的 に 関

1連 じ で 行 っ た か 、 ま た 、:・新 じ:い ア イ デ ア を 急 速 に 、 総 合 的'・(.lnt臼discip1・inary

ll主 な ・くぷン ス テA・ オ リエ ン テ ジ トで あ る か らMu1・ ・tidiscip'・:'1ina:ryで あ る)

必 収 集 す る た め 外 部 の 機 関(℃Ut∵df=】 論search)に 調 査 をGrant・ ま た は

66h't'垣ctじ ・た か 、`、ま』た は 、 内 部 の 専 属 の 機 関(Irhouse)L・ を 設1置 し た か 。

い つ れ に ぜ よ ひ と つ の 巨 大 ・複 雑 ・巨 額 な シ ス テ ム を 開 発 し て 行 ぐ た め の 構

造 系 、 主 体 系 、 技 術 系 、"環 境 系 、 資 金 系 の 諸 問 題 く 情 報 シ ス テ ム)が 同 時 に

クPス で 理 解 で き な け れ ば 真 の 計 画 系(Phaseの 問 題)の 問 題 も 当 然 理 解 で

き な い の で あ る 。 ㌃

壕 二た 、 時 間 的 に 見 た 場 合 、 シ ス テ ム 開 発 の 方 法 論 を 充 分 な デ ー タ を も つ て

述 べ る だ め1に はTVA計 画 の193・10年 代 、 マ ン ハ ヅ 劣 ン 計 画 の1940年

J代 、SAOE・ シ ス ・テ 為,・、:、国 防 計 画 の195・0年 代 ま で 当 然 、 遡 ら な け れ ば

1・{なら な い の で あ る が 、(少 く と も 、,1950年 の 後 半 、 国 防 省 設 置 時 代(陸 ・

海 ・空 軍 の 各 コ マ ン ド5・ コ ン ・トvP-rル が ウ エ ポ ン ・ シ ス テAの 開 発 の 必 要 性

か ら あ る 機 能 が 従 来 の 縦 割 りか ら 横 割 に 統 合 さ れ た 時 代)及 びNA'ISrAが 陸
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海 ・空 軍 の・aマ ン ド…一コ 若 ト、ロール.(‡940矩 榔)マ ンハ・ッタ ン計 画 は 陸

軍の 管 轄、 ゴ9'5・Ol年 代 の・sAG・E計 画は 空 軍 の 管轄)か ら完 全 に離…脱 し、

独立 のAgencyと して 設 笠 され た 当 時 に遡 ら な けれ ば な らな い。

しか し、NASAの システム開発 の方 法論は1968年 まで軍秘の ため資

料入手困難 綜転?表 が、ごよけ や く資料が不完 全なが らも出そろったので、 シ

ステム槻 溌ρ 方法論の発展過程をわず かの資料ががら:出来 るだけ関連づけて

フォローす る次第であ る。.

,
」
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第1章1960年 当初 か ら19168年 ま で の軍

[1及 びNASAに お け る シ ス テ ム開 発

、方 法 論 の 概 念 創 造か ら確 立 ま1で.、

1950年 代の後半及び19'60年 当初は米国の従来 の国防組織 及び機能

を一大改革 しよ うどす る思想が創造 された時代であ り(〆 ネゲ イ大統領、 マ

クナマ ラ国 防長 官 に よ り米 国 有史 以 来 の 陸 ・海 ・空 の機 能 的統 合:国 防 省 の

創 設、Randが 核 戦 争 に対 応 す る 国防 体 制 を提案)、 未 だ 現 在 の よ うな 明確

なシス テ ム開 発 の 方 法 論 は 解決 ・確 立 されて い な か っ た。

また 当時 として は 少 くと もビ ッグ ・プ ロジ ェ ク トであ るウ エ ポ ン ・シス ア

ムを 開発 して行 くた め に は、 イ)コ ンセ プシ ・ナル な 段 階 か ら最 終 作 業 まで

少 く と も5～7年 の 経過 を 要 し、 ロ)そ の時 代 の最 も革 新 的 な 技術 が適 用 さ

れ るべ きこ と(そ の 技 術 が 未 来 の もの で な くStateoftheArtで あ る こ

と)、 ハ)凡 て の 資材 ・資 金 、 マ ンパ ワー が その プ ロジ ェ ク トに必 要 な開発

と改 良 に限 定 され る べ き で あ り、 決 して 副産 物 を追 求 しな い こ と、 二)不 完

全 ・不 正 確 な情 報 を ベ ー ス に長 期 計 画 が たて られ る こ と、 ホ)政 府 、 産 業・

大学 、 コンサ ル タ ン ト、 研 究 所 が 相互 に援 助 す る こ と、 へ)予 期 しな い技術

的 困 難 及 び技 術 的 進 歩 の生 じる こ とを想 定 して 計画 及 び設 計 に弾 力 性 を もた

せ る こ と。 以 上 の よ うな 諸 条 件 が 前 提 で あ った。

さ らに 巨大 な ウ エ ポ ン ・シス テ ムを開発 す るた め には、 イ)技 術 の加 速化

時代 に おいて 敵 に リー ド ・タ イ ムを とれ る よ うなR&D計 画 を たて る こ と、

ロ)従 来 よ りは シス テ ム、 サ ブシス テ ム、 装 置、 部 品 の陳 腐 化 が早 くな る と

い う悪 条 件 が存 在 して い た こ と、 この2つ が また1950年 代 の ビ ッグ ・プ

ロジ ェ ク トに比 べ て1960年 代 の ビ ッグ ・プ ロジ ェ ク トを遂行 して行 くた

一・-1'68一
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め の ・前 提 条 件 で あ っ た 。 そ こ で こ の よ う な 条 件 を 完 全 に 満 す た め に は ビ リ

従 来 り 陸 ・海 ・空 軍 縦 割 り の リ ソ ー ス ・,ア ロ ケ ー シ ョ ン に よ る イツ ・プ ッ ト 育

カ テ ゴ:り ,一方 式 か ら 、 ウ エ ポ ン ・シ ス テ ム ・オ リ エ ン テ ツ ド の 横 割 り の 、リツ

ー ス ・ア ロ ケ ー シ ョ ン に よ る ア ウ ト ・ プ ッ ト ・ カ テ ゴ リ方 式 に 切 り変 え る こ

と、P・)縦 割 に も 横 割(Project・)'tlcも 双 方 に 使 用 で き る 共 通 の 分 子 を 設 定

・し
、 パ ッ ケ ー ジ 方 式 で ト ー タ ル ・シ ス テ ム を設 定 す る こ と 、 ハ)従 来 の 単 年

度 会 計 シ ス テ ム を5年 会 計 シ ス テ ム に 変 更 す る こ と。 以 上 の よ う な 新 し い コ

ン セ プ トが 必 要 と な 、り諾 こ こ に 、 ウ エ ポ ン ・ シ ス テ ム のR&Dに 関 し て 新 し

い 構 想(Nationa'1;orNtAi,'1'itaryNeed)が 要 求 さ れ て 来 た め セ あ る 。

し か し 、 当 時 、 構 想 的 な も の と し て 発 表 さ れ た も の は1960年 あ ソiパ

Electt'r'・icaiEngineering誌3月 号 「電 気 的 技 術 か ら み た 将 来1の1宇 宙 開

発 」 と 題 す る レ ポ ー 心 の 中 の 「ウ エ ポ ン ・ シ ス テ ム の 発 展 図 」 で は な 《・か と

考 え ら れ 、 こ れ が シ ス テ.ム開 発 の 方 法 論 に 関 す る 限 り 最 も 概 念 的 な 資 料 で あ

る が 、 こ の 時 に 近 代 的 シ ス テ ム 開 発 の 方 法 論 の 原 型 が 生 れ た の で あ っ た 。

NfAPON蕊Wssζ ぱ鋤び
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、以 上 の 如 、く 既 忙 宇 宙 開 発 と い う 前 代 未 聞 の 技 術 を 開 発 し て ゆ く場 合 の 方 法

論 が 、 技 術 に 関 す るR&Dの サ イ ドか ら 研 究 さ れ は じ め ら れ て い た の で あ つ

た。!例 え ば ぶAシ ス テ ム 、Bシ ス テ ム、Cシ ス テ ム そ れ ぞ れ 平 行 的 に 、 ま た

は 順 次 的 に 開 発 し て 行 く 場 合 、 そ の 概 念 設 定 、 予 備 設 計 、 例 外 的 プ ラ ン ト ・

デ2～ントv－製 造 ど い う"連1の サ イ ク ル を 如 何 に イ ン チ グ レ噂 ト し て 繰 り 返 し て

行 くか 、 さ ら に 、 各 シ ス テ ム に お け る マ テ リ ア ル の ス ペ ヅ ク 要 求 、 研 究 開 発

の サ イ ク ル を 同 じ く如 何 に イ ン テ タ レ ー トす る か 、 そ め 当 時 と し て は 己 の よ

う な 概 念 的 ス グ 々 ト ン を 作 成 す る こ と は 全 く 至 難 な 芸 で あ つ だ と 愚 才うれ る よ

即 ち 、1960年 度 初 の 頃 の シ ス テ ム 開 発 方 法 論 は 全 く 試 行 錯 誤 を 重 ね 洗 よ

うな も の で は な か っ た か と 思 わ れ る 。 、 ∵ ゼ.・,…

1962年 、 ナ シ 百 ナ ル ・Zド ノミン ス ・∫デ元ク ノ ロ1ジ ー=… マ ネ ー ジ メ1ン ト会

議 が 開 催 さ れ(F.EKast著SdenceヂTe'chnologyandMan已gement

参 照)、 過 去 に お け る マ ン ハ ッ・タ ン 計 画 の 反 省 と 共 に 、 陸 ・海 ・'空客 軍 に お

け るプ ロ ジ ェ ク ト及 びNASAの1ア ポ ロ.計 画 に 関 す る 批 判t討 議 が 行 な わ れ

こ こ で 如 何 に ナ シ ョ ナ ル ・プ ロ ジ ェ ク ト を 遂 行 し て 行 く上 で シ ス テ ム ズ ・マ

ネ ー ジ メ ン ト(SystemsManagementisprimarilyamanagerial

andorganizationalconceptadaptingthesefivemanagerial

functionstocomplexinterfunctionalandinterorganizational

relationships)が 重 要 か 、 さ ら に 巨 大 ・複 雑 な シ ス テ ム を 開 発 し て 行 く

段 階 で 如 何 に 製 造 の 前 段 階 でSystemsEngineering(以 下SEと 記 す)が

基 本 的 に 重 要 な も の で あ る か が 認 め ら れ た の で あ る。 さ ら に 、 こ の 会 議 で は

国 家 が ビ ッ グ'プPジ ェ ク トを 開 発 し て 行 く場 合 のSystemsEngineering

TechnicalDirectionを ど こ の 機 関 に や ら せ る の か 、 そ の 役 割 、 重 要 性

も検 討 さ れ た の で あ っ た 。(宇 宙 開 発 の 場 合 はTRWのSpaceTechnology
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`

Labが これ を担 当)

従 っ て、1962～63年 当 時は 、 一 方 に資金 系 の 問題==PPBS→ 予 算

の獲 得 、他 に主 体 系 の 問題==NASAと い う新 しいAgencyの 創 立
、 宇 宙 開

発 に おけ る基 本 的 な構 造 系 の 問 題、 さ らに技 術=材 料 ・資料 等 のMaterials

系 の 問題 等 が錯 綜 した が、 基 本 的 には 計画 系 の 問題 よ りは構 造 系、 技術 系 の

問題 の 解 決 が先 行 した こ とは 止 む を得 な か った もの と考 え ら。

ち よ うど・ そ の 当 時、 ナ シ ョナル ・ニ ー ズ の問 題 解決 と して 従 来 の技 術 予

測 と異 な り、 もっ とノー マチ ブ=ゴ ール ・オ リエ ン テ ッ トの構 想 の 下 に、

1962～72年 の10カ 年 の航 空 宇 宙 に関 す る技 術 が如 何 に変 化 して行 く

か の予 測 が 要 求 され た の で あ っ た。AIA発 刊 の 「1962～1972

AerospaceTechnicalForecast」 に よれ ば イ)環 境 ロ)シ ス テ ム

ハ)プ ・パル ソン ニ)資 材 ・材 料
、 ホ)シ ス テ ム部 品 へ)地 上 保 守装 置

ト)製 造 プ ロセ ス チ)検 査 試 験等 構 造 系 の問題 の長 期予 測 が
、 ま さに先 決

条件 と して な され た。

勿 論 この時 代 か ら未 来 技 術 に関 す る 量的、 質 的予 測 の 整備 と共 に、 概 念 的

な方 法 論 か ら実現 可 能 な方 法 論 が確 立 され は じめた ので あ っ た。 そ の 内容 と

して は・ シス テ ム開 発 を イ)基 礎 研究 →応 用 研究 → ア ドバ ンス 技 術 →技 術

的 な 可能 性 → シス テ ム ・コン セ プ ト→ 設 計 可能 性 → 開 発 及 び 品 質材 料 の ス ペ

ック設 定 → シス テ ム要 求 の決 定 → 製 造 → 変 更 改 良→ フ ェー ズ ・ア ウ トとい つ

た順 序 で 述 べ られ て お り、 大 体 シス テ ム の概 念 設 定 か ら フ ェ_ズ ・ア ウ トま

で の 期間 を通 常5年 ～7年 位 と想 定 して い る。
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し か し、.1g・ ・63・'㌣:64年 に か ・け て 、、・・国 防 省 内・の 陸 軍 ρCC;」.18⊂41.、0

(Comma・nd・,&、Con't'・rolInformationsystemr・ 繊 ゼご海 軍 の ・ρ、q}C、S

(Command&.ControlCo㎜unication),.空 軍 の シ ス テ ム ・ コ マ ン ド ・

37.5セ リ ー ズ 等 各 車 に お い て シ ス テ ム 開 発 の 方 法 論 が 検 討 ・具 体 化 さ れ る

と と も に 、 国 防 省 に お い て も ウ エ ポ ン ・シ ス テ ム 開 発 の 段 階 に お い て 、RF

P以 前 に 充 分 な 調 査 研 究 の 必 要 性 が 認 識 さ れ る と 共 に 、 そ れ に 伴 う 組 織 変 更

が.な さ れ た の で あ っ た 。

ま ず 、 国 防 省 は 近 代 的 なNationalMilitaryCommandSystem(N

MCS『)を 達 成 す る た め 、 国 防 長 官 の 下 にDirectorofDefenseResearch

&Engineering(.DDR&E:一 そ の 機 能 はResponsibleforPolicy

guidance,technicaldirection,allocationofimplementation

FACs,reviewofimplementationandtechnical

plans,budgetfundingControlで あ る 。)が 設 置 さ れ 、 プ ロ ジ ェ ク

ト ・ プ ロ ポ ー ザ ル のSystemrequirementを こ こ でcheckし 、 形 式 化 す

る と 共 に 、 そ の 技 術 的 評 価 はWeaponSystemEvaluationGroup(W

SEP)に 担 当 ・・さ・せ 、 ま た 、 こ のWSEGの テ ク ニ カ ル ・ ア シ ス タ ン ト と し

てNon-pro.fi・.t・ のInstituteofDefenseAnalysisが 設 置 さ れ た の

で あ っ た 。

そ こ で 国 防 省 と ・し て は 広 範 、 複 雑 な 各 軍 の 司 令 を 自 動 的 に コ ン ト ロ ー ル す

る コ ン ピ ュ ー タ ・デ ザ イ ン 及 び ソ フ トウ エ ア ー の 標 準 化 、 他 方 、 技 術 革 新 時

代 に お い て シ ス テ ム ・ パ ー フ オ マ ン ス 及 び コ ス ト ・パ ー フ ォ マ ン ス を 考 え た

シ ス テ ム を 開 発 し て 行 く た め に は 、 ま ず 、 新 し い プ ロ ジ ェ ク トを 開 発 し て 行

く 以 前 に 、 ま ず 、 完 全 なSystemFormulation及 びSystemDefinition

の 研 究 を 厳 格 に し な け れ ば な ら ぬ こ と を 認 め た。
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例 え ば、 国 防 省 のシ ス テ ム開 発 の 方 法 論 を み で も既 に今 日の システ ム・問 罪

の方 法 論の 原 型 は こめ 当 時 か ら開 始 され て お り、 新 しい概 念及 び 軍事 的 要 求

か ら→次 に コンセ プ シ ョナル 研 究 に入 り→ この段 階 で技術 的 研 究 が 介 入 し→

次 に実現可 能 な調 査Lレ この 段 階 で詳 細 な 設 計及 び シ ステ ム ・ア ナ リシス が行

}な われ →次 に軍 事 的価 値 に つ いて の シ ス テム 効果 とρ 入 ド効 果 が チ
ェ ック さ

エれ
、 最 後 に シ、ス テム を各 モ デ ュ ール ・エ レメ ン トで機 能 的 にパ ッケ ニ ジ され

オ ペ レー シ ョンの段 階 に入 るの で あ る。

また・ 陸 軍の」CCCSの 醗 方 法 論 なみてrも・ 単 な る方 法 論 だ願 解 決 で

な ぐゴ 最 終 製品、一関連 機 関、 シス テ込7こ,・、エ ンジ ニヤ.リン グ との関 係 等 シス

テ ム開 発 が単 に概 念 的 で あ っ た 当 時 に比 べ で 非鵠 に現 実的 な もの にな っ1て来

た 。'1い'・1ユ19・
.:・t.i

し か ・し・ こ の1 .♀63年 ひ β.4年 にか け て 各 軍 の シ ス テ み 開 発 のifg法 論 が

相 互 に 関 係 し、.統 ÷ 化 の 方 向 に 向 き は じ め た こ と は 注 目1す ぺ ぎ で あ りv,

BuSiness・Week,誌1967・:年2月18日 号 は 次 の 如 く述 べ て い る 。1 . ,

「1963年 、 空 軍 の シ ス テ ムt・ コ マ1ン ドはConf'igulatL↓ 鱒 …Manag㎝ent

に 関 レ 頂 最 初 の 政 府 正 式 文 章 を 公 表 し た。 ・'"t.一 、:',1

しか しζ そ の 後 こ れ を 実 施 し た 後 、:L96・ ・4年 に 再 び こ れ を 改 正 し た6
.同

年 い 陸 軍 の ヤ テ刃 エ ル ■・コ マ ン ド・は 空 軍 と は 全 く異 っ た7プ 司 τ 活 に よ りqi

ン「J.ラィ ギ ア「妬 イ シ・・ヨ ン 政 策 を 開 発 し た 。』し か し後 日 国 防 省 は あ る 統Fの と れ
,

た ア ブin－ チ を 開 発 す る こ と.に ふ み 切 っ た 。 や や ・し ば ら く し て
、NASA}ち

ア ポ ロ ・ プ ・ グ ラ ム の た め に 空 軍 改 良 型 シ ス テ ム を 採 用 し
、 海 軍 は 標 準 化 峰

関 す る 文 章 を 開 発 す る こ と な し に そ の 契 約 の 中 に コ ン フ ィ ギ ュ レ イらシ ヨ'ン 竺

リ ク ア イ ア メ ン トを 挿 入 し た 。tttt./
.;

19'67・'年 ま で 国 防 省 は 統 一 政 策 に つ い て 作 業 を 完 了 し て い な か つ た 。・陸

一175「



軍 は そ れ 自 身 の ジ ス テ ム を 実 施 中 で あ っ た が 、 実 際 、 司 会 官 各 自 はi不 統 一 な

方 式 で 進 行 し た 。 し か し 空 軍 は ハ ー ド ウ エ ア 及 び 電 子 計 算 機 の プ ロ グ ラ ム や

磁 気 テ ー プ ・ レ コ ー ダ に 至 る ソ フ ト ウ エ ア に ま で ・ ン フ ィ ギ ュ レ イ 漏 乏

マ ネLジ メ ン ト ・シ ス テ ム を 拡 大 し よ う と し た 。NAS・Aは 空 軍 か ら お そ わ

っ た 最 初 の ア ポ 白`プ ロ グ ラ ム ・ レ キ ュ メ ン ト と 全 く 異 な る エ イ1ジ エ ン シ 『一

全 般 に 亘 る コ ゾ ラ ィ ギ ュ レ ィ シ ョ ン ・マ ネ ー ジ メ ン ト'シ ス テ ム'を採 用 す る

方 向 に 傾 い た 」

1以 」き述 べ た 如 く
、 米 国 の シ ス テ ム 開 発 の 方 法 論 、 大 き く い え ぱ 情 報 シ ス テ

ム は 一潮 一 夕 で 完 成 さ れ た も の で な く、 か く の 如 く 実 に ト ラ イ ヤ ル ・ア ン ド

'⇒ ラ;← を 経 験 し な が ら 完 成 に 向 っ て 行 っ た の で あ る

し か し 、1966年 空 軍 の シ ス テ ム 開 発 の 方 法 論 がGPOか ら 正 式 に

「A途Fδr蛭sこSystemsCommandManua1,'AFS(N375-5・Sy'st'ems

E。gi。 。・品9'吻ag・mentP・ ・ced・ ・es・Sy・t卵 、臨 ・・9epte・ ・ 」 …

(但 し 資*妹 入 手)と し て 発 表 さ れ ・て 以 来 、 軍 秘 に な つ て い た'治 テ吟 鰯 ε

の 詳.細 な 方 法 論 が や っ と 一 般 に 公 開 さ れ た の で あ る 。,.・[・ 一!

続 い て 、1967年7月IEEET・a・ ・acti・n・ ・n・'・"Sy・t・m・'.S・i…e

::益Cybernetics誌 にN・LごGe}bwaks氏 が 「AFSCM375-5,asa

Methodol;6gyforSystemsManagement」 を 発 表 、 ま た 、1.968.年

G・A・'S鰺ln・ ・ 氏 が1・d・ ・t・i・1P・ ・j・'・・ ㎜nag・m・ ・t醗 刊 ・ そ の

附 録`徒A'FのSy,t・mM…g・m・ ・t(・AF375-・ …zl1963年Ai・F・ ・ce

R。gUl。ti。nl'i.N。,3757・ とtて 既 に375-5三 の 原 型 が 発 表 さ れ てL'る ・)

及 び:N・ASAのProjee㊦ ≒蘭 ざざagement力 琴簡 単 に 遠駆く▲ら れ て い る。 こ のllイボ ・

ニピ

_ト に よ り、 よ うや く 一 般 国 民 にNA's…Aの シ ス テ ム 開 発 に 関 す る 資 料 が 入

1手 で き・る・よ う に な つ た の で は諏 い か ど考 え る(・49't68・ 年8月N'AS(AはP

'・善17}6一

禽
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PP.Guidelinc:C;.を 発 表 し た こ と に 注 目)・ ・ttt.

パ 注:nsAG耳 シ.ス テ ム に 関 す る シ ス テ ム 開 発 の 方 法 論(『 ぷ

こ れ は 当 時 、・軍 秘 の た め 発 表 さ れ な か っ た が 、・1・967年H・Sackman

氏 がqomputers・,.SystemSci、ences,、 ・.a頭Evolving.Gqciety

を 発 刊 し 一 応 そ の 中 でSAGEシ ス テ ム の 開 発 方 法 論 が 大 き く 紹 介

.さ れ た 。,.,,… 、、ll.,:'..1.._,..・ ∵..∴,.∴ ∵ 、 ノ.

,そ の 内 容 はSystCmdefi・n・it,ionr→sy .s,temlφesign-r∵..

・Progr・a甲 『'己eS、.i.gn-・ ・ProgramProduction→Prod.u9.tion・

Test・ → .Sup ,.pg.ゾ1.♀pera・f、iOn,…f'.romWeI,1wo.r,th・1965年 と

発 表 さ.れ て .い 為 ゴ 、、,..,.』、..,,,

そ の 後 、196i9.年 に は .§…ys,temsOτganizationiAnalysis,

.Man,agβment,、,lA.Bogkqf.Readingi,,第11章Defense.Systems

Management:37ミ,、SCTi ,esと 題 し 〉<氾.J.Morrison.民 力;詳 細 に 空 軍 の

,シ.ス テ ム.開 発 方 法 論 を 紹 介 し た 。 .、1川1.

さ ら に 、 一 般 技 術 雑 誌Electronics誌 も1969年4月2.8,日 ・号 に お い

、てi「Syst.emEngineeri、ngiJ・ の 項 でWhatis…aSystemApp・roach?t:

Itl・is・t,henameof、game」 と 題.し て 一 般 に わ か ・り や す く シ ス テ ム 開 発 の

方 法 論 を 述 べ て い る 。 、』 ・・…:川 ・.

ま た 、1970年 、HarvardBusiness:Bev・iew誌 も4月 号 に お い て シ

ス テ ム 開 発 の 方 法 論 を カ ス ト マ 側 と コ ン ト:ラ ク 方 の 側 か ら 詳 細 に 述 べ て い る 。

以 上 の 如 、く 、 空 軍 の シ ス テ みr・ コ マ ン ド の た め の 方 法 論 が 、1、9・、68年 以 後

世 上 に 特 に 一 般 化 さ れ た ・が い こ れ は そ の 概 念 か ら 完 成 ま で に 斑 年 毒=要 し 、 そ

の 目 的 は 技 術 の 開 発 が シ ス テ 込 の 研 究 段 階 、 設 計 、 製 造 三 保 守 、、㌧玄訓 練 、・.サ ボ:

パrト 全 体 に 亘 る ト ー タiル ・ シ2テ ム を 目 的 ど し て お り 、,そ の メ リ ッ ト は シ ス

一177-一



テ ム の パ ー フ ォ マ ン ス 及 び デ ザ イ ン の ス ペ ッ ク が シ ス テ ム ・・'デ ア イ1ざ ツ ジ 〔'i

ン(PhaseB)め 前 の 段 階 に お い て 完 全 に 開 発 さ れ て い る と ε∴ 空 軍 の 政 策

と し て は 将 来 、;1シス テ ム ・ プ ロ グ ラ ム 及・び フ石ジ▲クポを 開 発 し て 行 く・場 合 、,こ

れ に 対 し て エ ソ ジ 己 ヤ リ ン グ ・マ ネ ー ジ メ ン トら・ス タ ン ダ・エ ドiを1適用 し よ う

と す る こ と で あ つ た 。'i㌧ ・"i'口 ごトロ 』ilt/tt

こ のAFSCMの 基 本 的 な コ ン セ プ トはPTogramPackag6Concept・

(一 般 に はMod'uleConceptと 同 じ)で あ り三1国 防1省1あ}TotalPackage

ProcUre這e6『i1と 密 接 な 関 ・係を も つ て い る 。=そ の 構 成 は 下 記 が ら'fiり

AFSdMも75・r・ ・C。nf'ig。1。ti。n・ ・噛 。、g。m。 。・い;・1'/'":'li

』㌦1＼ …'

3175-・S,。,。mP,。g_。ff、dε ・迦0ム1・=・ ジ

〃375-4 .Sy・ざt。mP,。g癒Mぼ 。agε ㎡6ht・'一/

〃:…3…7・-5
.・ISy,t。inE。gi・ ・ee蜘 嘗 蜘a⊆ 。'm。。t・P・t。ced。,e,

・'`!'b:7『5-・Dll。e1。pm,。,痂 ・gih,…d・ ・i・hg・`・;

〃5ず6』L'・M。nag。m。 。 、 。,σ δ。・t・ぷ 、・b・ゆ5・,・aandR,p。,、

ま た 、Phaseの 構 成 は 下 記 の 通 り ・で あ る'。;・.//'l」:)`'1…∵ili=.'☆iOillli・1'

・、'}

Phase

Phase

Phase∬(AcquisitionPhase)

弓1い
OIC・ncept・ ・lph・ ・e):・t6・'d℃lfine・a:9・ ・y・t・m・ ・nceptth・t

・ati・ ・句 ・p。 ・ti・ 。1・,6blect・i・le。rreq。i・,em・ 。t・hd

thatisconsideredfeasibleinterms:;・6・f.∵'PT'e't・fOtmance,

cost,ahds、ched・uleili:・ ・…・:・・1・'・,.:19、

1(Definitionp'has'1e)こ こ:`tofurtheranaiyiz6』 ∵自hd∵d:eif':in・e・ ♪':

this.concepton.'af、.、totalsy'stembasisi;:ま"to・f注:C《 互山i.11・hte

lowrisk';acquisiti61江:袖n』anincentive・basis..::1二 静^1:三]..lli'

ロ ベド ニご コ ン 　 　 セ 　

;:t;0'design,Produce,a目 《まlitest

thesystemin・i-a・ 、.ti"meli'yandeconomicmann6… オ も'・t'61pride

-1・7'8一

楡

●
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'田 田
a'i[".ecessa,y`6・ 。aff・ 。 ・。。 、S,,,。m,6、h。 。。 、。g・

・∨ 溺.・ ㌔6
㎜ 。.。d・

Ph・ ・e皿(OP・ ・at'i-・nPh・ ・e):b・h・ ・,a。dt、1。ceth。,y,t。min

use←.

=一 一 器i謬 』1篇i慧'襟i;1
ROC/RAD

{・Sy・ ・?・1・v・1

●Cのcept

feasibility

、・Ph。、品'

iも 三驚9「ld 、

OPTDP;

ROC=Requiredoperetioncapab五lity

推 瓢鰍 隠 隠1㌫,㎞㍑難 鶯
。、

illi}隠1限ion

ムnegウtietionP
rogramrequiremen!s

baseline

ODeteildesig【

el'3b:ication

●Oper巴tionai1」3e

ODepioyment

…

|

ム ム
Desig㍑ll㌃ 　 tsP「 ㌔ 蕊 … ・…

空軍 コマン ド・コン トロール システム ・プ ロジェク ト開発 の際のシステム ・ライフ ・サイ クル

こ の1-966年 のAFSCM375セ リー ズ め 発 表 以 後2年 を 経 て
、1968

年8月NA.SAのPPPGuidelinesが 発 表 さ れ た 訳 で あ り、 従 っ て 時 期

的 に 見 た 場 合 、NASAの シ ス テ ム 開 発 方 法 論 は 、 た と えSingleobject

の も の と は い え 内 容 的 に は 従 来 の も の よ り一 応 完 全 な も の だ と 考 え る 次 第 で

あ る 。

一 応
、.概 略 な が らAFSCM375セ リー ズ の 概 要 を 示 し た が 、 前 述 し た

_i茜 二
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:i例 え ば 、 第1段 階 に つ い て はNASAで はPha§eAと い い 、 国 防 省 ・空

軍 で はPhaseOで 示 さ れ 、 ま た 、 ・陸 軍 ・海 軍 も 名 称 こ そ 異 っ て い て も 内 容

は 異 づvて い な い よ う に 見 ら れ るa
..、・,しか る に 、 第 、2段 階 の、ProjeptDefinition、

の 段 階 に 関 し て は 、,NASA、 国 防 省 、 空 軍 、 陸 軍 も 海 軍 多 少 異 っ て い る 状

態 で あ る 。 、・'.t・ .・,・ ・一 、 ・,s.

こ れ は 特 に コ ン ト ラ タ ー の 立 場 か ら 見 た 場 合 、・重 要 な こ と で 、 シ ン ク ・タ

ン ク の 場 合 と シ ス テ ム ズ ・エ ン ジ ニ ヤ リ ン グ専 門 企 業 の 場 合 と で は 全 く立 場

が 異 な る の で あ る。、例 、え ぱ 、.第 ユ 段 階 のProjectのIConceptlformulation

及 び そ れ 以 前 の 段 階 、 例 え 、ぱThrea ,t&1probl・-emdef.i・nj・tion,Pollicy

Analysis,Conceptualstudiesの 段 階 は 主 に 大 学 ま た:は シ ン ク ・ タ ン

ク に 調 査 がGrantさ れ る か 、・ま た はIn,-house、 の 機 関 が こ れ を 担 当 す る の

で あ る。 し か る に 、 第 ・2段 階 のProgramDefinitilon .に 該 、当 す るt .lt'

Operationalsystemdesi)gn・andanalysis及1びSyste血engineering

anddevelopmentは.Compe、ti'tive(拍urcese'1ec・t・fonで あ ・り
、 ま た

Contractnegotiationで あ り 、 か っ 、developinentgo-ahead

approach..で あ り 、 従 っ て こ の 段 階 は 民 間 ・コ1ン.ト ラ ク タ ー 特 に 、・シ ス テ ム ズ

・エ ン ジ ヤ リン グ企業(メ ← カの場 合 もシス テ ム開発 一 貫会 社は 当 然 これ に

含 まれ る)に とって は 一 番 競争 の 甚 しい所 で あ り、 また一番 重要 な、Phase

で.もあ る訳 で あ る。 このPhaseの 契 約 を とるか 否 か は シス テ ムズ ・エ ンジ

ニ ヤ リン グ企 業 に とっ て決 定 的 な事 実 であ る と共 に
、 また、 カス トマ ー に と

つて もシス テ ム開発 の期 間 を よ り早 く進 捗 出来 る か否 かは 実 に このSEの 結

果 如何 に よっ て い るか ら、 双 方 に とっ て 重要 なPhaseと い わ ざ るを得 ない。

こ こ にNASA、 国防 省、 空 軍 、 陸 軍、 海軍 そ れ ぞ れ 部 内の 事 情 に よ りPhase

の 内容 、 区 分 の相 違 が 存在 す る もの と考 え る。
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この よ うに シ ス テ ム開 発 の同 じ方 法 論 で もNASA、 国 防 省 、 空軍 等 で 特

Va・aS、iwaのS,,、 。m、 。f'、。、,、。。 の 酬 のPt分 』 つ て い る ・ば て

そ れ で は 今 回 めProjectManagemen『tSurveyT6'h'mの 調 査 の 結 果 如 何

と い う こ と に な る と、 果 し てDOT・HUDと で は 各ig+ぞ れ ぞ 才じの シ 』ス テ ム 開

発 の 方 法 論 を 現 在 開 発 中 で あ る が 、 や は り、HUD(住 宅 都 市 開 発 省)はNA

SAの 影 響 を 多 少 受 け て い る が 、DOT(運 輸 省)はHUDと 異 なiづ 、 や や

複 雑 なPhaseの 形 を 採 用 して い る。 例 え ば 、

PhaseIPreliminaryAnalysis,syst6mDefinition

ベ シ
Pha6.efi£dgineeringPrototype,Design,Development,Test

Evaluation

Phase麗Oper弓tionalproductionPrototype

≒Ph・ ・迦Ufb・ ・
.D・m・ 竺1廿a亘1煕 一&Evaluation-

ll竃pb・ 草VP興 「amo瞬at極 ・顛Plementation

[E・い うよ うにや やNWSAのPPPと はPhaseの 内容 が異 な る よ.うで あ る。
　じ

　
ふ 　コ オコ ド　 コ コ

(報 告 書 第2部 訪 問機 関 別調 査4.運 輸省 め項 参 照,)

また、HUDの シス テ ム開 発 官 は かつ て のNASAのZ旦 ジ ェ ク'ト開発 担

当官 で あ っ だ とい われ る が、 結果 的 にぽNASAの よ5,1な 技 術 オ リエ シテ ツ

トのSingleobbj,ect¢ ～囲 発方 法論 を その ま ま採用 で きな く、 現 在、Mユltiー

コ ト

ロ ト

objectのCivi1--oriefi'{6"dの 方 法 論 を 研 究 ・検 討 中 で は な い ・か と 考 え,ら

れ る 。'
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第2章 プ ロ ジ ェ ク ト 開 発 に お け る シ ス テ ム ズ

エ ン ジ ニ ヤ リ ン グ(SE)の 今 後 の 問 題 点

前 述 の 如 く プ ロ ジ ェ ク ト開 発 に お い て 最 も 重 要 な 箇 所 は 第2Phaseの

SystemDefi血itionのSE'の 場 所 で あ る と カ ス トマ ー も コ ン ト ラ ク タ ー

双 方 考 え て い た が 、 最 近 の レ ポ ー トに よ れ ばsEと い う も の を シ ス テ ム 開 発

全 体 の 中 で 把 握 す る 新 し い 傾 向 が 示 さ れ て 来 た の で あ る。 従 っ て 問 題 はSE

の 今 後 の 新 し い 方 向 は 従 来 の 第1段 階 の'Conceptformulotion及 び そ れ

以 前 の 段 階 を 含 むConceptEngineeringか 、 ま た は 第2段 階 のSystem

definitionの 中 のSEか 、 ま た は 最 終 のSupportEngineeringと い う

新 し いSEの 部 門 『か 、 今 後 は 何 れ のSEの 部 門 が 大 き く 開 発 さ れ て 来 る か 、

こ れ が 大 き な 問 題 で あ る 。

例 え ば 前 述 の 陸 軍 のcccS開 発 サ イ ク ル ↓(お い て もSEは 第1Phase

のDefinitionofsystenoperationalrequirement,第2Phase

のDeterminati.onoffunctionalrequirement,第3PhaseのProgram

definitionandpreliminary .design,第4PhaseのDedailed'

designandmanufactu.re,第5PhaseのAcceptancetesting

and'operationalevalua・tionofsystem,第6PhaseのDeployment

and.operationalutillization・ と い う よ う に 、 そ れ ぞ れ 全 体 のPhase

に 該 当 し て お り、 決 し て 第2Phaseの み に 規 定 さ れ て い な い 状 態 で あ る 。

ま た 、 最 近 、 来 日 し た バ ッ テ ル 研 究 所,の ハ ウ ス 博 士 のDevelopmentof

aUnifiedSystemsEng輌neeringApproach(今 後 の 巨 大 ・複 雑 な

シ ス テ ム 開 発 に 対 す る 統 一 的 なSEの}方 法 論 の 開 発)に よ れ ば 、SEに は7

つ の ス テ ッ プ が あ り、 次 の 如 く あ げ ら'れ て い る。1)Problemdefinition,

2)Valuesystemdesign,3).,Sys"t・smsynthesis,4)SystemAnalysis,
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少 くと も両 者 ど もConC廟tの 段 階 か ら憤foduction以 前 の段 階 まで をS

Eの 対 象 して い る こ とは 今 後 の 新 し、18訪 動 向 を 示す もの と考 え ら抽 。

第2の 問題はCon'cePfDngineerin9の 問題 であ る。 即 ち、 最運 ぶ 問題

規 きれぞ 蘇 る ナ シ ョナル ・=一一ヅま1だ{まソジ ジリレ ・二 一 ヅ と研 究 開発 φ相 互

関 係 あ 簡題 で あ るが、 これ は と り もな お きず最 近 の 問題 視 され て小 る社会 シ

ステ ムの公 害、 総 合 輸送 、 都 市 開発、 総合 エ ネル ギ]等 巨大 ・複雑 ジス テ ム

の開 発 におけ る'Conc .e,ptFormulationlの 前 段 階ぶ 即 ち、Threat&

Problerhsolvingi,、.PoliCyAnalysisan'dconc'6ptualsltudyの

酬 で あ る.一 あ る 論 者 、 例 え ば,RCAのH・J:W・t・'・t・i・ 氏 は

"1
。t・,di・cipli,naryA・pect・fE・gi・e'e:・i・g,TheEn加 ・nme'・t

ofConceptEngineering"と 題 し て 従 来 のHardware中 心 の

E・gineefihgに 対 し て 全 くS・f・w・ ・e中'岬 ち ・P・ ・blemSolv恒9の

.Engin .ee・i'・gの 必 要 性 を 強 調 し て い る ・"一:

事 実 、、現 在 寸 米 国 の シ ン ク ・タ ン ク、 技 術 コ ン サ ル タ ン,ト・ 社 会 問 題 専 門
シ トマ

ミ

研究所等 に耀け る主 な調査 テーマは未来社会 にお まる構造 問題 とGoal-i

orien恒dな 技術予測(特 に最近セ トilン氏 が これを強調 している)と ソシ

ャ ル.二 一 ヅ の 問 題 解 決 で あ る 。'.パ

トぶ モ

'`'"//r

.'ill.・ 一.、i

t
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・ 現'に ぶ 社 会 シ ス テ 返 に 関 す る 基 礎 的 調 査 に つ い て は 米 国 の 政 府 側 と し て は

NationalScienceFoundationは 昨 年 、 議 会 にIRRPO .S,L(t・1…

(lnterdisciprinaryResearch、Reievant・'foPrσble飴sl ,ofIe"ur

S6C・i・ety)に 関 す る 予 算 要 求 を 行 な い(11・970年 会 計 年 度 に お い てtl300

万 弗 、1970年E6000万 弗)(参 照Statleme耐Iof ,Dr・JoelA.Snow,

ActingHead・officeofInter由scipliria'r・y; ,Res'ea'rch,National

Sci'enceFσun(tJatiion,"BelfocetheSubcommitteeofScience
,

Research,aびd'De岨 輌ent,Co㎜itteeonSc・1ien'ceand

A・t・ ・n・utic"s噛,』He'ti・e・fR・p・e,ent・ti。 。',.F',b. ,・1970)㌧tl

lまた
・ 「N・t'・id'i・alAcad・my・fS・i・ ・ce(NAS)の 報 告Techn・1。gy

:ProcessesofAssessmentandChoiceは1969年7月NAS

所 属 の 科 学 公 共 政 策 委 員 会 か ら ア メIYt:力 議 会 下 院 科 学 ・航 空 宇 宙 委 員 会 に 提

出 さ れ た も の で あ り、 社 会 公 害 ・技 術 公 害 に 関 し て 国 家 は い か な る 科 学 技 術

政 策 を ・ど る ぺ き.か に応 え た 最 初 の 報 告 で あ る。

.米 国 の 議 会 は 学 会 の 議 論 を 議 会 内{に 反 映 さ ぜ る 必 要 を 感 じ
、,種 々 の 公 聴 会

に 学 者 を 動 員 し て い る が 、 恒 久 的 な 科 学 技 術 政 策 諮 問 の 必 要 性 か ・ら49・63

年12月 、 下 院 の 科 学 航 空 宇 宙 委 員 会 ,とNA.「S・A・'と:の 間 に 契 約 が 結 ば れ1た の

で あ る 。'そ'め 契 約'VL$gい た 最 初 の 報 告 は"基 礎 研 究 一と 国 家 目 標(196・5年

3月 ・)"で あ り、 つ.L'く 報 告 が"応 用 科 学 と 技 術 の進 歩"(19'67年 、7月)

で あ り、 本 報 告'技 術:評 価 と 選 択 の過 程(ltgi69年7月)は そ れ ら に

つ づ く 第3の 報 告 で あ る 」(電 子 協 月'報Lglτ0年4 .月 号 よ り 引 用 。) .

一 ・1さら に 産 業 界 で はR&Dの 第1人 者'バ ヅ テ ル 研 究 所(醗onσmieSa
nd

Socio-ec面omicForecasts) 、IBM《,Socio－Economiδril'Pol:ilt・i.co

Input-Outputtable)大 学 で はMI・T(SocialIndicato・r)等 が 既 に

一一189-一



社会システ今の開発 に際 して技術 を如何 に適用 して行 く場合 の関連及禁優先

順 位 を 研 究 中 で あ る。 .、 、.パ ペ

特 に 、 注 目 す べ ぎ は バ ー!ミ ー ド大 学 が1,,,BMか ら グ ラ ン トに よ り ・∫,日

"H・ ・v・・dU・i・ ・r・ityP・ ・g・am・nTech・ ・1・gy・ ・dS・ci・ty'{を

発 刊 し て お り、 第4部Technology,.r,andPolicy第2章Technology

apdGovemin9に は 前 述 に 関 す る 良 書 が 多 く 選 出 さ れ て い る。

以 上 述 べ た よ う に 、 シ ス テ ム 開 発 の 方 法 論 は ハ ー ドウ エ ア ・ ソ フ トウ エ ア

の ス ペ ッ ク を 中 心 に し た 第2段 階 のSE中 心 的 な 考 え 方 か ら 、Concept
　　どト　 コ ド 　

Formnlation及 び それ以 前 の段 階 に そ の重 要 性 が やや移 行 して来 た 感 が あ

る。 ζ こ に大 学 及 び 真6ソ シ ャル ・シス テ 李 ・コ ンサ ル タン トが 今 後活 躍 す

る 余 地 が 大 き く 存 在 す る も の と 考 え ら れ る。 、,、.

初嵐 』9月 ・米㌍ 開継 れた第25嘩CM木 会1醐 凝

(、、この大 会 の 特 徴 は 従 来、 電 子 計算機 中 心 の会議 で あ っ た が、 この会 議 碍 お
・、 ノ

いて 初 めて 社 会 シス テ ムの問 題 が 主 テー マ に な り大 き く転換 した)..出 席者、

ス ピー カの 殆 ん どが 関連 の 省 か都 市 の役 人 、 都 市 関 係 の 職 員、 大 学 り 教授、

・・ンサルタン ・蹴 照 り・ メーカ}ま殆ん 獺 を出 していない状態で鱒 三

以 上 がSEtlc関 す る惣 噛 しい動向で ある・ ∵パ
、三

第3のSEに 関 す る新 しい 動 きは、 今 後 シス テ ムが 巨大 化 、 複雑 化 され る

に 従 っ てS・ ・t　 Ef{r;頸ness及 びCostEffectiveness頭 か ら

M・i・t…nceE,・gineeri・gま た は1・ ・pP・rtE・ginee・i・g(S・pP・ ・t
ち ゴ

T・a鱒 ・ 輪 熱 る)の 幽 ・湖 され蘇 るものと誤 る・ ある会社
　 ミト ト

は・ ・ れ障 鵬S・ … ⊇ ・g・nee↑i・ …pP…tと よん で い る力鴻 在・

米 国 で は 航 空宇 宙 ・鱗 の方 唾 嘩 て.企業 化 され・ 倣 ぱVit・ ・社 は そ の

ス ・ 一 ガ .ン と し でT・ 琴・・S・ ・・…1',t・S・ ・vi・ ・1'ttと し て い る …

一 旦
、o`一

?
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●

今 後 、 この 問題 ば 総合 都 市 開発 シス テ ム、 総 合 輸送 ジス テ ム、 総合 医療 シス

テム等 の 開発 の過 程 で必 らず や お きて来 る もの と考 え られ る。

◎ シス テ ム開 発 の方 法 論(ま たはR&Dの 計画化)の 統一 化

今 回 のProjectManagementSurvey調 査 団 の大 きな 副産 物 と して 出て

来 た の が、 今 後 の ソシ ャル ・シス テ ム の開 発 にお いてDoiHUD,NIH,

海 洋 担 当 局 笠 がNASA及 び 国 防省 、t'空軍 が ビ ジグ プ ゴジ ェク トの 開 発 の 過

程 で得 た方 法 論(米 国 でば1これ をMムicrσS'yl'i'eiri:iた 対 す るSystem

Engineeringと もvi・・う;(iいる)を そ の ま ま採 用 して い る のか、 い な い の か、

または 独 自の 方 法論 を研 究 中で あ る のか 二 または 既 に完成 して い るの か、 こ

の 問 題 は 出 発 前 か ら非 常 に関 心 が 持 た れ てい た ので あ るが、 訪 問先 報 告 書 に

述 べ て あ る如 く現 実はNOで あ っ た よ うに 考え ち れ る。・

しか じ、 現 実はNOで あ っ て も、 米 国 の歴 史 か らみ た場合 、 政策 と して は

統 一化 きれ た 政策 が 底流 に あ る の では な いか と考 え る次第 で あ る。

AFSCM375に して も最 終 の 目標 は 単 に空 軍 だげ の方 法 論 に終 るの で な

く、 最 後 に はDOD,NASA,将 来 は 海 洋 関 係 に もモデル と して開 発 され た の

では な い か と考 え る。 また、 バ ッテ ル 研 究 所 のハ ウ ス博 士 もfTDevelopment

ofaUnifiedSystemEngineeringAppr.oach'llと 題 す る論 文 を 提 出

して お り、・彼 の真 の考 え方 は や は りUnifiedで あ る と考 え る。

しが し、1970年 代 にお い て都 市'開発 や 総合 輸送 や 総合 医療 がチ シ ・ヨナ

ル'プ 亘ジ ェ ク トと して ネー シ ョン ・ウ'イ ドで実 際 に計 画 化 され る以 前 に、

1970年 代 の ナ シ ・ナル ・プ ロジ ェ ク トの か け橋 と して現 在、 海 洋 開 発 シ

ズ テ'ムが考 え られ るの で あ る。

た また ま、さ'海洋 開 発 は その ナ シ ョ'ナル ・プ ロジ ェ ク トと して の 計 画化 も早

く開 始 ざれ、'既 に、 技 術 の長 期予 測(2000年 まで ゐ予 測発 表済)も あ る

一1gi_



程 度 現 実 問 題 と し て 完 了 し こ(声 り、 構 造 系 の 問 題 も大 体 か た ま?:て 来 て お り.∵

問 題 は 計 画 系 の 問 題 が 残 ρ て い る 状 態 で は な い か と 考 痴 る。J.、ttt,iい 、:.、

Industryand.Technolog
ly;,KeytoOceanDevelOplnent.r

第 騨 に よ れ 購 洋 の ブ シrl牲 ヴ .・ジ ェ ク トを 開 発 し て 行 暢 合 ・ 何 炉

統 「 的 方 法 で あ る か が 示 さ れ て い る 。 即 ち ・ ナ シ ョ ナ ル'プ ロ ジ ェ ク トの ぞ メ

れ そ れ ρ テ ご ひ 江 対 レて ま ず 、;デ=1レ ・iを決 定 じ こ の ゴ ー!レ に 対,し.・'Cそ れ ぞtttt

れA)Eund・rP ..9…al,TC撫glggy・B>1,S弊y・t・ma・d・q・mp・n・ ・pt、'.ii

D・Y・・1・pm・ ・∫,、C)、9P・ ξa,ti・na・1Sy・,tP(さ ら に ・ こ.れ顯 ・・nρP,嬉

E・ …mi・ ・Sg・i・1, IS・i・nitifi・ ・Mil,it・r…yに 分 け ら れ)・ ・r…、

D)EXpectCd
.・BenCfit(さ ら に こ れ はEconomiC,`Social,,Polil{ical

-Economic
,Scienti ,fic,Mili .taryに 分 け ら れ)が 標 準 化 さ れ で い る 。

導 の.よ うtzc...海 洋 開 発 ヵ三そ の 方 法 論(R&Dの 計 画 化)に お い て 統7化 、

標 準 化 さ れ る声 す れ ば 、 次 の 都 市 開 発 、 総 合 輸 送 等 は こ れ を モ デ ル と,し て 開

発 し刈 手 く 騨 雛 も生 れ て 来 旬 で は あ る ま い か ・,

さ5鱈 ・声 務 パ ィレの 問 題 で あ る が ・1醐 省 で は プ .ロジ ェ ク 欄 発 の 過 程

で09Y、elgP卿t.、C?n・C・ptP・P,iq,.r-e=DCPを 発 表 ・ シ ス テAtM発 のphase

o1⑨ 段 階 媛 お け 亘 書 式 の 内 容 を 統 一 化 し た 。,

以 上 述 べ た 如 く 、.現 実 に は 現 在 、 各 省 に お け る プ ロ ジ ェ ク トに 関 し、 各 省

独[Y
,L..たシ 己:テ 今 匪i発 口 方 法 論 は 未 だ 確 立 さ れ て い な い が、 凡 ゆ る 方 面 か ら

統 一 化 の 運 動 が お き てV .・一る の で 、 何 時 の 日 か こ の 方 向 に 政 策 が 進 め ら れ る と

考 え,ら .れ る の で 銅 ・ パ 、

事 実 、 ア メ リ カ の 民 間 ソ フ ト ・ウ エ ア'コ ン サ ル ク ン .トのBrandon社 も

従 卒 ご・β寧 …1・ ..1,Dgt・一.P・・cessi・g・nlyで あ った・カ㍉ 軍 の シス テ ム

開発方 法論 祭公 開 され る と上・ち 早 く この 考序 方 を従 来?ギ ジ ネス ・シス テ ム

ー1
,g㍗

9

●

●
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の 中 に と り入 れ 、5ystemLifeCyCle序 論SystemLi・;fOOycle

Standardと 題 す る シ ス テ 瓦"

1・SystemConception

2P・e1畑 ・・'r・yA・ ・ly已r
、

3・Sy・t・m
.d・ ・ig・

4・Progra㎜ing…, ,

〆
ポ ・ID6Cumε 亘tation・.起

6.SyStemInstaUati。nr

7・Systemoperation

8・SystemCessation

::ケナ リズド向 けの'本を出版 した

その内容ほ、8段 階 に 分 れ 、 まさに今

後 のド・ジ亙 ス∴ システムを 開発 して行 く

場合㌔に ⑳るテ ッス、にば り作業 を進めて

行 く こ 麟 最 韻 鏡,シ ダ ム 嘩 ら

い,み 効 率 蝋 銅 、ξ・・つ,㌣ ～ご転 吟 、・・。

N・ 己 か 杢 同 敏 次 ρ 発 刊 物 力i>,n・Ad;v・P.se..d'

∬TC:・hnρ1・gy-lnp・t・f':a・d・O噸 叫 ・.、・..,.・:・

更 に 同 じ くfiSystemsConceptttで あ

る 点 か ら 推 し て も も は やBrandon社 は ・,

従 来 の 単 な る ビ ジ ネ ス ・ コ ン サ ル タ ン ト

企 業 か ら脱 し て 、 完 全 に ビ ジ ネ ス に 関 す

る シ ス テ ム ・ コ ン サ ル タ ン ト企 業 を 狙 っ一

て い る の で は あ る ま い か 。

●

●
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第3章'1・965年 －i'9'70年 ま'で の 軍 の

シ ス テ ム 開 発 方 法 論 の 社 会 シス テ.

ムへ の 適 用 .

つ

,

しか し1964～65年 に な る と、 一 方 では アポ ロ ・プ ロジ ェク ト'予算 の

ピー ク、・他 方 で は 運 輸 省二 住 宅都 市 開発 省 の創 設 、 ジ ョン ソ ン大 統 領 に よる

「偉大な社会」 め提議 ξど、 米国は この ・965年 を境 に し－t過去35年 間

ド=

のExplosien(外 爆 発)ー の 時 代 か らImplosion(内 爆 発)の 時 代 ぺ ・と 転

換 しためである。 即ち、技術 の外 爆発 の時代か ら人間 の凡 ゆ る:機能の再 現の

ための技 術の内爆発 の時代へ ど大 き く転回 したので あった。

1乙

,ヲ.

.理」筆L理」翌一 製 品単一 ・L
国防システム09莞i－

SAGEシ ステム

レ

[
シユテムズ'・エソジニヤ リン

ー〉システムズ ・アプζ:一チ

システムズ ・マネジメン ト

＼

t965～|y66年

1宇宙5ハ先手IJの
宇雄 踏 ステムの騨

..1ピ ーク

1961年

ケネデ1;大 統S"に ょる今古訟完プ0ジ:ク トの抱造

の技術の習.薄

野但仏彦考察

米
国
の
政
府
、
産
業
、
大
学
で

シ
ス
テ
ム
闘
発
の
活
動
を
69
始

〉

政
府
関
係
に
お
け
る

41
会
閲
発
情
拓
シ
ス
テ
ム
の

閲
覧
発
墨

i>

民
間
研
究
閲
発
企
薬
に
お
け
る

社
会
開
発
情
報
シ
ス
テ
ム
の

開
発
桑
足

」OtF
,EIX

◎!965、'S56年

1
・・1冴 鋤 識

マクナマラ【i弓訪長官によ{・

3箪 統合Am鵠F"fc"sf)llirx

r95開 始 レ∵b
ll55年

196、-1969..,g,1_.l

XNの システムra発1

:霧一
に対する逃出r.;始

輸送省、住宅都あ開発省

ψ 大蚊領 に よる81会=○ に関 す る毘婁

INationalConuviss三 〇no「Techno!ogy,Avtomation

l・ndE・ 。唖 ・P・。gee・・1

⑮ カル フ ォル ニや州 の「ミロ シス テム摘 発1

11)L◎cLheeds・M&s杜 のStdtelnforniationS>'stem

3}S.・aceGens;a!'tのCrimelnf・m)ati・nSystem

◎Artr,esCcnuelct.O`sarmnlen:AgenCVl

に ょる 社会霞;莞に おけ る システ ム ズ ・ア プロー チ問 主1

!}器 ☆"1

2}1.T.T.R・ ・ea・cllnsLl

l㌫ 。!R,,,archl、 、t,.1

l
l
-
1
|

|

ー

l

l

ー

ー

ー

l

l

ー

ベ
ト
ナ
ム
戦
争

停
敬
可
能
時
期

12}N・ 由A…ica緬 丁脚 。「'ati。nl「一「oma`i。nSyst¢m

14ilf,・ ・1。・tGcncratl± のW・ ・t・Mm・g・m。nt!nf。 ・・繭 ・Sy・t・m

5)Oc"ni",lnc.

6}Wcsti:≧;,}:ouserr

l
l

－

一

1

尚、`¥紬 にr,し ては ダイヤモン ド晃.9月8nc乙 房禎男氏 によ"

IBM.G引T鞠pω よi"。 。、TRVI(STL)、Wに お け引1金 殿 儲 ヨシ ステ ムの 臨 詮 足 ・

沫 【呂巨 大企 ㌘ の ニン グCメ レー ト頁 びア ングロ メ レー ト的 な シ ステ ム活 艶の 聞覚

18M、Loゴ.he"d.に 含:けろ、)9ア2隼 頃G完 虞 とす る↑」.自答>3シ ステ ムの プ ロジ ェク ト{:王畿 中

◎ 大 学 にtssる システム:,lfiの 斑 、 イン ター'f'シ プ リナ リL]kifマ ル チtブ ヂ ェ ク ト':ぽ の:;;t-:

"7メ リカの≒ ㌔シンク クソク5c牡cり ぴ蛮口 奇智賂"

欝i㌶ 難 ㌻ 一シヨ　 当

'

■

一1・94-一
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●

●

こ の よ う な 時 代 的 背 景 の 変 化 の 下 に 、 従 来 の 軍 事 的 な ナ シ ョ ナ ル ・プ ・ ジ

エ ク ト開 発 に お け る 方 法 論 が 今 後 の 経 済 ・社 会 の 発 展 過 程 に お い て も適 用 さ

れ な い か と い う 考 え 方 か ら 、NASA出 版 物 の 中 に も こ の よ う な レ ポ ー トが

多 く 見 い だ さ れ た り、 ま た 、1964年 に はSEの 社 会 ・経 済 的 適 用 に 関 す

る 会 議 も 開 催 さ れ た 。

し か し、1966年 に はNationalCo㎜issiononTechnology
,

Automation,andEconomicProgressと い う6部 冊 か ら な る 議 会 報

告 書 が 発 表 さ れ 、 第5部 で は1960年 代 の 宇 宙 開 発 プ ロ ジ ェ ク トの フ ォ_

ル ・ ア ウ ト で あ る 高 度 技 術 を 如 何 に 今 後 社 会 に 適 用 す る か の ア プ ロ ー チ が 示

さ れ て い る 。 そ の 骨 子 は こ の 新 し い 技 術 革 新 は ヒ ュ ー マ ン 及 び コ ミ ニ チ ー に

適 用 さ る ぺ き で あ る と 述 べ ら れ(こ のHumanandCo㎜inityの 概 念 が そ

の 後1971年 に 至 り行 政 機 構 の 再 編 成 案 に お い て 受 け つ が れ
、Dept.of

HumanResources,Dept .ofComminityDevelopment両 省 の 設 立 が

提 案 さ れ て い る)、 そ の 具 体 的 例 と し て は 都 市 開 発 、 住 宅 、 州 政 府 情 報 シ ス

テ ム、 公 害 、 輸 送 、 社 会 経 済 開 発 モ デ ル ・ ラ イ フ ・サ イ エ ン ス 等 が あ げ ら れ

て い る 。

そ し て"S・i・nti・t・andE・gi・eersi・L・ ・ge-・cal・Sy…m

P・ ・9・am'1の 第 ・節Th・Ph・ ・e・fL・ ・ge-Sca1・We・p・nSy・t・rP

Program・ 第2節EarlyStageofLarge-ScaleSystemProgram

の 中 でWeaponsystemのProgramPhaseの 説 明 が 一 般 に 発 表 さ れ た の

で あ る 。
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こ れ に よ れ ば シ ス テ ム 開 発 の 段 階 を ま ず
、 最 初 イ)Generation&

Ev・1・ ・ti・n・fN・widea・
・ 次 の 段 階 ・)C・P -¢・ptf・ ・m・1・ti・n,

'・)C・nt・actd・fi・iti・n・
,二)D・ ・ig・&D,v。1。pment,

ホ)Acquisition&operation等 に 分 け
、 前 述NASA,国 防 省 、 空 軍

等 の 方 法 論 と は い さ さ か そ のPhaseの 名 称 が 異 る よ うで あ る 。

さ ら に 、AppendixA!「PhasesofLarge-ScaleSystemProgram

の 第1節Life-cy・1・ ・f・We・p・ ・,y,t・mP,。9,amUaひ き っ づ き

第2節ThePatternofActivitiesの 中 でPhaseの 概 念 をFunctional

StructuceApproachで 説 明 し て い る。(組 織 と 機 能 の 構 造 的 説 明)

1965年 ・ 米 国 に お い て 、 ジ ・ ン ソ ン 大 統 領 が 「偉 大 な 社 会 」 を 提 言 し

た が ・ 偉 大 な 社 会 と は 人 間 の 機 能 を 最 大 に す る 社 会 で あ り
、 そ の た め に は 社

会 をFunctionaiStructuceに し な け れ ば な ら ぬ と 共 に 、 政 府 は 常 に そ

の 宣 言 に お い て 国 民 に そ の 目 的 をFunctiona1 1、Structureの 形 で も つ て

充 分 知 ら し め る よ う に 努 力 し て い る 。

こ の よ う に 議 会 報 告 書 に よ っ て 米 国 の 一 般 国 民 大 衆 に シ ス テ ム 開 発 の 方 法

論=計 画 系 の 問 題 が 知 ら さ れ た こ と は 巨 大 ・複 雑 な 繰 り返 し の 出 来 な い シ ス

テ ム を 開 発 し て 行 く 場 合
、 従 来 の 物 中 心 の 経 営 と 異 り、Phaseに 分 割 し な

が ら そ の 成 果 を 確 認 しfeedbackし な が ら シ ス テ ム を 開 発 し な け れ ば
、 大 き

な 成 果 は 達 成 出 来 な い こ と を 知 ら し め た の で あ る。'

し か し、1966～67年 頃 に な る と
、 も は や 、 ア ポP・ プ ロ ジ ェ ク ト も

一 歩 一 歩 現 実 の 問 題 と な る と 共 に 予 算 も 削 減 さ れ
、 米 国 に お い て も 過 去 の 生

産 性 指 向 型 の 技 術 開 発 に 対 し て 最 終 目 的 指 向 型 の 技 術 開 発 が 要 求 さ れ
、 こ こ

に 、 政 府 に お い て も 従 来 、 軍 秘 で あ っ た 資 料 が 民 間 企 業 に 公 開 さ れ て 来 た の

で あ る 。
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特 に、 宇 宙 開発 プ ロジ ェ ク トの 過 程 で開 発 され た最 新 の 高度 の技 術(経 営

技術 も含 む)を 今後 如何 に 公 共 的 サ ー ビスに適 用 す るかは ケ ネデ ィ大統 領 に

よる1962年 の宇 宙 開 発 宣言 の 一大 綱 領 で もあ った し、 既 に、 米 国 に お い

て もこの よ うな 技術 情 報 サ ー ビス体 制 は完 成 の方 向 に向 っ て い るの で あ る。

しか し、 これ に関 す る政 府側 の最 も価 値 あ る報告 書 は1967年U ・S.

ArmsControlandDisarmamentAgencyがDenverResearchInst

に委 託 したDefensesystemsResourcesintheCivHSector.

AnEvolvingApproach,AnUncertainMarket・ で あ り
、 こ の レ ポ

ー トは 下 記 の よ う な 項 目 か ら な り
、

ー

ウ
"

3

4

5

Introduction

EvolutionoftheSystemsApproachintheDefense

Co㎜unity

EvolvingSystemsApproachinCivilSector

TheApplicationofDefensesystemsResourcesinthe

civilsector

Reco㎜endation

実 に よ く詳 細 に 今 後 社 会 開 発 に お い て こ れ ら の シ ス テ ム 開 発 の 方 法 論 が

如 何 に 適 用 さ れ る か の 可 能 性 を 調 査 し て お り、 末 尾 にContractor
,

Description,Customer,CompletionDate&Duration
,Contract

Amountの 順 で1967年 現 在 の 米 国 政 府
、 地 方 自 治 団 体 等 が 委 託 し た ソ フ

ト的 調 ・査が 掲 載 さ れ て い る 。

一19'9-:
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表gREcENTCIvlLsEcToRsYsTEM-RELATEDcoNTRAcTsPERFQRMED

tttBYDEFENSE -RELATEDORGANIZATIONS .・.∵.一.

Contractdt Description Customer

C6mPletion・ ・

Dateahd/or、

Duration

Contract

Amount

Aer6jet-Genefall .

(V・nk・m・ ・1.
.C・nt・ ・)

Aerojet.Gener .al.

(VonKarmanCenter)

Aerojet-General・::

(VonKarman .ICenter)

Aeτojet・General・

(AETRONand...

VonKarmanCenter)

Aerojet-GCnerall・

三、

A…j・t・ 嘩 … 日l

Aerojet・Gener『1:

「C

aliforniaWasteManagementCaliforniaDepa、tl:

imentofHealth

卜'}.
7::'

S・lidW・ …S・ ・d・ ・C・mp{1・ ・i・nU・S・D・p・ ・rf;・`∵

bfInformationHealth,Education

l
andWelface

So|idWasteManagementStudyCaliforniaDepa式.
、 ・ 」..^.1i.-

-'f・・F「 ・・n・A・ea.二 言m・ ・t・fP・pli・1
.1=

.1,'・.・IHeal・h・iiこ
・一－i}-

IndustrialWasteWater.pollutionFederalWater.:i:二::
ロ ニさ り

Treatment(Demon菖trationPlant)PollutionContrQJ.ミ

..Administration層

Salin'ityBalanceMOdelf6rSantaSouthern.、.California

、Ann亘,RiverBasinRegjonalPolluti句

1・三 .c6・.…IB… 日.ゴ..

lS・ ・Ci;IEq…mg・ ・f・ ・R← ・・輌gC・ 』n・;D・p・r'i・ 』}

p・mB・ ・kP・e蝉eS: ..111.…m・nt・fW・t・ ゴ

、・t:・'Res6urces1 ."

:DateforElko,Nevada・WeatherDesertResearChこ ・・

lModificationExperimentInStitute
,:.Universify

・ofNevada ・ll'二'

6months

August1965

7.months

24m・ 両 ・、、;:

15months

May1968

ノ
「

N/A*.∫i

N/A..・

12months

ざ

$100,000

60,000

175,000..

1323,506'

N/A .

.N/A' ・'

…3050001

● ● ■
烏
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Contractor

Aerojet・Genera1

(AETRON)

Aerojet-General

(AE↑RON)

Aerojet・General

(AETRON),

Aerojet-General

Aerojet・General

Aerojet・General

Aerojet・General

(SpaceGenera1)

Aerojet.Genera1

(SpaceGenera1)

AVCOCorporation

■

Description

、

Customer

Completion
Dateand/or
Duration,

SouthBayAqueductControl

Model

'

.?

AutomatedShipControlSystems

AutomatedShipControlSystems

Sack-ParcelSorter

ManagementandInformation

SystemforCommunityAction

Programs

TotalEducatinoInformation

System

PreventionandControlofCrime

andDelinquency

WelfareReport

CoalVaporizingResearchStudy

ThroughPilotPlant

CallforniaDepart・

mentofWater

Resources

Jacksonville

Shipyards

DefoeShipbuilding

Co.

U.S.PostOffice .

SacramentoAre'a

EconomicCouncil

CaliforniaDepart-

mentofEducation

Californiayouth

andAdultCorrec.

tionsAgency

CaliforniaDepart・

mentofSocial

Welfare

InteriorDepartment,

OfficeofCoalRese.

arch

Late1967

Late1967

April1968

A

A

/

/

N

N

N/A

July1965

March1967

N/A

q
σ

Contract
Amount

$772,000

700,QOO

350,000

5,400,000

24,000

89,900

100,000

225,000

1,821,000

/
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BurroughsCorporation

FairchildH田er

(RepublicAviation

DIYision)

FairchildHMer

(RePublicAviation

Di'vision)

GarrettCorporation

(AiresearchDivision)

GultonIndustries

HughesAircraftCo.

InstitUtefor

Analysis

Institutefor

Anelysis

Institutefor

Analysis

Defense

Defense

Defence

Letter,sorter

FeasibilityStudyofaPrototype

SafetyCarProgram

PhaseILDevelopmentPrototype

SafetyCarProgram

FeasibilityofLinearInduction

MotorsinHighSpeedGround

TransPortation

BlueMesaDam,Colorado

SupervisoryControl.Digital

TelemetryandClosedCircuit

TVSystem

LiteratureSurveyontheCom・

mandControlofHighSpeed

GroundTransportationSystems

SonicBoom

Air.TrafficControl(North'

AtlanticArea)

AirT臼ve1.Demand1970-90

(SST)・

■ ●

U.S.PostOffice

NewYorkState

Departmentof

MotorVehicles

NewYorkState

Departmentof

MotorVehicles

U.S.Department

ofCommerce

U.S.Bureauof

Reclamation

U,S.Department

ofCommerce

(OHSGT)

U.S.De'Partment

ofCommerce

FederalAviation

Agency

FederalAviation

Agency

N/A

1966

1967

12months

Summer1966

1965

11/30/64

6/30/65

12/31/66

6,123,532

75,000

285,000

72,943

106,000

2,500

65,000

137,000

219,500

■
、
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Contractor

InstituteforDefense

Analysis

Insti'tuteforDefence

Analysis

InstituteforDefense

Analysis

LittonIndustries

LittonIndustries

LockheedMissile⑨

&SpaceCo.'

LockheedMissiles

&SpaceCo.

LockheedMissiles

&SpaceCo.

●

Description

PPBforUniversities

¶
●

●1'

OfficeofEconomicOpportunity

AdministrativeManagement

ProgramInformationSystem

LawEnforcementandCrimina1・
　

Justice

AppalachianRegional

Development'

EconomicLandUse

DesignofaStatewideInformation

SystemforCalifornia

AnalysisofaStatewideInforma.

tionSystem

InformationSy8tem

Customer

Completion
Dateand/or
Duration

AmericanCouncil

onEducation(Ford

FoundationGrant)

OfficeofEconomic

Opportunity

President,sCommi.

ssiononLtiwEnfor.

cement&Administ.

rationofJustice

U.S.Depa;tment

ofCommerce,Area

Redevelopment

GreekGovernment

CalifomiaDdpart・

mentofFinance

Massachusetts

Alaska

6/30//65

2/28/66

4/30/67

N/A

4months
1966

6months
7/30/65

6/30/66

N/A

●

Contract
Amount

NoContact

Amount

ExPended

$ .28,㎜

194,000

498,000*

130,000

125,㎜

100,000

N/A

N/A

●

』
e
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LockheedMissiles

&SpaceCo.

LockheedMissiles

&SpaceCo.

LockheedMissiles

&SpaceCo.

LockheedMissiles

&SpaceCo.

LockheedMissiles

&SpaceCo.

LockheepMissiles

&SpaceCo,

LockheedMissiles

&SpaceC6L

LockheedMissiles

&SpaceCo.

Lockheed

International

Melpar

MevACorporation

RegionalEducationTechnology

Lab

Ana|ysisofProfessionaland

VocationalTrainingStandards

MedicalServiceInformation

System

DisasterCasualtyManagement

System

BloodBankInformationSystem

BloodBankInformationSystem

BloodBankInformationSystem

ConceptualDesignofa50mgpd

DesalinationPlant

TransportationSyste'minthe

Sudan

InstrumentationEquipmentand

ResearchforTestCars

RegionalEconomicImpとctof

BridgeandMarbleCanyonDam

U.S.Office

Education

CaliforniaDepartment

ofProfesslonaland

VocationalSchools

MayoClinic

TexasHospital

Associa・tion

LosArigeles

Sacramento

ContraCosta

C卯nty

OfficeofSa1{ne

Water

Agencyfor

・International

Development

U.S.Department

ofCommerce

U.S.Bureau

Reclamation

Sept.1967

N/A

12months

1968

N/A

N/A

N/A

N/A

N/A

32months

28months

1965

$88,000

N/A

N/A

80,000

N/A

N/A

N/A

N/A

N/A

1,107,907

N/A

●
■
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Contractor

MevACorporation

M・yAC・fp・rati・n

MevACorporation

M・ ・AC・ ・p・rati・ ・

MevACorporation

MITRECorPoration

NorthAmerican

Aviation

NorthAmerican

Aviation(Subcontrac:
tortoBurns&Roe)

NorthAmerican
Aviation

●

Pescription

DomesticWaterUsePlanning

'∀

・SystemConceptforPilot

RiverBasin

PilotProgramforPilot

RiverBasin

DesignofFloodControlCenter

StudyofAutomobileRear.End

Collisons

TechnicalSupportofMajor

SystemPrograms

D・ ・ig・ ・f・St・dyt・D・vel。pe。 。

IntegratedTrasportationSystem

forCalifornia

DevelopPersonnelTraining

System

DevelopEducationalRefemce

ResourceCenter

Customer

CaliforniaDepart・

mentofWater

ReSOurces

U.S.Bureauof

Reclamation

U.S.Geologi6al

Survey

CaliforniaDepart・

mentofWとter

ReSOurces

U.S.Bureauof

PublicRoads

U.S.DePartment

ofCommerce

CaliforniaDivision

ofHighways

CaliforniaDepart・

mentofWater

ResourceS

Departmentof

Health,Education

andWelfare

Completion
Dateand/or
Duration

6months

10/!/65

1966

1966

1966

24months
1966-1968

N/A

6months
9/15/65

mid-1968

1year

Contract
Amount

$

27,㎜

N/A

54,000

5,000

343,㎜

165,000

100,000

1,900,000

177,000

●



1

9

い
ー

NorthAmerican

Aviation

NorthAmerican

Aviation

NorthAmerican

Aviation

NorthropCo.Page

Communication's

Phi}co.Ford

Philco・Ford'

Philco.Ford

Philco.Ford

Philco・Ford

・括

DevelopManagementSyst6mfor

BonnevillePowerAdmin.

ResearchonIceFormationin

H20

Useof・BiomassSystemsinWater.

Renovation、

SatelliteEarthStationsInstal-

lation,andSomeOperating

Activities;andTelecommuni-

cationsSystemsDesign

ComputerModelofPoverty

AutomatedEducationSystem

ZipCodeReaders

SouthBayAqueductControl

System-2ndPhase

AqueductControlCenter

EngineeringContract

亀

Bonnevillett

Authority,Dept.

ofInteriof

OfficeofSaline

Water

Departmentof

Health,Education

andWelfare

CommsqtCorp.,

andOthbrs

ColoradoState

Departmentof

Education-

Phi!adelphiaShool

System

U,S.PostOffice

Calif6rniaDepart.

mentofWater

Resources

CaliforniaDepart・

mentofWater

Resources

1st.phase

1/2year

lyear

1year

N/A

N/A

N/A

A

A

/

/

N

N

N/A

70,000

200,000

91,000

7-12,000,000

ayea「

N/A

1,300,000

3,500,000

349,700

385,000

●

＼

寸

歩

」
」
栖

●
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Contractor Description

SperryRand

Corporation

SystemDevelopment

Corporation

SystemDevelopment

Corporation

SystemDevelopment

Corporation

SystemDevelopment

Corporation

SystemDevelopment

Corporation

SystemDevelopment

Corporation

SystemDevelopment"

Corporation

SystemDevelopment

Corporation

TrafficControlSystem

.'ζ

EducationDataSystems

RequirementsStudy

TechnicalMonitoringandEval・

uationbfFour.Aerospace

SystemsContracts

CriminalJusticeIdentification

andIntelligenceSystem

PoliceInformationSystem

DesignStudy.

StudyofTrafficFlowPatterns

andCharacteristics

EvaluationofAutomatedCom.

prehensivePlanningandProgram・

mingSystems

NationalInformationSystemin

ScienceandTechnology,Back-

grOundStudy

ManpowerInformationSystem

Customer

Completion
Dateand/orContract
DurationAmount

NewYorkCity

U.S.Officeof

Education

California

NewYorkState

Cityof

LOsAngeles

U.S.Bureauof

PublicRoads

U.S.Departmentof

HousingandUrban

Development

FederalCouncil

forScienceand

Technology

OfficeofEconomic

()pportunity

N/A

12months

1965

6months

1965

48montlls

6months

1966

36months

8months

15months

12months

1967

5,400,000

153,045

30,000

1,027,000

50,000

509,264

48,000

106,000

299,605
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TRWSystems

TRWSystems

TRWSystems

TRWSystems

TRWSystems

UnitedAircraft

Corporation

UnitedAircraft

Corporation(United

AircraftResearch

Laboratories)

Toolatetoalphabet.

ize.

ψ

EdmontonHealthSciences

CenterPlanning

RegionalMedicalInformatiOn

System

HighSpeedGroundTranspgr-

tationSystemsEngineering

Studles

SantaClaraLandUseInfor.

mationStudy

SanBernardinoWaterResource

Study

LeaseofTwoTMT-30↑urbine

DrivenMUTrains

FeasibilityofTunnelingby

FlameJet

■

Dominlonof

Canada

StateofVermont

U.S.Department

ofCommerce,

OfficeofHigh

SpeedGround

Transportation

CaliforniaDepart-

mentofFinance

SanBernardino

MetropolitanWater

District

U.S.Department

ofCommerce・

U.S.Dさpartment

ofCommerce

9-12months

Oct.1967

Dec.1968

15months

May1967.

August1966

42months

N/A

、

650,000

40,000

2,900,000

220,000

20,000

2,159,626

16.1,921

●
■
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Completion

Contractor Description Customer
Dateand/or
Duration

Contract

AmOunt

MITRECo叩. SystemsEngineeringSupPortfor Fedem1Aviati。n 1year 2,043,㎜

theNationalAirspaceSystem Agency Dec.1967
MITRECorp.

TechnicalSupportforOffice U.S..Department Jan.1967 170, ㎜
ofHighSpeedGround ofTransportation Feb.1968

TranspOrtation

〉



システム 醗 に お け る 国 家 、 麟 ・ 大 学 ・ 研 究 所 ・ シンク

タ ン ク の 役 割 お よ び 位 置 づ け に つ い て の 調 査 ●

1.THESYSTEMDEVELOPMENTPROCESS-VERTICALINTERACTIONSAMONG
CUSTOMERS,CONTRACTORS,ON・GOINGBASICRESEARCH.ANDFIRST

ANDSECONDTIERSUBCONTRACTORS

DefenseCustorner

;蒜1謡1;濃ごd熟:

Activities、Vithin

Naior

DefenseFirms

FirstandSecond

TierSvbcontrattsfor

Good58ndSer∀iee5

BasieRese白rc』ena

Development

－ー一

.MANYSYSＴEMSUNDERSIlSULTANEOUS

DEVELOPNENT

SystcmAnab'sis

andC・nceptSystem

DelinitionEnglncerin9

Product;onOperatien

LargeantiSrnall(為 ㎜e劇
DcfenseFirmsFirmS

ThinkDefcnseCommerci白1

Tan}【5,Fi'msFirms

■

シ ス テ ム 開 発 の 段 階,そ れ に 参 画 す る 諸 機 関 の 縦 の 統 合 の 例

'(fip,D・f・n・eSy・t・rn・R・ ・。t・ree・i・・h・Ci・i;Sec・ ・rs・U・S・A・m・C。ntr。1

andDi88τ 江lamentAgenCiJu1ン1967)'

システム開 発 の 名7エ ー ズ の酬 に お け る 国 家 ・ 産 業 ・

大 学 、 研 究 所 、 シ ンク・タンクの 役 割 お よ び 位 置 づ け に つ

い て の 調 査

e

・Organlzation

工Sy・t興.U竺)一..,_.一.－

Consultpnt
『
R(}S"arch

lnstitute

roto'

type C已 ・c'IT・:ti・g岳需品

1(x)1

E絶 対 必 要

X参 加 必 要

◎0場 合 に よ り参 加

(資 料:1964"SystemsEngneeringConferenceVolume

lClapP&Poliak,Inc・)

?

、

十.
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この報告書 の中1ぞ重要な箇所は シス テム開発 における国家 産業、 大学、
ロ ド ロ こ タ し コ ホ

研 究 所 、 シ ン ク よこダ ジ グ の 役 割 友 び 位 置 づ け がPhお ε,の 開 発 発 展 経 過 と 共

に 説 明 さ れ て い る こ と で あ り、 い う な れ ば 主 体 系 と 計 画 系 の 結 合 の 問 題 で あ

る 。 ・"tt・tl..・t':㍉

ま・たrg64年 の シ ス テ ム ズ ・エ ン ジ ニ ヤ リ ン グ 会 議 で ジス テ ム・開 発 の 各ttt

Phaseの 段 階 で カス トマ ー ま た は シス テ ム ・ユ ー ザ ー'で あ ・る"国 家 、 都 市 と、L～'

ン ト ラ ク タ ー で あ る メ ー カ ー 、 ヅ ス テ ム ・ コ ン サソレタ ヅ ト、「研 究 所 が 如 何 に

シ ス テ ム ・ ア ナ リ シ ス の 段 階 、 シ ス テ ム ・デ ザ イ'ン・の 段 階 ㍍ ジ ス テ ム ・ イ ン

プ レメ ン テ ィ シ 。 ン の 段 階 で 相 互 に 関 連 す る か が 論 議 ざ れ で 小 る 。 ・

前 図 に よ っ て も認 め ら れ る 如 く、 ・シ ス テ ム 開 発 の 最 初 の 段 階 で シ ン ク ・タ

ン ク が 参 加 し て い る の は 、 例 え ば 、 国 防 省 のDDR&Eの 下 部 継 織 と し て の

WSE.GにNon-pr'ofitの:-lnstituteo・fDefens℃Anal・y.s・i'sが 技 術

ア ・シ ス タ ン'・ト と し:て 参 画(Ift-hou'se)し て い る こ と を 示 し て い る'・の で あ りl

BasicRe'sealich&Dev'eiopmentの 項 に お け る シ ン ク'9ダ ジ グ9ぽ

SystemsDeve1・opmentCorpが シ ス'テ ム 開 発 と し て 参 加 し てL・:る こ と を

下 し て い る 。 」 ∴ ・ 一'

以 上 ¢)如 く、 プ ロ'ジ ェ ク ト開 発 に お け る 国 家 、 産 業 、』大 学 め 問 題 は 実 に 重

要 な 問 題 に な り、 こ の イ ン テ グ レ イ シ ョ ン の 関 係 はig60年 代 の 特 徴 に 止

ま ら ず 、19'70年 代 に お い て 本 格 的 に 実 現 さ れ 、 最 終 的 に は 国 内 的 な 問 題

か ら 国 際 的 な 問 題 に ま で 発 展 す る で あ ろ う。 ・ ・1::

一2・1-1一'



、.第4章 プ ロジェ ク ト開発時代におけ る

国家 ・産業 ・木学の新 しい動 向

,,.1・',いli"lt

前述 した如 く、 米 国 に おい て1960年 代 を 通 じナ シ ョナ ル'プ ロジ ェ グ

トを 開発す る過 程 で国 家、'産業 、・大 学 が機 能 的 に統 合 した が、・ここ に米 国 の

有 史以 来 ㌶ ¢の3者 間 に機 能 的 構 造 関 係 が生 れ た6…:

;.1'19"6t,.Si.fi;、・国連…は 先 進 国 の科 学 技術 政 策 に関 し・「ReviewofNational

Sci'lencePolicy']、 米国 版 を発 表 した が、 こ の資 料 に よれ ば プ ロジ エグ ト

開発 にお い て科 学 技術 の振 興 に 関 し如何 に国 家、 産業、 大 学 間 に新 しい 開発

機構 が設 置 され、 ま たS新 しい 制 度 が設 定 され、 新 しいR』&'Dシ ス テ ムが開

発 ざれ た'かが詳 細 に示 され て い る。.'㌧'・

1この ナ シ ・ナル ・プ ロジ ェaト を開 発 す る過程 で、 政 府、 産業 、 大 学 間 に

機 能 的 な統 合 が行 な わ れ た が、`し か し、 最 も重 要 な こ とは 米 国 に始 め て従 来

の 自 由競 争 社会 に対 して コ ン トラ ク トの 社会 が 生 れ た とい.う こ とで あ る。 い;

わ ゆ る発 注 者 と受注 者 とい う従 来 の物 オ リエ ン テ ッ ドの 関係 で な く、 プ ・ジ

エ ク ト(TotalSystem)を 完 成 す る とい う意 味 に おい て カ ス トマ ー とコ ン

トラクタ ー とい う関 係、 即 あ、 コン トラク トの社 会 が 明確 に定義 され、 それ

ぞ れ が 責 任(Pha'seの 存 在意 義)を もって 仕 事 に 当 る よ うに な つ た の であ る。

従 来 の 自由 競 争 社 会 と今後 の コン トラク ト社 会(ブ ロ.ジエ ク ト開 発 に関す

るCo㎜unity)を 比較 す る と下 記 の よ うな 相 違 が 考え られ る。

自由 競 争 社 会 コ ン トラク ト社 会

oProductionoriented

oCOstProfit

o商 品

oSystemoriented

oSystemEngineeringreleability

oNationalproduct

－2・1i2+一 －L

●



、

●

o生 産 性 高上 が重視

oカ ス トマ ー であ る政 府は 方 針、

目的 を決 定す るが、 民間企 業 が

技術 スペック,価 格 を決 定

o価 格 構 造 論

o独 立 性

oDowntoTop

oシ ス テ ム の 計 画 性Performanceが 重 視

oカ ス トマ ー が 方 針 、 目 的 、 技 術 ス ペ ッ

ク 、 価 格 ま=で を 決 定

o価 格 政 策 論

IntergOVernment,InterState

Toptodown

従 っ て 、 産 業 界 に お い て も ソ シ ャ ル ・シ ス テ ム の 開 発 が 現 実 の 問 題 と な つ

て 来 た 時 に は 、 政 府 、 都 市 と い っ た カ スFマ ー(SystemUser)と シ ン ク ・

タ ン ク 、 シ ス テ ム ズ ・エ ン ジ ニ ヤ リ ン グ 専 門 企 業 、 コ ン サ ル タ ン ト、 電 子 計

算 機 ソ フ トウ エ ア 企 業 等 の コ ン ト ラ ク タ ー の 間 に 、 か っ て のNASA、DOD

空 軍 が プ ロ ジ ェ ク ト開 発 を 行 な っ た 際 と同 じ よ う な 経 過 が 再 び こ こ で も 行 な

り れ る の で は な い か と 考 え る 。

例 え ば 、 コ ン ト ラ ク ト側 でIn-houseま た は 大 学 にProblemsoIving

をGrantし て い る 際 に コ ン ト ラ ク タ ー1則 に お い て はMarketresearch.

を 行 な っ て お り、 次 に 一 方 でConceptualstudiesを 行 な っ て い る 時 、 他

方 で はProposaltearnworkを 行 な い 、 次 に 、Specificreq -u・irement

が 問 題 に な っ た 場 合 は 、 一 方 で はSourceselectionが 行 な わ れ 、 他 方 で

はDefinitionphaseのProposalが 行 な わ れ 、 次 にProgramdefinition

の 場 合 、 一 方 でDefinitionmanagementカ9行 な わ れ る 時 、、他 方 で は

DefinitionphasestudyContractが 行 な わ れ る 。(以 下 同 じ)

こ の よ う に な つ た 場 合 、 コ ン ト ラ ク タ ー は 常 に カ ス トマ ー σ シ ス テ ム 開 発

のPhaseの 進 捗 状 況 を マ ー ク し て 行 く よ うな 戦 略 を と ら ざ る を 得 な く な り
、
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こ こに1970年 代 に向 っ て政 府 、産業 、 大 学 に新 しい動 きが見 いだ され る

よ うに な っ て きた。

◎ 政 府 に おけ る新 しい動 き

米 国vas!"け る,行政 機 構 の 改造 は 既 に数10年 間 に 亘る もの で あるが、 そ の

機 能的 改 造 に関 して は、 最 も顕著 な改 組が1960年 当 初 の ケ ネ デ ィ大 統領

・マ ク ナマ ラ国防 長官 に ょ る3軍 総 合=国 防省 の設 立 で あ り、 次 が、1965

～66年 に亘 る運 輸 省 、 住 宅 都市 開 発省 の設立 で あ っ た。 しか しそ の後 、 機

能 的 な 社 会 ¢～開 発 と い う国 家 的 要 望 か ら、 本 年PrsidentsAdvisory

CouncilonExecUtlve'Organizationに よb米 国 行 政 機 構 の 改 組 案

『Establishmen 、tofaDepartmentofNaturalRes6urces

O・g・nizati・ ・f・ ・S・ci・1
.・ndE・ …mi・P・ ・9・am・ 』 カ× 統 領Va提

出 さ れ た の で あ る 。

こ れ に よ れ ば 、 新 し ぐNa'turalRosourcesとHlimanResourcesを 統

轄 す る 両 省 と 、EconσmicDevelopmentとqorrimunityDevelopment

を統 轄 す る両 省 が 数 省の統合 の結果 、新 しく新 設 されるこ とが提案されて

k'り 、'こ こ に 新 し くNatiδnalProjectを 中 核 と す る 模 造 系 、 計 画 系 、 主

体 系、 技術 系 、 資金 系 、 環 境 系 等 の 情報 シス テ ムが 開 発 され て来 る もの と考

え られ る。

この よ うに行 政 機 構 を近 い将来 機 能 化す るた め、 現 在 各 省 に お い て プ ロ ジ

ェ ク トに 関す る情報 シス テ ム を完 成 しよ うと努力 してい るが 、 そ の ひ とつが

運 輸 省 に おけ る プ ロ ジェ ク ト.ス テー タス ・レ ポ ー トで は ない か と考 え る。

この よ うな表 が各 省 に現 在 完備 して い るか否 か 不 明 で あ るが、 少 くと も今

回 の調 査 に よっ て運 輸 省 に限 っては 進 行表 が 完成 され て い る訳 で ある。 そ の

内 容は 、 大 き くい え ば プ ロ ジ ェク ト名、 コス ト、PhaseOne,PhaseTwo,

一〆1き ㌦
一215一
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PhaseThree,そ の 他 に 分 離 さ れ 、 運 輸 省 管 轄 の プ ロ ジ ェ ク ト の 進 捗 状 況

がPhase別 に 見 る こ と が 出 来 る よ う に な つ て い る。

次 に 、 こ の プ ロ ジ ェ ク ト のPhaseに 関 す る 問 題 とDataBankに つ い て

であ るが、 今 回 の調 査 に よれ ば米 国 の政 府側 のDataBankが 従 来 の

DocumentationRetrieva1な シ ス テ ム か ら 、Project開 発 の た め の 機

能 的 デ ー タ ・バ ン ク に 大 き く移 行 し て い く の で は な い か と 考 え ら れ る 。

即 ち 、 各 省 が ナ シ ・ ナ ル ・ プ ロ ジ ェ ク ト を 開 発 す る 過 程 で 、 そ れ ぞ れ 構 造 系 、

計 画 系 、 主 体 系 、 技 術 系 、 資 金 系 、 環 境 系 の 情 報 シ ス テ ム が 作 成 さ れ る と 共

に、 こ の 情 報 が 今 後 の ソ シ ャ ル 開 発 のUnitResoucesと な る よ う に 、 換

言 す れ ばOutputCategories式 にDataBankが 再 編 成 さ れ る 時 に 来 て

い る の で は な い か 。

そ の た め に は 、 現 在 、 米 国 の 政 府 側 の 科 学 技 術 に 関 す るNational

Informationnetwork構 想、(SmithsonianInst・Science

InformationExchange,FeaturesandBenefits)と こ の 各 省 プ ロ

ジ ェ ク ト総 合 情 報 シ ス テ ム が クPス でlnput-Outputさ れ な げ れ ば な ら な

い と 思 わ れ る 。

こ の 段 階 に な る に 至 っ て 、 始 あ て 前 述 の 行 政 機 構 の 再 改 造 が 出 来 る の で あ

る。Dept.ofNaturalResources,Dept.ofHumanResources両

省 と も こ れ はOutputCategory省 で あ り、 こ の 両 省 を 新 し く設 立 す る 前

提 と し て は 前 記 のSIEと 各 省 の プ ロ ジ ェ ク ト総 合 情 報 シ ス テ ム の ク ロ ス が

完 成 さ れ て い な け れ ば な ら な い 。

次 の 問 題 は 、Nationalgoalpolicysettingの た め に 、 政 府 内 に

Socia1シ ス テ ム に 関 す るln-house機 関 を 設 置 す る か 否 か の 問 題 で あ る。

確 か に 、 国 防 省 のDDR&E及 びWSEGに はInstofDefenseAnalysis
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と い うNon-Profitの 研 究 所 、 空 軍 の か っ て のARDC時 代 の 同 じ くMitre

の 如 く、 今 やSocialsyst'emの 開 発 に 関 し、PhaseOのConcept

Formulation及 び そ の 以 前 の 段 階 の 研 究 調 査 の た めNationaIThinking

Labsの よ う な も の を 設 置 し.て は 如 何 と い う 意 見 が 、、最 近 のRandか ら の

Reportに 出 て い る。

以 上 が 最 近 に お け る 政 府 側 の プ ロ ジ ェ ク ト開 発 に 関 す る 新 し い 動 き の 一 つ

で あ る 。

◎ 産 業 界 に お け る 新 し い 動 き

1970年 代 はHumanBehaviorの 時 代 で あ る と い わ れ る が
、 そ の 以 前

にSystemScienceが 先 行 す る こ と は 確 か で あ る。

前 述 し た 如 く 、 軍 事 的 、 科 学 的 プ ロ ジ ェ ク トの 開 発 の 過 程 で カ ス ト マ ー と

コ ン ト ラ ク タ ー の 間 に プ ロ ジ ェ ク トがPhaseに よ り開 発 さ れ る 新 し い 方 法 論

が 開 発 さ れ 、NASAに お い て はPPPガ イ ド ・ ラ イ ン が 一 応 設 定 さ れ た。

し か ら ば コ ン ト ラ ク タ ー 側 の シ ン ク ・ タ ン ク 、 シ ス テ ム ズ ・エ ン ジ ニ ヤ リ ン

グ 企 業 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ ソ フ ト ウ エ ア 企 業 等 コ ン'ト ラ ク タ ー は こ れ に 対 し て

如 何 な る 方 法 論 を 開 発 し た か。

例 え ば コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ のIBMのFederalSystemsDivision

に お い て は 、 主 に 連 邦 政 府 、 各 省 向 け の マ ー ケ ッ チ ン グ を 行 な っ て い る が 、

政 府 、 都 市 な ど の カ ス ト マ ー の シ ス テ ム 開 発 の 方 法 に 対 応 す る コ ン ト ラ ク タ

ー 側 の シ ス テ ム 開 発 方 法 論 を 開 発 し て い る
。

い う ま で も な く、IBMは メ ー カ で あ り、 ソ フ ト ウ 干 ア 企 業 で あ る が 、 そ

の ソ フ トウ エ ア の 内 容 が1960年 代 後 半 か ら 大 き く 変 化 し て 来 て い る の で

あ る。 例 え ばIBMのSystemsResearchlnst・ のGraduateク ラ ス の

カ リキ ュ ラ ム の 内 容 が イ)SystemsDesignandAnalysis,
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ロ)SystemsArchitecture,ハ)SysternsDisciplinesで あ り、 完 全

に シ ス テ ム ・オ リエ ン テ ッ トで あ る ば か り か 、 教 育 コ ー ス と し てAdvanced

SystemsScienceEducationProgramが あ る の で あ る 。 こ の コ ー ス が

大 体 プ ロ ジ ェ ク ト 開 発 に 必 要 な 研 修 コ ー ス で あ り、SystemDevelopment

LifeCycle,Sy
.stemTheory等 、 全 くSystemsScience中 心 に な つ

て 来 た こ と で あ る 。 こ の よ う に1970年 代 のIBMの マ ー ケ ジ チ ン グ は そ

れ が ビ ジ ネ ス で あ ろ う が 、 公 共 事 業 で あ ろ う が 、 そ の シ ス テ ム 開 発 にPhase

の 考 え 方 が 適 用 さ れ て 行 く こ と は 必 然 で あ る。

R&D'研 究 所 と し て 有 名 なFrankiinInst・ResearchLabsに お い て

も 物 質 ・科 学 と 工 学 、 機 械 工 学 と 核 工 学 、 化 学 、 電 気 工 学 等 従 来 の 工 学 部 門

の 他 にSystemsScience及 びScienceInformationServiesと い う

新 し い 部 門 が あ る 。

こ のSystemsScience部 門 は 、ORLabsとBehavioral&Social

ScienceLabsの2つ のLabsと8つ の 特 殊 研 究 部 を も つ て い る 。 即 ち

イ)Crimina1'Justice,P)EconomicAnalysis7ハ)Information

Systems&Co㎜unicationstudies,二)Transportationand

Safety,ホ)Co㎜unityStudies,EducationalEvaluation,

SurveyResearch,DataCollectionandAnalysis,へ)Human

Behavior,ト)EnvironmentResearch以 上 を み て も 如 何 に1970年

代 の システ ム ソ フ ト ウ エ ア の 目 標 が 何 処 に あ る か が 示 さ れ る。

次 は 民 間 企 業 の 中 で も、 カ リ フ ォ ル ニ や 州 政 府 情 報 シ ス テ ム の 開 発 で 有 名

に な つ たLockheedのMissile&SpaceCorpで あ る が 、 前 述 し た 如 く

LMSCは コ ン ト ラ ク タ ー の 中 で も 最 優 位 に 位 し、 特 に 航 空 宇 宙 プ ロ ジ ェ ク

トシ ス テ ム の 開 発 の 段 階 で 獲 得 し たSyStemManagmentの 技 術 を 社 会 開 発
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◎ 大 学va:teけ る 新 し い 動 向 ㎡F

紬 の歴 史 か らみ れ ば 、 … 年 の 間k」6。t.一,。 年 の長 期 ト・1/tンドが あb

現 在 は 第3番 目の長期 傾 向 の上 昇期 の頂 点 に来 て 広 る とプ ジ ジデ ン ト5月 号

は 米 国 の 政 治 思 想 の 発 展 を リ ズ ム で 見 て い る 。 ち よ う ど1930年 ～1965

年 ま で がExplosinの 時 代 で あ る と す れ ば 、 ま さ に1965年 ～2000年

はImplosionの 時 代 に な る で あ ろ うt。

従 っ て 、1930年 ～65年 ま で が 、 ま さ に 技 術 のExpiosion時 代 で あ

り 、Interdisciplinaryの 時 代 で あ っ た が 、1965～2000年 ま で

は 技 術 のImplosiohの 時 代 で あb、 同 時 に 、Transdisciplinofyの 時

代 に な る で あ ろ ▼う(E.Jantsch氏 の 説)。 こ こ に 米 国 の 大 学 の 動 き は 大 き

く動 揺 し は じ め て 来 て い る σ

ま ず 長 い 歴 史 を も つ 学 界 が 、 従 来 の 生 産 オ リ エ ン テ ッ ド のInterdisci_

plinary的 な 学 問 体 係 か らSystemオ リ ェ ン テ ッ ドのTransdisciplinary

に 移 行 し、20～30の 学 会 が5～6の グ ル ー プ に 集 結 さ れ 、 こ こ にSystem

に 関 す る グ ル ー プ が 中 核 に な っ て 来 た 。

IEEETransactionSy'stemSciencb&Cybernetics1971

年 号 は"Univers三tyProgramsinSystemsEngineering"(学 際

第9号 ア メ リ カ の 大 学 に お け る シ ス テ ム ズ ・ エ ン ジ ニ ヤ リ ン グ 教 育 、 原 弘

著)に よ れ ば 、 今 や 、 米 国 の 大 学 で は 今 後 の 社 会 シ ス テ ム の 開 発 に そ な え て

シ ス テ ム に 関 す る 科 目 を 強 化 し て い る。

例 え ば 、 横 軸 カ リ キ ュ ラ ス ・ コ ご ス 、 縦 軸 大 学 名 か ら 今 後 問 題 視 さ れ る 情

報 構 造 系 に 関 す る も の を 選 べ ば 、1.2の シ ス テ ム 構 造 論 、2.2の シ ス テ ム 設

計 論 が 中 に な る こ と が 推 定 さ れ 、 従 っ て 、 南 メ シ ジ ス ト大 学 、 フ ロ リ ダ 大

学 、UCLA等 が 今 後 の 革 新 的 な シ ス テ ム論 を 展 開 す る 大 学 に な る で あ ろ う。
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表1ア メリカの大学におけるシステム ・

1.0イ ンタデ ィシプ リナ リ理 論

一 般 システ ム理論

システ ム分 析

システ ム科 学 の基礎

線 型 システ ム,

非線型 シ ステム

ダイナ ミック ・シ ステ ム

分配 システ ム

1.1数 学 原 論

現 代代数学

線 型代数 とマ トリックス

トポ ロジ ー

複 素変数

積 分変換

ヴ ェク トル演算

函 数解析

微 分方程 式

数学論理 学

1.2シ ス テ ム構 造 論

システ ム ・ トポ ロジ ー

グラフ理論

ネ ッ ト・フ ロー

,感度 分析理 論

多重 システ ム理 論

ネ ッ トワー ク理論

1.3確 率 論

確率 と統 計

確率 過程

信 頼性理 論

統 計的 決定理 論

1.4最 適化 理論

変 分法

ダイナ ミッ ク ・プ ログラ ミン
グ

線型 ・非線 型 プ ログラ ミング

直接 法

1.5制 御 理 論

フ ィー ドバ ック制御 システ ム

理 論

安定性 理 論

最適 制御

非線 型制 御 システ ム

標 本値制 御 シ ステ ム

1.6コ ミュ ニケー シ ョン理 論

情 報理論

コーデ ィン グ理論

信号理 論

検 出お よび推定理 論

1.7サ イ バ ネテ ィックス理 論

人工頭 脳

パ ター ン認識

適 応 お よび学習 の シ ステ ム

サ イパ ネテ ィ ック ・マ シ ン

総 合的行 動 システム

(SyntheticBehav三 〇rSystem)

ヒューマ ンオペ レイ ターの数

学 的理 論

(MathematicalTheoryof
HumanOperator)

マ ンーマ シ ン ・システ ム

2.0イ ンタデ ィシプ リナ リ技 法

システ ム ・エ ンジニア リング

システ ム ・シ ミュ レー シ ョン

お よび統 合

システ ム設 計

シ ミュ レー シ ョン及び最適 化

2.1シ ミュレー シ ョン と実験

数値解 析

ア ナ ロ グお よびハ イブ リッ ド
シ ミュ レー シ ョン
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エ ンジニア リングの科目

デ ィ ジ タ ル ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン

モデ リン グと検 証

実験 計 画

イ ンス トラメ ンテ イ シ ョン

システ ム ・ラボ ラ トリ

2.2シ ステ ム設 計方 法論

問題定 義

シスム評価

システ ム統合

信頼性 お よび 保全性 の設 計

コ ンピュー タに よる 自動 シス

テ ム設 計

システ ムズ ・マ ネジ メン ト

経済 分析 工学

3.0ア プ リケー シ ョン

応 用工学 モデ ル

応 用制御理 論 と応用 システ ム
理 論

応 用 シ ステ ム分析

プ ロジ ェク ト

特殊 問題

3.1八 一 ドウ=ア ・シ ステ ム

制御 システム と コ ミュニ ケー
シ ョン ・システ ムの 統合

回路解 析お よび統 合

ユ ーテ ィ リテ ィ

交通 シ ステ ム

コ ンピュー タ ・ハ ー ドウ ェア

エ ネルギ ー変換 システ ム

3.2生 物学的 シ ステム

生体 シ ステ ム

生物 工学 モデ ル

認知 過程

マ ン/マ シ ン ・システ ム

脳 神経 系

ヒューマ ン ・フ ァクターズ ・
エ ンジニア リング

生物学的 制御理論

バ イオ ・システ ム

3.3社 会経済 シス テム

経 済理論

ゲー ムの理論

効用理論

都市 システム理論

決定論および価値論

予測

3.4生 態学的システム

環境 システム工学

水資源システム

環境の生物工学

都市環境工学

3.5コ ンピ ュー タ情 報 システ ム

プ ロ グラム言語

システム ・プ ログラ ミング

コ ンピュー タ論理 設計

自動 機械 と切 替理 論

リー ドタイ ム ・システ ム

情報 システム工学

分散 システ ム

3.6オ ペ レー シ ョン

OR

イ ンダス トリアル ・ダイナ ミ

ッ クス

輸送 システ ム

在庫管理 システ ム

品質管理 システム

待 ち行 列理 論
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表2ア メリカの大学におけるシステム ・

1大学名
コ ー ス1

.0 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 1.6 1.7

㏄

n

謡
u鴫
㎝

A
A

B
B
U

Carnegie

Case

Columbia

Corne】l

Delaware

Florida

G.Tech.
Harvard
Houston
Illinois

U.Miami
Miamiu.

U.Michigan
M.S.U.
NewMexico

NU.
Oakland
OhioU.

U.P.
Pittsburgh

P.M.C.
Portland

Princeton
RP.1.

Rice

SanJose

S.M.U.

Stanford

Syracuse

Tennessee

Texas

TexasA.&M.

Toledo

V～アash輌ngton

WrightS.

{
}

-⊥

7
・
4

2

4

1

0

5

4

0

1
凸

2
0
5

0
7

1

%

0
2
6
4
2

2
1
1
1Y3
2

へ

2
3
3
2

3

1
8

2
1
4

5
.0
9
4
6

0
0
9

4
9

7
0

1
0
3

26

0

5

4

0

、0

2

0

3

0

0
2

0
3
0

2
6

1
5
4

0
9

5
4
0

0
0
3

2
5

1

.

1

2

1

0
0

0
1

2

0
0

7
1
0

0
0

2
0

1

1
0
1
1%
2

0
0
1
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2

0

1
0
3
0

0
2

0
1
0

1
2

1
0
0

5

4

5
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7
・

1
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(U

ウ
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4

3

5

つ
0

5

1
占
-
▲

1

5

2
5
3
2

0
1
4

5
3

0

7
2
5

4

0

1

3

2

1

3

Q

4

1

2

「⊥

ー
ム

1
2
2

4
7

2

1
2

4
4

7

1
7

2
2

2

2
4
3

1

0
0
3

2
3

0

0
0

4
7

0

9
3

2
0

5

0
7
5

0

0

0

3

0

1

1
ふ

ー
ム

5

(b

4
▲
0

0

∩
V
O

7
・
2

4
●

1

0
0
4
5%
1

0
1
1
4%
3

0

3
3

6
4

0
5
0

0
1

5
0
5
3

3

1
0

1
2
6

2
0
6

0
1

2
0
0

0
5

0

0
2

1
2

1

0
0

0
3

2

0
0
5

4
3

0
5
0

2
0

4
0

4
4
1

'

0

1
0
1
3

1
0

1
0
0

0
0

1
0

1

0
0
0

2
0

0

0
2

2
0

0
0

2
1
0

2
0

0

1
0

3

0
1
1
0

分類別の合計1137%174 35%154 110 120%78 26

(注)コ ースの数字は表1の 分類 と対応す る。
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エンジニア関係の教科数

2.02.12.2

1
1
0

2
0

0
1
0

0
2

5
2
0

1
0

1
2
0
0

1

2
0
3
2%
0

2
3
0

0
0

1
2
3

1
1

0

2
1
0

1

0

4
5
3

6
1

1
0
2
2

3

6

3
2
3

1

1

%

3
4
3
2
0

1
0
1
4%
5

0

4
1

9
3

0

1
3
3

1

1

2

1
6
3
0
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4
2
6
6

4

0
0
0

3
0

8
2

1
5
0

2
1
2

1
0

1
1
1
4%
5

2
0

0
3

1

0
7

0
0
0

0
3
3

2
0

3.0

0
2
0

0
0

0

0
0

0
0

0

2
2
0

1

2
1
0
1%
0

0
2
1
1%
0

0
0
0

2
0

0
0

1
0

0

1

0

0
0
0

5

3.1

3

0

4
3

6

0
0

5
0

4

4

0
0
2

5

0
0

6
0
2

0
0
0
6

2

4
0
1

20

2

0

12
0
0

0

0
0

12
4
1
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3.2

1

6
0
5

4

0
0

0
0
0

0
0

1
0
8

2
0
0

0
0

2
0

3
2

1

2
0

0
4

1

1
2

1
1
0

0
0

1
1
0

49
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3.3

1
0

2
8

2

0
0

0
5

0

9

0
3
0

5

2
0

0
3
0

0
0

1
3
1

0

8
0

1
6

1
1
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1
0

0

0
0
0
0
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3.4

0
0
0
0

7

0
0

0
4
0

0
0

3
0
0

0
0

0
0
0

0

0
0

2
0

2

0
0
0
0

0
0

0
0
0

0
0
0

0
0

18

3.5

1

10

8

13

18

8

2

1

0

0

11

0

4

7

4

7

3

9

0

0

0

3

1

8

7

2

0

7

9

10

1

22

0

H

O

16

0

4

。
ピ
3

212

一一・一・

3・6ド 計

●

Σ

1 20

9 48
男

3 52
21 119

5 101

1 27

0 15

0 35

10 33

2 23

12 127

0 23

3 51
0 27

8 53

7 34
4 23
'0

52

3 35
1 14

0 8
1 12

3 26

8 66
5 41

0 18

2 37
0 25

6 84

0 58

0 7

5 121
0 42 命

1 31
0 8

1 45

0 8
亀

10 91
0 52
0 27
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・ 、 ・ 結_論 ・・

以上 の 観 点 か ら、 今 後 わ が 国 にお い てT970年 代 に 巨大 ・複 雑 な システ

ムを開 発 して行 く場 合 、 考 慮 しなけ れ ば な らぬ点 を こ こ に提起 す る 。

1)・ 電 子計 算 機 工業、 情 報 産 業 特 に知 識 集 約産 業 の 産 業 政 策 にtaけ る時 代

的意 義,

2)シ ス テ ム開 発 の国 際 競 争 力 強化 へ の条 件==日 ・米 シス テ ム開発 の格

差'・

3)社 会 的 要 請 との調和 及 び国 際経 済 との協 調 の接 点=国 際 的 プ ロジ ェ

ク ト ・シェ ア リング の問 題

'4)社 会 シス テ ム 開発 にk－け るH
uman'Factorの 重要 性 の 認識=新 し

い シス テ ム教 育

な お、 今 後 に残 る問 題 はぐ1)技 術 予 測 → シス テ ム予 測 → 政 策予 測 の

問題 と、2)

DecisonMakingon

MatterofPolieyand

ResourceAllocation

SystemsPolicy
ぐ　　　　　　　　

ScienceScience

↓ ‥'↓
Sy・tems9 ・_→t-P・ 』－i"y

MethodologyMethodology

の問題 で あ るが、 これ の追 及 は 後 日にゆ つ る こ とにす る。 ・

1)電 子計 算 機 工業、 情 報 産 業c知 識 集 約 産業 の 産 業政 策 に おけ る変 遷 とそ

の時代 的 意 義.'

A》,ag、60年 代 当 初 の 産 業 構 造調 査会 時 代 の電 子計 算 工業 振 興 政 策
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1960年 当扱 通商 産業省は1960年 代の産業政 策 を樹立 すべ く産

業構造調査会 を設置 し、基本政策を 当時の貿 易 自由化 に対 して産業の重

化学工業化においた。従 って技術の革新 が雇傭を よび、 それが所得の増

加 を よび、 しか も労働 集約的な産業が最適な もの として機械 工業 が重視

され、 ここに自動車 工業、 電 子工業(テ レビ、 電 子計算機、計測器、 部

、、品)特 に電子計算機 工業 とい う技術革新 を代表 とす る産業が国内企業の

育成 ・強化 とい う建 前か ら育成 され た。従 って当時 は電 子計算機 の本体、

周辺装置 に関す る振興 が主 であ った。

B)1965年 当時産 構i審時代 の情報産業振興政策

1.・1965年 、 産業構造審議会 において 『電子計 算機 工業の国際競争力

強化 』が審議 され、 ここに政策は 電子計算機 工業 の定着 によ り電子計算

機 工業の振興の段階 か ら情報 産業育成へ と移行 し、 政策の核心は従 来 の

ハ ー ドウェア重点主義 か らソフ トウェアに置かれ、(日本 ソフ トウ ェア株

式会社の設置、)また、 この当時大型電子計算機 に関 して政府(工 業技術

院)、 メーカに よるプロジ ェク ト開発が開始 された。1しか し当時 資本の 自

由化 にそなえて、 未 だ国 内企業の育成 ・強化 とい う点 に情報 産業政策の

重点が あ った。 .㌻,

以上 の要諦1ら ・969年 産鶴 の中締 報麟 部会 が設置 され・情

報産業全般 に関す る政策が検討審議 され ることにな った。

C)1971年 産構審 中間答 申:70年 代 の産i業政策の基 本方向、知識集,

約産業の育成 政策.・ ㍉

この 中間答 申において零 ぶ970年 代 の産業構造 ビジ ョンが、 イ)知

識集約産業の振興及 び既存 産業の知識集約化、(機電法の設置)ロ)資 源

産業 の育成等 この2点 に大 き くしぼ られ ると共 に、 国肉的条件 としくて社
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会的要請 との調和、国際的条件 として国際経済 との協調 が と りあげ られ

た。 しか も社会的要請 との調和 は 当然 ここに大規模革新的 シス テムの開

発 の必然性を よび、　システ ム関発 を母体 と した情 報産業は今や単 独産業

の域を脱 し、 産業全体 に関連す る中核産業になって来 る と共 に、 ソフ ト

ウェアの概念が従来の コンピュータ ・ソフ トウェアの ワク」を拡大 し、 シ

ンク ・タンクが行な うよ うな問題解析までを含め る ようにまで発 展 した。

さ らに問題は この知識集約産業 の育成が国内企業の育成 、・強化 と共 に資

本 の完全 自由化 にそなえ て産業国際化 に向 うところに1b70年 代の情

報産業の大 きな転回、 または特色 がある ものと考え られ る。

fiシ ーilテム プ ロ ジ ェク ト開発 の国 際 競 争 力 強化 へ の条件

前 述 した如 て、 産構 審 の 中間 答 申 は社 会 開発 へ の 先 端産 業技 術 の 適 用 併

せ て大 規 模 革新 的 シス テ ムの 開 発 を提 案 して い るが、 これ は と りもな お さ

ず ナ シ ョナル ・プ ロ ジ ェク トの 開発 で あ る。

しか らば、 現段階 に澄け るシステ ム開発¢}国際競 争力の問題は システ ム

,開 発 先進国で ある米駆 ρ システ ム開畔 ヤ ・プで畝 これ を如 解 評

価 す るか頂 ある。即 ち産業 におけ る座 標軸概念 の問題である。

A)日 ・米の構造系軸、 計画系軸、 技術系軸の相違

,もしもわが国の麟 齢 が1970年Plvateい て今後麺 に興 るが

如 くQu-tpu・tカ テゴ リ方式即 ち都市開発、海洋、総合輸送∵ 総合情報等

シス テ ム ・オ リエ ンテ ッ ドまた は ナ シ ョナル ・ニ ーヅに 由来 す るTop-・

down産 業概 念 を採 用す る と仮 定 す るな らば、 そ の産業 育成 の プ ロセス

Nは 当築 ㍉9ぺ 鱗 と,1㍗0年 代と陸 隈 ぽ ものとならざをを得

左 い 。. 』1'㍉
・ ㌧.lr>:'"い 、;1、 .
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日本 の 産 業 軸

197α 年

1960年 構 1980年
、と七

/素 計画系
・17go年

一一

(システム'系)

機能産業

技
術
系

195

技
術
系

米国 の 産 業 軸

…
露

嶽
系

1970年

計画系
(システム産業)

機能産業

米国 とわが国の システ ム開発 を比較 した場合、 わが国の場合 では技術

革新が 産業構造 系をゆ り動 か しただけ で何 ら産 業の計画 系(即 ち シス テ

ム開発 におけ る開発方法論Phaseの 問題)の 問題 がお きて こなか った。

　

しか し米 国の場合は技術革新 が ピック ・プ・ジェク トゐ開発 と共 に産業
も マ ペ へ

構 造 を1950年 代 か らゆ り動 か し、 既 に述 べ た如 く』ig-60年 代 に お・・

い て は ア ポ ロ ・プ ロ ジ ェク トに よ り技 術 革 新 が 産業 構 造 系を ゆ り動 か し、

そ こ にSystemsManagementか らお き て来 る産業 計 画 系 の 問 題 茜生 れ

た の で あ る 。 頁 〇 一パ 』 一 ・

lf:雫}t':,

従 って時 間的 に見 た場 合 、 日 ・米 の シス テ ム開発 ギ ャ ヅプに ゴo年 の

差 が あ る こ とが 認 め られ る。

B)日 本型 生産 拡 大 線 と米国 型 シスhム 開 発 線 との 比 較'

1,'t㌧ 一一■z;ぷ

わが国が今後社会 システ ムを開発す る際考慮 し旋けれぼ宏 らぬ問題 は、

そ柄 学技術鹸 ご蛯D政 策が資源ヵs少K天 寵 多ら 技縮 輸入

し.直 ちに商品化 し輸出を振興 しなけれ ばな らぬ とい う諸条件 と結 びつ
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●

▲

い ただ め、 産 業成 長線 がA曲 線 の如 く縦 軸産 業 構 造 系 にそ って立 ち上 り

が早 い 傾 向 を と らざる を得 な か った こ とで あ る。

ごれ に 反 して:,,米 国 の場 合 は、1960年 代 の ビ,グ ・プ ・ ジ ェク ト

開発 の 経験 に よ りB曲 線 の よ うな 立 ち上 りのteそ ㊤産 業 成 長 線 が従 来 の

型 のA曲 鮪 外 に 生 れ て来 た の で あ る。'L':'1":1・ ・

A線

日本 業政策
生産拡大型

・β

ノB曲 線
.昧国型産

/シ ステム開

「
本
資
料

は
動

燃
小

玉
陽

一
氏

と

の
対
談

中

よ
り
引
用

」

策

-型

横 軸 産業 計 画 系創 新

ア造 し

デ ザ クとい
ペ ィ オ 、.,評

ア

価 イ フ シ ク プ 及

メ、びア
シ

の ヨ及び

三

従 って、 今後 、 わ が 国 にお い て ソ シャル ・シス テ ムの 開 発 に当 って は、

米 国 の パ タン と同 じ く イ)ア イ デ ア の 創 造 及 び 評 価 、 ロ)'コ ンセ プ

ト・フ ォ ー ミ=レ ィ シ ョン等 に3年 ～5年 を要 す る よ うkB曲 線 を と ら

ざ るを 得 な くな る ど こ こに従来 の構 造 系 産業 概 念 だけ の時 代 か ら計 画

系 産業概 念(Phaseに よるProject管 理)の 時 代 に移 行ぜ ざ るを得 な
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::くlt7て 来 鋲 こ こに もA)の 場 合 と同 じ く日'米 の間 に10年 ぐ らい

の 差 が あ る こ とが認 め られ る。勿論 、 この問題 に対 して あ る論 者 は、 ス

キマ論 を唱 え て い る が・ 実剛 胆 と しては・ ま さ に ス キ マ完 鮪 な うめ

政 策 にな る で あ ろ う。

C)長 期 波 長Explosion・Imolosionの リズ ムの 比 較

プ レ ジデ ン ト誌1971年5月 号 『新 多数 派 の 誕 生 を待 つ ア メ リカ政

界:ア メ リカ政 治 の リズ ム 』で述 べ られ て い る如 く、 米 国 の政 治、 経 済、

社 会 の発展 を大 波 と して 見 た場 合、1800年 ～1860年 ま での農 民

民主主 義 時 代 、 次 が1860年 ～1930年 ま で の 産 業 ナ シ ョナ リズ ム

時 代 を 経 て今 や1930年 か ら始 ま った福 祉 国家 リベ ラ リズ ム時 代 の頂

点 に達 し、 い よい よ下 降 線 を た ど り始 め る時 点 に来 た もの とい わ れ る。

餅ジ 転 』 謬 』;ぽ ヂー』
1800年

ノ

'ノ

Oisplosicn

1965年

2000年

い うなれば・糟 の翻 発展を髄 リズム的 力学煕 見極 焦 まさ

にE・pl・ ・i・n
,i(・外爆発)とlm・1・ ・i・・、(内壁 一!の循 環嘘 史であ

り、今や1930年 代 か ら開始され たExplos
、ign、タ)時代(技 術革新時

代)は 終止をつげ・ ・m・lr・i・・の時代(技 術収 敏時代 、).K突入 したの で

である・従 って・ 産業構戯 端 構造紗 ら靴 警裡 嘩 軸計疎 に
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移 行せ ざる を得 な くな る。"・Oll1'・

これ に反 して わが 国 の場 合 は、 文 化 の長 々波 はt306年 とい われ、 そ

、の 中,に長 波 、 中波、!」・波 が存 在 し現 在 は そ の い ずれ の 波(Explosion

・、かImPl'osiori)に 該 当す る が不 明 で あ るが、 米 国 の場 合 の方 がExplosion

の極 点 でImplosionに 方 向 を移 行 した こ とは確i実 で あ る。即 ち、 以 上

3点 か ら 日 ・米 を比 較 した場 合、 米 国 の 産業 成 長 線 が従 来 の 縦軸 ゐ 構 造

軸 か ら離 れ て横 軸 の計 画 系 軸 に移行 じつ つ あ る に も拘 か らず、 わ が国 の

産 業 成 長 線 が よ うや ぐ縦 軸 の構 造系軸 を越 した とい う状 態 で あ り、 こ こ

に大 きな シス テ ム格 差 が あ る。

皿 社会 的 要請 との 調和 と国 際 経済 との協 調 の接 点=国 際 的ケ ロ ジ ェク ト

・シ ャ リン グの問題'屠

1970年 代 の わ が国 の 産業 構 造 の 大 きな課 題 が 『社会 的 要 請 との調 和 』

と 『国 際 経 済 との 協調 』で ある とす れ な らば、 これ は 戦後 約3'O年 弱の 期

間 に お け る大 きな 政 策の 変 換 で あ る。

そ れは 今 後 わ が国 にお い て も都 市 開 発、 海 洋、 総 合輸 送:総 合情 報、 総

合 医 療、 総 合 エ ネル ギ、一の よ うな 巨大 ・大 型 ・複雑 左 ジス テ ムが 開発 され

て 行 く際、 も し も国 家 が シス テ ム ・ユ ーザ ー(ヵ ス トマ ー)で あ る場合 、

,その開 発 のPhaseA,B,C,Dの 段 階 に従 って シ ン タ ・タ ンe.・"大 学 、

シス テ ム ズ ・エ ン ジニヤ リング企 業、 コ ンサル タ ン ト、 ソ フ トウェア専 門

企業 等 が コン トラク タ ーと'して 参画 して来 るの で あ る。'"ジ'㌔ パ

この場 合、 問 題解 決 の時 期 か ら最 終 的 にPhaseOutに な るま で少 く と

も10カ 年 間 を要 し、 この 間C各Phaseの 段 階 に お いて 外国(特 に米 国)Vl

の ロ ン トラク タ ーの 進 出 を 予想 せ ざ るを得 ない で あ ろ う。従 らてご 国 際 的
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に 各Phaseご と に 最 適 の コ ン ト ラ ク タ ー が 選 出 さ れ 、TgtalSystem

に各 エ レメ ン トを}P肝kageす る豪 しいSystemsManagement:と い う経

営 方法 論 が1970年 代 におい て始 めて 開 始 され る と共 に、 当然、 わが 国

¢～
、シス.テ ム開 発 能 力 が 高 まれ ば この 逆 の場 合 の海 外 進 出 も考 え られ るの で

あ る9-1 .、T、

前 述 した如 く、 プ ロジ ェク ト開発 におい ては 通 常、 第1段 階 の コン セ プ

ト'フ ォ ミ ュ レィ シ ョンの段 階 は大 学、 研 究所 等へ のGrantか 、 も し く

はln-houseで 調 査 が な され るが、 第2段 階 の シス テム ・デ フ ィ ニ ッ シ ョ

ンのSEの 段 階 は コ ン トラク タ ーの 撰 択 競 争 の場 面 で もあ り
、 ま た、 コ ン

トラク トの場 合 で も あ り、 同 時 に、 設計 か ら開発 が 直接結 ばれ る所 で ある

の で、 これ を外 国 の コ ン トラ ク ターに 掌握 され るか、 支配 され るか は、 令

後 の ソシャ ル ・シス テ ムの 開 発 に大 きな影 響 を持 つ もの で ある。

したが って、197 ,0年 代 におい て は 産業 全体 と して の 産業 政 策 と共 に

企 業 のUnitofElementと して の シス テ ム開発 力 の 育成(プ ロ ジ ェク ト

・チ ームの 強化)が 重 要 視 され
、 ここに 産業 政 策 は 企 業 のModule単 位 に

ま でお りて こざ るを得 な くな る。

'

将 来、 産業 の複 合 化 に よ り、 ある技 術 に関 す る技術 提 携 が 企業 全 体 と企

業全 体 との技 術 提 携 に よる不 合 理 を除 く点 か ら、 企業 事 業 部(機 能 単 位)

と企 業 事 業 部(機 能 単 位)と の 技 術 提 携 に変 更せ ざ る を得 な くなら て くる

と考 え られ る。企i業の国内的、 または国際 的プ ロジェク トの参加 は以上 の

ような条件 が具備 されなければ完全 には達成 されない であろう。

一、 ・・二、 、 ・,、' ,、 醸

N社 会 シ ス テ1ム 開 発 に お け る1垣m餌 、Factoゴ の 重 要 性

産 業 溝 造 審 議 会 申 問 答 申1970年 代 の 通 商 産 業 政 策 の 基 本 方 向 、 第4
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㎡

ρ

◆

章 第2節 産 業技 術 政 策 の新 展 開 の 中 の 「社会 開発 関 連技 術 の 開発 」 の項 で

『社 会 開発 は人 間 生 活 に直 接 か か わ る問題 で あ るだ け に、 人 間 工学 、 行 動

科学 、 シス テ ム工学 等 の振 興 を図 る と ともに、 そ の 成果 を駆 使 して人 間性

に対す る慎 重 な配 慮 を行 な う必 要 が あ る 』 と述 べ られ て い る如 く、 従 来 シ

ス テ ム開発 に関 し ハ ー ドウ ェア、 ソ フ トウ ェアを含 め た シス テ ム方 法 論 が

問 題 視 され て い た のが、 や うや く人 間 側 か らの システ ム方 法 論 が認 め られ

て 来 たの で あ る。

例 え ば、1967年 に発 刊 さ れ た"HumanoperatorinComplex

systems-ssに お いて も、U.T.Singleton氏 はTheSystem

Prototypeand}IisDesignProblemsの 中で、 シス テ ム ・デザ イ ン

の 過程 でHardwareの 問題 をHumanの 問 題 と同列 に と り扱 い、Production

Spec・ とTrainingSpec.が パ ラレ ル にお・りて 来 て、 シス テ ム ・イ ン

テ グ レ イ シ ョン とは この 両 者 の結 合 で あ る こ とを示 してい る。

われ わ れ はSingletcn氏 が 述 べ る如 く従 来 余 りに もハ ー ドウ ェア ・ソ

フ トウ ェア に重 点 を おい た シ ス テ ム開 発 を論 じて い たが、 や は リ シス テ ム

を遂 行 して 行 くの は人 間 で あ り、 こ こにTrainingの 必要 性 が 強 く、 高 く

要 請 さ れ て来 たの で ある。

現 に米 国 におい て は前 述 空 軍 のSAGEシ ス テ ムの 開発 の 段 階、NASA

の アポ ロ ◆プ ロ ジ ェク トの 開発 の段 階 を 経 て、 ここにSystemsTraining

の重 要 性 が高 く認識 され て い るが、 未 だ わ が 国 にお い ては この点 は未 開地

で あ り、 この 点 充分 シ ス テ ム先 進 国 の米 国 のSystemsTraining

Consultantの 進 出 に注 目を払 うべ きで あ る。
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、

1.訪 問 先 の 選 定 経 緯 お よ び 調 査 事 項 ・誤認 ぽ

(1)訪 問 先 の 選 定経 緯"'f':'il'

本 委 員 会 の 目的 で ある 「最 近 の 急激 な経 済 発 展 に 伴 う、・都市 開発 、 輸送 、

医 療 公 害等 の各種 ゾニシヤル ・システ ムの問題解決 に資す る」 ととを達

成す る方法 と して、委 員会 としては下記の う汚 ご特にさ しせ まつた重要性

の ある② に重点 をおいて調査ナ 宕ごと乏 しだ。 ・三・

畠◎ 米 国に拾い ピ過去10弔 問 にわだ つて開発 さ流 ぞきた ジ支デム開発の

方法論が、最 近の都市開発、諭蜜 …医療 等の ソーシャル ・シス テムの問

題解決に如何 に適用され1てい るが。'"1

② 上記 ソー シ¥ル ・ジ女 テ ムの 問 題 解 決 に 当 っ て、 プ ロジ エ'P'F委 託 の

発 注、 管 理 が どの よ うた行 宏 われ て い るか。

した が つて 、 調査 内容 と}じて垣 、㌧'米国 に痴 い て ソージ ヤル ・シス テ ムの 開

発 に関連 した ソ プ ト的 要素 の高い プ ゴ ジエ グ トの 基礎 調査 部 分 の委託 契 約

の 発注 管理 が どの よ うに 行な わ れ てい るか を調 査 す る ととも に1シ ス テ ム

開 発の 方 法 論寿 ξび シ之 亨 ム開 発 わ過程 そ 参画 す ゐ 各 種 機 関 の関係 等 に つ

き調査 す る こ ど ど濠 つた。'「'ttt!1

そ こで、 ま ず、 訪 問先 を委 託 側 、 受託 側 とに大 別 し、 委 託側 に っい ては 、

在 ワ シ ン トンの連 邦政 府 関係 機 関に最重点 をおいて選定する とと もに、:州、市

レベル の行 政 関 係機 関 を も含 め て選 定 した 。 ま た 受託側 にろ い て は、 民 間

機 関、 大学 等 の 中か ら選定 した81'㍗''"

選定 の具体的 方法 として は、 前記諸機 関の中で、宇宙、輸送ぐ医療、 公害

ク コ ド 　 ロパ ロ い コ

等 客種 のソニ シャル ・ジス テムあ開発に関係 し、 カ・う、現在実施中の プロ

ジェ)卜 宕 担 当都鳥名か判明fじ∴所定召致 老農 も効果的夜 調査 目的が達

せ られ るようなス ケジ;一 ル 麹 む どと1が出頬 法 語 条観 して、訪

酷 議 定・し若'・ 治 ピ/'㌧ ㌦ 『'

ただ し、 先 方 の都 合 に ょり、 一 部 に つ き変 更 を 余儀 な くされ た。
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② 訪 問 先1』:..、 ぷ.已 ぺ.'・...・1...1.∴t/:'.1[1{ll㍉ き」1㍉

◎ 委 託 機 関:1:,:灘=、: .…二:、.,(ざ{i∵1..r"{i..

〈 政 府.機 関 〉 … 、・,、-f,.、ii[}:z/・'・s、;

・ 航 空 宇 宙 局(NationalAeronauticsandSp牢eadmin、istlang
:耳.

㌘ ・:… い ・・三 ・i/.,J.・…NASA)1・ ・、二,.・/.、 ・ ・ミ.・ 、

・ 国 立 標 準 局(N・ ・i・・alliSi・ ・eau・fS・an却 .d・,NBS)・ 、,1 .:

・住 宅?都 市 開 発 省(DepaitmentofHous中g 、andUIban ,peVelop-

…'
.m・nt,H叫..… .;ぷ..・,:1..

・ 運 輸 省(D・p・ ・tmen・ ・fT・an・p・1…IQ・
・…願)

..・,/・ ・、ニ ユ ー ヨ 、r－ク 州 政 府 予 算 局(IN戸 、.Yqfk.St.at,e,DiviS,ionOf

恥dg・t).・ ・ 、 ・・.…1、:1.',..、.

・ ニ ユ ご ヨ ー 姉 環 境 保 護 局
.(・N・w泊 ・kCity….. ..・ ・,11/・1.・・

.・・..・.・ ・・… ご ・恥 ・il・nm・n・ ・lp・ ・}r・ri・ 吐 禦y) 、tt玲.・ 、、

_〈.民 間 機 関 〉.. .、尉 ・ ….ジ.

/ltt・・ヨ 胎 向.委 員 会 ・1・(:,T・i・S・ ・a・・T・an・P・ ・lt・a・i・ ・C・ ㎜i・ ・ee)、.、

・ ボス トン再 開 発 公 社(島stonRedevelo騨ntauthority
,BRA)

◎,、 受 、鵠 閑 ギ ・・.・,,,○ 、,,・、○.・..∫ ・パ:○ ・・.:凝 ・.一.ト

〈

.大 .1・ 学 〉.、:t■,.tt、1.-」 一,tt.・....・ 、r』/11-,/

'ハ ー バ ー ド 大 学(}ElhrVardUniVCIsl{y)
、.

〈 鯛 機.関 〉 ・ 、,.・ 、....1・.ぺ 、.、,・,…、_.一..・....・....、 ■tt.・ ・.._..

'='7イ ∴ ビr'エ ム 猷 会 社 こ:・ フ エ デ グ'
.ttx,テ ム ズ プ ィ ビ イ㍗

..,・(㍍ ・ ・、呼?・a1… 極..s・i町 ミ§M・ 輌rS.〔br.叩 ㊥ 戸 ・1・1,.1/

;.r・ い 鮎 ζ・甲 ・・DiYi・.i.・ ρ,.・1・ 剛 胆P).▽ 「...tt.、.・ 、tt:・.11tttt.t

・・ラ ン ド ・ コ ー ポY－ シ ヨ ン(Th・RAND('p・p・ra・i叫 腿NP)

・ピ .・ ㌧ 〉:㍍ 、…:t"「i煮i「 ∵ ㌧
.1::':..1「 ・ … ・ ∵ 、:「・二 ・;1・ ・/・.1・ ㌧ .'・、・ ・.:『ttt・:
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■

●

(5)調 査 事 項

A委 託 者 宛 質 問 事 項

1.貴 機 関(D・p・ ・tm・ ・t ,Ag…y)の プ ・ ジ ェク トVaつ し(て ・ 貴 機 関

に お い て 現 在 開 発 中 の プ ロ ジ ェ ク ト(特 にReserchorGenerat'-

ionandEtvaluationofNewIdea)を 下 記 に 従 っ て お 知 らせ 願 い

た い 。(*印 は わ れ わ れ の 特 に 関 心 の 深 い 項 目 で あ る。)

カス トマ局 部 名
:

ゴ ン ト ラ ク タ

/・ ・

プ ロ ジ ェ ク ト名 期 間 金 額

1
:

2

ト!,一

三/ 、F'川 、'r

の ソ しリ フ ド ぎパ ロ

もし政府 印刷局 で貴機 関の プロジェク ト・リ洪 トが発刊 され ぞ広 岩宏

らば そ の発 刊 番 号 をお知 らせ 願 い た い。

2.プ ロ ジェ ク ト ・フ ェ ーズ に つい て

(・)貴 編 綻'∂ ようなプ瞬 該 ト'を企画運営する齢 こ妙 鰻 、

エク トが これ に続き実施に至 る富 での プロジェク ト全体 に占める位置
ttil'・ ・ ド1'

,iく

づ けを如何 に考え るか。

(・)貴 機関嫉 施 してい るプ・ ジー ハ ・フェーズ が最適 であ ると砲,
く

　ニ 　ご　い ご い ロ

理 由及 びその基本的概念 き らに採 用の結果・如何 なるメ リッ ト'が出だ

か お 知 ら せ 願 い た い 。

1,',.・}∵t1}i{・

(3)複 数 の 政府 機 関 が 共 同 で ジ 。イ ン ト・プ ・ ジ ェク 時 実 施 す る場 合

そ の リサー チ の計 画 、 運 営 をい か に行 な うか。

(4)今 後、 社会 経 済 技 術 的 背 景 が よb急 激 に変 動 され、 さ らに リサ ーチ

の フェ ーズ が よ リダ イ ナ ミッ ク に変 更 され る と思 われ るが如 何 なる 変
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更が期 待 され るか。

こコ　 ロ

3.プ ロ ジ ェ ク ト を 遂 行 し て い く 上 の 組 織 構 造 に つ い て'『

現 在 貴 機 関 で 実 施 中 の プ ロ ジ ェ ク トに つ い て 、 カ'ス ド=で あ る 政 府 ぶ

州 、 都 市 、 コ ン ト ラ ク タ で あ る 大 学1,,ifメk',カ 、 研 究 所 、 コ ン サ ル タ ン ト

等 が 縦 と 横 と に 相 互 い か な る関 係(例 え ば 下 図 の よ う な 関 係)'・を 持 つ か

具 体 的 に 知bた い 。 ・'11tt1・ 幽/・tt't・ ・{・.1,i

1.THESYSTEMDEVELOPMENTPROCESS-

INTERAαPIONSAMONGCUSTOMERS,

ON・-GOINGBASICRESEARCH,ANDFIRST

SECONDTIERSUBCONTRACTORS

VERTICAL

CONTRAC7]ORS,

AND-1

農 瓢 農1ysis・ 「
Mmagement
Process

'一'-Depar

、tment－ －
ThinkAgency
Tanks

AgencyAgency

Activities

WithinMlijor

Fir限 ・lttt

Fi.rs・t.andSecond

TierSubcontracts

forGoods・and

services

.∨

鵠 。鷲1蹴 、

ζー

MANYSYSTEMSUNDERSIMULTANEOUS

DEVELOPMENT

鶉tε 鵬 釜ys畿 、,㎝'1Pr。 、立。、、6轟 。,a,、。n
I)efinitionEngineering、 ・}

t.1

寸一_____一_.

誌;、:n6i盟1.、
Co㎜ercial

Firms

蹄ersities瓢 漂 ㌫se9霊 興1㌫

ピ ・轡 ・…
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▲ 責馬が現在 有す る研究、 開発 プログラムの 特徴 と今後の予定は どん な

ものか』∫一

・な拾いゲばジェク トを遂行す るに あたち て段階 的に区 分 して、 管理運 営

しているか。

5.プ ロジa'ク トの発 注 を管 理す る方法1,

責馬が あらか じめ成果 の目標水準や成果 の仕様書 を確定 し難 い仕事 を

外部機関 に委託す る場合、委託先の選定や契約方 式及びそ の管理 などに

関 して、 より よい成果 を得 るためにいかなる工夫 を じているか。

(1)委 託先の選定

・① 委託 先の選定 における評価の基 準または評 価に際 して もっ ども重

視す る要 素

・② 選定 の手 順お よび選定 メンバ とそ の能 力 的 必要 条 件(職 種、 資

格),_}・

③ 委託先 めこ能 力別 ランク表 の有無 と内容f'

④ 、より 苫広 プロポ ーザルを得 るための工夫

⑤ 対価支 払の有無 と算定方法./・L

⑮ プロポ ーザルの流用 制限

⑤ 委託先 の選定 や契約方法 を拘束 してい る規則や法律の有無 お よび

その内容

② 委託契約

① インセ ンテ ィブ効果 を高 めるために、 次の契約事項に関 して行 な

って いる工夫

〕 ④ 価格 の算定方式

◎ 支払方法
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◎ 成果 の帰属

㊤ 開発途 中に得 られ た分析手法そ の他の ノウ ・ハ ウの帰属

㊥ 成果 や ノウ ・ハ ウを受託者 が 自ら使用 し、 また は発注す る上で

の権 利の範 囲

;{㍉②"上 記の事項等 の契 約に関 して行 なって いるネゴシエイシ ョンの態

様

③ 価格算 定 の考え方.1

④ オーバ ーヘ ッ ド・チ ャー ジ ∵

◎ 人件 費の標準単価

◎ コス トに上乗せす る利益 の率

,(3)プ ロジェク トの進歩状 況の管理

・① 委 託事業 の遂行 に関する工程 管理方法

(工 程表 の作製 と運用及 び進捗状況の把握方法)

② 途 中の 出来具合 を見 なが ら、 よりよい成果の獲得 に向けて受託者

の仕事振 りを誘導 してい くための方法(特 に、仕様書 で最終成果が

必ず しも明確 になっていない場 合)

③ 責馬 の誘導が適 切であったこ とに より、成果 の水準が高まった と

思われ る事例 とそ の理由

・④ よりよい成果 を得 るた めに、提 出された最終成果 に対 して行 なっ

ている手 直 しの要求の仕方。

(4)プ ロジェク ト終了 までの各段階にお ける成果 の評価[,i

・① 評価の基 準または評価 に際 して もっ とも重視 す る要素。

② 評価 の手順 お よび評価 メンバ とそ の能 力的 必 要条 件(職 種・資

格)〆
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'

・③ 現在 の評価方法 を採用 した理 由 と経緯。

6.テ ーマの探索 と選定

一プロジェク トの委託 に先立っ問題 に戻 るが、貴局はその任務に できる

、だけ合致 した よりよいテ、一マを創意 し選定す るためにいか なる工未 をさ

れ て い るか。,

(1).iテ ーマ の探 索 ,:.・、・

1タ ① 発 注 者側 自身 での 探 索 の 手法(探 索 開始 の 動機 づ け・ 探 索 の方 向

づ け を含 む。)

・② テ ーマ探 索 を行 な う発 注 者側 内 部 の組 織 とス タ ッ フi

・③ 外 部 機 関 の利 用 状 況

(2)テ ー アの 選定 ・ , ,、,

・① 外 部機 関か ら持 込 まれ るテ ー マの選 定 にお け る評 価 の 基 準 または

評 価 に 際 して もっ と も重視 す る要 素。

② テ ーマ 選定 の手 順 お よび 選定 メ ンバ ー とそ の能 力的 必要 条件(職

種、 資格)

(3)現 在 行 なっ て い るテ ー マの探 索 及 び 選定 の方 法 が採用 され た理 由 と

経 織

B受 託 者 宛質 問 事項

1.シ ス テ ム開発 に お け る メ ソ ドロ ジ

(1)貴 社 が ズ ㌣ ジェク トを企 画運 営 して 行 く場 合、 如 何 に マ ネ ー ジメ ン

ト ・ コ ン ト ロ ー ル す る か 。

② そ の場 合、 航 空 宇 宙局 、 国 防 省 等 で、 米 空 軍 が 開発 した よ うな メ ソ

ドロジ(例AFSCM375-5)を そ の まま適 用 して い る の.か。 も し

独 自の 方 法 を適 用 レて い る とす るな らば そ の 内 容、 そ の 方 法 が最適 で
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ある とい う理 由、 そ の メ リッ トを伺 い た い61・'㍑ ㌘

2.貴 社 の プロ ジェ ク ト組 織

貴 社 が 独 自で プ ロ ジェク トを開発 す る場 合、 ま たは、 カス トマ か らの

プ ロボ ー 夢ル に 応 じる ため にチ ー'ムを編 成 す る時、 い か在る プ ロ ジェ ク

ト ・チ ー ム を組 織す るか。/㌦

3.カ スFマ が複 数 で コ ン トラ〃 が 一社 の 場合 、 ま?・はwカ ス トマが一

省 一 庁 で コ ン トラク タが複 数 の場 合 の シ文 テ ム ズ ・ジ ネ ジ メ ン トは如何

に行 なっ た か。

4.貴 社 が現 在 有 す る研 究 、 開発 プ ログ ラムの特 徴 と、 今 後 の 予定 は どん

な ものか 。

なお、プロジェク トを遂 行 す るに あたっ て段 階的 に区 分 して 管 理、 運 営

して い るか。 ・'1

5.プ ロ ジェ ク トの受 注 を管 理 す る 方法

貴 社 が あ らか じ め成 果 の 目標水 準 や成 果 の仕様 書 を確 定 し難 い 仕 事 を

外部 機 関 か ら受 託す る場 合、 よ り よい成 果 を得 るた め にい か な る工 夫 を

して い るか。'1'"、 ∵1-一

われわれは具 体的には、 次の諸点 に興味を持っているか、 特に関心 の

深 い 項 目は ・印 の項 目で ある。'㌧ 忠 、'パ`

ω プ ロポ ー ザル の 受諾 ・-…ぷ

・① プ ロポ ■ザル が 求 め られ た場 合、 そ れ旋 応 ず るか 否か を きめ る の

は いか な る評価 基 準 に も とつ い てい る あか。-

5② 選定の手順お よび選定 メンバ とそ の 能1力的泌 要条 件(職 種、 資

・.t格)ロ ー パy∵'…t't

ざ ・ ③'』 よ り よ い プ 日 ボ ー ザ ル を 提 出 ず る た め ゐ 主 夫
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■

●

▼

占"q価 格 の 算定 方 法 ・ .、.口i.i"':':i・-1

(2)プ ロポ ーザ ル の作 成 一:t'II:,+一',.

① どの よ うな方 針 に も とつ いて プ ロポ ーザルが 作 成 され て い るか。

.② プ ロポ ㌍1ザル作 成 の 手順 パ' ,・・…t・tAti・

③ 価 格算 定 の考 え 方t"t」

④ オ ー バ ーび'シ ド ・チ 卍 一 ジ.一 ・_

◎ 人 件 費 の 標準 単 価f'i'e・i三'

◎ コス トに上乗 せ す る利 益 の 率 ・'・ 、、

㈲ プ ロ ジェ ク トの進 捗 状況 の 管理'"さ,f

・① 受 託 事 業 の遂 行 に関 す る工 程 管 理方 法' _.``

三(・工 程 表 の作 成 と運 用 及び 進捗 状況 の把 握方 法 力 ぼ

・② 途 中 の 出来 具 合 を見 なが ら よ り よい成果 を得 るた め に ど の よ うに

'業 務 の コ ン ト・一ル を行 なっ て い るか
。 ㎡"・ ・

(特 に仕様 書 で最終 成果 が 必 ず しも明確 に なっ て い な い場 合)

③ 上 記 目的 の た めに カス トマ と の 連 携 を ど の よ う に 行 なっ て い る

か。

(4)プ ロ ジェ ク ト終 了 まで の各 段 階 にお け る成果 の評価

・① 評 価 の基 準 また は評 価 に際 して もっ とも重 視 す る要 素

② 評 価 の手 順 お よび 評 価 メ ン バ とその 能 力的 必要 条 件(職 種 、 資格)

・③ 現 在 の 評価 方 法 を採 用 した理 由 と経 緯

6.テ ー マの 探索 と選 定

プ ロ ジェ ク トの 受託 に先 立 つ 問題 に戻 るが、 貴 社 は そ の カス トマ の要

求 に で きるだ け 合 致 した よ り よい テ ーマ を創 意 し選 定す る た め に、 いか

なる工 夫 を され て い るか。
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わ れ わ れは 具 体的 には 次 の 諸 点 に 興 味 を 持っ てい る がべ 特 に関心 の

深 い項 目は ・印 の項 目で あ る。 七 一・ ＼

(1)テ ー マの探 索'""1・ 、

・① 受 注 者 側 自身 での テ ー マ探 索 の手 法(探 索 開始 の動 機 づ け、 探 索

の方 向 づ け を含 む)'

② テ ーマ探 索 を行 な う受 注 者側 内部 の組 織 とス タ ッ フ

・③ 外部 機 関 の利 用 状況

(2)テ ー マの 選定

・① 外 部機 関 ヘ テ ーマ を売 込 む 場 合、 テ ー マ選 定 の 評 価基 準 ま たは評

価 に 際 して もっ とも重 視 す る要 素 ・ ・

② テ ーマ選 定 の 手 順 お よび 選定 メ ンバ と そ の 能 力 的 必 要 条 件(職

種、 資格)

(3)現 在行 なって い るテ ーマの 探 索及 び 選 定 の方 法 が 採用 され た理 由 と

経 緯 ・川

・)
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●

●

,

●

2. 調 査 結 果

ω 調 査 結 果 の 概 括 表

本 調 査 団 の 調 査 結 果 (付 表)国 内 資 料 に よ る調 査 結 果

航 空 宇 宙 局

(NASA}

住宅都 市開発省

(H.U.D)
ニ ュ ー ヨー ク州 ニ ュ ー ヨー ク市

ポ卦 ン再開発公社

(B.R.A)

運 輸 省

(D.0.T}

国 立 標 準 局

(N.B.S)

三州合同委員会

(TRI-STATE)
ハ ーバ ー ド大学

アイ・ピー ・エム
フェデラル・・涙テムズ・

一"ア
イピィシさン

(IBMFSD)

原子力委員会

(A.E.C}

国 防 省

(D.O.D)

国 立 保 健 局

(N.1.H)

全米科学財団

(N.S.F)

内 務 省

(D.0.1)

'

フ

ェ

ー
ズ

分

フ ェ ーズA

フ ェ ーズB

フ ェ ーズA

フ ェ ーズB

フ ェ ー ズ1

フ ェ ー ズ2

IBM-PMS

-3
NO NO

フェ ー ズ1

フ ェ ーズ2

NO NO NO

フ ェ ーズ1

フ ェーズ 皿

?

㊨ 研究
採策的開発

高度開発
NO NO NO

割 概念定式化

契
約
の

固定価格(FP)

コスト・プラス固定利益

積算 明確なときの
み(普 通)

積算

、 ○

同 左

01000ド ル以下のもの

(小 型)

× ○ ○ ○(多 い) ○ ○ △ 大学 非営利法人 生 産ベース グラント,コ ン トラクト

は 資 金 のか ね 合:

メー カ

× ?

タ (CPFF) 不明確のと き
'O

○(大 型) ○ X ○(大 部分) ○ ○ × ○ ○ ○ X ×

イ

ブ. 他
コス ト・プラス・インセ

ンデイプ利益(CPIF) (OPFRの 方方多い)
グ ラ ン ト

グ ラン ト

できれ ば

裁定タイプ 生 産 →GPI グラン ト:大 学 グラント(2～3年) グ ラ ン ト

ノ

拘 連邦調速規則 × ○ × △ △ ○ × ○ △ ○ × × ○ ○ ○

米軍調達規則 X △ X × X ○ ○ × ○ ○ △ ○ × X ・薯
束

NASA調 達規則 ○ △ X × × X X × ○ ○ × × X X X

法
他 × × ファ イナンス法 ニューヨーク市 規則 ボス トン市規則? × X ニューヨーク市 規則 大学規則 各市規則 ・社内規則 原子力委員会調達規則 X DOI施 行規定

評

価

基

準

・全体構成
●研究アプローチ
・技術経験

●組総運営術
●会社能力成績
・資源見積技術

'騒 遍 輌・

灘籠
に足る経験は

州のポ リシイに合

っているか

ケース・バイ・クース ケ ース ・ノヨ ・ケ ース

資 産 内容,技 術 能

力,経 験,消 化,

能 力,他 は,

ケース ・バイ ・ケース

技術能力
研究者は過去の経
験
コス ト

他は
ケース・パイ・ケース

当該技術
能力

遂行能力

予算限度
他は
ケース・パイ・ケース

・研究者の研究

目的 との一致

●研究の 自由度

・研究費の規模

・社の長期 目標 と

の一致
・資格は?
・顧客への信頼度?
・競争会社は?
●成功確率

1

如 何な る プロジェク

ト・リーダ か

(50～60%}

メ ー カの 技術 能 力

●引渡 し時期
●仕事の質
・効果的 コスト管理

パフォーマンス中心

●契約者資料

・特定 目的指定補助

共有能 力
・技術 能力
・設備有無
■neworusable

※プロジェクト相対

評価

neworusab)e

有るが不詳

・契約者資料保管簿
'離 聖欝

・妥当性 保管簿 に よる
個人…過去 の信用

?

評
ア ドホ フク

'

X

提案評価委員会

X

提案評価委員会
○ ○ コンサルテ ィング

セレクション・ト ド

○ ○ ○ プ・ポーザル
評価 チーム

○ ポ リシイ・コミッティ ○ X

新 プ ロ ジェ ク ト

提案評価委員会

(P.E.B)

DefenceSystem

Acquisition

イニシャル・レ后 一クル
ープ パ ネ ル レ ビ ュ 提案評価委員会

価 (S.E.B)7人 (P.E.B)9人 X X X × ×
× × 審査委員会 R帥iew +内 外コカ ルタント 委託 レビュ (PrOP。sal

組

織

オ リジナ ル ・

、

十

技 術 委
ビジネス委

十

技 術 委
ビジネス委 X × X × X × X

十

市場計画 グループ
Gounci】

2.400人 プ ロ グ ラム

`デ ィ レク タ

Reviewing

Board)

契
約 InvitationsFor

(競 争 的) (競 争 的) (競 争 的) (競 争 的) (競 争 的) (競 争 的} (競 争 的) (競 争 的) 、 (競 争 的) (競 争 的)

ま
で

Bids(1.RB) 仕様明確のとき
のみ

同 左 同 左 同 左 同 左 タイト九帰属 きめる

同 左
同 左 同 左 応募先へ

`

ビ ッ ド

・ 又 は
少額の もの
大型の もの

の
仕

ReqvestP)rPrOP-
sal(KRP) 複雑な プロジエ 同 左 同 左 同 左 同 左 同 左 同 左 同 左

プロポーザル

1
プ ロポー ザ ル

solesource
limitedcompeti一 外部 よりの応募 外部 より応募大 自発提案大

方 ク トの とき
' tlon皿sOIicita-

†吋
が大

契

約
の
モ
ニ

タ

月毎/週 毎
月毎/ま たは

連続 モニタ

月 毎/ま たは

連 続モニ タ

月毎/ま たは

週,日 ベース

ケース・バイ・ケース

月毎/枝 は

日々ベース

ひんぱんな会議で 4半 期:定 例

月毎 と

3,4日 ペース

(適 時接触)

月 毎:定 例

他 ク」ス・碑 ・ケース

四半期毎 または

スポット・チェック

「

カス トマ

'

との契約 による

ン

月 毎

突発的なものは
その都度

(饗 鵠 果とし)

グ ラント

年1回

契約→3ケ 月

(成 果 よくない とき改 良令か解約)

グラント

年1回

対

価 月 払

NASA調 達規則で

云 ←ス・シャトルの例
△

月毎 月毎

国 防 省
レーテッド・ガイドライン

X

慧離 船1}で
米軍調達規則によ
る

○

、

ヵス トマとの

契約に よる。
月 払

米 軍調達規則に よる

?

連邦調達規則に よる

?

連邦調達規則にょる

?

連邦調達規則によ
る

文
払

法

四半期 別
一括 払い

後 払 い 〔 一ス'シャトルの例○

? X

×

○

最終支払い(
は成果顧)
より60日後

? .

(毎 週,月2回tたは月1回など)

ノ

利益は後払い

成

果
の 委 託 者

コンピュータ・プログ

ラムの権利NASA

O ? O ? ?

パ テン ト:政 府

フォアクランド・データ・

ノウ・ウ

○ 〆 ? ○

、

ポ リシイな し

フォアグランド・データ

は委託者へ

成果悪→契約 カブト

再契拒否

○ コス ト・タイプの とき

契約 でとりきめ

PAT→ 報告

ノウハウ,契 ※後再往

(‡欝蹴 麟
帰

属 受 託 者
NASAワ ェ イパ
す る と き。

独占メーカの どき
政府使用権 を留保

'

バックグランドデータ

はIBMへ ? 固定価格のとき
契 約で とりきめ

受託者,大

ライセンス ・フリーで

供与,パ ックの もの

・

遂 主 として

行 イ ンハ ウス フ ェ ーズA
イ ンハ ウ ス

○ ○

ケrス ・'可 ・ク ー ス ケ}ス ・ノ句 ・ケー ス

主
体

コン トラクタ フ ェ ーズB メイン ○ ○ ○ もの に よ リ

クース・バイ・ク」ス ○
特殊な ものは コ(
ンサルタン ト)

等へ
○

メイン

○ ○ ○

メイン

○

利 ッ 米軍調達規則
益 ド 利 益 10完 以内 ? 7～10% レーデッ ド・
、の ? 20% 15男 に したい 秘 密 ガイ ドライン

オ割 オ ーバ ヘ ッ ド 40～50瘍 ? ? ? 100'%'」 ⑱ 100～185第 90～150κ
1合 50鋪 35% その都度 ドル表示

二 400～500芳 θd

本表は,ソ フ トプロジェク トの発注管理について,本 調査団の調査結果 を概括的に とりまとめたもので ある。また,付 表 として,関 連問題 に対する国 内資料 を本委員会で 集約 したもの を添付 した。
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5.内 容

5.1実 施 し て い る プ ロ ジ ェ ク ト ゴ:㍍ ・.、 』;

11'iア ポ ロ 以 後 の 計;画 と し て ぐ す で に ス ベ ・一 ス ・涙 テ ば 弥 占'ン 計 画 、

ス ペ ー ス ・ シ ャ ト ル 計 画 、 ス ペ ー ス ・ タ グ 計 画 と い つ.、fe,/もの を 検 討

し て い る 。 三[7i戸1・ 』

こ の 成 果 の 波 及 は ぐ 別 紙1(ス ラ イ ド のf例)の ・よ が に'考 え て い

る 。 ∵ ・'㌧ ・

宏 お 、 以 下 の よ う な ス ラ:イr、ド を 示'し 左 が ら 、.ス ペ ー ス 必 シ ャ ト ル
.・ら鱒L

計 画 の 概 要 説 明 が あ っ た 。,'t・:・,1/=.,…,'i-・e.・ 、、..ゴ リ
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LevelVContr=a『qt㌻P、T:c ,1:・ ・∵ 三,/111.,、_.、,

8): .∴Te・h・ ・icalR・ ・i・ .W,・P・91・C9・ 無.,,・ ・)で.∵.Jt,

・∴ 、・9}Ap。11.・ ・∴SPace・ 叩9ht・Ve恒 ξ1・eぜ パ ∵ 、

10)SpaceShuttlePhaseB

11)〃MissionPr 、.o、飼 」 ・e.,t・ tl

,1・IZ)・. .い ∵ 佑 、,C・p・bili・ti・:㍉q・mpa.ri・ ・n

=1/-C・ ・did・t・C・ ・cept rt.:、rll',i-itLl:,

1']1'ぽ ・・"1.3):・Ve垣; .cle,Syl・.S・temCharac.teristicst、.

さi・tl4)・,.D・ ・ig・n・: ,丁号mperati・,・Di・t・ 、i:吋 ・i輌 ・・ ㌦

三Pe・rformanceSpeCl－ 三、1、、::・1:へ1・{;1)r

1賊 」 ・b・ ・qP・ ・f・ile-O・bi .・t・・ 、・ 、、1,,・ ・

16)HighC・ ・ssR・ ・g・ ・Sys
.t.,eln・.川1,

.17) 、1・dg'・t・yP・ ・中 ・ip・ 、垣 ρn

ご5.2.・.プ ロ ジ・エ ク ト管 理 の 原 則 、.『 二.

広 汎 多 岐 に 渉b・.・ か つ ・ 、『不 確 定 要 素 を 内i在 し?x開 発 を 行 な う 巨

大 プ ロ ジ ェ ク ト に お い て は 、 全 開 発 過 程 を 或 る 段 階 毎 に 分 割 し て 補

助'・ 捉 、 評 価 し・・.、そ の 実 績 を ふ ま え て 、...次 段 の 進 捗 を 図 る と い う 方 式 を

、1,∴パ と る こttど が 、,:開 発 リ ス:4
,1の克 服 、 開 発 の 効 率 化 に きiわ:め て 有 効 で あ

る ・ ・ ㌧ ・力 ∴
.、_… 、 ∴_・-

N人SAで はPh・S・dP・ ・」 ・gt ・plan頑n9(・ ・pPP)シ ス

テ ム とi・レb.う、段 階 区 分 を と 似 て1プn,,.t .s.ク ト を 進 め て」ρ る・。 こ の シ ス

1}蘂 文・ 尻 込 で は 、 別 紙2・}κ 示 ナ ま う1va、 プn・・ジ ェ ク トの 全 過 程 の 予 備 的 な

,虫 ピ リ分 析 を す す め,iフ ・・㌣ 三 ズ ∧ 、プ 『1ジ ェ ク ト の ア プ ロ ー チ を 決 定 す る

G・・:ぶ 苧 プ・蛍 ぽ ～くB・ 設 計 を 進 め る・7ゴ7ズC、 .本 格 的 開 発 と運 用 を 行 な う
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フェ ーズDと い う ように区 分 して 握 る。… ド',.

NASAで は現 在 、 この方 式 が最 善 である と信 じ、㌃に れ'を基 本 原

則 と して契 約い 評 価 を行 なって 治 り＼ この方 式 を変 更 す る考 え は な

い。 ミ ー 、㌧1`、 ・・i:tt・'・:'tti・:

5.3フ ェ ーズAの 概 要 ・'・]i

NASAで は プ ロ ジェ クFの 目的 が決 まっ たか らとい づ て、 直 ぐ

に着 手 す る訳 では な く、 まず、 フェ ーズAの 予備 的 分 析 段 階 で プロ

ジ ェク トの 目標 の確 立 、 実行 可 能 性 の検 討、 資 金源 の確 定、・所要 施

設、 設 備 の概略 案 の策 定、 比較 計 量 分 析、諸 プ ロ グ ラ ム との関 係 の

明確化 な どの研 究 を科 学 的、 技 術 的 能 力 の競 争条 件 の も とで、 さ ま

ざ ま な多角 的 シス テ ム ・ア プ ロ ーチ を行 ない、・終 局 的 に数 種 の有 力

な代 替 案 と して とbま とめ る。'・ ・!1

この段 階 の主 体 は 、・お もにNASA自 体 が 当 る。 場 合 に ・よっ ては

補 助的 に 一 部、 外 部の 能 力 あ る メLカ と競 争 発 注 の型 で契 約す'る こ

と もあ るが、 とbま とめはNASA自 体 に終 始 す る1ξ・・ぶ

(1)進 捗 状況 の 把握

この フェ ーズAの 開 始 即 ち プ・ロ 多三 ク トの 開 始 は、NASA本

川 部 の プ ログ ラム ・ごデ ィ.レク タが 提 案 の ための プ ロ グ ラ ム準備 をす

す め、 これ が トッ プ に レ ビュ され 、 コ メ ン トされ た 上 で承認 を う

け た ピ きか らス1タ ー ト・し～・プ ロ ジェ ク ト計 画の 作業 指 示 が 出 され

1る6已 の作 業 は プ ロジ ェ ク トグル ÷ プ の 中でXSこ な われ 、 計 画 の

内容 は スタ ジュ ール、 資金 所 要 額、 選 択 す べ き契 約 の型ざ 支 援 研

究 の リス ・トア ツ プ、 関 係 セ ン へ 業 務計 薗、 マ ンパ ワ'ξレベ ル、

さ らに はワ ェ ーズBの 場 合 に お け る必 要 なタス ク等 の 分 析 も あわ

一258-一 一
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せ て行 な うこ とと なる。 また 、 フ ェ 「 ズAを 遂 行 す る た め の マ ネ

ジ メ ン ト組 織 も設 定 され× 責任 者 が定 め られ る。 定期 的 に作 業 報

記 託 告 が トッ.プに封 じて 正 し くな され る と ともに、 そ の間 の 変更 や追

加 は 月例 の レ ビュの 際、 審 議 決 定 され る。

(2)作 業 内容J"・'i:t

作 業 の 内容 は、

1)詳 細 な プ ロ ジェ ク トの 目的 を 窮 める主 と・二

2)プ ロ ジェ ク ト.目的 の実 行 可 能 性 を評 価 す る こ と

3)必 要 な る研 究 や高 級 技 術 ぐ そ の他 プ ロ ジェ ク[トを サポ ー ト

・i.3hる条 件 を明 確化 す る 4..1

4)概 括的 な シス テ ムの条 件、 プ ロ ジェ ク ト実 施 ㊧概 括 計 画 の

'・バ 作 成 ・ ,・・㍉ ∫",.『

5)概 括 的 な実行 計 画 の作 成t、1.

6) .概 括 的 な資 金、 マ ン パ ワ、 施 設M設 備 の推定 ∵

7)技 術、 資 源、 政策 フ ァク タの あ り方 の 明確化

8)フ ェ ーズBの 作 業 へ の適 否 を勧 告す る た めのLレ ー ド ・オ

フ分 析 の 準備

等 を 中心 に行 な う。

こ の作 業 は、 部 分的 には 民 間と の契 約 も含 む場 合 が あ るの で、

そ の 契 約 に つい ては 、 契 約者 の為 の デ ー タや 結論 を フル に理 解 し、

か つ、 効率 的 に開発 して 貰 ヲた め、,NASAは 技術 指 導 や 受託 者

へ の モ ニ タ ー リン グ を充分 に、 か つ、 連続 的 に実施 す る。 この こ

とは 手 数 な よ うだが 、 迅速 な分 析 レ ポ ー トの作成 に非 常 に役 立 っ

て い るぴ,・ 一

一2599』



(3)・作 業結 果 の報 告tts

川 作 業 を完 了す る と、 そめ 結 果 を部 内 で分 析 レ ポ ー トにま とめ る。

ピ の報告 書 は、・次 の フェ ーズB作 業 の適 否 を勧 告 す る場 合 の決 定

根 拠 資 料 と なる も の セ あ る。 ・t'tU

分 析 作 業 の 内容 は 次 の通 りで あ る。

1)こ の プ ロ ジェ ク ト目的 は、NASAやNAニi・S"Aの プ ログ ラム

目的 に寄与 す るか

2)そ れ ぞれ の ア プ ロー チ研 究 の完 全 な情 報 の如 何

3)'フ ェ ーズBで 使 用 され る 予備的 仕 様 の確 認 」:

4)代 替、 トレ ー ド・オ フの た め の納 得 ゐ い く相 関 分 析

5)フ ェ ーズB作 業 の場 合 の明 確 な契 約 要 求 条件 、

6)NASAと 契 約 者 の 資源(資 金、 マ ンパ ワミ:':施設)に 関 して

の プ ロ ジェ ク トの 影響 の説 明

7)こ の プ ロ ジェ・ク トで遂 行 す べ き研究 やク リテ ィカ ル と なる技

術業 務 の明 確 化 お よび 計 画 ・

8)・ す でに遂 行 中 ま たは 提 案 段 階 の他 の プ ロジェ ク トとの関 係

9)結 論 ㌧t'

1Φ 勧 告

これ ち の分 析作 業 は、 プ ロ ジェ ク ト,・々 ネ ジ ヤが 責任 を もっ

て と りま とめ る。 これ を プ ロ ジェ ク ト ・デ ィ レク タ、 プ ログ ラ

ぶ 茅 マ ネ ジャ、 プ ログ ラム ・デ イ 以ク タぐ 本 部 の 責任 の あ る承

.L・J'ζ 認 を うけて適 否 の最 終 決 定 を あお ぐ。1'"L=い ㌧

'5
.4:'フ ェ ー ズBの 概 要./t'"t't鑑 三9:

フェ ーズBの 段 階 は 、 フェ ーズAの 結果 に も とつ い て、 い くつか

一260一
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の ア プ ローチ が検 討 され る。 受 託者 は フェ で ズAで 関 与 した もの に

限 らず、 また理 論 的 には フ ェ ーズDま で遂 行 す る能:力 が泣 くて も よ

い が、 β段 階 以 降 は同 じ受 託 老 が ア プ ロ}チ す る こ とが 多 い。 この

段 階 の業 者 数 は3～4社 が 通常 で ある。 ・,1・、 バ

(1)プ ,ロジェ ク トの進 捗 状況 管 理t・t)

フェ ーズBで は、 前 段 で承 認 され たフ 声 一・×Aの 成果 に も とづ

.÷1いてべ7・r .一ズBρ プ ロ ジtク ト ・マ ネ ジ ャが フェに ズB実 施 計

画 をた て、 トップの承 認 を うけ る。 日

,∫・湛 そ の承 認 した ス ケ ジ ュ ール に も とづ き調達 局 と提 案 評 価 委 員 会

の協 力 を えて 提 案要 求 を公 表 し、 これに応 募 して きた提 案 を提 案

評価委員会で麺 さ告 それをト
ーグ の認 描 たρち、契綱

で契 約 を実施 す る。/こ.の後 の進 捗 状況 の管 理 は、 プ ロ ジ ェ ク ト.

マ ネ ジャ と受託 者 との間 で行 な わ れ る
。

受 託者 はぐY次の ② に示 す よう な 契 約 に も とず くタス ク を遂 行 す

るの に 全 力 を尽す。

プ ロ ジェ ク ト・マ ネ ジャは 契 約 者 の 研究 デ ー タや結論 を フル に

理 解 し、 か つ、1効率的 に 開発 を行 なわ しめ るべ く、 技術 指導 や 受

託 者 へ の監 督 を充 分、 か つ、連 続 的 に 実 施 す る。 こ の こ とは 手

数 が か か るが 、 迅 速 な分 析 や、 レポ ー・トの 作成 に非 常 に役 立 っ て

い る。

プ ロ ジェ ク ト ・3ネ ジャ の ま とめ る分析 資料 は、NASAが フ

ェ ー ズBの 成 果 に も とつ い て、 次 の フ ≠ 一 ズCに 移 行 す る是 非 を

きめ る重要 な意 思決 定 文 書 とな る もの で あるか ら、 そ の吟 味 と作

成 は 慎重 衰 き由 め るd'iこ れ が で きる とプロ ジェ ク}⑤ デ ィ レク タ、

,プ ロニzラ.ム 皇デ ィ学 ク タ.N.'./.;本部 の 責任 者 の承 認 を得 て、 適 否 の最

一2:6:1一



終 勧告 をあお ぐ。 ・"

②'('受 託 者 の仕 事 ・'t'は

受 託者 の遂 行 す る仕 事 を 列挙 す れ ば、1以下 の如 くで ある。

1)選 択 され た代 替 概 念 の練 磨'言

2)予 備 的 な シス テ ム ・デ ザ イ ンの デ ー タの収 集(予 備 的 シス テ

'
ム仕 様 も含 む)

3)・ 予備 的 シス テ ム評 価(製 作、 試験 装 置、 技術 に関 す る)

4)運 用上 必 要 な支 援 シス テ ムの要 求 条 件 の明確 化

5)シ ズ テ ムお よび サ ブ ・シス テ ムの デ ザ イン の余裕 度/安 全 性

、

の 目標
げト 　ベ ェ ペ コも

　　 り 　 ン ノ'
・)

、予働 熟 賢 価・,要求条件・計画,,い,-

7)予 備的 試験 計 画.E、

8)先 行的 研 究 お よび技 術 開 発 の要 求条 件 の明 確 化

9)コ ン フ ィグ ユ レ ー シ ョン管 理 計 画

10)'デ ー タの管 理

11)予 備 的 ロ ジス テ ィ ッ ク(補 給)計 画

銘)パ ー トに より裏 付 け され た全 体 プ ロ ジェ ク ト遂 行 の た めの推

定 ス渉 ジュ ール

13)フ ェ ーズCk'よ びDの た め の受託側 調 達 計 画

14)・ 資 源 要求 条件(金 、 マ ンパ ワ、 施 設 設 備)の 推 定

(3)分 析 レ ポ ー トの構 成

7・エ ー ズBの 仕 事 が 終 る と、 契 約 者 の仕 事 の成 果 な らび に、 部

内 セの 仕 事 をま とめて、 分 析 レポ ー トを作 成 す る。

分析 レポ ー トの 内 容、 構成 、 目的 は フiー ズAの 記 述 とほぼ 同
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し

■

⑰

じで あ る。 ・ご,:)'

1)そ れ ぞ れ の ア プ ロ ーチ研究 に'関す る完 全な 情 報 を 予 備的 仕 様

2)代 替 ア プ ロ ーチ の 比較 研究 の ため の納 得 の行 く相 関 分 析

3)当 機 関お よび 受託 者 の 資 源 に関す る プ ロ ジェ ク トの影 響

4)可 能 な限 りぐ そ れ ち の達 成 のた めの 計 画 に と も なっ て、 プ ロ

ジェ ク トに ク リテ ィ カル とな る高度 の 研究 開発 の 明確 化

5)結 論 －Ft

6)勧 告

5.5提 案 要 求,'・',・;,

提案 要 求 の 目的 は、 契 約 に 先立 っ て、 委 託者 と して のNASAが

委 託す べ き内 容 と条件 お よび 諸 手 続等 に つ いて 最 大漏 らさず 、 告 知

し、、受託 者 は これ を うけて 提案 希 望 を行 ない、NASAが これ らを

評 価 して、 最 も優 れ た提 案 を採 用 す る こ とにす る。

提案 要 求 に当 っ て は、NASAで は フェ ーズAで 得 られ た成果 や、

NASA独 自の情 報 で あっ.て フェ ーズBの 提 案 に参 考 と な る一 括資

料 を提 案 希 望 者 に公 表 す る。 ・,・':

提案 希 望 者 は、NASAの 提 案 要求(RFP)や 付 属 文 書 に含 ま

れ るす べ て の指 示 に したが っ て 提案 を行 なわ なけれ ば な ら ない。

提案 要 求 の内 容 は 次 の通 りで あ る。 こ ・"

(1)提 案 へ の紹介

(2)フ ェ ーズBに お け る基 本 目的

(3)提 案 要 求 の別 添 文 書 の リス ト

(全 般 情 報 、 提 案 作 成 の指 示、 提 案 され る全 般 規 定 と契 約 明

細 、 フェ ー ズB作 業 に っ いて の説 明、 証 明等)

一263一



(4)提 案 に も とつ く契 約 の タイ プ、 数tXtK.b

(5)N渥S、A .ρ対 応 開発組 織

(6)提 案 要 求 の 説 明 の た めの 予備 提 案 会 議 の 開催 日、 場 所

(7)提 案 作 成 中 の連 絡v協 議 対 策

(8)・.提案 者 の 提 出 デ ー タに対 す るNASAの 権 利

(9)b't提出部 数s'提 案 の有 効期 限

⑯ 提案 評 価 の組 織 仕方

⑪ 提 案 者 の契 約 者 と して の資 格

⑫ 提案 者 の 主契 約 と して の 資格 、・

⑬ 追 加 提案 の取 力扱 い

5.6提 案 の 評価

NASAか らの 提案 要 求 に よ り、 企 業 が 応 札 した場 合 、、まず 、 調

達局 で提案 が 要求 条 件 を慨 然 的 に充 当 して い るか チ ェ ック し、 次 に

提 案 評 価委 員 会 に 回付 す る。 ・

評 価委 員 会 で の 評価基 準 は、 次 の通 りで あ る。

(1)構 成

どの よ う・な シス テ ム を見 積 るか。, ,、 ・,・'

ま熊 そ の理 由

(2)研 究 ア プ ロ ーチ

研 究 ア プ ロ ーチ の特 徴、 理論 的 基 礎.T

(3)技 術 的経 験/能 力及 び人 物

適 切 な技術 的 経 験 は何 か/能 力及 び こ ¢)作業 に参 加 させ る人 物

は 誰か ・ ミ,、 ㌔已' 、
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(4)組 織 お よび 運 営 、、L''"

如 何 に企業 が 研究 作 業 を組 織 し、,運営 す るか、 どん な特殊 運 営

技 術 を使 用 す るカ、 三ミー,・:

(5)会 社能 力及び 成 績 ,い 、ぽ"・・1

この仕 事を 完 成す る た めの 企業 の能 力お よび成 績 記 録

(6)資 源 及 び ス ケ ジュ ール

研 究 経 費 は い くらか 、 巨 大 研 究 開 発 を見 積 るた めの貴 社 技術 は

何 か。 い,1

技 術的 評 価 の ウェ イ トは(2)の 研 究 テ プーm－チ の優秀 性 が 第1、 第

2が(1)の 構 成 の あ り方 で あり、 技術 的経 験 は(1)(2)ほ ど考慮 は され な

いo〆 ・]1 、 、 ・;

・ 業 務 管 理 評 価 の ウェ イ トは×(4)の 組 織 と運 営 の優 秀 性 が第1で
、

(5)の会 社 能 力及 び成 績 と(6)の 資 源 と計 画 の基 準 は 同程 度 に評 価 され

るが、(4)の 重 要性 ほ ど では な い。 ,「 、

技 術 評価 と業 務 管 理 評 価 とは別 々に行 なわれ るが 、 技 術 評 価 の ウ

エ イ トは 業 務 管理 評価 の ウェ イ トの2倍 の重 要 性 を考慮 され る
。 最

終 的 に は 再 評 価 を併せ て最 高 に評 価 され た ものが競 争上 の最 大 の 利

点 を もつ こ と とな る。・

提 案 評 価委 員 会 では、 また提 案 の評 価 に当 っ てNASAや 国防 省

(DOD.),の 契 約 者 資 料 保 管 簿か ら過 去 の業 績 記 録 を含 む他 の要 素

・、・.を 参 照 す る。 さ らに、・委 員 会 は 提案 作 成 に全 責任 を もつ者 と口答 試

問 を した 久 会 社 の検 査 を行 な っ た り して、 総 合的 に最 終 評 価 を決

定 す る。 、 、,一 パ 、、一、

よ.り よい プロポーザルを得 るか ど うか は、RFPの 出 来不 出 来
、 こ
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れ に対 す る評 価、 指 導 の 如何 が要 因 とな るb提 案 の 評価 が完 了 す る

底 プ 鴎 ゴ ク ド、デ ィ レグ 甜 プ ・ク;み ・デ ・ レグ タ・ プ ・ グ

ラム責任 者 の承 認 を とう つ け た あ と、 契 約 予定 者 と予 備契 約 交 渉 に

入 る指示 を下 す。 これ を うけ て調 達局 は業 者 と契 約 条項 の 交渉 に入

る。㌧愈 の案 の段 階 で ベ ッ ドク ォ ー タの担 当局 の レ ビュ と承 認 を とっ

て契 約 を締 結す る。 ・ い

5-7契 パ ・・杓 い『一 ＼

(1)契 約 形成s

,い1一 イ,シセ ンテ ィ プ効果 を高 め る た めに行 な う契 約 上 の工 夫 と して

一は二ぷ フェ ーズAお よびBの 段 階 で は固 定価 格(FP)方 式 か コス

ト ・プ ラス固 定 利 益(CPFF)方 式 の契 約 を結 び 、 あ ま り神 経

質 な とbき あは しな い。 原 則 的 に は経 費 の積算 が 適 当 で あれ ばF

P方 式、 そ うで ない場 合 はCPFF方 式 が と られ て い る。

(2)価 格 算 定 の 考 え 方D

・④ オ ーバ ーヘ ッ ド ・チ ャ ー ジ(現 在 は お お むね 全 体 コス トの

40tr50%で あ る。)

過 去3年 の実 績、 今 後3年 間 の計 画の オ ーバ ヘ ッ.ド ・チ ャ ー

ジお よび 全経 費 中の 人件 費 の マ ン ・ア ワ「 の カ ーブ

..鹸'◎ 人件 費 の 標準 単 価.、 ㌔,、メ

s,労 働 種 別 の 直接 人 件 費 の見 積 り金 額 を明 示 しべ これ らの全 部

を時 間、労働種類及 び割 合の表 とす る。価格見積 り・は 顯 】iとム

教 書DD-633-14混 じた が い作 成 し、 企業 め 責任 者 の署 名一

入 りの もの を提 出す る。

、

L

、
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⑨

追

◎ 利 益 率

NASAの 全 件 数704件 当b、 利 益 率3～3.99%の も の

が1%、4～4.99%の も の が2%、5.00～5.99%の も の

が6%N6.00～6.99%の も の が31%、7.00～7.99%

の も の が40%、8.00～8.99%の も の が19%と い う よ う

に な っ て い る。

な お 、 各 フ ェ ー ズ 総 括 表 を 別 紙3に 、 調 達 に 関 す る 総 括 表 を 別

紙4に 示 す 。

記

本 論 で の べ た の は 、NASAで の 一 般 的 な 取 扱 い の 実 状 で あ る。 こ れ が

実例 と して"ス ペース ・.シャ トル"の 場 合 に お いて、 如 何 に作 業 が 具 体 的 に

進 め られ て い るか を、 さ らに詳 細 に調 査 を行 なっ た とこ ろ、 スペース ・シャ

トル・フェ_ズBの 作業 計画 に関す る資㎡ を入手 したので多大の参考 にな る

と思 わ れ るの で、 翻訳 し紹 介 す る こ と とす る。(本 調 査 翻 訳 資 料 参 照)

※ス ペ ース ・シ ャ ト ル の 開発 に関 す るphaseBの 作 業 計 画。
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別紙3

」
位 相 PPPガ イトラインじ A位 相 B位 相 C位 相 D位 相

業 務 の 記 述 予 備 分 析 確 定 設 計 開 発 ・運 用

(PreliminaryAnalysis) (Definitiod (Design) (DeveloP/Operations)
印

活 動 の 実 例 oプ ロ ジェ ク トの 目標 設立 し代替案 を改善 o選 択 した案の詳細 を作成 。開発お よび試験

o可 能 性の評価 。シス テ ム分 析 を実施 o個 別設計 ・個別仕様書 を o製'造

。資金源確定 o予 備設計 ・予備仕様 の作成 作成 o検 査

o設 備の概略案 の策定 。資金計画 の確定 o製 造 ・試験 ・運 用 ・補 助 ○運 用

o比 較校量分析 の実施 o製 造 ・試験 に関す る条件 の予備的評価 シ ス テ ム o評 価

○諸 プ ログ ラム との関係 確 定 o新 技術 ・新開発 の条件の確定 ・設備等 の計画作成 。結果の配布

o日 程 の作成 ・経 費 の見 積

契 約 の形 式 確定額 または経 費 プラス固定利益 確定額または経費 プラス固定利益 普通は経費 プラス固定利益 経費 プラス奨励利益

(CPFF) (CPFF) (CPFF) (CPI)

契 約 数 不 定 2以 上 2ま たは3(例 外的 には1) 1

契 約 期 間 普 通3～6ヵ 月 3～6ヵ 月 4～8ヵ 月 2～4年

契 約 手 順 ①PhaseA(予 備 分 析段 階) ②PhaseB(確 定 段階) ③ 設計、 モデル作成段階 ④ 業者は1社

概 念 または システムの検討 の段階 計 画 を確 定 す る段 階 で あ る。 次 の よ うな理 由 に ょ 業 者 、2～3社

で、1件10万 弗内 外 の ものが 多 い。 って計画 を中止す る場合、そ の決定 はこの段階 で行

政府 部 内 で 実施 され る もの が多 く、 なわれ る。(D実 行不可能(川 経済的に不適当6iD予

契 約 研 究 の形 を と るもの は 少 ない。 算局 の反対 ω 政治的反対(V)そ の他

Cost+fixedfeeの 型 を と り、 追 この段 階 では、PhaseAの 結 果 に基 づ い て幾 つ か

加額は限定 され ている。 この段階に

加わ る業者 の資格 としては、必ず し

も最終 のD段 階 まで遂行 し得 る能 力

のない もので もよい。業者 が参加す

ることは、そ の計画の使命 をPRす

ることがで きる点 で意味が ある。

の ア プロ ー チが 比較 検 討 され る。 契 約 業者 に は、A

段階 で関 与 した もの に限 定 しない。 理 論 的 には、D

段階 まで 遂行 す る能 力が な くて も よいが、B段 階以

降 は 同 じ業 者 が ア ブ ・ 一チす る こ とが 多 い。 この段

階 で は、 業 者 の数 は例 え ば3～4社 で あ る。NAS

Aは 一 方 的 契約 中止 が で き契 約 損失 の負 担 は し ない。

業者 の選 定 (業 者成績評価 プログラムのこと)能 力、能 力適性、 及び納期等 を検討 して決定す る。 この決定は、業者選択理事会 が行 な うが、 この組織には技
術委 員会 と管理委 員会があってそれぞれ の面 か ら検討す る。大体はNASAの 内部 のメンバーで構成す るが、特別 な場合 として他の政府機 関か ら派

遣 され る場合 もあ り・ またコンサル タ ント会社 を利用す ることもある。 選別 に当って、NASAの 上部機構の判断に より
、 中小企業政策、失業対策、

禦 ↑鷲 の㌔ 鷲 蕊illあ 謡:惜 ぷ 噸 の業者を蹴 るよう努力して畝 その決定には誇嚇 っている・
契 約価 格 の

積 算

PhaseA・PhaseBで は・CostStudyは 大 した 問題 では な い。 一 定 金 額 で契 約 した ら、 赤 字が 出 て も業 者 に負 担 させ る。 これ はそ の業 者 に とっ て

市場 拡大 の た め の投 資 と同様 な もの と考 え るぺ きで あ ろ う.と くに これ等 の段 階 では、 議 会 方違 目す るた め経 費 を節約 す る必 要が あることも否 めない
。

PhaseC段 階以 上の段階 は・内部で各 プロジェクト毎 にサブ ・システムに分けて細かい見積 りを出す。この予定価格に基づ いて、入札制度に よって契 約業者 を る
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別紙4

SUMMARYOFPROCUREMENTASPECTS

OF・

PHASEDPROJECTPLANNINGi

PHASEA

PreliminaryAnalysis

PHASEB

Definition

PHASEC

Design

†PHASED

Development/Operatlons

l

N
∨
ω

ー

1.NumberofContraCtS

2.Competiti。n

Individualstudycontracts

(separeteWorkStatements).

Competitive.㎞thebroadsense,

basedonscientificlandtechnlcal

competenceintheparticular

studyarea(ornoncompetitive.

whereappropriate,includingun-

solicitedproposals).

IndlvtdualStudyCOntractS(nor-

mallyseparateW。rkStatements).

Opencompetition(unlessnoncom-

petittvejustified).

TwoormoreContracts2'

(s1ngleWorkStatement).

Opencompettttonexceptre-

strtctedtocontractorsWith

capabilitytoperformPhase

D.

Onecontract(singleW。rk

Statement).

RestrtctedtoPhaseCcon-

tractors(exceptforunusual

cases).

3.'rypeofCOntraCt FixedPrice:Wherecostscanbe CostPlusFixedFee:Where CostPlusFtxedFee:For

realisticallyestimated.

CosrPlusFixedFee:Where

.℃ostscamlotbeestimated

realiStically.

FundingLevels:

costs.ipcludingsubcontract

effort,cannotbeestimatedre●

alistScally。

FixedPrice:Wherecostscanbe

realisticallyestimated.

FundingLevels:

1argecontractswherecosts・

Sncludingsubcontracteffort.

carmOtbeeStimatedrealis-

tically.

a.AmOunrsdependlngUPOn

contractgr・sneeds.

b.Equallyfunded..Contracts

whereexpected'costsand

expemencewarrant●

a.Amountsde .pendtngupon

contractor'sneeds;or

b●Equallyfundedcontracts

whereexpectedcostsand

experlencewarrant.

1ncentive:PhaseDcontract

iSmotivatingfactor.Where

singlecontractor・orOther

spectalcases・awardfee

contractmaybefeastble.

FundtngLevels:

a.Amountsdepending可)on

contractorS・needs;or

h..F:quallvf,.indedconrracts

whereexpectedcostsand

experiencewarrant.

lncentivetypewhichbestre-

flectsachieveddefinit1on.

highestreasonabler三skasエ

sumptien.andGovernment's

objecdves.LafgeNASAR&D

projectshaΨeshownCPIFmost

suitable.Moteexperienceand

betterdeftnittonmaypermit

FPIorFP.Srnallerorless

complexprojectsmaypermit

FPIorFP・
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4.Fr。curementPlan lndiVidualprocurementplanS

5.Sy・ ・pSlsSubc。 ・tr・ct。PP・ 「tunt「y・

Primecontract(unless'n㎝ －

competitSve).

6.R。que・d・ ・RFPiss・edwh・ ・e・pP・ 。P「ユate

・・…sal(RFP'{蒜
。㍑濃鵬 瓢clud'

7.ContractorSelec-Contractlngofficerselection

tion(unlessSEBrequiredorde-

termineddesirable).

1Thisphaslnglsnotarigldprocess・Ifnecessa「yi

eliminatedorcombined.

Singleprocurementplans

Synopstze・

RFPtssued.

Sour℃eEva!uattonBoard..

(SEB).

S!・g1・p・ ・curem・ 叫1・ ・⑨』

Synopsize●

RFPissued.

UdlizationofPhaseB

SEBdesirab!e・

St。gl・p・ 。・ur・m・ntplan.3

(Whereappltcable.PhaseC

pl8ncanbeupdated.)

Synopsize(subcontrac～oPPo「-

tUnityOnly)Un1eSSne"・'COn-

traCtorsintroduced.●
IssuerevisedWorkStatement

and: .requestrcvisedcontractor

prop。sal.

UttlizePhaseCSEBtomaxi-

mumpossibleextent.

㎡ 。。m、,i。 。hasbeen。,h。rwi・edev・1。Ped.ph・ …gm・yb・9・na・anyphaseand1・t・ ・med'atephasesmaybe

・Fac,.,,.,fund,。g
.曲i1、ry,。d。.e1叩,⑰d,。s・e…m・ ・e・ ・nd1-・vep・ … ・・e・s・・tg・tf…nce…meel・ment'・ndH・'tatSonsonab!1'「ytohandlemulttple

interfacesmaydictateselectionofslnglecontractors...

・、、1。。em。 。e,han。 。eml。 。,y、,em・ 、 航.・ 鳳m・1・ ・p1・p1朗 ・(…g1・ ・1㎝ …e・ch・y…m)・ ・ybe「equ'「ed・

.ノ

.

◆
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念

●

② 国 立 標 準 局(NBS)'tttt・:1・

1.訪 問 先:.、 一..;.,.1..1..・..、.、...、.、

Nat:'i・onal"Bur・eauofStand/・ards;・ ・Del、par・t,mert.til・o.f・

Commerce.・ ㌧:

2-・ ・訪 問 日 時 一 ・パ.・ ・「 ・.・ 』i'-1・1・.『'1

'昭 和

46年4月13日 「C火)・1'10・:・00～14:00

3.訪 問 先 住 所 ・ ・ttt・'..t;1`i三"∴

Washington・ ・,D.C.2>0234・'

TEL(301)91:② 逢『1二3151「 』`・'』i・1・'

tt('G

ai∵t'hersbui'i9.,Marylan.d20760).・ ・:一 』』 ・

4.面 接 者 氏 峯 ぺ、… パ1・ ・1"・'』 』 「.・

Mr∵'砿iZ巨1加'Th・rnt・n◎ ・

役 職 ∵':Depu'tY:・IDirec'tl'or,Centek'=of'「 』C6mptiter

SciencesandTechno16'9-「yi-'(・CCS'"T)・ ・

5.内 ・ 容 一1t/・'t… 一 ・1

① 実 施 し て い る 研 究 開 発 プ ロ グ ラ ム

Cente}i'㌔f'Co㎡PUterScience』andT6chnfo'1・ogyで 遼〉

大 型 テ ー マ の 主 な も の は 次 の6つ で あ る 。

イ)ComputerUtliz・ati・o丘 ・・'・・e・…3・… 情 報 処 理 に 関 す る 標 準 化 な

ど ・,・ 「「 ・:・'㌘{:!:

ロ)ComputerTele-Prod'・eＬs;s…ing:シ ス テ ム の 性 能 測 定 な

ど

・寸Comput・elr'lServicesl・(・'・ 計 算 セ ン ・ダ 業 務 、 デ ポ づ::ト リ 自 動
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化 な ど{

→ApplicationsofComputerTechology医 療 シ

ス テ ム、 環 境 制 御 シ ス テ ム な ど ご ,i

ホ)DirectExploratoryDevelopment….… … 図 形 処 理 言 語
ノ

な ど ,㌘

〈)ScientificandTechnologicalAdv輌ce'bn'Fedr

eralGoveflnment… … … 連 邦 政 府 で 実 施 す る 計 画 へ の 助 言

研 究 開 発 プ ロ グ ラ ム の 特 徴

a)長 期 計 画 で 行 な っ て い る 。 こ れ は 技 術 的 な 問 題 よ り、 む し ろ 予 算 的

な 面 に 起 因 す る。 議 会 お よび 予 算 局 は 、 各 研 究 開 発 プ ロ グ ラ ム に 対 し

て2年 ～3年 間 の 予 算 の 見 通 し を 要 求 す る。 従 っ て 、 そ れ ら7'ロ グ ラ

ム に 従 事 す る 人 、 或 い は 受 託 者 に は 早 く か ら ア プ ロ ー チ す る 。

但 し、 研 究 を 外 部 に 委 託 す る の は ま れ で、 ほ と ん ど は 国 立 標 準 局

(NBS)内 部 で 行 な っ て い る。 ま た 、 長 期 計 画 を 立 て る 特 別 な プ ラ

ニ ン グ ・、グ ル ー プ は 設 置 さ れ て い な い 。

b)プ ロ グ ラ ム → プ ロ ジ ェ ク ト→ タ ス ク の 順 に ブ レ ー ク ダ ウ ン し、 個 々

の タ ス ク に 関 し て 契 約 す る。;、'・,

② 委 託 研 究 の 発 注 管 理(運 用 サ ー ビ ス 調 達 規 制 －ASPR7 .に 準 処 す る)

・.委 託 先 の 選 定
。㍑ 、 ∴ 口 、

1)・Compelt・ 輌tive-Negotiation 、;1、-t・ ・

2)SoleSource

、13)Othe・r.s(Uns・1』 、cite,d),,,1、

の い ず れ か に 依 る 。 き

.プ ロ グ ラ ム・担 当 官 は 提 案 要 求(RFP 、),を作 成 す.る 。 汚 、の 内 容 は,
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●

イ)契 約 す べ き タ ズ ク ・^エ',…

ロ)コ ス ト ・∴

ノ寸 タ イ ム ・ス ケ ジ ュ ー ル

r・・ → 一一 般 条 項`"1:'…1日 〇 一 パ

、3'1オ)契 約 久 イ ブ',」 』 ・r・1't

な ど で 、 こ れ は ㌧ 、 ・'

イ)Availab}e:COmpany(プ ロ グ ラ ム 担 当 官 が す で に 分 っ て

い る)に 直 接 郵 便 で 知 ら せ る か 、'・1・

ロ)CommerceBusinessDailyに 公 告 す る か に よ っ て 受

託 希 望 を つ の る。

b.プ ロ ポ ー ザ ル の 評 価

イ)プ ロ ポ ーザ ル 評 価 チ ー ム を ア ド ホ ッ ク に 作 り、 プ ロ ポ ー ザ ル の 評

価 を 行 な う。 こ の チ ー ム の メ ン バ は 主 に イ ン ・ハ ウ ス で 構 成 さ れ る

禎べ 時 に は 外 部 の 人 を 加 え る こ と も あ る。 そ の 人 数 は3(技 術2、

契 約 江)人 ～5入 で,プ ・ グ ラ ムCマ ネ ジ ャ が 議 長 を つ と め る。

ロ)評 価 の 基 準 は 特 に 規 定 が あ るわ け で は な い が 、 次 の 様 左 諸 点 に 重

き を お・い て い る。 一 』・ 『・一

⑤ 技 術 的 ア プ ロ ー チ 『'ン1'ぺ

⑤ 過 去 の 実 績1パ ○.,.1...、R-!、

◎ コ ス ト い 一 ・㍑ パ 、・_己;、 、

④ 人 材 等 、r,1・ い ・…'・ ・∵.';・{、:L

－ 般 に 上 記 の ⑤ が 重 視 さ れ る が
、 評 価 の ウ'エイ トは 個 湊 α プ ロ ボ

バ ぶ 一 ザ ル 毎 の 、 あ る い は タ ス ク 毎 の 状 況 に 応 じ て 異 るbコ ス ト の 評 価

も 予 算 と の 関 係 で 充 分 検 討 さ れ る61・:.…t・t
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・寸 こ の場 合、 委託 先 の ラ ン キ ング ・リス トとい う もの は 公式 には な

い(し か し、 様 子 か ら、 実 際 に は あ るら しい)。(・

③ 委 託 契約

a.契 約 の タ イプ には固 定 価 格(FixedPrice,FP⊃,コ ス ト・プラ

ス 固 定 利益(CostPlusFixedFee,CPFF)な どが あ る。

国 立標 準局 と して はFPが 多 く、 これ以 外 の も のは 支 出 が 不安 定 に

な りが ちな の で好 ま しい 契 約 タ イプ とは 思 って い な い。'

b.契 約 の構成 費 目及 び 価 格 算定 の 考え 方

イ)オ ーバ ヘ ッ ド ・チ ャ ー ジ}

・)直 接人 件 費

・寸 利 益

で あ り、 イ)は全体 コス トの9'SO・%～150%の 範 囲 で認 めて い るが 、

会 社(.契 約 先)に よっ て異 な る。 そ の時 の レ ー トの=考え 方 は、 一且 、

契 約 で定 ま る と、 そ れ が基 準 となら て、 それ 以 後 の契 約 に も採 用 され 、

変 更 され な い。 た だ し、 新 規 契 約 の際 に契 約 者側 か ら要 求 が あれ ば、

再 検 討 され る。 ロ)につ い て も同様 の扱 い をす る。 が ㌦:

・寸の利 益 率 に つ いて は、 全 体 コス トの7%～10%程 度 で あ る。

④ 進捗 状 況 の管 理1

a.契 約 後 の受 託者 の 実施 管 理(Monitoring)は

イ)4半 期 定 期報 告(QuarterlyReport)

ロ)月 次 定 期報 告(MonthlyRepo凱)t

・寸 適 時 接 触(Dailyor 、Wee'klY',・Contact)

が あ る。 これ は期 間 中 の 進捗 状 況 を 絶えず 、 把 握 し、 最 良 の結 果 を得

る為 に 行 なっ てい る。 特 に'寸は、 イ)、ロ)が時 には あま り信 頼 で き ない
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鵬

場 合 が あ る の で ↓ こ の コ ン タ ク トはvそ の 様 な 欠 点 を 補 う 意 味 で 重 要

で あ る 。

管 理 の 場 合 担 当 す る の は 、

イ)技 術 的 な 面1:プ ロ グ ラ ムr ..マ ネ ジ ャ、 プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ ャ

ロ)事 務 的 な 面:プ ロ グ ラ ム 担 当 官

'で あ る
。 、,':ド ‥ …::

⑤ プ ロ ジ ェ ク ト管 理 に 対 す る 規 定

・特 に な くs
.伝 統 的(ConventignalorTraditiona1)な マ

ネ ジ メ ン トで 行 な っ て い る 。

⑥ 対 外 関 係 今,・ 川.一 、

研 究 開 発 に お け る ア.,カ.デiミ ッ ク ・ コ'ミ ュ ニ テ ィ と の 関 係 は 、、

イ)ポ ス ト ・ ア ポR計 画 を 手 伝 っ て い る、 ロ)他 の 大 学 よ り 客 員 研 究 員

(GuestWorker)を 呼 び 、 彼 ら の テ ー マ で 研 究 を 行 な わ せ て い

る、 ω 大 学 と 研 究 委 託 契 約 を 結 ぶ な ど あ る。

Brooks法 の 実 施 面 で は 他 の 官 庁 と 次 の 様 な 分 担 で71・,.?.ジ ェ ク ト

に つ い て 協 議 し て い る 。 … 、,,… .l

o特 別 調 達 庁:ProcurementRes,ponqiL・b'i,,1ity

。 予 算 局:BudgetResponsibiht』y

。 国 立 標 準 局:R&DResponsibility・ ・

⑦ 軍 用 サ ー ビ ス 調 達 規 制 に 対 す る 意 見 ・;:

国 防 省(DOD)が ハ ー ド ウ エ ア 中 心 に 作pた も の で あ り'・N今 日 で も

絶 え ず 変 更 追 加 が な さ れ て い る。 当 局 の み な ら ず 他 で も ソ フ ト'ウエ ア に

関 す る 契 約 に 適 用 さ れ る ケ ー ス が 多 い が 、 ま だ ま だ 問 題 が あ り、 今 後 も

引 続 き、 ハ ー ド ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ ア 両 面 か ら検 討 が 加 え ら れ 、 改 善 せ

ね ば な ら な い と 思 う。
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い'…"・i-・1③ 住 宅o都 市 開 発 省(H'UD'tr・ 〉'ぷ ・

1.訪 問 先 ぷ ・㍉ ㌶.・.,,,、....;.■

"Departmlent「ofHσusi・ ・ngland』.Utba:n∴ τDev献 じ6pment

2・ 訪 問 日 時'㍑ 』 岸 ・ ト・・こ1∵ 雲':・ 勝 こ{u

昭 和46年4月14日(水)9:30～15:00-一,:il,∴ ・1.

3.訪 問 先 住 所'』=1.i・i、}「 ∵.ぺ ・./:・1・ ＼1・1・

'-451 -7・t'h'S{treet,Si
.iW.Washi・ngt垣1}'D..・C.:20.4:10

4.面 接 者 氏 名 、「:㌧

・Mr.BertGreenglass・ ・'=㌔.'こ 、 こ;「l

Direct'6r∴Pビanningland・ProgtaMc'.onゼr6r,off-

iceiofReS・ei・1:Archand-Fechnogy.「 』 ・

・ジM,ほdssB。yl。 …

Director,DivisionofLoCaI-mlaha.9ementSyst-

"i㌧
・・。m、 謡d'Dat。Sy。t。mS』 … tttltt.t・._'.・,.・ ・

・Mr .JohnE.Delbruegge・tt….'.・ 』.

P「og迦office「

.'officeof'ln「tematil面

Affairsri

5.内 容 、'「;:』1",.・'1.'.△ 「..1,i,.1,

5.1研 究 開 発 プ ロ グ ラ ム の 特 長'・ .「.11,'穂 、に 一 ・'tt、'z51

航 空 宇 宙 局:11(・NASA)に 比 べ て 予 算 規 模 は 非 常 に 小 ざ 〉く・.、・71年

』度(7 .0/7'・ 一・7.i/6)の 研 究 開 発 予 算 は 総 額45百 万Nル で あ る6・

〃ξ1,に ・..t・.三

』1「"i'「 ∵:

,』1. .1'1・ ・ 』 』 』 ド 』ぷ1、 ・

-2・80一

括
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負

プ ログ ラ ムの 実例

委 託 者 ・ 受 託 者
プ ロジェ ク ト名 期 間

予 算　 A'

(首万 ドル)

④HUD

cifies

TobeSele-

cted

management

assistance

P,も9』 。m⑪ ・

%ろ1～%%、
2

;2

@曲D・

,・・c轄ies

University㌧

R・ ・ea坤
、,,

Corp.

'ぐ

Tra三ning

IO・tit・t・
、

二

%/バ%%
2・

噛

'

1く

1.3

F

◎HUD Marsh。ill-

KaplanGans

&Kahal

ーノ 、

Plaming

ProceSS

studゾ

%%
8～%%,

」1

1.3

=、
'V

.LJacobS

ミCo.

,A

Public

Admimistr-

ation
"

Assist。nce

ぷ 一%%
,⇒ 一^テ1

,

0.6

)

プ ロ グ ラ ム は 一 般 に 、 次 の3つ の フ ェ ・」 ズ に 区 分 し て 実 施 し て い る
。

フ ェ ー ズ1プ ラ ン ニ ン グ(Planning)… …(別 紙1参 照)
1`

.・ 「1　
ふ ヒエ ビ

f"i'皿.7ィ ジカル"ン トラ"・ イ 〈P…icalpP・ …U・ …n)ヴ　 ぼ デロじヒピ

〃 皿 プ ロ ダ ク シ ョ ン(Production)"

㍗ ㌍ ㌘頃 理の基本的培 え方は弊S興 もの授 け継 で
い る よ うに 思 え るが、 フ ェ ーズ の区 分、 管 理 運 営 の実 際 はNASAと

i}

異 なっ て い る。

寧 に・Ge .erlaSS興 、、か?て プ・グ㍗ 挫 官 と して

NASAで 働 い て い た経 歴 を 持 つlhる が 、NASAで の プ ロ ジェ ク

曙 理の蹟 鞭 つ竪 は鋼 的であった鳴 宅・御 開賭 での進
　 ノ の い 　ノ ワ 　メ

ロ ピ

.蝶 理 の特徴 と して・ 次 の ・点 描 謁 した・

o計 算 機 を利 用 して い ない
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。書類 、.伝票 類 を極 力 減 らす。
|

・・'琴 確 醗 の発 注管理 ㌧'
,

a手 、贋 ㌧ ・!・ ・;'li-!

…

S、.・ii//・ceS・lec・・一 ・'…i・i・i伍 グ ・ム局 局 長)'*

$va・b・ ・a・dの 目 的 、 プ ・'ジrハ 運 営 をPl・ ・輌g・ ヲ

竃 二:篇 ごム)・ …d・ 輌 ・㎏ ・・ldpi・g・

evaluatingを す る。
}

∴ 鞭osalEvalua`ionBoa「d

5'?

繍驚鰹ll舅礁
竺

そ の他 の職員は 出来れば、契約遂行 中の主要 責任 を

負 う人 間が よい。他者の人 間 も可

(評 価の補 佐)

。A、。、,。;_技 緬 時 論 の緬 に関 して・。a,dを 補佐す

↓一 る。

議 長 又 は 、source

憾舗こ ㌶ 竺 た三 綱
。Consuパant-advisorと 同 じ 任 務 を 負 う φS政 府 職 員

では なら。㌦

・£;・論 ・・66}一 法葎瞬 厳6・5治 補佐す る・

'どf興1・1㌍;1…nci'

のメンバふ ら選 出され ∂。
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ψ

■

。Co㎜ittee-Boardの 議 長 臓'短 命 さ れ だ 住 宅j・ 都 市

∴ ぽ ‥ 潮 発省撲 雌 の省励 螂 ・購 成ざ

1、..,'れ るぶ プ 感 惹 聴 ザW評 価 の 過 程 に お け る.

特 定 局 面 瞑関 七 て 、 考 察 し ゾ 調 査 し、

:・.、boardに 報 告 す る。':〆li,

(通 常 、 大 量 、 複 雑iな プ:ロ ボ ーザ ル が

"提 出 さ れ る 場 合 にs利 用 さ れ る。)

委 員 長 は 、Boardの ソ ン バ で あ る こ と

、'tt:'1が 望 ま し い
。(boa'rdと の 意 思 の 疎 通 を

よ ぐ ず る た め>r'。it.tt-1い..

プ ・ ポ ー ザ ル の 評 価 の 順 位 を 明 示 じ た 報 告 書 を…作 成,、Ul・SOUIr.ce

seiectionofficialに 提 出 す る。1(.別 紙3参 照 、)

]
S。 。,ce'、el'。6ti。n』"。ffi、i。1は 、 契 約ii当 官(。 。n.t.,acti-

ngoffic'er)Va'対 し て 、selectedsource(s)を 文 書 で 通 知

す る。(別 紙4参 照)

1.・'

i約竺 ㌔ ㌻ 　 嚇 堅開始
づ:警 、-1"・:t..tt≡.1こ ∵ ・:ilL

b提 案 評 価 委 員 会 の 活 動 一〉 二

(1)機 能'コ いtLト'1'・ ・パ

。RFPの 後tt…"/境 ・'S

④ 融 の受 託 者 をS。 読e～-s⊆lec,ii。_1}ii高1が 選定
コ ノへ

・ ・…1ンで きるよ うにS選 定基準牢樒 め要 素を選び二応肝 し
、報告す
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㌧'る こ と
。'Tlt"`・:、.、....1:1'1tt

蕊'◎ そ れ らを応 用 しで 〉最 良 の判 断 をす る こ と。

t"!'1`(i)判 断 の過程 とそ の結 果 をS
ourceselectionofficial

に報告 す る こ と。 そ のた め には 、 各 プ ロポ ーザル 及 び、 そ の

他、 受 託者 の潜在 的 能 力 を示 す 要 素 を徹 底 的 に検 討 す る こ と。

。RFPの 前

④ プ ログ ラム局 と共 に、RFPに 明示 され る評 価 基 準 を作 成

す る こ と。

◎ 必要 が あれ ば、RFPに 盛 り こ まれ る仕 事 の内容 やそ の他

の情 報 の作 成 に も参 加 す る もの とす る。

② 受 託 者 選 定 の基本 原 則 パ

全体 的 な技 術 面 及び 経 営面 の評 価 を重 視 す るこ・と。IL…たず らに

粋 ばか りの機械的な採点方式に陥 ら⑪ こと・雄 し複雑なプ

ロポ ー ザル を ラ ンクづ けす るた め には、 プ ロポ ーザ ル の内容 で重

要 な部 分 に 採 点方 式 を活 用 す るこ とが 必 要 で あ るρ

そ の際、 採 点 に あた っ て注 意 す べ きこ と。

テ ひ 　 ノ

④'(選 ば れ た)選 定 基 準 は、 プ ロポ ー ザル をそ れ ぞ れ、 明確 に

評価 区 分 で き るた めの もの で あ る こ と。

◎ 各 評 価基 準 の比重 が、 正 しい重 要 度 を反 映 して い る もの で あ

るこ と。 ..三

(3)Boardの 活動 の実 態

④ 議 題 と、 タ イ ム ・ス ケ ジ ュ ー ル を 作 成 。t,ll

・◎ 、両 者 の コ ピ ー を 各 メ ン バ に 送 付 。
,一 、 ・、

、、◎ 委 員 長 は ・滅 ン バ 及 び そ の 他 の く ρ 力 宣 か り て ・ 評 価 基 準 を
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w

●

貝

■

e

◎

◎

⑤

㊦

作 成。

契 約 局 か ら、 全 て の提 案 を受領 。i":

RFPの 形式 吟 致 してい るかの か・ テ望 ク・

提案 の評価。 、

評価結果 の報告書 を作成。

　コ

報鵠 の中で・鱒 に㌘ される■ 者を巴示する・

C準 拠 している法規

原 則 と して 、 連 邦 調 達 規 貝脈 雪p混)

そ の 他 、 ④HUD.Procurementregulat三 〇ns

◎theHUDHandbook「tProposalEva1-

、、tt,.._一..yationBoardsst

(発 注 管 理 の 部 分 は 、 全 て ◎ よ り 引 用 し た 。)

な お 、 連 邦 調 達 規 則 は 、 ハ ー ド ウ エ ア 向 き で あ り 、 ソ ブ ト ウ エ ァ

は 必 ず し も 適 合 し な い も の で あ る と い わ れ て い る 。

5.3委 託 契 約 の え イ ブ
_「

ocostplusfixedf6e… … 見 積 り通 り う ま く行 く か ど う'か

解 ら な い 場 合 。

ofixedprice… … 見 通 し が は っ き り し て い る も の
。 な お 、

・…pl・ ・f・ ・;dfee曝 約 力・多 い91

5.4ブ ・ ジェ ク ト進 捗状 況 の管 理l

a 研究 開発 プ ロ ジェ ク トに関 して は全 省的 な基 本 計 画 か ら、 受託 者

毎 の 個 々 の プ ロ ジェ ク トに至 る まで を、 以 下 の よ うに レベ ル 分 け し

て管 理 を行 な っ て い る。

一2鞭 一



・籏

4

r
/F

レベ ル1
ト つ ■,了 、 、

担 当部局捌 の プログ ラ云丙容 の
1～

,-'

提示と進捗実績 ・予定表作歳☆
川 「日 石

(A表 参照) 1∴

↓ 、 ド |

レ ベ ル ∬
`

各 プ ロ グ ラム ご とに 支 出項 目別
'、

の進捗 実績、 予定表作成
1,

、(B表 参 照)

り ・ 、/

レ ベ ル 皿
1'

プ ロ ジェ ク トご と(例 えば イン

デ ィ ア ナ ポ リス の都 市再 開発 計
1

画書)の 進捗 実績 ・予定表作成
/ 、L_

、.卜 ≡ 吾

(C表 参 照) 建酬 ∋

↓
ノ＼

国立 標準局 に よる品質検 査

構造 、 耐 火、 音響 、 試 験 な ど ''

(E表 参照)

↓

レベ ルW

新原材料の種別など契約者単位

の開発計 画進捗 実績 ・予定表 作
、

成(D表 参 照)

一一2
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●

◆

負

■

、t④ レベル1のA表 は全省的な規模 で吟 興計画秒 頃 照 るよ

う に ま と め た も の で あ る ・
,い 。 .、

@レ ベル ■のB表 は・ プ ・グ ・ム毎 鱗 行琴(Pr・ 鱒m

.Plan)で あ る。

縦軸にそって、あ る時点 ご と と らーえ る と、 そ の時 点 で の実 績 が す

ぐ判 る よ うに なっ て い る。

ま客 レベル耳 の なが で の・各項 目・はPERTの 手 法 でぷ お 互 が 関

連 づ け られ てい る。

◎ レベ!
.y・.mのc表 は場 所SUt例 雄 特定 の姉,ゆ 寧 琴 具

体 的 な 事 実 、 写 真 な ど も ・ こ の レ ベ ル で 一 緒 に 表 示 さ れ 、る 仕 組 み

i・¢ な っ て い る・m…y・t、ime…h・d'叫e・ ・m・ngowe「 』

1、力 ど は 、 グ ラ フ で 表 示 さ れ て い る。
'川 ・・'い

・ ・、 ㍉.ぞ

eレ ざ・v・NのD表 は受辞 別 の進行表 で・楽句4'o吻 響 は・ カ

ー ド で 整 理 さ れ て い る
。 こ れ もmo・neyrtime-sch・edule,

manpowerな ど は 一 目 で 判 る よ.う に 、 ま と め て
、あ るb

・○ ら嘩 は・W・ ・k↑ ・・翌の壁面一驚 跡 され てい る表 で・

これ に対応 して、詳細 な書類、 報告書 類は ファイルに収め られ て

い る。 … . ,

b経 過 報 告 は 、3つ の 項 目 に つ い て 毎 月 実 施 す る。

〔3項 目 〕

④m・ney…'fi・ ・n・i・1梗C・agement・epo't
.t

◎tim・'… ・ch・d・!・ ・p・ ・f・ 「興 ・ce・ep・ ・{

◎manpower… …manpowerutilizationreport

な お＼schedularperformancereportに お"い て は 、 プ ロ ジ

一287㌘
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=ク ト.Fマ ざ ジャは、 技 術的 な評 価 を主 観 的 に判断 しつつ、(仕 事 の

進捗 度 を査 定 し、%で 表 示 す る⇔ ・㍑ い

これ に ゴ 虫 経 過 日時 と完 成 度 と のチ ェ ック カ河 能 どな る6

cプ ロ ジェ ク ト ・マ ネ ジ ャは、 常 時 プ ・ ジェ'ク'ドめ進 捗 管 理 を行 な

t'
Dて い るが、(ざ らに 毎週 火 曜 日に、 マ泳 ジ'?'φ'S集ま っ熔 過去1週

間に発 生 した問題 点 を検討 す る。

この場 合、 関緒 を・中心 に ・2{4・ 人 のk・ym・ ・がfigb・

当 該 プ ロ ジ ェ ク トの マ ネ ジ ャ が 座 長 と な る 。 コ ↓

ダ

d'マ ネ ジ ャは、 技術 者 と非 技 術 者 が$・b、 非 技 術者 は、 社 会科 学 者

で あ る。

ご/'海 海 鳥発 症関 して は、 プ ロ ジェ ク トぷ プ ロ・グ ラム を含 む、 す べ て

の進 捗 管 理 が、 上 記 の手 続 淀 従 っk'1『 最 終 的 に は、Director

- ・・てCl
。。n'、ligandP',。g,amC。 頑 。 川 の 手 も と 礁 中 さ

れ 統 御 さ れ て い る。

5.5テ ー マ の 探 索 と 選 定

oテ ー マ の 選 定(探 索 を 含 む 』}〆を 行 な う制 度 上 の 機 関 ・・'■・∴Research

Ad。 了S。,yB。a,dジ

。構 成 員 … … 各DivisionのDirectorク ラス。

o運 用 … … 一 応 形成 的 にはBoardを 通 して テ ニ マが選 択 され る形

に なっ て い るが、 事 実上 全 く活 動 してい ない。

5.6州 政 府 ☆ よび都 市 どめ 関係ttl

h地 方 政 府 お よび 受託 者乏 あ関係1

1r,・(jl.ilばIJl・,i,t・ ・:・'いi'tc∫

G"
・

、;・'i,i':;.tt・1、i-…}.・i.,
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◆

t、

住宅春晴 開発省七

∠＼`

べ7

へ
1,

i

D・v・1・pTechn興;
「

Fo㌧Prov三dingAs⑨istance
艮

_・ ス

,∫11'-1・ 」 」

」 受 託 ・ 渚

▽

△

『～ブ

PrOvide

Assistance

Ψ

り〕〈,.-政 庁
…

市 政 庁

ProvideFunds&Assistance

●

モ デ ル 都 市 プ ロ グ ラ ム(modelCityProgram)の 例 で は 、

プ ロ グ ラ ム 数 は 約500,260の 都 市 に 関 係 が'あ る。

普通・、都噸 ⌒ で・plC?亘1・9・ ・ant(約10万 ドル

程 度)が 与 え られ、 都 市 が 計 画 を作 り、 住 宅 ・都市 開 発 省 に提 出 す

るo`t;t,いtitL

そ の計 画 を住宅 ・都 市 開発 省 で審 査 して、 都 市 と契 約 を結 び、 資

金 を与え る。 州 政 府 は、 州 の立 場 で都 市 と調 整 を と る。
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b計 画書 嘩 敵 対す るG「antと その獅

は,「女.〉,,.・ ■'・べ

.PlanningGrant

・:}"一

1'＼ ノ∴

.

.

..

HUD… か ら供与
"

'構 成 員

「

/ξ;ぱi9;illl

/(民 離 業等

9騨 ・izati・ ・

▽
…

…

1担・mp「ehensiveP竺 集 成

㌻ 二1、 二'1'・ 〃'ji

`「 .・'

・.`・バ}・:'一 ・

▽ ….1).べ・、

、こ:M・ 」
.バ

.【L

㌧..、:
「「

.`、`Lヅ

Ci・t・yCbuncil

「

i∴:}'・ ・や

政府に提出

』』ク 「`

FederalGovernment

い

」

Inter』/,i.Ag壱 亘cyCOmmi.ttee

い 遠遊… 表⌒ されるプ
ApprovalPlan
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(D)表
◎

～

.寸
'
..

「「_r

contractor

i

.-.一.「」.

Researchandtechnologycontract

Status

、

契約書内容一式

(プ アイル) o(オ レ ン ジ)

il
..・F

d赤)
.

「

.

O

(紫)
o(み ど り)

, 7月(一 年 間、 月別)6月

(注)黄:

緑:

オレンジ:

1青:

!.紫 ・

i赤 ・

[lhskproducts(Cautionを 意 味 す る)

Contractstart(Goを 意 味 す る)

Progress/Statusreports

Draftfina1&finalreport

amendment(追 加)

ContractestimatedCompletion(Stopを 意 味 す る)

●
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18.

17.

16.

15.

14.
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11.
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3
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1
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〇

〇

〇

〇

〇

〇

=.

フ ェ ー ズ1

●

Financialplan

Phasel∬MarketingProductionPlan

EqualOPPortunityCommunity

TransportationPlan

QualityControlprogram

PrototypeTestingAnalysisprogram

PrototypeProductionPlan

PrototypeConstructionManagement

ExtendedWarranty■easibility

PrototypeSiteCodesRegulations

PrototypeSitePlanning

Phase互 王)riceQuotation

ContractWorkingDrawings

PreliminaryHbusingSystemDesign

SubsystemDesignSystemIntegration

受

託
者

'一 「i"
・ド ・,ヂ ◎
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rticipationProgram

gram

entPlan

udy
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tructionContractSpecif三cation
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別 紙2.

令

Appendixl・ APPO'工㎜TM斑0㎜D㎜ 和 ㎜T

To』
●
■

り

From ●
1

Subjec七: iProposa工Evalua七ionBoardforRFP

Ap・ 。P。 ・迫 ・valu・ 七i・n・b・ardi・h…by・pP。in七 ・di・a・c・rdance.wi七h

H・ndb。 ・k2210.工.:: 、'[lhef・Zl・wingPers。 ㎜ ・1willserv・asmembersin

七hecapac .i七iesin(草ca七ed:

Chaiエman::,1

、『・ttName

:::

Reco壬di

ofindividualandorganiza七iona=Lassignmen七.

Secre七a ●

●

Nameofindividua].andOrganiza七ionalassignmen七.
『1(th

・ ・ec。 ・di㎎ ・ecr・ 七・Wm・y・1・ ・b・:・d・ ・i碑 ・七・d

as勒 ・ardme曲er.)ll 、

エ主 ㎎Me禦 三
、:∵tt∵ ・三,

N・m・ ・J・£二:indivi血a1・and・ ・gani・a七ignalassign-

me夏七s鶏 冠

ジ ∴i 1

≡eg三1AdvisO「';1., ..

N'ain。 。fl。g。 ・ 。d。i、。。apP。i。 七・⑪y・f£ エce

促neralCounse=L.'「 ∵.、:・"1`1.'「:t、t.

エコ 　

AdvtSorsandConsu1七an七s:.三'、.∴/III:こ 三∵tlli

f

.
」
…
O

ぷ 醐C・ 。f'・・dvi・ 。・・and・9・ 号U1七an七 ・iエd金h毛W

・IP工9fess迦9・e・plOying:;::慧 霊 圭。1'emen七

●

t
.lil、L."
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■

Theproposalevalua七ionboard・willconduc七i七sbusinessinaccordance

wi七h七heH〔 「DHandbooken七i七1edProposalEvalua七ionBoards.工twillbe

七heresponsibili七yof七hechairman七 〇de七er皿ine七ha七eachboardme血ber

isfU■=Lyconversan七wi七h七heins七ruc七ionscon七ainedin七heHandbook .

Par七iculara七 七en七ion.is .called七 〇 七hoseparagraphshaving七 〇 ,dowi七h

disclosureofinfonna七ionandwi七hconflic七sof 、in七eres七.

Thisboardistosubmi七arepor七 〇fi七sfindings

七hesourceselec七ionofficialno七la七er七han

anex七ensionof七irneisgran七edinwri七i㎎.

andconciusionsx七 〇

血eSS

xSeeAppendix2
,seven七hparagraph

■

e
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別紙3

Appendix2・ BOARDREPORTFC)RMAT

To :ScurceSelec七ionOfficia1

From :Chairman,

冊

Proposa■Evalua七ionBoarde

SUI)jec七:B◎ardRepor七

Fir、 七P。r。g。 ・h,吐 。vid・ ・b・i・fd・ ・c・ip七i・n。f七h・p・r・ 。n・1P・ 。Pe「ty

。rn。npers。nalservicesbeingPr。cured・

Sec。ndPararah:Describe七hec・nrP・siti。n。f七heb。ardineludingany

c。 ㎜i七 七ees,c。n・u1七 ・n七 ・ 。r・dvis。rs・]か 。vide七h・r・ 七i。n・1・f・r七h‥se

。fc。 ㎜i七 七ees,c。n・Ul,t・n七s・nd・dvi・ 。…D・ ・c・ibeanyeh・ng・ ・ 「nade■nli
s七S七hec。mp。 ・i七i。n。f七heb。 ・rd。rc。 ㎜i七 七ee・ ・'R・f・rencer・Per七s・

repor'b・ando七herper七inen七docunen七a七iona七七ached七〇 七he

ThirdPar8graph:ProVidea・ehronologyofmajoreven七ssuchas:

)
)
)
)

a
b
C
d

(
(
(
(

Da七eboardconvened.

Da七esandpurp◎seofsubsequen七boardmee七ings.

Da七esofofferorstoralpresen七a七ions.

Da七eb。ardcompie七edi七sevaエua七ions・

七〇eachevaユ.ua七ioncri七er=Lon

niquesusedby七heboard・

Discuss七hequalifica七ioncri七eria,defini七ionsand

in七hera七ionalefor七hepropor'tiona七eweigh七sassigned
'

.Discuss七hescoringme七hodsand七ech－

Fif七h`Paragrah:Discusseachaccep七ab■epr。P。salindescending・rde「

rel-ofranks七a七ing七hemeri七sanddemeri七sofeachpropOsa■wi七hi七s

evance七 〇accomp■ishmen七 〇f七heproeuremen七 〇bjec七ive.
■

●
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一:Discusseachunaccep七ab工eproposalin七hesameman-
neras七hoseaccep七able.

一 ・S七 ・七・ 七hec。 ・。エu,i。。,。f七h。b。 。。dif、 。 。。u。 。七6,
by七hesourceselec七ionofficial.

C.hairrnan

MeiUberConcurrenees:

■

o
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別 紙4 「

ApP。ndi・3.S乱ECTエ ・NN・TエF]CATエ ・NMIIMORANDUMFORMAT

令

TO :Con七rac七ingOffieer

From :SouエceSelec七ionOfficial

Subjec七: Con七rac七 〇rSe■ec七ionf◎rRe(lues七

forProposalNu面ber

霊 鑑 ・き,・跳 鵠 、:呈:'隠認e跳:::。 「霊ea蒜 鵠:・ ・七

:呈蹴2・:;・ 、h::e、蒜:き㌃i。三鑑n裟 、:、漂::,霊 鑑 ・:.::,・rt
isa七 七ached'.

器:・9.:蓋・,:h:。b鶉。・:霊、::d,㌃=。 蒜:8鑑.認:;誌gby
nerned。ffer◎rhasthebes七 ・capabili七yandhighes七pr。babi■i七y・fsuc-・

cessfUlp・ ・f。 ・㎜ ・ce。f七h・ 七・・ksse七f・rthi・th・ ・equ・ ・七f。rpr。posa1…

鍵:器i麟 ・:、:e隠宅1;n:::三雲d、:七。:2:認le認 蒜c霊 き≧ ・.

eeSeeAppendix2,seveniヒhparagraph

●

D
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◇

三㌃ ④ 運㌫・輸 口 省(DρT)

以 、 、、ぼ 苛.:,vit/;.-

1.訪r門 先 一"-b・p・rt元 ・ntOtT・a・ ・p・ ・t・ti・n

2.訪 門 日 時 昭 和46年4月15日(火)…tNt 、)∴ 、,

9:00～12:30

3.訪 門 先 住 所NASSIFBldg.

400SeventhStreet,S.W.,

Washingt・nD.C.,20590

T・1426ア40・00・1,∴"・'

4.面 接 者 氏 名Mr.HenryNejako>… 」・1…1
.、;'二 、いi

役職iP.'・ ・9・am触 著・・ .∴:∵ ∴ ∴∴::

UrbanMassTransportatlo『n-1・ 、・1.

Administration

5.運 輸 省 概 況AnnualReport参 照

6.UMTA(U・b・n臨ss低a・ ・p・ ・t・ti・nA陣 頭st・ati?1・)WW

6.1UMTAの 機 能 及 び 組 織 .,,!1パ,

u磁丁年 関連す る運輸省の繊 の一部畝 図1二示す・

U星TAは 都 市の 大 量輸 送 問題 解 決 の た めの調 査 な らびに 基礎 研究 を

行なって、プ ロジ ェ ク トを企 画 し、 モデ ル実 験 を実施 す る 。 さ らに 、 政

府 予算 の 裏 付 を 持 っ た計 画 を、州 政 府 や市 に提 示 し、 ス ポ ン サー とな

ゐ 。・ ・,. .…,、 ソ,

L'L、'

『パi♪
.; .㌧ttゴ パ ー!lLT

-303一



Officeof

Budget

Officeof'

Secretary

NationalgTrahsportation

SafetyBoard

F,d,,alU,banF。d,,a1'"i'・i・P'tr'd。ral・

AviationMassHi.lghwayrf!yy.;T.,Rai1・road,:

㌻ 蒜'St－ 蕊?9rt-.'、.胃 認iS㌦ ・㌍min'St「at'on

Administ- /・ ・パ, ,ll!i:ilrl□ ρ』

ration

;・tt;'11、(:,1.・ill』llll.ψ 、 ㌦i .;=芦 ∴'・;1・

ぷ 酋 巌

の,つ に区療 れて 、"お 噛 、ミ幽cぞ いる1・三曹O

G,an,Ap,ii,a,、 。n、,州 政府 や誘 麺 ぎ 訟 、鋳{己 る賓

金 融 ご委 員δ編 訓練 い

注 ξb㍍ 、'ご。lsi。di6,・tt:1・・法 論1政 向び た め臓 繍 査、 シス

い'・ 品 ・ 『 ∴一 ≧ ふ デ朔 ジ
の蜘 を州政府や市に与

え る 。

ResearchDevelopment:プ ロ グ ラ ム の デ モ ス ト レ ー シ ヨ(ン を 行

Demonstration(RDD)な い 交 通 問 題 に お け る 啓 蒙 活 動

6.2ULuTAとRDDの 予 算

71年 度 は 予 算 請 求8億 ドル に 対 し、4億 ドル 認 可 さ れ 、 そ の 内

リ ロ
ー304一

ぷ

●
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●

烏

RDDは 約4千 万 ・ドル の 予 算 を 持〔ってい る。 、RDDの プ ロ グ ラム別 の

予 算 は 下 表 の 如 く で あ る 。 ㌧

パ(1・1',,一 ∵ ＼.11: ./:

.]1i;、1、 、、 ノピ"籔 ・

;'一 ∵i'・ ゴ ぐ㌧:1㍉li・ 、 パ

(単 位百 万 ドル)
ヘ イいrn・ ‥

、

計 年 度プ ロ グ ラ ム
,≒ '£臼'

」!「

FY,70
∨÷

い 「←

FY'71

'1 .;・,、 ・

FY,72

'`」-
、、、

1.BusTransit

・ ㌻ パ,11

2.RailTransit
・1-}いrlぱ

3.NewSystem

InterMbdel4

.'・ ・ll"、

Integrati6hジ ミ`〕

三 、㍉

6.9

日 ・

3.5

'」

,,

2.8
ヘーr'

.1.、8《11

・ い 洛4:
一 一

"一 ・s・ ⑪ ノ こ. 、

12.5

・b1ン 必 一 い ソv

12.8

}L'1',.ソ"・ ・r

13.2

μ・ ＼1い ・ヒ
ー

{ぷ 四.8さ,」

㌦,}・ プ翻r、 …

13.4

1、,怪 ～1ド

20.5

」

39.4

1・6
、

TOTALt《 … ド

'
・}i・ξ5:も'い べ 一 音6:3.: 74.9'

・'ttZパ 六'訟 1':/ば こ ttバ:.・"、

注:1竺t;「
.Mrdrt・9・at'on触9騨 熱 讃 かちの

三 二培 臥 昧 的酬 二立〔て交通鱗 間}㍉ 行なうなど・
他 プ ロ グ ラ ム に も 共 通 す る 問 題 を 取 扱 っ て い る プ ロ グ ラ ム で あ る 。

6.3プ ロ ジ ェ ク トの 実 施 例 ・

:・,":、 層

UMTA,が 現 在 関 係 し て・い ゐ プ ロ ジ ェ ク トは100以 上 あ り(入 手
;t!,1,tt,ir.・ 一'・

一 煕 ・,、SiatusRepo「1一 却phcati;n淳 照)・ 脳TA内 部 の

プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ ャ の 要 員 は25名 程 度 で あ る。

6.3.1PeopleMoverProject

WestVirginiaのMorgantownで 実 施 す る プ ロ ジ ェ ク トで

1;'・^i.'(

10～15人 乗の 鞠 髄 ⇔ マイルの区間のdoubi∵ 「ack上

磯愚,繰 騨 御 樋 行 させ る鯉 であ,玩 晒 ρ葺 縛 容は

,。∴ 勲 章(E覧ecl「'callyPowe「edVehiclrr～.,、,

㌧ 勢 道(C坪eieG・idew・y),,一

道一305-'



』/t`' :駅('B腕va辛ed/Oまf-Line二Station)il'i'・,

.計 算 機 制 御(ComputerContro 、1・一)・ ÷'

..約3,4.Oa万 ド ル の 予 算 が 計 上 さ れ て お り 、GrantappliCat-・ 一
ビ ド ド]'・i./

、`'tt ..;,

1::,"li、,・・戸;・i'3i'60万 ド・・、NASAのJO[、P・ 璽 ◎ 〒憾 や

1研 究契 約 に 約2000万 ドル が予 定ーき
,五て い る。 現 在 は8∵1imin

la、1註ピ㍍惣 蒜:蕊 鷲 ㌫
1バ ー ジ午 とヌ プ リ ング'2rd－ ノレ ド間 の6鎌 の ハ ㌍ 烈 の

L庄}≡ 申 魎 ・ス専 用の ・・イ 垣 と・て使 用 しよ・う亡 い・う

}_モ デ… プ らンで、・このプ ・ジエ ク ト実 施に当って峰 輸省・と他 の

、〔 裡 関は次嚇 照 製惣 担口 いる..・ ・
プ"c1)後 援 者(S

ponsor):運 輸 省 のUMTA,FHA'

::1:1ニパi:ブ:i ,一'll・:ミ 】t'tミ 鳥ぶ'ビ 写 ミこ}㍑Stt'…:/'・

、 、2)雑 著 ～:;煕.e,,9、,1.;、n;「thr「nVi「g'ni只r?ro「ta'

tionCommission

l4t .τ:,t'・t:～ ヂ で 乞.i't'

㍉1.週 鱈r・r「 ρtor}:日 脚 「;nsit・黒,1,、 ・

.源4).ア ク煕 ・サポー1:,㌍ 嶽 煕ra∵,ξtarda「ds

・のプr煕 ・.運 算は約2熟 熟 ζ禦 ・三 の内テク

ニ カ ル.サ ポ ー ト、 ア ナ リ シ ス ・サ ポ ー1、 シ ミ 礼 一 シ ヨ ン 関
1「/1♪k.1り ・→`i∫

、ン:tl

係 へ の 割 当 額 は15万 ド ル で あ る 。

:'-・Vl:('…'『 ・:1已 ツ',一 ・i・∵り..;/1 ・一・1-・'・:.IV3t・t'iyi

来 週 か らOperationに 入 る 予 定 で あ る 。

ぺ …、 ・li日1:、 ・b{・;.} 一,/,:i・「:';lrこ 一 ・i・')・ ＼ ∴::じ1;'iiv.0{

6.3.3そ の 他

.1'/li㌧ ㌃1- .『1.ミ1㌻ －ll∵10　 ワ・:《E/葺 …'醤1"己.:Y』

そ の 他,Sy… ⊇ ・n・g・rp .・nl・(ス タ ン フ オ ー 〔大 と 契 約)・
・・〆、i/)∵=).1ttドi・ir)`illl・ ・ 甲'1ご・/,

,、

BusTechnology,TransitOperations&Management,

(㌃1、 ソ,・)b;,」 日t's

RapidRailVehicles&System・TrackedAirCushion

-30も9_fプ'一 一
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●

●

Vehicles,Airport'、Accessな ど の テ ー マ が あrb.g-

RDDのBusTransitProgramの 内 容 ぱ 次 の よ う1.ま あ る 。1㌧

{1}…BusTechnologyピ 、1に ∫ ・.1三 、づ

(2}、BusTraf・ficSys…tem、s….、Innovatlon.パ,、

{3)'1)em'and.-ReSpOnSiVe、TranSit!/_..1、

tt・(4}TransitOperation&Management 、『:・

(5}BusServiceDeve・lopment&Evaluatiρn、

6.3.4テ ー マ の 探 索 と 選 定'1、

国 民 生 活 に 最 も 影 響 を 与 え るSignif輌cantnationalimPact

な 交 通 上 の 問 題 で あ り 、 そ れ がGoodId,ea,GoodReasonで あ れ

ば 、 プ ロ ジ ェ ク トの テ ー マ と す る 。 ・.・__

一 般 に テ ー マ の 探 索.は い ろ ・い う な 人 と 話 し 合Plて(.b,#.i・afconver－

sation)行 な う こ と が 多 い 。 一 －t',、1

テ_マ が 面 白 く て も 、 金 や 時 間 の 面 で(Cost/time'"ef・ ・fecti-

`;ve・neSS) i・1駄 目 に{な ・1る9とiも あ る 。

7.委 託 研 究 の 発 注 と 管 理 ・s."'・:.['i

7.1契 約 の た め の 一 般 規 則

運 輸 省 の 拘 え て い る 研 究 開 発 的 プ ロ ジ ェ ク トは 、 成 果 の 目 標 水 準 や

仕 様 の 確 定 し 難 い も の が 可 成 り あ る が 、 こ れ ら を 外 部 機 関 華 委 託 す る

場 合 の 委託 先 の選 定、 契約、 お よび 管理 につ い て は、 基本 的 に は連 邦

調達 規則(FPR)に 従 って い る。 また その 内容 は本 質 的に 軍 用 サー

※
ビス 調達 規則(ASPR)と の相 違 は な い・

※ 注 記:Nejako氏 は 昨年10月 まで、 国防 省 のARPA(Adva-

ncedResearchProjectAgency)に 勤 務 し、 研 究開

一307t;



発 プ ロ ジ エ グ トの 管 理 を 行 な っ て い た 。.',itlt.

7.1.1委 託 先 の 選 定"::.;,.ill÷'ie[. 一:ft

委 託 先 の 選 定 に 当 っ て は 、 委 託 先 候 補 者 の 技 術 力(1苫 ℃chpical

approach)、 実 績s(・iba・ckgroundexper.fen、qeS.1熟 計 画 性

(timeschedule':)、1"価 格(Cost)を 重 視 すrる,。.・そ の 時 の デ ー

タ と し て 、 コ ン ピ ュ ー タ1・の デ ー タ ・ バ ン ク に 入 れ て あ る 契 約 者 業

績 記 録(¢entracto・rPerfo・ ζmanαeRecord,t)を 活 用 し て い る 。

こ れ は 機 密 文 書 と い う も の で は な い が 、 し か し 護 れ で も 自 由 に 見

・ら れ るわ け で は な く 、 利 用 者 は 限 定 さ れ て い る 。

1契 約 担 当 宮(Contract ,・officer)、 プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ ヤ

(Projectmanager)、 テ ク ニ カ ル ・ サ ポ ー タ(、techpical

supporter)か ら 成 る 選 定 委 員 会 は 、 契 約 者 業 績 記 録 や.そ の 他 の デ

ー タ に よ っ て 委 託 先 の 選 定 を 行 な う が
、 あ ら か じ め 用 意 さ れ た 委 託

.'1先 の 能 力i別 ラ ン ク 表 は 持 っ て い な い 。

ま た 、NASAや 国 防 省 の 持 っ て い るaJiointconsolidate

List"に も 注 意 を 払 っ て い る 。

7.1.2委 託 契 約 に 至 る ま で の 手 順

D:OITで は 原 則 的 に 次 の よ う な フ ロ ー で 委 託 契 約 に 至 る ま で の 部

内 作 業 を 行 っ て い 、るp..e,w,L.; .i、"'t':

c'1'・ ズ .1tこ ㌦ 、'"ミL( .、tt ・ … ζ ・

・‥ 仁 '・、バ ∴ 答 ・'・'、パ パ"・ 一 川 ・,寸 ・一、'

ぺilgiみ ぶ ○ 介バ ・!: 」 、、

.'1,,),11,,..L,(・11・ 、,一.,、./・ 、)∫r
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●

■

●

件 数 責 任 者"

,・.夕.『 二 川
・i・'

(experi(豹ce)

・1:r -

("responsibleり

① 委託候補者探索
1

'一'犬 臣 官 房(Off輌
cξof

(SearchforSources)
》 、さ…5、q㌣10ρ, SC9;垣ry)のProcu一

rementOperations
資格 分 析 、

;'){i・"f}Ill'.1
1 )o'-"、f}:., .、 D栂:il(,丑iO～120fficers)

(requirementanalysiS) の契約担当官
h'!(い ・'・i・.

資格報告

(Statemeh竜 が6f!qualif輌ca一 ∫r パ

tion&experiences)

② 委 託 者 の 、評 価 と選 定

」

}・,r、B{!1

(Sollrc:さ'El亘alUえfi90n& 10～20 プ1ゴジエクト・マネジヤがi議

Selection) 長 のAdhocPane1

③ 提案要求

(RequestforProposal)・ 5～'10 プ ロ ジェ ク ト・マ ネ ジ ヤ → 契

約 担当 官・コ バ

: (テ クニカル ごサポータの 支
・ ∵・

援)

(RFP作 成 の た め の マニ
」

ユ ア ルはな い)
く'`

,合9

④ 提案の評価 と選定 2～3
{「i'・ …rl(1i川'1・r・ ㌧ ・1.

⑤ 契約に対する交渉

(Nego④:iatlioぬ)・ ・ 川 ・ 1`r～2 契 約 担 当官",

((ヌ}ntrac・tingofficer)
ご 山 、

⑥ 契約締結
|

(ContractAward) 1 契約担当官
'

・
t'・t・t・ ・ ン ミv

,71β 一・陣 顕 要s,・tl～ 、.、 い

ゆ ・鯉Pの 目 吋 , .,li'

口@.喫 約 対 象(調 査 、 デ ザ イ ン 、 開 発 、 操 作 、 マ ネ ジ イ ン,}・ シ ス

テム)
`}1Lll'・

③ 契 約 条 件(CPE・F・;C・
.・tP1・ ゾi・ ・dF穿 、9,.≧、tl

-39日 一



-
㍍匂

夕

、♪

ち
遅

」竪

ヒヒ ロい どト}①

,,ズ 占㌣ ザルの有繊(RFP・ 曄 挺 した ものの み)

、 ⑤ 一 ズ ・ ポ ー ザ ノレ の 内 容 織"・ 熟 議,・

1`・(パ1層G・ 日鋼rl・f・ ・m・ti・nら1'/1… ヒド【n・'ど1

・、 川 ∫iポ 〕・)(ρ}`i二lf,1

,,.、,。 、涼,1、b,..一 ・(ln・)t・,。C細nf・ ・P・ep・ ・ati…ft・ ・h・i・ 渋

しヒ 　

Proposa1

、.1・ ・t…tiO・f・ ・P・ep・ ・ati・n・fB・ ・i"ess

Managementi

がd・ …P・ ・P・sedg寧 ・.a、9・,t!・h・d司 ・ 郵Gene「al

Provislons

e.StatementWork

巳 一'・～'

f.Certification

⑥ 提 案 要 求 プ ロ ジ ェ ク ト名

パ⑦ ㌘ プ ロ ポ ー ザ ル 提 出 の 仕 方

⑧ プ ロ ポ ー ザ ル の 効 力(提 案 側 責 任 者 の 確 認) 苅

⑨

ζ言 、…＼.・

⑩`ぺ 、、〈
^
:ll:-il4.f'Division)

プ ロ ポ 三 ザ ル 提 出 の 期 限(日,時)
ト い エ 　

契約者選定の1方法1

蕊

づi二1':

プ ロ ポ ー ザ ル 提 出 先(ProcurementOPerationDivision)

RFPに 対 す る 質 問 先(ProcurementOpら;,但ion.∵

⑪

⑫

(評 価 情 報 と して、 政府 機 関 に あ る もの を 最大 限 利用 して 経 営

内 容 、 資産 内容 、 枝 術 レベ ル、 消 化 能 力u業 績 等 を調 べ る)

⑬x.Cf"ロ ポ ニ ザ ル己 虚 途 治 った 場 合 の ベ ヂ)シナオi(・18U・S・C・

1001{二 よ る)

⑭ 契約窓1口('契 約担当官が法的義 務を負 う)㌧

_31bご

も

●



◆

白

⑮.資 金 枠(割 当 資 金 を 越 え な い)～ 、 .、 ∴ 臼 、

⑯ プ ・ポー ザル難 ず し も契約!・ρ 蝉 らな ・・昧 た・ 叉 ポー

ザ ル の 準 備 寺 口 要 し た 費 用 は 負 担
.し玖V}。 … 、'・t,,

⑰ 提 案 者 側 の 機 密(保 持:) ,).一:バ ・、ひ た抱, .パ

・・ ⑱ 契 約 規 定 に 対 す る 爪 ゴ シ ェ ー シ ヨ ン(契 約 時)[ .;バ

⑲ プ ロ ポ ー ザ ル 上 の コ ス トに 対 す る チ エ ツ ク(会 計 監 査 す る)

7.1.4プ ロ ポ ー ザ ル に 対 す る 政 府 の 考 え 方 パ .ぐ

REPに 応 じ て ～プ ロ ポ房 ザ ル を 出 間 際 に 事 務 的 問 題 に つ い て は ・

i',1調 達 官(契 約 担,当 官}e(sP∫ocur8m鎚t(Cop巨aCt)Officer)b;

対 処 し 、 技 術 的 問 題 に 関 し で は プ ロ 軽 エ ク ト ・ マ ネ ジ ヤ が サ ポ ー ト

す る 。 ま た 、・、・プ ロ ポ ー ザ ル の 対 価 支 払 の 保 障 は 廻 転 な 、い が 、 内 容 に

関 す る 機 密 漏 洩 に は 十 分 注 意 を 払 っ て 瀞}{2、、.契 拍 局(90ntract

Officeぴ に プ ロ ポ ー ザ ル 全 部 を .1・適 保 管 し て 鴨 る旦、己

7.2委 託 契 約 河 川 り1バ{、i,1:川1・ 、1ほ ば パLい 、1,蝉}

・ 委 託 契 約 は コ ス ト ・4ラ ース 固 定 利 益(CPFF》9qst ,一ミ辱sFixed

Fee)契 約 型 が ほ と ん ・ど で 、 他 に 固 定 価 格 契 約 も あ るg、 対 価 の 支 払 は

業 務 終 了 後(Pr心greSs・Rayment)行 な う が 、 開 発 途 中 に 得 ら れ た

分 析 手 法 そ の 他 の ノ ウ パ ウ は 、:政 府 に 帰 属 す る こ と に な2て い る 。 し

か し 、 一 般 に 技 術 者 が 会 社 を 変 っ て ノ ウ,ハ ・ウ が 移 る こ と は 阻 止 出 来 な

い の で 、 あ ま り 厳 密 に は コ ン.ト ロ ー ル さ れ な じぽ1契 約 上 問 題 の 発 生 し

た 場 合 の 折 衝 は 、 契 約 担 当 官 が 主 宰 す る が 硫 技 術 的 な 問 題 は プ ロ ジ ェ

ク ト ・ マ ネ ジ ヤ が 行 な っ て い 覆 。}ヅ き 『＼,い{,、

(コ,ス トの 算 定 に つ い て は ξ一契 約 担 当 官 不 在 緬 聞,§i藁 と が 出 来 ず)

7.3プ ロ ジ ェ ク トの 進 捗 状 況 の 管 理 ブi ,i'i"'/'一:二輪 ぼ ご ・∫

一3'11一



7.3.1委 託 事 業 の 遂 行 に 関 す る 工 程 管 理 あ 方 法 に り い て は 特 に 定 ま っ た

方 法 が あ1ち わ け で は な い が 、 次 の よ う な 委 託 事 業 状 況 報 告 書iゴ

(StatusReport-ApPli6atl拓6S『)を 作 成 じ い'状 況 把 握 の た

め の 会 議 を 極 め て 頻 繁 に 行 っ て い る60・ る－J'tL・.':1:∵、-1パ

('sTATb§}ばEPdRT-APPむlc心1・oNs'・'・z):H'fead,・ の 部

い'X分)i㍉ 藁)く ∵ttt':1': t・ 一:Xl'∫1ノ

ミ ツ パア

(フ ェ ー ズ1)・ ・・… 予 備 分 析 、 シ ス テ ム 定 義'べ 一・ll.'{.i.・1

'A:Pr∂ 所1宙f6ぎryiAfiiail' ・yi6i・s㌧・Sy●e・e}亘 二Defanitionis

'

(フ 土 工 ズ ・2)…L山 雀 ツ ジ エ ア 卵 ン」グ ・寡プ 白 トタ イ プ の 設 計s製 作 ・

ltttご 三1'バ;'i"テ ス ド評 価Il㍑ ば 川'パ

ーぷ 宍E。 宙 浅 ・i・g}P諭b卵 ・D・ ・i'-9・&D・v .e・1・pm・nt・

s・,kir旭 ゼ:拍9・E。 亘1籏 ・セi・ Ωぼ い ノ"・ ぶ ・…:'㌦ ・

(フ ェ ー ズ3')… ∴'操 作 、 生 産 、 プ ロ.ト タ イ プ の 作 成:"i

OperationalProductionPrototypelt・'"㌧:・1

ぶ が'iピ フ エ ー ズ4)… ∴ ご1・・交 通 モ デ ノじ
、「デ モ ン ス ト レ ー ジ ョ ン&評 価

£1}鋪yUrbanこDご 孟6nさ 』tration'&E†a.1uationl㌦ 己(、t,:-i

'`'(
こ ご ま で の ラ エ ー ズ は 運 輸 省 の 仕 事 で あ る)、s:.・r:・ 、:已、

/t(フ ェ ー ズ5ン ∴ ∴ ・'・プ ロヴ ラ ム の 実 施 ・噛⊃ …・

"い
P・も9・a涼 ℃p・ ・ati・n・lmplem・n"t・ti・n、/・t

」 ・ ∴(:こ れ は 州 政 府 ま 毒 は 市 の 責 任 範 囲 で あ る。)'1・ ,戸 パ

7.3.'乞 結 果 め 手 直 し と 評 価'・"1":i",'・'・ 』ぷ ・

よ り よ い 成 果 を 得 る た め に 、 提 出 さ れ た 最 終 結 果 に 対 し て 、 そ の

・報 告 書 を 原 稿(D壬 泌t'ぴ で 提 出 さ せ 、 そ れ に プ ロ ジ ェ ク ト ・.1マネ

ジ ヤ が 注 文 を 付 け 、 手 直 し さ せ て 、 最 終 報 告 書 に し て ぺ る?,.

一312F－ 一
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●

成 果 の評 価 に つ い ては 、 明確 な 基 準は な く、 フェー ズ毎 に プ ロジ

ェ ク ト ・マネ ジ ヤが 、 評 価 の 下 準備 をL.長 官(Administrator)

瞬 価の汲 下す.剛 メンバーは 、 、 ,
・ProcurementOfficer

・ §yφt・ 垣 ふ ・1y・t(P・ ・jectWa・ag・ ・)

・1・,1,;,.

'Assi・ta坪Sぽeta「y

か ら 構 成 さ れ て い る 。

cl1ふ ,ll」 。'・
一,ilt,

・ ・レ 小
.・・1,,▲jl日

t!c 'i;、r、tlし
.、'

川 ㌧"
「'1,`

、1・'い ・'ll日t/^, .1:)/

,㌧'1、 ㌧・1/

.,:
『 彗

■

1

、

'

《
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1.訪 問 先

2,訪 問 日 時

3,訪 問 先 住 所

4.面 接 者 氏 名

5.内

5.1

ご「"tt

⑤ 三'『1、:i'B.Mttl.

1・ぱ ∴'三 雛
..、 蚤 ・・情 ㌔ ・Ul;

F,d,,alS,、 、細 、Di◇iきll』 ・…rn'a・i'・n'al

B。 、i。essMachi。es;'b;・ 諮 。'r。ti。nい …"'1

昭 和46:宕 □月'i'誼("勧9':・5'一 ・189:・ ・

Gaithersb。,g,M。,由6d¶=2・76b

Mr..JosephM.Fox

FSDVicePresident

Mr.JamesH.Brown

ManagerofInternationalPrograms

Mr.DonaldG.Mansius

ManagerofCivilAgenciesMarketing

Mr.OharlesMeddaugh

FSDManagerofContracts

Mr.F.F.Gorschboth

Manager,Enviro㎜entalPrograms

Mr.JoelD.Aron

Technica1.AssistanttoVicePresident

andGeneralManager

容

政 府機関 に対 するMarketing

aFSDの 商品及び業 務分野(以 下 の話は原則 と して情報処理 の分●

野 に 限 る)

(商 品)

一一3`1'4一
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■

④SystemStudy

顧 客 が 自 ら当 面 し て い る問 題 を 』・明 らかに して や る。

@Tota(1Ll・System・F}lt

標 準 化繕 れ:た'・IBMの 機 械(又 は 、・時 に は他 社 の機 械)を 使 っ

て、 顧 客 の 特 定 の仕 事 に関 する シス テ ム設 計 を行な う 。

◎So£twareSupPortl'

プ ロ'グラム ・サ ー ビスな どを 行 な う。

◎Hardware'∴ ・

・・.t-・L苛オ ス プ ゾ イ、 通 信 制 御用 機 器な ど

(業 務分 野)一'

o運 輸 ・交 通'㍑

空港管 制 、 交通 信 号管 制、 宇宙計 画 の 地 上 管制 分野

Ol}社 会 開発

一… 水 質汚 染 、大 気 汚染 、 廃 棄 物 、 犯罪 防 止(警 察)

o医 学 、生 態 学

』oMIS

tLMIS等 の 情報 シ ス テ ムを 連邦 政府 の各 省 に 提 供。

/lbぶ 顧 客 の 開拓 手法

パ ④ 営業 活 動 の一 般 的 パ ター ン図

政府(委 託 者)IBM(受 託 者)

国 家 の 要請 情 企業 の 目的

計画の立案
'予算の承認

担当組織設 立

プロジェクト実施計画

行動の開始
〆

報

一315一

トップの意思決 定

方 針の確立 ・

顧客の啓蒙及 び開拓

入札参加決定

計画書提出



◎ 情 報 の 収 集

〔効 果 的な 情 報 の 収集 源 〕

(委 託 者)

・o・・`シ ス テ ム設 計 担 当者 →

o.il.7タ ツフ.→

Oプ ロ ジ ェ ク ト責 任 者 →

05ツ プ ・→・

〔補 助 的情 報の 収集 源 〕

o議 会 議 事 録 、,→

o各 省庁の計 画書

O

O

O

O

→

.産業別ρ白書

各種 政府主催の会議 →

政府発行文書

各 諮 問機 関 の報 告 書

一316－

bBl9.

ノ.」 ,f;∂

(得 られ る情 報)∴ls

シ ステ ムの必 要条 件㌻ づ

管理 情報 担 ぐ 串.)

重要 意 志 川 ・/一いrrl:・

基本 政 策.・.ミ:、L:・ ・

tl～wi>tIs}一{

国 全体 と いてい ゼの}方 向に 金 が 投

じられ て い くかが 解 在 い

NASAの よ うに企 業 に情 報 を正

式仁 流 す ものが あ る・

(例.NASA:Research

昌TecbnglogyOpera
.tingPlan)

な お、 各 省 庁 の 計画 書 は、 必 ず

し も年 度 開 始 前に 出 され るわ け で

,は なミごいが む し ろ、議 会 の 予算 承 認

後 に 公 に され る もの で あ るから 、

年 度 開始 後(7月 以降)の 方 が 多

いo『、

技 術 専 門 会 議な老 を活 用 す る
'」

;.i▲,三 い 三、

/

白



o

L

o'情 報 屋 、::".・t→ 』],政 府 情 報 を 売 萢 コli.サ ル タ ン ト 会

㌫,1三)."t、 ・t、/、 社 の 出 版 物 な ど 、,i、 、

パ ・,㌦,式 例 ・)こ ㌧ttt:、1

・ρ ・f・n・ema「k草1n琴se「vlce

,輌id・(国 防 茸NASA関 係 の

が..情 報 ・ プ ・ 転7絃 ド'サ リ バ ン

ニ_、,パ 、,∫ 川`{:・ 出 版)川 ㌻ ソ{・・じ・ ・

〔情 報 収 集 の 実 態 〕 ・ ∵1・○'・ 川 日 二1

ρ川 重 要 と 思 わ れ る 政 府 機 関 の 人 間 に 常 々 接 触 し 、 よ い 雰 囲 気 を

ピロ メ へ ペト しコ

作 り 上 げ る(毎 日 顔 を 出 す 。 電 話 を す も 。IBMにfi'.g`")。

・、 、IBM(。FSID}の"プ を ・政 府 機 関 のbツ プ に 会 わ せ て ・

政 府 の 方 珂(金 の 行 方1)を 探 る 。.T ...,,

o接 触 の 型 は 、 す べ て イ ン フ ォ ー マ ル な も の で 、 電 話 等 に よ り

適 宜 面 接 を 求 め る 。・,,・.い ㌧

・()営 業 方 針(Busi.ne、s・sStrategy)の 確 立・) .:,、i

〔 目 的 〕 ㌧ ○,の ・、ノ 三{

企 業 能 力 及 び 企 業 目 的 と 、 政 府 の 要 求 と の1-t致 を 図 る 。'

〔決 定 要 因 〕 ぺ

.o・ 売 上 、'・

o収 入 ・-

oO利 益 ・ ・tt、 /,・一`'.,1

i
o技 術 開 発 力1

■

一 ・・ユ ロ ジ エ ク ,トの 軍 難.L`・"溝 ・i

・
;ti
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Chairman{ま

directorof

欝 ・1

こ こでは 、 顧客 とゐ 事前 の打 ち合 わ せ が 重要 で あ る。単 な る

売 り込 みだ げの マ;'ケ ツテ イ ング は 好 ま し くな い。IBMの 能1

力 を正 し く認識 させ 、顧 客 との相 互 関係 、 責 任 問 題を 明確 に す

る こ と。'その 結 果 ご ゴBMと 顧客 の双 方 が無 駄 を避 け う る。

{
慎 重な 準 備 一一一 容 易 な実 施

安 易 な 準備 → 困難 な 実 施

c.入 札 参加 決 定 手 順CBid/NoBidDecisionprocess)

o〔 手順 の一般 的 パ ター ン 〕 パ

『

⌒(RFP)ぎ:∵1∵1s　 s　

IBM市 場 計 画 グ ルー プ(IBM`marketi㎏pjamhihggroup)

一(　 灘 ご 轡る(　
新 プ ロ ジェ ク ト審 査 委 員 会(ReviewBoard)

!

(チ エ ツ グ ・リス ト)← これ を よ くつ め て お かな い と、

ReviewBoardの 承 認 が な か な か 得 ら'れな1い。

6理 由 ・… ぐ特 定 官庁 の)こ の契 約 が 、;F`SDの 全 社

的な 営業 計 画 と合 致 す るか ど うか

o資 格 ・・■・わ れ わ れ に、 能 力が ある か 、 適任 な ス タ ッ

フを有 して い るか

o自 社 の 顧 客 へ の信 用 度 ・一一・顧 客 の 気 持 を充 分 理解 して

い るか バ

o競 争 会社 の 動 向 ・・一・敵の人 材 、 技術 水 準 。わ れわ れ が

勝 つ た め の 戦略 め有 無C
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L

/潔 歴::遼灘 ∵ …、
(}入 札 参 加).決 、定 一 一>prolect責 任 者 の決 定い ス久 ツ フの 発

/叙 卿 決定(見積噸 要)
実施 計画書の政府への 提出(プ ロポーザル)

・・]緬 告示

レ 政 府 の 評 価 一丁}一 〉入札 の 締切 に つ い て、 政 府 は きわ め て厳

↓ ・.ニ … る・_
交1～ 渉 ・

↓

契 約 の 獲 得 ・, ,,.-L

o政 府 は 提 案 の 評 価 委 員 会 を 有 す る 。1、 穿

↓
ぷ い(3～5人 で技 術 的能 力 を有 す る人)

時 に は 評価 委員 会が 入 札 会社 に 説 明 を 求 め る,こともあ り、 また、

,評 価 委員 会 での 政 府 と入札 会社 の 話 し合 いが 予備 段 階 と して行 な

わ れ る こ と もあ る。 この 場 合 、 入 札 は、 その 話 し合 いの 後に 行 な

わ れ る。 ご

d、 関 連質 問 ・

④ 〔競 争 会 社 の 動 向を い か に把 握 す るか。 〕 に

主 と して過 去 の 実 績、、経 歴 を検 討 して入 手 す る。

@〔 政 府 のRFPの 内容 は 、,常に 明確 か。 〕1,、 ・

一 般 的に 法 律 的 な 面 は正 確 であ る。
tf,1

・
,技 術 的 な面 で は、 政 府 がメ必要 と して いる最 終 製 品 の姿 は 、必 ず

しも 明確 では な い。 、_`～

◎ 〔政府 のRFPが 公 表 され る前 に、LBMは 、 その 情 報 を 得 て
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いる か。 〕'・'　 バ い ・

必ず し もそ うで は な い。例 えば ご(M加s沁s氏 が担 当 した契

白 「一 約に つ い ぞ み る と)7Y年 度 前 半 に 得た 契約 くが半分 はこ 事前 に は、

RFPの 内 容 を全 ぐ知 らな い もの で あ っ た。

◎ 〔政 府 は、 メー カの ヲソ ク表 を 持 って し;勧 釣

持 って い る。 通 常 、6PE(ContractorPerformance

"'i溢 斌 ・i・己)'と ・≧ち ・(NASAで はJ・i・ ピ 嘩 ・・lid…d

Listと 呼 ぶ)政 府 が 一 定の 書 式 で、 企 業 に 関す る情報 を 収 集す

る。 さ らに これ を 基に して デ ー タ ・バ ン クを作 成 す る。 → 「企 業

の リス ト」 。 ・1三 .三

㊥ 〔政 府 がRFPで 示 潮 間に 熱 ばなy駒'パ

大 へ ん あ る。 時1ごば延 期 を 願 ぷ 出 る"6'{'1(書面 でy、 認 め ら れ る

パ場 合 は 少な い 。 「'二

(
プ ロ ポー ザ ルの作 成 は3～4週 間 しか 認 あず 、一そ め評 価 選 択

には3カ 月 も費 す と い った矛盾 が あ る。i:i(「e1'!"r-.i

⑤ 〔政 府 予算 の 削減 に つ い て 〕 ・輻ぺ

どの 勝 ち 馬に 金 を かけ るか は、 マー ケ ツテ イ ぴ グ技 術 の問 題 で

あ る。1ぷ;1"パ^↓'1ぷ ・担 ・・ぷ1'

も ち ろ ん、 予 算 削減 は、 ご…1こ数 年 問 題{ぎ嬢 ξてiばvミるが。

① 〔政府 の 政 策 へ あ 影 響 力 〕tttt　 A=に;Zl・-1ぷ ご』 ㌶

IBMは 政 策 へ の直 接 的 漆影 響 ぼ 写 だ磯Wじ かLこ んな 問 題

(が あ る・どか、 こ うす れ ば 苦 い、 とか を 示 ず とい つた 援助 は す る。

5,2政 府 契 約 に 関 す る 一般 的手続

'め
.プ ログ ラム の 遂行 にお け る政 府 と受 託者 の協 力 関 係"♪
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政 府}妄 、IR－ 霞Dの 犬 型 調 達 に 関 し て は 、 次 の ・よ うな ・Phase区 分

を 行 な っ て 処 理 し て い る ピ ・ 二べXIl

I・PhaSe":・ ℃on・cePe}formu'lation
.'''"∵ 、1

!㌍ 、1〆`

;"'t
・i"'t':1口2り 以 上 の 会 社 が 契 約 を う'け 系 行 な う 。 政

,府 ど 受 託 者 と の 関 係 は 大 へ・ん 密 接 で あ る 。

∬ftPhase:'Con-tracttde',fllinition・ ・・…

こ の 時 点 で は 、 技 術 的 な 仕 様 を 明 確 に す る 。

'競 争 入 札 の た め の 充 分 な 企 画 を つ く る の が

'
、'『 三㍉ ○ こ の 段 階 の 特 徴 で あ る 。 関 係 す る 会 社 数 は

ズ》1川t-・ 一`)'i蹴/『 ・Phas'eよ り も 多 い 。

歴 ・Jph、ぴse:=Ptioddctdev〆elopment…t－ ⑭一

かほ ㍉ 垂社 叉 は2社 が 開 発 を 担 当 す る 。2社 の 場

「合 冶 ご1競 争 的 に 開 発 さ せ る 。・ 、

・rvlPhぎsゼ ー・:-P,foidu(充i`on… … ・ 「'1

い ニゴ}・ttt':11・1社 に し ぼ り 製 造 ざ せ る 。

、if;ttこ のi4つ の 段 階 を 進 む に つ れ で 、i客C政 府)は 、 だ ん だ ん 仕 事

… い が ら
・手 を 引 い て い き 、 受 託 者 の 役 割 が 大 き く なSつ てC・Xく 。

2)却 而 格 の 算 定 方 式'の 」 贈 ぐ ・・1'":'1"i'}'・'

1"④ll℃bst'type…t・ タ・'ゴ虫Wお 丙 訳{± う ぶ で
、(]相当 正 確 な 算 定 を

・/一 法 律 」ごめ:feざ の31,'行 だ い ミ 証 明 書 派 穣 収 書 等)を つ け る 。 し

ξ難 雛 難 冒;蕊
't・:1・

,')力r
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5

、・

`∵㌧ ・・

◎ ・・Fixedprice.t.Y.pe、:・;い ・ 全 体 の 価 格 を 提 示 し;、:W訳 は 明

(欝 叢 籔1藩illl
「Hardware」 を つ く る だ け ・と い う 際 に 利

:1:7.L;f'"い ぷ 毒、1-1用 さ れ る 。t.t

"
・、 ・(∂「"Cost,plus、incentivetype・ ・・…

一 「 一'政 府 が 決 め た 仕 様 書 、 ス ケ ジ ュ ー ル に 比 し

て 仕 事 の 出 来 上 り 具 合 い が 評 価 さ れ 、 奨 励

1・/・ 金 や ペ ナ ル デ 楡 一 が 決 定 さ れ て い る 。

、1∴一.:余 り例.は 多 く な い 。

O〔 メ → カ ー と し.て望 ま し,い契 約 〕

か つ て 、 政 府 は 競 争 入 札 に 、よ る こ と ど 一 定 価 格 の 維 持 と い う

こ と に 固 執 し てfixed.priceを 多 く 利 用 し て き た 。 し か し、

1,10最 近0～ 翌 年 間 のR&D契 約 に,お い で は 、、fi・xed.pr.ice方 式 が 、

〉政 府 も 受 託 者 も 得 る と こ1ち が 少 な め こ と に 気 づ き 、 現 在 、IBM

が 受 託 し て い る 仕 事 は 、 全 部Costtypeの 契 約 で あ る 。

、R&Dに お け るば 予 測 不 可 能 な リ・ス 久 を 考 慮 す れ ば 耳jxed

口P戸cel・}ま 損 を す ゐ'こ..と が 多 く、 受 託 者 とiし 砲 ま隅gsttype

螺 ましい・○㍊ 口 ≡;㌻1㍉
^
-o〔 載ASAな1ど が 行 なp}てk♪ るincent,ive.tygSも の契 約 の 効

果 〕 。,・ ・伝1 .t-tぶ ミ

incentive効 果 は あ る 。
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inCentivetypeに も2つ あ る 。lf,、

、"/灘 甥 二鵡 二㌶:1　
… … これ は 、rawardfeec・ntnct」 を使 う。

この場 合 、 主 観 的 な評 価 が入 って く,tる。'11

「どれだ け、 きちん と仕 事 を し:たか 上 ∵

「どれ だ け、 記 録 を よ く ぜ づで い るか 」

な ど と い った事 項 は、 仕 様 書 で は 明確 に され な い。 し

た が って、 これ らの事 項 ぽ 主 観 的 に評 価 され るこ とに

な る。;

また、 予算 が つ ま って くる と、 時 と して政府 は 、 この

feeを か え て、 枠繰 りを操作す るevと が あ る。 しか しこ

の 点 の弊 害 は、 われ わ れ とNASAと の 間 で は、 一度

も生 じ て いな い。 ・τく 、

tX v"t`公 正 なawtirdを うけ て い るb .

◎overheadcharge『 ■;,1

%で 表 現す 寮 ご渥 は で'きな い。何 ドル と いつた 金額 で、 そ の

都 度 契 約 に 乗 せ てお き、 政府 と調 整 を行 な い決 まる。

㊥ 人 件 費

'政 府
は 、 標 準 リス トは有 して いな い。受 託者 別 に取 り決 め る。

尚 会 計 帳 簿 は す べ て 政 府に 見 せ る こ とを要 求 きれゐ が、IBM

の 提 出 した 人件 費 コ ス トを支 払わ な い場 合 もあ り うる。

8支 払 方渡 日1]'f・ パ ・・一 ・〃1ノ

＼・「oCO'st:fl垣6Cめ 湯 番 導 支 払 ぼ
、 仕 事 め 進 捗 状 況 に合 わ せ て
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行 な わ れ る 。 シ己 寮c・C㌧}Ot)qt:11,i・iill漂 パ 川

・(㍉膓毎 週 ご'7'月1蛾回 、㌻月1回 な ど 左 壌 づ た 形 、で 政 府 に 対 し て 請 求 書 を

送 ヴ 支 払 ゼ う け る ♂ぐザ 般 的 口 多.い の は ☆ 月、L2回}(!半 月 に1度)

に バ1パ で 泊 る ↑♂ ・z,紡 孟h'5・1ー い1/・ パ ㌧'一 …

oFi文edl〕p苦 ↓℃eの 支 払 額 の 算 定 鷹 進 捗 状 況 に 応 じ 仕 事 で 負 担

し た コiーヌ 琳 の61'ぴ%又 は ・技 術 面,で そ ね だ け の 進 歩 を し た と 評 価

さ れ お 『ど き}8"σ%位 。ゴ.・強 ぷ ∴ ザ ・恒 ・,1い

.、1・3,1)ズ'成 果 等(が ・帰 属)学 ㌻"泣 訴 日:・i1三,j・ 一 い ♪竺Pジ;

:'}2・1::'び パ 権 利 の ・対 象 はi3つ,あ ・る ♂ ㌧.○ 仁 二,)㍉ 百 パ

o技 術 デ ー タ,パ 品

ζ聖・・∴ φi溶 三テ ン 圭 口 ,::tξ ミ:;∫c・:1.ミ ㌧=・.じ,こ 穴 ヌー

=:・ピ"・1'i・ う ・さi・こ㌧i三'(日 吉"v-
T;;一 ジ ○=κ リ川

鍵 一.⇔ ・〔 優 気{亘rDし 占壬f二 〇苦egr{ound芦,、b1罐kg:rρ.undと を 分 け て 考

え て い る 。t/、,iψ 川 ㌻ 鵬

IBMで は 、 、翻r¢gr碑n¢ ・か ・晶a・ckg口 口ndか の 区 分 を 明 確

に す る 困 難 さ は 無 い と い う 。'ぼi,わ パ 川il}、 、t,臼

田}/1一 湾 督aCk鍵ogndrqata・ 左 政 府 力…要 き求 ㍉し叉て 繊 肉 必 ㌻藁1・

」。已 銅 は た嚥 瀦W・ ・が 元'一 ぷ ・灘 ・

し・もう少し金を求め る 鱈 パ

パ湧ご万弓已〈ほ の区分に関ピて政府古韻題の廻章奏㍉副審ない。)

渋Uパ 具体的倒 懸縄 報ま錘g拠 騨 娃ngi白 熊禍9鱗 洗 の形で

実験繊 ピ1慧1:{∵㌔ 蕊㌶㌘)

㌻1>は バこ}を作成 莚歪㊧旦、、新丸勢成果煕ばの陵 点 で生み出 されてきたか
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が 明 ら か に な っ て い る 。1:脅 漂(ば
,:i孟.、 〕

・1恒・㈱ 魂 鎮 蝿 起否鰺1璽 絃 箪 難 聴1二裁 ており

い 慾 ひ 凝 靹 騒 な鯉 煮え鰻 ゑ琴熱 熱,!擁、鯉 ての知

恵 」 の 考 え方 とは、 若 干 概 念 に 相違 が 見 られ る。,、

●

、㌫ 南は 頼4ぽ ・3勲 横 領鯖 蝉,艮 屋形義ρ～墾㌻されて

きたig嫌 ・罧熱 熱 国家鱗 聯1鴫 あゑ羅 簗 課 な意味を

'だ.、 、 ヂ.,、.躍iー ペペ.C砂 三・ 己 渋i巡

o実 理; .'lpN」 絹 戦 L三 ㌃ ・・::1弦 ぼ
.恒.る ・

〔 国 防 省 の 場 合 〕 ,.、.!冷 ㌣_。 ○ 恒 著

。日 縮 縫 薫顕 恥 鯉 ‖嘉蟻 熟 熟 惑 も・、痩 嚇 鰭 ま瞥 主張 しな

い・国、防御 鞭 簾iを 有す る・1,.'赫 詞 已 醗,ぶ 、…・1

ら、・[逆 に受託者が特恩…梅津与 え.ら熱な 篶場合{三蟻≡陣薄葬可与えら

れ る 。
..♪

'ノ)や 、,.》

ス は な い 。
。芯 ○ ∵ ～完 パ ぶ1・竪1・一 諮 烈 提

題日は ㌍ 以 上4)事 項が担ま5て き 犠理 由.ば患皇あゑ剖i霧1鰹 提 契 約内容

に・受託者の 義務 が示 さ互写餐9・ 元三燕 を聾 亥 よう湾 契約 を他有

と結ぶ ことは事実上、行な いえない鷲1点 」≒嘩っ.て、口受託意 力㍉

第2は 特許が政府・・囎9鯨1一 興 の有病 斑 熱 ・9「oud

プ

、7.subl!ice双seカ ベ認 頃傘 轟 土堤 .れば契約複 婚 らなきξ迩k～声 こ とも

あ っ た 。 パ へ 品 差'烈 鎚
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〔NASAの 場 合 〕"・

NiASA発 足 の 当時 は1|「 宇宙 関 係 の 知 恵 はす1ミ ゼ～NASA特

t/有 の もの で あ る」 と しぞ
、 特 許 権は'NASAに 全 て属 す る とされ

た。"・ 已ぷ・ふ
ヘ ヂ

　 び ユト　シ 　 シ て コ ロ ト

しか し、`)R&D関 係 の契 約の増加 に伴 って」 この 方 式が必ず し

も好 まし ぐな い ことが理 解 されC現 在〔で已`い 「われわ れが必要 と

意 う特 許櫛 ま、 すべて得 ることが認沽 られ ている.」

く し ハ シ ト

NASAは 、国防省 と異 な り、 全 ての デー タを公 表 しーてお り、 又 、

適 正 価 格 で 、 特 許権 の譲 渡 を せ よと勧 告 してい る。

4)ネ ゴシ エ_シ ヨ ンの態 様 ぶ ・日1"

b'IAA示 され たprocUfementの 場 合 は公 開 の場 ピ最 低 価 格 に 入

枇 た業 都 決 め るた め ネ ゴ シエ_シ ヨ ン}、だ面 詰 〉

ぶ 政 府 のRFPに 対 しそ ぼい その 後 に 必 ず ネ ジジエ ー シ ヨ ンが続

く。

k'ゴ
o『 政府麺 当著 ど ば何度 も価 繕ゐ交渉を行な い。1ご1み過程で、 企業

,・ 幹側の能 力水 準も判 定 されてい る。

ぶ 最 終交渉 ば、交 渉ヂー宕め キャプテンが行な い、交渉の全期間

は'旧 ☆ 戦 蚕 まぎ詮 あ・る。 ・ 一'

5)プ 。・ボニ ザ,⑳ 細 … い ….i"ぎ

o契 約を獲得すればご プ ロポーザ ル作成に要 した費用は、 販売の

川 直接費 として
、契約で回収 でiぎるば

」・ビo'契 約 を獲得 でぎな い場合 め7菅歳 費は
、一般的に販売間 接費 とし

ξ 「て処理 きれ
、 他ゐ契約のL般 管理 費、 オーパベツ ・ド・チャー ジに

吸 収 さ れ る 。 一
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▲

5i3マ ー ゲ'テ イ ン グ 戦 略 の 実 例 工 」'が∂トfUfibnmarketstrafegy

を 中 心 と し て 一 ぶ 〔 ■'

〔marketcharacteristicsの 把 握 ゴ:111`['"、

ス

[慧1∴∴iご 　
L{欝 欝 二∴

.
↓
州 レベルに関 して さらに細部を洗 う。

;。,

㌧{麓 竺 局'

〔以上の結果、 委託者の 対象 を しぼ り、r'BMの 営 業が針を明確 にす

る 。 〕 い

(営 業 目 的 と 方 針)

◎ 原 則 と し 》ζ㌧ 旦BMの 自 然 的 な 発 展 に 貝!し た 市 場 に 、 徐 々 に 参

入 す る こ と 。
1・/'・1'＼lt・ ・」/・:・lilf:1

対 象 分 野 は3つ

i)airPollutioncontrol>tll

ii)軸er』 ∂も ゴ1。t'i。n,。nt,。l

iiDwastビ 悩afmenfpr・cess・'c6nt,。f

〔 連 邦 政 府 機 関 を ま ず 対 象 と す る 〕

;tt:・Li・ ・i・.i(ll'1";・ …Zl.,
」 ナCそ の 後 ∨ 規 制 を 受 け る

、 民 間 機 関 や 企 業 に も 働 き か け る)

/　　 遼㌶_〉
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↓{が 『:二;㍗砿 竺 ㌻㌻
〔 対 象 連 邦 機 関 に 売 り込 み 〕 、,・'1.,

↓ 、

〔連邦の規縫 靴 もと(:"ltt凶 レの仕事の探索 〕9□;

o州 の仕 事 は 、
.規 制の 実施 であ るか ら、 それ に 見 合 った シ ステ ムを

開 発 し売 り込 む 。 ・・…>ManagementInforma鱒gnS"ysiem

の 作 成ρ.、l

r、 種子 の あ らい方(防 除 方式 の 開発)1

}}

1当 ・艦 視機 械の 製 造

loこ の 場合 、 州 の 担当 者 とは 事 前 に 充 分 打 ち合 わ せ を行 な わ な い と、

lE
信頼 して も らえな い。l

L→9〔M・ ・ざk・ ・ip9・im・p1・n(・i・P・11・ ・,i・n
.の 場 合)〕『護

1/7172737475

2/'712,/75

・U…m・ ・1=:L-:abiiLLLiLLH

トーーー一← 一一一←一 一 寸

IBM

↑＼

2/71systemanalysis8,/72

トτ二 こ
_,、

i、.・t',、 ・;/mq¢el.develo'pment

4/7・ 一・摂 ・tw・E,・d・vl・1。pm・ntl2/72一
6/71sensorbtisedSystemDesign&

・・註 ・ ゴ・1。t・g・ati・ ・

トー7{

< 、
こiこ'1
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●

●

●

lliStrategyl(西 ・a・r・,tl∵(a;i・r・t.…pollutl'・i・/bin・//の 場 合')

" .{

IRAD

H/W

IRAI

model

Demo

tttPa凄lr

volitation

FAA'

FED

・・遠dバc16「1・

`
F .$D

鵡ln戸11押s

]乙9

川mD{已

'

'

T『 ○・9h、
ser'Vliic「e・

prlorlt1乞'e

prosp .ects

. .n〈').、.
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t,'!・i
・. ,

(イ(り?ジ 湖 の 実 例)、 → ・・Pe鯉ySylavaniamobi;leair

monitoringSystem

・ シ ス テ ム の 構 成 ,F、

1)中 央 の コ ン ト ロ ー ル シ ス テ ム

の 測 定 機 械

の デ ー タ 収 集 シ ス テ ム

IBMで は 、i)とiii)の 開 発 を 受 託 し た 。

〔、Pr・jectM'gt&C・nt・ ・1〕

・ ・ ソ フ け エ デ の プ ⇒ エ ク ト ・ マ 移 メ ン ト ..

・)ソ フ ト ウFア(sw)と ハ ー ド ウエ ア(醐)の 特 長 い ☆

lt/糞{・'.}

① シ ス テ 払に 対 す る変 更が 、HWよ り も容 易 で あ る と芸 －D－た判 断

i
か ら〔S・ ・Wに肩 代 り され がち で変 更要 求 が 多 い。

② 戸 長酬 は・H⑭ 竺 二相Cし その費用は試練

程 と生 産課程 にお き、SWとHWと が逆の傾 向を示 す。(次 図参

照)

HW

SW

S〔Enginee「ingD・ ・ig・

矛Develop・Prototype昇

test〕

ト

〔スミユノH

/'＼ 、/s
、 、/1'/.

/＼/〔
ノ'、,-=/矛

.,二二二///' ・/
遼

時間/ '

概 念 問 題 設 計 多 量 〔Manufacturemultiple
饗1才

HW:、 形 成 定義 生〆 ・・pi・・ 〕

s∵
、〕"ぼ 遷 ㍑∵::∴ll::∵

Formulation〕Definition〕Test〕
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■

費

用

フ

ェ
イ

ズ

2)ソ フ トウエアの設計実用化手順 ・

上記の後半に娼 当する設計 か ら実用化 ま1での手 順は、 「4つ の フ

ェイズ上 占土 類ρの機能 」.iに大別出 来 るが、その 日程 峯費 用の 関係

は 大 略 次 図 の(「 ス エ イ ズ 計 画 」,に 示 す 。〈な お も トー タ ル ↓ シ ス テ ム

へ の ア ブ 賑 殺 し 耐 手 近 な 易 し い ジ ス テ ム か ら積 み 」ガ る 際

「フ ェ イ ズ;.2.・ ・'r..・'・」 ど 呼 ぶ 場 合 も あ ・る と の 事)・ い 二.t

、 P'.8 !,
-;盲"㌧

、

←-30% 40%タ乏 ・ノ
.

・ξ β0% 一→

'
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機

能

費 用i比 ㌦ ・tt』t・tl'v.1い

Aプ ロ グ ヲ ミ・ン タ バ 』1〔IP「Ogramming〕"-i

技 術 的 支ee'E・1対 〔 ↑eclhnicalSuppofr・ ・t〕.'バ9q

C::'ド キ ユ メ ン テ ー》 ヨ ン1.5〔DocUmentafi6㎡ 〕 ゾ:.':い

b〈 試'験 実 施 ・'・ 亡Test〔De▽elopme品 〕 、'

♂ ～管 理 事 務 煕r・ 〔C・ ・…1・&Adm・n'・ ・…1・il・n〕

Cア ルファ試験(契 約者即ち外部仕様 と設計内容即ち内部恨

どφ 突 き合 せ)4-'i

i・i,・

恒 β べ一堪 験 巳 成品につ・・ての製品識 で欲 すれば琴施

に 入 る)1

3)バ ゾ フ ト ウ エ ア の 開 発 管 理 、 胆
べ 「

tb,.,@1'i「 ガ ン ト ・チ ヤ 刑 に1よ り プ ロ グ"ム ・ マ ネ ジ ヤ は 資 岬 分

吃 行な うと共 に、 「ネ ッ トワー ク ・.チャー ト」 の併 用 に よ りプ ク

嘉 ビティの前後関係とカ テイカル.ジ、ス醐 確化細 り;期
`
・

.-・i

間 計 画 を 行 な う 。'_.』'i二 心.1

s;`i,,一

②'SWはHWに 比べ変更要求 が特に多 い傾 向に あるの で、1変更塗
、..、 ・1すヒ

　 　 ロ

討 委 員 会(ChargeReviewBoard)を 常 設 し、 プ ロ グ ラ ム の

変簸 求の受付 と承認を鱗 二行な う・ こうした琴更手続 きは

AF3'75⊇1やNASA't500-1に も 見 られ 畜 。 こ れ に 関 連,

して開発計画 鞠 τエツクず る必要嘩 る・s ,吻 蘇 のタス

クや・プ・グラム ・Wユ ー⑳ 名所 変腰 求・製個 眼など

をチエツクする・
、,∵ ∵;1

③ 設計と試験との両フェ与 は原具申 こ‥ ムで実用化フェーズ

は個々に・そ旦 辮 の畔 烈 1マズはユーザと協嘩 分担する

一332-Lε}1
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●

捻=口 ご魁 が 望 ま し い 。 な お
、 実 用 化 と 試 験 と で は 担 当 を 出 来 る だ け 別

∵ポi

こ し た 方 方e良 い 。1・t、./'1・'

c'4)ソ フ トウエ アの プ ロジ ェ ク ト ・・マネ ジ メ ン トに関ず る技 法

①1954年 ～c'(IBM6・L50時 代)

ン ー 人 が 全部 の 仕事 を請 負 つた
。 ㌧ ・

②1961年 ～`「`ら(・IBM「1・4「1・f'e時 代)l

tl'仕 事 を い くつ か の チ 一一ームで分 けて 担 当Uζ チ ー ムを 構 成 す る個

'人は
、 ナ ブ ンー1ステ ムを請 負 づた6『'yll't』}

③1968'年 ～・ ∨CIBM3'60時 代)○.

OSの 登場 に よ り個 人はゼ く"部 を受 け 持つ だ げで 良 くな り、

他 に 管理 事 務 を行 な う人が これ らを 支 援す るゴ

・、t"tt例えば3'60め ℃Sの 開 発 で は、200人 の プ ログ ラマの 他 に、

こ う した 要 員 が700人 働 いて い た。

④1・ ・974又 は5年 ～(次 の コ ン ピュ ー タ時 代)'

一人 又 は 数 人 の チー ムが 全 部 の 仕 事 を請 負 うが、 必 要な 技 法は 、

さ らに 標 準 化 かつ専門化 され、他に 高度 の 技 術的 支援 が 出来 る 「コ

ンサ ル タン ト」 や 、 効 率 的な 事務 処 理 を や るi'r支 援者 グW－ プ」

が生 れ て くる。 い"1

『5)ソ フ トウ
エ アの マ ネ ジメ ン トに:おけ るそ のこ他 の 問題 点

① バ イ ヤ(発 注 者)と ユー ザ と メー ガ(プ ロジ ェ ク ト・・1マネ ジ ヤ)

の3者 の 密 接 な 協 力 が 必 要 で、「ヒの情 報 交 換 と契1約内 容 が不 徹底

にな る と問 題 が生 じ 易 い。 一 二 叫'

川 ②sWの 要 求 仕 様 と評 価 とは厳 密{ご規 制 しに くいの で、 納 期 を 短

縮 す 百 と機 能 の 欠 け た シ ス テム が 出来 て も評 価 の 際 ピ'発見 し難 い。
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ピ ③ マ ネ ジ ヤの 時 間}ま設 計 フェ ー ズや 試 験 フ ェー ズで 、 相 互の 調整

に要 し、 真 中の実 用化 フ ェー ズは部 分 的 な問 題 に か たrよ りがち で

あ るが 、 ネ ッ ト、ワー ク的な 管理 は始 めか ち 終 り まで一貫 し司や ら

な いと、試験 フェ「ズ での調整に手 こず る。 、

④NASAのPPPや 、従来経験的なFSD方 式と して 紹介 され

て い るProblem'Analysis-SystemsDev-elopment-

,MiaBu・facturing-Sys,temsIntegrat、i、on-Systems

Support/FieldOperationと い っ た 時 間 的 な ブ イ ズ ・ア プ

ロ ー φ の 考 え 方 も 、 今 回 紹 介 しiた4つ の シ ス テ ム ア ズ ロ 「 チ と大

同 小 異 で あ る 。・政 府 契 約 は ,一般 的 に 問 題 形 成 や シ ス テ ム 分 析 ま で

を 瞭 ヌ は 他 で や っ てLまV・ 、.IBMと は シ ヌ1テ ム 設 計 か ら 契 約 が

始 ま る こ と が ・多 ・い.・ 一 方 、tt大 学 やRANDな.ど に は 、 政 府 か ら概

念 形 成 段 階 で の 契 約 が 多 い 。 ご,

癖.6)補 足 事 項(質 疑 応 答 に ょ、り 得 ら れ た)、 パ

① プ ロ ジ ェ ク ト ・、マ ネ ジ ヤ の 養 成 方 法 に つ ・い て

技 術 屋 を 引 抜 き 担 当 さ せ た .り、 プ ロ グ ラ ム は 知 ら な い が 、 人 の

・ 扱 い 方 や 折 衝 の う まい 事 務 屋 を 使 っ た り
、し た が 、 い ず れ も た い し

た 成 果 が な か っ た 。 べ

5年 位 前 か ら 経 理 を 良 く 知 っ て い る マ ネ ジ ヤ に1週 間 で プ ロ ジ

、 エ ク トパ マ ネ 映 メt:ン トの 思 想((iOncept)だ け を 教 え る コ ー ス

・を 設 け て ㊤ る が 、 迫 ～12ヵ 月 た つ と 、 実 務 経 験 を 積 ん で プ ロ ジ

ェ ク ト ・ マ ネ ジ ヤ が 育 っ て 来 て い る 。
～べ

② ・ ≡ ユ ー ヨ二一 ク のSRI(Sy・t・mRe,・earchI・ ・tit・t・)

で の プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ メ ン ト関 係 の 資 料 は 入 手 出 来 な い か 一

一334-
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●

・ .・,∴ ば

SR1め 辞 林 が な け れ ば 不 可 ・'t'1・ic.・1'y㌧)

③FSDで 現 在 や っ て い る 全 シ ス テ ム 名 と そ れ ら の フ ェ ー ズ 計 画

別 む 状 況 に づ き 、 ま と め だ 表 が あ れ ば も ら え な い か?'ミ ㍍ 蕊

;な い

、・も.し 作 る と す れ ば{・'大 変 な 費 用 が か か る 。'一 」 三

55Y?の 他 部 ・i・,1"・1・1㌧Jt・ ・;lf'it…'ば ㌍

1)政 府 に 対 す るFSDの 紹 介 とPRの た め の 映 画 上 映

8つ の 事 例 を 中 心 に ボSDの:紹 介 が'ピ て あ っ た 。

.NASA'・rlt・ttt:L・'・ 『tj・J'i'1,.・・㌦

・ 公 害 監 視'・ 、 い,fIr、it,,

・ 軍 ・,・ _1:… 一 い"、i

・ 郵 便 オ ー ト メ ー シ ョ ン

〈1=

・ 飛 行 コ ン トロー ル

1"・ い 一1・'、t

・ 通 信 コ ン ト ロ ー ル

・ 株 式

・ 交 通 コ ン ト ロ ー ル

2)FSD所 内 見 学

液 体 レ ー ザ 、 無 響 室 な ど 。

一一33・5,一 一



⑥ ニ ュ ー ヨ ー ク 州 政 府 予 算 局

(N・Y・S・ ・Divis、igniofthelBu〈 嬉φ)..

ラ`ll',・
t、.!一 ・ぺ'・.:,㌧(>r.・ 一 、 三.・

L訪 問 先}. 、p,ivisionof壌gggeちNCw .York§tatettt

2.訪 問 日 時 。:昭 和46、 年4)具 ＼版9戸(r揖 ÷.)土モ3ご,:30〔 》}6:30

3.訪 問 先 住 所NewyorkStateAlfredR.SmithSt糾eOffice

lばBldg・z:・ ・1-t,.:,1-

～㌧lbanyNewYork12225

4.面 接 者 氏 名Mr.RobertScharg

DirectorStateComputerSystemDevelopment

Mr.JohnH.Reardont:'[

Ass・giO'
,・C・n・utt・ ・tSt・t・CorPP・t・ ・

SystemDevelopment

5.内 容

5.1NY.州 政 府 のEDP部 門 の 概 要

(1)N.Y州 政 府 に お け るEDP部 門 の 位 置 付 け.、11'.fi
、、.,1

(詳 細 は 入 手 資 料1参 照)・.,.
;=,11;

知(州

一ー一一㌧
行

予

渡端理管

EDP訂
ヒ=一 管一

制 度 係 組 織 係

(ス タ ッ フ10名)

一 一一3361- ,
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■

(2)EDP部 門 所 管 業 務'…(#'tw'eiK:f1資 料2を 参 照 蕊
tl="trl..」t

各d・p・ ・tm・・tか ら提出 され 経Dp計 画の理研 ・wお よび

fea・ibilitySt・die・ ・ 二
,_一,・

a)EDP設 備 計 画 の コ ン サ ル タ ン ト、

b)州 政 府 の プ ロ ジ エ汐 ト研 究(玲 ξ全 部 に 関 与 す る"}

c)EDP業 務 の 効 果 と 効 率 の 評 価 研 究

。{3}州 規 模 のEDP化 の 特 長

一パ ・・)NASIS(N・ti・n・1 .
,A・ ・P・.iqt,i・ ・f・ ・StOt・

InformationSystems)

一ゾ .・ ■ 剥 介烈7レ ッ ト・入 領 料3鯵 照 い

NASISは 蝸50州 のEPPに 関 す る綜合 調難 関 で1969

年 に設 立 した情 報 シ ステ ム で あ る。 各 機 関 か
1らp「ogrcss⊆eport

が提 出 され る。

b)SWIS(Stat・eWideInformat
,ion －ミy訂 ρ甲s)

,N..Y.州 のEDP利 用綜 合 計 画で 主 と して デ ー タの 標 準 化 や 各

機 種 間 の一互 換性 な どを 検 討 中。,

州 政 府 全体 のEDPの 規 模 はHardwaveが 、15百 万$/年

(レ ンタ ～レ4、0台 、..買取9台) 、

Software(主 と して2,400人 の人 件 費一)が18百 万$/年

媒NY順 聯 計_一 ぷ 、、、鞠 ・

入 手 資 料4.5を 参 照(詳 細 略)い ,ぺ 、烈U、 川

5.2ソ フ トウエ アの 契 約 に 関す る質 疑 、1㌍,;i、f'1,

契 約 担 当 官が 不 在の た め、実 例 は ほ とん ど入 手 出来ず 以 下 ρ 如 く概

論 的 な説 明 に 鶯 りた?)∵ で
、

一一337一



ω 代麹 なプ ロ 涯 ク ト例 薄 層幻 　 'ピ い …

:1
。 デ ー タ標 準化 計 画tSstrT.戸 ○こ一㌔パ

O州 経済 計 画 モデ ル

o州 議会 情 報 シ ス テ ム

oEDPの 集 中化/分 散 化 問題

〕F

(2)ProjectPhaseに つ い て

Sy、t,mM、i。t。n。nceの 激 しV・ ㊤T・jdc(fk':つ い てti#IBM

のPMS_3※(P,。 ・lectMan、g。m。6f/Sl',紬 扁)を 利 用 し て

い る 由

※ 資 料 入 手 予 定lresourceallocatibnpackageら し い 。

∴ バ 壱6f『霞I
O州 立大 学 計 画 で 試 用 しそ い る6

噛③ 責 δleCf遂 行 の組 織

連 邦 政 府

※ …r(
regiOnalagenCy)

』 一 二:1
州1政 府

.1∴ ※持鞭 一1… 一

州 計 画 に お け る 連 邦 資 金 の 比 率 はCasebyCase(10%や

40%な ど あ り)tt't't

(4}委 託 研 究 の 発 注 管 理'ミ:1,1・./i・,い

・め 委 託 先 め 選 定 ・:・^

RFP作 成 の た め の マ ニ ュ ア ル は な く、 仕 様 を 作 り 、
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ProspectiveContraCtorl二 知 ら せC競 争 メこ札 す る 。

…e…rの 臓 で 毅 チ ー ム を 作 り ・
,9・…ac… は 勧

を第一 にみて選定す る。

ぎRぽ 都 政 練 達 法)t.一一・・類似t・ た会 計 額Fi・ ・nceL・w'・

資料入手予憲)の 調達規則に 基づい て手続=きが行なわれ る。

両者の相違 は 悟oj:eotの 規模の相違 であ る。

t'll

b)委 託 契約

li・}'い ぐi

契 約 形 式は 、
'、

,"・ ノ

大 型P亡oiect

小 型'万

主 と ・し て ℃P・FF

主 と:し てF'P

支 払 は月 払 と完 成時 払 の2種 類 が あ るご

成 果 の帰 属 は、 原 則 的に すべ て州 政 府 に あゐ 。 特 許 や ノ・ウ ハウ「

で大 きな 問 題 が生 じ た場合 は、Re・-negoti'at{onContract

もあ る。

'(
契 約 のモ デ ル にっ い て は入 手 資 料6"を 参 照 プ

c)Pra}e℃tの 進捗 状 況 管理':`

(ス ケ ジx－ ル ど コ ス トにっ い't評 価 チー ムを造 り行 泌 う'。)t:';

財務 的 な チ エ ツクは定 期 的(例 えば、 週 刻 み)'に:行 な うb

(5}テ ー マ の探索 と選 定

a・・)テ ー マ の探 索

'
各 機 関 が そ の 機 関 の使 命・(mission)に 合 致 す るか ど うか を

基 準 に 探 索 す る。

b)テ 一一マの 選 定

各 機 関 のComissioner(或 いはDeputyCommissioner)
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が き め る ・ ・
∴.川 パ 、.、,、 、..,-

513・ そ の 他
..・ 川 ○ ・1.._、

① 一 番 困 っ て い る 問 題 パ … .'懸 、.、.

予 算 期 に 何 度 も 計:画 を 作 ら さ れ ・ そ れ で 香 傭 婦{二 予 算 が と れ な い こ

と で ・あ る 警,.㌻ 三 ・t:・ ・/・ 難』t/";一/(塞:1

② 州 のEDP部 門 ρ ・頚 の 質 い ・Pパ'ぶ ジ ・

Di「ecto「 経 験10～i

.5午 」

P「incipa1Consultanti
、0、パr,

Assoc!a巨 ・'
,・'1",..,、 。、.7

Senio「 tt
、… ・_〃...、 ・5・1

(す べ て 大 卒 で1～
.2⑳ 学 ・位 を 齢 ま:縛 れ 一1、

注)
、入 手 賢 相,..・, .ぐ 、一 響 雪 ○ 、.、

・)O・g・ni・a・i・ ・Ch・ …:N・wY・ ・kS・ ・t・GgY～ ・P
,m・ ・t

・)Q・ ・…r¥ .・N・パ 取 口 ・…A琴 β・r・
.・EPP・.、 王1・9・ess

Report

3い ・t　 rd・ ・i・g ・・NAS・IS(N・tio・ ・年Assρci・ ゆfo「

s・ … 垣 ρ∫麺 　・早.S・ …m・)、 ..・川.,.

4)N・wY・ ・kSt・t・St・ti・ti・a1R・p・ ・tCr・ ∴ ....

5)NewYorkStateStatisticalYearB
.op,k-/

騨 亨1-、C・坪rac・ 、f9{Le・ ・9・fE聖,.、Systems&

C・mp・ ・e・t,、 一: 、

一 ヂii,、 ….・.,… い ・,;、 ぐ層.
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◆

,、.⑦;州 合 同 委 員.会

1・ 訪 問呈TRI-STATETRAN『P?RTATION

COMMISSION

2・ 訪 問 日 時 昭 和46年4月'20日!火2'0・00～1
.2,・30、

3・ 芦 間 随 所
、100輌 ・rh,『t・ee.t,・N・}y,Yo'.k・N・Y・10007

4・ 唖 者 氏 名 ,
,M・ ・Ri・h・ ・;S・D・t・'k

DeputyExecutiveDirector

5・ 内
.,.容

5.1概 要

こ伽 ミッションは一 ρ.6 ,1煕 設 娯 れ たr芦 鱒 的は・ ①ニ

ュー7ヨー ク市 の 人 口増 が め ざ まし く、 近 隣 の ニ ュー ジ ャー ジ、 コ ネ チ
i,"く)

ヵ ツHトの方に人口増の スプ只ごノシ化を誘軽 したたiめ、通勤客 物資輸

送のβ 州 二訣 がる輸送噸 を隣 する頷 ρ生ぽrと ・⑱連邦資

金に4る ハイ ウエ偲 設はこうし担 州の眼 鯛 ℃7ソ ライズさ

,れ た ものに限って交付すると、いう議会の意見が生 じたためである。

この コ ミッシ ョ ンを 支 え るlnterstateCompact ,Lawは71年

が 期 限 で あ り、 この期 に 、本 機 関 と して
.e"輸 送 問題 だ け でな く、3

州 に ま たが る 住宅、 公 園、 水 、 空 港 対策 と
,V,・った もの も含 め て、3州

間 の都 市 開発 対 策に 対 処 で き る機関 と拡 充す るべ く、名称 も 「rri-state

RegionnalPlanningCommission」 と改 め るな どの 運 動 を し て

い る。

現 在の 規模 は、 年 間、9億 円(内 連 邦 政 府 資 金6億 円、 州 資 金3億

円)職 員150人 、 役 員 は3州 の代 表(各 州5名 宛)連 邦 政 府運 輸 省

一3417



住宅.都 市 開発省の代表等によ り構 成 され ている。主要 業務は連邦 資

金に依存す る各州の計画の綜合調整、 各州の計 画立案 の支援、情 報 サ

_ビ ペ 〆⇔ え1:…1ノじ聾 ヨゾソ 。ジエク トの遂持 である。

5.2調 査 質 疑 事 項t+trl"t'`リ

1'代 表 的 な ープri・Si・iク ド(∂ 事 例 ※)',トc-

.!db二 も,δf誼 ば 藤 二R、il'Se山,・bi,,(、964～ 』、・9'6ξ)

.P。,k'N,id。 垣 バ § 。f。icピ …川 ・(、965～ 、・bi・i・,si,ti)

.S。b。,baパSe,si'i,e'Adj。 、f己 。ritlEIP,,im。nt

(1964⊆ 》1967「)

.StatinoFareCollection(1965～1966)

∴NewHavenRailroadCommtiterService

tt(1・:966 ～1970)

.Tes・t・ofGasTurbine・Ra'ilCaf(1967-y・1969)

.Pe6P憶2T,ah、p。,t。i。-J。b、'(19618～ ・969)

※';以 上 め 他 、Tri《stateTransportationCommissiαn

㌧ゾ ー'Ct1}r6ntPublicationsの 資 料 入 手
、 こ こ に 詳 記 さ れ ーて い

る 。

o＼'プ ロ ジ ェ ク ト フ ェ ー ズ の 考 え 方

特 に 定 め ば な'い よ ゴ で あ ごる 。

▲

肯

{w・i‥

P]い
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。 プ ロジェク ト遂行の組織構造
ψ

'
運輸省、住宅 ・都市開発 省

、'_

ラ苦ンス トレージヨン

プω エク ト・

マネ→ シや

三 州 合 同 委 員 会 コン ナル タ ン ト

受 託 者

ニ ュー ヨー ク州 、 二二ユ ジ ヤ ジ 州

コネ チ カ ッ ト州

!

コン サル タ ン ト

吟

皿 委託研 究の発注管理

A委 託者の選定

三州合購 響 のプ・ジ垣 と曽 ・・デモン・トー

シ ヨ ン ・、プ 日 シ エ ク トの み で あ る 。

委 託者 の 選 定、 評価 、 監督 に は、専 門 の 常 置委員 会 は な く、 三

州 合 同 委員 会 の ポ リシ イコ ミテ イ(政 策委 員 会)が 行 な う建前 で
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あ る・ 難 は・銭 金 メンバ三の下ド・
、技術祭 アド・ニス ・〉

タ、 プ ロジ エ ク トリエ ゾ ンが実 務 的に委 託 事 業の フ ォ ロー ア ップ

を行 な って煕1 ,.また・ 馴 合 賑 賑 自体 も コンサルタン トを

雇 っ て、 ア ドバ イ スを うけ る とい うや り方 で あ る。

委 託 者 選 定 の ため の 評価 基準 と い った もの は特 に な いが、 プ ロ

ジエグ 初 年微 プ ロジェクトの内容規模・予算醒 等を勘案 ・

ぺ ㌧て、‥最 適 と患 う所 を きめ て い る。

_委 託 先 の 選 定 、 契 約 方 法 等 を 拘束 す る 規則 とし て は、 すべ て、

ニ ュー ヨー ク市 の 行 な って い る方 法 を踏 襲 して い る。

B委 託 契約

イン セ 才テ イ ブ効 果 の与 え方 の 工夫:特 別 の ネ ゴシ エー シ ョン

とい った ことは 行 な うべ ぎで あ るが、 と くに行 な って いな いよ 契

i
約の型はFP≡P;FF型 ひ るが・CPFFが 髄 ⇒ ・

、

開発 の 成 果 は、 コ ミッシ ョ ンに 帰 属す る。 価額 算定 の 際の オー バ

ヘ ッ ド・チ ャー ジは直 接費 の501%位 であ るが、(契 約 事例 資料

入 手)受 託 者 の 実 績 レー トも考 慮 す る。 積 算 の 基礎 はF,P,R

に よる。

Cプ ロ ジ ェ ク トの 進 捗 管理

受鵠 より・1力 胸 ニレポー ト撫 せ・ こ燃 評価 ・た上

で・支出額の支払 いを行な・ている騨 原則だ脅＼ プ?ジ エク ト

の如何に より変化 がある。
」 ・ ・1∵'二'・E

よ り よい成 果 を 得 るな め{二 三州 合 同 委員 会 と しては 、委 託 成

果 が 出 され た 場合 、 三 州合 同 委員 会 に よ り発 注 した 成 果の 通 りか

i:ど うか 確 認 した の ち の60日 後 に最 終支 払 いを 実行 す る等 の 工 夫

・.を 行 な って い る。 鍾),"一 、
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⑧ 三 ユー ヨー ク市 環 境 保 護 局,

(N.Y.rcityEPA)

L訪 問 先Environmenta!ProtectionAdministration,

NewYorkCity

2.訪 問 日 時 昭 和46年4月21日(水)11:00～14:00

3.訪 問 先 住 所MunicipalBuilding,

}一'1・"・ 『1～

NewYork,N.Y.10007

4・
、,面鯖 氏 名M・ ・J…yE・g・n・M・r.・h・1,i・tg

AssistantAdminist .ratorforProgram

Analysiもand'Developmen 、t-

5.内 容

5.1ニ ュ ー ヨ ー ク 市 環 境 保 護 局 の 概 況

① 環 境 保 護 局 の 年 間 予 算 約4億 ドル

、幹 体 の 予 算配 分・…}さ・P・im・ ・yfi・ ・nriρIC・ ・…l

system(PPBS艇 もの!カ1利 用 され てrLか し・ 市 の 財

政顧 鎌 で あ るか ら・ 予 算の 効 率 鯛 日 鋼 る 煕 逼 迫・ 繰

.、一の85のdepa「tment⑫?'00人)を}靱 琴 な
、A卿 ・i・t・a・i㎝

の下に統合 して、総括 的な 予算の配分 ζ管理 を行な うようにな った。

② 環 境保護局に属 す るdepartment(部)

④ 下水道等衛生 関係の部
r,`1

@上 沓道・ 恒 の供 給の部
:、 、従来・ ・ミラ桓 だ ・た・ こ

◎麟 ㍑ ㎝ 一 ㌶ 竺㌍ の下に統

◎ そ の 他'liZ'1
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③ 環綱 局・滋 齢 てぱ 声 言亘エクト

④ 焼却炉の建設

@敵 い硫C,P。11諾 ㌫C;6,,。IP1。 。,の 鰍

◎ 廃 棄 自動 車の処理 を行 な う薪 しい施設の設置

◎ 固形廃棄物 の処理

④ 麟 保護局におけ るガ 沿 ク ト.マ ネジヌン ト

上記の 如き大型 の仕事 を一 括して管理す る ことを 目標 とす る。

そ の 為 に 、Quality,Tinie,Moni6'Yli:twび そ の 他 の 資 源 を 民 間'

企 業 の ス ケ ジ ュ ー ル と 、'も っ と も 効 率 的 に 合 致 さ せ て 、 プ ロ ジ ェ ク

トの 遂 行 を 図 るこ とが重 要 で あ る。『}

5.2テ ー マの 選定

市 として、 何 を や るか の 決 定 は、 基本 的に は予 算 の 決 定 プ ロセ ス に

従 って行 な わ れ る。

予算 要 求 の た めに は 、 前 述 の10の 各 局 は 前年 度 との 基本 的 相違 の

;明 確 化
に 重 点 を 置 いて 要 求 内容 を 練 り上げ る。

5.ぎ プ プ ロジエ ク トの 実 施 過程

rl・ぎ 紬 と
、ま、 プ 。ジ エ ク トの 遂 行 の た めi二1'明 顧Ph。 、e区 分及

び各phaseに おけ る 管理方 式 め 確 立 な どは 行 な わ れ て いな い。 プ

ロ ジェ ク トの 遂行 は大 雑把 に次 の よ うに行 なわ れ てい る。

1)preliminaryPlanを 準備 す る 。=

'ム この 段 階 での 仕 事 は 各 部 局の 内部 で行 な わ れ る。 簡単 に 言 え ば、

予算 要求 の ため のt/i画(BudgetPlan)で あ る。

2)MasterPlanを た て る。

MasterPlanは 綜 合 的 な 長 期 計 画 で あ っ て 、 開 発 す べ き 対 象 や 、
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◆

■

'そ あ範 囲 な どをi含むR'…FPbfMa
s't●rPlhn'が コン サル ティ ング

会 社 に提 示 され る。 一 いltt-ltパ 縫 〔:

この 提案 内容 は市 長 を議 長 とす る評 価 委員 会(Bo5rdof

'E
stimate)で 審議 され1採 決 きれ る;評ffl萎 員 会 の メツ バー は、

各 部 局 の マネ ジ ヤの 中 か ら選 任 きれ るが 、'ごあ 評 価 委員 会 畠 、 技 術

的な 評 価 を す る より も、 む し ろ政 治 的 な判 断 を 行 な うと ころ で あ る。

した が っ て、 この 委 員 会 が"No"と 言 えば 、 計 画 は全 て御 破 算 に

な って し ま う。

3)IndividualPlanを 固 め る。

MasterPIanの 各部 分 につ いて 、IndividualPlanを 固 め

る。RepetitiveWorkは 各部 局の 内部 でや るの が 原則 で あ るが、

新 規 な もの は 、 外 注 され る。

IndividualPlanの シス テ ム設 計に は、 仕 様 の概 要 を 含 む

RFPを エ ン ジニ ア リン グ会社 や 、 コン サ ル テ ィ ング会 社 に 提 示 し

て 提案 を求 め る。

各局 は 、 提 案 を評 価 す る常 置委員 会(ConsultingSelection

board)を 持 って い て、RFPに 関 す る審 議 と、 提 案 の評 価 の 両

方 を 行 な って い る。

この 委 員 会 の委 員 長 は局 長 で、 委 員 数 は6名 で あ る。

評 価 のた め の マニ ュ アルの よ うな もの はな い。

4)予 算 の承 認 と契 約

IndividualPlanは 、 各部 局 、 場合 に よ っては 連邦 政府 の 予

算 局 の実 行 予 算 の 承 認 を経 て、 契約 され る。

契 約 の 際の 折 衝 に は、2～3社 が 対 象 とな る。 契 約形 式 は コ ン サ
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tt.....,〉:.μ妬久 ソ ト業 務 の 場 合 はFixed.Cost、Pl騨1璽(↓ ξ:が 普 通 で あ る 。

5)仕 事 の 進 捗 管 理(ProgramMonito ,項pgJ:『 ㍉.

い 特 記 す る こ 真 な し。 ゴ 註 。 ㌧ ・恒 ば 〇 二

.い ・ プ ロ ジ エ ク ・ト ・ マ ネ ジ ヤ は 全 権 が 委 任 さ れ て ㌧・ゐ 姦y、 ラ よ り も 、

調 整 的 な 役 割 を 果 た す こ と の 方 が 多 ヤ}ピ パ パ ・.c、61川 、
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:玉 さ バ 乞, .iほ:1・ ・'㌦:;i・ ピi・ 川 二 … ・-1㌻=・ ∵,』 ・=・
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彩
、

ゼ
公 社(BostonHousi'ngAuthor'ity)が 行 な っ て い た 。1960

年 に 市 計 画 局(CityPlanningCommission)が 廃 止 さ れ る と

同 時 に 、 ボ スLン 再 開 発 公 社 が そ の 機 能 と 責 任 を 電 引 継 課 だ 。・:'1'//・:・'i;1・

ボ ス ドジ 再 開 発 公 社 は 連 邦 政 府(Fede,r61;Goじern㎡'桓tli):iゴ 淫 ≡:

ン ウ エ ・レ ズ(』C。mni。n碗 。lth。fM。 、▲a,htil、'。tt,滅 び1・旙 £

ス トン 市(CityofBoSton)の3者 か ら・出 資 を受 け て い る。

1967年 に ボス トン再 開 発公 社 の 内蔀1で組 織変 更 が行 なわ れ た 。

従来 、 ボ ス トン再 開発 公 社 のEXeCU{iveDi,eCt。,は 長 崩あ 輪1発:

リ

ブnジ エ ク トを 担 当 し 、Development'Admini§tratorが 短 期

プ ロ ジ ェ ク ト新 計 画 を 担 当 し て い た が 、 プ ロ ジ ェ ク ト部 門 の サ ー ビ ス

の 向 上 を 計 る…た あ ご'企VelopmentAdministratorの 支 配 下 に

ExdcativeDirとctδ 〆'を`置 き 、 集 中 化 を 行 な'っ た 。

他 のProjectと の 協 力 関 係')

1.Bost(～pH6uSingAuthorityのPubli'cHousingProject

2.IDepar,tmentofRe由dentiaレand'NonResidential

Department

(PlanningDepar(tmentの 活 動)"

o－ 般 計 画o再 開 発 計 画 ぴ ・交 通 計 画

o地 域 住 宅 デ ザ イ ン をCl'960年 当 初 持 っ て い た 。

・現 在 の 計 画 は 、1')96'5'-v1975年 の10年 間 に わ た る 「ボ

ス トン 市 及 び そ の 中 心 地 に 対 す る 一 般 計 画 」(GeneralPlann』

-ingforCityofBostonand」'Re'gionalCore)が 作

"t-t 'ら れ
、…こ れ に ょ つ て ボ ス;Fジ 再 開 発 公 社 の 計 画 部 門 め 機 能 が 確 立

パ パ さ れ だ6日 ・t・tド ・!…'1L・':i'1
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◆

■

再 開 発 計 画 の ス タ ッ フ は ボ ス トン 再 開 発 公 社 の 内 部 の 計 画 と 開

発 機 能 の 間 を 結 び つ け て お り 、 メ ン バ ー は 常C:・'.LocalFlanと

Citywideな 開 発 の 計 画 を コ ン ト ロ ー)レ し て い る 。・・

計 画 部 門 と し て 次 の3つ が あ る 。

1.UrvanDesignDepartment

2.TrafficPlanningDepartment-一 一

3.ResearchDepartment1こ

5年 前 に 作 ら れ た マ ズ タ ・プ ラ ン に 基 づ1き 心 現 在 、10の 異 な

るプ・ジエ ク 閂 樺Lて い るが・一・れ ら・・ご'

/1)敷 地 開 発(SiteD¢-ve}op・m・ent)

2)敷 地 準 備(SitePreparation)

3)敷 地 取 得 及 び 開 拓(SiteAcquisitionandCleirance).

を 軸 と し た プ ラ ニ ン グ ・ネ ッ トワ ー クに よ っ て 、 そ の 進 捗 状

況 を 管 理 し て い る 。 ま た ・これ ら に 対 す る バ ッ ク ・ア ッ プ 情 報 と

し て の コ ン ピ ュ ー タ ・デ ー タ ・パ ン ク を 作?て い ゐC

5.2委 託 研 究 の 発 注 と 管 理

5.2.1提 案 要 求 の 作 成

調 査 、 研 究 の 発 注 に 際 し て 、'か つ て は 提 案 要 求 を 作 成 せ ず 契 約 を

行 な っ て い た が 、 種 々 の 問 題 が 発 生 し、 プ ロ ジ エ グ ト推 進 に 支 障 を

辛恒 の口 笛幽 趣草 洗い上げ提繊 繊 学 ル化
し た 。 一.・ ・

委託研究の発注と管理に関、て、行なっている轍 臨 寄る～

次 図 の よ うにな る。"}'一'
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(lnhous.e

study)

仕 様 の 準 備

及 び チエ ツ ク

三、(Preρare'and

ReviewSpecs)

提案要求の作成

WriteRFP

提案要求の発行

(lssuethe
RFP)

(・1'P::i'oposa1)

:提 案 の 評こ価 ぷ

選 定

.(E叫U孕ti♀ ・・ 、

&Seledヨon')

㌃ 烈 縣 と選定

主な技術内容は"

/醗徽継
Report)

提案 要求に 応 じて提案 され る

{欝1三熱
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◆

折 衝

(Negotiation) G㌶ ㌫ ジヤがザ と個

契 約 許 可

(Contract

Approva1)

{
価額などの契 約に関す る問題は契

約担当官 が行な う。

契約者1進 捗管1

ジョブ1理

の推 進l

t
({pt・agtl(Stperyi・e

orl&

PerformsiMonitor)

JOB・1

竃i難鮮鱗
(、 畠

最 終 報 告

(FinalReport)

∨ 、,'

最終報告の評価

(Evaluationthe

FinalReport)・

■

受 理

(Acce'P・t'anc・e)
1Lt・

対 価 の 支 払

(Payment)
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5・2・1-1提 案 要求 作 成 に 当 っ て

提 案要 求 の ① デ ー ダの 仕 様

作 成

② 作 業期 間

③ 作 業 内 容

に つ い て検 討 を行 な う。 これ らの 作 業 は大 きい もめに な る

と数 ケ月 を要 し、 この 過程 で、 部 内 で 費す 労 働 は 馬鹿 に漁 ら

ない。

5.2.1-2

提 案要 求 に 応 じ て 出 され る提 案 に は 次 の事 項 が盛 込 まれ て い

な け れ ば い けな い。'

提案 の内 容 ① 技 術 仕 様 お よびMethodofApproach

② 契 約 者 の 能 力(ContractorsComPetence)

③ 価 格 の 見積 り

④ 作 業 スケ ジュ ー ル

提 案 要 求 が 出 て か ら提案 が 出 され る までの期 間 は、 小 さな

もの で1～2週 間 、 大 き い もの で数 ケ月 掛 る。 提案 要 求 を 出

す 前に 受 託 予定 者 と接 触 を 持 って い る場 合 に は、 数 日で提 案

の 出 る と ころ も あ る。

5.2.1-3

提案 の評 価 また、 提 案 の 評 価 と選 択 の 基 準は 、特 に 定 ま った もの を 持たi

と選 定
な い が、 仕 様 の か な り明確 に 出 て い るもの は 、 コス トの高 低 で

決 め る こと が 多 い。 そ の他 は プ ロジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ ヤ が 他 ・に

　

2～3人 の 協 力 者 を 得 て 、 イ ン フ ォ ー マ ル に チ エ ツ ク し て 評 価 、

一一354-一一
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◆

選 択 す 蚕

契 約 の際1三 は 、価 格 の点 で 問 題が 生 じ易 いが 、 、これ は 契 約 者

と契 約 担 当官 との 間 で処 理 され る。

5.2.1-4・

契約 のタイプ 契 約 は 通常 固定 価格(FixedPrice)で 行 な っ てい る。

5・3・ 受 託 側(コ ンサ ル テ ィ ング会社)の 調 査、 研 究

受 注に 関す る考 え方 一 一,、

(ボ ス トン再 開 発公 社の 業務 を受 注 して い るLeylandSystems

Inc.,Urban .Data.ProcessingInc.,Julian、R.McDerm

-ottCorp .な どの コ ンサ ル ティ ン グ会 社 各 氏 の話 を 綜合 した もの)

5.3.1提 案 要 求(RFP)に つ い て 、

委 託 者 より 出 され る提 案 要求 の 内 容 は大 体 よ く出来 てお り、 要 求

に 対 ・Lて十 分 な 提 案 が 行 な え る。

時 に は 提 案 要 求 の 内容 が不 明確 な場 合 も あ るがご こ う・した時 は、

結 果 的 に 要 求 予 算 が オ,一バ しが ち で あ り、 後 々に 問 題 の発生 す るケ

ー ス が 多 いの で
、 提 案 要 求の 内容 を さ らに ブ レー ク ・ダ ウン し、 個

々 に 見積 りを行 な っ て、 提 案 要 求の 内容 変 更 の妥 当 性 を認 め させ る

か 、 ま た は 、 欠 陥 は そ の ま まに して、 プ ロ ポ ーザ ル,を出 し、 契約 に

,,至 る まで の折 衝 の 段 階 で 委託 側の 契 約 担 当官 と折 衝 して、 契 約 の 際

に 明 確 化 を 計 る よ うな対 策 を 講 じて い る。

提 案 す る時 は 、 一 度 の 提 案 では な く、 ま ず、 初 めに 予備 提案

t,(PrepareProposa1)と,し て 簡単 な 内 容 の もの を出 す。 これ に

対 す る評 価 は 、 時 間、 金額 及 び努力(Time,Money,Effort)

程度 の もの で あ るが、 ピ ツ グ ・ア ップ され な らぺ さ1らに詳 細 な 内容

一355r



を含ん だ 、最 終 提 案(FinalProposa1)を 出 す。v:・

提 案 に 対 して 、 そ の対 価 は支 払 って もらえ な いの で提 案 す る際 に

は、 次 の 様な 方 針で 提案 要 求 に 応 じて い る6バ

① 競 争 相 手 が 無 く十分 契約 が 取 れ る と判 断 した と き。

② 提 案 要 求の 内容 が 他 に も売 れ る と見込 ん だ と きg,,た だ し、 コン

サル タ ン ト会社 と し ては、 委託 側 と常 々密 接 に コ ン タ ク トして お

り、 提案 要 求の 出 され る以前 か ら、 プ ロ ジェ ク ト・マ ネ ジャ か ら

提案 要 求 より詳 細 を 聞 け る ことが 多 く、 この様 な 場合 に は、 提案

も行 な い易 く、 また 委 託 され る ケー ス も多 い。.川

5。3.2オ ー バ ヘ ッ ド.チ ャ・三rジ

米 国の 委 託 研 究、 調 査 に 対 す るオー バ ヘ ッ ド ・チ ャー ジの率 は 一

般 に、 受 託側 の 規 模 の 小 さい場 合 は 、 約100%、 大 き い場合 は

400～500%の 場 合 もあ る。 但 し最 近 は 下 って い る。

5.3.2コ ン サ ル タ ン ト ・ブイ ー1

常 傭の と きは、 賃 金 ど:してい臨 時 傭 いの ときは コン サ ル タ ン ト ・

フィー と して支 払 っ て も ら う。・この 支払 算 定 基 準 は 日給 叉は 時 間給

で あ る。

5・3・4そ の他 ・,.、 一 、,`

g我 々 の 会 社は 少 人 数 で あ るが 、 大 きな 仕 事 の あ る時 は、 その 都

度 人材 を高給 で 雇 う。

o提 案要 求 に 応 じて 提 案 して も契約 に は必 ず し もつな が らな いが、

仕 事 の 機 会 を得 るた め(会 社 の宣伝)も あ っ て出 来 るだ け 提案 す

]iるiこ と{三』,てい る。

o .パ大 学の先 生、 学 生 は 予備 戦力 と して大 い・に力 に な つ 早い る。

一一356r
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、

も

qロ ピス トは弁 護士 とか∵ が ら て議 員 で あ った 人 々 で、 ちや ん と

した 法律 も制 定 され て お り、 現 議 院 達の ス タ ッフ と して存 在 して

お り、 大 きな ソー シ ヤソレ∵ シ ステ紘(力 場 合ぷ 彼 ら を通 じて議 会 ぺ 『

l!の働 きか けは 、大 きな効 果 を生 む こ とが 多`ご 料 金 は その 法律 に 』

基づ いて 支払 わ れ る。 …'ξ:

(iio委 託 研 究 の下 請 け を す るこ と もあ る。

ttt`1・i
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⑩ ハ ー バ ー ド大 学(HarvardUniversi,ty)

1.・ 訪 問.先HarvardUniversity.t t∵

2.訪 問 日 時 昭 和4"6'年4月23日(金)10:00～15:00

3.訪 問 先 住 所Cambridge,Mass.02138

4.面 接 者 氏 名Mr.Pet!'6r"S.Mck・,inney(DirectorofLaborat・-

ory)

久 野 障 氏(理 工 学 部 教 授)

5.内 容

5.1DirectorofLaboratoryの 業 務

ハ ー バ ー ド大 学 に お け る 研 究 資 金 の 多 く は
、 政 府 か ら の コ ン ト ラ ク

トや グ ラ ン トに よ っ て い る 。 理 工 学 部 の 研 究 資 金 の 内 訳 は 次 の よ う で

あ る。

政 府 資 金
自己資金

コン トラク ト グ ラ ン ト

理工学部
百万$/年

1.8

百万$/年

1.2

百万$/年

2

この 契 約 窓 口 とし て各 学部 に は 、Directorが お り、 大 学 全 体 の

と り まと めは、 「AssistanttoPresidentforGovernment

Relations」 が 担 当 して い る。

理 工 学部 の 研 究 の 大 きな 政府 資 金 源 は 国 防省(DOD)、 全 米 科 学

財 団(NSF)な どで あ るが 、1970年 か ら国 防省 予算(政 府 援助

の5割 を 占 め てい た)が 減 り、 全 米科 学 財 団 の割 合 が増 加 して きた 。
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5:21・4コ ン.ド ラ グ ト と グ ラ ン トの 相 違'∵tit

▽ 該シ ト ラ汐 ⇒:トで も グ ラ ソ ・トで も 大 学 に お け る 研 究 者 側 か ら み れ ば 、

根 本 的 な 相 違 ほ な い 。 普 通;'研 究 者 側 か ら 、Unsolicitedproposal

を 出 し 、r契 約 形 式 は 両 者 共 ヒ 「FixedPrice」 が ほ ・と ん ど で あ る 。

1～3年 間 位 の 予 算 見 積 り を 要 求 さ れ る 。 事 務 レ ベ ル で は 若 干 の 相 違

が あ り 、 と も か く 一 長 一 短 と 言 え る 。

コ ン ト ラ ク ト グ ラ ン ト

国 防 省

NASAな ど

全米科学財団

フ身一 ド財団

ロツクフエラ財団な ど

1)政 府 の

Requirement
厳 格 簡 単

2)項 目別 支 出 費 用

の使 途 、,
規制がゆ るい

一

1

規 制が強 い

5・3プ ロ㌣ ザルの提鱒 ら契約ぽ るま
、で昧 ㌣ 工ーシ㌣ 〆

oま ず 政府側 のテ クニ カル ・マネ ジヤと大 学 のプロポーザル提出の

教 授 との間で非 公式に技術的な折衝 が行なわれ る。提案を評価す る
　ぱノ ヨ

決定鯛 麺?「9rYi・wC・mittee'1'」 で○
、る・

o次 いでf『c'a1'担
,era1な 問題{二つ き嘩 靭 契 綱 当官

と大学の事務 当局 と鱒 坤 励 行 な う・
一.,

t・o※ 「Rrv迦Co〔it、trr」 の レフエ リにつ いて

ζom恒 、r珂!γ バひ る政府のプ ログ ラム'デ イ㌘ ξは・

各 プ ロ ポ ー ザ ル毎 に5人 位の レフエ リを 持 って い るrレ フチ
,りは そ

れ ぞ れ の 分 野?ス ペ シ ャ リス ト(大 学 教 授 な ど)で 、 「proposa1

一359一



ratingsheet」 を作 成 提出 さ.せられ る。・t、こに プ ロポ・〒 ザ ルヘ

パの コ、～{…;シ.品トや採 点(ラ ンキ ング)が 書 か れる 。 実 際上 ～ 政府 の

パ ㌘,pグ ラ ム ・デ ィ レ ク タ は 自分 の担 当 し よ うとす るプ ロボ7ザ ル に、

巴7エ リが触 点 をつ け て」〈.れる事 を望 み が ちで 助 ・.ワ 刈 働

口も こ うした作 業 を無 料 で や らせ られ るが、 ほ ぼ希望嬉1そ う よ ラに 協

力 す る よ うな こ と もあ る よ うで あ る。 この結果 ・ プ ロ示 一ザ ル が採

用 さ れ遂 行 さ れ る訳 だ が、 もし失 敗 して も、 気心 の通 じ合 って い る

委 託 者 側 で 上 手 に か ば っ て くれ る こ とが あ る。 デ ィ レ ク タ と

し て は 成1功 の 確 率 が 高 い 方 が 望 ま しい とい っ た 配 慮 が あ る か

らで あ る}。 ∵

　

5・4価 格 の見積 り;

直 接費 と間接 費(即 ち オ ー バ へiツ ド・チャー ジ)と に分 け て行 な う

が 、 八 一 パ 「 ド大 学 で は 、 後 者は 直 接費 の34%に 決 め られ て い る。

この 数 字 は大 学 に よって 相 違 し、人 件 費 しか 直 接 費 に入 れ て い な い

　

MiTで は約70%に な ってい る。各 契約はiL]5年 位d期 間にわ た

るが、'時己ほ見積 り違 いが生 ずる。その場合費用の不足に ょる研 究の

未完部分は次の新 しい契約に 引き継がれ ることが多 い。

なお、政府資金に よらな『い研究に要 した間 接費 との配 分は、 それぞ

れ晒直接費比率で、間接費全体を按分 してい る。

5.5契 約研 究に より得 られ た六テン トの帰属

ハー バ ー ド大学'とC』dま1何 等 規 制 して いな い。 即 ち、 ヨソ トラ ク

トや グ ラン トそ れ ぞれ ゐ取 り決 めに 基 づ き、 出来 る だけ一 般 に 利 用 で

き るよ う取 り図 うて い る。

な お、MITや ス タ ン フォ ー ド大 学 では、 大 学 と して 強 い 規 制 を行

一360一
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●

な っ て い る。 、∴ 。

5.6進 行 管 理 と最 終 報 告 .ir

tt,o政 府 か ら一 般に は4半 期毎 に 各 契 約研 究 に つ いて会 計報 告 を 要請

ざれ て い る。,ま たw時 に は スポ ツ,ト ・チェ ッ クを受 け る こ ともあ る。

最 後 に は 、 技 術成 果 報告 の 外 に 詳 細 な 会 計報 告 を添 付 す る。

。・ごな お、.最終 成 果が 万 一期待 通 り』二得 られな くズ も、,政府 側 の プ ロ

ジ エ グ ト〆 マ ネ ジ ヤの能力 を問 わ れ るた め、 う ま くい っ て い る と い

ったよ うにごまか して しま うことが あ る61

.(こ の 件 は 、Revi.ewComitteeで 触 れ た話 と伺 じ)

5.7八 一 パ ・ご・ド大 学 の年 間 予算 、1

年 間 、2億 ド・ル で 丁自己 資 金d…に ょ り教 育 費用(教 授 のサ ラ リな ど)

と、 学 生 の 奨学 金 と建 物の 維 持費 な ど を まかな・U・S-「政府 資 金」 に よ

り研 究 用設 備の 購入 や 研 究 員百)サ ラ リー な ど を ま・か な う疋.い る。・ぎた、

大 会社 か らは 年 間・6'千ドル程 度の 援 助 を受 け て い るカヤ 奨学 金 に使 わ

れ る。 ・1、`一 ・'L

5・8シ ン ク ・ タ ン ク や コ ソ サ ル テ 作 ン グ 会 社 に つ い て:r・...・・1・'}一{・i

1)Rand, ,SDC,APL.な ど1大 規 模 な 会 社 ・t・;ll!

Pシ ニ ア ㌻リサ ㌻テ ヤ の ほ と ん ど に 助 手 が つ い て お ら ず ↓…プ ロ グ ラ

ミ ン グ と 云 っ た 余 り 知 恵 の い ら な い 仕 事 ま で も 自 分 で や っ て い る

事 が 多 い 。.人 をr?鯵 庵 担 く と 、 仕 事 の 無 い 時 の 経 費 が か ・さ む の で 、

・一 般 に や と、っ て い な い 。^一 ・

91優 秀 な リサ ーチ ャ(即 ち ス ペ シ ャ リ ス ト)は 数 入 程 度 か ま た は 、

ほ と ん ど い な い 場 合 が 多 い 。.む ,し ろ 大 低 の 場 合 シ ン ク ・タ ン ク は

「棟 梁 」;的 手 腕 に よ っ て 大 学 の 教 授 な ど を 上 手 に 使 い 成 果 を 得 て
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い る よ うで あ る。

oオ ー バ ヘ ッ ド ・チャ ー ジが平 均125%位 、 利益 は25%位 故 、

例 えば2.5万 ドルの仕 事 を シ秘 グ 『・1タン クに頼 んで も研 究 の 直 接

費 は1万 ドル程 度 と考 え るべ きで ある 。 しか も直 接費 の 日々の 管

理 が 各 プ ロジェ ク ト ・マ ネ ジ ヤの 責 任 とな って い るの で 、 彼 等は

毎 日の 勤務 時 間 を 出来 るだ け直接 オー ダに配 賦 し たが る傾 向 に あ

り、 受託 案 件 に つ き電 話 で 例 えば、3分 位問い 合せる と15分 位に チ

ャ ー ジす る よ うな ご ど も あ り、 実 際 の調査 時 間(ま'た は 費用)は 、

5千 ドル程 度 に滅 っで しま うの が普通 で あ る どい う。 要 す るに払

った金 の%の 価 値 しか な い レポ ー ト1をシ ジ∀ ・タ ンク か ら買 っ'て

・hる こ とに な1り
、 この よ うな傾 向は1i件'ゴo万 ドル以 下'の プ ロ ジ.

い エグ'トに つ い ては ほ と『ん ど考 え るべ き.だ どいわ れ て い る。

ひ'以 上 に よ りオー バ 莫ラ1ド の 安 いCぶ4%う 且つ 、直 接 費 の 大半

を占 め る人件 費 の安 い大 学'ピ シ ソ ク ・タ ンク向 ぎの 仕事 を発 注 し

て は ど うで あ ろ うか 。

2)群 小 の コ ソ サル デ イ ソグ会 社 ・'1".t't・;

ぐニ

oMITや ハ ー バ ー ド大 学 の教 授 達 で現職 に あ き たらず ほ とん ど

自己 資金の い らな い コソ サル テ イ ソ グ会社 を 始め た例 が 多 い。 し

一か もボ ス トゾ地 区 に は
、 す べ ての コ ソゼ ユー タ会社 もあ り、 また、

空 軍 の研 究所 むあ り、 大 きな 需要 が存 在 し て い た。

0500ド ル～1,000ド ル位 の 資金 で 会社 が出 来 、"成功 す れば

・1・0年間 で百 万 ドル も儲 け だ例 もあ り
、 金 儲 けの 一 番 うま い手 は

コツ サ ル テ イ ゾ グ会 社 を作 る こと どさ え云わ れ て いゐ 。

o・NASAは 小 さな コソ サル テ イ・ソ^グ会社 ぺ 仕 事 を 出す こ とが、
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か

義 務づ け られ て お りゴ こ う して 需 要が彼 等 を かな り支 え て い た。

しか も 日本 の よ うな 下請 的な 仕 事 の も ら い方 は少 な く、 ほ とん ど

独 立 し て直 接 仕 事 が 出来 る'。

3)そ の 他 補 足 事 項it

oソ フ トウエ ア会社 の 成 功 の 鍵 は受 注 した プ ロジエ ク1が 既成 の

ソフ トウエ アで大 丈夫 か1新 し く開 発 しな け ればな らな いか を 始

め に 見 きわ め るこ とに あ る。 発 注 す る側 も こ うした情 報 を 事 前 に

調 査 し てか ら頼 め ば 安 くで良 い成果 が得 られ る。

oRFPに は 出来 るだ け調 べ て も らい た い詳 細な仕 様 を つ け る と

共 に 、 自 分が 知 って い る点に つ い て も明 示 しておけ ば 、 徒 らに余

分 の金 を払 わな くて 済 むも己

.＼

`,'・:・ ▽'
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・∴'」ミ ⑪T}迂 】RAM)CO[R
,POIRATI[ON-,,..

'」:
㌧."'.、,v:・-tt・ ∀.:〔 .

1.訪 問 先TheRandCorporation、1-'tt ,,1.1',

2.訪 問 日 時 昭 和46年4月26日(月)1010・0～14三30

3.訪 問 先 住 所 ・:Ll'700-MairStr.

SantaMonica,Calif.

4..面 接 者 氏 名 ・Mr.Janie'sF.Digby-t・ ・tt'・ ・'・:i'

Program,Manager,Int'er.nati・onaいStudies

;M'i
.Dabytt'1・.1、[

ITr .easureBoardofCo'ntrac、t.、 ...

Mr.RobertMSalter'J'r↓'恒{'ビ ペ ニ㌧

HeadPhysicalScienceDept.

他3名

5.内 容

5.1Randの 創 設(1948年)以 来 の 基 本 方 針 と し て 、(1}国 防 上 起 っ

て く る 科 学 、 経 済 、 政 治 、 社 会 、 軍 事 的 局 面 に ま た が る 研 究 プ ロ グ ラ

ム を 自 由 に 選 択 す る こ と が で き る 。 ② 政 府 や 企 業 の 所 有 情 報 を 広 範 に

わ た り 入 手 で き る 。(3)広 く 基 礎 研 究 を 行 な っ て い る 。(4興 味 の 有 無 、

技 術 問 題 か 社 会 問 題 か に か か わ ら ず 、 問 題 の 及 ぶ ど こ ま で も 追 求 す る 。

(5)研 究 成 果 は 広 範 囲 な 人 々 に 利 用 で き る よ う 出 版 し 、 全 国2,000ケ

所 の デ ポ ジ ッ トを 通 じ て 公 表 さ れ る 。 ㈲ ラ ン ド自 体 が 国 防 関 係 の ス ポ

ン サ の も と で 発 展 し て き た い き さ つ か ら も、RAND自 体 が 官 需 会 社

で あ る 。 以 上 の 事 情 か ら 、 特 に 発 注 を 予 測 す る た め の 意 識 的 な 工 夫 と

い う よ う な も の は な い 。

-364－
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5.2現 在職 員1,200人 、 うち 半 分 が各 分 野 の専 門 家、 残 りが補 助 員 で

あ る・ 綱 と し ては・ ω コン ピュ ー タ ・サ イ エ ン スご .(2)㌍ ト'ア ナ

リシス、 ⑧ 経 済 、㈲ エ ン ジニ ア リン グ ・サイ エ γス、.倒 環 境 科 学 、 ⑥

マネヴ γ1巨 サ存 状(7)応 用、数学埋 樋 熟 畑 会科 学こ

(10シ ステ ム分 析 とい)10研 究部門にヌ『かれて研究活動1を行 なって

お リバ の機能繊 の上・プ ・ぽ ク ト・マネWが お ㌧ 騨 が発

生 す る搬 ・ マネジヤを中心戸 部ドヨの専門家を召集 し・嗣 チーム

編 成 す る・ この凪 外部に主 として大学閑孫 の、コソ妙 夕ζ.ト・

7・ ・人 を凱 ており・ ・妨 の参画 もパ;問 題の 解決{二然 る・

・3最 近、 国防関係・NASA関 係 とい,う.分野噸 会r垣 預 の大

巾〃 トな ど塁 こ礪 耕 としては・RAND}綱 具,て 描 に

,hardな 時 期にあ るといえ る。国防、宇宙関係 に代 るもの としては、

アヲ く端 煕 か ソーシ・ヤ・レなも励 ζ比重 として増大するだ ろう・

6・ 研究開発の 韓 . ,。.・ ∵

Rand自 体、 非営利機関であ るため・契約上の工夫・例 えば イ ソセソテ

イブ ・フィー ζし1ρた禾1輿的な活用}謹 み 慕 いL・ 黒熊 ・FPか'ス

ト・ブ イツクスに限定 され るか・ さもなければ グラン トだ勲 であ る。 より

よい成果を あげ 筑 は・1.R-IAND自 体蝉 客撫 売 鱒 み 顯 ∂ρ'顧 客

の 醐 とR州Dの 聯 ζウ5よく一致す酷 .⑳ 選 択斥 た鱒 勤 要求

を修正 申 し入れす ることに よ ったものを受託 して行 な うとい う実施 面の工

夫,が あ る 。
11・1[t'1,i、 、.t-.)・

6・1ラ ソllr・発 案 ・ 空 軍 無 修 正 承 認 プ ロ ジ モ;
,久 トー,-37・,Yo.

〃 〃 修 正18%
、

空 軍 の 公 式 要 求 、パ.. E2.,7%.
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他 の スポ ンサの 要 求
、'

空軍関係機関

空軍の非公式要求

7%

5%

　 ひへ

6%'
'"'一.!

全体 プ 。ジエ 川 計ll㌔ ∵ 』'㍉ 、b・%'

江g66年 、,お(チ'8'RJA'NDの 顧客 へ の齢 あ実 例':'1・'1

0価 格 の 算定 方 式、 支 払 方 法 にbU、 て は 嚇 の 調達 規 則iは ピ

㌦ 果の 繍 、、つ い て澄 明は 原 則 と してRA'NDの 所 有 で あ るが 、

原子 力委員 会 とNASAは 例外1最 近運輸省 が運輸省の委託成果 は政

商 旙 魂 あ と主張 、てきて㍍ 。 ㌦ …一

'・'＼㌦
A迫 、.と。て軽 なのは1㌔6pyR・ ど・,とDA'T'AR・g・t:

詩 法 磁 力姦 会垣 防底 心SAで は政舶 的破 用には開

発成東に基づ くデー タ、 ノウハ ウは ライセソらブリの無限の権 利が 政

府i:ジ と溢 して きて 、、る.委 託 醗 、二係 るC。pyRigh・ に つ い

ては、政府が 出版 する場合 はRANDの 名前 を記載す る ことを約束 し

て い る 。

議 員 醗 明 した特許権 は、RAN・Dtirc・ 属 し:当 該職 員i撮 高 ・・

ド)レ'を得 る 。

請 重 語 に帰計 る特許については、例砥NASAた 帰計 る特

許 が あ'って、RANDが 必 要 とす る とぎ は、Waiverの 申 し入 れ な ど

レ

を 拾 う 。 ・'㌔'一'ピ ・'

6.4オ ー バ ヘ ッ ド ・チ ャ ー ジ、 人 件 費 の標 準単 価 に つ いて は相 手 の 説 萌

が 得 られ な か った。 利 益 率 につ い て、RANDは 非営 利 法 人 で あ り関

ソリ ヒ シ

係 は な い 。

6.5プ ロジ 』ニク ト進 行 管 理''"1
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6.5・1受 託 事業 の 遂行 に・関 す る工程 管 理方 法 は ヤ:ミ契 約に よ る.もの は 契 約 淫,.

●

条 項 に 規 定 ざ れ た 義 務 に 沿 う よ うヌ イ ル ス 上 、ン を 考 え る 。 、.?

i6.5・2・R'ANDの 研 究 の 多 くは 代 替 案 に 関 す る ン ス テ ム 分 析 、 コ ン セiダ,

… ト ・ フ オ ー ミ ユ レ ー シ ヨ ソ と か シ ス テ ム ・デ イ フ ニ シ ヨ ソ の も の が

多 く、作 業対象は誰 しもが経験 した ごとのな い分野に属す る もの が豪 尋

多い。 そ こで、可及的多数⑳ イソダジデ'イ控 シプ リナ リな専 門の集

恒 約を行な ったり、問題の解決 にク リテイ担 レとな る手法や、精 度 の

・ 一 治 いシ ミユ レ_シ ヨソを徹 .。たり しで 翻 よ成 果の アウ トプ ツ

・ ト に 努 め る
.。t・;'1.、 『パ 『

二も"

ぬ 巳 ま た 、 よ り よ い 仕 事 を す 庖 た め に は 、N認W,.・YO..KE.RAND

ベコこぎ 　ゴリロび く

川 め よう に・
s市 とRANDが 合 併 で研 究組 織1作 り都 市 問 題の 解 析 に ・'""':

一、ジ、パ!
・ぺ 当た って い る。

6.5・3よ り よい成 果 を 得 るた め の顧 客 との連 携 につ いては 、 最 終成 果 を

顧 客 に レ ポー トした 後 で も、 勧 告 を行 な っ た り、 問 題が あ る場合 は

とど ま って、 問 題 を担 当す る行 政官 と、 よ り よい解決 の た めの イ ソ

プ リメ ソ テー シ ヨ ソの作 業 を 行 な う等 の 努力 を してい る。(A㎜al

Report.'69923)

6.5.4最 終成 果に 対 す る手 直 しに つ い て は、 顧 客 の 方 で契 約 当初 と契 約

勺

.ε.・ 成 果受 理 後 とで 考 え方 を か え る場合 が 多 いの で一概に な ん と もい え

ぬ 。

7.新 た な テー マに 即 応 で き る よ う、 プ ロ ジ ェ ク ト・マ ネジ ヤがRAND内

の りサ ーチ ヤの 研 究 状 況 を 絶 えずみ て い て、 プ ロジ ェ ク ト発 生 の都 度 、 既

着 手 の もの と不 都合 の な い よ う着手 で き るよ うな 組 合 せ を行 な うよ う努め

て い る。
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7.1テ ー マの探 索に つ い て は↓・成 果 の公 表↓ 出版 や、 部 外の シ ス テ ム ア
・・

.'11;ミ' 、

ナ リ ス ・』トの'トV－ ニ ソ グ を 行 なbた'り 、RANDで は い つ で も 、 い か

:、・な る 問 題 で も 受 け 入 れ ら れ る 準 備 を し て い る こ と で 充 分PRに つ な が

、一、・,:・.b.てい る 。
・夜

7.2沽 テ ㌍泣 探 索 の 内部 組 織 等 に つ い て は、 説 明 をう けな か った6

4.3テ ー マの 売込 みに 際 しも ら と も重要 視げ る魚 はRANDの 行 な って

い るStud予 の 真 ぴ よ う性 で あ る。aピ ニ'・

8.現 在行 な って い るテー マの 探 索 お よび選 定の方 法 につ い て は㌧ 政 府機 関

は競 争方式を とってい るの で良 い方 が残れる仕組みであ りぷ基本 的に問題

は な い。 た だ し、 内容 に ょ っj,て、売 り込 み や修 正要 求 に ょり、:1唱的 を 貫 く

とと もあれ ば ぐ 政 府機 関 の な す ま まの選 定 に ゆ だね る こと もあ る。
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●

●

① フ 三一 ズ ド ・プ ロ ジ 土丸 心 プ ラエ ン グ ーガイ ドラ イ万.

'ま え が き ＼
、・ ・., 、,。、:

19C・ 一β甲 月

NHB712・1.2は ・NPD7121・,1Aで 規 定さ れた フ1エー'x:・,iトlrプq'tt

ジ ェク ト ・ブ ラ ニ ングーPhasedPr 、qject、PLannil'ngi,〈i'ppp)丁

概 念 の実 施 のた め の指針 を公表 した最 初 の 刊行 物 で あ る。

これ らの 指針 は 、NPD7121.1Aの 中 で定 義 され た新 しい 主要 な研 究 ・

開発 プ ロジ ェ ク トの実 施 お・よび承 認 され た プ ロジ ェク トの主 要 な修 正 ま たは

拡 張 に通 ず る計 画foよ び承 認 活 動 に適 用 され る 。 したが って、之 れち は 、N

ASAを 通 じての プ ロジ ェ ク トの 定義 、指 導 お よび コン トロー ルの た め の基

本 的 文 書 とな る プ ロジ ェ ク ト承 認文 書 に反 映 され るべ きもの で あ るざ

PPPの 目的 は 、定 義 され た諸 フェ ー ズ を通 して 、 プロジ ェク ト活動 が適

切 に 引 き受 け られ委 託 され うる範 囲 に つい て の意 思決 定 のた め の適 切 な基 礎'

を与 え る こ とで あ る。 しか しなが ら、 これ らの指針 は 計 画の詳 細 な様 式 お よ

び内容 お よびPPP概 念 を適 用 す るた め に用 い られ る他 の文 書 や レ ポー トを

規定 す る もの では ない 。同様 に 、 こ とに述 べ られ た諸 フェー ズの作 業 内 容お

よび情 報 要 求条 件 は チェ ック ・リス トで は な い 。 これ らは 、PPP概 念 が 意t・

図 してい る もの の理 解 を助 け るた め に含 め られ た もの で あ り、厳 格 な もの と

考 え るべ きで は な い 。

新 しい主 要 な研 究 開発 プ ロジ ェク トの 順 序正 しい計 画 お よび定 義 に対 す る

概 念 と してのpppは 、各 々の個 別 的 ケー スの特 有 性 に順応 してい なけ れば

な らな い。 しか し、順応 に対 して許 さ れ る柔 軟 性 は 、 この概 念 の 基礎 に横 た

わ る 目的 と妥 協 す る よ り多 くの変 化 に対 す る気 ま ぐれ と考 え るべ きで は ない 。
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認 識 あ るNi,IN.,・:S'TAの係 官 は ぐ これ らの 指針 と合 理 的 に合致 した仕 方 で、・彼

等 の プ ロジ ェク ト計 画 お よび定 義活 動 を行 な うこ と、ま た明 白 に必要 で 正 当

化 され た例 外 ま た は偏 りのみ ぞ要 請 す る'{ように す る こ と。"

亡 知 らの指 針 は 、経験 に基 づ い て必 要 と され る と きは変 更 さ れ るだ ろ う。

‡

変 更 に対 す る批 判k・ よ び 提 案 は 組 織 運 営 事 務 局(OfficeofO.r:・9b・ 一

ホ
nj・zationandManagement)に 宛 て て ほ し い 。
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第1章 序 論

1.1目 的 と範 囲 こ バ ～l

a本 書 の 目的 は 、NPD7駕2ト1-・1Aに よって規 定 ざ1れたPhased

P・9・j・ ・c
、tPl・ 卯 、、～'・g・(PP.P)に つ いご 轡 、 また そ－Ptを実

施 す るため に あ た ってμ)指 継 と情i報 を与 え る ～三ζうで～ちゑ＼。ロ.

bこ れ らの指 針 は ・NPD7 ,12・1・1Aρ 中で定 義 され]t〈1;geらしい 主

要 な研 究 開発 プ～pジ ェ ク トの実 務k'il.$び 承 認 され た プ ロジ ェ 久1の 辛

要 な変 更 また は拡張 に通 ず る計 画 お よび承 認 活 動 に適 用 さ れる 。.これ

らは 、機 関 の努 力 水準 で あ る支 援研 究 ・.技術 活動 お よび高度 ミツシ ョ,ン

の研 究 には適 用 され ない 。

cこ れ らの指 針 は 、ppp概 念 を適 用 す るた め に用い られ る文 書 お よ

び計 画 の詳 細様 式 お よび内 容 を規定 す る もの では ない 。実 用的 範 囲 で

既 存 の 政府 機 関 シス テ ムお よび手 続 きを利 用 しそ れ ら と合 致 す る指 針

一 しか しそれ らの独 特 の運営 要求 に適 合 した もの 一の実 施 は 、 そ の フ

ィー ル ド施 設 を もっ て 、個 々の プ ・グ ラ ム事務 所 に よっ て開 発 され刊

行 され るべ きで あ る。

dこ こに述 べ られ た諸 フェ ー ズの作 業 内容toよ び情報 要 求 条 件 は チ ェ

ック ・リス トで は な く、各 ブ ・ジ ェク トがそ れ ぞ れの独 特 の 要 求条 件

を も っ だ ろ うか ら 、作 業 の 一般 的 性 質 を説 明 した もの にす ぎない 。

指針 は プ ロジ ェ ク ト ・レベ ルで の活 動 を述 べ てい るが 、PPPの 概 念

は 、適 当 と思 わ れ る と き下 位 レベ ル で利 用 して もよい 。

eプ ロジ ェ ク ト計 画過 程 にtsけ る柔 軟 性 に対 す る手 だ て が指 針 の 中 に

与 え られ て い る。 しか し、 述 べ られ てい る ところ の承 認 過 程 は 強制 的

一3て τ一'一



の も の で あ る 。

t2組 織`三 、ぼ

これ らの指 針 の 骨組 は以 …下 の よ うな構 成 と'な'らそ い る;こぶ ユ

a第2章 は、'PPわ の概 要記述 、'哲学 的 背景V調 達 に関サ る考 察 お よ

び 、 機 関 全 体 にわ た る 支 援 研 究 ・技 術(S'RT)k・ よび高度 ミッシ

ョンID研 究活 動1に対 ヂ るp'pPめ 関 係を 含 ん で い る。『^;・1

bい 第3章 か ち6:章 憤で けv責 任 の1分割 、フ ェーsズA、:B、Cお よびD

の内 容 お よ:ぴ:承認 逼程 を述 べ る。

'
c'付 録A波 ミ=1ぱP'pi調 達 活動 に と って重 要 な考察 を 扱 う。'f'

;lt{・tt..・(ll:1.'・ ・'….ご

●
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、

第 法 華""PIRPの 概 要 記 述,

2.1背 ・景・,.・ 一、tt-

aPPPは ,大きな研 究 開発 活 動 の計 画 、承 認 お よび実 行 に対 す る順 序

'い・を踏 んだ 接 近 で あ る。 この接 近 が選 ば れ た理 由は 、高度 な航 空 お よ濯
ヨ ㌧ ρ

宇 宙 ハ ー ドウェア ・シス テム の 開発 には可 成 りの危険 と不 確 実 性iヵ畔

/う か らで ある 一関係 しだ 技 術 の発 達 の程 度 が大 きけ れ ば大 き㊤ ほ ど、

'この危険 と不 確 実 性 ぱ大 き くな る
。実 行 プ ロジ ェク トの スケ ジ ュー ル

お よび資 源 要 請 に 関 す る不確 実 性は 、追 跡 プ ロ グ ラム を計 画 す る機 関

の能 力 に重 大 な制限 を加 え る。PPPは 元の 資 源 お よび ス ケ ジ ュー ル

推 定 の 内部 で指 定 され た シス テ ム ・・パ フォー マ ン ス を達 成 す る確 率 を

増 大 す る よ う指 向 され る。

b計 画 の優 秀性 とは関 係 な く、予 見 され ない問題 や予 測 され なか った

変 更 の必 要 が起 るだ ろ う。 しか しなが ら、計 画 が 良好 で あれ ば あ るほ

ど、予 見 され ない重 大 問題 の数 や元計 画 に対 す る必要 な変 更g数 は 少

くな るはず で あ る。 したが って 、PPPは フル ・ス ケτ〔貨 の顕 発 訟 よ

び オ ペ レー シ ョンに先 立 つ計 画k・ よび定 義 の フェrズ に焦 点 を 裁 き、

一;運 営 側 に対 して
.1..(1)重要 な点 で プ ロジェ ク ト計 画努 力 を評価 し、(2)有

意 な将来 オ プ シ ョンを認 識 し、そ れ に よってそ れ を維 持 す る立 場 に立

ち、そ して、③ 努 力 の支払 い を 、他 の活 動 お よび そ れ らの結 合 に よる

全 体 的機 関 目的 に対 す る寄 与 との 関連 に おい て最 適 化 ず るだ めの 統 制

化 され た基 礎 を提 供 す る 。

cpppは 、提 案 され た プ ロジ ェク トの あ らゆ る局 面 に つ い て の知 識

を前 進的 に組 み 上 げ て い ぐよ うに構 成 さ れた(技 術 、人 力 、 資金 、オ

ー一一379一



～
燈 、

4

ペ レー シ ・岐 捗≧・♂ 鍵 渋一 リ
,ング ・搬 恒 常 調 達 ・全体的機

関 プ ロ グ ラ ム と の 関 係 、 な ど)。 した が っ て 、 最 終 的 な 実 施 は 、 プ ロ

ジ ェク トの 目的 お よび諸 要 請 を一 層完 全 に理解 す る こ とか ら くる確 信
.・、

を もっ て取 り行 なわ れ る。

d局 長 は ・ プ ・ジ ェ ク トの展 開 に おい て ・,機関 の プ ・グ ラムお よび 資

、,源 の運訓 坪 て特噸 要㌍ つの主要頑 愚決定点を選照 ・これ

∴ らの紅 勒 て民 用融 よび他の卑 官に㌍ 耕 と騨 螺 求さ

照れる。PPPは 、これ らの決定力㍉、全体プ隅ジェク トの…聖賢求条件k・

よび含意牡 び他の機関プ・グラム活動 よ・び総合的 曝 との関連に

お い て な され る よ うに、情 報 を提供 す るた め に設計 され た ので ある 。""託 パ

これ らの決 定点 は 、後 援 す る プ ログ ラ ム事務 局 が 次 の こ と
.を欲 す る時

点 に あ る 。 ・.

(1)全 体 プ ロ ジ ェ ク トの ベ ー ス の 上 で 分 析 作 業 を 開 始 す る 一 こ れe:1高 度 ・
一ご}ノ ㌧

ぶ1・ シ ・獅 究7"mグ ラぽ たは他 の醐 に わ て繍 された斑 法

_,牡 蠣 聾 どれかに よって縫 プ ロジ惑 ト縫 成する総合的(た

,,だ 技術的鮒 で な く)可 能 髄 敵 するため騨 要 とされる・註 は・

(2)研 究 ・ブレ ツ ドボーデイング(b「eadboa「ding)お よび工

い 学 分析の動 は ずさわる一これは可能嬢 近法のうち力恕 提案 さ

燕 ㌘ プロた ク トの実行のため`(追従 される単一のプ亘た ク接 近

法 を選 び 出す 。ま た は 、

顯 予備的照 を含めてプrジエクト嘩 網走勲 悼めヴ ベ垣 渡
破 持 デー タを展開 し・ プロ治 ク 暉 懸 日田 ベ レー㍗ ンのた

めの馴 ㌘ 緬 を馴 す る・蛯 ぱ・
い

Q最 終設計煕 び八一 ドウーア開発 を開始 し・プ ロジ ェク ト目的の達

一380一
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●

成 の た め の オ ペ レー シ ョンを実 行 す る 。 ∵ゴ_.

eLでiこれ らの決定 点 は計 画 お よび定 義過 程 を3つ の フ ーT-rtt.に分 割 し、

エ 熟 熟 軌 テ ズが くる・PPP概 念 の下 では ・ フ・エ「 ズは 次の

よ うに な る。.フ ェー ズA－ 予 備 的分 析 、・、フェー・ズB二 定 義 、 フ,t,一 ズ

C－ 設計 ㍉ お よび フェ ー ズD－ 開発/オ ペ レー シ ョン。 この4. ,oの フ

ェー ズはppp概 念 の基本 を なす もので1あ り、、なすべ き仕事 を完 全 に

定 義 づけ るた め の必 要 な時 間 と資源 を支 出 し、 機関 を研 究開 発 プ,ロジ

ェ ク トの実 施 に付 託 す る に先 立 ってそ の ブ ・ク ラろ上 お よび運 営 上 の

意 味 を注 意深 く評価 しょ うとす る運営 側 の欲 求 と意 図 を明 白 に証 明 し

てい る。 ・, .一)

2.2各 フ4一 ズの 記 述 ・,・.:::.:、

a .フェー ズA－ 予備 的 分 析

フェrズAは 元来 、提 案 され た機 関の技 術 的 目標 ま た は ミッシ ョン

を達 成す る た め の代 替 的総 合 プ⊂ ジ ェク ト接 近 法 また は概 念 の分析 を
i-』

含 む イ ンハ ウスの努 力 で あ る;そ れ は 、高度,ミ1一ッ〉:'ヨンの研 究努 力 や

そ の他 の と ころで 検討 され た一 層 有望 な諸概 念 の 中か ら、・さ らに 進ん

だ精 密化 の価 値 の あ るプ ・ ジェ ク ト接近 法 を 識別 す るだ ろ う。・そ れ は 、

tL主要 施 設 、 オ ペ レ ー シ 、ヨ ン お よ び 兵 姑 サ ボ[・ ト・、 提 案 さ れ た プ ロ ジ ェ

ク トを支 持 す る ため に 必要 な進 ん だ研 究 お よび進 ん だ 技術 的 努 力 とい

った プ ロジ ェ ク ト要 素 を識 別 レ、提 案 され た技 術的 目標 また は ミッ シ

ョンが実 行 可 能 か ど うか 、 ま た さ らに 突ら こん だ定 義 の価 値 が ある か

ど うか を決 定 す る こ とを助 け るだ ろ う.。契 約 努 力は 千 ン ハ ウ1～k活動 を

支 持 す る補 助的 研 究 に 制限 され る。 ∴

一381一



'・・ 二.ξ べ

㌧ ≒ ギB－ 越
、.,,

フ.エー ズBの 努 力は ・ フェー ズAの 活動 を通 して選 ばれ た代 替 的 諸

接近 法 の中 か ら、単 一 の プ ・ジ ェ ク ト接 近法 を選 び 出す便 宜 を与 え る

たあφ、詳細 な研究 、比較分析お よび予備的 システ㌦ 設計 を含 む。ま

'
た、選ばれた特定の 接近法を支持 するあk必 要 な施設、兵始部 、オペ

レーシ ョン痴 よび補足 的高度技術 お よび前進開発作業 が含 まれる。主

要努力は通 常研 究の契 約を行 宏う とと淀 ま って完 成され る。 これちの

研究はN'AsAの インフ・"t>スそめ分 析のだめの デLタ を提供 し、・これ

はマネジメン 陶 ため廠 め繊 あ縮 を定めるものとなるだ溺 。

Cフ ェー ズC－ 設計

フ ェー ズcの 努力 は 、最終 目標 お よび プ ロジ ェク ト概 念 の詳 しい定

義 を含 む 。臨 界 的 シス テ ムお よびサ ブシ ス テ ムの実勃 模 型 お ゴび亨 スS'・S,

ト項 目{(よ る シス テ ム設 計 が必 要 に応 じ吉 行 われ'、 どれ に よって 、 八

一 ドウ。アが技紬 織 疏 溺1〔 氏のラ ーLズ に対ずる技舳 目標

,予麟 ・蹟 酵 矩計齢 無 敵 鋤 ミ1フ:主 ズD間 して決紬

契 約 の交 渉 がで ぎ る、'どMラ ことを 確 が め る手 助 け と なる 。ま た1代

替 的 扶 は バ 。クア 。デ ⇒ 寿 ・ム/ザ ラ シ ス テ ムの 開発 要求 、施 設 、

'兵 砧 部 お よび オ ペ レー シ ージ支 持 要 求 の認 識が 含 まれ る 。 この'フェ ー

ズの特 色 は 、契 約 者 の レボ ー ド提 出 とラi-'ズDへ の機 関活 動 あ 間 の

期 間 に拾 い て契 約 者 に よる補 足的 作業 が用 意 さ れ て ピ る ことで あ る。

やフ主一 ズCの 契 約 者 は フ ェー ズD契 約 の 獲得 に向 か って競合 す る。 彼

等 は こ の フ ェー ズで 、ヤNASA支 援研 究 、foよ び契 約 者 を監 視 し結果

宙 分 析 す るの に必 要 なイ ンハ ウズの努 力 を除 い てナ ペ:て の仕 事 を行 な

う 。 一 ・''"/':":t'一't・'"・1[
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:,dフ ェ ー ズ1〕 一 開 発/オ ペ レ ー シ ョ ン.

し

フ ェ ー ズDの 努 力 は 最 終 的 ハ ー ド ウ ェ ア 設 計 お よ び 開 発(代 替 的k・

・よ び バ ック ア ップ ・シ ス,テ ム/サ ブ シ ス テ ム を 含 む)、 製 造 、『テ ス ト、

お・よ び プ ロ ジ ェ ク ト ・オ ペ レ ー シ ョ ン を カ バ ー す る 。 之 の フ ェ ー ズ は 、

開 発/オ ペ レ ー シ ョ ン 活 動 と 組 合 わ さ れ た 契 約 者/NASAの 平 均 的

な バ ラ ン ス お・よ び 構 成 を 有 す る 。 一

図2-1"フ ェ ー ズ プ ロ ジ ェ グ トプ ラ ニ ン グ の 相 関 関 係"は 、 フ ェ

ー ズ と そ の 出 力 の 関 係 を 圧 縮 し た 形 で 述 べ る 。:一

25応 用'

a最 初 の3つ の フ ェ7ズ の各 々の 作業 内 容 は 、次 の主 要 決 定 を 支持 す

るた めに 必要 な情報 を展 開す る方 向 に向 け られ る。PPPは 、 プ ロジ

ェ ク トが 常 に特 定 の公 認 され た フ ェー ズAか らフ ェー ズB、Cお よび

Dへ と進行 す る よ.うな厳 格 な プ ロセ スでは な い 。 も し必 要k情 報 の レ

ベ ルが他 の努 力 に よっ て開 発 され てい るな らば、 あ る場 合 に は 、提 案

され た新 ブ ・ジ ェ ク トま た は既 存 プ ・ジ ェク トの拡 張 は 、 フ.エー ズB、

フ ェー ズCま たは フ ェー ズDの レベ ルで始 め て も"t.b。 いか な る フ ェ

バ

ー ズを開始 する運営側 の承認 も∵情報 と計画のレベルが提案 され てい

る努 力の ア。一ズ と勘 合 らてい るとい 樋 管狽　に対す る証明に依存

す る。

b任 意 の フ まナ ズの プ ロジ ェク ト努 力 を提案 す る プ ログ ラ ム ・オ フ ィ

ス の責任 ぱ 、「必 要 欠 くべか ら ざる作業 は な された こ と、要 求 され て い

る篭f譲 法 認)は 手元の情靴 よって明新 故 論理的吐 持
ナ

さ れ る こ と、 目標 は健 全 で あ り機 関 の プ ログ ラムを正 し く補 うこ と、

l!}:
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そ して 、努 力 の操 作 的 およ び運営 上 の局 面 が適 切 に評価 された こ とを

確 か め る よ うに他 の プ ・ グ ラムお よび機 能 オ フィ スお よび フ ィー ル ド

施 設 の 調整 が 完 成 してい る こ と、 を局長 お よび 他 の上 級 官 に証 明 す る

こ とで あ る 。'い

cppp概 念 は 、主 要 な(重 要 な)研 究 開 発 プ"mジ1 .ク トの承 認 と実

施 を最終 目標 と して い る ところ の機 関 の計 画:調 査 お よび設計 活 動(f

ン・-tt・"ウズ お';よび契 約 に よ る ものの 両 方)に 適 用 され る。 これ らは新 し

い フ ロシ ェク トで あ る必 要 は ない 。PPP概 念 は一{承認 され た プ ロジ

ェ ク トの 大 き な変 更 ま たは拡 張 に も同 様 に適 用 され る。実験 の規 模 が

十 分 大 き く、節dで 述 べ られ る い くつ か の特 徴 を もって い る とき は'.・1

そ れ は プロ ジ ェク トと同 じよ うに取 扱 わ れ る べ きで ある。

d主 要 な研 究 また は開発 プ ロジ ェ ク トとい う もの は特 定 の言 葉 を も っ

て は定 義 され ない。 したが って 、 責任 あ る プ ・グ ラム ・オ フ ィス お よ

び セ ン タ'7-'の運 用 官 は.、あ る特 定 の 研 究 開 発努 力が 主要 と分類 され る

か ど うか 、 したが っ て局長 ま たは そ の代 表 者 に よる特 別 な承 認 を受 け

るべ き もの か ど うか に関 して判定 せ ね ば な らない。 ある ヲロジ ェ ク ト

が"主 要"と 考 え るべ きか ど うか に関 して不 確 実 さ が あ る と きは 、そ

の件 は 局長 ま たは そ の代 表 者 に よっ て解 決 され ねば な らない 。主 要 プ

ロジ ェ ク トは通 常 次 の特徴 の い くつ か を有 す る。

(1)品 切 れ に よ って 、人 力/資 金/施 設 の 点 で重 大 な機 関 資源 を必 要

とす る 。

(2)外 部 組 織 、 公衆 また は外 国 政府 と重大 な係 りを もつ。"

(3)通 常 、設計 、開 発 、製 作 、 テス トtsよ び運 用 を 包含 す る。

(4!
、勤 の実形 て㌘ イムを割 る特Bllの繊 要素曜 誤 たは形

成 を 必 要 と す る 。
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2・4調 達

PPPの 基 本 的 目標 は 、 もと,..O.,,,技術 的子 ク ー影 ぞ7ル お よび費 用推 定

の 内 に止 ま って 旬発 す る ことξ 目的 と して 、新 車 票 プ ロジ ェ ク ト¢)計画 、

意 畢決il・15一よび実 施 をi女:害す る ことで あ る。 ブ ㌣ジ ーt－ク ト定義 の改善 は

有資格契約者責任 を保証す る傾向があ り、契約者責任 を明確化 し、 この

目標達 成に最 もよく適 した タィブの契約者 を雇用す る可能性を増す 。調

達計醇 卿 微 酬 ぎ 鞠 〔 営ま猟 岬 己分も含めて・憤

∴遮三廻1[
お こ

・ 高度 ミ・シ・ン鵬 力量 主として・可育巨嘩 目標・綱 ・び/

献 はミ㌣ ・ぷ 嘩 討や 磁=ご酬 ら㌣〉・費 ンがそれによって

灘輸+技 餓 轡 纏簸 …纏 紳 で雪 働

詩 宮 號y螢 ㌻ 。 パ ㍗"・ ・、sr駕 。"
え癩 一 ブ鰐 グ摩 蹴 礎霊 己㍉ 籠

bPPPは そ の 点 か ら ・ 全i杯 プ ロ ジ ェ ク トの 基 礎i(技 術 釣 、薯1資源 、 タ

.,,tr… …^… …'… ∵ご'… … ご…"-㌻1山"…lllζ1二 嚢

鱗 ミ鎌 璽'灘 瀬 鷲)1窪 劉 麟 ≧き璽 ミッシヨ
o

《瀧 繊 蕪 巖 瀞 ≧A疑 来NASA ・Dd'7

ハ ウス努 力である・フー一覧A『 る契約者参興(・ ンー ・ス)

醐 に必警ぎ 援鞭 頸 遼 寧 畔 二軸 の出力が・以後の

Pl劉 鷲 欝 欝 ξ響 なる.

vに 一.
・c…ニ ーニ ス… 遺

一381二
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28PPP:と 支 援研 究 お よ び 技術(SRT)の'間 の 関係

a"P1'PPの 主 要 目標 は 、'SRT努 力 か らの最 新 の進歩'を利 用'じ、'また

逆 に 、 この努 力 に方 向 を与 え る ご淫で あ る 。特 に、

(1)SRT努 力 か'ら派 生 す る技 術 ぱ、 機 関 が フェー ズA実 施 の た め に

新 しい航 空 宇 宙 目標 を考 え る`eと を可 能 に す 宕技術 的 基礎 め実 質 的

部 分を 提供 ず るこ

(2)フ 三 二ズAぱ ミ「}Ji究され て い る ミッシ ョンに関 した分野 で の補 足

的'SRT要 求 条件 の識 別 を含 む だ ろ う。

(3)ppp努 力 が フ ェー ズBお よ噛びCに 移動 す る に したが:って 、・ミ ッ

シ ョン ・ハ ー ドウェ アお よび オ ペ レー シ ョンの 定義 は 一層 よ く知 ら

れ る よ うに な り、 フ ェー ズDが 技 術 の 現 状 の 中で 引 き受 け られ得 る

こ とを保 証 す るた め にSRT要 求 条 件 は一 層特 殊的 に な り、時 間 的

に むず か し くな る。

bpppとSRTプ ログ ラムの間 の最 も密接 な関 係 を維 持 す る こ とが

機 関 の政 策 で あ る 。 フェ ー ズD活 動 は 技 術 の現 状 内 で行 わ れ る よ うに

予定 され る。 これ を保 証 す るた め に 、前 に も注 意 した よ うに 、各 フェ

ー ズは提 案 され た プ ロジ ェ ク トを支 持 す るの に必要 な関連 したSRT

活 動 を識 別 し定 義 に役立 つ だ う う.そ して活 動 の た め の計 画 を提示 す

るだ ろ う.

cフ ェ ー ズA、Bお よびCで 識 別 され たSRT課 題 は 、 フェ ー ズD活

動 の成功 に とって重要 な ものである。 したが って 、プ ロジェク ト・マネ ジャ

は ・SRT課 題 が 時 宜 をえ て引 き受 け られ る ことを保 証 す るの に必

要 なす べ て の行 動 を取 るこ とが きわ め て大 切 で あ る。高 度 研 究 お よび

技 術 局 お よび 宇 宙科 学 お よび応 用 局 に対 して 、特 殊 な工学 的 お よび科

一38 .7-#'



学 的訓 練 と付 点 顯 ⑪ 恒 行 郷i塾 頭 鯨 蝋 責任 汐汲 た認1

め られ なけ れば な、{≒なめ 。したが って>iプ ロジ ェク1ト1・・1マネ1ジ声は ・適 当

な組 織 に対 す るそ 勾SRT要 求 条件 を識別 し、 か つ また この 要求 条 件

が 満足 され るこ とを 自署 に保 証 す る義 務 が あ るだ ろ う。 も、し適 当 な ら

,ぱ 、、彼.¢1計画 を関係 した部 課 と、調 整 し左 上 で、彼 は 、彼 の プ ロジ ェ ク

トの一部 として特定の直接的支 援SRT活 動 に資金 を与 える計 画をす

・誘 」ζ とがで きる。 も しSR'i)活 動 に よつ て愚 技 術9現 状 が 彼 の7'ロ ジ

ェ ク トを支 え るだ けの確 信 が 得 られ なけ りぱ 、彼 は ㌧そ ¢li技術 的接 近

と計 画 をそ れ に応 じて変 え るべ きで あ る。 、 い ,、 、、

9

・'

・,U

1、 ジ
∴ .」1
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一,メ3章 一 フギ ズA… 予備的獅

3.1目 的

・エーズAは ・離 ミ・シ ・ン研究努力やそ○ 他 のξξ ろ頸 討 担

た唱 有望旙 聡 の中から・雌 呵AS胡 罷 滅 す障 めのさ

らに進 ん だ精 密 化 の価 値 が あ る と考 え られ る プ ロジ ェ ク ト接 近法 を識 別

す る こ とで あ る。 さ らに、追 従 プ ・ジ ェク ト活 動 の た め の勧 告 に対 す る

行 為 の た めの基 礎 を運営 側 に提 供 す る ことで ある 。

'

5.27エ ー ズAプ ロジ ェ ク ト計 画 の準 備 と承認.

戸 一 般 ・ 、、㌧ ・_∵ 、 、・ 、`.

_特 卸7エrrズAカ ジ エ ク トを 言置述 し・ そ れ が ギ の よ,即 し て 達

成 さ れ るか を述 べ る計 画は 、 フェー ズA活 動 を続 け る こ との承 認 に対

す る前提 条 件 であ る。 この計 画 の準備 は(イ ンハ ウス)機 能 で あ って 、

高度 ミッシ ョ7研 究 また はSRT活 動 にお い て開発 さ れ た もの を含 む

す べ て の種 可 能 デ ブ を 用 い る?

b責 任
..・ ミ..・ ・パ ー

以後の牢 ・ニ ズの間の 戸 ジ・川 を諭 す るプログ ラム局 樋

常 ・フ ・でA7聾 ・エク トを開姫 たは後援 し・計画が準備 され る

こと に対 す る責 任 を も2。 しか し他 の プ ログ ラ ム局 も フ ェー ズAプ ロ

ジ ェ ク トの開始 ま たは 後 援 か ら除 かれ ない 、そ して こ の よ うな場 合 に

勒 纂 ・そ典 計 画の繍 の坤 の責任 を もっだ溺 ・一ζρ後者の

場合 には、計 画の情報 コ ピーが 、後の諸 フェーズを認知 す るプログ ラ

銅 嘩 計 ねば妨 ない・異常楊 舗 除いては・計画嚇 備は・

-389T



1:'`h}"『:t"・ ・t・ ・ ノ1、

プ ロ ジ ェ ク ト運 営 に 選 ば れ た フ ィ ー ド ・セ ン タ に 封 じ て 指 定 さ れ る

だ ろ う 。 そ し て こ こ で 、 準 備 の 作 業 は 通 常 の フ ィ ー ル ド ・ セ ン タ/

・'三1}' .Eプ ロ グ ラ ム 局 運 営 の 関 係 に 従 わ さ れ る だ ろ う
。

c計 画 の 構 造 と 内 容

計 画 はiプ 壱 ジiク トの性 質 、大 きさお よび複 雑 さに よ っそ変 死 ず る

が 、 次 の一 般 的 内容 を もっ てい る もの と き7↓る 。'1

(1)ブuジ ェク1目 標 終 局 プ ロジ ェ クFの 目標 ば 、㌧それ が支 持 干 る

基本NASAブ ・グラムに対す ると同様 に総 合 的機関'自酌 庭対する

そ の 科 学 的 、 技 術 的 ま た は オ ペ レ ー シ ョ ン 的 寄 与 に よ っ て 述 べ ら れ

・`・;;・・r、 、・1ミ'ゴ マゾ ・'∫ 、～ね ば な ら な い
。

(2)記 述 活 動 の 範 囲 は 、 検 討 され る べ き プ ロ ジ ェク ト、 接 近 法 の リス ト、

以 前の関連研究および開発 すべき情報の情 性 を含あて、概説 されねばな らなし～

(3)・'作業 計 画'" この計 画 は、 スケ ジ ュー ル 、資 金 レベ ル お よび予 期 さ

1、1"、

れ る契 約 の 型 と共 にN'研 究 契 約(必 要 な らば)を 支持 す るため の作

業 ス テ ー トメジ トの概 説 を含 まね ば な ら なし(。 イ ンハ ウス活 動 の た

め の 計 画 は ・ 補 足 的SRT課 業 、 関 連 し た セ ン タ 、 課 業 ス ケ ジ ュ

ー ル お よ び 入 力 レ ベ ル を カ バ ー す る も の と す る 。 さ ら に
、 フ ェ ー ズ

'・t.Aプ ロジ2グ トに関 す る続 行SRT課 業 が 識 別 さhね ば な らない
。

また 、 フ ェー ズBに 対 して予 想 され る契 約 努 力 を識別 す るた め に 、

可 能 な フェ ー ズB調 達 の分 析 が なけ れ ば な ら な1い。

④ ス ケ ジ!,・2,V%・ よび資源 要 求 全 体 的 フェ ー ズAプ ロジ ェク トに

対 して、 ス4ジ ュー ル 、資 源 要 求 、資 金 レ ベ ルお よび資金 源 が 与 え

られ る。

(5)運 営7・ 一二 註 説 治 ・グ トに対 す る本 音隠 よび フィ_,。 ド

一390一 二

■
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'

セ ン タ運 営 構造 が 、主要要 員 の識 別 と共 に フ"r.・一 ズAプ ロ ジ ェク ト

・グル ー プお よび報 告 お よび検 閲 計 画 を含 め てぶ概 説 ざれね ば な ら

ない 。

d検catoよ び承認 過 程:㍉ …一 …7・ 六 ♪>7・・一't"'""'己 ・ε

(1)計 画 さ れた フ ェ ー ズAプ ログ ラム(イ ン ハ ウスお よび契 約)の 年

度提 示 が 、局長 また は そ の代表 者 に対 して なされ る↓'ラ ェー ズAプ

ログ ラ ム(イ ンハ ウス お よび契 約)に おけ る追 加 また は年 度 検 閲 と

の変 化 は:局 長 に 対 す る角 度 プ ログラ ム検 閲 の 中 に議事 項 目ど して

含 め られ る 。 トこ㌔

② プ ログ ラ ム局 に よる全 体 フ ェー ズAプ ログ ラ ム(イ ンハ ウス お よ

び契 約努 力)に 対 す る総 括 的 プ ロジ ェク ト承認 文 書(PAD)は 、

局長 また はそ の代 表者 に よって承認 され 、特 定 フェ ー ズAプ ・ジ ェ
」,,

ク トは 、情 報 と して、総 括 的PADぺ の付 属書 に よって識 別 ざ れ る。

全 く汐 ンハ ウスで あ る特 定 フ ェー ズAプ ロジ ェク トの承 認 は 、 プ ロ

グ ラム∨協 会 お よび/ま た は フ ィー ル ド施 設部 長 に よって合 意 され

た よ うに 、 これ らの人 々にか か ってい る。 支 援契 約 者 努 力 の調 達 の

承認 は 、 フェー ズAプ ・ジ ェ ク ト計 画 に基 づ い て 、後 援 プ ロ グ ラム

部 長 ま たは 関係 す る資金 レベ ル のた め に必 要 な らば 局長 が ら得 られ

・'る。 すべ で ⑳承 認 され た フ・エ一一ズAブ ・ジ ェ ク ト計 画 の情 報 コ ピー

は 、 すべ ての ブ ・グ ラ ム部 お よび機能 部 局 に配 分 き れ る。

(3)図.3-1"フ ェーズAの ための主要手 続 き"は 、 検 閲 、1承認 お よ

び以後 の活動が行 なわれる順 序 を概 説 す る。 プ ・グ ラム、'協会 ご よび

フ ィ=ル ポ 施 設部 長 ∂検 閲 お よび承言搬 能峻 略 され ぞ払が これ

らの件 は僧院 の部 長 の操作 管 轄 権 の 中 ↓とあ る。』筒 已 理 由で1部 長 と
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オ

プ 占 ジエ ク ト ・〔 ネジ ャの間 に〒は 中 間 レベ ル の検 閲 お よび/ま たは

承 認 は示'され そ㊤ ない。

3.5フ ェー ズAプ ロジ ェ ク トの 遂 行

aL般 ・"}

フ ェー ズA作 業 は通 常 フィ畠ニ ル ド ・セ シタに おけ る イ ンハ ウスの も

の'で あ る 。契 約者 努 力 は 、あ る とす オLぱ、 イ ンハ ウスの 活動 を支 持 す

・/Lる'もの のみ で あ るぎ 契 約 は選 ばれ た 良 く定義 され た プ ロジ ェク ト部 分

を カバ ーす べ きで あ る 。契約 者 は フ ェー ズB、Ctoよ びD努 力 が で き

1・tる必要 は ない
。

b'研 究 努 力 …1・,.t:

'活 動 が 全 くイ ジハ ウスの もので ある か イ ンハ ウス と支 援契 約 者作 業

㍑の結 合 で あ るか関 係 な く、努 力 の 目的 と一般 的 内 容 は同 じで あ る。以生;

下 は ご研 究 され てい る各概 念 に対 して通 常 カバ ー され ね ば な らない 要

∵'素を説 明 して い る(チ ェ ック リス .トでは ない).

… 詳 細 な プ ロジ ェ ク ト目標 の展 開

… プロジ 三ク ト目標 達 成 の可 能 性 の評 価

・'・研 究 、高度 技 術 お よび他 の プ ロジ ェ ク ト支 援要 求 条件 の識 別

一粗 い ハ ー ドウェア要 求 条件 亡製 造 、 テ ス ト、兵 姑 支 援、 オ ペ レー シ

ョンな どを含 ん だ フ1餅ジ浅 ダパ 実施 の計 画t"

… 実 施 の泥 め の粗 ぴ縁 デジ 註 』〉レ⑳ 決定

づt:一 粗 底資 源要 求 条 件(資 金 ぶ大 力 お よび 施設)の 推 定',i,こ

… 好 都合 鎖 よび不 都 合 な技術 的 、資源 お よび政 策 因 子 の識別 ＼

,.・.):追従 活勧 め勧 告 の基 礎 を与 え る∵ド肪 ニ ド,・オ フ分 析

_3馳L

や



ρ

… 結行 ま た は提 案 プ ロジ 三ク トとの イ・ン ター フ ェー ス また は応 用

、 巨 運 営 ・ 『・"・'・L"

フ ェ ー ズAプ ロ ジ ェ ク トは 、 こ の 目 的 の た め に 設 け ら れ た プ ロ ジ.r

ク ト ・グ ル ー プ を 用 い て フ ェ ー ズAの 準 備 の た め の 責 任 を 有 し た プ ロ

グ ラ ム 局 の 総 合 的 指 揮 の 下 に あ る.㌻

d契 約 監 視

契 約 者 努 力 の技術 指 導 お よび監 視 ば?デ ー タfoよ び 結論 ¢1完塗 な理

ソ
解 が なさ れ る よ う粉 に繍 され深 くな肋 ば ば 翻.と の ・ とは 、

効 果的 な契 約 者 努 力 を保 証 しま だご契 約 者 レポ ー ドあ分 析 註 ‡び最 終

的 イ ン ハ ウス分 析 レ ポー トの形 成 を促進 す る の に役 立 つ だ ろ う。

e分 析 レ ポー ト'

(1)イ ンハ ウス分析 レ ポー トは 、追 従活 動 に対 す る決 定 が ぞ亮 に基 づ

'1ξ '
い で い る と ころの文 書 で あ る。'それ は.そ の努 力か ら派 生 す る結 論

お よび勧 告(技 術 的 、造 営 、資 源 、'ス ケジ ュ ール、 お よび政 策)を

'支 持
す る形 ぞ分 析 努 力 の結 果 を提 示 しなけ れ ば な らない 。結論 は勧

告 のた め の論 理 的 基礎 を形 成 す べ きで あ る。一 顧 に レ ポ ー トほ沃 の

リス トで説 萌 され る タィ ブのデ ー タを含 む もの と期 待 され る。

_ブ 。ジ 。ク 門 標 が ど磁 うに機 関 詫 び プ 。グ ラ'鋤 目標 蕗 与

す る か 。 博 魯'

1… 調 べ られゐ 各 接 近 法 に関 す る完 全 な情報

・∵ ・・ 主 ズB補 い るギ備 醜 様1:'

・㌧・・ 代 替 お よび トレー・ドォ フの包括 的 比 較 分析(プ ・ジ ェク ドに対 す

る完 成 ま㌧ぞゐ資 源否'よ;び:スヶジ ュご ん推定 を含 む戊 。

… 必 要 とされ る フ ェー ズB研 究契 約 の識別
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∴ ・機 関 か グ ラム規 び資 源 へ の影 響 ↓⇔ いて の文

… プ ロジ ェク トに対 して決 定 的 とな る研 究 お よび技 術課 題 を実 施 す る

た め の計 画 の識 別,

…結 行 お よび提 案 ブ ・ジ ェ ク トと の関 係
ジ

…結論
●

…勧告

,,¢1、鞘 は次 の ・テ ゴ リ の う ち のr-'・"つ媒 熟 ば 憩 ない ・プ ・ジ

.で ク トの難 詰 は聾 塑 ・ さ らに進 ん だ甦 の開 始 ・ ・ エー ズBの

原 始 ・ぷ 蝉 す べ て揃 斑 蝶 が達 膝,れ た ときは ・ 一一 ズc≡

巫 の 開疫 ÷ ・ … 、㌧..・ 一一

(3)終 結 ま たは延 期 の勧 告 の場 合 には 、 必要 な行動k・.Sび そ の含 意 を

,.注 記 す るρさ ら曄 ん だ研 究 陽 合 に は(離 ミ ・シ ・ンま 雄 ・

.エー るA),適 当 な計 画 が含 め られ る 。 フ⇒一 ズqま た は1〕へ飛 ぶ勧

告 は・・前提 作 業 が完 成 され た、こ、:と、奪示 す ご どに よつ、て完 全 に支持 さ

巴 ねば 草 な い・難 鱗 に噸 当 帰 画 が,伴 勧 ね ば 妨 ない・

,,,・14.)㌘・rズB活 誕 開 始 す る雛 暢 創 ・.は・ ・,エー〆 取 対 す る

計画 が節4r2aに お よびbに 従 っ て準 備 され ね ば な らな い 。、

・懸 研究繰 は醜 敵 す㌘ ・グラ⇔ ・び ・・一 レド・・セン・部

長 にば らまか れ る。 こ れ ら要 素 か らの重要 な批 評 は レ ポー トに添 付

され ・容 易 に 参照 で きる よ うに レ ポー トの適切 な個 所 に明瞭 に記 入

され る。 た とえ ば ・SRT要 求 条 件 のす べ ての文書は、認知 してい る

訓 縦 た雌 術 グ.～・一 プの批 評 を含 ま ね嘩 らない ・ また オペ レー

シ ョン要 求条 件 のすべ ての文 書は・支 持 を供 与 す るグ ル ー プの批 評 を

含 むべ きで あ る 。

一39
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5.4調 達

調達 の考 察 は付録Aで カバ ー され る。
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図5-1フ ェ ー ズAの 所 要 手 続 き
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第4章 フ ェ ー ズB… …… 定 義

1・パ 『・.〆、

4.1目 的

フ ェーr・ズBの 目的 は ・ フェ.一ズAで 選 ば れた各 々の 交互 総合 プ ロジ ェ

ク ト接 近 法 に つい て 、有 望 プ ロジ ェ ク トの ため に単 一 の接 近法 を勧 告 す

る こ とが で きる よ う、旦十 分 な情 報 を得 る こ とで あ'る。 さ らにま た 、運 営

側 に対 して追 従 ブ ・ジェ ク ト活 動 の た め の勧告 への 行動 の基礎 を提 供 す

る こ とで あ る。

4・2フ エ「 ズBプ ロ準 ク ト計 画の 準 備 と承 認 、、

a責 任

フェーズB・C組 びDの 間の プロジー㌍ てついて興 趣 担

プログラ三局 は 、計 画の準備 のための責任 を有し、計画の準備 を援助

し・局長蛯 はその代表者 か らの プロジェク ト翠 要請噸 達す る口

頭報 告 の援 助 をす るた め に ト フィ ール ド ・セ ン タ ↓プ ロ ジ ェ ク ト ・

グル ー プを設 け る 。 この責 任 は また 、計 画 の展 開 の間 に おげ る適 当 な

内部的お よび外部的機構 との調 整を含む。解決 され ない相違 ρ場合に

は 、 これ らは計 画 が承 認 を受 け るた め に提 示 され る と きに識別 され ね

ぱ 味 い・計画の端 唄 イジ'ピ 努力になる・柳 鷲
.る専門

.難 補 するフ仁 ル ド'㌣ タパ び本部要員 のサービ桓 行政

.的帰 属と係 り㌣ 利警 れ.る.・ブゴ エク ト承認嬬 力1捌 されると

きに は書 か れ た計 画 の コ ピー が添 え られ る。

b計 画の構 造 と内容

計画 は 、 プ ロジ ニ ク トの性 格 、規 模 お よび複 雑 さに よって変 るが 、
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次 の一 般 的 内蓉 をζもつべ きで み る'6ゴ 鎗L

(1)プ ロジ ェク ト目的 終 局 プ ロジ ェク トの 目的 は 、科 学 的 、技 術的

また は 操 作的 寄 与 の形 で与 え られ ね ば な らな い。 そ してそれ が支持Ll・

'す る プ
ログラ ムの 目的 ＼ ズ ゲツ ユー ルお よび 資源 と関 連 づけ られ ね

ば な らない ○-s

② 研 究 記 述 フ ェー ズBフ'ゴ ジ ェゾ ト努 力の 範 囲 は 、研 究 す べ き交
交 、

互 技 術 接 近法 の記 述 、考 えぢれ て い る技 術 的純 化 のん ペ ル 、 スケ ジ

ュー ル お よび提 案 され る費 用 推定 の純 化 、運営 構 造 が定 義 され る詳

しさ 、 な され るべ き トレー ドオ フ分 析 の性 質 、 プ ・グ ラム/プ ・ジ

ェク ト関係の評価、検討すぺぞ 舞蔀 酎孫 とい っだ:主要要素'をカバー三 ㌧

して概 説 されね ば な らな い。'

(3)'調 達 フ ェー ズBに 対 して提 案 き遍拓調 達 の計 画・(付録Aを 参 照)

お よび プ≡ 一 ズCに 対 して予 想 され 為調 達 の陳 述 が要 求 され る。

(4)作 業 計 画9作 業 計 画 は 、 ス ケジ=一 ルi資 金 レベ ルが よび契約 努

力 の 内容 を もつ た研 究 契約 のた め の作 業 陳 述 の概 略 を含 む べ きで 、

イ ンハ ウス努 力 の計 画 も1入る 。 これ は 、 オペ レー シ 』ヨン支 持要 請 の

'い 識 別
、追 加 的研 究 おま び 高度技 術 課 題 、関 係 した フィLル ド ・セ ン

㍉ ダ:∵ ス ケ ジ ュ ー ル ・治 よび入 力 ジベ ル を含 むべ きで あ る;さ らに
、

〃川 提 案 プ云
ジェク ドにピ って重要 な既 存 のSマRT課 題 を識別 す べ き・で あ

・る・ また 、 ・苦 受cの 実 施 働 告 され承 認 され た ど き'に優 先 され

」1る 接 近 法 治 よび契 約 の数 を確 立 す るた あ に
、可 能 な フ三ご ズC調 達

が検 討 さ れね ば な ら なぴ ↓ ∵'ヤ 「1'"]t/:

(5)ス ケジ==一一ル お よび資 源 資金 源 お よび全 休 プ≡ 乏 三ク トに対 す る

概 要 ス ケ ジ ュ ー ルお よび粗 ㌦資 源 要求 条 件 を含 め ぞ 、詳 ご払 ス ケ ジ ュ

ー4⑨0→ ÷

、



■

,

一ル お よび資 源情 報 が フぷ 一 ズBに 対 して識別 され ね ば な らな い 。

⑥ 運 営 フェー ズB努 力 のた め の運 営構 造 は 、主要要員 の識別 お よび

運営 、報 告 お よび検 閲 の ため の手 は ず と共 に フェ ー ズBプ ロジ ェク ・

ト・グル ー プの必 要 な拡 大 を含 め て 、概 説 され ねば な らな い。 フェ

ー ズCが 本質 的 に フ ェー ズBと 隣 接 して始 め られ る こ とが確 か ら し

い と思 わ れ る と きは 、 フ=一 ズCお よびDを 取 扱 うよ うに拡張 で き

'! .,㍑

る プ ・ジ ェク ト ・グル ー プの形 成 を考 慮 すべ きで あ る。

c検 閲 お よび承認 過程

図 ・4-1。 フ ェー ズBの ための主要手順"は 、検 閲 お よび承 認 活動

が 達 成 され るべ き順 序 を概 説 して い る。図 には 、努 力 と共 に進 行 す る

ことが必 要 とな る主 要検 閲k・ よび初 期特 定 プ ロジ ェ ク ト承 認(PAD)

が 示 され てい る 。局 長 また は そ の代 表 者 に よって署 名 され た別 個 のP

ADが 各 フ ェー ズBプ ロジ ェ ク トに対 して出 され るだ ろ う。提 案 さ れ

た プ ロジ ェ ク トが複 雑 な と きは、 ブ ・ジ ェ ク トの運 営 を促 進 し、検 閲 、

評 価 お よび承認 に対 して適 当 な可 視 性 を提 供 す るため に 、 プ ロジ ェ』ク

トの個 別 的 要素(航 空 機 、打 上 げ機 、 ペイm－ ド、オ ペ レー シ ョン支

持 な ど)に 対 して別 個 のPADを 準 備 す る必要 が あ る足 ろ う。プ ログ

ラ ム、協 会 お よび フィ ー ル ド'セ ン タ部 長 の検 閲 訟 よび承 認 機能 の詳

細 は省略 さ れ た。 これ らは 、個 々の部 長 の操 作 権限 内 の事 柄 で あ る 。

同 じ理 由で 、部長 と プ ロ ジ ェク ト支配 人 の間 あ中間 レベ ルの検 閲 お よ

び/ま たは 承認 は示 され ない 。

4.5フ ェ ー ズBプ ゴ ジ ェ ク トの 遂 行

a－ 般
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㌃7 ,ズ号㌘ 治 ク ト努力の主要部分 は一般 髄 当な フィ→ レド

・セ卑 ・㌍ 約 される・きの契約者努力 の意図は ・ンハ ゥ碕

析 のため の情鋸 殿 票rと だけであるか ら・適願 域 にtoVsて 研

究能力 を興 し繰 績 を選挙 とに重点 をお くべ きで≧る.ま た'

この フェ ー ズ.で喫 輝 勢 は ・・'一ズD契 約 く謝 す る瀞 の一部 と

は は な らな い ことを強 調 す べ きで あ る。 インハ ウス ・フィール ド・セン

タ努 力 は契 約 者 努 力 を補 足 す る こ とで あ る 。開 発 され たす べ て の デー

郷 分析 ・びその酬 の繰 をカバーするバ ÷⑰ 作庭 含むだ

ろ う 。 フ=L-一ーズA努 力 に よ っ て 選 ば れ た す べ て の 接 近 法 は 、 フ ェ ー ズ
s:'

.Aop完 成以 後 に開 発 され た デ ー タ、 また は他 の考 慮 が 、他 の方 向 を示

す もの で なけ れ ば 、研 究 されね ば な らない 。 インハ ウス ・プロジェク ト

・グル ー プは契 約 者 お よび イ ンハ ウス努 力 を監 視調 整 し、全 体 フ ェー

ズB努 力 の結 果 を分 析 し、勧 告 を含 む 最 終 分析 レ ポー トを作 成 す る。
.め

b主 契約者努 力

ω 契縫 に課せ られ る特定研究要求条件 は・提案 プロジーク トの規

模 お よび複 雑 さに よって変 り うる。 これ らの因子 は ま た 、性 格 お よ

び この活 動 を支 持 す るの(ζ必要 な ブ レ ッ ドボ ー デ イ ングの量 を定

め る・ 次 の訓 典 リ・ス ぱ(チ エ ・クVス トで は な い)・
.醐 カバ

ー され る ぼ が繊 され 鰐 素 を示 す:

… 選 ば れ た 択一 的 概 念 の純 化

… 予 備 的 シ ス テ ム ・デ ザ イ ン ・デ ー タ(予 備 的 シス テ ム仕様 を含 む)

'●'製齢 よび テ ス ト施 設 持 び鍋 障 φ醐 評価
_ .、 .

… 操 作 支 援 のた め の要 求 条件 の識別

… シ ス テ ムお よびサ ブシ ステ ム設計 一 余 裕/安 全係 数 目標"

-402－
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…予備的信頼評価 、・要 求条件 お よび計画

…予備的 品質保証要求条件 お よび計 画

…予備的 テス!毒 画:・

…高度研究ε よび技術 、,お よび高度開発要求条件 の識別..

…構成運営 計画 .

…契約者運営:計画 ラ

… デひ タ運営計画

…予備的兵姑計 画

…PERTに よっ て支持 され た 全体 プ ロジ ェ ク ト実 施 の ため の推 定 惑
、

ス ケ、シ1ユー ル.v.

… フチ三 ズCお よびDの ためQ契 約 者調 達 計 画

… 資源 要 請
.(資 金 ・人垣 、施 設)の 推定.二 、、 、,が せ

(2)個 々の接 近 法 の契 約者 研 究 の結 果 は 、 さ らに進 ん だ プ ロジェ2 .

ト実施 の た め の二 層 望 ま しい接近 法 を識別 す る ため に ・ トレー じ㌻

オフ分析 口琴 い られ る。この比較分析活動 は イン ハ ウス責年 てを

つて・可鯵 醐 に和 て・インハ ウ鴨 方 にた よる もので 軽 ㌍

契 約者援助 は履是 またはその代表者 によ尋前進承認 を必要 とす そこ、

次 に契 約者 選 択 が ・彼 の予 備知 識 な しに興 味 の競 合状 態 が発 達 し .、二

ない よ うに な され ね ば な らない(失 味 の競 合 に つい て の議論 、付,、

録へ魂A・ 顯 、口 、見よ)・

③ 各契締 鱒 瞭 ㌍ 酪 鎚 法 よびな勢 が ‥ ぽ プ

分析に三らて9結 論および結果を与えるレ堅て トを提出す蓉S

(4)契 繍 の、ぽ ぺ の特寮 式は・7亡 く聖 責任紗 ぞ:廷 ・

一 ル ド ・セ ン タ に よ っ て 規 定 さ れ る 。研 究 努 力 の た め に 一 定 の
、
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書 式 を用 い る こ とは 、報 告 デ 三 夕の利 用 に役 立 っ だ ろ う。

aイ ン ハ ウス努 力

(1)一 般 イ ン ハ ウス努 力 は プ ロジ ェク トに対 して運 営 責任 を有 す る

ブ ・グ ラ ム局 の総 合 的 指 揮 の下 にお か れ る。 プ ロジ ェ ク ト責 任 は一

般 に 、適 当 な プ ログ ラム部長 に よっ て フ ィー ル ド ・セ ンタに割 り当

て られ る。適 当 な場 合 には 、他 の フ ィー ル ド ・セ ンタの能 力 を利用

す る手 配 をす べ きで あ る。 イ ンハ ウス分 析努 力 は 、 プ ロジ ェ ク トの

ぐ
ト　

特 殊的局面の研究 のための契約 を支援することに よって補充 され る,
・'・i二 川)い ・

(2)契 約 監 視 契 約 書 努 力 の技 術 指導 お よび監 視 は 、 デー タお よび結

論 の完 全 な理 解 が得 られ る よ う、十 分 継続 的 で深 い もの で なけ れ ば

ぐ エ

な らな い 。 この こ とは 、 契 約者 努 力 の指 導 お よび契 約者 レ ポー トの

分 析 お よび最 終 的 イ ンハ ウス分 析 レ ポ ー トの形 成 を 促 進 す るの に助

け とな る。

(3)技 術 的努 力 この活 動 は1一そ れ らが技術 の現 状 の 中 で間 に合 うこ

とを保 証 す る ため に フェー ズBの 活 動 に よって 展 開 され る予 備的 仕

様 の選択 の よ1うな こ と、必 要 に応 じてtt物 模 型 お よび テ ス ト項 目、

治 よ呑調 べ られ てい る接 近 法 の 重要 な セグメ ン トの トレー ドオ フ分 析

を含 む 。

1(
4)t分 析toよ び勧 告

a－ 般 最終 の 主 要 な技 術 的努 力 は 、契 約 者 お よび イ ン ハ ウス作

業 の結 果 の分析 、分 析 レポ ー トの 作 成 お よび勧 告 の展 開.こ の努

`カ
の重 要 さは 強調 しす ぎる こ とは な い。 なぜ な ら、相 つ ぐフ ェー

{』砧 遊
は嘉 の正碇 とレポ叫 の正確さに嚇 するからであ

る 。
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(b)分 析 と検 閲 責任 あ る フm'グ ラ ム局 の指揮 の下 で、 ブィー ル ド

・セ ン タ の利用可 能 資源 を利 用 しな が ら、契 約 者 お よびインハ ウス

の フ ェーズB努 力 の 詳 しい分 析 力演 求 きん る 。'この分 析 努 力 は 、

適 当 す るデ ー タを分析 し、運 営 側 の考 慮 の た め に結 論 お よび勧 告

を展 開 す る インハ ウス'レ ポー トに お いて頂点 に達 す る層。 全体 フ ェ

ーズB研 究努力の結果 は、'ジロジ ェク トを定義付けるたおに分 析

されねぱ ら鯨.次 の 垣 漣 素が含め られて已 ければ なら

ない:利 用可能 オプシ ョン、現在技術の制約内で どゐ)ように して

プ ロジ ェク ト目標 を達 成 す るか 、利用 可能 資 源 、 お よび現 実 的 ス

ケ ジ'ユール』。続 行 してい る承認 さhた7"n"ジ ェ ク トベ⑳ 影響 、そ

して可 能 な範 囲 で 、 関連 した機 関 間 お よび 国 際 間 σ活 動 へ の影 響

に対 して考 慮 が与 え られね ば な らない 。

(c)分 析 レポ・一方ト

(i)イ ンん ウズ分 析 レポ ー トは追 従活 動 に対 す る意 思決 定 が それ

に基 づ い てい る と ころ の文 書 で あ る。それ は 、〆分析 努 力 の結 果

を 、そ の努 力 か ら出 て くる結 論 治 工び勧 告1(技 術 的 、運営 、資

源 、 スケ ジ ュー ル 、調 達 、政策 的 法 ど)を 支 持 す る形 で提 示 し

な けれ ば な らない 。結論 はv論 理 的 に勧 告 の た めの基 礎 を成 さ

ねば な なない 。一 般 に;レ ポー トは 次 の もの を含 ま ねば な らな

い:

≡・研究され'た各接近法についてあ完全な情報 おゴぴ予 備的 仕様 。

… 択一 的 接近 法 お よび研 究 ざ れ た トレニ ドオ ラ につ い ての 包 括

的 比較 分析(プ ロジ ェク トの完 成 まそ ゐ 資源 お よび ス ケ ジ ュ

ー ル推 定 を含 む) 。

-405→



…欄 紅 隈 縮 緬 ・対す るプ ・ジ・ク ・の影麟,:

∴適用可能』ならば プロジェク トに対 じぞ決定的 ξ安治高度技術'

組 び前翻 発 の識別 、その達 蘭 画 も喜 ぶ'♪}

'… 結論 ∴ 后 ジ』ら・・ 桔 『"・ ㌧

一心一:t勧告 一'1・ ・㌧ 鵜 ≡1'i∵L::1't'・r'…r亘

てiD勧 告ぱ 次 の ガデ言 ・iプめ う ちの一 つ に入 らね ば な らない:プ ・

ジ ゾ トの鎚 註 晒 蛎 き翫 進 ん だ 研`究の 開 始 … 一

ズC6開 始 、'ざ芝ぱ・前提 作 業 が 達成 さ れた ときば ラ ェ'一ズDの

開 始 。'ぷい ・ ・寿・'"11一 ㌧ぷ … ・・:一 ・が ・

臼lD終 結 ヨた ぱ延 期 の勧 告 の頃 合 元ぼ ご心 妻 在行 競 治 よびそ の含

意 を注 記 霧1さ 謙 滅 だ研 究 あ場"c,Cは(。 ご苦Bま だ

は 前 レベル の活動)適 当 した計 画 ぶ誉 めち れ る。 二㌧'べ"t

㈹ ・
.+一ーズC活 動 を開 始 す る雛 の場 合 に は・ ・L－ ズC噛

ず る調 告 知,・.21評 ・已 まぴC縦 って械 さ披 もあ ・

σご竺;ll論難 灘 ㌫;だ∴ デ
ヒぬ 三浅 痔され癒 ・ら㌫.そ あ蕊 に、瀦 さ試
':ぎ勧 泌 勘 注

節5'.竈 ・嘩 べぢ蕩 ジ_ズ 注 擁

レポー〉ト已 全疏 る・う商 析レポニト嘉 か痛 ば らだ

い 。

碗 瀬 頭 は'、NおAの 諭 。・。グ,・云・ぎ 詩 シ痛 葺

㍉ξ融 さ途 ・れらの畦 轟 らの議 滋 講 潜 ご碇

添佼 熔 湯喧 照できる、う⇔ ボ』ご〔遠 這 這論 議

に記 入 され る。1(層 ・撫
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4.4調 達

フ=.一 ズBの 契 約 に適 用 され る特 殊 規 定 が付録Aに カ バー さ れ てい る。
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図4-11フ ェ ー ズBの 所 要 手 続 き

本

部

局長 または

その代表者

フ ェ ー ズBPADお よび

506Gを 承 認`

▲

SEB提 示 → 契 約 者 選 定

▲

'

一

機能事務所

▼

検閲および批評・506G適 当情 報

作成 を 記 録

▲1

.

提示 された契約 を

検閲 し承認す る

▲

情 報

4▲ ▲

◆

プ ロ グ ラ ム

部 長

↓
局 長 の た め の 報 告 の 検 閲 ・同 意'プ ロ ジ ェク ト指 針 を 伝 達 し,

作 成,PADに よ っ て 行 動 を 開 始SEBを 確 立 検閲 ・同意 伝

↑

i

▼

達

[

1

後 続 活 動 の
検 閲 ・ 開 始

▲.1 ●

本 フ

イ

部1

ノレ

まr

た セ

ン

は タ

部 長

1
適 当 行 動 を と る 適 当 行 動,プ ロ ジ ェク ト ・

グ ル ー プ の 確 立▲

↓
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第5章 フ ェー ズC… 設 計

5.i目 的

フ ュー ズCプ ロ ジ=ク ト努 力は 、 フ ェー ズB活 動 を通 して選 ばれ た プ

ロジ ェ ク ト接 近 法 を詳 細 に定 義 し、 プ ロジ ェ ク トの ハー ドウエ ア ・フェ

ー ズへ の進行 に 関す る運 営 側 の意 思決 定 を助け る情 報 を展 開 し、そ して

フ=一 ズD契 約 者 が そ れ を通 して選 ば れ る競 争 を提供 す る方 向 に向 け ら

れ る。 この活 動 は 、 また 、次 の こ とに対 す る確 証 を提 供 す る こ とに向け

られ る,,す なわ ち 、技 術 的 接近 法 が 技術 の現状 内 に ある こと、 フ ェー ズ

Dに 対 す る ス ケ ジ ュー ルお よび 資源 推 定 が現実 的 で あ る こ と、 お よび 、

プ ロジ ェク トが 十分 よ く定 義 され てい て 、危険 や他 の要 因 が 許 す か ぎり

高 度 に 刺激 的 な刺激 を もっ て契 約 の交 渉 お よび授 与 が なされ る こ と。

5.2フ ェー ズCプ ロジ ェ ク ト計画 の 準 備 と承 認

a承 認 の要 請

一般 的 規 則 と しては 、 フ=一 一ズC開 始 の承認 は 、 フ ェー ズD、 プ ロ

ジ ェク ト実 施 が 引続 い て行 な われ る こ とがか な り確 実 で ないか ぎり、

要 請 され ない だ ろ う。 フ ェー ズCブ ・ジ ェク ト計 画 の作 成 に対 して大

きな機 関 資 源 を付 託 す るに 先立 って 、運 営 側 は 企 て られ た フェ ー ズC

プ ロジ ェ ク トの適 時 性(予 算 お よび議 会経 過 に関 して)を 探 究 す る こ

とが 必要 で あ る。

b責 任

フェー ズCか らDの 間 に お け る プ ロジ ェク トに対 して責任 を有 す る

プ ログ ラム局 は 、 フ ェー ズCブ ・ジ='ク ト計 画 を作 成 す る責 任 を有 し、
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●

・計 画の 作 成 を援 助 じ、 プ ロジェ ク ト承 認 要 請 に 関連 して 、必 要 に応 じ

て 、局長 ま・たぱ そ の代 表 者 に 口頭 報 告 を提 出 す る こ とを援 助す るた め

に フ ィー ル、ド'セ ン'タ:'プ ロジ ェ ク ト ・グル ー プを 設げ る'。這 の責

任 は ・計 画 の展 開 の間 に 拾け る適 当 な内 部的 訟 よび外 部 的機 構 との調

整 を含 む 。・解 決 され ない相違 の場 合 には 、 これ らは運 営 面 に報告 きれ

ね ば な らな い 。 この調 整 活動 は 、計 画 が承 認 に提 出 され るに先 立 っーて

な され ね ば な ら ない 。計 画 の作 成 は イ ンハウ ス努 力 とな・る。利 用 で・き

る専 門技 能 を有 す る フ ィー ル ド ・セン タ お よ び 本 部 要 員 の サ_ビ ス

は行 政 的 帰 属 と係 りな く利用 され る 。

c計 画 の構 造 と内 容

計 画 の 形 式 は フiー ズBの 形 式 に した が う、 しか し個 々の セ クシ ョ

ンは よ り詳 細 に展 開 さ れ る。 しか し、 フ ェー ズB努 力 を通 して選 ば れ

た プ ・ジ ェ ク ト接 近 法 のみ が取 扱 わ れ 、処理 は プ ロジ ェ ク トの すべ て

の局面 の詳 しい定 義 に導 くとこ ろの深 層的 研 究 か ち 成 る 。特 に 、計 回

は次 の要 素 を含 む べ きで あ る:.・ 一三

(1)プ ロジ ェク ト目標 プ ロジ ェ ク トの 目標 を述 べ ねば な らない 。通

常 、 そ れ らは フ ェー ズB計 百 で 述 べ られ た もの の純 化 となる だ ろ う。

この 目標 の基 本
,NASAプ ログ ラ ム・ ミ ッシ ョン翁 よび 目標 に対 す

る関 係 が与 えbれ る 。他 のNASAに 内的 または 外 的 な ダ ロ～〉三 ク

トま た は プ ロ グ ラ ム と の イ ン タ ー フ ェ ー ス が あ る と き は
、 そ ぬ ら は

述 ぐミや 卓 ね ば なら 奪 い。重 要 な ス ケジ ュー ルお よび 資源 関係 が含 め

b,れ ね ば な らな い?-s桑 、

(2)研 究 の記述 フ ェー ズC活 動ρ 範 囲 は、 次 の如 き主要要 素 を カバ

ーす る よ うに概 説 され ね ば な らない:技 術 的 接 近
、仕 様 お よび計 画

一411'一



、・され た純 化 の レベ ルの 記 述:ハ ー ドウ ェア の設計 に お い て展 開 され

、る詳 しさ レベ ル 、支 援活 動 、人 力 お よ'び費用:運 営 の 拡 大 お よ び

1'・1,X告構造峨 計 画 され た トレー ドオ フ分析:プ ロ グ ラム/ブ ・ジ ェク

..ト関係1(1内 的toよ び外 的)に つ いて な され る評価:な ど。,∵

、(3).'調 達 ξ・フ ェ一一ズCに 対 して提 案 され た調達 計 画 が必 要 で あ る

(付 録A参 照)。 ・ ・1㌦

(4)
,作 業計 画 ・作 業計 鹸 次 の も時 含 む べ きで あ る:両 方 が 適 当で

あれば 、契 約 者 努 力 め2一つ の増 額 に対 す る作 業陳 述 の概 略 一(節5.3

を 参照)実 物 模型 の レベ ル お よ・び 認 め られ た テ ス ト項 目を含 む;資

金 レベ ル お よび契 約 の型;前 進 開 発 訟 よび追 加 的高 度 技 術 課題 の識

別 を食 ん だ イ ン パ ウ ス活 動 のた め の:作業 計 画 の概 略;フ ィール ド'セ

ン タ責任 己 か エび ス ケ ジ ュー'ルと人力 レベ ル。 さ らに、 提 案 され克

プ ロジ ェ.ぞ.,F,、に対 して重要 な既存S・RT課 題 を識別 すべ きで あ る。

付 録Aで もっ .と完 全 に概 説 す るが 、・ズ ・ジ ェ ク ト実 施 に最 もよ く適

した契 約 配 置 を見越 す た め に、提 案 ざれ}だフ ェー ズヒD努 力 の調 達 諸

局 面 を研 究 すべ きで あ る 。`

⑤ ス ケ ジ ュ巨 ル お よび 資 源.フ ェ]ズ ℃ ス ケジ ゴ ー ルに つ い云

誤 び資源要求 御 い ての詳 しい繍 、豪 よ倦 勧 。ジご済 に

対する概 要 レペ・レザLタ を提 出'すべ 設 ある:・滅 ニ ズc{ξ 対す

る資金 源 が識 別 されるb'"

⑥ 運 営構 造r';フ'エ]ズCに 対 して計 薗 され る運営 構 造 、』主 要 要 員 の

識別 を含ん だ プロジ ェク ト・グル ー プの提案 さ れた 拡張1お よび報 告

お よび検 閲 計 直 が概 説 され るだ ろ う。 ㌧ 二:.

一:一:、∴ ぶ ∴9バ・'"
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●

d検 閲 訟 よび承認過程

フ ェー ズCに 関 す る検 閲tsよ び承 認 活動 の順 序 は 図5-1"主 要手 続

rき 一助 エ マズC川(概 説 され てい る。 已の過 程 は フ ェTズBに 対 ず る

もの と本 質的 に 同 じで あ る。・各 々の フェー ズCプ ロジ ェ グkは 別 々の

PADに よ・って カバ ー され る 。.それ が 複雑 な プ ロジ ェク ドの場 合 に は 、

プ ロジ ェク トの違 営 を容 易 に しま た検 閲 、 評 価 治 よび承認 の だ め の

遮 切 な見 通 しθ)良さ を与 え るた め に 、 プ ロジ 土ノ トの個 別要 素 を別 々

のPADで かバ ーす る必 要 が あ るか も しれ ない 。 プ ログ 〉ム・V協 会 お

よび フィー ル ド ・セ ン タ部 長 の 間 の 検閲 お よび承 認過程 の詳 細 は 取 扱

われ てい ない 。 これ ら,の関係 は図 係 した個 々の部 長 の責任 とな る。

●

5.5フ ェー ズCプ ロ ジェ ク 十の 遂 行

、a－ 般,

フェー ズC活 動 の 主要 部 分 は契 約者 に よって行 なわれ る もので あ る 。

イ ンハ ウス努 力 は 主契 約 者 活動 を補 足 す る もの で あ りぐ提 案 され た プ

ロジ ェク トの特 殊 局 面 で契 約者 を皮 持 す る・こ とを含む こ とが で きる
。

イ ンハ ウス努 力 は次 の こ とに向ぶけ}られ掩 。1すなわ ち 、契 約 者 デ ー一夕 を

確 認 し、 す べ子 の元:一 夕を一群 の最 終 設計 仕様 に統合 す る こ と 、支持

要 求 お よび ブ ・ジ ェ ク ト実 施計 画 、 そ して い デ ー タの分析 お よび追 従

行 動 に対 す る勧 告 を伴 っ た研 究結 果 の概 要作 成 。適 当 の と きは 、各主

琴 豹 者 は1い柔 の主 レポー トお よび提 案 パ ッヶ「 ジの提 出 と追 従 努力'に

'関 す る機 関行 動 の間 の期 間 に対 す る作 業 計 回 を展 開 す る だろ うパ 付 録

,Aを 見 よ1)..gブ ・ジ ェ ク!・ グル ーズ は躯 .時宜 を得 た分析 レ ポー トお

よび 一連 の勧 告 を作 成 するために・契 約 者 歎 力の検 閲 と分 析 を可成 りの

一413-一 、
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レベ ルに保 た ね ば な らない 。

,b主 契 約 者努 力,'

(1)研 究 活動
.作 業 の範囲 お よび 目的 は 各室 契 約 者 に つ いて 同 じで あ

る。必 要 な特 定 情 報 は 、 プ ・ジ ェク ト自体 、 お よび ス ケジ・ゴ ー ルお

よび運 営 因 子 に依 存 す る 。以下 に 、主契 約 者 に よって発 生 ぎ碗 る…べ

き種 類 の情 報 の代 表的 リス ト 〈チ ェ ック リス トで は ない)を 示 す:

・∴全 体 シ ステ ムの詳 しい記 述

…合 致性 を確保 し、 イ ン ター フ ェー ス要求 条 件 、冗長 度 を確立 す る

た め に 、総合 シ ステ ムの工学 分 析 、 な ど。

… 重要 な最 終項 目、ハ ー ドウェア 、 デ ー タ、 施設 お よび サ ー ビスの

識別

… 予 備 的 工 学 設 計 、選 ば れ た長 リー ド ・バ ー ドウ ェア の原 型 を含 む

…支 援 シ ス テ ムの予 備 的工 学 設計 、 お・よび テス トお よび評 価 の施 設 、

・輸送 、 チ ェ ックア ウ ト、 オ ペ レー シ ョン な どの識 別

… パ ッ;クア ップ ・サ ブ シ ステ ム展 開 の計 画 お よび識 別

…最 終 契 約 者終 端項 目仕 様 の作 成

… パ ー1ド⑰ エ ア終端項 目仕様 の作 成

… 開発 、運営 、 施設 、 人 力ーペ製造 、 テ ス ト、 調達 、配 置 運 営 、』兵 姑 、

信 頼 性 分 析 お よび テス'ト、品 質保 証 な'どの 計面

② 第1レ ポ ー トぶ よび 提案`'-:"tぶ

(a)レ ポー ト.各 生 契 約者 は、 そ の調 査 研 究 治 よび関係 した結 果 を

カバ ー・す る第1レ ポ ー トを提 出す る。 これ はこ フェ ーヌD従 対 す

る彼 の 勧轡 と提 案 が 基礎 づけ られ る包 括 的 分析 レポ ー ト(比 較分

析)で あるも ぞ ☆は 次 め もの を 含 む べ きで あ る:

-414ム;・ 一
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●

… 負の 結果 を 含 め たい研 究努力 に対 す る完 全 情報

… 考 え られ る トレー ドオ フの包 括的比 較 分析

… シ ス テ ムお よび サ ブ シス テム仕 様 に つい て の 強い勧 告 ・

… 予 備 的 テ ス ト計 画'

… 予 備 的 オ ペ レー シ ョンお よび支 援 計 画

… バ ッ クア ッ プお よび交 互 サ ブ システ ム開発 の計 画

… 設 備 リス ト ー ・

(b)提 案.各 契 約 者 は 、そ の第1・ レ ポー トの一 部 と して 、 フ=_ズ

Dを 実施 す る ため の提案 を提 出 す る 。基 礎 的 技 術計 画 お よびそ の

直接 的 支 持 に加 え て 、 これは次 の もの を含 む だ ろ う:

…兵 鈷 、 信頼 性 、 品質 、 施設 、ゲ 一 夕運営 、契 約者 入 力 、 お よび

他 の適 当 した計 画

、 …PERTに よって 支持 され た スケ ジ ュー ル お よび プ ロジ ェク ト

目標 、 また は計 画 お よびス ケ ジュー リン'グの 分析 の ため の他 の

適 当 な運 営計 画,、:

一年 ご とお よび流 出 費用投 影

…契 約 者 運営 構 造 ・ 、, .、㌦ 一

… 監 視 拾 よび コン トロール の た めの計 画 、

… 報 告 の構 造(技 術 的 、 スケ ジ ュー ル 、資源)。

…勧 告 さ れ た刺 激 構 造 を含 めた 、詳 しい 費用提 案

③ 補 足 レ ポー ト.適 当 な らば 、 アェー ズCにtoけ る主 契 約者 は2つ

の増額 の 仕事 を もつ だ ろ う。第1の ものは今 述 べ た もので あ る。第

2の 増 額 は 、 プ ロジェ ク トに とって は重 要 で あ るが 、 フェー ズDを

引 き受 け る決 定 に とって は決 定 的 とは な らな い補 足 的研 究 を含 む 。
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この働 は・主契約都 三る黙 ヒ紅 トの「emと フ主一ズc鋤

の締 の間の期間に和 熟 異娯 る・亡の追 加的研究鋤 の結果

は、補 足 的 レポー トに よっ て カバ ー され るべ ぎで あるbt't

cイ ン ハ ウス努 カ

イ ンハ ウ スの フェ ー ズC努 力は 、補 足的 契 約 、契 約監 視:s技 術 活 動 、

お よび分析 レポ ー トの作 成 とい う点 で フェニ ズBの そ れ に並 行 す る。

インハウス活動 は、 プ ロジェク ト ・マネジャに よる高 度 開発 努 力 の開 始 、

フ ェー ズDに 対 す る作 業 訪 明 の開 発 、お よび契 約者 に対 す る適切 な フ

.エ・一 ズC技 術 情 報 の用 意 を含 む。 運営考慮 に対す る分析 レポー トは次の

ものを含 む べ きで あ る:

… なされ た研 究 につ い て の完 全 な情 報 ∵

…研 究 結=果お よび契 約 者勧 告 の包括 的 比較

… プ ロジ ェク トが 、 あ らゆ る点 で 、 フ=.一 ズDを 開始 す るあ に必 要 な

定 義付 けの 状態 に達 した か ど うか を カバ ーす る結 論 。`

… 追 従 プ ロ グ ラムに対 す る勧 告 一 技 術的 、資 源 、運 営 お よび調 達 。

勧 告 が継 続研 究 また は プ ロジ ェ グ ト終 止 の もの で あれ ば、て の判 定

に対 す る理論 的 根 拠 が与 え られ る。

… 適用 で きる ときは 、 高度 技 術 お よび前進 開 発 の終 止 ま たは さ らに実

施 す る こ との計 画

… 機 関お よび産 業 の 資源(入 力 、 施設)に 対 す る勧 告 の影 響

『∴・NASAk・ よび他 の械 闘 の関連 プ ログ ラ云に対 す る プ ロジ ェク トの

影響

一 プ ・ジェ ク トに対 す る適 切 な計 画 、'計画 の性 格 は レポ ー トか フェ ー

ズDの 開始 、進 ん だ研 究 また ぽ終 止 を勧 告 す ぶが に依 存 す る。
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フェ ー ズA鉛 よびBの 場 合 の よ うに、研 究結 果 はNASAの 認知 プ

ログ ラ ムお よび フ ィー ル ド ・セ ン タ部長 に配 布 され る。 これ ら要 素 か

らの 重 要 な批 評 が レポ ー トに添 付 され 、容 易 に 参照 で きる よ うに該 当

部 分 に記入 され ね ば な らな い。 責任 あ る プ ・グ ラム局 に よっ て概 要 レ

ポー トが総 運営 の ため に作 成 され る。一 般 に 口頭 レポー トが提示 され

る だ ろ う。

5.4調 達

特 殊 な諭達諸局面 は付録Aに 述べ られ る。

D
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図5-1 フ ェ ー ズCの 所 要 手 続 き

本

部

本

部
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フ
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ル

ド
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セ

ン

タ

契

約

者.

局長 または

その代表者

機能事務所

プ ロ グ ラ ム

部 長

部 長

プ ロ ジェク ト

マ ネ シ や

提 案 評 価

委 員 会

調達事務所

フ ェ ー ズCPADお ・よ び

506Gを 承 認
SEB提 示 → 契約者 を選 ぶ

検 閲 お よび 批 評

506G作 成 さ る
適当情報を記録

局 長 の た め の 報 告 を 検 閲 、

同意 、 作 成 す る。PADに

よっ て 行 動 を 開 始 す る。

▼.

プ ロ グ ラ ム 指 針 を伝 達 し、

提 案 評 価 委 員 会 を確 立 す る 。

検閲、同意 す る 検閲二 同意 す る,

提 案 さ れ た 契 約 を検 閲 し

承 認 す る。

云.

情 報

適 当行 動 、 プ ロ ジェ ク ト

チ ー ム を確 立 す る。

伝 達

適当行動 をとる

フ ェ ー ズCプ ロ ジ ェ ク トの た

⇔ めに最終 計画案 を作 成す る。

検 閲 、 同意 す る。

プ ロ ジ ェ ク ト活 動 を 開始

'

前交渉姿勢 を展開す る

適当行動

SEB活 動化 さる

一_
伝 達

提案 を評価す る

{フ ロ シ ェ ・ク ト'マ ネ ジ ャ と
"RFPを 作 成

、SEB同 意

を 確 保 し 、RFPを 発 行 す

る 。

追従行動 を検閲 し

開始す る。

　 や
契縦 よび イ。一 ・ス活動の

結果 を検閲分析す る。

分析 レポー トを作成す る。 終 了

→ 追従行動お よび適当計画の → 進ん だ研究 を行 な う

ための勧告 を含 める。 フェ ーズDを 開始

適 当

」ワ

行 動 臥

↓
へDズー工

フレ
L

|

調達計画 を作成す る。
交渉 し、提案契約 を

展 開す る。
契 約 を与 え る,レ ポ ー トを 受 け て 伝 達 す る。

・一 ズ・作業・行軌 」
レ ポ 一一・ト,を 作 成 す る 。
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第6章 フ ェ ー ズD… 開 発/オ ペ レ ー シ ョ ン

6.1目 的 －ttt1

フ ェー ズD努 力 は 、 資源 お よび ス ケ ジ ュール推 定 の中で 、 ま た科 学 的

お よび技 術 的 目標 の低 下 な しに 、 プ ロジ ェク ト実 施 およ び 才 ペ レー シ 言

ンに向 け られ る。努 力 の 中 には 、最終 的 ハ ー ドウェ ア設計 、 開発 、 製 造

テ ス トお よび オ ペ レー シ ョンが 含 ま れ て い る。

6.2フ ェ ー ズD計 画 の準 備 と承 認

a責 任

フェ ー ズBか らCの プ ロ ジェ ク・トに対 じて責 任 を有 した ブ ゴグ ラ ム

局 は 、「フ ∫一 ズD努 力 を行 な うだ ろ ケ。 この局 は フェご ズ ザ プ ロジ ェ

ク ト計 画 を作 成 ず る責 任 を有 し、 フィ …ル ド ・ セ ン タ ・プ ロ ジ ェ ク

ト・グ ルー プを用 い て、計 画 の作 成 を援助 し、必 要 に応 じて 、局長 ま

た は そ の代 表者 か らの プ ロジ ェク ト承認 要 請 に関 連 して 、 口頭報 告 を

提 出す る こ とを援 助 す る 。 こ のオ フ ィ スは また 、承認 要 請 に先 立 っ て

適 当 な内部 的 お よび外 部 的機 構 と計 画 との訓 整 に対 す る責 任 を もつ。

解 決 され な い重 要 な相 違 の場 合 に は 、 これ らの相違 は 計 画が 承 認 の た

め に提 出 され る と きに識 別 され るべ きで あ る。計 画 の作 成 ぱ 、 イ ン ハ

ウ ス努 力 で あ り、適 当 す る フィ ー ル ド ・セン タお よび 本 部 要 員 を行

政 的帰 属 と係 わ りな く利 用 す る。,

b計 画 ¢)構造 と内容 、

計 画 の形 式 は フ ェー ズBお よびCの それ に したが う。 しか し、 フェ_

ズC活 動 に よっ て冠義 された だだ一 つの プロジ ェク トのみ が取 挨 わ れ る
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だ ろ う。計 画 は、 プ ロジ ェク トの完 全 実 施 に必 要 とされ る最 終 設計 ・

開 発 、 製作 、 テ ス ト、 オ ペ レー シ ョンお よび支援 活 動 を深 く定 義 す る

だ ろ う。訓 達 、 ス ケ ジ ュール 、資 源 お よび運 営計 画 が含 めち れる パ計

画 は 次 の要 素 を含 む.:・,. ..'.、/-1>

(1)プ ロ ジ ェク ト目的 ・ プロジ ェ ク トの特 殊的 目的 を概 説 す る 。通 常

そ れ は フェー ズCの 陳 述 の純 化 .とltる1だ ろ う。 これ らの 目的 の基 本

NASAプ ロ グ ラム、 ミッ シ ョンお よび 目標 に対 す る関係 を与 え る。

機 関外部 の プ ログ ラム との重 要 なイ ン ター フ ェー スが ある と きは 、

そ れ らを注記 す る。 プ ロジ ェク トの ス ケ ジゴ、.一ル およ び 資 源要 求 を・

含 め る 。

(2)フ ーロジ ェク ト計 画 の概 要 記述.プ ロジ ェ ク ト実 施努 力 の基 本的理

解 お よび 実 施 活動 に対 す る指 針 を与 え るた めに 、各 主 要作 業 領域 に

対 す る特 定 計 画 が概 説 され ねば な ら ない,計 画 の ある局 面 は、 プ ロ

ジ ェ ク トが契 約 の下 に お かれ る まで は最 終 化 で きな い し、 プ ロジ ェ

ク トの進行 ↓ζした が って変 化 が起 る だ ろ うか ら、計 画 の各 セグ メン

、 トはそ の現 状 を維 持 す るため に更 新 され る。計 画 の代 表 的 セ グ メ ン

トは 次 の よ う{・Cなる.1 ・

(a)技 術 計 画

(i)プnジ ェク トはそ の主 要 な技 術的 局面 に関 して記 述 され るべ

きで あ る 。 これ は 、各 主 要 な ハ ー ドウェア ・シス テ ムお よび サ

ブシス テ ムの記 述 、地 上 支援 装 備 お よび 施 設(既 存 お よび新)

を含 む だ ろ う イ ンハウ スお よび契 約 者 チ ー ムの便用 に つい て

の計 画 が提 出 され るだ ろ う。 主要 な飛行 実験 が 述 べ られ るだ ろ

う。 主要 バ ー'ド ウェア お よび施 設 の計 画使 用 お よび プ ロジ ェ ク

一-422一

,

頃



●

■

トの寿命 の間 の 出来 事 の順 序 が述 べ られ るだ ろ う。 シ ステ ム設

書・瓢 計 お・よび オ ペ レー シ ョン に影響 す る特 殊 ミッシ ョン・お よび シス

,、 … 澱 汗 ム ・イン タ ー フ ェー ス と共 に 、決 定的 設計 お よび性能 パラメー

.・細 炉 が 述 べ られ るだ ろ う。 詳 しい 技 術的 記 述 お よび仕 様 が 参 考 と

ぷ 一 じで組 み入 れ られね ば な らない 。開発 計 画 を支 持 す る計 画 が ま

た 含 め られ るだ ろ う。

(lDプ ロジ ェク トに対 す る配 置運 営 シス テ ムの記 述 が含 め られ 、

組 織 責任;コ ン トロー ル の水 準;承 認 、連 絡 ご お よび書 類 化 の

変 更 の手 続 き、 が述 べ られ る。・{11'

(iiD信 頼性 お よび品 質 確 保 手続 き、 お よび信頼 性 お よび 品 質確保

'標 準 への 忠実 さを保 証 す るの に必 要
な関連 文 書 が識 別 さ れ述 べ

られ るだ ろ う.

(IV)プ ロジ ェク トの兵 姑 支 援 要 求 条件 の計 画 、承 認 お よび実 施 に

適 用 で きる特殊 シス テ ム、手続 きお よび関連 文 書 が 識別 され 、

記 述 さ れ るだ ろ う。

(V)訓 練 、地 上.toよ び飛行 テ ス トお よび オ ペ レー シ ョン要 求 条 件

の計 画 、 承認 お よび 実 施 に適 用 で きる特 殊 シ ステ ム、手 続 きお

よび 関連 文 書が カバ ー さ れ るだ ろ う。

(b)運 営 計;画^

(i)プnジ ェ ク トの遂 行 お よび運営 の ため の全体 組 織(NASA、

他 の 政 府機 関 、 受 託者 な ど)が 主 要 な責任 お よび権 限 お よび運

用 、報 告 関 係 に関連 して述 べ られ ねば な らない。 責 任 お よび権

限 は ・ ハ ー ド.ウざ ア の特 定 終 端項 目(実 験 を含 む)、 開発 の カ

テ ゴ リ・ テス トお よび操 作 支 援 、 施設 、兵 姑 支 援 お よび訓練 と
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の 関係C,Cお・い て述 べ られ ね ば だ らない 。・'1}、

、(tD,特 殊 会議 、委 員会 、・1パネル お よび 作業 グル ー プが識 別 され 、

、,.嘱 記述 され る。構 成 員 を詳 し く述 べ る必要 は ない 。 しか し、永 久

」 メ ンバ となっ てい る重 要 なNAS・Aの 係 官 お1よび他 の参加 者 の

組織 所属 を リス トす る。 キ イ とな る運 営 シ ス テ ムお よび手 続 き

を概 説 し、実 際的 な場 合 に は、 適 用可 能 な機 関全 体 にわ た る シ

ステ ムお よび手続 を参 照 お・よび利 用 す る 。特 有 の シス テ ムお よ

び手 続 きが識 別 され 、記述 され る。

(iii)フ ェー ズD計 画 の レベ ル の下 口 あ る主要計 画文 書 の 構造 が指

定 され る。各 文書 は 、そ の範 囲 お よび 内容 、作 成 、検 閲 お よび

㌧.承 認 の 責任 、 お よび他 の計 画文 書 との 関連 な どの 点 に関 して述

べ られ る。

QV)プ ロジ ェク ト活 動 の 規則 的 進 行 検 閲 の構 造 が 、検 閲 会議 の 名

前 また は 、表 題 、検 閲 の特 殊 目的 、 出 席者 お よび 回数 に関 して

述 べ られ る。

.(V)問 題 お よび状 態 を反映 す る再 帰 的 プ ・ジ チク ト状 態 レ ポー ト

が 識別 され 、 レポ ー ト表題 、 範 囲 お よび 内容 、作 成 の責 任 、 必

要 な分 布 お よび 回数 に 関 して述 べ られ る。

(vDハ ー ドウェ ア検 査,検 閲 訟 よび認 可 要 求条件 が キイ項 目に対

して識別 され 、 記述 され る。 次 の如 き因 子 が 記 され る:目 的 と

範 囲 、 タイ ミン グ/順 序 、 お よび テ ス トを遂行 し認 可 す る責 任

グ ル ー プ 。

(v,iQプ ロ ジ ェ ク ト ・ス ケ ジ=rリ ン グ ・シ ス テ ム お よ び 関 連 し

た,文 書 化 が 、 ス ケ ジ ュ ー ル ・コ ン トp－ ル の レ ベ ル 、 キ イ 目 標 、
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報告 要 求条 件 お よび手続 き、お よび報 告 お よび承 認 の責任 に関

して述 べ られ る 。

(v‖D資 金 お よび人 力運 営 の た めの シス テ ムが 、主 要 文 書、 手 続 き、

責任 お よび権 限 に関 して述 べ られ る。

(ix)習 得 、活 動 化 の計 画 を含 めて 、 プ ロジ ェ ク トの 施設 必要 性 が

識 別 され る 。

(X)便 用 され るべ きデ ー タ造営 シス テ ムが 、 い ろい ろ な関係 組 織

お よび関係 した政 策 お よび手 続 きの範 囲 、責 任 お よび権 限 に閲

して用 い られ る 。文 書 、磁 気 テ ー プ、 フ イル ムお よび他 のデ ー

タの プ ロジ ェク ト幅 の索 引 が 参 照 と して 組 み入 れ られ る。

(c)訓 達 計 画.主 要 調 達 の た めの計 画 され た モ ー ド、 セ グ メン トto

よび ス ケ ジ ュー ル の概 要 が提 示 さ れ る。 そ の外 に、 い か な る特 殊

政策 また は手 続 き も識 別 し記述 され る。

C検 閲 お よび承 認 の過 程

フ ェー ズDに 関係 した検 閲 と承認 の活 動 の列 が 、図.6-1"主 要

手続 き一 フェー ズD"に 概 説 され る。 この過 程 は フェー ズCに 対す る

それ と本 質的 に 同 じで あ る。各 フ ェー ズDプ ロジ ェク トに対 してPA

Dが 作 成 され る。

6.5フ ェー ズD活 動 の 遂 行

フ ェー ズDは 、PAD承 認 の範 囲 内 で フ ェー ズD計 画 に従 って行 なわ

れ る。正 常 の行 政過 程 に従 っ て な され る。

6.4調 達

フェ ー ズDの 特 殊 な調 達 局 面が付 録Aに カバ ー さ れ て い る。
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図6-1 フ ェ ー ズDの 所 要 手 続 き

ヘ

ッ

ド

・

ク

ォ

ー

タ

局 長

また はそ の

代 理

フ ェ ー ズDPADお ・よび
.

506Gを 承 認

爪

SEB提 示 一一 一 一→ 契 約 者 選 択

木

担 当 局

審査 お よび コメ ン ト Ψ

506G作 成 さ る 適 当 情 報 を 記 録

A

提 案 ・契 約 を審 査,

承 認 す る

一

プ ロ グ ラ ム

局 長

・!

局長に対する報告の審査,プ ログラム指針 を伝 達 し

同意,作 成
PADに よって活動をSEBを 再編 成 す る

開始する

、

審査 お よび 同意 伝

八 ノト

/

達 審 査 お・よ び 同 意

ヘ

ッ

ド

・

ク

ォ

ー

タ

ま

た

已

フ

ィ

ー

ド

セ

ン

タ

局 長

Ψ ∨

妥 当 活 動 ・ プ ロ ジ ェ ク 予 備 交 渉 の

妥 当 な活 動 を行 な う 審 査 お よ び 同 意

く ト'チ ー ム を 拡 張 す る

、

小 展開
/

妥 当活 動

プ ロジ ェ ク ト

マ ネ ジ ャ

v
フェー ズD努 力 の た め プ ロ ジ ェ ク ト 活 動 を

に 最 終 計 画 案 を 作 成

す る 展 開 す る

小

v

伝 達

提 案

評価 委員 会

Ψ

SEB活 動 化 さ せ る 提案 を評 価 す る
ハ

調 達 局

、

プロジェク ト・マネジャとRFP

を作成 す る。SEB同 意 を確 審 査 ・ 伝 達

∀

小 小

交渉および提案

契約 を展開

Ψ

調 達 計 画 を 作 成 す る
保 し,RFPを 出 す。

契 約 を

与 え る

契

約

者

Ψ

提 案 を作成 す る
、

交
/

渉
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●
付 録A 調達 に関す る考察

A.1一 序

aPPPの 目的の 一 つ は 、 プ ロジ ェ ク トの展 開 の蘭 に諸 要 求 条件 を

前進 的 に精 密化 して 、適 当 な形 の刺 激 を含 む契 約 の使 用 を許 す フ ェ

ー ズDに 対 す る詳 しい作 業 説 明文 を作 る こ とで ある
。PPPの 望 ま

れ る結 果 を達 成 す るため には 、効 果 的 な契 約 の仕 方 が 不言 欠 とな る。

bこ の 付録 は 、PPPI'せ 対 す る調 達過 程 の あ る種 の 局 面 の適 用 を取

扱 う。

●

A.2一 般 方 針

aNASA訓 達 規 則 の適 用可 能 性

PPPの 下 で なされ る調達 は 、"NASA調 達 規 則"NPC400

(NASAPR)に 従 う。pppの 下 で 遂行 され る調 達 に対 す る

NPC400の 道 用 は 、特 別 な問題 を起 こ さな いは ず で あ る。偏 り

は 、脊 殊 事情 を取扱 うNASAPR1.109に 従 って用 意 され た もの

と して認 め られ るだ ろ う。

b競 争

(1)PPPの すべ て の面 で競 争概 念 が適 用 され る。 フ ェー ズA調 達

で は、競 争 は主 と して 、研 究 開 発 の特 殊分 野 に対 す る科学 的 お よ

』
び技 術 的 資格 に基 づ く。 フ ェー ズBで ぱ 、節A .4b(1)に さ らに

完 全 に述 べ られ る よ うに 、一 段 と正 常 な競 争過 程 が 遁 用 さ れ る。

フs－ ズCt'よ びDは ・ フェ ー ズC選 択 が フ ェー ズD能 力 を必 要

とす る とい う点 を除 い ては 、 完 全 な競争 過 程 ど なTる。 ブェー ズD
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選 択 は、一 般 に成 功 した フ ェー ズC参 加者 に限 定 され る。 フ ェー

il.s'〆1.k,li
ズCのRFP`sお よび梗 概 は特 に フ ェー ズD能 力 要求 条 件 を述 べ

るべ きで、 フェ ー ズD競 争 は普 通 は フ ェー ズC参 加者 に限 定 され'

る こ とを述 べ る 。

(2)各 種 フェ.ttズ に参 加 す る契 約 者 た ちは・ そ の競争 位 置 の立 場 か

ら公 正 に取 り扱 われ 、提 供 され た情報 とかそれ以 前の諸 フェーズにお

け る報 償 の種類 や量 な ど に よって好遇 され る位 置 にお か れ る こ と

が ない よ う注 意 す る必 要 が あ る。PP、P4)贈 与 は 、後 の 諸 フ ェ ー

ズ にお け る参 加 を、 そ の よ うな後 の フ ェー ズか らの組織 上 の 競合'},

排 除 のた め に、阻 止 す る よ うな仕 方 で な されて は な らな い 。契 約

者 は、 い か な るPPPま たは 関連 した契 約 が後qフ ェー ズでの 排

除 を 引 き越 こす こ とに な る よ うな場 合 には 、忠告 され る。

(β)不 或功 な契約者およびキイとなる科学的 および技術的∧ 力 を他 の仕

事 に解 放 す る起め に 、各 フェ ー ズに お い てで きるだ け早 い時 期 に契

約者 選 択 を行 な うこ とが望 ま しい。 ・

c調 達 計 画 .-tこ 、;・1,.'

(1)訓達 計 画 はpppの 必 須 要 素 で あ る。 この計 画は 、費 用 、危 険 要 素 、

競 争 局 面 、 お よび予算 そ の他 の制 約 の考 慮 を必 要 とす る。 プ ロ グ ラ

ムお よび調達 要 員 は、、P ,ppの すべ て の段 階 で、 そ の活 動 を調 整 し、

秩 序 あ る調達 計 画 が確 保 さ れ る よ うに す る。 この チー7ム接 近 は 、調

達 問 題 の考 察 と取 扱 い、 お よび必 要 書類 の処理 を 促 進 す るだ ろ う。

(?)1つ 以 上 の フェ ー 矩 力ぐ 一す るBs.一"計画 の便 用 に関 す る下 記 の

,特 別 指示 に従 っ て ・す ぺ て の フ ェー ズに 対 してNASAPR

,,3・852-3に 従 って調達 計 画 が作 成 され るだ ろ う。1つ 以上 の主

一4
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●

シス テ ムが含 まれ る ときは 、多 重計 画(各 システ ムに対 して単一)

.が必 要 と1なる 。 フ ェ'一"ズB調 達計 画 は、 フ ェー ズC'k・ よびDに 対 す

る既 知 計 画 を含 む 。実 行可 能 の ときは、 企画 され た フ ェー ジ ン グ配

置 、資 金v.ベ ル、 お よび フ=一 ーズBお よび追 従諸 フ ェー ズに と って

重要 な他 の適 当 な デ ー タが含 め られ る 。 フ ェー ズB契 約 の全 体計 画

フェー ジ ン グ配 置 に対 す る関係 が識別 され ね ば な ら ない 。

(3)フ ェ ー ズCの た め の㌫1達計 画は 、7エ ー ズD契 約 を果 す ため の 既

知 計 画 と共 に、 フェ ー ズC契 約 のた めの 詳 しい計 画 を含 む 。 こ の訓

達 計 画 は フ ェ ーズCの 完 成 に おい て い フェ ー ズD調 達 を正 し く記 述

す る よ うに改 訂 さ れ 更新 され る。

d提 案 の評価

提 案 はNASAPR3.804に 従 っ て評価 され る。〉フ ェー ズA提

案 はw般 にNASAPR3.804-2に よっ て支配 され る 。 フ ェー ズ

B提 案 は通 常 、適 用 可 能 な提 案 評 価 局(SEB)手 続 き(PR3.80

4-3)に 従 っ て評 価 され る。 フェ ー ズB誌 達 に対 す るNPC402、

"提 案 評 価 局
マ ニ ェア ル"の 適 用可 能性 を決 定 す るに は 、 フ=一 ズB、

Ck・ よびDに 対す る組合 わされた推定 費用 が利 用 され る 。継 続 お よび効

率 のた め に 、可能 な範 囲 で 、 フェーズBのSEB要 員 が 、 フ ェー ズCお

よび フェーズDの こSEBの た め に 用い られ る。'契約者 努 力 が、 フェ ー ズ

契約 努 力 の イ ンハ ウス の分 析 を補 足 す るため に必要漬 情 報 を 展 開 す る

上でNASAを 支援 す るた めに利 用 され る場 合 、そ れ は局 長 ま たぱ そ の

代表 者 に よる高位 承 認 お よび組 織 競 争 に つ いて のNASAPR.付

録Gの 要 請へ の従 属 を必 要 とす る 。
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eフ ェーーズC評 価 期 間{τお け る契約 者 活動

」iエー・一ズDの た めの 費 用 お よび技 術提 案 を含 む第1レ ポー トが フェ

ー ズCの 一 部 と して要 求 され る。第1フ ェ ー ズCレ ポー トの提 出 とフ

ェー ズDに 関 す る決 定 との聞 の時 期 で は 、重 要 な技 術 能 力 が 失 われ な

い た め にフ 主 一ズC契 約 者 に対 して継 続 作業 を与 え るこ とが通 常 政府

の 関心 とな るだ ろ う。 こ の作 業活 動 は 、有能 な らば、 フ■ニ ズCの 作

業 説 明文 で概 説 され た課 題 に よっ て カバー さ れ て い なけ れ ば な らず 、

また ・と りわ け 、NASAに よって必 要 と定 め られ れlbi、 フ=_ズDの

た めの提 案 の改訂 と更新 を含 む だろ う。 さ らに 、 フ ェー ズC契 約 ま た

は他 の契 約 技術 にお い て用意 さZLた 課 題命 令 に よっ て、 フ ェー ズC契

約 者 は 、 評価 過 程 の間 に 識別 され た か未解 決 の技 術 的 問題 を解 くた め

の 特殊 な指 示 が与 え られ るだ ろ う。 あ る合 理 的 な指定 さ れ た最大 時 間

に対 して短 期(た とえ ば30日)増 加 に よつ て評価 期 間 を一 方 的 に拡

張 す るオ プシ ョンの た め の フ'.t－ ズCに お け る規 定 に対 して考 察 が与

え られ るべ きで あ る。継 続 す る作業 活 動 を カバ ー す る レ ポー トは 補足

的 レポ ー トと して知 られ るだ ろ う。 こ の説 明文 は待 機作 業 に対 す る規

定 を強 制的 に要 請 す る之 とを意 図す る もの では ない 。 これ は 、作 業 の

・必 要 性 、 プ ロジ ゴ グ トの種類 溢 よび 規模 、 費 用 対利 益 、 そ の他 の 園連

要 因 の 注 意 深 い'分析 に基 づ い て定 め られ るだろ う。=

f.契 約 の タ イ プ

(UPPPの 重 要 な 目的 の一 つ は 、 フェ ー ズDに 対 して、刺 激 的 タ イ

プの契 約 の便 用 の助 け とな る明確 な作業 説 明 書 を 提供 す る こ とで あ

る。各 有 望 フ ェー ズに対 す る正確 な タイ プの契 約 は ・す べ て の関 連

事 実 お よび現 行環 境 に基 づ く判 定決 定 で あ る。
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⑨

(2)・ どの契 約 タイ プがNASAの 最 良 の利 益 に な るか を定 め るに は 、

次 の こ とに考 慮 を払 う・べ きで あ る:丁費用 不 確 実性 お よび 合理 的 危 険

度仮定 お よび割 当て;関 係 した各会社 の競争態度または位後;フ ェ

ージ ングを通 して競争 を保存 することと必要 な費用負担 の葡 の トレ

ー ドオ フ;非 競 争 状 況 の発 生 の回避;費 用 分担 を奨 励 じな広政策
、

お よび同時 に 、契 約 者 が贈 与 に対 して資 格 を取 るた め に ず る彼 の暴

走投 資 を定 め る 自由 を認 め る政策;費 用 分担 を促 す特 別 の タイ プの

契 約 の 内在 的 傾 向;独 立研 究 開発(IR&D)お よび入札 提 案(B

&P)の 費 用 増大 を促 す 政策

(3)要 約 タイ プの選 択 につ い て の一 層詳 しい考 察 が、 各 フェー ズ の訓

達 面 の議 論 にお い て な され る。

9契 約 承認

契 約 はNASAPR50'.、1,・O.5,に 従 っ・て双 認 され る だ ろ う。

h下 契 約 へ のぶ 用

PPP定 義契 約 を求 め るか 所有 す る第1契 約者 は 、主 要 下契 約努 力

計 画 お よび資金 必要 性 、お よび下契 約 レ ベルに対 す る合 理 的 遣 用 性 を

有 す るPPPの 他 の諸 局面 を考 慮 に入 れ るべ きで ある。

●

A.5フ ェ ー ズA－ 予備 分析

a.・ 一 般

フ ェー ズAの 目的 は 、特 定NASA目 的 を達 成 す るた め の最 も有望

な接 近法 を 識別 す る こ とで ある。

b特 殊 考 察

フェ ー ズA契 約 に辻 用 で きる特 殊 政策 は次 の通 りで あ る二,
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(1)フ ェ ーズA契 約 は固定 価格 また は費 用 プ ラス 固定 価格(CPFF)

で なけ れ ば な らない。 フ ェー ズA費 用 が合 理的 に推定 で きる ときは 、

固 定価 格 契 約 が適 当 で あ る。.そ うで ない と きは 、CPFF契 約 が 一

層 適 当だ ろ う。 ζれ に関 して 、当事 者 は企 図 され た努 力 の一 般 的 範

囲 を 少 くと も理 解 してい るべ きで あ る 。 フェ ーズA契 約 が同 一作 業

年 対 して1つ 以上 の契 約 者 に与 え られ る と きは 、資 金 レベ ルは 各契

約 者 に1よっ て研 究 に合理 的 に必 要 とされ る額 に 庚係 づ け られ るべ き

で あ る。等 し くない額 の授 与 に な るか も しれ ないが 、 そ れは 接 近 法:

法 が異 っ た り、競 争 費 用位 置 が 違 った り、各契 約者 に よっ て な され

る必 要 の ある作 素量 の違 い に よる 。費用 分担 に対 す るNASAの 一

般 方針 が逃 用 さ れ るべ き であ る。 会社 の期待 費用 お よび経験 位 置 が

是認 す る場 合 、同 等 に資 金 が与 え られ た契 約 が追 切 だ ろ、う。

(2)提 案 要求(RFP)は 契 約 者 に次 の こ とを助言 す べ きで あ る:

提 案 に基 づ い て契 約 に含 め られ る契 約規 定 に従 っ て、開 発 され たデ

ー タお よび特 に契 約a?下 で の作業 の 実行 で使 わ れた チ ー タはNAS

Aが 利用 で きる; ,う に しなけ れ ば な ら ない 、そ して政府 は この デ ー

タの再 生、 使 用 お よび公 開 に関 して無 限定 の権 利 を有 すiる1;た だ し、

当事者 に よっ て合 意 され た特 殊便 用 の制限 に従 属 す る専 有 デー タの

識 別 お よび配 布 に関 して契 約 中 に特 別 の考 慮 が 与 え られ る こ とを除

く。 フ ェー ズA研 究 で は 、開発 され た デー タお よび配 布 され る よ う

に要 求 さオ}た特定 的 に用 い らル た デ ー タは 、そ れ が イ ンハ ウス分 析

レポー トの 作 成 に利 用 で き、ま たぷ 当 な らば 、追従 努 力の た め に他

の会 社 に与 え られ 、そ して 、専 有 デ ー タに関 す る使 用 制 限(も しあ

る とす れば)に 従 属 レた で般 分配 の た めに公 表 され、るこ とが で きる
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よ う に 、 時 宜 を 得 て 報 告 さ れ る べ き』で あ る'。

A.4フ ェ ー ズB}一 定 義

a－ 般

フ.エー ズBの 目的 は 、 さ らに進 ん だ定 義お よび あ リ グベ き開 発 のた

1めに 、状 況 が この行 動 に賛 成 す るな らば 、 い くつか の プ ・ジ ェ ク ト接

近 の うちの一 つ を選 ぶ こ とで あ る。

b特 殊 な考 察

(1)フ ェ ー ズBに 対 す るRFPは 、潜 在契 約者 に対 して 、全 体 作業 パ

ッケー ジ または そ の任 意 の部 分 に つ い て提 案 ナ る こ とを許 す 。特 に 、

契 約者 は 次 の こ とを提 案 す るこ とを許 され る だ ろ う:

(a)1つ また はそれ 以 上 、 しか し全 部 では ない 接近 法;ま た は

(b)研 究 すべ きすべ て の接 近 法;ま た ぱ

(c)(a)と(b)の 両方

潜 在契 約 者 に許 され る択 一 的 接 近法 につい て のNASAの 決 定 は 、午

特 別 の状況 お よび望 まれ る結果 に依 存 す るだ ろ う。 た とえ ば 、全 接

近研 究 を要 求 す る こ とが 競争 を削 っ て不利 にす る とかNASAか ら

すべ ての接 近 に つ い て の能 力 を もた ない契 約者 の必 要 な能 力 を剥 奪

す る と きは 、方 法(a)が 示 され る。他 方 、特 別 な接 近法 に つ い て提 案

す る不 当 な不本 意 を期 待 す る と きは、 すべ で あ接 近法 に つい て研 究

す る方 法(b)を 便 用 す る こ とが必 要 だ ろ う。'が し(a)の接 近 法 が 用 い ら

れ る と、 選 ばれ た契 約者 は各 檀 のす べ ての 接近 法 の特 定 トレ ー ドオ

フ分 析 を行 な う立場 に な い だ ろ う、そ して この 努 力、 また は そ の あ

る ものは ・NASAの 援 助 の もとに達 成 され る必 要 が あ るだ ろ う。
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(2)フ ェ ー ズB契 約 はCPFFま たは 固 定 価格 の どち らか よ く・合 ・つ舟

方 に す べ きで あ る。主下 契 約努 力 を含 ん だ 費用 が現 実 的 に 推定 され

ないで 、 こ うい う こ とが しは しば 起 こ る ときは 、CPi.IF .,F契約 が砲t!

当 で あ る。 ある状 況 で可 能 の よ うに ・ 費用 が合理 的 に推 定 で きる と'

きは ・行 政上 の簡単 さの た め に・ 固 定価 格 契 約 が適 当だ ろ う・ しか

しこ の因子 は他 を踏 みに じる もので あ ⇔ては な ら ない 。 フェ ー ズB

契 約 が 、 同 じ作 業 に対 して1つ 以 上 の契 約 者 に.与え られ る と きは 、

資金 レ ベル は 、各契 約 者 に よって研 究 の た め に合理 的 に必要 と さ礼 、

る額 に関 係 され るべ きで あ る。各契 約者 に よって行 なわ れ るこ とが

,必要 な作 業 の量 、 費用 お よびい ろ い ろな接 近 法 の ため に、与 え られ

る額 が相 違 して くる ことが あ るだ ろ う。 会社 の期待 費用 む よび経 験

位 置 が是 認 す る場 合、 同等 に資金 が与 え られ る契 約 がぷ 切だ ろ う。

費用 分 担 に対 す るNASAの 一 般 方 針 が 主 用 され るべ きで あ る。、

(3)提 案 要 求(RFP):

(a)研 究 す べ き択一的 方 法 を識別 す る 。
〆

同 次ρ陳 述 を含む・す励 ち・醗 されたデー ・揖 び契約 の下

で作業 の 実 行 に特 に使 われ た デ ー タは 、NASAが 利 用 で きる よ

うに す る、 そ して政 府 は この デー タ の再生 、便 用 お よび公 開 に関

して無 限 定 の権 利 を有 す る;た だ レ、 当事 者 に よって合意 さ れた

特殊便 用制限 に従属 して、関係 した専有デー タの識別 お よび配布

に関 して特 別 の考 慮 が.与え られ る こ とを除 く;要 求 され るデ ー タ

は 、 そ れ が イ ンハ ウス分析 レポ ー トの 作 成 に利 用 で き、 また必 要

に応 じて、追 従 努 力 のた め に他 の 会 社 に利 用 で きる よ うに され、

そ,堅 鮪 デー 牢 関する使用制限(も ・しあるとすれ ば)に 従属
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唱

'
・ し た 一 般 分 配 の た め に 公 表 さ れ る こ と が で き る よ う に 、 時 宜 を 得 て

報 告 さ れ る こ と 。 ≡ ∵

(c)潜 在 契 約 者 に よ っ て 内 部 的 関 係 が 明 確 に理 解 で ぎ る よ う に 、 可

能 な フ ェ ー ズCお よ びDに 対 す る フ ェ 一一:ズB)aj力 の 関 契 を 説 明 す

る 。 ・ ・:"三 ・ご ∵

A.5フ ェ.一 ズC－ 設 計r・ ○ い ・

a-'11般 ・-『i・:二 ∴

フ ェー ズCの 目的 は 、 フ ェー ズB研 究 努 力 を道 ら て ま『た は そ れ と関

連 して選 ば れ た プ ロジ ェク ト接近 法 を詳 細 に定義 ずゐ こ とで あ る 。 フ

ェ」 ズC♪は一 般 に 、械 闘 が 直接 フ ェー ズDに 移 動 す る位 置 に い る こ と

がか な り確 実 で ない か ぎ り行 なわれ ない だろ う。 フ=一;ズC活 動 は プ

ロジェク ト実施(フ ェーズD)の だめの競争 の開始 を表 わ じ、機関 お

まび契約者共同体 に とって非常に重要 である。i

b特 殊 因子:○

'(1)
・。一ズC契 約の授与に対 じζほ二股に2,6,"そ して是認 される

'どきは「2つ以上の第 喫 縮 が選ばれるだろう'6じかし
、特殊欲

況では一つの契約者を灘 ねば肪 勧 ご辿が あ誇 ろう踊 別 な

繊 由づ嚇 翻 され雄 肪 吐:単 一のフ_辻 編 都 なる

場 合 の 因 子 は 下 の 通 り で あ る:-r':"』

…1つ 以 上 の主 要 シ ステ ムが 関係 してい て
、実 際的 制限 ら.ら多 重 イ ン

ター フェ一 泡を 取 扱 う能 力 が制 約 され る。

'・綴 金制齢 一ら以上 の契約を許 さ論 .'ぷ □
　ト

ぷ ワ ェ⇒Bで の定義が現実的 ⊂醐 であら て、健全岩 角詮 村

一437一



、ぴ刺激 パラメ〒タが展 開 され 、7⇒ 三 ズpに 対 して遂行 手段 の手 を打

つ損 失 が避 け られ る よ うに なって い る。 ま た 、あ る追 加 的 ヌェ ーズ

B努 力が 費 用taよ び刺 激 パ膓メrタ の十分 な定 義 お よび 醸別 を可能 に

し、 フ ェー ズCの 縮 少 また は消去 ま たは フェrズCの た めの単 一 契

約者 の選択 を考 え る こ とが許 され る よ うに な る。

・… フ ェー ズA拾 よびB作 業 お よび可 能 な補 足 的 フ ェー ズB作 莱 お よび

可 能 な補 足 的 フェー ズB作 業 か ら、 フェ ー ズCに 対 す る多契 約 は重 .

複 的 に な り、 また 、SS-一 フェー ズC契 約 者 に よ るさ らに 持続 的 努 力

が よ り良 い定 義 を作 ρ出す だ ろ うとい う
,ことが示 され る。

この よ うに、 多重 フ ー=.「ズC契 約者 の選 択 のた め の 接近 に裁 け る

柔 軟 性 お よび拡 張 さ れた フェー ズBに 対 す る
.フェー ズC坦 の作 業範

囲に対 して注意深い考慮 が払 われ る必要 がある。

(2)SEB手 縦 が 零 細者 選 択 の た3t・e(利用 され るだ ろ う・

(3)提 案 要求(RFP)と 関連 して唯一 つの 作業説 明文書が作 成 され る。

RFPは 考 察 され て い る調達 に合理 的 に正 当 したす べ ての因 子 を含

む 。 フェー ズDに 対 す る技 術 的 お よび費用 提 案 お よひ提 案 され…た型

また は購入 計 画 は フェ ー ズCに 対す る契 約 要 求条 件 の完 成 部 分 とな

る。RFPは また 次 の もの を含 むだ ろ う.:

'"7・ ・一 ズDを 通
,し働 く能 力 の あ る銑 だげ が7x－ ズ 喫 搬 与

の 資格 が あ る とい う陳 述 。

… 次 の陳述 、 す なわ ら 、開発 され た デ ー タお よび契 約 の 下 で作 業 の実

行 に特 に使 われ た デ ー タは ・NASAが 利 用 で き る よ うにす る 、 そ

して政 府は こ の デ ー タの使 用 、再 生 お よび公 開 に 関 して無 限定 の権

利 を有 す る;た だ し当時 者 に よって合意 され た特 殊便 用 制限 に従 属
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して、 怜係 した専 有 デ㌣ タの識別 お よび配 布 に関 して特 別 の考 慮 が

..与え られ る こ とを除 く。 ・ .1

… フ ェー ズC主 レ ポー トと フ ェー ズD決 定 の 間 にtsけ る契 約 者 活動 を

記 述 す る陳 述 。 この活 初 に は 、 そ の フ ェー ズD提 案 の改訂 また は 更

新 が 、 政府 の フ ェ一一ズD作 業 説 明文書 の改 訂 に よっ て 必要 とされ る

とき 含 め られ る。

㌍・・直 ぐ上 に述 べ られ た活動 に対 す る契 約 上 の合意

… フ ェー ズD契 約 の授 与 に対 す る基 礎 は
、改 訂 さ れた フェー ズDの た

め の提 案 お よひ 主 レポー トの考 慮 を含 む とい う陳 述 。

… フ ェー ズD契 約 は通 常 フs－ ズC契 約者 の1つ に与 え られ る とい う

こ と、 しか し、機 関性 、政府 ・`最大 の利 益 とな るべ く、 いか なる時

に も新 らしい契 約者 をプロジェク トに持 ち込 む権 利 を保 有 す る とい う

陳 述 。

∵・関係 した技 術情 報 の"バ'ヅ クア ップ"パ ッケー ジが作業説 明文書 に付

随す る 。 ・・、

(4)契 約 者 は 次 の こ とを助 言 され る:(a)フ ゴー ズDが 開始 され る と、

パ7エ ーズD作 業説明文書 が 政府 に よって 、主 と しで フ ェご ズC努 力 に

春 つ い て展 開 ↓され る、 お よびくb)フェー ズC努 力 に おい て、 開発 され

た デ ー タお よび特 定 的 に用 い られ た デー タは改 訂 され た フェ_ズC

作業説 明文書中 に含 め られ・必 要 に応 じて、 フ 二一 ズCに かか る契 約

者 が そ の最 終 フェ.一 ズD提 案 の作 成 に おい て 、 も しあ る とす れ ば専

有 デ ー タに関 す る特 殊 使用 制限 を 受け て、 利用 で き る よ うにす る。

.(5)、、,7エ ー ズD授 与 へ の動 機 づ け は通 常 、 フ ェー ズC授 一与の下 で の業

績お よび 費用 目的 達 成 の ため の踏 み つ け る刺激 で あ る。費用 を少 く
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す る ため の刺 激 ドルぱ 主 と.して9iIR&DS・ よびB&Pな どの使 用

に よって費 用 を分担 し ょ うとい う意 志 と結合 した業績 目標 達 成 の願 ・

望 に よ って稲殺 され るだ ろ う。 も しそ うな らば 、CPFF契 約 が 通

・、当 だ ろ う。、しか し、単 －eフ ェー ズC契 約者 が選 ば れ るか 、 また は フ

,エ ← ズBで のPPP過 程 が契 約者 を同 じ」t・R対的 競争 位 置 に持 ち きた

ら し、刺激 契 約 が真 に頚機 を与 え る麓 能 と して実 行Pj能 の よ うに思

わ れ る と きは ・費 用 プ ラス贈 与 報 酬(CPAF)契 約 が考 え られ る

だ ろ う。刺 激 タ4ブ の契 約 が選 ば れ 、.そ11tが 莱績 低 下潜 勢 を もって

い る ときは 、、構造 法 は この可 能 性 を で きるだ け小 さ くす る よ うに 向

け られ るべ きで 巧 る 。 か る状 況 で可能 の よ うに 、賞 用 が合 理 的 に推

定 され.る と きは 、行 政上 の簡 単 さの た め に固定 費 用契 約 が辻 当 だ ろ

う.。しか レζ.の内 子 は 踏 み に じる もの で あ るべ き でば な い。

(6)フ ェー ズCは フ ェー ズDに 達 す る選 択 プロセ スで決 定的 に な る の

で 、 こ の.7:、エー ズで フ ェー ズDの 作 成 にお い て苛 切 な指針 を与 え る

た め に政 府 が取 る行 別 は 、い か な る契 約者 の競争 位 置 を も好 遇 す る

こ とを避 け る よ う注 意 深 く計 られ ね ば な らな い。.ジ ェー ズCに お け.

る技 術 的 注 入 は この よ うに 、本 来 フ ェー ズCイ 乍莱 説 明文 書 を通 して

また7エ ー ズDに 対 ・しては 更新 され た フ ェー ズC作 業説 明文書 を通 し

て達 成 され る。,一 一

(7)フ そ ブqぽ い て ・ フェT ,.tt.Dの 適当 な形 の繊 の ため の契 約

合 意 ρ展 開 に対 して特 別 強 調 され るべ きで あ る。㌧ 一

.(8)同i:pl・SEB要 員 カワ ○ ズC担 び ・・チ▽ ズ,D評 価で 用 い られ る

の力弔 ま レぬ これ は脚(・7エ ー ズc .ge-..よ,びマ㊤ 一 ズD評 価 の間

ミ 鱗 縦 力準 嘩 定 的 とな 碑 で ・望 ま・しい こrとーで み る6膨 ・噛・ウ

ー440-・ ・…
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ス プ ロ ジ ェ ク ト ・グ ル ー プ 要 員 は 評 議 会 の コ ン サ ル タ ン ・ト
ーと し て 用,

い ら れ る だ ろ う 。 プ ロ ジ ェ ク ト ・グ ル ー プ の 選 ば れ た メ ソ 六 は ま た

評 議 会 の 有 票 メ ン バ と な る こ と が 期 待 され る 。'

(a)競 争 拾 よ び 下 契 約 梼 会 の 梗 概 がNAS1,,XPR1 、1003-1

お よ び1.1003-6に 応 じ て 完 成 さ2itる だ ろ う 。 さ ら に
、 こ の

梗概 は ・ ブnジ ェ クFを 完 成(フ ェLズDを 通 して)ま で もって

い く能 力 を もった契 約 者 を代 表 す る提案 だ けが 、第1フ ェー ズC

授与 に考 え られ る こ とを述 べ るだ ろ う。

(10)フ ェー ズC勧 誘 のす べ ての局面k・ よび用 い られ る フ ェ ー ジン グ技

術 を詳細 に 説 明 す る・ た め に 、予 備提 案 会議 が もた れ るべ きで ある 。

'次 の こ とが 関係 あ る契 約 者
に 明 らか に され るべ きでiある:

… 政府 は フェー ズDに 進 む こ とが ない よ うに決定 す る こ とが あ る
、 ま

た

… 政府 の最 高 の利 益 に役 立 つ必要 力iあれば新UL]〈 契 約 者 が フ
ェーズD

の ため の競 争 に もち こ まれ るか も知 れ ない 。

A・6フx－ ズD－ 開 発/オ ペ レ ー シ ョ ン ・

a－ 般

フ ェー ズDの 目的 は 、機 関 決定 を補足 して↓ フェー ズ と努 力 に よっ

て定 義 され た プ ロジ ェク トを 、最 終 の設 計 、製 作 、 デ ス トお よび オペ

レ ー シ ョ ン ま で 、 プ ロ ジ ェ ク トの た め に 開 発 さ れ た 技 術 的
、 資 源 お・よ

び運営緬(プ ・ジーク ・の難 治 曝 礎 となっば の)厳 行 う

こ と で あ る 。
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b特 殊 因 子 .・ 、tt .・

.、.(1)一 脚 ⊂・7エ ー ズC醐 ↓てたず さわ って い た第 喫 締 の1つ が

フt－ ズDの 実 動 た め に選 ばれ 確 ろs・
・ぷ

(2) 、下契 約 の磁 会 を助言 す るため に梗 概 が 作 成 され るべ きで あ る(N

ASAPR1.1003-6)。

(3)フ ェーズDに 対 して新 しい 契 約 者 を含 め る必 要 が生 ずる とい う異

常 な場合 には、茸用で きる調達規則に従 って梗概化が髪求され るだ

ろ う 。

(4)同 じSEB要 員 が フ ェ ー ズCお よ び フ ェ 一輪ズD評 価 で 用1～ρ られ る

のが摂 しい・こ樋 解 ・フーーズcお ・び ・亭 ズD評 価 嚇

の舗 繊 特 順 走的 となるので・望 ま し尽 とであ る・・ンー・

ス ・プロ ジェ ク ト・グル ー プ 要 員 は 評 議 会 の コ ン サ ル タ ン トと し て 用 い

ら れ る だ ろ う 。 プ ロ ジ ェ ク ト ・グ ル ー プ の 選 ば れ た メ ン バ は ま た 評

議 の有噺 ンバとなるこ≒期 待される・

6)PPPを:rr]iJE[1し て 、 フェ7スD努 力 は、契 約 者 が実行 、納入 お よ

び膏 用 の 上 で取 る比 較的 高 い危 険 度 を理 論 的 に許 すべ きで あ る。 し

たがって・この雄 琴!受墜 映 する契糸目の浩 鎚 が恥 ら頂

べ きで あ る 。 どの タ イ プお よび どの構 成技 術 が 政府 の 目的 を最 も よ

ほ 成す るか を定 め砕 めに ・いろいろ な・・プ碑 撤 契約醐 討

さ れ るぺ きで ある 。
th・

.'!'

烈.s、 鞭 預 った多 くの タイプの確 醗 ・・ジ=・ク ・で讃

、用 プ ラス刺繍 酬ICPIF)の ある形 式が フェーズD作 業畷 も適

してい るこ とが証 明 され てい る・PPPの わ れ われ の経験 が増大 す る

に したが って、 目的 は 、 よ り高 い危 険 、 しか し現 実 的 な契 約 タ イ プに
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向 か っ て現 実 的 に努 力す る こ とで あ るべ きで あ る。複 雑 さや規模 が

よ り小 さ な プ ロジ ェ ク トは 、 固定 価格 刺激(FPI)ま たは 固定 価

格 契 約 に つい て さえ も現 実的 使用 を許 す だ ろ う。 しか し、 高 い危 険

の 契約 タ イプ を是認 な しに用 い る こ とに よる成績 低 下 を避 け る ため

に注 意 が 必 要 で あ る 。

(6)最 終 的 に 交 渉 され た契 約 に含 め られ る作 業説 明 文書 はフェー ズCの

間 での イ ン ハ ウス努 力 お・よび契 約 者努 力 の 結果 か ら展 聞 され 、可 能

な範囲 で ・主 要 フ ェー ズC努 力k・ よび フェ ー ズDへ 進 む とい う機 関

決定 との間 の保 持 期 間 に開発 され た情報 を含 む 。

亀
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表A-1 フ ェー ズ ド ・プ ロ ジ ェ ク ト ・プ ラ ン ニ ン グ の 調 達 面 の 概 要1)

フ ェ ー ズA予 備 分 析 フ ェ ー ズB定 義 フ ェ ー ズC設 計 フ ェ ー ズD開 発/オ ペ レ ー シ ョ ン

11契 約 数 個別的研究契約(別 々の作業説明文書) 個別的研究契約G通 常は別々の作業説明文

書)

2つ またはそれ以上の契約(単 一作業説

明文書)

1契 約(単 一作業説明文書)

2競 争

広い意味で競争的、特定研究分野におけ

る科学的お よび技術的能力に基ずく。

(または、適当な場合は、非競争的で自

発的提案を含む)

誰でもが参加できる競争(非 競争が正当化

されないか ぎり)

フェー ズDを 実 行す る能 力 を もっ た契 約

者 に限 られ る こ とを除 い て、 開 いた競 争

フ ェー ズC契 約者 に限 られ る。(異 常 の

場合 を除 い て)

3契 約

タ イ プ

固定価格:費 用が現実的に推定できる場

合。

費用プラス固定報酬:費 用が現実的に推

定できない場合。

資金レベル:

a・ 契約者の必要に依存した勘定。

b・ 期待費用および経験が是認するとき

等分に資金を与えられた契約。

費用プラス固定報酬:下 契約努力を含めて

費用が現実的に推定できない場合。

固定価格:費 用が現実的に推定出来る場合。

資金レベル:

a,契 約者の必要に依存した勘定;ま た

は、

b.期 待資用および経験が是認するとき、

等分に資金を与えられた契約。

費用プラス固定報酬:下 契約努力を含め

て費用が現実的に推定できない大

型契約に対して、

刺激:フ ェーズD契 約が起動因子 となる。一
単一契約者、または他の特殊事情

の場合には、裁定料金契約が実施

可能だろう。

資金レベル:

a・ 契約者の必要に依存 した勘定;ま た

は、

b・ 期待費用お よび経験が是認するとき

等分に資金を与えられた契約。

達 成 さ れた定 義 、最 も合理 的 な危険 仮定 、

お よび政府 目標 を最 も良 く反映 す る刺激

タイ プ。大 型NASA研 究 開発 プロ ジェ

ク トはCPIFが 最 も適 してい る こ とを

示 した 。一 層 の経 験 と よ り良い 定義 が

FPIお よびFPを 可 能 にす るだ ろ う。

小 さい 、 また は より複 雑 で ない プ ロジ ェ

ク トは、FPIま た はFPを 可能 にす る

だ ろ う。

4調 達 計 画 個別的調達計画 単 一 調達 計 画3) 単 一 調達 計 画3) 単一調達計画 邉 用可能のときは。。一

ズC計 画が更新できる)

5梗 概 化 下契約機会。第1契 約・(競争性が少い) 梗 概 化 梗 概 化 梗概化。(下 契約機会のみ)新 契約者の

導入は少ない。

6提 案 要 求

(RFP)

適当の場合RFPが 出される(非 競争的

かも知れない、自発的提案を含む)。

RFPが 出 され る RFCが 出 され る。 発行改定作業説明文書お よび要求改訂契

約者提案。

7契 約の選定 契約係官選定。(SEBの 要求または決

定が少ない方が望 ましい)

提案評価会議(SEB) フ ェー ズBのSEBの 利 用 が望 ま しい。 で きるだ け可 能 な限 り フェー ズCのSEB

を利 用 す る。

1)

2)

3)

この フェー ジン グは厳 密 な プ ロセス では ない。 必要 な情報 が他 の仕 方 で 展開 され た ときは、 フェー ジ ン グは 任意 の フェ ー ズで始 め られ
、 中間 フェ ーズは 除去 または結 合 され るだ ろ う。

資 金因 子、 健 全 な費用 推定 お よび刺 激 パ ラ メ'一夕を開発 す る能 力、 時 間要 素 の 意義 、お・よび多 重 イ ン ター フ ェー ス を取 扱 う能 力上 の 制限 が 単一 契 約者 の 選択 を もた らす か も しれ ない
。

1つ 以 上 の主 要 シス テ ムが関 係 す る と き・ 多重計 画(各 シス テ ムに対 す る単一 計 画)が 要求 され るだ ろ う。
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② ス ペ ー ス シャ トル フェ ー ズB作 業 研 究

の た め の 提 案 要 求(RFP)

航 空 宇 宙 局(NASA)
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② ス ペ ー ス シャ トル フエ ごズB作 業 研 究

の た め の 提 案 要 求(RFP)

公 告}'一'

作業 説明書(statementofwork)(提 案要 求の別添文 書%4)の 付ウ

録Gに 示 され ている一－re公表 書類(、 一 、品 目)の 支 給は限定 さ裁 ☆ ㍊ 、

そ の一一括 公表 書 類 は 、宇 宙往 復 輸送 ロケ ッ ト機(SpaceShuttleVehicle)

フ ェ ーズBの 研究 に つ い て の提案 要 求 をま じめに 考慮 しよ うと して いる契 約

者 に非 常 に 役立 つ もの で あ る。

この一括 公表 書 類 は 、か さ ば って 重 い ので 、 提案 提 出 を 考慮 して いる入 札

者 に郵 送 で きな いがs"ijシ ン トンDC.S.W.イ ンデ ペ ンデ ンス通b

600NASA(航 空 宇 宙 局)本 部168A室(連 邦 局 ビル デ ィ ン グ10B)で
ト

入手 で きる・ フィ リップス'ス ロヰ 民事 号 舗1(
,P二r渇 瀦 号 ・今

C・2?2-962二 〇r70畷 求 し㌍ い1
.こ?㌔ 興 醒 し!

.s.・7

シ ン トンDCの 本部 ばかbで な く・マーシ㌣ 宇 騨 行 ㌣ へ 臥 縮

飛行 センタ、お よびNASAの パサデ ナ事務 所に も供給 され ているので、提

案 提出 に関心 のあ る入札者 が これ らの件に関 して調査 したい場合 には、この

写 しを入手 して御利 用す ることもで ぎます。 これ らの写 しを御覧にな りたけ

1('±J'

れ ば 、 次 の 方 々 に 御 連 絡 下 さ い 。

◎H.T.ク リ ス トン 、 略 号BG-2

有 人 宇 宙 機 セ ン タ

◎ 国 家 航 空 宇 宙 局 、 テ キ サ ス 州 ヒ ュ ー ス ト ン77058

電 話 －AC713-485-4511

ロ イ.M.ロ バ ー ト ソ ン 夫 人 、 略 号MS-IL

－449一



ジ ョージ 『ゾ ーシヤ㌣ 錘 祭 ン
、タパ...

国家航磐 鯛 ヅ ゲ イ
,rク4200… 、.

マ ー シ ャ ル 宇 宙 飛 行 セ ン タ ー一、 ア ラ バ マ 州35812

電 話AC.205-453-1880

◎r㌣E・
、ビ"紙180-.F、9?、_

.照 縫 縮 局・パサ デナ事 務所

、㌔r llo;,㌻ 久 グ づ'ド ライブ ∵㌣ デナ・

烈7れ 二791103・ ■ 、・,

電 話 －Ae-213-354-2143

◎ ジ ャ コ グM.レ イ 略 号KD-4

NASA本 部600イ ン デ ペ ン デ ン ス 通 り 、S・W.

ワ シ ン ト ンDC、20546

電 話z:AC-2・2-一 一96'2'-4・25

　

付 録Gに 示 され て い る よ うに 、 秘 文書(5$・ よび6項 目)は 、(提 案 要求
い

文書 あ第13項 目に示 されて いる通 りの)提 案を提 出 しようという意図淀

っ注 疏 麺 け書翻ASAに 継 しだ契約者のみが一 保全調 をうけ

て)利 用できることになづ 締 ・㌣ らρ嬉 を入手する励 の特鵬 示

は・P:3・ 力 司 錐 ・嘩SMAOR・ 宇鮭 よび ミツ ㍗ シだ

ム 部(SAMSO)・ ロ ス ア ン ゼ ル ス'カ リ フ 伊 ニ アgoo45一 臨A

、

C213-643-2026に よ っ て 与 え ら れ る 。

提 案 提 出 の 意 図 あ る1契 約 者 へ

題 目:提 案 要 求ylTa10-8423
'・/'∫

宇 離 復 輸 送 シ ス テ ム, .一,.・ 、..一

.r4、50・ 一一
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計画決定(フ ェーズB)

1.あ なた方契 約者 は、宇宙往 復輸送 システム計画法 定 一 フェーズBに つ

いての提案提出が懇請 され る。 あなた方の提案 は・これ らに関す るすべて

の公 示 と付録 を含み ・別 添 の契 約明細書 と作業 につ いての契約説 明書の 中

に述づ られて いるすべての作業 を カバ ーしなければ な らない。

2.宇 宙往復輸 送シス テム計画研究 の基本 的 目的は、実際 に使 用 す る費用 と

開発 費が、全計画費を最小 にずるように適当につ り合 う低価格 の経済 的な宇

宙輸 送 システ ムを決定す ることであ る。上記第1項 に示され ている別添契

約明細書には・.11ケ 月の契約期間 が明示 され ている。契 約は宇 宙往復輸

送 システム計画決騨 究 につ ぽ で助 ・初 担 的 として次Cζ とが存

在す る・切字離 復輸送 システ ム峡 定
、(,仕様醐 榔 す るこ 川 ・嚇

低両方 の9nス ㌣ ジ(… -S・{・ng・ 〕・能 力の励 埠 離 復輸送 シス

テ ム(オ ー ビタ とブ ー ス タ)の 予 備 設 計 の 達成 、(c)宇 宙往 復 輸 送 システ ム

の範 囲 ・ タ イ ミングお よび 価 格 に つ い て の理 解 を得 る こと。 お よびω 達成

さ砕 ければ草 な喧 擾研究'技 徹 ついて理解 を欲 こと・ ・

3.あ な た方 の 提案 は 、 この提 案 要 求(RF -P)と そ の別添 文 書 の 中 に含 ま

れ て い るす べ て の 指示 に従 って い か なけ れ ば な らな い。 も し従 って い なけ

れば・ あな た方 の提 案 は受 入 れ不 能 とみ な ,され るか、 さ もな け れ ば

勤 年 とのできる漂 われる延期 と誤解を生ずることとなる・次の別添

文書は・こ、の提案要求(RF担 についての要求事項を勲 た.ものであり・

各別添文書に規定されている勧 完匙 従挺 助 鞭 恒 ピ

a全 般 説 明(別 添 文 書汲1)..、-

b提 案 作 成 に?い て の指 示(別 添 文書盃2)

・ 撃 聾 る契鯛 艇 全麟 定(別 添文書面3)

一451-一



⊥

d宇 宙往復輸送 シス テム計画決定(フ ェーズB)作 業 についての 説明

(別 添文書面4)

e証 明(別 添 文書痴5)

f分 離 され ない施設の証明(別 添文書面6)

4.固 定価格研 究開発形式契 約は、この懇請 よb生 れる ことが予想 される。

提案 され た要求 の性 質か ら、提案者はi契約形 式た関 して代bの 提案 を提出

し よ う と しては な らな い

5.a提 案 され る要 求(フ ェ ーズB研 究)を 完 全 に達 成 させ るだめ に、NA

SAは 現 在 、上 に のべ た型 式 の3つ ま で類似 した契 約 を与 え る こ とを考

'
慮 して い る。 契 約 を管理 す る方法 は、 有 人宇 宙 セン タ(MSC)と マ ー

シi5eル宇 宙飛 行 セン タ(MSFC)に 一 つ ま たはそ れ以 上 ゐ全 シス テ ム

研 究 につ い ての 契 約 上 の 責任 を与 え る こ とで あ る1契 約 割 当 の選 択 は、

単 に政 府 の任 意 選択 にま るだ け で あ る 。そ れ ぞ れの セン タは 、契 約者 の

契 約行為遂行 中に必要な技術的監 督 と調整 を行 なうだめの契 約担当代表

者 を 指 命 す ゑ。 契 約 は11ケ 月 の期 間 にわ た って同 時 に遂行 され る。

bフ ェ ーズB研 究 努 力中 、MSCとMSFCの 両者 は 、計 画 の その後 ○

フ ェ ーズ に お いて終 局的 な責任 を負 う全 シス テ ムの フ ェ ーズBに 相 当す

る部 分 の技 術 的 指導 の責任 を有 す る。 これ に関 し、 セ ン タが そ の 全 シス

テ ムの 契約 につ いて の全責 任 を もつか ど うか に関 係 な く、MSCは オ ー

ビタ ・エ レ メン トにつ い ての 技術 的指 示 を与 え、 一 方 、MSFCは 全 シ

ス テ ム契 約 の各 友の ブ ース タ ・エ レ メ ン トにつ い て の技 術 的 指 示 を与 え

る。(以 下 に述 べ るC項 参 照)。 各 セ ン タに おか れ る計 画研 究 オ フ ィス

は 一 部他 の セ ン ターか らの 人 員か ら構成 さ れ る統 合 グル ー プ を含 む 。 こ

れ らの統 合 グ、∴ ジの エ レメ ハ は 、rNASA本 部 、 有人 宇 宙飛行 オ フ

一452一



イス に報 告 して い る統 合 チ ーム と一 緒 に作 業・もす る。
;一亡 の フェ ーズB研

究 管理 計 画 は 、 この文 書 の 中 の第1図 に図 式 説 明 さ れ て い る。

c提 出者 自身に よって行 なわれたオ ー ビタ設計 努力 と†請業者 に よって

行 動 加 ‥ ス 熾 諦 力・("}ま一顧rれ の逆)鴎 と安 た提案 が

提聰 れるこ とは認め られる.上 記b滅 述べ られている パ づB研

究4舗 にかん甑 そしてこの醐 の各醐 噸 晶 技術的
1

、i
強 調が 台言:陣要 求 と長 期 間計 画 と調和 す る と とを保 証 す るfcめ た 、MS

cと ・Ms;繊 洛 一 ・の操 な責任分野で作業 を行な,て らる下請

業者か ら最 近情報 を直働 け・そ してそれ ら雌 術 的指示 を障 る能力

をもってい る ととが必要 で ある。 したが って、全 オー ビタまたぱ全 プー
ト ニ

　 　ロ 　 　 ロ　 ヒ ロ コ

スパ ずれかの設講 加 ついての下請契紋 加わろうとする酬 なる

契 蹄 に も ・ 明 細 条 項7(S・h・d・1・A・t・i・1・ ・va)が 適 ⇒ る ・

亀
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6・ 前に述べた通ク・
INASAは 現在3つ.ま でのフ『ご ズB契 約 を与えるζ・

とを考えてい蚕L・ かuあ 幣 方は・,8⑪ 至鷲K価 する作業 酵.

つ く㌘ ブ 恥 τ 研究計画の鱗 頬 示され る・.MSAは いかな禍

合に紬 て も誤 な ・磁 の契約を雑 考障 れて㊤砂 ベルと違 う資金

レ ベ ル で 与 え る 権 利 を 留 保 す る 。.,

あな訪 は さ らに・SOW3・ 噸vaし たが い・上首尾 の契約誕 蝉 模

な構造実証計画 を遂行す るfFめID提 案 提出の要求が勧告 され る・ もしNA

SAが 提案 されそ の御 職 さ
.れる ような計働 事 樋 要求満 足させ る

とら うことを決定 した場合 には・補足協約 に より・基本的 契約に対 し・そ

の作業 のだめ の追加資金が与え られ る。

7.さ らに、提案された要求 に もとつい て与 鬼 られ る"7エ ーズB"研 究 の

結 果 は、 宇 宙 往復 輸 送 ロケ ッ ト計 画 遂 行 の だ め の も っ とも望 ま しい ア ブ ・

一 チ を1つ・き とめ るた めNASAに よ⇔ て分 析 され る。 その 結 果 、次 の フエ

ーぜ 弾 に使用される特別な契約上ρアブ ‥ チに関しては・れ 嘩 ,

定 もな され な い 。 た とえば 、NAS ,Aは 全 シス テ ムの基 準 に も とつ いて宇

宙往 復輸 送 ロケ ッ トの さ らに進歩 した設 計 と開発 に つ いて契 約す るか、 ま

たは操 な システ ム'エ シメ ン ト(オ ー ビタ、ブースタ等)の 各綱 つM

て別 々の契 約 替 え る ことがある・ し7ztos・て・N姻A螺 績 剛 力
.

取決 めについての完全 な融通性を含み 次 の要求の や の別 描 画 と麹 ,

上 の取決 めの調査vagV'て 完全 融 通性 欲 持 しよ う≒して いる・ しか し・

その後の7エ ーズの励 の要求鞠 が開始 され る場合には・・,("卿 ・ed、,

P・ ・jec・Planni・gG・ ・d・1…"と い う 鴎 のNASA本 舩 報 ・ ・
,2]、

1・2参 照)意 合 す る方法 の使 用 が 企 図 され る。

8・ ヨ「備 提案 会議 は ・○ 月○ 日の9時 に ワ.シ ン トンD・C・ 第4お よび イ ン
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デ ペ ・Y-;;T"ンス 通 り 、 連 邦 オ フ ィ ス ビ ル デ ィ ン グ%6の 国 家 航 空 宇 宙 局.㍑

%伽 催 に知 て行⇔ れ る・この会議の 目的 は濃 案 を提出す る意図b

ある会社 に、 この提案要求 のあ らゆる面を理解ず る機 会を与 え ることであ.一

る∴ しか し、会議室の収容 人員に限 りが あるのーで、出席者の数 を制限 しが

ければ な らない。 このため提案要 求(RFP9の コピーを受け取 った各会

社 曝 者 の出席 は・最高6名 とす る・出席 する入の名前 は1970年2

月 熟 融 前 脚 ・らせ なけ れ ば な らな い ・ ・9・ ・年 ・月 ・`ち甘 以 前 口

書 陥さ り要 求 が あれば ・収 容人 員 の 許 す 限 り追 加 人 員 の手 配 をして も よい 。

参加 許 可 の要 求 に加 え 、 この 会 議 での説 明に つ い ての 質 問 と 提案 要求(

RFP)に 関連 しfcV>か な る質 問 も、 ワシ ン トンD.C.20'5・46、

NAS人 ㍉ フ イ リ'ップス ・ 一 ド氏、 略号KD-5宛KO月 ○ 日ま で に文 書'

で提 出 さcれな けれ ば いけ な い。

プリ ご7イ ング で 生 じだ質 問 は ・政 府 の選 択 に よ り・ ブ リー フ ィ ング で

解 答 され るか 、 また は(後 述 の13項 に 従 い)提 案 提 出の意 図 を示 したす

べ ての 会社 に対 し、後 刻 文書 で解 答 され る。

9一 そ の 後ぷ 提案 作成 中 に疑 問が 生 じk場 合 に は 、そ れ らは 、前 述 の8項 に

示`i"fC宛 名'(フ ィ リッ プス ・何 一 ド氏 、略 号KD-5)に 文 書 で提 出.され

な けれ ば な 萱 な レ{ぷ政 府 に'よ って な され たす べ て'O説 明 は 、(後 述 の13

項 縦 い ・随 案 拙 の意 図 嶽 したす べ て の 会 社鮫 書 で 郵送 さ れ る・ 提

案 要求(・R・FP)に 『対 す る追 加、 削 除 、 ま たは変 更 は 、 す べ て 正式 なNA

SA提 案 改正 文書 ば ま・ケこ〔行 だ われ る6'各 改 正文 書 は番 号 に よ って識別 さ

れ 、それ1の受取 りぱ あ な/だ方 あ提 案 のpfiで 通知 ざ れ る。NASAは 、前 述

の8項 に 示 した と ころ以 外 の源 か ち め説 明 に つ い て は責 任 を負 わ ない。

10.別 添 の 契 約 明細 ↓ 全般 規定 お まび 作 業 説 明 はお お む ね、政 府 が ごの懇 請 ・

一456・ 一'
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か ら生 じたすべての契約の 中に含 ませ る ことを提案 している規定 ど条 件か

らなっている。

あなた方の提案送達文書 の中には、 これ ら規定 の受諾 の陳 述由 よぴ(あ

るいは)反 対の説 明が含まれなけれ ばな らない。不完全 と思われ る提案 さ

れた契約規定 は 、その後交 渉に より分析決議 され る。 ∵

11.す べて の提案提出意図の ある申込 者 は、すべての結果的契約 たもとづ㊤

ム ロ の

で作i業す る場合にご 特 別に使用 され る ものばか りでな く㍗開発され たいか

ノ

な る デー'タ も、 当事 者 に よ ってそ れ らデ ーツ につ い て同 意 を得 たな らば 、

特 別 使 用 制 限 を設け て 、 そ の デ ー タ の転 載 、 使用 、お よび 明示 に つ いて の

無 限 の権 利 を有 す る政 府 に 役立 たせ なけ れ ば な らな い こ どが勧 告 され る。

さ らに 、 い か な る結果 的 契 約 に よ って要求 され るデ ー タ も、NASA内 部

の報 告 を作 成 す る場 合 に 使用 され 、 ま た 必要 な時 に は 、 フ ェー ズB研 究 を

遂行 す るい か な る会 社 に も、そ して(あ るい は)将 来 の フェー ズ研 究 ま た

は そ れ に 関連 の ある努 力す る会社 に も使 用 され る こ とが あ る:

さ らに 、 そ の デ ー タは 同 意 を得 た 使 用 制 限 を設 け て、 一般 配 希 あ ため 公

に さ れ る ことが あ る。 この政 策 は 特 別 デ ー タ規 定 に よ り、 い か なる結 果 的

フェ ー ズB契 約 に も施 行 され る。(別 添面3"提 案 さ れ る契 約 明細"の1

5条 ～19条 参 照)

12.あ なだ方 の 提案 は、 前記8項 に 示 さ れ た宛 名 に 対 し150部 提 出 さ れ な

けれ ば な らな い。そ の 提案 は提 案 者 を拘 束 す るた め 、認 可 され た係官 に よ

って署 名 さ れ なけれ ば な らず 、 ま だそ れ に は下 に示 され た正 当 な 日か ら

i20日 以 上 の期 間変 りな い とい う意 味 の説 明 を 付 さ な けれ ば いけ な い。

提案 者 は 、 提案 を協 議 変更 す るた め 、お よび この 要求 に 関 して 提案 者

を拘束 す る た めに認 め られ 、そ してそ の 交渉 に 当 る交 渉 チー ムゐ"リ ー ダ と

`457'一



そ の 名 前、 地位 、 肩書 お よび 電 話番 号 を、・そ の 提案 の 中 に 明示 しなけ れ ば

な ら ない 。 提案 は 提案 要求(RFP)番 号 に よって識 別 さ れ 、前記8項 に

示 されft宛 名 に、東 部 標準 時 間 の午 後4時45分 ま で到 着 す る よ うに郵 送

され る か 、携 行 され なけ れば な らない,・

13.あ なfc方 は、提 案 提 出 の意 図の 有 無 を 明記 し 、前記8項 に示 ・され 、た宛 名

11にこのRFPを 受領 した旨 直 ち・に通 知 しな けれ ば な らな い。'・ ・.

14.a～ 二の懇 請 に従 って提 出 され た提案 は 、NASAの 有 人宇 宙飛 行 准 管理

官;t(NASAAsso・ ・ciateAdministrat・orforManned、 ・Space

Flight)に よつて任 命 されf〈NAS.Aの 提 案 評 価委 員 会(SoureeEVe-

luationBoard)に よb評 価 検 討 さ れ る。 提案 評 価 の 際 に ごの委 員

会 に よって考慮 され る基 準 は 、別ts,vS.2の 第2項 の セ ク シttヨン1か'ら6

ま で に 示 され て い る、 この 中 で セ ク シ ョン1か ら3ま で転 技 術 的 な基 準`

」・1をir4か らもまで は業 務 一 管理 基 準 を示 して い る63つ の 技術 的 な セ燐

シ ヨン を評価 す る場 合 、 第1の 考 慮 は セ ク シ ョン2(研 究 ア プ 同一 ヂのtt

基 準)に も とつ い て得 られ る イ ン フ ォ メー シ ョ ンに与 え られ る。 第2の

、考 慮 は セ クシ ョン1(構 成(Configuration)の 基 準)に も とつ いて得

られ る イ ン フォ ー メ ー シ ョ ンに与 え られ 、 セク シ ョン3(技 術的経 験/

能 力 お よび要 員 の基準)に も とつ い て得 られ る イ ン フォ ー メ ー シ ョンは 、

比 較 的 考慮 され ない。3つ の業 務 一管理 セ ク シ ヨ;'1を評価 す る場 合 には 、,

セ ク シ ョン4(組 織 と管 理 の 基準)に も とつ いて 得 られ るイ ンフオ ー メ

_シ ヨ ンが 最 も重 要 とみ な され る。 セ ク シ ョン5(会 社 の能 力 と業 績 の

基 準)と セク シ ョン6(資 力 と計画 の 基 準)は 、 ほ ぼ 同程 度 重 要 とみk

さ れ るが 、そ れ ら個 々 は組織 と管 理 の セ ク シ ョン の重要 性 に比 べ れば わ

ず か に低 くみ な され る。
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技術 的 な セク シロ ン と業 務 一管 理 セ ク シ ョンの評価 が 終 っ た ら、 前 文 に

従 い、 セ ク ・;・ヨン4、5tsよ び6の 組合 わ され た 評価 等 級 と関連 させ て

考慮 さ れ る。.一 一

この点 に拾 い て 、技 術 的 評価 は業務 一管 理 評価 の ほ ぼ2倍 の重 要性 を

持 つ 。 しか し、契 約者 は ↓す べ ての セ久 シ 亨ンで最 高 に 評価 され た提案

が 競 争 した と きに最 大 の利 点 を もつ という こ～とを 知 らな ければ な らない 。

bあ な た 方の 提案 の評 価 は、 あな た 方が 提供古 るす べ て の資料 とNAS

Aと 国防 省 の契 約 者 資 料保 管 簿 か ら得 られ る過 去 の業 績 記録 を含 むそ の

他 の要素 を考慮 す る。 提 案 を評価 す る過 程 に お い て、 提案 評価 委 員会 は

こ の提 案 作成 に 全 責任 を持 つ人 と討論 を行 な うこ とが あ る。 さ らに、 提

案 者 は提 案 提出後 口頭 で 説 明す る ため に招 かれ る こ とが あ る。 口頭 説 明

が 求 め られ だ場 合 に は 、提案 者 は そ の よ う辱な 説明 を行 な う時 と場 所 を通

知 す る。 提 案 評 価委 員 会 は ま た工 場 検 査 を 実施 す る た め 、 あな た方 の会

社 の訪 問 を欲 す る こ と も ある。前 記 の討論 、 口頭 説 明 お よび工 場検 査 か

ら得 られ る イ ンフ ォrメ ー シ・yン姓c提 案 の最 終 評価 に重要 な意 味 を持

つ ことが ある。

15.契 約者 は 、 フ ェー ズB研 究 のす べ て の要 求 を達 成 す る能 力を持 ρ、てい な

け れ ば な らな い 。 こ の能 力 がす べ て 自分 だけ の ものか 、 下請 契 約 を通 じて

か 、 また はそ の他 適 当 に得 た もの で あれば 、契 約 者 はRFPに のべ られ て

い る フ ェ ーズBの す ぺ て の エ レ1メン トに全 責任 を負 う能 九 を もfcな けれ ば

な らな い。

16.政 府 は 、 フ ェーズCとDの 主要 な計 画 エ レ メン トーに対 し、主 契 約 会社 と

して 遂行 で きる能 力 を 、政 府 が 満 足 す る程 度 に立 証 す る会 社 だけ を、・この

フ ェーズB研 究 のす べ て の要 求 を達成 で きる もの とみ なす 。 この よ うな立
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証 の必要 条 件 は、 複雑 な 航空 宇 宙 シス テ ムの研 究 、,開発 お よび 完成 にお い

て、主 要 な契 約 会 社 と して遂 行 した とい う過 去 の経 験 で あ る。

17.最 後 にNASAに 文って 要求 され るか 、 まkは 口頭 あ るい は文 書 に'よる

討 論 か ら生 じな い 限 り、 前記12項 に示 さ れ て いる時 間 と 日付以 後 に提 出

きれ た補 足 提案 ま だ は追 加 資料 は"後 期 提案(Lateproposals)"と し

て取 り扱 わ れ る。NASAPR'3,802-4(c)の 規 定 に従 い、 前記

、2厳 示されてい加 付惑 溺 が二裁定填 される前吐 領 され罐 案

または修正が政府の利益た'なる「なち ば、政府はそれ らを考慮する権利を留

保 す る 。'』 ∴ ..。.

それ 故に 、 提 出 さ れ る提案 は完:全 で、、決 定 的 な もので あ り、そ して評価

に 適 す る とい う ご とが 綱 躍 で あ る・ 』'

別 添 文 書6

別 添 文 書yfTa1
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孤

ア ー フrWプ ラ ン グ

主家 浅官(チ ー ・ ・ネ ゴジ エ タ)'

宇 宙 往 復 輸 送 シス テ ム ・ブ ・ グ ラム㌔ フ ェづB-

全般 説明

提案作成 についての指示'

提案され る契 約明細 と全般規定

宇宙往復輸送 システム計 画決定 てフエ]ズB1)作 業に

つ い て の 説 明
.

証 明 ・ ∵'

分 離 さ れ 左 い 施 設 の 証 明"・ 『 ・1∵
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■

別 紘11-・

一 般 情 報

1.RFPキ ャ ン セ ル の 権 利 一㌫ ・

この要 求 は政 府に契 約を行 な うことを委廷穿 る ものではない。政府は一

部 ま たは 総 て の見 積 力を拒否 す る権 利 を留 保 す る。

2.契 約 係官 の権 限 ・'ド

調 達 官 は 政 府 が この見 積 られ た調 達 に 関 して公 共資 金 を支 出 す る こと を

法 的 に委 任 す る唯 一 の者 で ある。 ・ ㍉ 一

3.中 小 企 業 認 証 に 関す る情報(も し適 用 すれば)応 札 者 は 中小企 業 庁 に よ

って権 限 の認 証 をか って 拒否 さ れ だ こ とが あ ったか 否 か を述べ なけ れば な

らない 。

4,見 積 り準備 の 経 費

応 札 に 於 け る、 ま た はそ の応 札 準備 の た めの研 究 ま た は設計 及 び サ ー ビ

ス ま た は供 給 の ために 調 達 ま たは 契約 した如 何 な る経 費 も政 府 は支 払 う義

務 は ない 。'・ 、

5.追 加 設 備ttt

追加 の政 府 提供 設 備 を要求 す る場 合 はNASA政 府 規 則13,5102(b)

を適 用 す る。

6.現 在経 費 ま た は価 格 デ ー タの保 証

も し、調 達 額 が10万 ドル を超 え る場 合 、落札 者 は 提 出 の経 費 ま たは価

格 デ ー タは正 確 、完 全及 び現 在 の もので あ る旨の保 証 を要 求 され る。 この

保 証 の様 式 は、"契 約者 及 び2次 契 約者 の保証 経 費 及 び価 格 デt－夕"条 項

の(b)に よる もの とす る。(1969年10月)、!

7.図 面 及 び明 細書 の 処 分
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RFPの 一部 として提供 され た図面及び明細書 は特 に指定 しない限 グ政

府 に返却 しな くて もよい。

8.自 動 デ ータ ・プロセス装置 の使用(ADP)'L

AD`P装 置 を使用 しようとするすべての場 合、次の規定 を実施 す る;即 ち、

もし自動 デー タ ・プロセス装置 の使用 を申 し入れ る場合ぷ政府 は落札者 に

可能 性の準備 と付託及 び装置 の リースま たは購入 の検討 を要求 す る権利 を

持つ。 一.1し"か

9.防 衛 の契約行 政 サー ビス

価格 分析、清 算感たはぞ の他 の査定 を助長す るために提出者 は・政府が

防犯 契約行政サぽ ビス部(DCASR)又 は防犯契約清算庁(DCAA'〉

の代表者 に政府に提出の見 積書 の写 しを手交す る ことに同意す ること・

10契 約行政、清算庁 の監査 官

提出者 は提出者 が作業 を実 施 しようとす るプ ラン ト専任監 査官 を持 った

政府機 関の表 を提 出 し、または専任監査 官不在の場合は そのプラント等 の

・監査官 を持 った地域/地 区/地 方政府機 関事務所 の表 を何 れ も次 の要素 の

ために提出 しなければな らない。

a'政 府契約行政'

b政 府所有 設備の管理 、利用及び維持

c資 材 の信頼性及び品質管理 の点 検

♂ 政府受入れに対す る点検

e労 働tsよ び産業 関係 ドt・

f'中 小企業及 び労 務供給 地域社 会の利用

g産 業及び人的安全`い ・、.1・

h政 府清算
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11,政 府 支 給 物 、

特 に 指 定 し て 見 積 り 要 求 を 表 に し な い 限 り 、 契 約 者 に 契 約 実 施 に 使 用 す'

る 物 は 提 供 し な い ・1・ ・,iUt,:一';

12・ 特 許 ・ 一 ヤ ル テ イ ・ ・ .・

も し こ の 見 積 りが2,5・0・0ド ル を越 え ・ 労 務 サ ー ビス 調 達 の も の で4,け れ

ば 次 の こ と を適 用 す る。

特 許権所有者 に よって本調達が彼所有 のUS特 許権 を侵 害 して怜る旨を

調達官に通告 され、又NASA特 許弁護団 に よって本調達が特許権 を侵害

して いる旨を決定 した場合 ・NASAは 次 の条件 を満 足させて・本理丞 に

従 って契 約 を与え る前に特許権所有者 と特許 ライセンスρ協定交 渉 志験 め ・

る 宅 と が で き る 。 .1,㌍.、.t,tい1-

a特 許 の適切な請求 範囲 は所管法廷 の非上告判決 または宣告 によつて無

効では なか ったか、或はま.た行政特許請求 範囲手続陥於 て所管 部ま,たは

・庁 に よ
って 政 府 に対 してvそ れ を所有 者 に無 断 で実 施す べ きで な い と決

,定 され た 。

b特 許権 所 有者 は特 許 下 の一 つ以 上 の ・一ヤ ノkテイ付 き市場 ライ セ ンス

に よ って立 証 され た もの と して彼 の特許 が 市場 的 に重 ん じられ て い る と

い う こと を論 証 して い るか↓ ま た は特許 権 所 有権 者 はべ彼 の特 許 が所 管

法 廷 の 非 上 告判 決 に よ って有 効 で ある と支持 され た こ とを 示 して い る。

c特 許権 所有 者 は 合理 的価 格 でNASAに その 申 し入 れ調 達 に対 す る1ラ

イ セ ンス を与 え 、如 何 な る場 合 で も彼 が私 的 関係 で ラ イセ ζ、ス1を与 え た

最 低 価格 を越 え て はな らな い。 そ して 、

d1,::/;調達 官 はNA・SA特 許 弁 護 団 と相 談 して過 度 に調達 を遅 らせ な い よ う

vに して ブイ セ ンス協 定 を始 め る惹 と を決 め る。:Lll
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協 定 に よ り 、 ロ ー ヤ ル テ イ は も し ・ 特 許 項 目 が ラ イ セ ン ス の な い も の か'

らSS達 ざれ る場 合のみ、・及び特許項 目がNASA瞭 らて承誤 れた場

合 にのみ特許権所有者 に支払 われ る。

NASAは 、 これ らの ローヤ ル テ イは アメ リカ合衆 国 に最 も利益 に な':

る見 積 り決定 の要 素 と して 考え て い る。 評価 の 目的 でli'L.ヤ ル テ イの支

v'

払'LAが 考 え られ る前に 、 各提 出者 は 調達 に よ って侵害 して い る とNAS

裡 許鱒 国力蹴 た需 の・・セー 保擁 である・とを示す機会が

毒 えられ る.、特許 ラ仕 ンろ麟 老であるこ誇 示 諾 唯 出者は評価
・㌃ ㌫

_端 な嚥 締 として見なさぽ'川

13.権 利 放 棄 の 発 明/1:・ ∴-tLミ ・

も し"新 技 術 〃条 項(1966年5月)が 適 用 さ れ る な らば 次 の 規 定 を

適 用 す る 。

,1ご,NASA特 蓮 懸 醐4C・F・)!.・P1245'100以 下 の
・下に於てNA政 契紅 吐 け綾 町 対す雛 利糠 を・っの違・た

時点 に於 て放棄 書を要求す るこ とがで きる。個 々の発 明に対す る権利放

棄 書 ぱ発 明'hsas認 き れ 、NTAsAに 報告 され た後P.1245、106

た よ;て 要 求す る こ とが 逼 る・末 だ躍 さ れ ず渓 告 され な い発 明 の

棄 権 証 書 はP.・124"5・104に よ2て 契 約 実 施 前 に、 ま たはTP12

45.1^05に よ って契約 実 施 の60 、日前に 要 求 す る と とが で き'る:s棄

権 証 書 は、 た とえ要 求 が他 の規 定 に とって達 せ られ ず 、 も し達 せ られ て

も融 られ なか った と して も・ ⊇ らの規 定 に'よ ・て要 求 す る こ とが で

き る ・'
.='一 旧 一`

・ もし溶 自が契約のもと曝 璽 なう・とができる総ての期 め難

証書に対汚 契約実施厩 立2て 請願するつ もりならば淳 自の申し入
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れ購 醒 を勧 しな助 願 垣 吟 勲 請願嬬 や繁 るた祭 行

な熱 るべ測 定は・NASA調 達規;|j14C・F・R● ξ・
、}㌍r

・104及 び9101-3(dX1)一(6)に 求 べ ら れ て い る 。

-iい1/;?、t./-

・ 見勧 嘩 ついて契約を聴 わ頬 定がさ品 場合洛 自陣 騨 は

興 鱒 局に撤 して考察をう甦 月 頃ぽ 貿 鯵 ぴ 日曝s

A行 政 官 に 対 して棄権 を認 める ことを勧 告す るか・ または調 達官 に達

して契約の実 施 を不当に遅 らせ ることな しに決定 を認 める ことは困難で

ある 旨通告す るか の何 れ かを行 な う。後者の場合各 自にその旨通告 され、
,、㍉

契 約の実猷 当 ・て 臼 は刷 糺 て離 を賭 するよ腰 求することが

で きる・難 証聾 求 認 め られ葺 合・9101-
,4に あ る"、新興"

条項の釧 繰 願 行の契紋 対阜 適用される・

14.定 着 失業 者

企業主は全国 ・・最大都肺 於て定着蝶 問題を繰 恒 ための縫 ㌔ .

政 府 と協 力 して お り、 新 しい私 的及 び 全有 志 組織 の実 業 家 国民 同盟 は ワシ

ン トンDCに 本 部 を もち、 各50都 市 に支 部 をお い た。 同盟 の 目標 は19

71年 までに50万 人の鑓 失業者牢 んとか し・20万 人の緬 青細

必要な醐 労繊 探さねばならないことである・こ;鰹 対す る縫 は

本契約 に於 ては得 られ ないが、各 自はこの問題 に協賛 して採用 されなけれ

ば失業す る"定 着"者 の醐 馴 し岬 すること欝 蝶 硬 区

の地 方NAB… ポ リ・ンオ・・スを介 して行なうことカ1で
,鷲 烈,t;

計画 よ三て保証された馴 者の竺 璽;三 会 禦 璽 及び訓

練睦 め余効 綴 閲 する翻 金も彫2、イスよb得る㌣ 繰 る・,、
15.中 小企業 標 準規 模

,.～騨 靭 脚(準 るtl'J'企難 醐 模騨 雌 繰50ひ である・
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提 出者 は"'保 証 〃(関 連別 紙 滋5)と 題 す る附 属 様式 あ 秦'4部 を完成 ざせ

る場 合に本 標 準 に 使用 しな け れば な らな い。 本 様 式 の総 て ゐ適用 部 を完 成

して見 積書 と 共 に返 却 し安 けれ ば だ らなム 。`ト 「'

16.不 正 申告

見 積 書 に は完 全 、 正 確 及 び ま とAっ た情 報 を本RFP(別 紙に 含 む)に

よ って要 求 す る様 に記 述 しなけ れ ぽ な らな 広。 見積 書 雇ボ正 記 述 を した も

のに 対す る罰 は18.U.∵"S'.''"e.'100iに よ引って指定 され る。

17.撤 回規 定'… 〆 バ

この規 模の 調 達 に正 規 た要 求 ぎれ る次 の規 定 は、 この フェ ーズBの 研 究

作業 に 限.lfu回 し一1ポ し何 か が起 れ ば 次 の フ ェーズ に 適 用 され る。

aNASA、PR3.501(双)　 新技 術報 告 計 画"

bNASA、PR3.102(b)(XX)"コ ス ト低 下 計 画"

18.見 積 り準 備 の イ ン ス ド'ラク シ ・ン

1・」紘 ・のgegは 見 働 輪 疏 遠 うぺ 齪 緒 の特別 ・ンス ・ラグ

シヨンを提供す る ことである。 これちの インス トラク ションは重要 である

と考 え られ 、政府 の必要 とす る情報 を専用様式 で見積 り、評価 がで きるこ

とを確実 にす るた めに、全面的に応 じなければな らない。

19.見 勧 極 秘保証 ぷ 〆 …

見 緯 は極 酬 報 を除 く難 じぞ減 さ撤 ばな らない.'

20.技 術デ=)E'"ぶ10"い 六 ㍗』

との要求に応 じて付託 され た見積書は 、提出者 ごまだ は、二次提出者 が見`『

積 りの評価以 外の 目的の ために使用または公開 を好 まば広技術 デご タを含

め る こ と が で き る 。

その技術 デ ータの使用及び公開は、'提出者が凡例 ゐ条件 に よって制限 す
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豪 き見積 書 め ペ ー ジを指 定 して 、次 の凡 例 を見 積 書 の表 紙 κ 文 ← ク じ文制

限 す る ことが で き る。 二3・. .

RFP、 克 … に 関 して の本 見 積書 の… ペ ー ジ に あ る技 術 デ ータ は評価

目的 以 外江 は使 用 ま た は公 開 して は な らな い。 ㍍

21.優 先 の 順:. t－

本願 の規 定 間 に 不一 致の あ る時 には そ の不 一致 は次 の 順 に優 先 して 解決

せ ね ば な らな い 。 －

a

b

C

d

C

見積 書 の 要 求

・一般 情 報(別 紙 .Cb6.1)

見積 準 備 の た めの イ ンス トラク シ ョン(別 紙 孤2)

契 約 ス ケ ジ ュ ール及 び 一般 規 定(別 紙Ma3)

工事 の 申告(別 紙 孤4)

別紙A62'

見 積 り準 備 の た め の イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン

1.緒 言

下記 に示す インズ トラク シヨンの提供 に よって、契約要求(別 紙籏3契

約 スケジュール及 び一般規 定、別紙危4作 業 申告)を 有効 に完成 させ るた

めの貴社 の権 限 を論証す る情報 を うけて、貴社の見 積 りの競争評価 をさせ

るこ とがNASAの 意図であ る。

2.一 般

a貴 社 の 見積 力は"フ ェ ーズB－ 宇 宙 往 復 計画 達 成 見積 りtiと 題 した

3環 バ イ ンダ 型 ル ーズ リー フに綴 じなけ れ ば な らない。 この綴 じ込 めば

要約 お よび6部 に 分 け る 。下表 は 意図 す る 目的 を持 った6部 で あb、 各

部 に最 大 数 の べ ニ ジを入 れ る こ とが で き る。応 札 者 は評価 目的 の部(添
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盈

書の ほA参 照)の 比較値 を表 わす 舗 β名 をページ制限 と解釈せ ぬ よう

に注意 す ること。

部の名称 .意 図す る 目的 ペ ー ジ制 限

ヌ 約

1.構 成

2.研 究 ア プ ロ
ー チ

3.技 術的経験

/能 力及び

人物

4.組 織及 び運

営

5.会 社 能 力

及 び 成 績

6.資 源 及 び ス

ケ ジ ュ ー ル

見 積 りの顕 着 な特 徴 は

イ可力・?{列 えば §再発 と,

操 作 局 面 を含 む 全 シス

テ ムの経 費低 下 に貢 献

す る主 な 特徴 は な にか

?

20

局面B中 研究 に どの システム設計 観 積 るが 何 故?s・

作業説明書 第4部 にある特殊作業達成 のための貴 社ρ ⑳

アプ ローチ及び理論 的基礎 は何 か?

適 切な技 術的経験 は何か20

/能 力及 び、 この作業に参加 させ る人物

如何 に して貴 社 の局面B研 究作業 を組織 し運営す る20

か?

どん な特殊技術 を使用す るか?

この仕事 を完成す るための貴社 の能 力?・ ①

貴社 の成長 記録 は?

この局 面B研 究の経 費 はい くらか?

大規模研究 開発計画 を見積 るための貴 社技術 は何 か?田
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6部 の各 々 の特 殊 内容 に関 す る イ ンス トラク シ ョン及 び詳 細 情報 ぱ 下

記3-9部 に示 す 。

b2次 契 約 者 ま たは チ ー ム ・メ ンバ に よって準 備 され た材 料(資 料)'∫を

適 用 す る見 積 書 の 各6部 を統 合 しな けれ ば な らな い。 可能 なー最大 ・限 に ま

で 、 各部 は独 立 し、 他 の 部 に 頼 って は な らな い。 と こに特 に要 求 した も

の以 外 の附録 を 付記 して は な らな い。

c見 積bテ キス トは シン グル ・ス ペー ス で パ イ カ活 字(又 は そ れ に相 当

の)を 使 い、8/1"×11"用 紙 に タイ プ しなけ れ ば な らな い。 説 明
2

は 読み や す く、 折b込 み は1-1"×7"以 内の 専用 の もの で なけ れば な

らない。 折 り込 み ほ 制 限 主 ごジ の1部 と考 え 、 ナ リン・トペ ー ジの30を

越 え て は な らな い 。精 巧 な美 術 表装 、 高価 な用紙 綴 込 み ふ 及 び 高価 な外

見 又 は他 の 装飾 は必 要 で な く、要 求 もし な い。

3.要 約

簡 潔 な要 約 を見 積 りの顕 著 な特 徴 を示 す ため記 述 しな け れ ば な らない 。

要 約 の 目的 は 全見 積 書 の理 解 と評価 を助 け 利 用者 の カ イ ドとして調 達官 を

助商 議 で あるこ と.渓 尾 閲 し、要約は見鰭(下 の 、～ ・部 に記述)

の技 術 部 分 の 参照 見 出 しと、特 別 シス テ ム、 補 助 システ ム要 求 、 ま た ぱ操

作 関係 が 直 ち に確 認 され る総 ての デ ー タ と分析 を確 保 す る ため に記 述 しな

けれ ば な らない 。

4.構 ゴ成

aこ の部 は2つ の シス テ ム設 け の 記 述 、即 ち提 出者 が宇 宙 往 復 シ ス タ ム

の研 究 に着 手 す る に当 って採用 しよ うとす る軌 道 高低 気 体 方響 ク ・ス範

囲 の 設計 を記 述 しなけ れ ば な らな い。記 述情報 は 次の予 備 様式 を含 まね

ば な らず 、・そ れ は局 面B研 究 の 着 手 に於 て は単 に粗 略 な デ ー タ しか得 ち
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、 ・

れ ない とされ てヤ、る。 ・

1一 一般 配 置 図

21'物 体 特 性 デ ー タ.

3・ 気体 力 学特 性 デ ータ 、 ,

4.構 造 及 びTPS基 礎 設 け ア ブ ・一 チ:

5.乗 物 、 地上 設備 、宇 宙 ス テ ー シ ョン、 及 び ペ イ ・一 ド間 の シス テ ム'

相 関概 念 い ㍉

6.独 特 のサ ブ シ ステ ムの構 成 、;.

bこ の部 は ま た宇 宙往 復 シス テム、 シ ス テ ム及 び 使命要 求 ・ 所 要 シス テ

ムの特 質及 び 極 度 に困難 な、 ま たは危 険 が 予 期 さ れ る 問題域 の 基礎 目的

に 対 して強 く関連 す る これ らの特 徴 を念 入 別 ζ研 究 し よ うとす る シで テ

ム設 け の 選択 に 対 す る理 論 的 基礎 を詳 細 にわ た って論 じ・

c往 復 宇 宙 計 画 の基 本 的 に適 うが 、NASAの シス テ ム要求 及 び所 要 シ

ス テ ム特 質 の 総 て に は適 わ な い とい うシス テ ム概 念 を貴 社 が もつ な ら・

貴 社 は こ¢)構成 を 代替 と してま た は上 記 に規 定 した シス テ ム設 け に代 っ

て見 積 る こ とが で きる。 代替 シス テ ムρ概 念 は別 鰯4の 作業 申告 の 第

2.o部 に あ る計 画 目的 に適 う もの な の で たけ れ ば な ら逐 い こ とを強調 す

る 。

5.研 究 ア プ ロ ー チ1・

この部 では、提 出者 のアプ ローチの理論的 基礎 に基 づ き、第4部 一作業

申告 の契約者職務に於て要 求 す る特殊業務ρ 各 々に対 して記述 しなければ

な らない。作業 申告の貴社 の業務項 目に直接相 関す る方法 で資料 を提出 し

または確認 しなけれ ばな ら』ない。

提出書 には業務 定義 、サ ブシステム及び売却達成 計画 、構造 、材料 、及
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び防熱 システムの選択及 び支援技術計画 に対す るアプ ローチ ・システム分

析達成 に伴 な う理論的基礎 、解析 を支持、 または概念 を立証 す るためめ 解

析作業 を持 った支援技術 調査 の集成及 び地上走 行操作、積卸 し操1作、維持

原理 、学研操作 を含 まねばな らない。前述のものは説明のみで あり∵ 提出

者は研 究 アブ・一チの提 出書17特 定 のもので あり、貴社及 び各業務 に対

し意義 あると とを保証 しなければな らない。

6.技 術経験/能 力及び入物

応札者 は関連技術経 験 を記 述 し、責任地位 に あって、この件 を支持す る

貴社 を確認する ことに よって、 との件 に対する適用 力をで きるだけ多 く記

述す ること、主担 当入 物 に対す る摘要書 を提供 しなければな らない。

利 用できる他の計画 で開 発 した特殊 テス トの能 力、設計 書 またはデー タ

を確認 して、応札者が この研 究の ため に重要で ある と信 じるす ぐれ たまた

は特殊の能 力を記 述す るこ と。

7組 織及び運営

この部 は2つ の主 な次の 様な節に分け られ るA)組 織 及び運営B)

関連努 力の適用。

a組 織及 び運営

宇 宙往復局面B研 究計画 を提供 し、計画 には会社が局面B研 究作業 に

対 して、 組織 を作 り運 営す る意 向を完全に説明す る総 ての必要 な情報 を

含め ねばな らない。計 画 はDRD允MAO80A(別 紙磁4作 業 申告 参

照)に 従 って準 備 しな け れ ば な らな い。 計画 書 に加 えて"局 面Bに 対 し 、

契約者 は如何に組織 し運営す るか?"の 質問に答える適切 と貴社が信 じ

る他 の情報 とと もに次の情報 を備 え ること。

(1)研 究 を行な う主 お よび参加 会社 の組織 的要素 に対す る専用 チャー ト
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を提供する。参 加者 各自の責任 と権 限を定義 し、ま たこの研究に適用

す るものと しての参加者の選択及び運営上 の会社 の政策及 び業務を説

㍉ψ

明す る。

② 研 究 を行 な う主及 び参加会社の組織的要素 の責任 と権 限 を定義す る

こと。

(3)研 究作業 の組織的関係 を主契約者 、参加 会社及び政 府の他 の組織要

素 とと もに説明す ること。

(、)嚇 蹟 直裁 のため唖 用デる運離 術を観 す ること。

b関 連作業 の適 用

如何 元会社及 び外部 団体が局面B要 求 の研究 達成確保 の ために支 援す

るか を議 す ること.応 札者購 匿 手段 とを確認 し、それに よ・て関

係後援会社'1R&Dの 成果、 データ、設備及び経験 を記 し、'また他の契

約作業 が この研究 に協 力する ことと、叉参加会社 のそ の情報 を確認す る

こと。

8.能 力、経験及び成績

この部 は次 の様に5つ の五節に分け られ る。A)主 契約者 、援助または

2次 契約者 と しての経験B)協 力利益C)人 事 政策 及び労働供給地域

計画への参加 、各節には最小限 下記 に要 求され る情報 に、質問 に答え るに

適切 に考え る他の情報 を含 ませ る.質 剛 ま・貴 社 は局面B往 復計画研究に

睡 繊 できる過去の謡 言 面輔 して得たどん樋 切端 加 会社能
ミ ト

カ を持 って いるか?〆

a主 契約者、援助又は2次 契約者 としての経験

宇 宙乗物 シス テム、高性能航 空機又 は他の進歩 した技 術の設計 ・開発

研究、集 成 、ま たは学研支援 に対す る主契約 の主 または援助、または2
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次 契 約 者 と して の応 札 者 の最 近 の計 画 運 営経 験 を論 証 す る情 報 を提 出 の

こ と、 この 目的 の た め の"最 近 の経 験"と は過去3年 間 の 中 で契 約完 了

ま た は契 約 進 行 中 の こ とを意 味 し、"主 契 約"と は1,000・ ㊦ ル を越 え

る価格 の 契 約 を意 味す る。情 報 は 特 に経 費 及 び ス ケ ジ子 一ル 及 び 技 術操

作 の3目 的 に 関 して 必要 で あ る。最 近 に お け る経 験 の 申 の各主 要 契 約 に

対 して は 、次 の 情 報 を最 少 と して 提 出す る こ と。(そ れ に加 え で提 出者

は5年 以 上 前の 契 約 に関 す る情 報 及 び局 面B往 復 研究 の た め に提 出者 が 、

そ め 契 約 者 が特 に重 大 で ある と考 え る100万 ドル以 内 の契 約 に 関す る

情 報 を 提供 す る こ とが で きる)

(1)契 約 授 与 及 び構 造, 、tt:1、

も し あれ ば 、 主契 約、i契約 番 号 、 契 約 量 、契 約授 与 及 び完 了 日、作

業 範 囲 の要 約 、奨励 金 の構 造 又 は他 の無 報 酬配 置(も し コス ト ・プ ラ

ス 固定 利益(CPFF)な ら見 積 り額 の%と して)及 び経 費/ス ケ ジ

ュール/技 術 成 績 に 関す る他の独 特契 約規 定 を 、 も しあれば政 府 機 関

に確 認 させ る こ と。競 争 ベ ー スで 授 け られ た か どうか を述 べ る こ と、

(2)契 約 成 績1]、 、 ,.

契 約 の結 果 を経 費 、 ス・ケ ジユ ール 、技 術成 績 の3つ の 目的 項 目につ

い て 次 の よ うに のべ る こと。

(a)経 費 増(超 過 を含 む)kた は不 足 を確 認 、説 明 し、契 約授 与 か ら

完成 ま で の 時間 を関 数 と しての計 画及 び 実 際 の プ ・グ ラム経 費 の傾

向 を(グ ラ フ的 に)説 明 す る こと。

(b)第1章 及 び 全 プ ・グ ラムの初 期 ま たは 最 近 の発行 物 を確 認 説明 し、

契 約 か ら完 成 ま で の時 間 を関 数 と して 、発 行 の計 画及 び第1及 び 続

'く 章 め 傾 向 を(グ ラ フ的 に)説 明 の こ と。^,, 、
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(c)成 績明細書に必要な棄権 を記述 し、説明する こ..と・飛 翔灰 はテス

ト結果 を計画及び実際契約要求の項 目に記載す る。契約的要求 か ら

の実際成績に おけ る逸脱 の性質 と理 由を説明す る。

ω ・違約又 は便宜 の限界 を確認 し説明す る。

(3)契 約運営

経費/ス ケ ジュール/技 術成績 の3っ の目的の各 々に対す る現状 を

決 定す る作業の進行 中に使用す る運営技術、、手順、 シス テム、組織的

概念、操作技 術及び方法を特 に確認するデ三夕を記述 ・本調達に対す

るとれ等 の方法 を適用 す る特例 を示す こと。

(4)問 題 の困難克服の経験

麟/ス ケジー ル/技 術成績 の困難 克服す るの 醜 用す る技術的

お よび経営者 アプ ローチを引用する こと。特別な困難 に当 って の即応

設計 を確認す る。逆境 下に あって経費/ス ケジュール/技 術成 績の1

っ以上 を達成す る項 目にある これら哩 営法 の運営法 の議 正され脹

所 又 は短所 を注釈 す る。、 二.

(5)宇 宙 往復 研 究 に 対す る 関係

局面Bの 宇宙往復 の定義研究 に対す る主契約及 びその予期 したもの

を含 む訓練 と技 術の間の関係 が も しあれば記述す る。

b協 力利益

調達に よって要求する 活動 の タイプを補 な う傾向 のあ る調達官の総

合協 力利益 を論 証す る情 報 を提供 す る。特 に この計画の協力利益 と・

如何 に してそれが現 在及 び将 来の協力ゴールに関連す るか を確認す る。

c 、協 力人事 政策及 び労務 関係

必要 な時 に人事政 策お よび労務 関係分野 におけ る総合 協 力利益 、経
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験 、及 び計 画 を論 証 し、 説 明す る情 報 を提供 す る。 次 の もの及 び 追 加

適 切 デ ータ を提 供 す る。

(1)髄B蟻 研究を行なう繍 蝶 閲 するトップ醐 廷 壁 営

か らの関係 を確認 する現 在の組織的 チャー ト・そのチヤー!上 での

協 力レベル に於 け る主経営者 を確認 する。研 究開発及び製作契約両

方 を含む主契 約の進 展中における トップ経営参加の在来会社政策 を

記述す る。

② 法人/組 合関係

組 合関係及び労働 協 約状 態の評価

(3)雇 用及び経営 者規 則11246の 機会均等 に関す る政 府政策 を履

行 す る法人 の経験

d政 府/契 約者 の過去 の関係

以前の契継 柚 て拙 寄 得た批 報 び2次 契糸猪 の鮭 の政

府/契 約者 関係及 び困難 を克服 す るために履行 した技術 及び政策 とそ

の適用 しての効果 を論 証 した情幸艮を提供 。

e政 府 の中小企業及 び労 務供給 地域 計画への参加

(1)契 約者が 中小企業及 び労務供 給地域 関係者 と2次 契約 を行 なった

以例作業、特 に後 日製作時 に好結果が期待 され る開発的作業 に対す

る記録及 び 、

匂 会社が2次 契 約 を結 びそ の関係劇 ・援助 を与え ることの効果 を他

の 対 照契 約 と比較 させ 、

(3)社 会 一経 済活 動 の一 般 分野 へ の他 の 大規 模契 約者 の参 加

9.資 源 及 び ス ケ ジュ ール

こ の部 は次 の5つ の 節 に 分 け られ る。A)経 費見 積b、B)財 政 状 態 、
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C)経 常費 、G&A(一 般管理費)人 件費率及 びIR&D、D)資 源見積

技 術、E)設 備要求、各節には下 に要求す る情報 と適切 と思 われ る他 の情

報 を最 少限入 れ る。、

A)経 費見積b

局面B研 究実施 のために必要 な総 て の作業 、資材 、交通費等 を含め る

会社 の固定 費見積 りを提供 、次の情報及 び他 の適切な デ三 夕を記述せね

ばな らない。

(1)給 料及 び賃金

労働 種別 の直接 人件費 の見積金 額 を明示、 これ等の全都 を時間 、労

働着 類及びそ の割合 の表 にす ること。 との情報 は次の様にする こと。

(a)DD様 式633-4(NASA教 書)の 価格 見 積 り詳細 を封 入 す

る。DD様 式633-4の 裏 面 に要 約 ドル 見 積 り及 び1～Vを ま と

め る。 ま とめ た様 式 を会 社 の責 任 者 が保 証 し、 署 名 しな けれ ばな ら

ない 。補 助 経 費 デ ー タ をDD様 式633-4及 び 様式 の裏面 の脚 注

に概 説 した様 に 同 じ詳 細 の添 付 用 紙 に詳 記 す る。

② 値 段

(a)経 常費 及 びG&A値 段

現 在適 用 で きる経 常 費及 び 総 て の カテ ゴ リに準拠 したG&Aの レ

ー トを示 し、適 用 の基 本 を完 全 に 説明 す る。 適 用 で き る と きに 、G

&Aレ ー トま た は経 常 費 か らの 個別 研 究 及 び開 発 費 を分離 さ・,yる。

順 社の経醐 日・(2覧 票
、地及び政府会計監査機関代表破 所

(3)価格見積 りの承 認書 の写 しを提出 す る。

(b)支 出費

見積 りの局面B研 究期 間に対す る申告及び各 月の時 間増加のグ ラ
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フ様 式 中 に累 積 計 画 支 出費及 び実行 価格 を提 供 しな け れ ば な らな い。

(3)2次 契 約及 び他 の配 備 』 ・ ご ・1rt:'・'・"・';

局面Bで 要 求 され た2次 契 約 及び 他 の配 備 の途 見 積 額 を 示 しぶ 適 用

で きる主 契 約 者及 び 内 部 共 同存 在負 担金 及 び利益 及び 適 用 の基 本 を示

す 。利 益 の累 積 を避 け る・た・め・に内部 共 同交 渉叉 ぼ2次 契 約 で得 た項 目

に対 す る主 契 約者 の利 益 を適 用 す る方法 を記 述 す る'こと・こ も し肉 部 共

同交 渉 の取 扱 いに 関 す る政 府機 関 との協定 が あ る一な らば 協定 の写 しを

付 託 す る こと。'"バ

(4)資 材 「[//'1

局 面Bで 使 わ れ るべ き資材 の主 項 目を全 資 材 費 と共 に 示す こ と。 価

格 算定 法及 び資 材取 扱 費 を も しあ れば 示 す こと。 予期 され る優先 権/

そ の た め の割 当 を確 認 ∵ 膓 ㌧'口

(5)旅 行 及 び最 低 賃 金 ⌒"t託 ぷ ・

見 積 りの ため の旅 行 回数及 びそ の経 費 内訳 を示 ナ と と♂

(6)そ の他 及 び異 例経 費 皐::1:"t`

未 回 収 の 直 接経 費 の要 素 を確認 し、説 明 す る"こ と㌔ ・ ぶ

(7)税 金't1"・)'・'

見積 りに適用 し、含 む総 て の{賦課さ れる連邦;州 及 び地 方税 を箇条

書 き に す る 。1t't・1"i㌦ …"㍉ ・・

(8)ロ ー ヤ ル テ イ 情 報:、 一 ・'s

も し見 積 り 要 求 に 対 す る 答 え が ・ 一 ヤ ル テ イ1み経 費 ボ だ ば 料 金iを 含

む な ら ば 次 の 情 報 を 見 積 書 と 共 に ロ ー ヤ ル テ ィ・寮 だ は ラ1ネ遠 シ ス 料 の

項 目 別 に し て 提 出 す る こ と 。Tt'1べ ・1"t'V-;t-""}弓

(a)ラ イ セ ン ス を 与 え た 者 の 名 及 び 所 在 か,
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a))㌧一ライ セ ンス協 定 の 期 日 ・-1・ ・t-'∵ バ

(c)ロ ー ヤル テ イ を払 う特許 数 、特 許 適 用、一 連 番 号 、 又 は他 の基本

(d)ロ ーヤ ル テ イを払 う各契 約 項 目また は構成 要 素 の モ デル 番号 の 一

部 を含 ん で 明確 に記 述 す る こ と。t..1;.1・1

(e)ネ ッ ト当 りのm－ ヤル テ ィの ドル'tレ 一浪 を%で 出す 。

(f)契 約項 目の ユ ニ ッ ト数 パ'・

(∂ ユ ニ ッ トの数 ぴ

(h)ロ ー ヤ ル テ イの全 ドル金 額

B)財 政状 態

応 札 者 の財 政能 力 を論 証 す る現 在 の財 政 申告 書 及 び所得 の経 歴 を提

供 す る こ と。

C)経 常費 、G&A、 労 務 費及 びIR&D

会 社 の経歴 及 び計 画 の間 接 費及 び 直接 人 件費 り 分野 を総 合 し て論 証

す る情 報 を 提供 す る と との最 小 限 、次 の もの及 び適 切 な デ ー タ を提

出 す る こ と。

(1)1966年 ～1969及 び1972年 ま での 計 画 の資 材 及 び2次

契 約経 費 を除 く、 合 同経 常費 、G&A及 び全 経 費 中の人 件 費 の マ ン

○ 、・ ア ワ(適 接 、 間接 両 方 を含 む)の カー ブ

② 分 担 比及 び適 用 を含 む 個 々の研究 及 び開 発 の財 政 政 策及 び費 用 の

経 歴 、 ま た1972年 ま で の計 画(ま たは可 能 な最 近 期 日)t,、

;P)、 資 源 見積b技 術tt,,; 、

、い 、、予 備 の宇 宙 往復 開 発 計 画 の 複雑 及 び広 大 な計 画 を強 化 す る主 研 究及

び開 発 プ ログ ラ ムの 資源 ス ケ ジュ ール及 び経 費見 着 り に対 生}るご提 出者

の ア プ ロー チを論 じ る。,.・..、 … 、.1
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E)設 備要 求

局面Bプ ログ ラ ムに 必要 な 設 備及 び特 殊 テス ト設備 を詳記 す る。 作

業 の実 施 に 必要 な追 加 設 備 ま たは 装 置 の経 費 を、 そ の設備 及 び装 置 が

契 約 者供 給 の ものか 政 府 供給 の もの か の情報 と共 に確 認 の こ と・、.、 、:i,

国 防 省 契 約価 格 見積 書(R&D)・ 、 ∵

本 様式 は(i)経 飯 は価 蹄 一 夕(NASAPR3807-3参 照)の 付 託
、

が 要求 さ れ(ii)調達 官 に よ ってPD様 式6『1の 代行 が公 認 され る時 に 用 い る

もの で あ る。予 算 局 承 認 様式■■a22-RloO、 提 出者 の名 、 事 務 所 所 在 地

(XIRコ ー ドを含 む)、 授与 さ れ る1:き 供 給 及 び サ ー ビス、作 業 を行 な う

部 及 び 場 所 、見 積 り金 額、$、政 府 願%. ,.1、,,▽

●

経 費 要 素 の詳細 記 述

1.直 接 資 材(公 示Aに 項 目分 け)a購 入 部 品、b2次 契 約 項 目、

cそ の 他(1)粗 材 、(2)貴 社 の標 準 市 場 項 目、(3)部 内 聞 輸送

2.資 材 経 常費(レ ー ト%× ドル ペ ース=)

3.直 接 人 件 費(詳 記)

4.労 務経 常 費(部 又 は経 理 セ ンタ ー詳 記)

5・ 特 殊 テ ス ト(政 府 設置 の 現地 作 業 を含 む) ..

6.特 殊 装 置(も し直接支 払 な ら)(公 示Aに 項 目分 け)
し

7.旅 行(も し直接 支払 な ら)(添 付 ス ケ ジ=・一ル に 詳細 を記 入)

a輸 送 、b日 割 り又 は最 低 賃 金

8・ コ1ンサ ル ゲ ト(確 認 目的 ・ レーb)・ 、

9.そ の他 の直接 経 費.、
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10.全 直 接 経 費及 び経 常費

11,一 般 及 び 管理 費'こ'

12.ロ ー ヤル テ イ

13.全 見 積 り経 費

14.料 金 又 は利益

この 見積 りは… … に関 し、 そ れ に応 じて用 い る ため付 託 され(RFP等 記

述)提 出者 に 対 す る イン ス トラク シ ョン と下 の 脚 注 に従 って この期 日に 関 す

る最 良 の見 積 りを反映 す る もの で あ る。 タ イ プ し た名 及 び肩 書 き、 署 名 、 会

社 名 、付 託 日、'〉'}'

DD様 式633'-4(NASA教 書)

公示A、 支 持 ス ケ ジュー ル(詳 記 、 もし余 白 が 必要 な ら白紙 を使 用 の と と)

項 目記 述(脚 注5参 照)

i過 去12ケ 月 以 内 に 国防 省 、 国立 航空 宇 宙行 政 部 ま たは原 子 力委 員会等

の政 府 関係 が貴 社 との主 契 約又 は2次 契 約 の勘 定 又 は 記録 の検 討 を行 な っ

た こ とが あ ります か?も し イエ スな ら下 記 を確認.・ 寸～パ'…

検 討 事務 所 の名 及 び 所 在 、電 話泥/内 線

iiこ の見 積b契 約 の実 施 に政 府 施 設 の使 用 を要 求 します か'?も し イエ ス

な ら別 ペ ージに 確認'へ'

iijこ の見 積 り契約の実施 に政 府契 約融 資を要求 しますが?1も しイエスな

ら前払 い、出来誌 広 『渋 酬 証 ・一シ ・ぷ

iv貴 社は現在 この見igtb契 約に よって要 求Uk同 じずたば類似⑳作 業に対

す る契 約(ま たは独 自の 融 資 力(IR&b)を 持 っ てい ます か?'

Vこ の経 費 要 約 はNASAPR、1＼'5音 β(3.8・7-2(・X2)参 照)に あ`

る経 費原 則 に適 合 して い ます か?
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●

提 出者 へ の イ ソズ トラク シ ョン β

1.こ の 様式 の 目的 は標 準 型 を提供 し、 それ に よ って提 出者は政府に対 して詳

細検 討 と分析 に適 う見 積 り経 費(及 び付 属維 持 情報)の 要 約 を付 託 す る。

この見積 帰 に よっ喫 約 を結 ぶ前 噛 賭 はNASA・PR♂ ・8・め]' -

3に ある条件 の † に現 在 経 費 又 は価格 デ ー タ の保 証(NASA・PR13＼8

07-3(e)及 び3807-4参 照)を 付託 しな'げれ ば な らな い。"1'・ ∴

2.こ の 様式 に よ って 要 求 さ れ る特定 情 報 の1部 と じて 提 出者 は経 費 又 ぱ価

格 デ ータ(即 ち立 証 一(}・き、 実 際 の さ も・なけ れ ばNASA・PR憶'80・ ・'7-

3(2)に 定 義 す る デ ー・一夕)と して との様式 で明 らか に 確 認付 託 し なげ れば

な らな い 。 かえ って下 の も の を含 む提 出者 の見 種 リ プ ロセス を 合理的 に説

明 ナ る情 報 を この 様式 に よって付 託 しなけ れば な らない 。

a既 知 デ ータか らの計 画 に使 用 し た もの を含ん で見 積 りに 使用 した判 断

で きる要 素 及 び数 学 的 また は 他 の 方法 、 及び 、

b見 積b価 格 に 提 出者 が 使 用 した臨 時 費

3,こ の 様式 に対 す る維 持経 費 又 は 価格 デ ータが付 託 で きな い場 合 に は、 デ

づ ダを特 に確 認 して 記 述 して(充 当す るスケ ジ ュール と共 に)要 求 側 の調

達 官 又 は そ の代理 者 に手 交 す る。

4.経 費 要 求 に対 す る型 は 必ず し も必要 で はな い。 これ らは も っと有 効 に表

示で きる違 った型 で示 す こ とが で きる。他 の総 て の点 で この 様 式 を完成 さ

せ 変更 せ ず に付託 す る こ とこ

5.こ の見 積bの 付 託 に・よ'って 提 出者 は、 も し交 渉 に選 ば れれ ば調 達官 ま た

はそ の 権 限 代表 に付 託 され た経 費 ま たは価 格 デ ータ を立 証 す る 目的 で 算定

及 び そ の 中で 使 わ れ た 計画 と共 に 各経 費 嚢 たは価格 デ ー タゐ充 分 な 評価 が

で きる文=書 、記 録 、文 献 及 びそ の他 の維 持 デー タ を審 査 す る権 利 を 認 め る
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こと、 この権利 は契約 を与 える前の交渉に関連 して行 使ず 痴 もの である。

ぱ 薄lL-.、"'i:[・",1ば こL.1,

別 紙vlTa3
㍗パ 見 積 り契 約 ス ケ ジ ュ ー ル

規 約 エ,二作 業範 囲"』'淳

ごゐ契 約 の 自酌 は宇 宙 往復 シ スデ ム計画 の定 義(局 面B)を 提供 す る と と

で あ る。 この 目的 を達成 す るた め だはi契約 者 は公示A－ 作 業 申告 一往 復 乗物

定 義C局 面B)日 、付録A～Gに あ る 方法 で記述 す る様 に作 業 を達成 す る た ・

め に政 府 が特 に 指 定 して提供 す る もの以 外 の総 て の必 要 な経 営 、 入 事 、設 備 、

資 材 、工 具 、装 置及 び サ ー ビス を提供 しなけ れば な らな い。

規 約ll－ 追 加作 業 に 対す るi自由選 択

A政 府 の下 に記 述 した6項 目以 内で1コ 以 上 の課題 を通 して、そ の判 断 に

於で;、契 約者 に 局 面B定 義契約 の要 求 以 上 の追 加作 業 を さ せ る こ とがで き

る。そ の作 業 は局 面B定 義 契 約 か らの情 報 下 の1部 に基 づ き一 般範 囲 以 内

を含 む が 必ず しも限 定 さ れず に、単L計 画 ア プ ロ ー チ と 共に 或 る技 術的 、

経営 的 局 面 の 向 上 をね ら った比較 分析 及 び詳 細 研 究 とい 更 だB局 面(定 義)

ど6局 面(設 計)間 の局 面 間相 互 に円滑一な順序 立 った推 移 をね らった確 認

と定 義 を加 え る こ と を含 む 。 ・ ・ギ

Bノ 各 自由選択 は1ケ 月 間 の もの で 、契 約 者 の 直接 マ ンア ワの最 小 最大 の範

囲 内 で要求 ず る もの で あ る。 直接 労 働 マ ン ア ワは契 約 下 の作 業 と直接経 費

と して の契 約者 の標 準 会計 業 務 下 の 、 この契 約 に 対 して払 った 費用 に使 う

製 作 時間 あみ 含 む もの とす る。 直 接労 働 マ ンア ワは 病 気 欠 勤 、 休暇 欠 勤 、

祭 日.欠勤 又 は どん な タ イ プの行 政 的欠 勤 を も含 ま な 広 。・各 自由 選 択 は文 書

で契 約者 に通 告 し、特 だ上 記 の 関係 以 内 で作 業 を行 な う1,,[a,とを要 求 す る。'

B局 面 定 義契 約 の物蓮 的完 了 後rカ ・レ ンダ月以 内 に最 初 の 自 由選択 行 使 を
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●

契 約 者 に通 告 ナ る こ とが で ぎ 老。'先だ行 使 じた むの「ま、だは 契 約 が完 了 して

1カ レ ンダ 月の 何 れ で も近 い もの の 自由選択 期 間 の満 期ぬ ぼ る前 に次 の 自

由 選択 行 使 を契 約 者 に通告 す る こ とが で きる。:㌦ い/'L.ざ1';:

政 府 は1つ 以 上 の 自 由選択 を同 時 に行 な 断こ どが で き る。上 記 自由選択

の行 使 に 対 して は規 約Wに あ る固定 価格 を†姥 特 定 ず る様 に増 加 しなけ れ

ば な らな い 。 ・ ・'i1;""'i'樗 ㌧

固定 価格 一 ドル 直接 マ ン ア ワ当 り 、

規 約 皿 一作 業 及び 交 付 ス ゲ ジユ ニ ル の完了 〉

Aこ の契 約 下 に要 求 され だ作 業 は この添書 に示 す よ う涜 、 この契 約 の有効 ㍉

期 間 に 続 く11ケ 月 以 内 に契 約者 に よ って完 了 され な け れば いけ ない㌧

Bこ の規 約 は、契 約 者 が 準 備 し、付 託 すべ き作業 終 了 項 目め報 告 及 び1その・

他 の文 書 の 提 出要 求 を確認 して こ こに 記述 ず るゴ この規 約 内 の表 に は総 て

を含 む こと はで き ない が契 約者 は この規 定 た は な くて も、・契 約 者 に よる一

般 規 定 、作 業 の 申告 ま たは そ の 他 の契 約=者要 求 の追 加 デご タ を提 出 しなけ

れば な らな い6トこの契 約 下 で要 求 の総 て の デー タは 一・-i般規 定 の 下 で"デ ー

タの権 利"と 題 す る"主 デ ー タ"と 考え る。 ・!㌦

契 約 者 は次 の もの を提 供 しな け れ ば な らな い。.∵1ご 一

(交 渉 に お い て完 了 す る 。)・ こ ㌧

規 約W－ 行 使 の場 所

こ こに要 求 され た作 業 を行 な う主 要 場所 は この契 約 に対 す る添 書(NAS

A様 式437)に 指 定 しk契 約者 の 設備 で あっ て、 加 えて 、検 討 及 び その他

の会 合 は 公 示Aの 作 業 申告 に 考慮 さ れ る様 な他 の場 所 で行 なわ ね ば な、らな い。

規 約V－ 評価 及び 承 認t't∵ 、・

この契 約 に よっ て要 求 し、 終 了 した修 了項 目文書 及 び 機器 項 目の 最 終評価 、
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評価及び承 認はNASAに 於いて、 調 査官がまだはこ彼の権利 代行 代表者 に

よって達成 されなければ 左 らない。 ・、';

規約随一考 察及び支払い

この契約 に於 て要求 の総 ての終了項 目の支払い審査及び 承認に基 づ き、支

払 うべ きこの契約の全固定価格 は、… … ドルで あゐ。・ ㌧'

注、 月別出来高払 を、 もし契約者が希望するな らば交 渉中 に於 て考慮す る。

規約Ner－保証

これ らの研究 か らのあ るデ ータは準秘密 と秘密 に分類する 予定 であ る。契

約者 は"保 証要求".と 題 する こ この一般規定 に ある保証 要求に応 じなければ'

な らない。『"}・1

規約随 一主要入物及'び設備

次の個人及 び設備ば い ここの もとで行 なわ れる作業 に重要 と考 え ら拡 る6

規 約 工X－ 出版及び再版 の制限

こゐ契約書 の出版及 び再版 要求はUS国 会の出版 共同委員会発行 の政府 出

版 製本規定 を うけ る。契約者 は"…報告及び データ2部 制"に 応 じることを要

求 され、表XXこ こに添付 して この契約 の一部 とす る。「

規 約X－ 新技 術代表及び特 許代表 の指名"・'・

Aこ の契約の"新 技術"の 条項 の管理 を促進す る ため次の代表 を調達官は

指名 して条項 を管理 す る。

!姓 名 肩 書 事 務所 コー ド 所 在

新技術 代表 ・ぶ ∵

ぶ 特許代表

B条 項に対す る通信は特 許 代表 か らの通信 に答え る通信以 外は直接新技術

代表 に送 らねばな らだい。 ・・Li、t"1紫
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C新 技術条項 の 目的の ために条項 の胆(1)にある2次 契穐に於 て調達 官庫確

認 を要求す ることは・ この全規定 の内容に よつて満足す る ことができる。

規約XI－ 技 術指導及 び監督,

A .この規 約 の下での契約者 が行k,う ざ き作業 は調達官 より文書 によ,って特

に指名 された技 術マネ ジヤの監督及 び文書技術技導 を うけ る。技術技導は

,契約者停対する政 府指導 として定義さ処さ詳細 にわ斥 力・質 問に答 え・ま

たはそ うでなけれ ば ここに ある作i業を特姪定 義す ることである。

この契約によって要求された終了項目文書 と機器終了1項目の最終評価及

び承認を目的としたこの調達官の代表に加えて・有効 な指導(技 術!は;

・・ 、こ喫 紋 あ雄 熱 燃 鯛 に「致さ,せ紋 書を発行・しな城 ばな

.:tら な い 。,1

2'作 業 申 告 を 変 更
.し て は な らS,,.ま た はここ の 契 約 の 表 現 項 目 及 び 条 件 の

変更 を して は な らな い。 ..… ㍉ ∵1, .

3.固 定 価格 又 は契 約 規 定 の調 整 を政 府 に して は な ら左 い。

B政 府 の技 術 指導 を契 約 者 が こ こに"変 更"と 題 す る一 般規 定 の条 項 に該

当 す る と解 釈 した場 合 、 契 約者 はそ の 指導 事 項 を履 行 して は な らない 。 し

か し…'一 ,一三ぼ=ご 、・

1.そ の指導 書 を契 約 者 が受 取 ρエ から5日 以 内 にそ の解 釈 を書 込て

調達官 に通告する こと。そ の通告 に嬉(1)})変 更"条 項 の範囲に技術指導

が該当す る ものと契 約都 信 じる場合 を含み・(　ほ 術疑 の履行 か ら起

る固定価格 ・作業時 間 ・引渡 しスケ ジユー㌢及ぼ柔 の他 の契約規定 の改

訂 と しての契約者の融 の見勧 を含む・ ぷ バ 、、 ・、

2.も し、上 記 の(1)に 従 って提 出 さ れ た情 報 を検 討 した後 、調 達 官 は 、そ

の指導書 は"変 更"条 項 の範囲 に該当す ると9童 児 で㌻彼は条項の下で
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,1:彼を認 め た権限 に従ら そ一 方的指毒 を進 める6"'に ぷ

3㌧ 調達官が契約あ実 施が遅 れ る乞主 を避 ける光 あに必要 とみ とめた場合、

契約者噸 散 書 で上記(、)鳳,て 付託 され ぶ 論 議 送 づ磁 術 指

導の履行 を進めさせ葛 ことがぞ きる。調達 勧i後 で指導 変更 が適 当と決 ～

めれば、文書に まる所 要変更指導 を制定 しなければな らないご

C政 府指導が技術指導か 文 は"変 更 〃条項 の範 囲 内 の変 更 か何 れ カ・を契

約者 と調達官が協定 で きなけれ ば"論 議 〃と題す る一 般規 定の条項 の意義

内○事実あ 疑問点 に関 して討議 しなければな らない。

規 約X∬ 二2'次契約者技術 指導'

A'(軌 道)(シ ースタハに 関する作業申告 に記述 じた作 業の一部 はX会 社

と2次 契 約下に あって実施 され、契約者はその仕事 に対 してXと 専用2次

契約の協定「を結ぶ 、(こ のべ2次 契約t/と 題 する一般規 定 を受け る)とh

うことに基 づいてこの契約が同意 された。

契約 者 は更 に2次 契 約 の茨 の条 項を含 あて同意す る。 ∵

山 ・一・ 一 技術 指導及 び監督'・ ぷ

(a)・この2次 契約の 下で2次 契約者 に よって実施され る作業 は主 契約者が文

書で特 に確認す るNASA技 術 マネジヤの監督 と文書 に よる技術指導 をう

げる;…・2次契約者ti主 女紅ぱ って出され、:髄 は 出す ために提供 された

技術指導書 と同 じ方法 でNAS'A技 術 マネジヤか らの技 術指導 を受け処理

ごべだ

じ行 動 す る 亡 と に 同 意 す る ごtt・ ・1・ ・

…:・,1技術 指 導 は 詳 細 比 わ た り 、 疑 問 点 を 説 明 し 、 又 は さ'も 浸 け れ 段 こ の2次

契 約 に あ る 作 業 を 特 に 定 義 す る2次 契 約 者 だ 対 す る 政 府 指 導 と し て 定 義 さ

れ る.・:-10「,/1"i〔't"・-t`・ 一

有 効 と な る 技 術 指 導 ぱ 言 ∵
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(1)と の2次 契約 にある作業 の一般範 囲1と二致 して文書 で行わ ねば渋 らな

い 。"・ ∴ ・ 一 一^

② 作業 申告踏 更 しなければなら志s註 泣 次契ka表 現項 目及び条

件 を変 えてはならない。

政府発行 の指導書 は、政府又 は主契約者 に対 し、固定価格(ま たは も

し これ が経 費 償還2次 契 約 な ら見 積b経 費 及 び料 金)交 ほそ の他 の契 約;

規 定 を調 整 しては な らナ 、又 政 府 の 側 に如 何 な る種類 あ 義 霧 も生 じな ら 。

(b)2次 契 約 者 が"変 更 〃と題 す る この2次 契 約 の条 項 内vaNA .SA技 術 指

導 が 該 当 す る と解 釈 した場 合 、2次 契 約者 はそ の指導 を履 行 す る 必要 ほ な

い。 しか し、 ・'㍉ 川 へ'`・

(1)そ め指導 書 を2次 契約者が受領 しそ5日 以内にそめ解釈 を文書る 討A

SA技 術 マ ネジャ及び主契 約者 に 通告す ること。』その通告には(f)Eiの

・次契約 の・変更 喰 頃 嚇 囲 に技術鱒 力該 当嘉 垣 と2嬉 糸猪

が信 じる理 由 を含み、㈲技術 指導の履行か ら起 る固定価格(又 はtl'eこ

れが経費償還2次 契約な ら見積 り経費友び料金 」"、作業時間1引 渡 しk

ケジー ル及 びそ の他の契 繊 定 の改訂 としての契約者の最良ら見勧

を含 み、又 、'"

伽 その指導は もし彼柱 契緒 か ら専用契約 指轄 綬 領 してい訪 れ

ぼ履 行す る必要 はない。'一

(3)NASA技 術 マ ネジヤが2次 契約 の履行 の遅れ を避ける だめに必要 と

決定 した場合、彼は欲 契緒 …±記(i)の下鮒 託されるぷ 嚇 の受

領 をま って技術指導書 の履行促 進 を文書で要求す ることが で きる。 しか

し、その要求 に応 じる ことは2次 契約勧 化於 いては任意 であbv適 当 な

契 約指導が主契 約者に よb'て 充分 に行なわれ 左ピな ら2次i契 約者 自身の"t
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㌔
パ
`

危険負担 を覚悟 しなければ な らない。
三毛∴

(c)こ の2次 契 約の 各 所に あ る所 要 の報 告 及 び デ ・一一タtrc加 え て2次 契 約 者 は

NASA技 術 マネジヤの下記 の所在地 に直接次 の報告Ptlk付 託 しなけれぱ

な らない。

(交 渉 に於 て 完 了す る。)

B上 記va加 え て契 約顯 下寮 醒 す る・

・・
.眠 ・ζ娯 継 よって争 ρρ 場合 契約都 よ・て発行 された技術

指導書及びi契約書に よ.って発 行された技術指導と一致 し・又それ を補 な 、

わ ね ば な ら 為 い 。,

2.NASA・PR7304-1(も し 、2次 契 約 が 固 定 価 格 な ら)に あ

る"変 更"条 項 ご又はN、ASA・P,・R7453二 嘉 上もし、2次 契約が

縫 関係 であれば ぽ あが 変 更"条 項及び 硲 契約孕 ジ　 ルの規

約斑 に ある"櫛 礫 條 項 を手 鰹 契 約に充分に使用 す ることを

必要 とす る様な変更 ど共に2次 契 約に含 ませ るこ と。

・・ 上言醜 銅 ・次契約条項 の(・)で熟考 し曄 に技術 ネ ジャ は2次 誓約

者 に確認 させ ること。

CNASA技 術 マネジヤは総ての発行され た技術 指導書 を発行 の時 に2次

契縮 ・契約都 送る・琴約誕 その邸 日以醜NA『 熟 炉 ネジや

及 び調達官 に発行 された技術指導書 か ら起 る と思われる問題及 び不利な事

項 を通告 しなければな らないc

規 約X皿 一 調 達官代表

この契約中何処に於ても調達官代表は事務所 または氏名または他 の方法で特 に

指名さへ 政府は調達官に対 してその齢 を一方的に解除ω及び拾 の代表

の場所 にお いて勤務 する他の係官 を指 名す る権利 を留保す るか ま たは、②特

一488」
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男喫 約 の将 来 の 指命 又 は、(3)彼 自身 の都 合 泌ま って の辞 任 及び 法 れに 続 ぐ指

命 の通 告 を文 書 だ よ って契 約 者 に送 る。一'・ ….…'』"・ ゴ 』 「

規 約X工V－ 制 限 凡 例1:∨ ・1..・t'㌧t・ ・t';〔

ビの契 約 を与 え る考察 に 於 てNAS五 ぼ契 約 者 の見 積 り書 に書 かれ た制 限

凡例 に ょ らて 拘束 さ れ る こ とな く、そ の 見積 りは将 来"デLタ の権利 へど題 す 、

る。 と㊨契 約 の条 項 下 に ある主 デ ー タと考 え られ る8… ㌧1""i'/t"1い1・,;,

規 約XV－ デ ニ タ の使用 制 限tl'1'/t・tt－ ぷ ㌦ ・

Aこ の契約め"デ ー タの権 利"条 項 の(tt)淀従 って調 達 官 は デ ・一・Bの提 出 を ・

文 書 で要 求す る こ とが で'き る。 さ もなけ れ ば"デ ー タの権 利"条 項 の(f)に

よって 提 出 を免 除 す る ととが で きる。 そ の後 、'契約者 は直 ちに政 府 にそ の

デ ー タ を提 出 しな けれ ば な らな い。 層 ご"・-

」・・Tデー'タが"デ ータ の権利 〃条 項(f)の 下 に於 て最 初 の 不 許 可 ゐ 条件 にか だ

,・え・ぱ次 ら凡 例 そ の もの は この規 定 に したが って 提出 され た デ 三 夕に添付 す

る1送と を認 め られ る。 ∵

・吉政 府 は そ の後 そ の凡 例 に 従
って デ ごタ を処理 す る。'・ ・

.零 ザ 主 観 制厳 紛 凱 例 ・ 一一.、 ・,

この データは次 の条件下以外は米 国政府関係面(も し適相す る宏ち拭 購買

注文%…)の もとに㌫;れ 諏 府嘩 庭議 するご・とがで きる.で

(1)そ の デ ー タは 関連旙 る項1自'または プ ロセスが も しそ れ が授 け れ ば・;・実施

無ま た は算 定
、 集成 ま たば 品 質 涙証 に時 間的 に間 に合 わ な'い場合 、 秘 府 に よ

・る ま た は、政 府 の だめ の 緊急修 理 又 は オ_パ ホ ゥん作 業 に 対 レ ピゐ写 使

用 され るc1'L.・ ∵ ∴ ・ 讐

② デ ー タ を受領 す る団 体 は契 約 的 に 前述 の 使 用制 限:た同 意 し、 デ ≡参 の使

厄 難 磁 公開'を、そ醐 外⑭ のにしてはなち 勒 。 ・一 一
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己れ等 の制限 は政 府 が 他 の根源 か ら制 限 な く得 、たデ ー タ を使 用 ま た はつミ、

関する権 利 を制 限する ものではない。 この凡例は全体 ま たは一部のデータ

の複製 にはマーク しなけれ ばな らない。

B主 契 約者tsよ び契約において"重 要2次 契約者 と指命 され た2次 契約者

としては極 もし、上記A侯 よって前 に与 え られ たデ ータに大 きい権利 を政

府 が持つ 必要が ある と見 なされれば、そ の主契約者及 び重 要2次 契約者 は

政府又はその名義人 と、 この契 約の実施 中又 は最終支払 後1年 以 内年・そ

の権利 に対する公平且 ρ合理的補償の交 渉をす る。.もし、そ の権利 に対す

る交渉の完了揃 に大 きい権利 で上記 に指定 した デー 丞使用 を政府が必要 と

みなせぱ政府は、主契約者、2次 契約者 に対 して文書通告でそ うす ること

が できる。 この通告は、そ う使わ れ るべ きデータ を特 定 し、 使 用 の性 格

と条件 の明確 な説明 を含 む 、その後、各 自は早急 にそ の大 きい権 利 に対す

る交渉 を完了 させ なければな らない・ もし、協定 が適当 な時間 内に成立 し

なければ調達官 は この契約 の"論 議"条 項の論議事実 として、データの大

きい権利 に対す る補償の一問題 を処理 しなければ な らない。 デ ータのそ の大

きい権利 に対す る公平且つ合理的補償の決定 を次の要素は他の要素 と共に

考 えiる乙 とがで きる6・ ノ ー、1

1.デ ー 宍の婆使用に よ.って政 府が 実際 に皇・取○た利益

2.契 約者 がデ ータ.を開発す るのにかか?た 私 的費 用

3.'政 府ぼ よら てその使用の時に契 約者 に競争的利益 を与 えだ データ(市

場 関係又は政 府関係 いずれかで、将 来の仕事 に対 しで ポテγ ジヤル とい

う言葉 で)に 対す る限 界

4:J契 約作業に よブて高め られ た上記3:の 競争的利益 に対す る限界

5.デ ータが政府資金に よ って発 展 したζとに対す る技 術分野 への限界
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6・ 政府 使用 の性格 及び使用 中に契約者 の利 益が守 られた:こと元対す る,限

界 ・'t
1

7.契 約者 が デ ーーータ使 用 の ため に他 人 に支 払 う義 務

8・ デ ー タまたは属す るデー一・・一夕に 対 す る成 果 を前 に売 り・ま たは 売蚤 ζと を

申 レ入 れ の条 件
.、

ぴ 現場鰍 ける契緒 噸 撤 埠 る限界は前陣 府契約嘩 巨 蕊

10.デ ー タに よ って示 さ れ た独 創性 の程 度

(日 常 技 術 又 は 高独 創 性),

cデ ー・捷 利の政府取得に・る契締 文題 要・次契鰺 の補 填

が難 したとき・その補償の支蜘 劃 する輪 擬 を琴緒 と始め頬

な らない。契約者 はこの規定 の下 における支払 いが直 接政府 と交渉 し"2

次契約者 デー タ規 定"の 規約Dに 従 って契 約者 の名 で討論 を進 めた重要2

次契約者 に対 しての もので ある場合、契約者は間接 料金で主契約に悩 まさ

れ ることはな い。
⊃ ・ , ,,ジ

規 約XVI-2次 契 約者 デ ー タ規定 、.tt、

Aこ の契紋 含 まれたヂ 媒 項纒 順 行するその 欲 契練 餌 せ る

熊 ρ鞘 頭 頂の文撰rr罎 約賓雌 備 し・調達郎 障 賭 ければ

ならない。研究・実験・設計・、技術・叉は開発作業 を熟考し㌘場合}契 約

誕 その認可条願 総ての2次 鞠 都 計 せ捕 ればなら㌍ ∵.一

上記で要求の頬 の受入碑 欲 契約勅 ∫拒絶 し鱒 全 契 輝 碍 急

にその拒絶 を調達官に通告 し・上記2次 契約に含ませるために調達官によ

って文書で他の規定が認可されるまで問題の2次 契約 を結んではな らない。

B契 約者 は彼の研 究及 び開発2次 契 約者 が直接政府 または この計画 に参加

している他 の政府契約者 と交渉す ることを借服 す るために政府の璃 約者
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としての・勧 敵 翻 崩 し説 こと。"

C2次 契 約 者 か ら渡 され るべ きデ ー タは 正規 に はす ぐ上 位 契 約 者 に渡 さ ね

ば な らな い。 しか し、デ 一 夕が"デ ー タ使用 制 限"条 項 のAに よ って渡 さ

れ、"デ_夕 使用制限 の凡例 〃を受ける場 合、2次 契約者 はそ の自由選択

で2次 契約者はす ぐ上位 の契約者 に通 す よりも・そ のデ]タ を直接 政府に

付託 す るξど元 ごらセ、丁ぞゐ要 求 を満す ごどがで きる6'

D重 要2次 契約者 が この規約 のCの 下 で政府比重nttt':sを 渡ナ こ とを選・

場 合、規 約 ・デー ・使用 制限 〃 のBの †ゼ捷 利 劃 す る交 渉ぱ 接
「'11

政府と重要2涙 契約者蘭で肴だわねばなら宏熔ぶも'し{'その交渉が政府と1

重要2次 契約者とで協定でぎず、調達官がボ論議〃条項の下で最終決定を

し遠 猷 姦 遠 端 者は契約瀦 元於て1そ の法的編 餉 って上告

亮 劇 詩 舗 ぽ 姑 ぼ 初 場ぶ 契緒 は藪 泌 契緒 楠 看

デ学 姦 は編 撲 話 づ ぱ 関炎‖臓 已 ど∴ パ

規約XV五 一 契約者 の独 自研 究及び開発活動

契 約者は特 に契約作業 に関す る契約者の独 自研究及 び開 発活動 を要約 様式

で記述 した4半 期毎の報告書 を提 出 じ'なければ左 らない,

調達官 の交譲 求に 已 て契約者は またこ・ご泊 独 醐 究泌 開発活動に関し

て得 られ る様 な追加情報 を提出 じなけれ ば ならない。 」 …

4半 期 毎の報告書 は契ts,6ス ナ ジェニ ルにょ っそ送 られ るべ く特定き れた

デーダ どして考え られ泊ばな らな広。 こゐ規 約の下で調達官の要求 に よって

提出され 鎚 加情報 はこの契約 ゐ規 糸勺・デ ー痩 求1〃vaよ ・て提 出され、こ
!パ

の契約の"デ 三夕の権利 〃楽 壇 に よる"主 タ一夕"と なる もの と考 えねばな

ら な い 。'い

規 約XV皿 一輪一『デ ー タ 装 置":tt/i1・i....;"

」6遠二

ρ



A次 のデ ータは この契約で政府以外 には提出 しない ことを要求 され、習慣

的に普通 の業務 コース内 にかかえ込 む タイプであるとい『う亡 との限界 に対

して・契約者 は契約実施中または最終支払いから1年 内Kい つでも調達官 の

類 要 求に よ・・て次9も の を提 粋 なけれ ばな らな㌧ ∴ ぼs .

1・
,契約vaよ つて要求 された技術 殺計の開発 を考麟 る総 ての データの写

し 、.及 び 、,,

2・ 項 目の製 作 が充分 で き る技 術 図 面一式 とそ9他 の デ ー タ・.ま たは項 目

の製 作技 術 の 熟練 の会 社 に よ って、 この契 約 に よっ て提供 さ れ た装 置、、

また は プ ロセ ス の一 般 タ イプ及 び特 質 の実施 ざ プ ロ セス の技 術 に熟練 の

会 社 に よ含で、/こ の契 約 の も とで 開発 された プ ロセス の実 施 を充 分 に で

き る フ ・一 シ.一 トー 式 とそ の他 のデ ー タ、 そ あ二 式 の図面 及 び プ 同一 ジ

ー トは政府'に 送 られ た 項 目装置 また は プ ロセス に 変更 した もの総 て を混

ぜ て写 しを と らね ば な らない。

鋭 この契緬 よ・て・他 の総 ての渡 すべ き項 目の準齢 開発及 び使用 し

た 総 て の デ ー タ の 与 し 、: ・・,

B上 記 の も と に 、 契 約 者 が 提 出 す る こ と を 要 求 さ れ る 総 て の 報 告 、 デ ー タ

及 び 、 記 録 情 報 は 、 こ の 契 約 の"デ ー タ 権 利 μ条 項 の 意 味 で の"主 流 三 夕:"

,で あ る ・ 、 丁 ・

c1己 の契約の"デ ータの権 利 條 項 の(f汲 バ デ一 夕の使用制限 修 損

の 規 定 に 反 す る デ ー タ 、 及 び 、,. ..岬 ㌧

乙 こ哩 細 対する・それを契約獅 公開す羅 利 を制齢 る条件の見,

鰭 綬 領す る前ifC・この契約と醐1頃 来緒 以外Oi固形 や で前に

開 発 さ れ 、 契 約 者 が 取 得 し た デ ー タ 、・・

-4・93-一



Dこ の ・データ要求 ・条 項 で 要 求 され た複写 写 しは 市販 の タ イ プの もので な

け れ ば な らない 。

E調 達官が最終支払 いの前に上記Aに よって熟考 した時に契約者 のデー一夕

の提供 霰 求す場 合、その殊 ほ、もし袖 力凝 縮 契約ならば、・"

変更 〃と謝 るこの契約 雑 品 麺 及び証 緬 格罐 としそ醒

される'か、ま旗 見勧 遠 笈㌫ 金、,もし蟻 。イブ麹 であ砿 山
　

記Aで 要 求 され た デ ー タ を用 意 し、編 集 し、 ま とめ て 、発 送 す'る経 費 を政

触 知 硫る三めに願 ざぱ 責 らない.注 連 嘉 が、そゐ綴 は

麹 蹴 亘τ親 元翻 経霞 び鴻'金㍍ 富:亮;碗 な嘉 定 ξ㌔ 認

する湯谷お漣 ξ桓.契 約者講 蓬菅註 記δに'・づぞ口 語の粘 力・

か っ走慈 葺庭蔭言 て追加経 費 くD償遼畜契 約 ∂価幡茨 は見 積b経 費ぶ蜜 び料

金か ら除外 じで行なヴ という適切 な規定を適用ンじて撮 終 支払い後率 年内惚行

なば た要求 に・応 じねば、な らない。・・磁の佃 ㊧渓 とiでの調 整又 は:支払巨は・…上

記に 出 した経 費か らわか るよ う1'C・デー多子熟 県9騨 亘 壁 擦 ・玲

規 約XIX－ 重要2次 契 約者

弓 三 議誠 ジ漣霧銑 満 元結 當 磯社を聲 薮契緒
,."i・.一 ・ 、"ζ't'`':{'一

に 指 命 す る 。

ヤi:∵ 巳1..;'・}!L・tttt二ttt三 ・三ll㌧',J:::

(交 渉 に 於 い て 完 結)

'に[
二4'、'.tt,:・ ご㌶ モ=三's"s・ ⊃ ご ノ 汽 ぞ'

規 約XX－ 政 府 の 義 務 限 度

Aこ の 契 約 の 全 価 格 の 計

、.品1'A五li三:㌧ペゾ;・'

しば しば この契 約に対 して上記項 自の全価格 が充 当され るれ 喧 加資金

が充 当 され る こ とが予 期 さ れ る.、

B評 議 這 這聲 藷 期〃i『紅 たご涙 項亘 主 この契約の満

藁 葺 元論 議 議 から議 訪 実施滅 ほ隻論 治 滅 して
'一:

T-一 一.{L':艶1一 言 て ・ ノ,さ'・i・lt.r・{r.,

一 一494一

ド ル は 、 こ の 契 約 に 充 当 し て 支 払 わ れ る が 、
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へ

'

そ の(e)に従 って政府 によって支払 われ る全額 は(2次 契約関係支払 い及 び

清算経 費 を含 む γ契約 に充 当さ亮た時 点に於 け る概・真塗裕 を契約者が合理

的た判 断 したもの とす ることに契 約者は合意す る♂契 約者 はその時点以後 こ

の作業 を続け る義務は ない。政 府には"政 府め都 合に よる満期1"・:と1ここに、

題 すち条 項が あるに も拘ず ぞれ庭反 して契約 ば充 当 した時間}を超えた額 を

如何 だ 岩場合で も支払 い、;返済ず る義務 はな 声'"1パ 吉

cと の繁 ぽ 現在充 当された資金は_の_EAで に'」藩Bの 規定 に よつて・二

制限 され た様に、実施 され るぺ き作業 を償 う一ぴどが熟考 され る『。・契 約者が

充当 された資 金が上記の 日文は代 りに同意 した・日までに実施 学べ き作業 を ㌧

償 うの に不適当 と考えた場合 、契 約者 は"政 府 の都 合 ばぶる満 期"と 題 し

プぎ1ごの条項での、 とδ契約 の満 期の場合 の時点 にその作業が達す る時 より

30日 以 内 に文書で調達宮任通告 しな・けれ'ば尤 ら左い・(,"㌧,・

政府 が(e)に よって支払 うべ き金額 は(2次 契約 関係支払い及び 清算 を含

む)契 約に充 当され たぞあ時 の全額 の約85%で ある。通告 書にぱその時

点 に達す る時 の見込み 日と、上記に対 して作業継続要 求の追 加見送 み金額

叉は協定代替期 日を述べなければな らない。契約者 は上記記 述ば 日または

協定代替 の残 りの期 日に対す る契約 の実施に要す る追加見込}金額 に関じて

知 らせ なければ ならない。 もし後者 の通告の後 ・追加資金 が上讃獲書ご壼

た 日{ttたは協定 代春 日までに充当 され ガければ調達 官は、その 旨6契 約者

の文書要求 に対 して、そ の 日まだは要求 の白め何 れ蚕め遅い方の個で".政

府 の都 舘 ・る満 期 〃と題 す る契約条麺 規匙 ・斑 契綱 賦 する・・

ぐ う

Dこ ゐ契 約 ぼ よる作業実施継続期間 に追加資金 が充 当され る場 合、三商者 は

その資金 に よって償なわれ る契約実施の適 用期 日に関 して協定 しなければ
　 こゴさ

な らない 。 ま た 、上 記B、C規 定 を、そ の 追 加 充 当資 金 及 びそ れ 佼関す る

一495-
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倦 日及殴 れに伴 ぼ 熟 綱 同様に適用 し雄 ればならない・

恥 し・契約酷 写方障 がかかるか、扶 は全 く政励 都合に・・てこの

契約 タイム リ実施の追加資金の充 当が な くて、 この契約作業 の実施が遅 れ

て・ も.レ導 加資釦 涜 当され るなら・.上記項 目の…1頚 は・受 渡 し時賑

たは両方 の価格(専 有 目標掲 示及び適用 しうる最高価格 を含む).の 公jiE秦

調整が行方 むれ ねば亘.らな 吟。 ここでその公正 な調整が不調 となれば 、."

譲 鶴 野 珪 哩 約条項 の範晒 で論議され崩 ればな らな い・㍉ .

F政 府は満期 前ρ何 日で もい又i契約者の同意 を得 て、満期 の通 告後、;ヒの.

契 綬の追加資金 を充当す るごとが で きる。

G満 期に関一す る こρ 条項 り規定 は"違 約(・,、と題す る条項匹 見って政府 の権

利 を制限す るとは決 して奉 されず・ ξ2条 項 の規定 は上記A .雁、ある項 目

に対す る作業及び 充当資金 を制限する もので ある。こρ条項は、、この条項

㍑rて ・但 賦 存 底 畢 利 と鱗 のため以外 の上言酢 業 の全晒 の

充当資金 口烈 しては無 勢 舷恵 そ。/
..,:,

H 、こ¢)条項は、満 期",と 題 す る『ρ琴約 の条項に よって}ピ の 契約 を満期・・

とす 頭 取 剛 結 右 し一(は妨 ない・ ・, 、 ご・、∴ISl

規 約XX工 一・EO耳 点 .エ ρρζ,:.J.+

総 て の項 目の引渡 しは 日的 地FぴBと し・規 約XXに 指定 す る 目的 地 に対::

し・契 約 者 の費 用 て発送 さ れ な け れ ば な らな い・

規 約XX卜 発 送及 び郵 送 イ ンス トラ ク シ ョ ン ㌻

ζの契 約 に よ ・て弓輿 さ れ るべ き・総 て の轟 目は 次 の、よ うに して発送 され

ね 摩 な らな い。 」 、.○}::

A小 荷物 郵送t宛 先

B貨 物 送b

=■496一
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9

総 てQlハ ー ドウエア(機 器)項 目(例 えば実験 用実物 大模型)はDD様 式

250で 材 料点検teよ び受領 報告ド同封 で発送 されねば ならない。

契約者 は発送 の 日に次 の旋 にPD様 式250を 送 るヒ と・政 府 プ ラント点

検官 、 もしあれば写 し2部 、調達官写 し2部 、輸送宣 一1部、調達官代表 、写

し1部 ・写 い 部をデータ'パ ・ケ「ジ(も しで軌 奥 内に入へ 写 し榔 を

発 送 の 箱%1、 に 添 付 す る こ と 。
.∴p・.t1'itt㌍

規 約XX皿1一 荷 造b.、

発 送荷 物 の保 全 ・ 荷 造 り・ 色装 は 完 全 な専 門 業 者 に よ り・又 ・専 門一般 運

送業 者 に よ り・保険 輸 送 とす る こ と。

規 約XX工V－ 送 り状 の 付 記

A契 約 者 の 送b状 は 次 の所 在 地 に向け て4部 付 託 す る こと。

B送b状 に は次 の 情 報 を含 む こ と

L契 約/15・2・ 契約 名 ・3・ 使わ れ た 直接 〔 ンア ワ に関 す る保 証三
、・

規 約XXV－ 契 約 書 の内 容 …ll 、一一

この契約N .AS… ・一 ・は 次 の・もの よ)1な る・

A.カ バ ー ペ ー ジ.(NASA様 式437)

Bス ケ ジュ ール ペ ー ジ1～

C公 示Av作 業 申告 、宇 宙往 復 シス テム計 画 、定 義(局 面B)、 __日 及!・

び付 録

DXX表 、

E -1終の様 な一 般規 定 ・.参考 と して 添 付 ま たは 編入 、

1・㌍ 条項 名・ 優 先 権 ・割 当及 び 配 置 、偶発 料 金 に 対 す る契 約書 、 中小企業

関係 の利 用 、労 務供 給 地 域 関 係 の利 用 、 パ イ ・ア メ リカ ン条 例 、定 義 、

.特 許 権 の譲渡 、 論議 、再 交 渉 、.利益 に な らぬ役 人 、利 息 、労 務 紛 争 の政
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府 内め 通 告 ご保 証 要 求 、 記録 の 調査 、遅 延 通 告、 支 払 賦 作 業 標 準 、点

検(第2`'(長 期)条 項)、 作 業 報 告 、科 学 、 技術 情 報 サ 江;ビス ∵変 更 、

政 府 の都 合 に よ る満 期、違 約 、新 技術 、・認 可及 び承 諾 、特 許 、`著作 権侵

害 に関 す る通 告 と援助 、 デ ー タの権 利 、囚人 労 働 、契 約 作 業時 間 、標準

、 条 例 、超 過時 間 給 い ウ ォ ・汐 ⊥ ピ ー り公 共契 約条 例 、機 会均等 条例`

重 要 人物 及 び 重要 設備 、 中小 企業2次 契 約計 画 、 労 働 供給 地域2次 契 約

計 画 、契 約 者 及 び2次 契 約 者保 証 費 、 ま たは価 格 デ ー タ、 支 払 い停止 の

制限 、2次 契 約 、2次 契 約 の完 了 、契 約 の承 認 、作 業 停止 命 令 、特 許 出

願 書 の 提 出 、連 邦 、州 及 び 地 方税 、NASA2次 契 約 報 告 、宇 宙 計 画へ

の地理 学 的参 加 。 ..'∵ 三 一'.㌧ ㍍ 二.-

2."デ ー タの権 利"条 項 へ の こ こに添 付 の変 更 』「'

F署 名 ペ ー ジ(NASA様 式437-1)",tt

権 利及 び デー タ条 項 へ の変更'

"デ ー-ptの 権利"条 項(f)を 削 除(条 項90)(19・69年6月1
.じ 、次 の

もの を代 入 す る。"(f)"契 約 のス ケ ジュ ー ルに よ らて 提 出 を指定 きれ 、主 契

約者 ま たは"重 要2次 契 約 者"と して契 約 に 指 名さ れft・'2次 契 約者 に よ って

提 出 され た デー タ以 外 の デ ー タ は提 出 の 必要 な く、'べ

(1)01つ 以 上 め供 給 源 よb作 られ 購入 して得 られ る設計 に入 れ られ ち 標 準商

業項 目、 ま たは 、(2)項 目が 私 費 で 開 発 され 、小 変 更 を含 ん で前 に 売 られ 、

または 売 りに 出 された設計 に入れ られ る項 目の 専有 デ ー タ 、 も し、 そ ゐデ ー・

タ を提 出す る代 りに 契 約 者ほ 調達 官 に デ ータがお さえ られて いる事実 に対 し.

て 警 告 し、・デ ←タがおさえ られてい る こ とを確認 し、調 達 官 の文 書要 求 に ょ

つ 」(、 い ○ ・ ・ べ^

(1)契 約者 は項 目に様 式◇ 適 合 、 及 び機 能 デ ー タ即 ち、 そ の プイ・ズ、 構 成 、
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仲 間モ 及び 】・機 能 特 性、㍉及 び 実施 要 求 等 に 関す るデ ー タ を提 出 し.

(2)標 準商 業 項 目に 関 しては;'x契 約 者 はまた、少 くと も2つ の供 給源 を確 認 し、

政府が項 目または適 当な 代替 物 を調 達 で きる様 な十 分 な確 認 を提供 す る。

しか し、調 達 官 の要 求 に よ って 、契 約 者 は 更 に こ の契 約 の"デ ー タ使用

制 限"条 項 に 従 っ て総 ての他 のおさえ られた専 有 デ ー タ(し か し標 準 商業 項

目 に関 す る デ ー タ では な い 。)を 提 出 しなけ れ ば な らな い と規定 さ れ る。

と の条 項 の 目的 に 対 して"専 有 デ ー タ"は 製 作 方法 叉 は プ ロセ ス、材 料

の処 理 及 び 化学 成 分 、 プ ラン ト ・レ イア ウ ト及 び工 具 の契 約者 の秘 密 の 詳

細 に 関す る情 報 を提供 す る デー タ を意 味 し、そ の 情報 は製 品 自身 め点検 、

ま たは分 析 に よ ってす ぐに は暴 露 さ れ ず 、 ま だ契 約 者 が他 人 に よる無 制 限

使用 か らそ の 情報 を護 っ た もので ある。〕

報 告及 びデ ー タ2通 制 一表XX－

政 府 出版 、 製 本規 則 に よ って許 さ れ た2通 制 は 、政 府 に対 して最 低 可能 価

格 で な され る。 ヒ の結 果 を達 成 す る ため に 、次 の 基 準 を調 達官 に 蘂 らて文 書 ・

に よって逸脱 が要 求 、 認 め られ な けれ ば適用 じ なけ れ ば なら な い。

そ の要求 は貴 社 の見 積書 に含 ませ ね ば な らな い

a・ 表紙 は50ポ ン ド古風 表 紙 用紙 で再 製 、連 邦 明細 書UU〕PL1]96、

JCP・[L20、 または、110ポ ン ド見 出 し用 紙連 邦 明細 書U-U-P25

8、JCP、K10所 要 の 色。 ・1''"l

b表 紙 は見 出 し札保 護以 下 ご チ キスート版 の サ イズ を超 過 しては な らず 、'綴

込 みは綴 込 み縁 を2個 の針 金 で固 定 した もの とす る こ と。針 金 の 力 を超 え

る紙 数 な らば2個 以 上 の綴込 み とす る こ と。'

c蝶 番表 紙 、 ア コス、綴 込 み ネ ジ、 スパ イ ラル コ ー ム、及 び プ ラス チ ック

保 護 シー トは 使用 して は な らな い。 テ キ ス ト類 と同 じ重量 の、 台 紙 付 セル
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ク表 紙本 を、ぺて ジ内容及び 印刷 の使用 が許せば何処 で も便 用す ることρ;
:3t'

dテ キ5ト 及 び折込 み ペ ー ジは50ボ ン ドオ フセ ッ ト紙} f連 邦 明細 書UUl、

-P-46 ・5、JCP・A60又 は20ポ ン ド字 書 き、撮邸 ∴ 連 邦 明細 書U

U-P-212、JCP-一,D10
.、.汀.、

e折 込 み は ペ ー ジ ・サ イズ の超 過 を制 限す る兵 めで きれ ぱ 、、、ダ イポ ダ 乏吟

絋 巾の弊 麟 して縮 劇 ・を僻 す ること・ オ ㍗ 川 堰 方揃 よ

る内醐 踊 製魎 面 は ・・%"× ・4"に 制限 の こと・・ξ 脳 似 以

上 折込みが必要な らば デイアジ又は マイク ロ'フ イル ムで再製 のこζ。

fハ ーフ版ぱ 綾な しの正 方形t ,する こと、 シル エッ ト及 び ビンジエツ ト(

唐草模様飾 り)は 使用 しては な らない。組合せ及穿混成 は詳細の明確保 証 ㌧『

が 絶 対必 要 で な け れば 使用 して は な らな し～ ・ ・ ば 烈、

g再 製 は2重 プ ロセスでなけ れば な らず、総て用紙両面 と,し㌧肇 舷1100

以已 す るζと・ 、,・,.、 、 ・鞠 已 紅

hTイ 泣 は迫力・色地 熱 煎 畔 承認 される場 合以外 詮 ・縛 縄絶 でな

ければな らない;機 能的承認 は最終 カメ ラ準備 、技術準備 の 前に調達官 よ.

り受 け なけ れ ば な らな い 。

i緯 は ・個 加/・"丸 孔,・嘩 距寓勧%"汲 び もし硬い表纈 護の

必要ヌ ぱ 轡 針金 能 力を殿 姻 麟 ・環綴込 み 砕 る こと・ .川,

j分 割紙及 び部分け札は100ポ ン ド見 出し揮 連邦 明細書UUT・R-?5

.8、,JCP、K10il所 要色上片面 にのみ とし,!で きれば即 乾角 型・とする

⊆と。 フラッシュ見出 しが不十分 の場合はダ イカッ トの代 りにアン グル カ

ッ ト幸しを イ吏用 。.
、 、
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別 紙 孤5『t・i{一 、 ・ ・いtL≡

・ 保 証;ttt-/11!

と δ1様 式 は 署 名 で 完 結 し入 札 又 は 見 積b書 と 共 に 返 却 す る こ と 。 入 札 者 ま

だ は 提 出i者 の 表 示'

1.彼 はO製 造 業 者 、O正 規 デ ィー ラ、O建 設 業者 、契 約 者 、Oサ ー ビス契

糸緒 、で あ って、NASA調 達規 則12.66b-1、12,603-2、1i

204及 び1,229に 夫 々定 義 され る。

2.(a)彼 は この契 約 を請願 又は 保 証fるftめ に会社 又 は値入(入 札 者 、又 は

提 出 者 の た め に 完全 労働 す る正規 全時 間 従業 員 以 外)に 雇 わ れ 、 また は

雇 われ て い るO、 い な い0、 そ して、"tx

㈲ こ の契 約 の授 与次 第 ま だ は結果 か'らの料 金 手 数 料 、歩 合 、 ま たは 中間

手 数 料 を会 社 ま たは値 入 か ら(入 札 音 叉ほ 提 出者 の だ め完 全 に完全 労 働

す る正 規 全時 間 従業 員 以 外)支 払 われ ま たは 支払 い を承諾 しだい 、 しな

か ったO、 そ して調 達か らの要 求 の 様 に土 記(a)、1㈲ に関 して情 報 を提 供

す る こ とに同 意 す る。("正 規 従 業 員 〃項 を含 む・代表 め解 釈 に 対 じて は

連 邦 規 則 コー ド、 タ イ トル44,、55部 、 参照(1964年(月))

注:も し入 札者 ま だ は提 出 者 が入 札 ま たは見 積 りの た めに提 供 さ れた専

有枠 をチ エ ツクして、 この契約 を請願又は保証す るために会社 または

値入 ばC全 時 間従業 員以外)彼 が雇われ、L茂たは屠 れセい だごとを表

示 したな らば、彼は調達官か ら完 全 な標 準様式泥119'(契 約 を請願

または保証するための臨 時又は他 の細金らi契約者申 告)の 大 札ま是ほ見'

積 り書 の 提 出 を要 求 さ れ る こ とが で きる・。

も し、入 札者 まだ は 提 出 者が 前に 完全 標 準%119を 見 積b・入札、

ま た は要 求 に よ って提 出 してfoれ ば 、標 準 様 式%119の 代 りに署 名
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申告 の あ る入 札 ま た は見 積 書 を伴 うことができる。 即 ち、(a)完 全 様式 を い'

前に 提 出 しだ 日 を示 し、(b)前 の見 積 り要 求 ま た はそ の様 式付 託 に 関す

;,・6契約 を受 けた 時 の番 号 を確認 し、(c)そ の 前に 提 出 の 様 式 中 の 申告 は

この入 札 ま た は見 積 りに 適用 で き るこ とを示 して 、(1962年2月)

3.彼 は 州 に於 てO個 人 、O組 合 、O法 人 と して経 営 して い る。

4.(a)彼 は 中小 企 業者 で あ る()、 ないO、 中 小企 業 関係 は 独立 して所 有 及 び
'、

経 営 す る もの で、政 府 契 約 の入 札 の運 営 分野 には支 配 力 は な く、 そ の加

入 に よ って 中小企 業 庁 に よっズ 述べ られ た様な基 準 の も とに 資格 が で き

る もの で ある。

(b)も し、彼 が 中小企 業 関 係 者 で あb、 提供 した供 給 物 の メー カーで なけ

れ ば 、,彼は ま た ζ こに 提供 す べ き総 ての供 給物 は合 衆 国 、そ の領域 、そ

の領 地 、又 は プ エル、ト リコ共同 体 内 に於 け る中小 企業 者 に ょ って製 作又

は 生産 され る もので あ るO、 な い0 、 ことを 示 し、 州 は 中 小 企業 庁 に よ

る権 限 の免 状 を 拒 否 レたO、 しなか っ た0。

5.彼 は こρ 機 会 均 等 条 項 まkは 実 施命 令10,925の301部 に もと も と

含 まれ 冷条 項 の何 れか に ょ って 前 に契 約 又 は一2次 契 約 に 参加 しだO、i-1し な

か ったO、 彼 は総 て の所要 応 諾 報告 書 を提出 したO、 しなか っ・たO。 そ し

て 所 要応 諾 報 告 書 の 付託 を示 す表 示 は見 積 った2次 契 約 者 に よ って 署名 さ

れ、2次 契 約授 与 の 前 に取 得 で き る(上 記表 示 は条 項 か ら免 除 され る契 約

葦 琴は2次 契約 に 関 して付 託 す る必要 は な い。)・

6・・
、下 に除 外 しだ最 終製 品以 外 の 各最 終 製 品 は国産 最 終 製 品で あ る(パ イ ・

アメ リカ ン条 例 契 約 に定 義 され た様)ま た 、未 知 源 の構 成 要 素 は(合衆 国外

て 採掘 、生産 ま たは製 作 さ れ だ と考 え られ るい 、.、ミ ・ 、1・li

f、1.lx
、^.・,、 ・ 、=.♪.・t'L,
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除 外 項 目 、。 』・

、 ・三三i"」:,tl

個 々・の価格 決 定 保 証書(1964年6月)t'・'{・)…

(a)こ の入 札 ぎ たは見 積 ∬書 め付 託 に よ っで、 各人 礼者 叉 は 提 出者 が 保 証

し、 共同 入 札 叉 は提 出 者 の場合 、各 団 体は この調 達 に'関して 、 自身 の組

織 を保 証 す る○

(1)こ の入 札 ま た は見 積 力 価格 は競 争 をやめ る た めV相 談 、通信 連 絡 、

まだ は協 定 せず に他 の入 札 者 ま たは 提 出者 ま たは競 争老 の価格 関係 の

ように独 立 して出 し、

② 法規 で 要求 され な い限 り、この入札 ま た は見 積 書 に見 積 られ た価格 は

故 意 に入 札 者 まだ は 提 出者 よ って暴露 され なか った し、 入 札 の場 合 ま

たは顯 鱒 時 矩 見勧 ⑫ 合遮 劇 ま間歎 ⑭ 入儲 託

は提 出 者 ま だは競 争 者 に開 封 前に 入 札者 ま たは 提出者 に よ って 故意 に

暴露 され な い。

(3)ま た、競 争 をや め る ため に入 札 ま たは見 積書 を他 の値 入 ま たは会 社 に

付託 す るか しな い か を誘導 す る よ うな企 だ て を入 札者 ま たは 提 出者 は

行 な った り、`笥た は行 な痴 夕 ど じな い 。

(b)各 個 入 は この入 札 ま た は見積 書 に署 名 して保証 し、

(1)彼 は入札 者 ま だは提 出者 組 織 内 の者 で あb、 こ こ に入 札 ま た は提 出

"'
:さ れ た価 格 に関 す る決 定 に対 す る組 織 内 で責 任 あ る者 で あb

、上 記(a)

(1)～(a)㈲ に反 して行 動 に参 加 七 なか った し、 ま た参 加 しない。

(2)(al彼 は入 札者 証 は 提 出者 組 織 内 の者 で は な く、 と こた入 札 詩 ば

提 出 され だ価 格 に 関す る決 定 た 対す る組 織 内 で 責任 ある者 で もな い 。

しか じIllそ の決定 に上 記(a)(1)～(al(3)it反 す る行 動 に参 加 しなか った
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・㌧

しま た参 加 しな い こ と を保 証 し、責任 ある 者 の一代 理 者 と して行 動 す

る こ と を文 書 で 権威 づ け られ 、 そ の代理 人 と して、保 証 し、彼 は上

記(a)(1)～(a)(3)に反 す る行動 に参加 しな'かっftし まだ参 加 しない。

(b)'い注 記(a)(1)、(a)(3)ま た は(b)が 削 除 まだ は修 正 され た場 合 、入 札 ま たは見

積 りは与 え ら'れず 、上 記CaX2)が 削 除 漬 たは修 正 され だ 場合 、入 札 ま だ は

見 積 りは入 札者 ま たは 提 出者 が 入 札 ま たは見 積 り書 に添 え て暴 露 の環 境

詳 細 と競 争 をや めるためのその暴 露 は行 なわ れ なか った こ とを行 政 官 ま た

は 彼 の 指 令者 が決 定 し、署 名 して 申告 しなけ れ ば入 札 ま たは見 積 りは与

え られ ない 。

組.織 署 名 タイ プ打 ち名

.IFB/RFPMa

,: ..、 資 格 日 一

男廠%6、'、;

非 分 離 設 備 の 保 証(1968.年5月 .、)

(機 会均等条項 の規定か ら免 除されなぷ1万 ドごル以 上の連邦援助 め製作契

約 を行 なわん とす る申請者 との契約 、2次 契約及 び協定 に適用 でぎる。り こ

の様 式 に署名 レfe入 札 者、提出者 、申請者 まだは2次 契約 者は従業員 に対

して分離設備を作業 のために維持 、 または提供せ ず、彼の管理下め 分離設備

維 持場所 で従業員 を作業 させ ない ことを保証 する。'・

入札者v提 出者ぶ申請者嫁 だは2次 契約者 は この保 証の違反は諺この契約

の機会均等 条項 の違反 である ことに同意 す る。保証 に使用 した様に"i分 離 設
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備"の 語 は、 待 合 室 、 作 業場 、洗 面 場 、 レス トランそ の他 の飲 食場 、時計 、

ロッカー室、及び その他 の 倉 庫 ま たは化 粧 室 、 パ ー キ ング場 、喫 茶 店 、 レク リ

エー シ ョン ま たは興 行場 、輸 送 、及 び人 種 、 信仰 、 色 、 まだ は 国籍 、 風 習 、

地 方習 慣 そ の他 の基本 に よ って明 確 に 分 離指 向 また は事実分離 してい る従業 員

用 建 物 設備 を意 味 す る 。 彼 は更 に機 会均 等 条 項 の規 定 か ら免 除 され な い1万

ドル以 上 の2次 契約 の授 与 の前 に 見積 りの2次 契 約者 か ら確 認 保 証 を得 る こ

とに 同意 し(彼 が 見 積 りの2次 契 約 者 か ら特定 期間 の た め の確 認 保 証 を得 た

場 合 以 外)そ の保 証 書 を彼 の プア イル に保 留 し、彼 は次 の様 な通 告 をそ の見

積 り の2次 契 約 者 に出 す し、彼 が 見積bの2次 契 約 者 か ら特 定期 間 の ため の

確 認 保証 を得 た場 合 以 外)

非分離 設備の保証 に対す る要求の予定2次 契約者の通告

1967年5月9日 付 け の労 働 省長 官 に よる非 分離 設備 の排 除命 令(19

67年5月19日32連 邦規 則7439)に よ って 要 求 さ れ た 様 に非 分離 設

備 の保 証 は 、機 会 均等 条 項 の規 定 か ら免 除 され な い1万 ドル以 上 の2次 契 約

の授 与 の前 に付託 され ね ば な らな い 。保 証書 は2次 契 約 また は 期 間 中(即

ち3ケ 月、6ケ 月 、 まkは1年)総 ての2次 契 約 の 何 れ か に 対 して付託 す る

こ とが で る(注:提 出 書 中 の 不正 申告 に 対す る罰 は18U.S.Cloo1

に規 定 さ れ る)。

会 社 姓 名 資格

日
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序 文

『のハ ン ドブ ックは・ 饒'都 市 醗 省発行 曄 に馴 して新 された も

ので・ 交 渉獲得 のための入 札の選定に関 す る省 略 針 と提案評価 委員会 の任

鎚 運獣 関す ≡ 続 を述 べた もの であ る・i- .

こρ〃'ンド㍗ クK舗 れ ている題材は・ 獲得契 約 傾 得契約)が 必牢
、

なる
,ととろの計酔 策 してし嘱 計画日 晒 顧 禦 四 省の全輯 に とプ,

て重罰Mで 垣 ㌧
.い.t、

述 警 れてい る手続の どれ について も、 それ¢改善 についての提案 力1
.あれ

ば歓迎す るものである。その場合は行政次官補に申し出て頂きたい
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第1章 序 論

1,方 針の詳明 契約業務遂行 の もっ ともす ぐれ た能力 を古 し、 最高 水準に

徹 し雄 事を完成とて『!醸 松 飾 もっとも太 きぽ 業鋲 だけを選
〆

紛 る とい うの が・ 錠 ●都 繍 鷲 の方 針 で あ.る・,、

2.総 論 このハ ン ドブ ックV(k・ け る提 案 評価 委 員 会手 続 の主 目的 は、 と

の 方 針 を実 行 す るに 際 して、 提 案 選 定 担 当官 が 情報 に よ く通 じた、 客観 的

選判 断 を下 す ことが で き る しっ か りした基 礎 を与 え るこ とで あ る。 提案 評

価 と選定作業は、 入 札の要請に応 じて受理されたそれ らの書 類入 札の査定

を必 要 とす るば か りでな く、 最 良の 可能 性 あ る事 業 実体 の選 定 を確 実 に お

こな うため に 適切 な い しは 必 要 と見 られ る よ うな、 入 札 者 の 履行 内在 力 に

関 係 のあ る他 の因 子 を考 慮 す る こ と も必要 で あ る。

3.適 用 し得 る こ と。

一一511一



、㌔ の・・ン ドブ ・クで述 べ られる方針 と手続 は、 省 の要諏 応 じて拙 さ

きれ た提案 の技術 的価値 を比較に基 いて徹底 的κ評価 す ることが、上 記

'i'節
で述べ られた方針 の遂行 にあたって欠 くことので きぬ ところの人的

財産(動 産)や 非個人 的施設(建 造 を含 む)の 交 渉獲得 匠適用 される。

(1泣
らの手続 は連醐 達規 則(FPR)、_2部 に したがって☆ 勧

hる 正 式広告 に ょる取得、FPR1-3.6の 条項 の規定 に よる小量購入、

住宅 ・都市開発 省 と他 ゐ政府櫛 閨の間の機関間 協約、 個人的施設 あ取得、

お よび合 衆 目 レベ ル な らびに地 方 政府 レベ ル での応 募 者 の選定≠には 適 用

`き

れ た い。 しか し、 省 計 画 の もの な らば どん な もの で もそ れ に したが っ

て 提 出され た契 約 の 申入 れ ない しは 申請 の評 価 の た めに 計 画 局 が この手
,'"

・
.《

続 を使 用 す る こ とは さ しつ か え な い。

bこ のハ ン ドブ ッ クvateけ る手続 は、 計 画 局が そ の適 用 に あft.っ て で き

るだけ融通 をきか せ得 る ように考えて作 られti(憲 。 この方針に合 わせ

c繰 を評締 るため ・つ の審治 の酬 を凝 す る厩 立 っ;そドル
ペ コ リき ひ グ

価 債、 複雑 さ お よびそ の 他 の 因子 に考 慮 が 払 わ られ るべ きで あ る。

4.定 義 このハ ン ドブ ック で は用 語は 下 記 の定 義 に した が っ て使 用 され

る。

。'顧 問 特定の分野 吐 けるそ鱒 門的購 の鋤 に提案の酬 的拙

しは事務 的馬面の評価にっ いて委員会 に助 言 ・助力 を与 え るべ くえ らば

れた人(法 律顧 問は含 めない)。 顧 問は省役人か または他 の政府機 関の

雇員 の中か ら選 出され る。

b任 命 覚書。"委 員会の 目的を述べ、議 長 と評議員 を指命 してい るとこ

ろの提案 選定担 当官か らひ覚書。 補佐評議員 も指名されていてさ しつか

えない。

ii
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c1"委 員会 議 長。 委 員会 活 動 の あ ち ゆ る手 続 上 の面 を託 され、,、そ れ らに

つ いて責 任 を もつ ところ の委員 会 の 最 高運 営 職務 執 行 者。

d委 員 会評 議 員。 提案 評 価 委 員会 の メ:ン バ・と して 働 くべ く提 案選 定

担 当 官 に・よって指 命 され た人 。 委 員 会議 長…も含 ま れ る'。

e他 の委 員 会。 提 案 評 価 作 業 の1つ の特 別 の 局 面 を考察 ・研 究 し、 活

動 をお こ し、 そ して 委員 会 に そ れ に つい て報 告 すべ く委員 会 議 長 に よっ

て任命 さ れ た 省 な い しば 他 の 政 府機 関 の 雇員 の組 織 体。.

f利 害 の対 立6委 員 会 評 議 員(顧 問 を含 む パ コ ンサ ル タ ン∩ なち び に

法 律顧 問 が評 価 を 受け る事 業実 体 の どれ か との、現 在 また は過 去 の交 際 な

い しは 関係 を通 して{金 銭 的ま たは 他 の利権 ない しは 偏見 を もつ か も し

れ な いあ らゆ る事 態。

gコ ンサ ル タ ン ト。 問題 あ るい は疑 問 に 関 して政 府職 員 にそ の見 解 を

与 え る、 助 言 能 力 の点 で役 に立 つ 八。 ・コ ンサ ル・夕 汐 トは 顧 問 と違 っ て政

府 の 正 規 雇員 で は なし(。,r・.l

h契 約 局。 人 的 財産 お よび 非個 人 的施 設(建 造 を含 む)の 獲得 のた め

の契 約 を結 び、 施 行 す る責任 を割 り当 て られ た省 の 主部局ざ1つ の契 約

局 は、 契 約 を結 び謂 施行 して、 関連 の あ る決 定 と認 定 をお こ な う権 限 を

委託 され た1人 な い しは1入 以 上 の契 約担 当 官 を有 す る。'^

i法 律顧 問6{法 律 上 の ζ.とに つ い て提 案 評 価 委 員会 に援 助'・忠告 を与

え るべ く指 名 され た総 務 局 の メ ンバ。

・非 有 権 会 員 。 非 有 権 会 員 は顧 問、 コ ンサ ル タン トまた は 法 律顧 問 と.

して任 命 さ れ た あ らゆ る人 で ある。

k計 画 局。 調 達 行 為の 主 題 で あ るべ きと ころ の 作業 努力 を計 画 ・調 整 ・

発 展 ・評 価 す る特 別 の責 任 を もった省 の組織 要 素。
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i'提 案 。・ 提 案 要求 の必 要案 件 を遂 行す る こ とを申 し出 てい るあ る事業

実体 に よって政府 に提出 されだ書面 申入れ。

rb記 録係。 〕覚書の準 備、 委員 会め議事録、 委員会報告、2・ よび割 り当

て られ るか も知 れぬそ の他 の管理 上あ必要事項 淀っ℃ て委員 会に対 して

∫八三責任遂 負 うと ころの管轄計画筒 々員ご ㌧ 〔㌧ド`

n衰 案 の要求.・ 関 連事業 実体va配 布され 嶽 鹸 求 で、 そ こにぱ人的

財産 または非人的施設に対穿 る政府 の必 要条件 が述 べち れセ顧 る。∵

。 提案選定担当官;調 達行為 をとbっXあ 百花 逸1・の計画局 の長 ま売

は老 の被満 人;聡 パ ・ い'【 ロ

が 有権 会見 任命 覚書 の中でその ように指 名され た委員会あ議 計 よ

び各会員。 ご"

第'2章'権 限 と 責 務

5.総 論。 連 邦 獲得 規 定、1-3.1、 交 渉 の 使 用 に は 、 交 渉 に よる調 達

は、 価 齢 そ ⑳他 の因 子 を考 慮 に入 れ て、 政 府 に もっ と も有 利 に 就 なわ

'れ る ように規 定 され て い る
。 ジ ・

6.'権 限 入 札 の要 求 に応 じ て受 理 され た提 案 の評価 を遂 行 す る た め に、・

提 案 評価 委 員 会 を使 用 す る こ ど'につ い て の全権 限 は、 こめ ハン ドブ ヅグ瀞

まび行 政 次官 補 に よっ て 発 行 され た該 当 覚 書、 回 状 お よびHUD獲 得 頚淀

の 中に 含 ま れて い る。 パ'言

7.'1"責務。'提 案 評価 委 員 会憶 提 出 され た提 案 の評 価 な ち び に提 案 選 定担 当

官 に提 出す る判定 と報 告 に つ い て責任 を負 う6tt'"11

8だ 養 綱 情 報)あ 開 示 。 一 ・ 一 ー パ"'・{

a評 価作業 中。 提案の評価過程 中、 住宅`都 市開発省 の全 職員は同 じ

一5郵 ←



㌶評価 行 為 に また 参加 して いな い ど 亡ろ のだ れ に も評価 ま た は入 札 に関 す

1る い か な る情報 も・盲 ちiずことは許 され な い♂ ただ しぶ この よう な行 為 と

り 関 連 して 必要 とな らない 情 報 は この 限 句 でぱ な い。・他 の政 府 職 員、・顧 問

ま た は コ ンサ ノジタツ トが 評 価 行 為 に参 加 す る とき＼ 彼 等 もこれ らの拘 束

`を厳守 す る1よ'1うに合 ぜ られ るで あろ う
。 さ'らにミ18U・SC1905一 に

よ り米 国 のい か な る公 務 員 ま た は雇 員 も、 法 律 に よっ て許 可 さ れ な い限

三 り
、 あ る種 の事務 秘 密 ま た は ドレー ド機 密 を暴 露 ない し は漏 洩 す る こ と

を禁 ぜ られて い るト ・'・ …'.＼:

も 契 約人 ∂選 定 後言'∴契 約 の裁 定 に競 い 二(、.連邦調 達規 則 に した が い情

報 が 契 約担 当官 に よっ て不 成 功 に終 っ た 申入 れ 人 に与 え られ る。

c情 報 に 対す る権 利。 評価 作 業 中お よび 契約 の裁 定前 に通 常情 報 に対 す

"t
る権 利(知 る権 利9ジは委 員会 評議 員 の 指 揮下 に ある人 々に も与 え られ な

い。 しか し、 責任 あ る職 員が 計画 の責任 を負 っ た人 々 に対.して な す正 当

な情 況報 告 は この 手 続 でま っ た くさ ま たげ られ ない。

第3章 提 案 評 価 委 員 会 ・;'一!t..・、1'

セ ク シ ゴジ1:'入 札前 房必要 事 項'・ ㌔1㍉

9.契 約 事 業 の要 求。 契 約 事 業 に つ い て の要 求 が 立 て られ っSあ る と き、

使 用さ れ るべ き提 案 評 価作 業 に つ いて 考察 が 与え られ るべ きで あ る。委 員

『㍉会 が
、 契 約 事 業 の要 求 に 含め られ るべ き仕 事 や他 の 資料 の陳 述 の展 開 に参 …

㌔ 加 す る方 が望 ま 'し高乏 考 ぞ られ る一な らば
、 任 命 覚書 を この時 期 に作 づ て さ

し つ か え な い 。"1

・i・・∵ 提 案準 齢 要求
.一 提案評価 委員会 と計画 局は提類 救 含 め られ るべ

き選 定 基 準 の作 成 に関与 す べ き で あ る。 …
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11.・ 主 要調達の初期 評価。 ・通 常、 提案評価委員会 ぱ調 達の最初 の計画 の際

に援助 を与え るで あろ うbそ の調達の{特定 の問題 や 目標 に最初か ら精 通 し

ていればべ し っか り した 資格 ♂評価基準の展開、 完べ三き:な作業ス テー ト

メン トお よびその調達に対す る処 置の最 良の方法 の選択 をお ごな えるで あ

ろう。初期評価 が必要 とされ るとき審議 会は下記の点 を考慮 匠入れてお く

べきであ る:,.・ ・川

a調 達の性 質 と調和 した最大競 争 を得 る ことが 住宅 ・都市欄 溌 省の方針

である。 しか しなが ら、 住宅 ・都市開発省計 画の独特 の特性 を考え ると、

そ して公共 の利益 の点で、 提案されだ仕 事産遂 行 ず法 に必要な最低の資

概 興 行 放 ていふ と考えら鰺 奪繰 飾 は・競雛 出敏 とも

な う提案準備やその他 の所要経費を1負うように奨励 すべ き歪 はない。意

味ある謡 を制限ず江 と誌 こ妨 針を達断 るた蹴 は、委員会が

'計 画 局 と契 約 局 と連 合 し
て 初 期 にそ の部 分 に大 きな努 力 をそそ1ぐ ζ とが

必要 で あ る。 ・ 「.・'`川

bこ れ らの考 慮 に もか か わ らず、 住宅 ・都 市開 発 省 が要 請 しない 事業 実

体 に ょって応 答 提 案 が提 出さ れ た・場 合sそ れ ら'ぱ考 慮 さ れ る。 提 案 前 の

説 明 会 を利 用 して受 託 者 に調 達条 件 を知 らせ る場 合、 資格 基 準 を出 席者

三に 説 明 す る。 ・

セ ク シ ョン2t・ 委 員会 の任 命

12.任 命 覚 書。1・、任 命覚 書 は提 案 選 定 担 当 官 の指 示 で作 成 され る。 提 案 され

た1つ の 覚書 の 型:式・は 亡の ハ ンド ブ 署ク の付 録1、 匝か か げ て ある。

13.委 員会 の 構 成

a通 常V委 員 会倣1人 の議 長、 記 録 係 お よび2人 以 上 のそ の他 の メンバ

か ら構 成 さ れ る。 ・・ パ 『'㌔ ←ボ 玲 、
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b提 案 評 価 の 重要 性 にか んが み、、委員 会 は資格 の あ る技 術 職 員 と事 務職

員 か ら構 成 され るべ き で あ る。 一.〉 ∴、

c,一 委 員 会 の議長 と記録 係 はv通 常 そ の 計 画局の メ:ンバ で あ る。

d委 員会 の少 くと も1入 の メ ン バ は 、 契 約 局 か ら選 出 さ れ る。 連 続 性

を 保 持 す るた め に、 及 第 した 申入 れ人 と契 約 の交 渉 に あた る人 を 含 め.る

と とに 考 慮 が与 え られ るべ き、で あ る。

e実 行 し得 る と き舛 い つ で も委 員会 の他 の有権 会 員 は契約 の履 行 中重 要

:な責 任 を もつ職 員 をと るべ きで あ る。

14.他 の政 府 機 関職 員。'他 の政 府機 関 の職 員 を 住宅 ・都 市開発 省 の提 案 評

価 委 員会 の メンバ と して任 命 守 る こ とは さ しつか え ない。 提案 選 定 担 当官

また は 委 員会 議 長が そ の職 員 お よび所 属 政府 機 関 とそ り手 配 をす る責任 を

負 う。

15・ 顧 問 とコ ンサ ル タン ト。 顧 問 ま たは コンサ ル タ ン トを任 命 す る必要 は

獲得 され る人 的財 産 ま た は非 個 人 的施 設の種 類 に ま る であ ろ う。 コ ンサ ル

1タン トの助 けは人 事 局 に よつ て 出 馬れ た手 続 に したが つて得 る こ とがて き'

る。 提 案 選 定 担 当 官 ま たは 委 員 会 議 長 が顧 問 とコンサ ル タ'イ》の助 け に?

い て必 要 な手 配 をす る責 任 を負 う。 ・・ 、 ・.ご

16.別 の 委員 会 の利用。 通 常、 別 の 委員 会 は、 許 さ れ た時 間 内 に委 員 会 が

評価 をす ませ るの を さ また げ る よ うな、 数 多 くの あ るい は こみ込 っ た提案

を とも な った調 達 に対 して 利 用 され るべ きで あ る。 そ の評 価 の 技術 的 海 事

務的 な 面で 助 力 が 必要 な場 合 は、 適 当 な 訓練 を受 け た専 門 家 か ら構 成 さ れ

た別 の委 員 会 を設置 して よい。 この よ うな委員 会 の議 長 は委 員 会 の メン バ

、の 中 か ら指 命 さ れ る こ とが 望 ま しい。 こ うす れ ば、 委員 会1と別 の 委員 会 の

聞 の コ ン トロー ル結 びつ き、 意見 の交換 等 が確 実 に な され よ う。 別 の委 員
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会は提案 選定 担当官 または委 員会議長 によって書 面で任命される♂一般に・

どん な委 員会 の委 員 も管轄計画局 の職員か らと られるべ きで あ登。 しか し、

他 の計画局 または他 の政 府機関 の職員 をぐその助 力が 有効な とき蕊利用す

る こ とは さ しつ か え ない 。'、 ・ ・ こ一・>

17.r法 律顧 問6総 務 局 のメンバが客 委 員 会 の 法律 顧 問 として任命 され る。 提

案 選 定 担 当 官 と総 務 、 ま た はそ の 被 指 名人が 共 同で 任命 され るべ き人 を

決 定 す る♂ 法 律顧 問は 非 有 権会 員 で あ るご法 律 顧 問 は、 委 員 会 の処置 が 取

締 法 案 と法 令 の条 件 に した が っ て い るか ど うか に つい て再吟 味 し、 彼 に呈

示 され る締 の どん な 事柄 に対 して もそ の法 律 上 の 点 につ いて委 員 会に 助言

を与 え る責 務 を もつ。'法律 顧 問 の選 出に 際 して、 及 第 した 申入 れ人 との 交

渉 に助 言 を 与 え ゑ入 と同 じ入 を法 律隠 田 と して指 名 す る よ うに努 力 すべ き

で あ る。 ・"

t'L'第4章 委 員 会 活 動 の 運 営

18.線 論。 提 案 選 定 担 当官 に よる委 員 会 の任 命 後 は そ の 後 の委 員 会 の全 活

動 は 議長 の責 任 で あろ う。'二 ご

19、 機 能。 委 員 会 の機 能 は次 の3点 で あ る∂:

云 交 渉 が開 始 さ れ る とこ ろの提 案 また は諸 提 案 を決 定 す る に際 して、 提.国

案螺 定 担 当 官 を も っ と も よ く助け る基 準 ない しは 要 因 を選定 ・適 用・己1報ξ、

告 す る鴻 っ と も適 切 な方 法 を決 定 す る こ と。

bO論 述め適用 庵治い そ最良 δ判断 を使用tる とと。

,そ 協 業 と裟 処風 定 なった討議癒 らびに:結勲 ついて提案選

定担 当官に完全 な報告 をお とな うこと。 これ らの 目標 を達成するために、

委員会はそれぞ れあ提案 の徹底 じた分析寿 よび提案 を行な ってい る種々
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「の事業 実 体 の履 行 内 在 力 に 関係 の ある弛 め あ らゆ る因子 の完 全 な分 析 を

'行 う
で あ ろ ケ。 評 価 作 業 は徹 底 した もので あっ て、 客観 的 で○ 事 実 比基

≧いて お り
、 そ しそ 完 全 κ偏 見 のな い もめ で なけ れ ば な らない。'

20.提 案 評価 方 針。 ▲ ぼ ・'.・

a評 価 ・選 定作 業 に おけ る種 々 の段階 は、・1どん な算 術 的 また は機 械 的 評

点方 式 で あろ うと、 そ ん な もの に固執 す る こ と よ りも、 む しろ縮 合 的な

技 術 的 か よび実 業 的考 察 に基 づ い て、 全 関 係公 務員 な らび に全 委 員会評

議員 が判 断 を行 使 す る こと を必 要 とす る。 そ れ に もか か わ らず、委 員 会

に よ る提 案 評 価 の 初 期 の段 階 に 対対 る比 較 分 析 に 拾い て客観性 と徹 底性

を達 成 す る た め に、 複雑 な提 案 の重要 だ 成 分 部 分 に対 して1つ の評点 方

式(記 録 シス テ ム)を 利 用 す る亡 ど赤 必 要 で あ る。 したが っ て、 そ れぞ

れ の提 案 は 系統 的 に査 定され る。 この よ うな 評点 方式 は 次 の場 合 に 価値

を もつ:'㍍"ご ＼ こ・・^眠 ぶ

(1).選 定 され た基 準 が提 案 の 中 で質 的(定 性 的)な 区 別 をtる ご とを許

す 場 合。

(2ポ そ れ ぞ れ の 基 準 に割 り当 て られ た重 み がそ め比 例 した 重要 性 を反 映

す る場 合。 ・.、一 ・

b評 点 方 式丁はξ"1度 案 出 され たな らば、 評価 を受 け るどの提 案 に も委 員

会 に よづ で公平 に適 用 さ れ なけ れ ば な らない 。 確 立 さ れ た方式 の 範 囲 を

こえた 判 定 因 子 の た めに その 方式 か らいか に離 脱 しよ う と、 同 一 の処 理

が 他 の 有 資格 提.案に公 平 な見地 で拡 大 適 用 され る限 りにお い て の一みそ れ

は妥 当 で ある。

21.1会 員 と出 席者 の 身分。:.'㍉i .・・

alジ 身1分6委 員会議 長 と任 命 覚 書 の 中 で有 権 会 員 と して 指 名 さ れ・た 人 々
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.・だけ が 評価 過 程 にお い て表 決 に 加 わ る,ことが で き る。 補 佐評議 員 は、'彼

・等 が補 佐(代 理)と して任 命 さ れ た 占態 ろのそ の正規 有 権 会員 の代 理 を

つ とめ ない限b表 決権 を もた な いぱ 委 員会 評議 員 は代 理 と交 代 す る と き

は、 そ の 代理 が彼 の代 りをつ とめ る委 員会 会合 に 予定 さ れ た時 間 の前 に

委 員 会議 長 πそ のむ ね を通 告 しtrけ れ ば な らない。 各 評議 員 は1票 の表

決権 を有 す る。,

b出 席老6コ ンサ ル タ ン トと顧問 は、 委 員 会が 提 参 の相対 的 ラ ンク を

決 定 し、 そ して 推 せん 十べ き もの を表 決 に よって決 定 す る会 合以 外 の全

会 合 に出 席 して よい。 あ るいは、 委 員 会議 長 は 彼 らの出 席 を 彼 らの専門

的知 識 と密 接 な関 係 の あ る事柄 に つい て開 か れ る会合 だけ に制 限 す る と

とが で き る。 法 律顧 問 の 出席 は委 員 会議 長 と互 い に合 意 に達 した も のだ

'け に限 られ るべ きで あ る
。

22.初 期 の委 員 会 活動。.あ る特 定 の 獲得 に つい ての 委員 会 の活動 は議 長 が

任 命 覚 書 を 受取 った とき か ら始 ま る。"i直ちに次 の活動 が議 長 に零 っ て開 始

され るで あろ う。

a提 案 選 定担 当官 に 対 して認 定 事項 を呈 示 す るに至 るま で の 必 要 た委 員

会活 動 と起 り得 べ き出来 事 の 日程 一 覧表 の作 成 。

b・ 各委 員 会 評 議 員に任 命 覚 書 の写 しと 日程一 覧 表 を手渡 す こと。

ピ ・各委 員 会評 議員 と関係 す る柚 の人 々に 評価 作 業 中 の 情報 の 開示 につ い

:.ての制 限 に関 して 警告 す るこ と。

d－ 委 員 会 評議 員澄 よび 契 約 局 と計画 局の 助 力 を求 め て評 価 のた め の基 準

を作 る こ と。

23.利 害 の 対立 。 連 邦規 則 法 典 の表 題24.住 宅供 給 と住宅 ク レ ジ ッ ト、 副 ・

表 題A、'パ ー ト0に 省 の 雇 員 ど特 別 政府 雇員 に関 す る行 為基 準 が規 定 され
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て い る8'委 員会議 長はそれぞれ の 委員会評議員 に、 彼 が利害 の対立に関 す

る副表題Aの 条 項に精通 し、 そ して委 員会活動に彼が参加 する ことが多分

ない しは明 らか 匠利害の対立にな るど合理 的に解釈 されだならば、そめむね

を書面 で議長 に通告 する ことを要求 するであろ う。 他 の政府機関か らの職

員 を委 員会 メンバや醐 として利用 すべ き場 合、 ある鴎 ヨン砂 タシ ト

を利肝 ぺ・き腹 合、・鶴 に 副表 題Aの ことを滅 絶 、'彼 らがま るで省 の雇

員 で あるかの ・ようにそ の条項 に服従 しなげればな らぬ ことを通告すべぎで

あ る.・そ して、 どん 左可能 な散 醐 らかな舘 の対立 で・もあつ'嫉 妬 、

彼 等は そのむね を議長 に書面 で通告 しな ければな らない。 利害の 対立 を議

長に通 告す る どの評議員 も、 顧問 あるい はコンサ ルタン トも含め、 委員会

についてのそ の後の義務 か ら解任され、 後任者 が提案選定担当官 に よって

書面で もつて任命 されるで あろ う。

24.提 案 の審査。

a提 案は30節 に:したが って委 員会議長 ざたは記録係 の閲 らんに供 され

る。

b委 員会議 長、 または記録 係 は、最初に提案の要 求に全般 的に適合 して

いるか どうか につ いて全提案 を審査す る。 この審査ぱぜ賀正予備的が も

のであって、全般的に適合 していないことが発見されたどの提案 をも、別め委

員会または本委員会評議員がさらに再吟味す るこ とはさ重 たげ られ な(ぺ

c委 員会を助け るべ く別の1っ の委員会が任命されたな らば ご委員会 の議 長

は、 予備 的 な審査 が終 ったの ち、 この まうな委員会の議 長 に全提案の写

しを交付するであろう。別の委 員会の再吟味は委 員会によって定 あ,られ唱だ選

定基準 を使っておこなわれる。別の委員会はその審査 の 結果 をぞれそ れめ提

案の簡けつ な書面評価 に よって委員会議長 に報告 する亘書 面評価 ぱそれ
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'それ ゐ提 案 の長 所 と短所 を述 べ た もので ある
。別の委員'会行為 の運営は委 員

会π 対 して この ハン ドブ ック で述 べ られ て い る手 続 π したが う・。

d・・,委員会 の有権 会員は別ゐ委員会 の報告 を 再審 して、受 諾 で きぬ と宣言 され

る で あろ う提案 と、 委 員 会 に よっ て さ ら に続 い て分 析 と評 価 を受 け.る も

の とを決 定 す る 。,.・ ・ 、.ふ

e委 員 会 が 前 もって別 の委員会 に よる審査 が不 要 である と決定 したな らば、

委 員会評 議 員 各 自が独 立 に 全 提案 を審 査 しな げ れ ば な らない。 委 員会 の

各 評 議 員ぱ そ の審 査 の結 果 を議長 に報 告 しな けれ ば た らな い。 委 員 会 は

そ の後 だ受 諾'で ぎぬ と宣言 さ れ るであ ろ・うそ れ らの提 案 とさ らに 引 続 く

考 察 に値 す る もの を決 定 す る。

25.提 案 評㎞ 委 員会 報 告6

a委 員会 はそ の認 定 の報 告 を仕 上げ なけ れ ばな らな い。 とれ らの認 定tt

委 員 会 に よる提 案 の相 対 評価 を述 べ た もの で あ る。 全 有 権 会員 は、 それ

が委 員会 の総体 的意見 を表わ してら るごとの確認 として認定に署名 をお

こ な う。

bも し有 権 △ 員 の 書 入か が最 高 位 に ランク され た 提 案 の技 術 的 な い しは

業 務 的能 力 に関 して 重大 な留 保 を もつ 方 らば、 委 員会 はそ れ らを 詳細 に

ミ討 議 し
、 格 付 け の調 整 が可 能 菱 らばそ れ π つ い て審 議 余 る。'・どん な 会員

ボ委 員会報 告 π付録 ど し:て三別 の 見 解 を含 め る ・こ・とが で き る。

c、 特 別 の事 情 添あ る と きS確 立:さ れ た基 準、 重み ま たね 評 点方 式 に 固執

す る と、'長所 化 っ い て提 案 多格 付 けす る際 に著 しい 誤差 の生 ず る こ とが

委 員会 に明 白に な石'と;と が あ ろ う。 しか じ争1こ の よ うな場 合 で,も委 員会

は 要求 きれ た評三徳 と報 告 書 を完 成 じな けれ ば 力 ら ない。 委 員 会ぱ↓ これ

元 加 えて、 委 員 会 の態 度 の留 保、…この よ う在 留 保 に つ い ての理 由・ お よ
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び・ もしあ れば・ あ らゆ・る事情 を考慮 し友委員会 の最良の鎚体的裁定 に

基い た提 案の修 正格付 け を提案選定担当底年撒分媛通告す る
1独立 した付

録 を作 成 ●呈 示 す る・ ぷ ・.力,,'一 ば い ∴

d報 告cg,1・比較 ランクの下降順位 でそ れひ 鎮 案につ ρて 畷 述 を含ま

な嫉ればな らない。大標 準記述分類 を使 って提 案の各グ ルニ プの相対 ラ

ンクを分 離すべき であ る。 た とえば、 ある数の提案はく優秀〉、 第2の

グルー プはく平均〉 そ して第3の グルー プはく平均以下〉 と分 類 されて

よい・ 数字評点が述 べ られ よう・そ れぞれの提案の諦 要録 ぱ 嘩 琴

の長征 と欠点 についての記述 を含み、.提案努力 に対す るこれ ら¢～長所予

欠 点の重要性を明確にす る。 また、 重大 な欠陥の可能な補正 が技術 的に

競 争 の範 囲 内 に あ る提案 に つ い て論 じ られ よ う。 そ れぞ れ の叙 述 は提 案 ・、

選 定担 当官 が、 二 者 択一 の比較 考 査 を行 な え る よ うに す るため π、 十 分

な程 度の繍 を含ん でいなければな ほ い・ 叙述は肇 嘩 い て喚 け

い れ ばなら ない・・編 組 では受け入れ られ鞭 ・
.'.一 ‥ 、

e報 告は またく不受理》 の大項 目の下に受理 で きない すべての提案 を リ

』ス トして・ 亡の記述分類 の中睦 め ら糠 そ れぞ垣 提 案に ついてその

欠 陥 を述 べ なけ れ ば な らない。

f:報 告 の作 成 に際 して 形 よ りもむ、しろ 内容 に重 点 を 治 くべ きで あ る。 報

告 は 提案 選 定 担 当官 に よっ て容 易 に理 解 さ れ、るよ うに き ちん と して い て、:、,

読 み や+く 配 列 され てい る限 り凝 っ た文 書 の作 成 を要求 す る意 図 は な い。

委 員会 報告の 見 本 は付 録2・ に示 され てい る。

26・ 申入 れ人 に よ る口述 説 明今 通 常、 最 高位 に ラ ン クされ る提 案 瓜 そ の

申入れ 人 によ る口述 説 明が 必 要 で、ない く らい十 分 に確 か で、 簡潔 で あるぺ

ぎで 痴 る。 ・しか し、委 員会 がそ の提 案 の 技術 的面 を明 確 ない しは拡 充 す る
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ことを希 望 す る場 合 が あ るか も知 れ な い。 口述 説 明 が 希 望 さ れ る場合、'そ

れ らは この よ うな 明確 化 な い しは拡 充 に限 られ るべ き で あっ て、 そ れ を、

あ る特定 の提 案 を1つ の大分 類 か ら高 位 の ものへ 昇進 させ る方法 と して、

あるい は 申入れ 人 に そ の提案 に述 べ られ てい る仕 事 の記 事 を実質 的 に変 え

る こと を謬 め るた め に 使 って は な らない。 口述 説 明 の結 果 は報 告 に おけ る

そ の 提 案 につ い て の 説 明 の と ころ に含 め られ よ う。 委 員 会 ま たは提 案 選 定

担 当官 は、 選 定 をtる 際 の 助 け と して、1回 以 上 の 口述 説 明 を希望 す る こ

とができる・に の験 初 陣 調 練 高畝 ランクされた2つ の提案

に限られるぎ である・委員会齪 が口述説明(面 接)の 必要な報 をす

る責 任 を負 う。

27.証 拠 固 あ。 委 員会 は、『そ の活 動 の コー ス で、 あ る種の デ ー一夕あ る いは

傍 証 集 め る で あ ろ う.と の よう斑 拠 固 め、 す なわ ちく バ ッ ク1ア ップ〉

材 料 と レて け通 常N;委 員会議 事録、 評 価 ま た は評 点 シー トや チ エ ツク'リ

ス トの よ うな作 業 書 類、 別 の委 員会報告 や顧問 の報 告等 を含む。 これ ちの書 類 ,

は委 員鎌 告 で述べ られ る認定 嘱 す る土台 を構成するの で・'それ ら燥,

の記録 の一 部で あ り、保 存 さ怖 ければ方 らふ ・ 委 員会議長は この よ互

な文書 を保 存 して、 交 渉の間使用す るためそれ を契 約官に手渡す責任 を負

う。.契 約 官は こ の文 書 を公式 契 約 プ アイ ル の 中 に含 め なけ れ ば な らない。

28.・,委 員会 活 動 の手 続 上 の諸 点。

a∵ 委 員 会 の各 会 合 は議 長 に よっ て召 集 され る。

b委 員 会 職務 の方 が正 規 の職 務 割 当 よ りも優 先 す る。、委 員 会 に出 席す る

、■.こと が評 価 をす す め るだ め に必 要 で あ口 て、 会 の メ ンづは や む を得 ない ・:'

理 由が あっ てぐ 議 長 の承認 を受け た場合 を除 き出 席 しな けれ ば な らない。

議 長 べ 会 員 の欠 席が 評価 差 支 え を 栖 らす と裁 定 する な らば・ 議 長
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μ そ の自由裁量 で提 案選定担当官にその会員の出席 を命 ずる よ うK・ あ、

るい はそ の会 員 を取 り替 え る よ う.に要 請 す る こ とが で き る。,

c委 員 会に よっ て考 え られ るあ.らゆ る問 題 につ い て、 十 分 に討 論 さ れ るfi"

ことが繁 しい・額 醐 轡 あればあらゆ・る報 をつ ≦レて共選 理

鰍 いしは委員鍋 鮪 の見鮭 公評 反映 してい・るところ喘 争点の

報告噂 するように騨 鮒 れ願 らない・見解の不噸 醐 かれない

場合は・ 委苧 の謬 録鰺 懸 異材 る・情況 とその不噸 の醐 球

映 し て い な け れ ば な ら な い 。 ., .・ ・口 ・

〉

第5章 調 達,行 為t .、-J,.,

29・ ・聯 契 納 当官頑 約を結び・皆具 そ して適用し得 る翻 と規

則 に したが って 関 連 決 定 をす る責 任 を委 託 さ れ た。

30・ 提案 の受 理 と保 管。

a提 案 の 要 請 の 中 に は ・ 提 案 は 指 定 さ れ た 日 時 ま で に受 理 され る よ

うに契 約局 に提 出さ れ るぺ き こ とが指 示 され てい る。 提 塞が 受 理 され る

浸 れ ら噸 受興 れ 相 時 を示す スタンプが押 され・ 指定 され た日時

が満了 するまで開封 しない で保存され るであろ う。:

b名 前 と住敢 よ綿 入 れ人 の リス ぴ 作成され る・eの!ス.ト はそれ

ぞれの繰 が受釈 批 と旨 前 と住所を舗 こんで作成 して も戸 レ、

挙 いは提案 醐 封 ずる ときに作 成 レて もよい・,,・

・ それぞれの提案裸 封 される、と・ 提 出され た只 ト類 は価齢 分

ての資綱 技術礁 興 から嫡 される… .ぷ

d申 入れ人 リス トと技 術 提案書類 の写 しが委 員会議長 に手渡され る。 委

員会議 長 または議長 か ら頼 まれた記録係 ぱそ のと きそ れの受領証 をわたす。
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・ それぞれ嘩 鎚 卿1通 の讐 は分節 ・㌍ 刈
.牡 は価格資料と

ともに 契 約担 当官、 ま たは そ の職 権 代 理 人 の と ころ に保 管 され る。

31・ ■一・㍉ 餓 剛 格 にっいての資料・ 委齢 嘩 目標は1つ の緬 詩

えて・ 提案饒 担当官綿 入れM技 解 案璽類に・つき 証虻 て られ

るや ㌍ 入ぬ の能力と履行の公算嘩 いて1つ の選定1(到達する こと

を助 戸 ことで恒 のC通 常はコス ト牡 は価警 つし(ての資細 鱗

会 には見 せ られ 若い。 しか しなが ら、 あ る条 件 の下 では、 そ れは そ の契 約

の 履行 中 股 必要 とな る努 力 の タ イダに 依 存す る が、 も しコス トまた は価 格

vaつ いての酬 の要素 のあが?が 入 手で きるな らばぽ 員会が1つ の推

せん に到 達+る の を著 る し く助 け られ るか も知 れ な い。 この よ うな場 合 は

契継 当官 牡 はその離 牌 人は講 勘 よっ硬 『青さ地 ような繍

また は そ の情報 の分 析 を提供 す るで あ ろ う。

32・・選樋 告9提 鍵 陣 当甦 翻 で・鰐 計醜 による鍋 な醐 を

通 じて、 選定 された提案 を契約担当官に通告す る。 この よ うた通告の見 本

型式 を付録3に 示ナ。

33・ 輸 て行われる契絞 興 興 るヂ タの鯛 ・ 鎚 金の作業は1つ

の甦 実御 師 と顕 の諦 を必要 と■ ので・委 員㌍ って展開『

批 データ焦 提 案選定耀 く契綾 渉における鮪 のある道具である・

た とえ ば、 しげ しば 評価 の過 程 中 に、 交 渉契 約 にお い て政府 π役立 つ と こ

ろの綱 領 媒 体に よってなされる1し たbiつ ～ 鱗 葉渉のために選

出されたその提案 鮒 諸提案幽 する委員会のデータけ・契約担当官に

や 已 そ呼 灘 司 る利用のた姉 手摩 れ年 あろう・

興 埜 ㌣ 銚 諦 註 睡 員会需 員は・交渉中契継 当飴 ひき

い るチー ム の メ ンバ と して 参加 す る ことが で き る。 同 様 に、 提 案 選定 担 当
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官 もそ れ に参 加す る と とがで きる。 調達 の タイ プな い しは 複雑 さに よっ て

は、 契 約担 当 官 は交 渉 中 に、 提 案 選 定 担 当 官 と議 長 ない しは どち らか一 方.

の参 加 を求 め る と とが で きる。

35・ 契 約 の 裁 定。 交 渉 が成 功 裡 に完 了 す る とそ れ に引 続 いて契 約担 当 官 は

契 約 書 を作成 し、 適 用 され る調 達 規 則 の条 項 に しだ が って、 必 要 なク リア

ラン ス(通 関)を 得 て、 契 約 書を 交付 す る。 契 約書 の写 しは 提 案 選定 担 当

官 と議長 に も配 布 され る。'・"1-」.

36・ 裁定 後 の不 合 格 提案 者 に与 え る情報 こ し ば じばご 不成 功 欠終 っ た提 案

者 が、 どの'よ うな理 由に よっ てそ の提案 が 受 けズ れ られ なか ったか につ い

て{契 約担 当官 が彼 らに情 報 を与 え る"it'L'・うに求 あ て}く る。 この'よ う/7dl}要求

け↓ 特 に仕 事の 負 担情 況 が ひ どい場合 け、 無 差 別 促奨 励 され るべ き もの で

は な い。 しか しな が ら、 不 成 功 に終 った提 案 者 を集 めて説 明 会 を開 く よ う

πす れ ぱ 契 約担 当 官は 省 の獲得 方 針 と手 続 を もグ と十分 に説 明 して、.提 ・

出され る続 く提案ほ、 一般 π全 般 的 た 高い質 の もの で あ る亡 とを告 げ る機 会 ・、

を もて る。 不 成功 に終 っ た あ る提 案 者 が説 明 会 を要求 して きた と きぐ 契 約

担 当官 また は そ の職 務 代 理 人 は、 適 当な 計画 局 に通 告 す る。 そ して希 望 さ

れ るな らば、 そ の 計画 局 の 代表 者が'そめ:説明 会 に 出 席じ て よい。

付 録1.任 命 覚 書 の 型 式 ・':,t、

宛 名:'・
芦

差 出入:

...RFPに 関 す る提 案 評価 委 員 会 に つ い て ハ ン ドブ ック2210.7

に じた が い提 案評 価 委員 会 を これ に よっ て任 命 す る。 下 記 の も,のが 示 され た

地 位 に お ける 構 成 員 と して服 務 す る:知 、 ㌧1
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議 長:個 人の 名前お よび所属役職

記録 係:個 人の名前お よび所属役職(記 録 係 もまた委員今評議 員 として指 名一

して よい)

有 権会 員:個 々の 名 前 お よび所 属 役 職

法 律顧 問:総 務 局 に よっ て任 命 され た法 律 顧 問 の名 前 。

顧 問 とコ ンサ ル タ ン ト:顧 問 と コ ンサ ル タ ン トの名 前 。 所 属 役職 職 業 また

は雇 用 して い る事業 実体 を 確認 せ よ。

本 提 案 評 価委 員 会 は ・そ の業 務 を提案 評 価 委 員会 とい う表 題 の つ い たH,U

Dハ ン ドブ ックに したが っ て行 な うで あ ろ う。 各 委 員 会構 成 員が そ のハ ン ド

ブ ック に 含 憤れ た指示 に十 分 精 通 して い る こ とを確 認す る の は議 長 の責 任 で

ある・特鯖 報の開示と利害の対立幽 するそれ らの飾 職 を向助 けれ

ば な らな い・
..・

本委 員会 は、 時 間 の延 長 が 書面 で承 認 さ れ ない 限 り、 よ り もお く

れ るこ とな く提案選定担当官 にそ の認定 と結論 普の報告 を提出すべ きで ある。

+付 録2の 第7節 を 見 よ
。

付録2.委 員会報 告の型式

宛名:提 案選定担当官

差 出 人:提 案 評 価 委 員 会 ・RFP .. v・ 議 長 、

委 員 会 報 告

第1節:調 達 しよ うと してい る人的財産噴たは非個人 的施設 の簡単 な記述 を

早 る・○ 、 ミ 、_

第 ・節 ・委 昧 ㌣ サル タン ト聾 は鯛 力き存在す るな らばそれ らも含 め

た委員会の構成を記述する。別の委員会 、コンサ形 タン トお よび顧問,を利用 す
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る根本的理 由を述べる。委 員会 または別 の委 員 会 の構成 に何ち か の変 化 が あ っ

だ な らば そ れ も述 べ ろ訂 関 連 報告、 ・リス ト、 そ の他 の 関係 あ る文 書 が あ れ

ばそれ らにっ いて 述 べギ 報 告 にそ・れ≒らをつけ る。 ぺ ・

第3節:(a)審 議 会 招 集 日時、(b)そ の後 の委 員 会 会合 の 日時 と目的、(c)申:入 れv

人 の 口 頭説 明の 日岐(d)審 議 会 の評 価 完了 日時、 等 の ような主 要 な出 来 事

の 時 間 的配 列 を与 え る。

第4節:適 格性 現数 定 義 お よび 重 み を考 察 し、 そ れ ぞ れの評'価規 準 に割b

当 て られた 比 例 した 重 み κつ い て の理 論 的 根 拠 を説 明十 る。'委 員会 に よっ'

て使 わ れ た評点 法 と技法 にっ い て述 べ る。

第5節:調 達 目標 の達 成 に 関連 した各 提 案 の長 所 と短所 を述 べ なが ら、 ラン

クの 降 下 順 に それ ぞ れ の 受 け入 れ る こと の で きる提 案 を考察 す る。

第6節:受 け入 れ る と とので き る提 案 と同 じ方 法 で受 け 入れ る こ と ので きな

いそ れぞ れ の提 案 を考 察 す る。

第7節:提 案 選定担 当 官 の 要請 が あ った場 合 委 員 会 と して の結論 を述 べ る。

議長 名

会 員 の 同 意:署 名、 、

「

付録5.選 定通告覚書の型式

宛名:契 約担 当官

差出人:提 案 選定担 当官

入 札番号 の要請 に関す る受託者選定 について。

提 案評価委 員会は、 表題 の提案 の要請 に応 じて受理 された諸 提案の審査 と

技術評価 を完 了 した。委 員会は認定 と結 論 苦の報告 を本提案選定担当官に提

出 した。 委員会報告 の写 しを添 付す る。
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委 員 会報 告 と、 平'均以 上 であ る と委員 会 に よつ て認 定 され'た そ れ らの 提 案

に つ い て の本 職 の再 審査 に 基 い て、 本 職 は下 記 に挙 げ る提案 者が、 提 案 の要

請 に述 べ られ た 仕 事 を成 功裡 π達 成 す る 最上 の能 力 と最 高 の公 算 を もつ と決

定 した 釈'㌧ 、',ζi‥sへ1・1ぷ ぷ 三 ・ ∵

貴 官 の手 続 に した が って契 約 の裁定 に至 ら しむ る もっ とも早 い時 期 に 交渉

が 開 始 され ・るil廷とを要 望す る。 .浅.」,.)1

+付 録24)第7節 参 照6':・

虫

＼.∨

・ポ
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